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研

究

概

要

戦
国
期
大
名
権
力
が
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
存
在
で
あ
っ
た
か
は
、
現
在
な
お
見
解
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
研
究
代
表
者
は
こ
れ
ま

で
尼
子
氏
・
毛
利
氏
を
対
象
と
す
る
研
究
を
進
め
て
き
た
が
、
戦
国
大
名
の
実
態
的
権
力
の
脆
弱
さ
と
、
地
域
社
会
へ
の
巧
み
な
関
わ
り
方
が
、
次
第
に
鮮
明

と
な
っ
て
き
た
　
（
『
戦
国
大
名
尼
子
氏
の
研
究
』
二
〇
〇
〇
年
）
。
そ
し
て
、
大
名
権
力
の
本
質
は
領
主
層
と
の
関
係
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
一
円
的
領
域
的

支
配
は
あ
く
ま
で
も
志
向
性
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
し
、
近
年
の
研
究
史
は
、
「
戦
国
大
名
」
　
が
近
世
を
生
み
出
す
母
体
と
な
り
え
な
か
っ
た
こ
と
を
主

張
し
は
じ
め
て
い
る
　
（
「
戦
国
期
守
護
論
」
　
「
地
域
的
一
揆
体
制
論
」
　
「
地
域
社
会
論
」
　
な
ど
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
世
に
繋
が
る
戦
国
期
社
会
を
解
明
す
る

方
法
と
し
て
戦
国
大
名
の
実
態
と
性
格
の
解
明
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
問
題
と
な
る
の
は
、
領
主
層
と
の
関
係
の
実
態
で
あ
り
、
そ
れ

を
踏
ま
え
た
領
域
支
配
の
性
格
で
あ
る
。

本
研
究
に
お
い
て
は
、
十
六
世
紀
後
半
に
毛
利
氏
領
国
下
に
あ
っ
た
山
陰
地
域
を
事
例
と
し
て
、
こ
の
問
題
を
追
究
し
た
。
山
陰
地
域
を
対
象
と
し
た
の
は
、

毛
利
氏
領
国
に
組
み
込
ま
れ
た
時
期
が
遅
く
、
毛
利
氏
の
大
名
権
力
と
し
て
の
実
態
や
志
向
性
が
よ
り
鮮
明
に
現
れ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
毛
利
氏
の
研
究

史
に
お
い
て
解
明
の
遅
れ
た
地
域
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
山
陰
地
域
の
支
配
に
お
い
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
家
が
安
芸
国
吉
川
氏
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
た
め
、
検
討
の
中
心
は
毛
利
氏
領
国
下
に
お
け
る
吉
川
氏
の
存
在
形
態
、
及
び
同
氏
の
果
た
し
た
機
能
と
そ
の
意
味
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
置
い
た
。

戦
国
期
の
吉
川
氏
に
関
す
る
研
究
は
、
瀬
川
秀
雄
氏
の
『
吉
川
元
春
』
（
一
九
四
四
年
）
　
を
囁
矢
と
し
、
名
田
富
太
郎
氏
の
『
山
賊
郡
史
の
研
究
』
（
一
九

五
三
年
）
、
河
合
正
治
氏
の
　
「
小
早
川
隆
景
と
毛
利
両
川
体
制
」
　
（
『
芸
備
地
方
史
研
究
』
一
一
六
・
一
一
七
、
一
九
七
八
年
）
　
を
は
じ
め
、
言
及
さ
れ
た
も
の

も
含
め
る
な
ら
ば
ま
さ
し
く
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
ま
た
、
吉
川
氏
の
山
陰
支
配
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
館
鼻
誠
氏
の
　
「
戦
国
期
山
陰
吉
川
領
の
成
立
と
構

造
」
　
（
『
史
苑
』
一
三
六
、
一
九
八
七
年
）
　
が
あ
る
。
と
り
わ
け
近
年
で
は
、
錦
織
勤
氏
執
筆
に
よ
る
　
「
吉
川
氏
の
歴
史
」
や
、
木
村
信
幸
氏
・
久
枝
秀
夫
氏

に
よ
る
　
「
資
料
編
」
　
を
掲
載
し
た
吉
川
氏
城
館
跡
保
存
管
理
三
町
連
絡
協
議
会
『
史
跡
吉
川
氏
城
館
跡
　
保
存
管
理
計
画
策
定
報
告
書
』
（
一
九
九
〇
年
）
　
が

刊
行
さ
れ
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
、
以
下
の
よ
う
な
広
島
県
の
吉
川
氏
城
館
遺
跡
調
査
の
成
果
に
よ
っ
て
、
吉
川
氏
の
本
拠
の
姿
が
次
々
と
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

『
中
世
城
館
遺
跡
保
存
整
備
事
業
発
掘
調
査
報
告
１
・
２
・
４
　
万
徳
院
跡
』
（
広
島
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
一
～
三
年
）

『
中
世
城
館
遺
跡
保
存
整
備
事
業
発
掘
調
査
報
告
５
・
１
１
　
小
倉
山
城
跡
』
（
広
島
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
・
三
年
、
二
〇
〇
一
年
）

『
中
世
城
館
遺
跡
保
存
整
備
事
業
発
掘
調
査
報
告
６
～
１
０
　
吉
川
元
春
館
跡
』
（
広
島
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
四
～
八
年
）

『
中
世
遺
跡
調
査
研
究
報
告
　
第
１
集
　
万
徳
院
跡
の
研
究
』
（
広
島
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
）

『
中
世
遺
跡
調
査
研
究
報
告
　
第
２
集
　
吉
川
元
春
館
跡
の
研
究
』
（
広
島
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
）

１



『
中
世
遺
跡
調
査
研
究
報
告
　
第
３
集
　
小
倉
山
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
（
広
島
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
）

『
中
世
遺
跡
調
査
研
究
報
告
　
第
４
集
　
史
跡
吉
川
氏
城
館
跡
に
係
る
中
世
文
書
目
録
』
（
広
島
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
）

こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
吉
川
氏
の
総
合
的
研
究
は
格
段
に
深
め
ら
れ
、
多
大
な
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
各
時
期
を
通
じ
て
文

献
史
料
調
査
の
中
心
に
位
置
し
た
木
村
信
幸
氏
は
、
こ
の
間
、
「
判
物
か
ら
見
た
吉
川
元
春
の
家
督
譲
り
」
（
『
芸
備
地
方
史
研
究
』
三
四
、
一
九
九
九
年
）
、

「
国
人
領
主
吉
川
氏
の
権
力
編
成
－
惣
領
・
隠
居
・
同
名
を
中
心
に
し
て
ー
」
（
『
史
学
研
究
』
二
二
五
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
、
基
礎
的
か
つ
実
証
的
な
吉

川
氏
研
究
を
進
め
た
。
最
近
の
『
千
代
田
町
史
　
通
史
編
（
上
）
』
（
千
代
田
町
、
二
〇
〇
二
年
）
に
お
い
て
も
、
河
村
昭
一
氏
や
木
村
信
幸
氏
ら
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
一
連
の
研
究
成
果
を
集
大
成
す
る
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
、
と
り
わ
け
近
年
著
し
い
蓄
積
を
遂
げ
た
吉
川
氏
研
究
に
お
い
て
、
あ
ら
た
め
て
本
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
垣
由
は
、
毛
利
氏
領
国

全
体
に
お
け
る
吉
川
氏
の
位
置
づ
け
、
と
り
わ
け
吉
川
氏
と
山
陰
方
面
諸
勢
力
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
不
鮮
明
な
点
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
、
吉
川
氏
に
関
す
る
魔
大
な
史
料
の
個
々
に
つ
い
て
、
年
代
比
定
を
含
め
、
な
お
検
討
す
べ
き
課
題
が
多
い
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
吉

川
氏
の
直
接
的
基
盤
の
範
囲
・
構
造
が
明
確
で
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
毛
利
氏
が
支
配
し
よ
う
と
し
た
山
陰
の
各
地
域
に
お
い
て
、
毛
利
氏
の
領
域
的
支
配
権

を
代
行
し
う
る
既
存
の
勢
力
や
、
毛
利
氏
が
設
置
し
た
地
域
防
衛
拠
点
の
諸
城
主
と
、
吉
川
氏
と
の
具
体
的
な
関
係
が
、
統
一
的
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
た
め

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
本
研
究
で
は
、
豊
臣
期
に
至
る
吉
川
氏
の
基
盤
の
形
成
と
展
開
を
明
ら
か
に
し
、
あ
ら
た
め
て
山
陰
地
域
に
お
け
る
毛
利

氏
領
国
の
全
体
構
造
の
解
明
を
中
心
的
な
課
題
と
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て
、
本
研
究
で
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
吉
川
氏
に
関
す
る
史
料
の
博
捜
を
試
み
た
。
こ
の
時
期
の
当
該
地
域
関
係
史
料
は
、
前
後

の
時
代
に
抜
き
ん
で
た
質
と
量
を
持
っ
て
い
る
が
、
な
お
未
紹
介
の
関
係
史
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
含
め
た
目
録
の
作
成
を
行
っ
た
。
実
は
、
本
研
究

と
ち
ょ
う
ど
時
を
同
じ
く
し
て
、
広
島
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
進
め
ら
れ
た
事
業
に
よ
っ
て
、
『
中
世
遺
跡
調
査
研
究
報
告
　
第
４
集
　
史
跡
吉
川
氏
城
館

跡
に
係
る
中
世
文
書
目
録
』
（
広
島
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）
が
刊
行
さ
れ
、
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
～
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
　
の
間
の

四
〇
〇
〇
点
に
の
ぼ
る
吉
川
氏
関
係
史
科
目
録
が
公
開
さ
れ
た
。
本
研
究
で
は
、
そ
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
こ
れ
に
未
刊
行
史
料
や
、
文
永
五
年
以
前
、
吉
川
広

家
期
の
文
書
を
あ
わ
せ
て
、
計
七
〇
〇
〇
点
近
い
史
料
を
目
録
化
し
た
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
は
、
数
多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
が
、
特
に
木

村
信
幸
氏
（
広
島
県
教
育
委
員
会
）
、
藤
川
誠
氏
（
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
）
、
増
田
実
氏
（
同
上
）
、
庵
原
勝
也
氏
（
同
上
）
に
は
、

多
大
な
御
協
力
を
賜
わ
っ
た
。
と
り
わ
け
増
田
実
氏
に
は
、
目
録
の
整
備
作
業
に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
。

次
に
、
吉
川
氏
発
給
文
書
に
は
魔
大
な
年
未
詳
文
書
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
年
代
比
定
を
行
う
重
要
な
手
が
か
り
と
し
て
、
吉
川
元
春
の
花
押
の
調
査

を
行
っ
た
。
そ
の
必
要
性
と
可
能
性
を
提
起
さ
れ
た
木
村
信
幸
氏
に
は
、
広
島
県
に
よ
る
吉
川
氏
城
館
遺
跡
調
査
事
業
を
通
じ
て
蓄
積
さ
れ
た
魔
大
な
デ
ー
タ

に
、
本
研
究
の
調
査
で
得
ら
れ
た
「
毛
利
家
文
書
」
と
「
吉
川
家
文
書
」
「
石
見
吉
川
家
文
書
」
の
花
押
写
真
情
報
を
加
え
て
、
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
た

だ
い
た
。
花
押
の
変
遷
と
い
え
ば
、
例
え
ば
大
友
氏
や
伊
達
氏
の
よ
う
に
、
明
ら
か
な
意
図
的
な
形
態
変
化
を
各
年
代
に
当
て
は
め
た
研
究
は
存
在
し
、
無
年

号
文
書
の
年
代
比
定
に
多
大
な
威
力
を
発
揮
し
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
元
春
の
花
押
は
、
基
本
的
な
形
状
が
生
涯
を
通
じ
て

２



同
じ
で
あ
る
た
め
、
そ
の
微
妙
な
変
化
を
追
う
こ
と
は
容
易
で
な
か
っ
た
。
同
様
な
試
み
と
し
て
、
舘
鼻
誠
氏
の
　
「
毛
利
輝
元
文
書
の
基
礎
研
究
」
　
（
『
古
文

書
研
究
』
二
六
、
一
九
八
六
年
）
が
あ
る
が
、
影
写
本
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
う
え
、
輝
元
発
給
文
書
の
博
捜
が
な
お
十
分
で
は
な
い
た
め
、
検
討
の
余
地

を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
木
村
氏
の
詳
細
な
分
析
は
、
閲
覧
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
原
文
書
に
依
拠
し
、
元
春
発
給
文
書
の
徹
底
的
な
博
捜
を
ふ

ま
え
て
、
元
春
の
花
押
の
不
可
逆
的
な
年
代
変
化
を
見
事
に
解
き
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
無
意
図
的
で
、
結
果
的
に
不
可
逆
的
な
形
態
変
化
は
、
あ
る

意
味
で
は
意
図
的
な
形
態
変
化
よ
り
も
正
確
な
年
代
比
定
の
材
料
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
事
実
は
、
花
押
の
署
判
に
つ
い
て
、
従
っ
て
公
的

・
私
的
文
書
の
作
成
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
厳
格
で
実
直
な
元
春
と
い
う
人
間
の
人
物
像
を
も
彷
彿
と
さ
せ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
も
ち
ろ
ん
、
実
際
の
年
代

比
定
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
微
妙
な
花
押
の
形
状
変
化
の
み
に
依
拠
す
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
が
、
き
わ
め
て
有
力
な
手
が
か
り
を
与
え
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
手
法
が
、
ど
の
人
物
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
一
定
量
以
上
の
デ
ー
タ
の
豊
富
さ
と
、
前
述
の
よ
う
な
元

春
の
人
物
像
に
も
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

以
上
の
研
究
を
ふ
ま
え
、
十
六
世
紀
後
半
の
毛
利
氏
が
支
配
し
た
山
陰
地
域
に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
石
見
国
、
出
雲
国
、
因
幡
・
伯
者
両
国
の
三
つ
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
行
っ
た
。
石
見
国
は
、
戦
国
期
に
吉
川
元
春
が
介
入
す
る
は
る
か
以
前
か
ら
、
吉
川
氏
と
深
い
結
び
付
き
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う

な
、
前
史
に
さ
か
の
ぼ
る
検
討
を
、
増
田
実
氏
に
お
願
い
し
た
。
こ
れ
は
、
安
芸
・
石
見
両
国
吉
川
氏
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
、
従
来
の
見
解
へ
の
再
検
討

を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
続
い
て
、
毛
利
氏
が
尼
子
氏
討
滅
後
に
支
配
し
た
出
雲
国
に
つ
い
て
、
研
究
史
が
注
目
し
て
き
た
富
田
城
主
（
毛
利
元
秋
・
天
野
隆
重
）

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
再
検
討
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
山
陰
吉
川
氏
の
到
達
点
の
一
つ
と
も
評
価
さ
れ
て
き
た
因
幡
・
伯
香
両
国
支
配
に
つ
い
て
は
、
武
田

氏
・
山
名
氏
・
南
条
氏
・
杉
原
氏
の
果
た
し
た
役
割
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
国
衆
や
在
地
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
武
田
氏
・
山
名
氏
・
南
条
氏
を
失
っ

て
以
降
の
因
幡
・
伯
者
方
面
の
吉
川
氏
の
立
場
と
役
割
に
つ
い
て
、
再
検
討
し
た
。

最
後
に
、
以
上
の
点
を
総
括
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
豊
臣
期
に
至
る
山
陰
吉
川
領
の
形
成
過
程
と
、
吉
川
広
家
期
に
お
け
る
そ
の
転
換
に
つ
い
て
明
ら

か
に
し
、
毛
利
氏
領
国
に
お
け
る
吉
川
氏
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
通
史
的
な
把
握
を
試
み
た
。

吉
川
氏
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
毛
利
氏
権
力
自
体
は
も
と
よ
り
、
戦
国
期
大
名
権
力
の
歴
史
的
性
格
を
究
明
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
吉

川
氏
の
機
能
は
、
毛
利
氏
が
大
名
権
力
と
し
て
直
面
し
た
課
題
で
あ
る
領
主
層
掌
握
と
地
域
社
会
へ
の
介
入
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
吉
川
氏
の
毛
利
氏
内
部
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
戦
国
期
大
名
権
力
が
当
該
地
域
社
会
に
お
い
て
い
か

な
る
役
割
を
果
た
し
、
近
世
へ
の
移
行
を
ど
の
よ
う
な
意
味
で
規
定
し
て
い
た
の
か
　
（
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
）
と
い
う
問
題
を
解
く
鍵
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
本
研
究
は
、
毛
利
氏
の
固
有
性
・
特
殊
性
の
側
面
に
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
社
会
に
視
点
を
置
き
な
が
ら
戦
国
期
大

名
権
力
全
般
に
通
底
す
る
歴
史
的
性
格
　
（
＝
歴
史
的
位
置
づ
け
）
　
を
解
明
す
る
こ
と
を
、
最
終
目
的
と
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
本
研
究
は
依
然
と
し
て
基
礎
的
な
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
史
料
目
録
に
関
し
て
は
、
表
記
の
不
統
一
を
含
む
き
わ

め
て
不
十
分
な
段
階
の
も
の
で
あ
り
、
年
代
比
定
は
も
と
よ
り
、
未
採
録
史
料
も
存
在
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
山
陰
地
域
に
関
す
る
検
討
を
進
め
た
と

は
い
え
、
本
研
究
の
目
指
し
た
最
終
目
的
か
ら
み
れ
ば
、
な
お
道
遠
し
の
感
を
否
め
な
い
。
い
ず
れ
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
　
　
　
　
（
長
谷
川
博
史
）

３



研
究
組
織

研
究
代
表
者

研
究
協
力
者

研
究
協
力
者

長
谷
川
博
史
（
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
手
）

木
村

増
　
田

信
幸
　
（
広
島
県
教
育
委
員
会
）

実
　
（
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
）

合

計

六六

交
付
決
定
額
（
配
分
額
）

研
究
・
調
査
の
主
な
経
緯

二
〇
〇
〇
年
七
月
十
三
日

八
月
～
十
二
月

十
月
三
日

十
月
十
七
日

二
〇
〇
一
～
二
〇
〇
二
年

二
〇
〇
二
年
一
月
六
～
八
日

八
月
八
～
九
日

史
料
調
査
　
山
口
県
文
書
館
（
山
口
市
）

吉
川
氏
関
係
史
科
目
録
基
礎
作
業

史
料
調
査
　
吉
川
史
料
館
（
岩
国
市
）

史
料
調
査
　
毛
利
博
物
館
（
防
府
市
）

吉
川
氏
関
係
史
科
目
録
の
整
理
作
業

史
料
調
査
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
東
京
都
）

史
料
調
査
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
（
東
京
都
）

４

研
究
発
表
（
研
究
代
表
者
分
）

（
１
）
学
会
誌
等
「
杵
築
大
社
大
工
職
と
神
門
氏
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
六
〇
、
二
〇
〇
〇
年
）

「
大
永
七
年
備
後
国
和
智
郷
細
沢
山
合
戦
と
陣
城
遺
構
」
　
（
『
芸
備
地
方
史
研
究
』
二
三
〇
、
二
〇
〇
二
年
）

（
２
）
口
頭
発
表
「
享
禄
四
年
毛
利
・
尼
子
同
盟
と
備
雲
戦
乱
」
（
二
〇
〇
一
年
二
月
一
一
日
　
広
島
中
世
史
研
究
会
研
究
報
告
）

「
中
世
杵
築
大
社
と
地
域
社
会
」
（
二
〇
〇
一
年
八
月
二
九
日
　
中
世
史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
）

「
十
六
世
後
半
に
お
け
る
杵
築
大
社
の
内
部
抗
争
と
『
神
法
』
」
（
二
〇
〇
一
年
一
一
月
二
日
　
広
島
史
学
研
究
会
大
会
日
本
史
部
会
報
告
）

「
中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
寺
社
勢
力
と
地
域
社
会
」
（
二
〇
〇
二
年
九
月
一
八
日
　
織
豊
期
研
究
会
月
例
会
研
究
報
告
）

（
３
）
出
版
物
　
『
戦
国
大
名
尼
子
氏
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）

『
黒
瀬
町
史
編
さ
ん
資
料
展
示
会
図
録
』
（
共
編
）
　
（
黒
瀬
町
史
編
さ
ん
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
）



吉
川
元
春
の
花
押
変
改
に
つ
い
て

は
　
じ
　
め
　
に

本
報
告
の
目
的
は
、
年
欠
の
吉
川
元
春
文
書
の
年
代
推
定
に
役
立
て
る
た

め
、
元
春
の
花
押
変
改
の
推
移
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
カ
ギ

を
握
る
の
は
文
書
の
年
代
で
あ
る
。
判
物
は
年
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

中
に
は
後
世
に
年
代
を
遡
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
“
こ
と
に
注
意
を

要
す
る
。
全
体
の
文
書
の
中
に
判
物
を
位
置
づ
け
て
、
型
式
学
的
に
花
押
を

分
析
し
、
文
書
年
代
を
検
討
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
一
方
、
年
欠
文
書

で
あ
っ
て
も
、
文
書
の
内
容
か
ら
年
代
推
定
で
き
、
か
つ
確
実
な
も
の
を
収

集
す
れ
ば
、
そ
れ
は
有
効
な
デ
ー
タ
と
な
る
。
そ
の
際
、
年
代
推
定
の
正
確

さ
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
留
意
し
て
元
春
花
押
を
有
す
る
文
書
を
収
集
し
、
年
代

順
に
並
べ
た
も
の
が
表
１
～
３
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
表
１
～
３
の
花
押

‰
を
付
し
た
も
の
の
写
真
を
示
し
た
も
の
が
図
１
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
図
表
か
ら
ま
ず
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
吉
川
元
春
の
花
押
は
、

そ
の
初
見
か
ら
終
見
ま
で
同
じ
基
本
構
造
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
元
春
の
花
押
は
、
①
上
部
の
横
線
、
②
そ
の
ほ
ぼ
中
央
か
ら
延
び
る
縦

線
、
③
そ
の
中
ほ
ど
に
あ
る
楕
円
、
④
左
下
か
ら
中
ほ
ど
を
通
り
右
側
に
延

び
る
横
線
、
⑤
右
側
の
縦
長
楕
円
と
そ
の
右
端
部
の
縦
線
－
こ
れ
ら
を
基
本

パ
ー
ツ
と
し
、
こ
の
細
部
に
他
の
パ
ー
ツ
が
取
り
付
い
て
形
成
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
こ
の
基
本
構
造
の
全
体
の
形
状
と
各
パ
ー
ツ
の
微
妙
な
変
化
に
注
目

す
る
と
、
花
押
Ⅰ
か
ら
花
押
Ⅲ
の
三
つ
の
型
式
に
分
類
で
き
∽
、
そ
れ
は
ほ

ぼ
年
代
順
に
推
移
す
る
。

木
　
村
　
　
信
　
幸

そ
こ
で
、
元
春
の
花
押
変
改
の
推
移
を
押
さ
え
る
と
と
も
に
、
変
改
前
後

に
お
け
る
元
春
の
動
向
・
立
場
か
ら
そ
の
契
機
に
つ
い
て
も
で
き
る
だ
け
推

測
し
た
い
。
元
春
が
花
押
を
変
え
る
ほ
ど
の
大
き
な
画
期
が
何
で
あ
っ
た
か

を
推
測
す
る
こ
と
は
、
元
春
の
意
識
や
立
場
の
変
遷
を
考
え
る
上
で
重
要
で

あ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

一
　
花
押
Ⅰ
　
（
表
１
）

元
春
花
押
の
初
見
は
、
天
文
十
六
年
　
（
一
五
四
七
）
　
八
月
二
十
五
日
付
け

で
二
宮
俊
美
に
宛
て
た
父
毛
利
元
就
と
の
連
署
安
堵
状
に
据
え
た
ｍ
ｌ
で
あ

る
。
こ
れ
以
降
の
花
押
Ⅰ
と
し
た
も
の
に
は
、
花
押
Ⅱ
・
Ⅲ
に
な
い
中
下
部

の
斜
め
左
下
線
が
存
在
す
る
。
こ
の
特
徴
を
有
す
る
花
押
Ⅰ
は
、
基
本
パ
ー

ツ
③
の
楕
円
や
右
下
部
の
パ
ー
ツ
の
形
状
の
変
化
に
よ
り
、
ａ
～
ｄ
の
四
つ

に
細
分
で
き
る
。

【
花
押
Ｉ
 
ａ
】

花
押
Ｉ
 
ａ
は
、
中
下
部
に
斜
め
右
下
に
延
び
る
線
が
あ
る
も
の
で
、
こ
れ

に
は
前
出
の
ｍ
ｌ
の
ほ
か
、
天
文
十
七
年
八
月
の
備
後
国
神
辺
城
攻
撃
に
お

け
る
合
戦
注
文
の
‰
２
が
あ
る
。
天
文
十
九
年
十
二
月
に
は
花
押
Ｉ
ｂ
に
変

わ
っ
て
い
る
の
で
、
同
年
正
月
の
日
山
入
城
、
も
し
く
は
九
月
の
前
当
主
輿

経
の
死
と
そ
の
与
党
の
粛
正
を
契
機
と
し
て
、
花
押
を
変
え
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。

【
花
押
Ｉ
ｂ
】

５



花
押
Ｉ
ｂ
は
、
中
下
部
の
斜
め
右
下
線
が
な
く
な
り
、
基
本
パ
ー
ツ
③
の

楕
円
が
縮
小
化
・
偏
平
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
天
文
二
十
年
十
月
五
日
付
け

の
‰
７
ま
で
確
認
さ
れ
、
翌
年
七
月
に
は
花
押
Ｉ
 
Ｃ
に
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
間
に
花
押
変
改
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
天
文
二
十
年
九
月
、
大
内
義
隆

が
滅
び
、
大
内
民
政
権
が
大
内
義
長
を
擁
す
陶
晴
賢
を
首
班
と
す
る
も
の
に

交
替
し
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

【
花
押
Ｉ
 
Ｃ
】

花
押
Ｉ
 
Ｃ
は
、
そ
れ
ま
で
　
「
Ⅴ
」
字
型
で
あ
っ
た
右
下
部
が
、
「
Ⅹ
」
字

型
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
天
文
二
十
二
年
三
月
ま
で
は
確
実
に
こ
の
タ
イ

プ
で
あ
り
、
同
年
四
月
の
吉
川
元
春
起
請
文
に
も
『
平
賀
家
文
書
』
の
編
者

に
よ
っ
て
同
型
の
花
押
が
縮
刻
さ
れ
て
い
る
。
翌
年
五
月
と
推
定
さ
れ
る
‰

１
１
は
花
押
Ｉ
ｄ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
間
に
変
改
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

五
月
は
、
毛
利
氏
の
大
内
方
現
形
、
い
わ
ゆ
る
「
防
芸
引
分
」
　
の
時
期
で
あ

り
、
こ
れ
が
花
押
Ｉ
 
Ｃ
か
ら
Ｉ
ｄ
へ
の
微
妙
な
変
化
の
契
機
で
は
な
い
か
と

田
デ
フ
。

【
花
押
Ｉ
ｄ
】

花
押
Ｉ
ｄ
は
、
花
押
Ｉ
 
Ｃ
の
右
下
部
縦
線
が
左
上
に
撥
ね
た
も
の
で
あ
る
。

弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
と
推
定
さ
れ
る
十
一
月
二
十
六
日
付
け
の
‰
１
４
（
表

２
）
　
で
は
花
押
Ⅱ
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
花
押
は
こ
の
間
に
使
用

さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
た
だ
し
、
元
春
は
弘
治
三
年
春
か
ら
石
見
表
に

出
陣
し
て
お
り
、
同
年
十
二
月
二
日
の
毛
利
元
就
外
十
一
名
連
署
契
状
（
毛

利
二
二
大
）
　
に
も
署
判
し
て
い
な
い
の
で
、
十
一
月
二
十
六
日
に
は
毛
利
隆

元
ら
と
は
別
所
に
お
り
、
こ
の
日
以
降
に
署
判
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

‰
１
３
の
花
押
を
有
す
る
年
欠
十
二
月
二
十
九
日
付
け
の
元
奉
書
状
（
吉
別

三
三
八
）
　
は
、
『
吉
川
家
文
書
別
集
』
の
編
者
に
よ
っ
て
永
禄
十
年
（
一
五

大
七
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
天
文
二
十
三
年
か
ら
弘
治
二
年
頃
の
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。

二
　
花
押
Ⅱ
　
（
表
２
）

前
述
し
た
よ
う
に
、
花
押
Ⅱ
は
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
　
と
推
定
さ
れ
る

十
一
月
二
十
六
日
付
け
の
‰
１
４
を
初
見
と
す
る
。
こ
の
年
四
月
大
内
義
長
が

滅
び
、
年
末
ま
で
に
毛
利
氏
は
防
長
両
国
を
制
圧
す
る
。
こ
れ
を
契
機
に
し

て
、
元
春
は
花
押
Ⅰ
か
ら
花
押
Ⅱ
へ
と
変
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

花
押
Ⅱ
は
、
花
押
Ｉ
 
Ｃ
・
Ｉ
ｄ
か
ら
、
花
押
Ⅰ
に
共
通
の
特
徴
で
あ
っ
た

中
下
部
の
斜
め
左
下
線
が
と
れ
た
も
の
で
あ
る
。
基
本
パ
ー
ツ
②
の
中
央
縦

線
の
長
短
や
、
そ
れ
と
右
下
部
「
Ⅹ
」
字
型
の
パ
ー
ツ
と
の
相
対
的
な
位
置

関
係
、
基
本
パ
ー
ツ
④
の
横
線
上
に
お
け
る
左
下
部
の
点
の
位
置
の
違
い
か

ら
、
ａ
～
ｆ
の
六
つ
に
分
類
で
き
る
。

【
花
押
Ⅱ
ａ
】

花
押
Ⅱ
ａ
は
、
前
述
の
花
押
Ⅰ
同
様
、
中
央
縦
線
が
長
く
、
相
対
的
に
右

下
部
「
Ⅹ
」
字
が
高
い
位
置
に
あ
る
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
。
左
下
部
の
点

は
基
本
パ
ー
ツ
④
の
横
線
を
ま
た
ぐ
が
、
ｍ
１
５
は
横
線
よ
り
も
上
側
に
止
ま

る
　
（
花
押
Ⅱ
オ
）
。
永
禄
三
年
　
（
一
五
六
〇
）
　
十
一
月
ま
で
確
認
さ
れ
、
翌

年
閏
三
月
ま
で
に
は
花
押
Ⅱ
ｂ
に
変
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
に
変
改
さ

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
永
禄
四
年
正
月
、
元
春
の
長
男
元
資
（
後
の
元
長
）

が
元
服
す
る
　
（
吉
川
六
三
八
・
六
三
九
、
吉
別
三
二
七
）
。
元
春
は
こ
れ
を

機
に
花
押
を
変
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。

【
花
押
Ⅱ
ｂ
】

花
押
Ⅱ
ｂ
は
、
中
央
縦
線
が
短
く
な
り
、
相
対
的
に
右
下
部
「
Ⅹ
」
字
が

降
下
し
、
左
下
部
の
点
が
基
本
パ
ー
ツ
④
の
横
線
よ
り
も
上
に
あ
る
も
の
で

あ
る
。
永
禄
五
年
六
月
十
九
日
付
け
の
ｍ
２
９
を
終
見
と
す
る
が
、
こ
の
頃
に

は
右
下
部
　
「
Ⅹ
」
字
が
さ
ら
に
沈
み
込
む
も
の
も
あ
る
　
（
花
押
Ⅱ
げ
）
。
こ

れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
花
押
Ⅱ
ｂ
は
永
禄
四
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
、
花
押
Ⅱ

け
は
永
禄
五
年
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

６



【
花
押
Ⅱ
Ｃ
】

花
押
Ⅱ
Ｃ
は
、
花
押
Ⅱ
ｂ
と
同
様
に
中
央
縦
線
の
短
縮
化
・
右
下
部
「
Ⅹ
」

字
の
相
対
的
降
下
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
が
、
左
下
部
の
点
が
基
本
パ
ー
ツ

④
の
横
線
を
ま
た
ぐ
こ
と
が
花
押
Ⅱ
ｂ
と
異
な
る
。
永
禄
五
年
正
月
に
は
見

ら
れ
、
花
押
Ⅱ
ｂ
と
一
時
的
に
併
用
さ
れ
て
い
た
が
、
本
格
的
な
使
用
は
永

禄
六
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
永
禄
十
一
年
十
月
頃
ま
で
使
用
さ
れ
る
が
、
同
九

年
二
月
に
は
花
押
Ⅱ
ｄ
・
Ⅱ
２
が
登
場
す
る
の
で
、
ま
た
こ
の
間
も
併
用
さ

れ
て
い
た
。

【
花
押
Ⅱ
ｄ
】

花
押
Ⅱ
ｄ
は
、
左
下
部
の
点
が
な
い
も
の
で
、
他
の
形
状
は
花
押
Ⅱ
ｂ
・

Ⅱ
Ｃ
と
同
じ
で
あ
る
。
永
禄
十
年
前
後
の
‰
３

９
と
‰
４
５
の
み
の
確
認
で
あ
る
。

【
花
押
Ⅱ
ｅ
】

花
押
Ⅱ
ｅ
は
、
左
下
部
の
点
が
基
本
パ
ー
ツ
④
の
横
線
を
下
側
に
長
く
ま

た
ぐ
も
の
で
あ
る
。
永
禄
九
年
二
月
の
ｍ
４
０
を
初
見
と
し
、
元
亀
三
年
八
月

の
ｍ
６
９
を
終
見
と
す
る
。
こ
の
間
に
は
、
中
央
縦
線
が
極
端
に
短
く
相
対
的

に
右
下
部
「
Ⅹ
」
字
が
沈
下
す
る
も
の
（
花
押
Ⅱ
♂
）
や
、
こ
れ
と
は
逆
に
、

中
央
縦
線
が
さ
ら
に
延
び
て
右
下
部
「
Ⅹ
」
字
が
相
対
的
に
上
昇
す
る
も
の

（
花
押
Ⅱ
ｆ
）
も
見
ら
れ
る
。
元
亀
三
年
十
月
に
は
花
押
Ⅲ
（
‰
空
が
確

認
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
間
に
変
改
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

【
花
押
Ⅱ
ｆ
】

花
押
Ⅱ
ｆ
は
、
基
本
パ
ー
ツ
②
の
中
央
縦
線
が
延
び
、
相
対
的
に
右
下
部

「
Ⅹ
」
字
が
上
昇
し
た
も
の
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
花
押
Ⅱ
２
と
大
差
な
い

が
、
次
に
見
る
花
押
Ⅲ
を
準
備
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
Ⅱ
ｅ
と
区

別
し
た
。
永
禄
十
二
年
十
二
月
吉
日
付
け
の
毛
利
輝
元
宛
て
の
起
請
文
を
初

見
（
‰
望
と
し
、
元
亀
四
年
五
月
九
日
付
け
の
も
の
を
終
見
と
す
る
が
、

元
亀
四
年
五
月
に
は
既
に
花
押
Ⅲ
を
使
用
し
て
い
る
か
ら
、
終
見
文
書
の
付

年
号
は
後
筆
・
異
筆
の
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
推
測
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
ば
、

こ
の
花
押
Ⅱ
ｆ
は
、
永
禄
十
二
年
十
二
月
頃
か
ら
元
亀
三
年
八
月
頃
ま
で
使

用
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

【
総
括
】

以
上
の
よ
う
に
、
花
押
Ⅱ
は
、
弘
治
三
年
末
頃
か
ら
元
亀
三
年
八
月
頃
ま

で
約
十
五
年
間
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
花
押
Ⅱ
ｂ
と
花
押
Ⅱ
Ｃ
、

花
押
Ⅱ
Ｃ
と
花
押
Ⅱ
ｄ
・
Ⅱ
ｅ
、
花
押
Ⅱ
２
と
花
押
Ⅱ
ｆ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一

時
的
に
併
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
花
押
Ⅱ
ｂ
か
ら
花
押
Ⅱ
Ｃ
・
Ⅱ
ｅ
ま
で

の
変
化
は
、
左
下
部
の
点
が
基
本
パ
ー
ツ
④
の
横
線
の
上
側
に
点
と
し
て
存

在
し
た
も
の
が
、
ま
た
ぎ
、
そ
し
て
ま
た
い
だ
先
の
下
側
が
長
く
な
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
花
押
Ⅱ
ｅ
と
花
押
Ⅱ
ｆ
も
中
央
縦
線
の
長
さ
と
右
下
部

「
Ⅹ
」
字
の
位
置
が
わ
ず
か
に
異
な
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
花
押

Ⅱ
は
ａ
か
ら
ｆ
に
微
妙
に
変
化
す
る
が
、
基
本
的
に
は
、
花
押
Ⅰ
と
同
様
に

中
央
縦
線
の
長
い
状
態
（
ａ
）
か
ら
短
い
状
態
（
ｂ
～
ｅ
）
　
に
移
り
、
ま
た

長
い
状
態
　
（
ｆ
）
　
に
戻
る
と
言
え
よ
う
。

７

三
　
花
押
Ⅲ
　
（
表
３
）

花
押
Ⅲ
は
、
花
押
Ⅱ
ｆ
の
左
下
部
の
点
が
縦
線
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
中
央
縦
線
は
下
部
が
継
ぎ
足
さ
れ
る
も
の
　
（
以
下
、
中
央
縦
線
の
下
部

を
中
下
部
縦
線
と
呼
ぶ
。
）
が
圧
倒
的
に
多
く
な
る
。
初
見
は
、
元
亀
三
年

（
一
五
七
二
）
と
推
定
さ
れ
る
十
月
十
一
日
付
け
元
奉
書
状
の
‰
７
０
で
、
花

押
Ⅱ
ｅ
・
Ⅱ
ｆ
の
終
見
が
同
年
八
月
（
‰
鍋
・
空
　
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
間

に
変
改
さ
れ
た
。
元
春
の
長
男
元
資
（
後
の
元
長
）
　
は
、
元
亀
末
年
頃
か
ら

国
衆
と
の
関
係
や
「
家
之
儀
」
を
元
春
か
ら
継
承
し
、
と
も
に
担
う
よ
う
に

な
る
㌘
ま
た
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
元
春
自
身
も
こ
の
頃
か
ら

毛
利
輝
元
を
補
佐
す
る
「
御
四
人
」
　
の
一
人
と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
始
め



る
。
こ
の
元
資
の
政
務
参
画
と
元
春
の
毛
利
氏
領
国
支
配
へ
の
参
画
を
契
機

と
し
て
、
元
春
は
花
押
Ⅱ
か
ら
花
押
Ⅲ
に
変
え
る
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
花
押
Ⅲ
は
、
左
下
部
の
縦
線
の
長
さ
・
形
状
等
か
ら
ａ
～
Ｃ
の
三
つ

に
分
類
で
き
る
。

【
花
押
Ⅲ
ａ
】

花
押
Ⅲ
ａ
は
、
花
押
Ⅱ
ｅ
・
Ⅱ
ｆ
の
左
下
部
の
点
が
縦
線
化
し
た
も
の
で

ぁ
る
。
初
見
の
元
亀
三
年
十
月
の
ｍ
７
０
か
ら
元
亀
四
年
十
二
月
の
‰
７
８
・
７
９

ま
で
は
、
左
下
部
縦
線
が
中
下
部
縦
線
と
比
べ
て
短
く
貧
弱
で
あ
る
（
花
押

Ⅲ
ａ
ｌ
）
が
、
天
正
二
年
正
月
の
‰
８
０
以
降
は
両
者
の
長
さ
が
括
抗
す
る
（
花

押
Ⅲ
ａ
２
）
。
こ
の
花
押
Ⅲ
ａ
２
の
終
見
は
天
正
四
年
二
月
の
‰
９
７
で
、
同

年
三
月
に
は
花
押
Ⅲ
ｂ
に
改
変
す
る
。
同
年
二
月
足
利
義
昭
が
毛
利
氏
を
頼

っ
て
備
後
国
柄
に
下
向
し
、
毛
利
氏
は
以
後
織
田
信
長
政
権
と
対
決
す
る
こ

と
に
な
る
。
こ
う
し
た
政
局
の
変
化
に
伴
っ
て
花
押
変
改
し
た
も
の
で
は
な

＼
　
　
ヽ
一
〇

ト
∨
、
刀

【
花
押
Ⅲ
ｂ
】

花
押
Ⅲ
ｂ
は
、
左
下
部
縦
線
と
中
下
部
縦
線
が
花
押
Ⅲ
ａ
と
比
べ
て
と
も

に
長
く
な
り
、
か
つ
両
縦
線
が
接
近
し
平
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
初
見
は
天

正
四
年
と
推
定
さ
れ
る
三
月
の
元
春
書
状
の
も
の
で
あ
る
。
以
後
、
天
正
七

年
九
月
ま
で
は
花
押
Ⅲ
ｂ
の
み
が
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
同
年
と
推

定
さ
れ
る
±
月
一
日
付
け
の
ｍ
ｌ
Ｏ
６
で
は
、
左
下
部
縦
線
の
下
端
が
外
側
に

開
い
て
お
り
（
花
押
Ⅲ
Ｃ
）
、
こ
の
頃
か
ら
花
押
Ⅲ
ｂ
と
Ⅲ
Ｃ
が
併
用
さ
れ

始
め
る
。
こ
れ
ま
で
に
確
認
し
た
花
押
Ⅲ
ｂ
の
終
見
は
、
天
正
十
年
と
推
定

さ
れ
る
六
月
二
十
八
日
付
け
の
元
春
書
状
の
も
の
で
あ
る
が
、
天
正
八
年
五

月
頃
か
ら
は
圧
倒
的
に
花
押
Ⅲ
Ｃ
が
多
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

【
花
押
Ⅲ
Ｃ
】

花
押
Ⅲ
。
は
、
左
下
部
縦
線
の
下
端
が
外
側
に
開
き
、
中
下
部
縦
線
と
平

行
で
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
初
見
は
前
述
し
た
と
お
り
天
正
七
年
と
推

定
さ
れ
る
十
一
月
一
日
付
け
の
ｍ
ｌ
Ｏ
６
で
あ
る
が
、
翌
年
五
月
頃
か
ら
多
用
さ

れ
、
天
正
十
年
前
半
ま
で
は
花
押
Ⅲ
ｂ
と
併
用
さ
れ
る
。
天
正
九
年
末
ま
で

は
縦
長
気
味
で
あ
る
が
、
同
十
年
に
は
一
時
的
に
縦
の
長
さ
が
そ
れ
以
前
と

比
べ
て
相
対
的
に
短
く
な
り
１
ど
つ
し
り
と
し
た
感
じ
と
な
る
（
花
押
Ⅲ
土
。

同
十
一
年
に
は
ま
た
縦
長
傾
向
と
な
り
、
天
正
十
四
年
の
元
春
の
死
の
直
前

ま
で
使
用
さ
れ
る
。

天
正
十
年
九
月
三
日
付
け
の
吉
川
元
長
・
元
春
遺
著
知
行
宛
行
状
の
元
春

花
押
（
ｍ
１
３
８
）
は
縦
長
な
の
で
、
日
下
に
署
判
す
る
元
長
が
こ
の
知
行
宛
行

を
主
導
し
、
元
春
は
天
正
十
一
年
以
降
に
署
判
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
天
正
二
年
八
月
二
十
二
日
付
け
の
吉
川
元
春
知
行
宛
行
状
の
‰
１
５
１

は
花
押
Ⅲ
Ｃ
で
あ
り
、
書
下
年
号
が
示
す
天
正
二
年
の
花
押
Ⅲ
ａ
２
と
異
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
元
春
が
こ
の
知
行
宛
行
状
の
年
代
を
遡
っ
て
作
成
し

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
天
正
十
三
年
二
月
、
元
春
は
石
見
国
小
石
見
内
の

小
篠
名
・
七
条
名
を
二
宮
俊
実
の
息
長
正
に
安
堵
す
る
（
吉
別
三
三
一
）
。

当
時
、
「
小
石
見
村
」
は
元
春
の
次
男
仁
保
元
棟
の
所
領
で
あ
っ
た
“
か
ら
、

二
宮
長
正
が
父
俊
実
以
来
の
村
内
小
篠
名
・
七
条
名
支
配
の
正
当
性
を
主
張

す
る
根
拠
と
し
て
、
元
春
に
知
行
宛
行
状
を
求
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

８

お
わ
り
　
に

以
上
、
吉
川
元
春
の
花
押
変
改
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
元
春
の
花
押
は
、

花
押
Ⅰ
か
ら
花
押
Ⅲ
の
三
類
型
に
分
け
ら
れ
、
全
体
の
形
や
各
パ
ー
ツ
の
微

妙
な
変
化
に
よ
り
各
類
型
は
さ
ら
に
細
分
さ
れ
る
。
花
押
Ⅰ
か
ら
花
押
Ⅱ
へ

の
画
期
は
、
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
　
の
大
内
氏
の
滅
亡
と
毛
利
氏
の
防
長

両
国
制
圧
と
推
測
さ
れ
る
。
花
押
Ⅱ
か
ら
花
押
Ⅲ
へ
の
画
期
は
、
長
男
元
資

（
後
の
元
長
）
が
政
務
に
参
画
し
、
元
春
が
「
御
四
人
」
　
の
一
人
と
し
て
毛



利
輝
元
を
補
佐
す
る
体
制
が
整
っ
た
元
亀
三
年
　
（
一
五
七
二
）
　
末
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
二
つ
の
出
来
事
が
元
春
に
と
つ
て
花
押
を
変
え
る
ほ
ど
大
き
な

画
期
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

註（
１
）
　
例
え
ば
、
和
田
秀
作
氏
は
、
大
永
七
年
　
（
一
五
二
七
）
　
七
月
十
八
日
付
け
野
田

興
方
合
戦
手
症
注
文
　
（
山
口
県
史
Ⅱ
　
「
冷
泉
家
文
書
」
　
３
）
　
に
据
え
ら
れ
た
大
内
義

隆
証
判
の
花
押
が
、
享
禄
二
年
　
（
一
五
二
九
）
　
七
月
か
ら
享
禄
三
年
四
月
頃
ま
で
の

間
に
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
書
が
同
日
付
け
野
田
興
方
合
戦
手

症
注
文
　
（
同
１
０
、
大
内
義
興
証
判
）
　
と
は
別
に
、
義
興
の
死
後
義
隆
の
家
督
相
続
後

に
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
（
『
山
口
県
史
だ
よ
り
』
第
八
号
、
一
九
九

六
年
。
）

（
２
）
　
『
国
史
大
辞
典
』
で
は
五
つ
に
分
け
て
い
る
。
本
報
告
の
分
類
を
適
用
す
れ
ば
、

上
か
ら
順
に
花
押
Ｉ
 
ａ
、
花
押
Ｉ
 
Ｃ
、
花
押
Ⅱ
Ｃ
、
花
押
Ⅲ
Ｃ
、
花
押
Ⅲ
ｂ
と
な
る
。

（
３
）
　
木
村
信
幸
「
判
物
か
ら
見
た
吉
川
元
春
の
家
督
譲
り
」
『
芸
備
地
方
史
研
究
』
第

二
一
四
号
　
（
一
九
九
九
年
）
。

（
４
）
　
山
県
家
文
書
一
号
　
（
長
沢
洋
　
「
山
解
家
文
書
に
つ
い
て
」
『
広
島
県
立
文
書
館
紀

要
』
第
二
号
　
（
一
九
九
〇
年
）
　
所
収
）
。



表 １ 吉 川 元 春 の ｒ花 押 Ｉ」 暑 判 文 書 一 覧

花 押 年

Ｎｏ．

１ 天文 １６

２

３ 天

西暦

１５４７

１５４８

月 日 　　 文書名

一土 一　 －・・・一・ ′－

宛 先 典 拠 特徴 ・前花 押 との変 更点 元春花押

８ ２５ ロノ１
状

士

卜元春 ・毛利 刀就連 署安堵

‾ Ａ、

二宮俊美 吉別 ３２９ 中下部に斜 め右下線 あ り Ｉａ

口川 刀春 口戦 手負注文 杉 甲斐守 吉川５０７ Ｊ Ｉａ

４
文１９ １５５０

天 文１９ １５５０

１２ １３ 吉ノｌ

土

１冗春知行宛行 状

卜元春 知行宛行 状

仁元春 知行宛行 状

石 経有　 １石家文書４　　　 押 下部に斜 め右 下線 な し　 Ｉｂ

５
　　　 １２

天 文１９ １５５０　 ２

１３ ロノｌ

士

石彦 九郎

一点■

石 家文書 ３　　 】　　　 Ｊ　　　　　 Ｉｂ

１３ ロノ１

士

＿ 呂木工助 告別３６８ １ Ｉｂ
６ 天文２０　 １５５１　 ３

１０ 口川冗春 自筆証状

吉川元春感 状

士 一

西禅 寺

－ｄ＝■

吉別 ２１ １ Ｉｂ
７ 天文２０ １５５１ １０

８ 天文２
５ ＿ 呂木 工助 告別 ３３４ １ Ｉｂ

９
１・

天文２２

１５５２　　　 ７ ２６ 口川刀春 草忠状

一土 ‾　 ノーーた⊥◆ノー ・

毛利 隆元 吾川 ５０９ 右下部 Ⅴ字 → Ⅹ字 Ｉｃ

１０ 天文２２
３ Ｒノー

士

刀春知打 苑打状

‾ ん椚イーーＪ■Ｌ■ノ・・一 、

＿宮木工 助

・・・・・・・・・一点■

告別 ３３９ Ｊ Ｉｃ

天文２２
３ ロ川元春知 行苑行状

士 一

一 呂木耳助 吉別３６７ １ Ｉｃ

１１

１２

１５５４　　 ５
２６

２３

口川 刀春起請 文

士川 ‾春 ・熊ノ、首肯、 、・

平賀広相

一命

平賀９５ （Ｊ） （Ｉｃ）

弘治 ‾ １５５５
口
士

フに 、谷 侶且連署 書状

■■■■■■■■■・■－‾ ■婁■ヽ

洞毒寺 県史Ⅳ 「洞雲寺 」３１ 右 下部縦線 が左 上へ撥 ねる Ｉｄ

口７⊂ １２ ９ 口 ｌフに　 呂 、 宗 １－０８

１３

「‾春花

（１５５３

１５５６）

押 欄 の

１２

（）

２９ 吉川元春 自筆書状 粟屋 元俊 吉別 ３３８ Ｊ

Ｉｄ

Ｉｄ

刀　 」　　 は資　 の　 者 が縮刻 した花押 か ら読み とった ことを示 。

書下年号や付年号など年号を明記する文書は、「年」欄にその年号を記した。

年代を推定した文書は・「年」欄を空欄にし、「西暦」欄のみにその年代を記した。

花押の形状から年代を推測した文書は・その年代に（）を付して「西暦」欄に記した。
「花押」欄が空欄のものは・未確認であることを示す。

表 ２ 吉 日

花 押 年

ｌ元 春 の 「花 押 Ⅱ 」 署 判 文 書 一 覧

西 暦
Ｎｏ． 月 日 文 書 名 宛 先 典 拠 特 徴 ・前 花 押 との 変 更 点 元 春 花 押

１５５７

１５５９

毛 利 隆 ‾　 」±」‖二±
１４

１５ 永 禄 ２

１１

９

　 刀 ・口川 刀 春 ・２６ 小 早 川 隆 景 連 署 書 状

６ 吉 川 元 奉 安 堵 状

平 佐 就 之

吾 川 経 安

毛 利 ４０７

石 士 １２

中 下 部 に斜 め 左 下 線 な し 左 下 部 の 点 が 横 線 を ま た ぐ Ⅱａ

１６ 永 禄 ３ １５６０ ６ ２８　 士 ｌ‾ 口 左 。 の 点 が ‘ よ り　 上 】 Ⅱ ａ’
ロノ 刀 春 預 ケ 状 長 俊 房 山 口 県 史 Ⅱ 「神 護 寺 」 ４ Ｊ

１７ 永 禄 ３ １５６０ 左 。 の …、が Ｊ　 ま た 。 Ⅱ ａ

１８ （１５６１）
１１

３

Ｊ Ⅱａ

１９

２０

２１

２２

１５６１

（１５６１）

閏 ３

２

１１

１０

吉川

士

刀 春 自筆 書 状 プロ 告 別 ３４６ 中 央 縦 線 の 短 縮 化 （右 下 部

Ⅹ 字 の 降 下 ）

左 下 部 の 点 が横 線 よ り も上 側 ．　Ｊ Ⅱｂ

Ⅱｂ吉ノー

一土

刀 奉 書 状　＼、 二 宮 俊 実 吾 別 ３４５ １

１

（１５６２） １

１５６２ １

１８

４

１３

吉川 刀 奉 書 状

毛 利 隆 元 ・元 就 ・吉 川

元 春 連 署 安 堵 状

吾 川 元 奉 書 状

士 一

益 田藤 兼

益 田藤 兼

益 田 ３０５

益 田 ３０２

Ｊ

１

１ Ⅱｂ

１

Ｊ

Ⅱｂ

Ⅱ ｂ
益 田藤 兼

小 原 美 作 守

益 田３２０

県 史 Ⅳ 「広 島 大 学 所 蔵 小
原 」 ４

１

１５６２

１５６２

１ １３ 吉川

士

刀 奉 書 状　 ｌ、 Ｊ 左 下 部 の点 が 横 線 を ま た ぐ
Ⅱ ｃ

２４ １５６２

（１５６２）

（１５６２）

（１５６２）

－１５

２６

８

１９

吉 川 刀 春 自 筆 書 状

毛利 隆 元 ・元 就 ・吉 川

元 春 連 署 知 行 宛 行 状

吉 川 元 奉 書 状

士 －－■■ 、、

吉 川 産 安

石 経 有

毛利 ７８７

石 亭 ５

１

１

Ｊ Ⅱ ｃ

左 下部 の 点 が 横 線 よ り も上 側 Ⅱｂ

２５

２６

石 家 文 書 ６・８ （右 下 部 さ らに 沈 下 ） Ｊ Ⅱ ｂ’

（Ⅱｂ）吉川 冗 奉 書 状

土 一

熊 谷 １４５ １

（１５６２） ３

８

吉川 刀 春 自筆 書 状

吉 川 元 春 自筆 書 状

吉 川 元 春 自筆 書 状

吉 川 元 春 自筆 書 状

吉 川 元 春 自筆 書 状

士 一 、・

毛 利 ７７９
し Ⅱｂ’

２７ １５６２ １８
毛 利 ７８３ Ⅱｂ’

２８ １５６２ ６ １８
毛 利 ７８６ ロ １ Ⅱｂ’

２９

３０

（１５６２）

１５６３

６

３

３

３

４

１９

２７

毛 利 ７８５

】毛 利 ７８１

（右 下 部 さ ら に 沈 下 ）　１ １

１

Ⅱｂ’

Ⅱ ｂ

Ⅱ口川 冗 春 書 状 益 田藤 兼 益 田３１１ Ｊ 左 下 部 の 点 が 横 線 を ま た ぐ　Ｊ

３１

３２

３３

１５６３

１５６３

１５６３

２７

２９

１５

吾 川 元 奉 書 状

吉 川 元 奉 書 状

吉 川 元 春 書 状

益 田 ３１２ １ Ｃ

Ⅱ ｃ

Ⅱｃ
益 田藤 兼 益 田 ３１４ １ １

ｒヽ

３４ 永禄 ６

１５６３

１５６３

１０ １７
吉 川 元 春 巻 数 井 供 米 返
事

士 ‾　 中 ・

棚 守 房 顕 県 史 Ⅱ 「厳 島 野 坂 」 ８３年
。 に 沈 下 ）

１

１ Ⅱ ｃ’

↓ Ⅱｃ

３５
７
永 禄 ６ １５６３

１１

１２

１３

１３

吉川 冗 春 軍 心 状

吾 川 元 奉 書 状

（毛 利 冗 就 証 判 ）

洞 泉寺

吾 川 ５１１－ １ １ Ⅱ ｃ

山 口 県 史 Ⅱ 「洞 泉 寺 」 ３
３６ １５６４

１５６４ ．

１５６４

７ ２４
毛 利 元 就 ・吉 川 元 春 ・
小 早 川 隆 景 連 署 書 状

毛利 ‾⊥ 士 ‾

未 近 宗 久 ・山 田 満 重
下 部　 ら に 沈 下 ）　　　　　　　 １

Ⅱｃ’

山 田家 文 書 、 閥３１－２８ （右 下 部 さ ら に 沈 下 ）　　　　　　　 １ Ⅱｃ’

３７

３８

９

２

２８ 　 刀 就 ・口川 刀 春 ・
小 早 川 隆 景 連 署 書 状

土 － 、・

渡 辺 房 ・久 芳 賢 直 久 芳 文 書 ２３ １　　　　　　　　　　 １ Ⅱ ｃ

永禄 ８ １ ２９ 口川 冗 奉 書 状

士 －

益 田藤 兼　　　 ｌ益 田 ３２６ Ｊ Ⅱｃ

３９
７ １

永 禄 ９

１５６５

１５６６

１２ ２８

１５

口川 刀 春 起 請 文

小 早 川 隆 景 士 ‾１‾

益 田藤 兼 益 田 ３２７ Ｊ Ｊ Ⅱｃ
２

連 署 起 詩 文 ・口 川 元 春 益 田藤 兼　士 －■ 益 田 ３２８ ↓ 左 下 部 の 点 が な い Ⅱｄ

！

永 禄 ９ 靂

】

１５６６ ｌ

１５６６ －

１５６７ ｌ

２ １５ 小 早 ノ
連 署 起

ト

ｌ【隆 景 ・口川 冗 春
請 文

【１ 士 ‾

平 賀 広 相 平 賀 ９６ ↓ 左 下 部 の 点 が 横 線 を ま た ぐ （Ⅱ ｃ）

４０

４１

２

３

１６

１４

′ 早 ノ 隆 景 ・吉川 冗春
連 署 寄 進 状

吉川 元 奉 書 状 】

吉川 元 春 起 請 文 ｌ

（波 多 野 右 京 亮 ） 新 修 島 根 県 史 「秦 文 書 」 Ｊ 左 下 部 の 点 が 横 線 よ り も下 側

に長 く伸 び る Ⅱ ｅ

４２ 永 禄 １０ １５６７　 】 ９ ８
山 田満 重

毛 利 輝 元

山 田 家 文 象 閥 ３卜２７ 】

毛 利 ３２２ １

吉 別 ３７４ ｉ

士

（右 下 部 さ らに 沈 下 ）

（右 下 部 さ らに 沈 下 ）

（右 下 部 さ らに 沈 下 ）

１　　　　　　　 Ⅱ ｅ，

４３蓼

４４一　 事

１５６７

１５６７ 」

１１

１２

２０

３

５

吉 川 元 春 自筆 書 状 ｉ

吉 川 元 奉 書 状 ｌ

吉 川 元 春 官 途 書 出 ｌ

吉 川 元 春 自筆 書 状 ｌ

吉 川 元 春 自 筆 書 状 ｌ

二 宮 春 澄 ！

二 宮 俊 美 １

ンｒイＴい亡ゝ

左 下 部 の 点 が 横 線 を ま た ぐ Ⅱ ｃ’
下 。 の 点 が 横 線 よ り も 下 側

に 長 く伸 び る Ⅱｅｌ

４５ 永 禄 １１ １５６８ １
ロ別 ３３７ （右 下 部 さ らに 沈 下 ） Ｊ Ⅱｅ’

４６

４７ １ 】

１５６８

１５６８ ，

６

６ ｌ

９

１０

江 田 宗 兵 衛 尉　 ｌ江 田 家 文 書 （中 央 縦 線 下 部 継 足 し） －

（中 央 縦 線 下 部 継 足 し 、 右

下 部 沈 下 ）

左 下 部 の点 が な い Ⅱ ｄ

毛 利 輝 元

毛 利 輝 元　 ｌ

毛 利 ７９２ 左 下 部 の 点 が 横 線 よ り も下 側
に長 く伸 び る

Ⅱｅ’

４８ １５６８
７ ｌ ９ 毛利 ７９３ （右 下部 さ ら に 沈 下 ） Ｊ Ⅱ ｅ’

小 早 川 隆 景 ・吉 川 元 春
連 署 書 状

ト早 川 陸 士 ‾

真 如 院 山 口県 史 Ⅱ 「勝 間 田 」 ９ Ｊ １ Ⅱｅ

１５６８　　　 １０
１ 芸 者 書 状 景 ●口川 元 春 大 津 山 資 冬 県 史 Ⅳ 「幸 谷 達 順 氏 旧

蔵 」 １１
Ｊ Ｊ Ⅱｅ

－１０＿



１５６８ １０ １
吾川元春 ・小早川 隆景

連 署書状
宇 土 （和気 行直）

県史 Ⅳ 「幸谷 達順 氏 旧
蔵」 １０

１ 左 下部 の点が横線 をまた ぐ Ⅱｃ

１５６８ １０ １
吉川元春 ・小早川 隆景
連署書状

内古閑鎮照
県史 Ⅳ 「幸谷 達順氏 旧

蔵 」９
１ Ｊ Ⅱｃ

１５６８ １１ ６
吉川元春 ・′ト早川 隆景
連署書状

横 田藤右衛 門尉
県 史Ⅳ 「横 田唯二氏 旧
蔵」２

． ↓ 左 下部 の点が横線 よ りも上側 Ⅱｂ

４９ １５６９ 閏５ ２８ 吾川元春合 戦注 文
（毛利 輝元 ・元就証

判 ）
吉川 ５１３ １

左下部 の点が横線 よりも下 側

に長 く伸 び る
Ⅱｅ

５０ １５６９ １１ １ 吉川元奉 書状 江 田宮 内大 輔 江 田５ １ Ｊ Ⅱｅ

５１ １５６９ １２ １６ 吉川元春 自筆書 状 毛利輝元 毛利 ７９４ （中央縦線 下部継足 し） Ｊ Ⅱｅ

５２ 永禄 １２ １５６９ １２ 士
口

吉川元春起 請文 毛利 輝元 毛利 ３２４
中央縦線 の延長化 （右 下部

Ⅹ字の上昇 ）
１ Ⅱｆ

５３ １５７０ １ ５ 吉川元春 自筆書 状 毛利輝 元 毛利 ７８８
中央縦媛 の短縮化 （右下部

Ⅹ字の 降下）
１ Ⅱｅ

５４ １５７０ １ ５ 吾川元春 自筆書 状 又 （毛利輝 元） 毛利 ７８９ Ｊ １ ‾　Ⅱｅ

５５ １５７０ ２ ７ 吉川元春 自筆書 状 兼 重元宣 毛利 ７９０ （中央縦線 下部継足 し） １ Ⅱｅ

５６ １５７０ ２ ２０ 吉川元春 自筆書 状 毛利輝 元 毛利 ７９１ （中央縦線 下部継足 し） １　 ＿ Ⅱｅ　－

１５７０ ２ ２４ 吉川元暮 春状 毛利輝 元 長府 毛利１７－２ １ １ Ⅱｅ

５７ １５７０ ４ ９
小早川 隆景 ・吉川 元春
連署書 状

山 田出雲 守 山田家文書 、閥３卜 １０
中央縦線 の延長化 （右下部

Ⅹ字の上昇 ）
１ Ⅱｆ

５８ １５７０ ４ １７ 吉川元春 自筆書 状 口羽春 良 毛利 ３７１
中央縦線 の短縮化 （右下部

Ⅹ字 さらに沈下）
１ Ⅱｅ’

永 禄１３ １５７０ ４ ２３

小早川 隆景 ・福 原貞
俊 ・口羽 通良 ・吉川元
春連署 禁制写

阿式宮 大 社１７３４ 「鳥 屋尾文 書」 ？ １ （Ⅱｅ）

永禄１３ １５７０ ５ １０
吾川 元春 ・′ト早川隆景
連署起 請文

大野高 直 ・秀康 大 社１７３６ 「三木家文 書」

１５７０ ８ １４

吉川 元春 ・福原 貞俊 ・

口羽通 良 ・小 早川隆景
連署 書状

野村 士悦
野 村２－８， 閥１２３ 〈野村 作
兵衛〉３０

１ １ Ⅱｅ

１５７０ ８ １７
小早 川隆景 ・吉川元春

連署 書状
鱒淵 寺衆徒 大社１７５９、鰐淵寺２７２

中央縦線 の延長化 （下部継

足 し）
１ Ⅱｆ

１５７０ １０ １６ 吾川 元奉書状 」、笠原 長節
新修島根 県史 「林 文

書」、石 見小笠原 文書６

中央縦 線の短縮化 （右下部

Ⅹ字 の降下）
Ｊ Ⅱｅ

永禄１３ １５７０ １１ ２ 吉川 元春起請 文 古志重 信 吉川１４６５、古志３２ １ １ Ⅱｅ

５９ 永禄１３ １５７０ ＿１２ ２６ 吉川 元奉書状 波多 野右京亮 新修島根 県史 「案 文書」 ↓ １ （Ⅱｅ）

６０ １５７１ ５ １６ 吉川 元奉書状 山田出雲守 ‘ 山 田家 文書、閥３卜１１
中央縦 線の延長 化 （右下 部

Ⅹ字 の上昇）
１． Ⅱｆ

６１ 元亀２ １５７１ ５ ２３

小 早川隆景 ・福原 貞

俊 ・口羽通 良 ・吉川 元
春連 署書状

熊 野別火 大社 １８２３ 「熊野 大社」
中央縦 線の短縮 化 （右 下廓

Ⅹ字 の降下）
Ｊ Ⅱｅ

６２ 元亀２ １５７１ ６ ２６
小 早川隆 景 ・福原 貞
俊 ・口羽通 良 ・吉川 元
春 連署書 状

粟屋 元種 毛利８４０
中央縦 線 の延長 化■（右 下部

Ⅹ字 の上昇）
１ Ⅱｆ

６３ １５７１ ７ １０ 吉川元奉 書状 山田出雲守 山田家文書 、閥３卜３０ Ｊ １ Ⅱｆ

６４ １５７１ ８ ２７ 吉川元奉 書状 山 田出雲 守 山田家文書 、閤３卜１２ １ 」 Ⅱｆ

６５ １５７２ ３ １４ 吉川元奉 書状 山 田満重 山田家文書 、閥３卜２７
中央縦線 の短 縮化 （右 下部

Ⅹ字 さ らに沈 下）
１ Ⅱｅ’

６６ （１５７２） ４ ９ 吾川元春 自筆書状 吉川元資 吉川 １２２１ １ １ Ⅱｅ’

６７ 元亀４ （１５７２） ５ ９ 吾川元春 書状 粟屋元種 ・児玉元 良 閥９８　〈内藤惣 兵衛〉２
中央縦線 の延 長化 （右 下部

Ⅹ字 の上昇 ）
１ Ⅱｆ

１５７２ ６ ２１ 吉川元奉 書状 野村士悦
野村 １－１６， 閥１２３ 〈野村
作 兵衛〉１６

１ 」 Ⅱｆ

６８ 元亀 ３ １５７２ ８・ １
吉川元 資 ・元春連 署起
請文

山内元通 ・隆通 山内２４７ Ｊ １ Ⅱｆ

元亀 ３ １５７２ ８ ７ 吉川元奉 書状 国造千 家義弘 大社 １８４６ 「千家」

６９ 元亀 ３ １５７２ ８ ９ 吉川元奉 書状
国司元武 ・養拙 斎 ・
児玉元 良

大社 １８４８，「千家」
中央縦線 の短縮化 （右下部

Ⅹ字の沈 下）
１ Ⅱｅ

－１１－



一 表 ３ 吉 川 元 春 の 「花 押 Ⅲ 」 暑 判 文 書 一 覧

花 柳 年　 西暦　 月 日　 文 書名　　 宛先　　 典 拠

７

７

０

１

１５７２

１５７２

１

１

０ １

０

１ 吉川元春 書状

２ 墓 畏ノ順 景 ●吉川元春連

久芳元和 ・内海兵庫
助

署 福原 貞俊 ・口羽 通良

特 徴、前花 押 との変 更点 ． 元春花 押

久芳６３　 「士 中央縦線 の延長
化 （右 下部Ⅹ字

の上昇）

左 下部 の縦線 化
Ⅲａｌ

１ 山 口県史 Ⅱ　 口見」

１０

－（中央縦線 下部
継 足 し） １

Ⅲａｌ

７

７

２

３ 元亀４

１５７２

１５７３

１２

１

毛利氏 拉 （福原 貞俊 ・口羽

２ 通良 ・吉川元春 ・小早川 隆
景連署 ）

４ 吉川元春 官途 書 出

毛利４０４ Ｊ Ｊ
Ⅲａｌ

二宮与十郎　 ■ 音別３７７ （中央縦 線下部

継足 し）
１ Ⅲａｌ

Ⅲａｌ

７

７５

４ （１５７３）

１５７３ ９

４ ３

２７

小 早川隆景 ・福原貞俊 ・口
羽通 良 ・種元重 ・吉川元 春
連署 書状

吉川元奉 書状

吉川元春 ・撞 元重 ・口羽通
良 ・福原 元俊連署禁制

吾川 元春書 状

吉川 元奉書状

吉川 元奉書状

士川 ‾春 産

粟屋 元種 ・兼重 元宣 毛利 ８４２ 」

十

Ｊ

７６

７７

‾亀４ １５７３

久芳 賢直

璽 樹寺

山田出雲守

児 玉元良 ・粟 屋元種

湯浅将 宗 ‾

江 田宮 内大輔

全埠庵

久芳 ７２ （中央縦線下部
継足 し）

Ｊ Ⅲａｌ

フて
（１５７３）

１０

１１

１０

２３

新修 島根県史 「雲樹
寺文書 」

Ｊ １ Ⅲａｌ

７８ 元４ １５７３ １２ ８ 山 田２９ Ｊ． １
Ⅲａｌ

７９

８０ 天正２

（１５７３）

１苧７４

（１５７４）

１２

１

１２

２１

閥９８ 〈内藤 惣兵衛〉 ３

新 出湯浅家 文書４８

Ｊ

（中央縦線 下部
継足 し）

１
Ⅲａｌ

１ Ⅲａｌ

８１ ３

ロ ブ⊂ 受領書 出

吉川 元春 書状

江 田１０

新修 島根 県史 「全 長
寺

１ 左 下部縦線 の延長
（中下部 と結 抗） Ⅲａ２

１０ Ｊ

（中央縦線 下部
継足 し）

１

８２

８３

１５７４

１５７４

閏１１

閏１１

１４

１６

吉川 元奉書状 ‾

吾川元春 書状

御 崎政久

山田出雲守

、文書」

大社 町史 １８９５ 「日御

碕神 社」

１

Ⅲａ２

Ⅲａ２

８４ 天正２ １５７４ 閏 １１ ２２
小早川 隆景 ・福原 貞俊 ・口
羽 通良 ・吉川元春連署 書状

Ｊ、 ｌ す 艶

　 雲 ヽ

洞春寺

山田家文書 、閥３卜３６ １ Ｊ
Ⅲａ２

山 口県史 Ⅱ 「洞春
寺」３５

（中央縦 線下部
継足 し） １ Ⅲａ２

８５

８６

天正 ２ １５７４

１５７５

閏１１

２

２２
′ 早川隆景 ・福原貞俊 ・口
羽通 良 ・吉川 元春連署書 状

吉川元春 書状

吉川元奉 書状

士 － 、・

洞春 寺

山 田出雲 守

山 田出雲 守

山田出雲守

山田出雲守

山 田出雲 守 ，

山 田出雲 守

山田出雲守

般 苧書芸 去馨 莞左

山田出雲守

久芳安 直

山 口県史 Ⅱ 「洞春
寺 」３４

（中央縦線 下部
継足 し） １ Ⅲａ２

８７

８８

８９

１５７５ ３

２２ 山田家文事 、閥３１－５３ １ １ Ⅲａ２

（１５７５） ４

２７
山 田家 文書、 閥３卜３４ （中央縦 線下部

継足 し）・
１ Ⅲａ２

１５７５ ５

２０ 吉川刀奉書 状

吉川 元春書状

吉川元春 書状

吉川元奉 書状

吉川 元奉書 状

吉川 元春書状

吾川元奉 書状

吉川元奉 書状

小 早川隆景 ・福原貞俊 ・口

羽通 良 ・吾川 元春連署 書状

吉川 元春官途書 出

吾川元奉 書状

吾川売春 書状

吉川 元奉 書状

吉川 元奉書状

吉川 元春書状

吉川元奉 書状

吾川元春知 行宛行状

士 一 、、

山 田家文 書、閥３１－５４ （中央縦線 下部

継 足 し）

　′

Ｊ Ⅲａ２

９０ （１５７５）

１７
山田家文書 、閥３卜 １３ （中央縦線 下部

継足 し）
１ Ⅰ江ａ２

９１ （１５７５）

６

７

２ 山田家文書 、閥３１－５０ （中央縦線 下部
継足 し）

Ｊ
Ⅲａ２

９２

９３

（１５７５） ７

３ 山 田家 文書、閥 ３１－５１ （中央縦 線下部
継足 し）

Ｊ Ⅲａ２

１１

１９

山 田家文 書、閥３１－３２ （中央縦線 下部
継 足 し）

１
Ⅲａ２

９４

（１５７５）

（１５７５）

７

０

山田家文書 、閥３卜３１ Ｊ Ｊ Ⅲａ２

９５ （１５７５）

１

２

１６ 山田家文書 、閥３１－３３ （中央縦線下部
継足 し）

１ Ⅲａ２

１ ２５ 久芳６４ （中央縦 線下部

継足 し）
Ｊ Ⅲａ２

９６

９７ 天正４

（１５７６）

１５７６

１ ２５ 国司元武 毛利 ８４１ （中央縦線 下部
継 足 し）

　七

１ Ⅲａ２

１５７６

２

３

５

２３
都野弥 三郎

宍道隆慶

山名 豊国

山 口県史 Ⅱ 「毛利家

旧蔵 諸家 」４６

大社 町史１９３６ 「鱒淵
寺文 書」

大社 町史１９３７ 「膀 淵
寺文書 」

大社町史 １９４７ 「鮨淵
寺文書」 ′

大社 町史 １９４８ 「鰐淵
寺文書」

（中央縦線 下部
継足 し）

１ Ⅲａ２

１５７６ ３

（中央縦線下部
継足 し）

左 下部縦線 と中下
部縦 線の接近

Ⅲｂ

１５７６ ６

２３ （中央縦 線下部

継 足 し）
１ Ⅲｂ

１５７６

１５７６

４ （中央縦線 下部
継足 し）

Ｊ Ⅲｂ

６

０

１７ 鰐淵 寺

小笠原 長鹿

吉川纏 安

′

（中央縦線下 部
継足 し）

１ Ⅲｂ

９８ 天正４ １５７６

１

１２

７ 石 見小 笠原文 書５　　　　　　 Ｊ（中央縦 線下部
継足 し）

　七

１ Ⅲｂ

９９

１００

天正５

天 正５

１５７７

１５７７

２

４

１１

２８

３

石膏 １３ （中央縦 線下部
継足 し）

Ｊ ・ Ⅲｂ

Ⅲｂ

Ⅲｂ

吉川径安 石膏 １４ １ １

１ロ川刃奉書 状

吉川 元奉書状

小早川 隆景 ・吉川 元春連署
書状

吉川元春 自筆書状

久利 左馬助

古志 重信

粟屋 元種 ・児 玉元貫 Ｉ

一色藤長

久利文 書３４

士 、

１

１０１

１５７８

５７

６ ２

′

古志資料集 ３９ 「牛尾
家文書」 寿

山口県史 Ⅱ ■「毛利家
日蔵 児玉 」４２　 存

（中央縦線 下部
匪足 し）

１ Ⅲｂ

１０２

１　 ８ ７ ２ （中央縦線 下部
匪足 し）

１ Ⅲｂ

１５７８ ７ １２ 吉川 １４６６　　　　 希（中央縦線下部

匪足 し）
Ｊ 】Ⅱｂ

１０３

１５７８ １０ ２９ 吉川 元奉 書状 ′

吉川 元春書状

吉川 元春 自筆知 行宛行状 ｌ

吉川元春 自筆書状 ｉ」

士川 ‾奉 書状

仲 川隆 景　 墓室墓 守詣 題 讐 監 寿　　旧蔵）５　　士 、 （中央縦 線下部
匪足 し） Ｊ Ⅲｂ

１５７８ １１ ２８

１３

古志 重信　　　 豪語 ㌣集 ４１ 「牛尾 弄（中央縦線 下部
匪足 し）

Ｊ Ⅲｂ

１０４ 天正 ７
１５７９ ｌ

２ 宮庄経 書

、早川 隆景

多　 ‾中

吉川 ６９３ （中央縦線 引き
直 し）

　 ′

１ Ⅲｂ

１０５

１５７９

１５７９

９

９

７

１０

小早川 ３８６　　　 霹（中央縦線下部
鮭足 し）

１ （Ⅲｂ）

１０６ １５７９ １１ １ 吉
ロ　 ブ６　　　　　　　 １ 賀長若 丸 （元忠 ト 井原家 文書２０７ １ １ Ⅲｂ

川 冗春 自筆 書状　　　　 宮 庄経書 吉川１２４２　　　　 霹（中央縦線 下部

匪足 し）
Ｊ

左下部 縦線 下

端 が開 】Ⅱｃ

天

１０７

正７
１５７９ －

１５７９ ｌ

１１

１り

２０ 吾

２２ 士

川 元春 ・同元長 連署願 文 杵

川 ‾春 自

集 太明神
大社町史 古代 ・中
世 １９８５ 「千 家家文
書 」

く

１５７９ 】 １２１
　 口
３ 士 刀　 筆書状　 １＿

川 ‾春 書状

宮春澄 音別 ３７１　幽 １ Ｊ × Ⅲｂ

口　 ７⊂　　　　　　　 ｌ小早川 隆景 広大文 子部所蔵

２ ＿

１ Ｊ　　　　　 Ｊ Ⅲｃ



天正 ナ １５７９ １２ １４
吉川 元春 ・元棟 ・経書 ・元
長連署願 書

厳 島両大明神
県史 Ⅱ 「厳 島野坂」

８３６

（中央縦線 下部

継 足 し）
１ × 】Ⅱｂ

１５７９ １２ ２５ 吉川 元春 書状 棚守 元行 ・房 顕
県史 Ⅱ 「厳 島野坂 」

８３７

（中央縦線 下部
継足 し）

Ｊ × Ⅲｂ

１５８０ １ ２６
吉川 元春 ・小 早川 隆景連 署
書状

平佐 就之 毛利 ８４３
（中央縦線 下部

継 足 し）
」 × Ⅲｂ

１５８０ 閏３ ６ 吾川 元春 自筆 書状 兼重 元宣 ′ト早川３８７

１０８ １５８０ 閏３ ９ 吾川 元春 自筆 書状 宮庄 経書 吉別３１０
（中央縦線 引き

直 し）

（左 下部縦線

「イ 」字形） × Ⅲｂ’

１５８０ 閏３ ２１ 吉川 元奉書状 酉 楽寺
新修島根 県史 「酉 楽
寺文書」

１ １ × Ⅲｂ

１０９ １５８０ ５ １０ 吾川 元春 自筆 書状 宮庄 経書 吉川１２３９
（中央縦線 下部

継 足 し）
１ Ｊ Ⅰ［ｃ

１１０ １５８０ ６ ２１ 吉川 元奉書状 益 田元祥 中世の 益田５４
（中央縦線 下部

継 足 し）
１ Ｊ Ⅲｃ

天 正８ １５８０ ９ １ 吾川 元春寄進 状 勝宿 大名神
鳥取県 史 「加知弥神

社文書 」

１１１ １５８０ ９ ８ 吉川 元春 自筆 書状 宮庄 蓮青 吉川１２３７
（中央縦線 下部

継 足 し）
」 × 】Ⅱｂ

１５８０ ９ １３ 吉川 元奉書 状 秋 上良忠
新修島根 県史所収 秋
上文書 １

１１２ １５８０ ９ １６ 吉川 元春 自筆 書状 吉川 経書 吉川１２３８
（中央縦線 下部

継 足 し）
１ １ Ⅲｃ

１１３ 天 正８ １５８０ １０ ５ 吉川 元春書 状 吉 川経安 石吉 １６ １ １ １ Ⅲｃ

１１４ 天 正８ １５８０ １０ ２７ 吉川 元春書 状 吾川 経安 石膏 １７ １ Ｊ ↓ Ⅲｃ

１５８０ １２ ２２ 吉川 元春 自筆 書状 吉 川元長 吉川 １２２７ １ １ × Ⅲヤ

１１５ １５８０ １２ ２４ 吉川 元春 自筆 書状 吉川元長 吉川６４２
（中央縦線 下部

継 足 し）
１ １ Ⅲ ｃ

１１６ １５８０ １２ ２８ 吉川 元春 自筆 書状 吉 川元長 吾川 １２２２
（中央縦線 下部

継 足 し）
１ × Ⅲｂ

１１７ １５８１ １ ６ 吉川 元春 自筆 書状 （吉川元長 ） 吉別７３７
（中央縦線 下部

継 足 し）
」 １ Ⅲｃ

１１８ １５８１ １ １‾４ 吾川 元長 ・元春連署 書状 吾川経家 石膏 １３４
（中央縦線 下部

継足 し）
」 」 ⅠⅡｃ

１１９ １５８１ １ １４ 吉川 元長 ・元春連署 書状 吉川経家 石膏 １３５
（中央縦線 下部

継足 し）
」 １ Ⅲｃ

１２０ １５８１ ２ １ 吾川声春 自筆書状 吉川経書 吉川 １２２９
（中央縦 線下部

継足 し）
１ × Ⅲｂ

１５８１ ２ ９ 吉川元奉書 状 勝 宿神 主
鳥取 県史 「加知 弥神
社文 書」

１２１ １５８１ ２ １７ 吉川元春 自筆書状 吉川元長 吉川 １２２３
（中央縦 線下部

継足 し）
１ １ Ⅲｃ

１２２ １５８１ ４ １２ 吉川元春 自筆書状 吉川元長 吉川 １２２４
（中央 縦線下部

継足 し）
」 × Ⅲｂ

１５８１ ４ ２０ 吉川元奉 書状 林愛 書氏 旧蔵 文書３ １ １ １ Ⅲｃ

１２３ １５８１ ６ １１ 吉川元春 自筆書 状 吉川元 長 吉川 １２２５
（中央縦線下部

継足 し）
１ × Ⅲｂ

１２４ １５８１ ６ １１
吉川元春 ・経書 ・元棟連署

書状
吾川 元長 吉川 １２２６

（中央縦線下部
継足 し）

」 １ ⅠⅡｃ

１２５ １５８１ ６ １３ 吉川元春 ・か かい連署書 状 吾川経 書 吉川 １２４０
（中央縦線下部

継足 し）
１ １ Ⅲｃ

１２６ １５８１ ７ ４ 吉川元春 自筆書 状 吉川経 書 吉川 １２４１
（中央縦線下部

継足 し）
１ １ Ⅲｃ

１２７ １５８１ ７ １１ 吉川元奉 書状 山県善右衛 門尉 山県家文書 １０
（中央縦線下 部

継足 し）
１ 」 Ⅲｃ

１２８ １５８１ ７ １２ 吉川 元春書状 山県善右衛 門尉 山県家文 書１１
（中央縦線下 部

継足 し）
１ ． １ Ⅰロｃ

１２９ １５８１ ７ １７ 吉川 元春書状 山県蕃右衛 門尉 山県家文 書１２
（中央縦線 下部

継足 し）
１ １ Ⅲｃ

１３０ １５８１ ７ ２３ 吉川 元奉書 状 山県善右衛 門尉 山県家文 書１３
（中央縦線 下部

継足 し）
Ｊ １ 】Ⅱｃ

１３１ １５８１ ７ ２３ 吉川 元春書 状 山県善右衛 門尉 山県家 文書１４
（中央縦線 下部

継 足 し）
」 Ｊ Ⅲｃ

１３２ １５８１ ８ ７ 吉川 元奉書 状 山県善右衛 門尉 山 県家文書４
（中央縦線 下部

継 足 し）
１ １ Ⅲｂ

１３３ １５８１ ９ １３ 吉 川元春 自筆書状 吾川元長 吉川 １２２８ （中央縦線 下部

継足 し）
」 １ Ⅲｂ

１３４ １５８１ １１ １５ 吉川元奉 書状 井原元 尚 井原 家文書１３９
（中央縦線 下部

継足 し）
１ １ Ⅲｃ

１３５ 天正１０ １５８２ ２ １６ 吉川元春 ・元長連署 安堵状 周伯意薙 告別２４ （中央縦線 下部

継足 し）
１ １ Ⅲｃ’

１３６ １５８２ ５ ２２ 吉川元奉 書状 桂 就宣 ・岡元康 新 出同家文書２８
（中央縦 線下部

継足 し）
」 」 Ⅲｃ’

１３７ １５８２ ５ ２３ 吉川元奉 書状 岡元康 新 出同家文書２９ 」 １ Ｊ Ⅲｃ’

１５８２ ６ ２８ 吉川元春 書状 棚守房 顕 ・元行
県史Ⅱ 「厳 島野坂 」

８３８
（中央縦 線下部

継足 し）
１ ↓ ⅠⅡｂ

１３８ 天正 １０ １５８２ ９ ３
吉川元長 ・元春連 署知行宛

行状
吉川経 安 ・経 実 石 膏１９ （中央縦 線下部

継足 し）
１ １ Ⅲｃ

天正 １０ １与８２ ９ ２４ 大 山寺 再興棟札

「鳥 取県史 ２ 中

世 」所収 「大山寺所
蔵 文書」２４５

１３９ １５８２ １１ ２７ 吉川 元奉 書状 益 田全鼎 （藤 兼） 益田３３２ Ｊ １ １ Ⅲｃ

１５８３ 関１ ９ 吉川 元奉書状 棚 守元行
県史 Ⅱ 「厳 島野坂」

８３９

（中央縦線下 部
継足 し）

１ 」 Ⅲｃ

天正 １１ １５８３ 閏１ １２
小早川 隆景 ・吉川元春連 署

起請 文
伊賀 与三郎

埼 玉県立文 書館保管

井 原家文 書、閥２９－６
（中央縦線下 部

継足 し）
」 １ 】Ⅱｃ

１４０． １５８３ 閏１ ２１ 吾川 元春書状 雑務 御房 吉川１４６７
（中央縦線下 部

継足 し）
１ １ Ⅲｃ

１５８３ ３ ２３ 吉川 元春書状
浄音 寺 ・神 主左衛 門

尉 ・別火長 門守
大社２０４９ 「秋上」

１４１ 天 正１１ １５８３ ４ ２６ 吉川 売春 ・元長連署 安堵状 洞 泉寺周存
山 口県史Ⅱ 「洞泉

寺」４

（中央縦線 下部
継足 ■し）

１ １ Ⅲｃ

１４２ 天 正１１ １５８３ ８ １８ 吉川 元春一字 書 出 吉川亀寿 丸 （経実 ） 石膏 １６５ 」 １ 」 Ⅲｃ

１４３ １５８３ ８ ２４ 吉川 元奉書 状 二宮俊実 音別３４０ １ １ １ Ⅲｃ

１４４ 天 正１１ １５８３ ９ ６ 吉川 元春 ・元長連署 安堵状 吾川後実 石吉２０
（中央縦線 下部

継 足 し）
１ １ Ⅲｃ

１４５ １５８３ ９ ３０ 吉川 元春 自筆書状 酉禅寺 告別２２ （中央縦線 下部

継 足 し）
１ １ Ⅲｃ

＿１３＿



１４６

１４７

１５８３ １０ １４ 吉川元奉 書状

吉川元春 ・元長連署書 状

吉川 元奉書状

吉川 元奉書状

吉川 元奉 書状

吉川元春 ・元長連署 書状

吉川元春 ・元長連署 書状

吉川元春 ・元長連署 書状

吾川元春 ・元長連署書 状

吉川 元奉書状

吾川 元長 ・元春連 署安堵 状

吉川産実 石 吉１６３
（中央縦線 下部

継 足 し） １ １ ⅡＩｃ

１４８

１５８４

１５８４

２

３

８

晦

吉川 経書

ｌ

吉川１２４４ （中央縦線 下部
継 足 し）

１ Ｊ Ⅲｃ

１５８４ ４

５

１

１４

晦

２６

児 玉塩法丸 （冗光）

桜尾御 局

山内 隆通

和多坊

膀 淵寺和 多坊永哉律
師

児 玉春種

児 玉家文書 ５

県史Ⅴ 「天 野毛利」

１０１

１

（中央縦線 下部

継足 し）

Ｊ Ｊ Ⅲｃ

１ １ Ⅲｃ

１４９ １５８４ 山内２９９ （中央縦線下 部
継足 し）

１ Ｊ Ⅲｃ

１５８４ ７ 大社２０８４、鰐淵 寺文
書３６０

（中央縦 線下部

継足 し）
１ １ Ⅲｃ

天正１２ １５８４ ８ 鰐淵寺文 書３６３ （中央縦 線下部
継 足 し）

１ １ Ⅲｃ
１５８４ ８ ２６

０
鰐 淵寺文 書３６２ Ｊ １ １ Ⅲｃ

１５８４ １０
１

４

竹 本法印

児 玉元貫

鮨 淵寺文 書３６７

大社２１８７ 「日御 碕神
社 文書」

↓ Ｊ Ｊ Ⅲｃ

１５８４ １１ （中央縦線 下部
継足 し）

　√

Ｊ １ Ⅲｃ

１５０ 天正 １３ １５８５ ２ ２０ 二宮長 正 吉別 ３４２ （中央縦線 下部
継足 し）

１ １ Ⅲｃ

２２

２１

吉川元春 知行宛行 状

吉川元春 知行宛行 状

吉川元春 書状

吉川元春 書状

士 ｌ‾ 、、

二宮俊 美

ーたゝ■

１５１

１５２

天正２

天正１３

１５７４

１５８５

８

２

音別 ３４３ （中央縦線下部
継足 し）

１ １ Ⅲｃ

１５８５ ３ ２４

［コ

＿ 呂長正 告別 ３３１ １ Ｊ １ Ⅲｃ

３

５

益 田刀祥 益 田資料 集６１ Ｊ １ Ｊ Ⅲｃ

天正１３ １５８５

１５８５

児玉元良 ・井 上裁量 新修島根 県史 「真名
井 神社文 書」

１ Ｊ １ Ⅲ ｃ

４

２０

口川 冗春 自筆 書状

吉川 元奉書状

吾川 元奉書状

吉川 元奉 書状

吉川元暮 春状

吉川元春 ・元長連署 寄進状

吉川元奉 書状

吉川元暮春 状

小 早川隆景 ・吉川元長 ・元
春連 署書状

吉川 元春書状

舌川元 暮春状

・±ニ ー 、・

七尾 五 もし 小 早川３８８

１５８５ ８ 神 主殿 ・別火殿 大社２１５６ 「秋 上家文
書 」

１５８５ 関８ ７

１７

１３

士
口

２３

２８

日御 崎殿 大社２１６０ 「日御 碕神

社 文書」
Ｊ

√

Ｊ Ｊ Ⅲｃ

１５８５

１５８５

閏８

９

日御崎殿 大社２１６１ 「日御 碕神
社文 書」

（中央縦線下部
継足 し）

Ｊ Ｊ Ⅲｃ

１５８５

１５８５

１５８５

９

１０

１１

神主左衛 門尉 秋上 家文書 １７３

１５３ 天正 １３ 伊 葬甜 大明神 秋上 家文書１７８ （中央縦 線下部

継足 し）
１ １ 】Ⅱｃ

天正１３ 浄 音寺 新修 島根 県史 「北島

文書」

１５８６

１５８６

１５８６

１５８６

１

３

２７

３

２７

久利 左馬助 久利 文書 ３８ Ｊ Ｊ １ Ⅰ［ｃ

１５４ 児 玉元兼 山 口県史 Ⅱ 「毛利家

旧蔵 児玉 」４９

（中央縦線 下部
継 足 し）

１ １ Ⅲｃ

１５５ 山内隆通 山内３０２ （中央縦線 下部

継足 し）
１ ↓ Ⅲｃ

１５６

１５７

７

９

仁保元棟 阿ノ＝毛利５ （中央縦線下部
継足 し）

↓ １ ⅠⅡｃ

１５８ １５８６
１ 口川刀奉 書状

士 一 、・

仁保刀棟 阿川 毛利 ７ １ １ Ｊ ⅠⅡｃ

９ ２５ 口川冗奉 書状 仁保冗棟 阿川 毛利 ８ １ １ １ Ⅲｃ

－１４＿
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鎌
倉
末
・
南
北
朝
期
の
芸
石
吉
川
氏
に
関
す
る
覚
書

は
じ
　
め
　
に

安
芸
・
石
見
の
在
地
領
主
で
あ
る
吉
川
氏
は
、
毛
利
元
就
の
次
男
で
あ
る

元
春
が
家
を
嗣
い
で
、
山
陰
支
配
を
中
心
に
戦
国
期
の
毛
利
氏
権
力
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

知
名
度
に
比
し
て
、
実
態
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
。

本
稿
で
は
、
南
北
朝
期
の
吉
川
氏
の
動
向
に
つ
い
て
整
理
し
て
、
安
芸
・

石
見
の
両
国
に
わ
た
る
吉
川
氏
の
基
本
的
性
格
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
吉

川
氏
の
史
料
を
播
い
て
、
当
該
期
の
吉
川
一
族
の
多
さ
に
辟
易
し
た
経
験
を

持
つ
人
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
史
料
の
残
り

方
は
、
「
南
北
朝
動
乱
期
に
入
っ
て
統
制
に
服
さ
な
い
一
族
が
多
く
な
り
、

弱
体
と
な
っ
た
。
」
と
い
う
よ
う
な
評
価
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
評
価
は
、
惣
領
の
統
制
が
武
士
団
全
体
に
及
ん
で
い
る
の
が
通

常
の
状
態
で
あ
る
と
す
る
惣
領
制
理
解
の
研
究
段
階
の
も
の
で
あ
る
ポ
、

惣
領
・
庶
子
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
は
依
然
と
し
て
重
要
な
課

題
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
主
題
と
し
た
錦
織
勤
氏
の
研
究
も
あ

る
㈲
。
し
か
し
、
い
う
ま
で
も
な
く
惣
庶
関
係
の
み
で
当
該
期
の
武
士
団
の

実
態
が
明
ら
か
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
該
期
の
武
士
団
に
と
つ
て
、
最

も
重
要
な
こ
と
の
一
つ
は
軍
事
行
動
に
あ
る
。
ま
た
、
軍
事
行
動
の
検
討
は
、

惣
庶
関
係
を
考
察
す
る
際
の
基
礎
的
情
報
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。当

該
期
の
吉
川
氏
の
史
料
に
は
、
前
述
の
通
り
数
多
く
の
吉
川
一
族
が
登

場
す
る
が
、
所
領
関
係
と
と
も
に
軍
忠
状
な
ど
を
中
心
と
す
る
軍
事
行
動
に

増

　

田

　

　

実

っ
い
て
示
す
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
豊
富
な
史
料
は
当
該
期

の
安
芸
・
石
見
の
政
治
・
軍
事
動
向
を
示
す
も
の
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
そ
の
殆
ど
は
安
芸
、
石
見
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
動
向

を
描
く
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
安
芸
国
の
動
向
を
記
し
た
も
の
に

は
石
見
国
、
石
見
国
の
動
向
を
記
し
た
も
の
に
は
安
芸
国
に
対
す
る
記
述
が

欠
け
て
お
り
、
両
国
に
ま
た
が
っ
て
存
在
す
る
吉
川
氏
に
視
座
を
お
い
て
、

ト
ー
タ
ル
で
整
理
し
た
も
の
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
既
に
錦

織
氏
も
批
判
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
錦
織
氏
の
研
究
は
所
領
の
継
承

を
中
心
に
論
述
さ
れ
て
い
る
た
め
、
軍
事
的
動
向
ま
で
は
十
分
に
整
理
さ
れ

て
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
南
北
朝
期
の
吉
川
氏
の
動
向
に
つ
い
て
整
理
し
て
、

そ
の
上
で
吉
川
氏
の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
見
通
し
を
述
べ
て
み
た
い
。

２０

一
鎌
倉
期
に
お
け
る
一
族
分
出

吉
川
氏
の
一
族
分
出
の
様
相
に
つ
い
て
は
前
述
の
錦
織
氏
の
研
究
が
あ

り
、
従
う
べ
き
点
も
多
い
が
、
本
稿
の
議
論
の
前
提
と
し
て
再
確
認
し
て
お

き
た
い
。

駿
河
国
入
江
庄
の
入
江
氏
の
庶
家
に
あ
た
る
経
義
が
同
庄
内
吉
川
村
を
領

し
て
吉
川
を
名
乗
っ
た
の
が
吉
川
氏
の
初
め
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
正
月
に
朝
経
に
播
磨
国
福
井
庄
地
頭
職
が
与

ぇ
ら
れ
、
さ
ら
に
経
光
の
時
に
承
久
の
乱
の
戦
功
に
よ
っ
て
安
芸
国
大
朝
本



庄
を
獲
得
し
て
い
る
。
錦
織
氏
は
こ
れ
ら
の
所
領
の
内
、
播
磨
福
井
庄
の
主

要
部
分
は
経
光
子
の
経
盛
の
系
統
が
相
続
　
（
以
下
、
播
磨
系
と
呼
ぶ
）
、
安

芸
大
朝
本
庄
の
主
要
部
分
は
経
高
の
系
統
に
相
続
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
さ

れ
て
い
る
が
、
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
　
（
以
下
、
安
芸
系
と
呼
ぶ
）
。

そ
し
て
こ
れ
ら
と
は
別
に
経
茂
の
女
房
で
あ
る
尼
良
海
　
（
孫
夜
叉
）
　
の
実

家
で
あ
る
永
安
氏
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
所
領
と
し
て
、
石
見
国
永
安
別
府
・

益
田
庄
内
小
弥
富
・
寸
津
浦
・
美
磨
博
・
庄
久
保
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
所
領

は
良
海
の
実
家
永
安
氏
を
嗣
い
だ
兼
員
と
の
間
の
相
論
の
結
果
、
良
海
と
兼

員
と
の
間
で
半
分
づ
つ
に
分
け
ら
れ
た
。
こ
の
所
領
に
経
茂
が
経
高
よ
り
譲

ら
れ
て
い
た
大
朝
本
庄
鳴
滝
村
を
加
え
た
も
の
が
経
茂
の
子
孫
に
相
続
さ
れ

た
　
（
以
下
、
石
見
系
と
呼
ぶ
）
。
こ
の
経
茂
は
伝
来
の
系
図
上
は
経
高
の
子

と
さ
れ
て
い
る
が
、
錦
織
氏
は
経
高
の
弟
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
判
断
を
留
保
し
て
お
く
。

さ
ら
に
、
安
芸
系
に
つ
い
て
経
高
以
後
を
見
て
お
く
と
、
　
元
応
二
年
（
一

三
二
〇
）
　
十
一
月
十
八
日
吉
川
経
頼
置
文
何
で
は
、
大
朝
本
庄
の
内
、
益
熊

（
経
盛
）
に
故
入
道
殿
（
経
高
）
後
家
一
期
分
・
田
原
・
竹
原
を
、
王
熊
（
経

長
）
　
に
大
塚
・
妻
鹿
原
を
、
寺
原
女
房
に
そ
う
け
ん
た
名
・
長
老
御
前
の
た

け
み
つ
名
を
譲
る
こ
と
に
子
細
を
申
さ
な
い
と
し
て
い
る
。

鎌
倉
期
の
一
族
分
出
に
つ
い
て
は
凡
そ
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
播
磨
系

の
所
領
、
名
字
の
地
で
あ
る
駿
河
吉
川
村
に
つ
い
て
は
、
史
料
の
制
約
が
あ

っ
て
詳
し
く
た
ど
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
本
稿
の
検
討
は
安
芸
・
石
見

の
吉
川
氏
が
中
心
と
な
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

２１

二
　
南
北
朝
期
吉
川
氏
の
軍
事
行
動

本
章
で
は
、
南
北
朝
期
の
吉
川
氏
の
軍
事
行
動
を
検
討
し
て
、
そ
こ
か
ら

吉
川
一
族
の
結
び
付
き
を
探
っ
て
み
た
い
。

当
該
期
の
吉
川
家
文
書
の
中
か
ら
軍
忠
状
・
着
到
状
・
感
状
を
元
に
そ
れ

ぞ
れ
の
戦
闘
に
つ
い
て
参
加
者
を
整
理
し
た
の
が
次
ペ
ー
ジ
の
表
で
あ
る
。

そ
の
際
に
代
官
に
よ
る
参
陣
も
区
別
し
な
か
っ
た
。
軍
事
関
連
の
文
書
と
し

て
は
そ
の
他
に
、
軍
勢
催
促
状
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
が
、
催
促
に
応
じ

た
か
否
か
は
判
断
で
き
な
い
の
で
割
愛
し
た
。
表
中
の
　
「
内
容
」
欄
に
　
「
神

妙
」
　
「
感
悦
」
　
の
語
が
あ
る
行
は
、
感
状
　
（
書
状
形
式
の
も
の
も
含
む
）
　
を
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元 弘 ３

建 武 ２

１３３

１３３

３

５ １２ ５ 馳参

周 防

安 芸

遠 征

国 内

後轍 鮒

猫府

某 １０３９

１０３９

１０３９

建 武 ２ １３３５　 １２ ７ 馳参
安 去 国 内 荘府

１０４６ ５

建 武 ２

建 武 ３

建 武 ３

１３３

１３３

５ １２

６ １

２４～

１３

矢野城 ｌ
安 芸 国 内 錨府

８

８
８＊

＊師 平 打 死

１３３６　　 ５ １０

る◆見

石 見

国 内

国 内 非婚

１０６５

建 武 ３

建 武 ３

１３３

１３３

６ ５

６ ６

１８

５ 先 を魁

備 中 遠 征

＊ 遠 征

幕 府

く １０６７

１０３３

建 武 ３ １３３６　　 ６ ２７

幕 府

諜府

幕府

謳Ｊ仔

荘府

足 ‾

１４＊＊

建 武 ３

建 武 ３

１３３

１３３６

６　　 ６ 晦
ヨ 遠 征

遠 征

足 利 直 義

小 俣 来 全 ・足 利 直 裁

小 俣 来会

１４＊

１４＊ ９

＊小 次 郎

＊小 次 郎

建 武 ３ １３３６ ７ ４
周 防 ’土征

９

建 武 ３

建 武 ３

１３３６

１３３６

７

８

２０

２２ 夜廻

】丞イ

遠 征

躯Ｊ付

上 野頼 兼

１０００＊

１０６８

１０＊＊

建 武 ３

建 武 ３

建 武 ３

１０３４ １０３４ １０３４ １０３４ １０３４ １０３４ １０３４ １０３４

１３３６

１３３６

１３３６

８

８

８

２３

２５

２８

今 路

新 ｌ：！

ｉｌ（忠

日日 ・・・リ ーＨ ｐ　 琴Ｉｒｌ諷ｎｌ艶）→ 酉糾

少

遠 征 描 府
１０４７＊ １４＊＊ １２

瑚 ′小次郎
遠 征 描 府

都府

和 好

足 利 培 氏

１０４７＊ １４＊＊ １２

建 武 ３ １３３６ １０ ３ 度 々 、神 妙
足

十

尊 氏

１３ １０３０

建 武 ３

建 武 ３

１３３６

１３３６

１０

１１

１１

３

噸

安 芸

滞府 足

１５ １６＊

１７＊

＊吉 次 郎

建 武 ４

建 武 ４

１３３７

１３３７

４

７

５

２６

稲来

悦 才一ｌＪ

る処防職 云々 、神妙 （三 隅に発 向の用 意を 致すべ し）

国 内

国 内

幕府

猫府

足利 尊 氏

上野 頼 兼

２２５＊

１８

建 武 ４

建 武 ４

１３３７

１３３７

８

９

２２

４

丹 後国 凶

田

ｌ １１ｌ 批 内 近国 遠 征

遠 征

遠 征

抑府

翔腑

猫Ｊ仔 小 俣 来 全

１０３５＊

２０

１１＊＊ 叫 、次 郎

建 武 ５ １３３８ １ １０ 領内 横谷 輩祁に馳 向い 寄来 る凶徒 等を辿 い返 す
石 見 ？ 国 内 紡府

三Ｅ

捕 安卿

２１

建 武 ５

建 武 ５

１３３８

１３３８

１

２

２０へノ

２８

１／２０〈一２／

掩 良振動 ＝こお いて御 敵を 遍柿す

好指瑚 職 伽 ）為 、御 手に 属 し梅 迫に 矧向す べき脚 数購

敵 内 近 国 遠 征

茄Ｊ粁

緋府

」

其 「安 芸 ノ 守 護イ・℃」

高師 冬

某 「安 芸 ノ 守護 代 」

高 師 冬

１０４８

１０２７

建 武 ５

建 武 ５

１３３８

１３３８

３

３

１０

１３

石 見 ？

敗 内 近 国

国 内

遠 彿

甲府

滞府

１０２９

八楯合 戦の

１０４８

建 武 ５ １３３８ ３ １５～ ２０ 関田鏑 自国 （安芸） 他国 凶徒劉 弼榔 盲Ｉｉ火付 Ｉｌｌに城 郭を構 え楯 徹る 安 彗

１丞

国 内

遠 征

猫府

１０２８

建 武 ５ １３３８ ３ １６ 二尺］三く
激 内近 国 錨 婚

上野四 郎

１０４８

建 武 ５

暦 応 ２

１３３８

１３３９

５

１０

２２

１３

合Ｉｉ賊

石 見 国 内

粥 府

払 府

高 良ｌ

ヒ型

冬

頼 兼

■１０２９

１０２９

暦 応 ３ １３４０ １０ １０へノ１１伊 与ｌ
伊 与 遠 征 描府 武 田

１０６９

暦 応 ４

暦 応 ４

１３４１

１３４１

７

７

１０

２１

石州 に掛 向 し凶 徒等 を退治 すべ き御催役 に映 る 安 芸

安 芸

遠 征

遠 征 一

猫府

鐘府

１０４９

１０５０

暦 応 ４

暦 応 ４

１３４１

１３４１

７ ２９～

安 芸

石 ｌ∃

遠 征

遠 征

也 征 ‾

弥府

錨府

茹府

†

１０５０

８

８

４

２２

１０５０

暦 応 ４ １３４１ ８　 ８へノ

石 見

ユ蜃

遠 征 ■

１０５０

康 永 １ １３４２ ２　 １
１０５０

康 永 １

康 永 １

１３４２

１３４２

２ １２ 福

２ １８ Ｊ７

石 見

石 見

遠 征 ■■

遠 征 莱

猫府　 ‾‾

封仔　 産

ｌ

１０５０

康 永 １ １３４２ ２　 ２１ 三恥 舶 こ発 向　 大 多取 外・朗 泥 ■欠 租 ヶ所城 に陣 を取 り日夜 鋸忠
石 見 遠 征　 茶石府　　 ・】

１０５０

康 永 １

康 永 １

１３４２

１３４２

３ １７ ．ｆ　大
石 見

石 見

遠 征 端

遠 征 猫

￥府　 ＝

■二伸 ｌ

１０５０

１０５０

康 永 ２ １３４３ ８　　 ７　　 石▲見頂
石見

石見

石 見

地内 近 国

逮 征 齢■一群 上 野 頼 兼　 革′

上 野 頼 兼

上 野 頼 兼

ヰ １０５０

康 永 ２

貞 和 ２

１３４３

１３４６

８　 ２０ ．黒沢城合 戦、度 々醸功 、神 妙 １丞 ヒ 脚

国 内 訂

国 内 ■’

た才

ｆ府

†

１０７０

１０７４＊ ＊次 郎 三 郎

貞 和 ４ １３４８ ２　 １１　 和 こ馳 参
　 あ

遠 征 霜

府

右Ｊ仔　 武

１０７１

貞 和 ４

貞 和 ４

１３４８

１３４８

３ ２２ 絢

４ ９ 功 い強 戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　 凶

石 見

石 見

石 見

国 内 挿府　 上

国 内 ｌ幕府

野 煩兼

野 頼兼

野 摘兼

１０５１

１０７２

貞 和 ４ １３４８ ８　 ２８ ‘ｌ石見鳥 用尾墟 に押 酔せ城 内に攻 入 る
国 内　 猫

　 上

王府　 上

１０７２

１０７３



年 西 暦 日 内 容 ．　 動 機 戦 場 分 類 陣 営 証 判 ・注 申 ・感 状 味 方 敵

実 経 経 兼 経 盛 経 景 経 政 纏 見 千 鶴 丸 経 中 経 重 虎 熊 丸 経 房 光 経 そ の 他

備 考

枝村 内大 内枝村 田

原 竹原 領地頭
カ

大抑 圭

一分 地頭

枝村 内大 地頭 ・一分

佃 薯

観 応 １ １３５０ ５ ２０ 馳参 安 芸 国 内 林 崎 １０５２

観 応 １ １３５０ ５ ２８ 安 芸 国 内 猫 府 同九郎 １０５２

貞 和 ６ １３５０ ５ ２１７

観 応 １ １３５０ ６ ２ 安 芸 国 内 幕 府 １０５２

観 応 １ １３５０ ６ ４ 安 芸 国 内 幕 府 １０５２

貞 和 ６

１３５０ ６ ８

国 内 足 利 直 冬 ２１７

観 応 １ 国 内 幕 府 楯 簡） １０５２

観 応 １ １３５０ ６ ９ ｌｌり浮 安 芸 国 内 猫 府 １０５２

観 応 １ １３５０ ６ １１ 市木 † 石 見 国 内 杯 府 石州御 赦 １０５２

観 応 １ １３５０ ７ ２ 石 見 国 内 描 府 １０５２＊ ＊一 族 相 共

観 応 １ １３５０ ７ ２ 安 芸 国 内 猫 府
綿封孫 七

１０５２

貞 和 ６ １３５０ ８ ２０ 国 内 足 冬 １０７６＊ ＊次 郎 太 郎

貞 和 ６ １３５０ ８ ２１ 国に 国 内 足 李ｌ 欠． １０８１＊

貞 和 ７ １３５１ １ １０ 三隅 石 見 足 冬 足 利 直 冬 １０８２＊

１３５１ 壬 ２ １０ 石 見 国 内 凶 徒蜂 起 １０２１＊ ＊次 郎 三 郎

貞 和 ７ １３５１ ．３ １６ 節神 妙 国 内 足 利 直 冬 １０８７＊ ＊又 三 郎

観 応 ３ １３５２ ３ １８
陣

畿 内近 国 遠 征 幕府 赤 松 則 祐

薩せ卜」酪等
２８

徽 応 ３ １３５２ ４ ２２ 石 見 国 内 １０１９＊ ＊次 郎 三 郎

文 和 １ １３５２ ３ 晦 安 芸 国 内 猫 桐＝ １０５３

文 和 １ １３５２ ４ １４～ １７ 安 芸 国 内 幕 府 １０５３

文 和 １ １３５２ ４ ２２～
安 芸 ■国 内 猫 府 １０５３

文 和 １ １３５２ ５ ２８

観 応 ３ １３５２ ４ ２５～ 触 内近 国 遠 征 幕 府 ２８

文 和 １ １３５２ ６ ８ 安 芸 国 内 描 府 １０５３

観 応 ３ １３５２ ６ ９ 鶴 内近 国 緋府 ２９＊ ＊五 良 入 道

文 和 １ １３５２ ６ １５ 安 芸 国 内 描府 １０５３

文 和 １ １３５２ １０ １９ 安 芸 国 内 滞 府 １０５３

文 和 １ １３５２ １０ ２０ 安 芸 国 内 猫 府 １０５３

文 和 １

１３５２ １１

～ ８ 安 芸 国 内 猫 府 １０５３

観 応 ３ １ 安 遠 征 足 冬 ３０

観 応 ３ ８ 安 芸 遠 征 足 冬 今 川 頼 貞 ３０

観 応 ３

１３５２ １１ １７
安 芸 遠 征 足手ｌ 久 ■３０

文 和 １ 安 芸 国 内 猫府 １０５３

観 応 ３ １３５２ １２ ６ 安 芸 遠 征 足 冬 ３１＊ ＊次 郎 三 郎

１３５２ １２ １２ 安 芸 遠 征 １０２０＊ － ＊次 郎 三 郎

ｉＥ平 ９ １３５４ １ ２０ 石 見 国 内 足 冬 １０２２＊ １０８３＊＊

正 平 ９ １３５４ ５ ２１ 石 見 遠 征 足奉ｌ 冬 １０１８

正 平 ９ １３５４ ５ ２７ 石 見 遠 征 足奉ｌ 冬 １０１８

正 平 １ １３５５ ６ ９ 安 芸

１０７８＊

１０８８＊＊

１０９０＊＊＊

正 平 １ １３５５ ６ ９ 注進 １０９２＊

正 平 １ １３５５ １０ ５ 石見 南 カ 石 見 １０８４＊

正 平 １ １３６２ １１ ２７ 備後 備 後 遠 征 其 １０９６ １０９６

正 平 １ １３６３ ８ ３ 劃徒 １ ム　 １ｌ ２２４＊ ＊駿 河 守

応 安 ５ １３７２ ２ １０ 九 州 遠 征 幕府 今川 了俊 ３３

応 安 ５ １３７２ ～ ６ ノし刈 遠 征 杯府 今川 了俊 ３３

永 和 ２ １３７６ ９ ２７／－ 九 州 遠 征 緋府 今川 仲 秋 ３４

永 和 ２ １３７６ 」しイ 遠 征 某２５７ ２５７

永 和 ３ １３７７ ８ ２５／、 九州 遠 征 幕府 今川 仲 秋 １１０３ １１０４ １１０５

永 和 ３ １３７７ ８ ２５～ 九州 遠 征 猫府 今川 了 俊 １０５６ １１０８

永 和 ４ １３７８ ３ ２５′、一 九州 遠 征 幕府 １０５６ １１０８

永 和 ４ １３７８ ３ ２６ 九州 遠 征 幕府 今川 仲 秋 １１０５

永 和 ４ ・１３７８ ９ １８ 肥 後ｉ‾ 九州 遠 征 祁・Ｊ仔 今川 了 俊 １１０６

永 和 ４ １３７８ ９ ２９ ノし州 遠 征 猫府 今 川 了 俊 １１０６

数字は典拠となる「吉川家文書」の文書番号



根
拠
と
す
る
記
述
で
あ
り
、
そ
の
「
年
」
「
月
」
「
日
」
は
感
状
中
に
明
記

さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
感
状
の
発
給
日
を
記
し
た
た
め
、
厳
密
に
は
「
内

容
」
は
そ
の
行
の
「
年
」
「
月
」
「
日
」
に
起
き
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
便

宜
上
同
じ
よ
う
に
扱
っ
た
。
「
動
機
」
欄
に
は
、
軍
事
行
動
の
原
因
と
な
る

敵
の
軍
事
行
動
、
あ
る
い
は
参
陣
の
き
っ
か
け
と
な
る
守
護
な
ど
に
よ
る
催

促
が
史
料
中
に
表
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
記
し
た
。
「
分
類
」
欄
に
は
、
軍

事
行
動
が
自
国
（
「
国
内
」
）
で
行
わ
れ
た
も
の
か
、
他
国
へ
　
「
遠
征
」
し

た
も
の
で
あ
る
か
の
区
別
に
つ
い
て
、
（
全
て
の
人
物
に
つ
い
て
全
て
の
所

領
が
分
か
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
そ
の
ど
れ
が
本
拠
で
あ
る
の
か
確
定
す
る

こ
と
は
難
し
い
別
の
で
）
あ
く
ま
で
目
安
に
過
ぎ
な
い
が
名
前
の
下
に
記
し

た
所
領
か
ら
本
拠
を
判
断
し
て
記
し
た
。
た
だ
し
、
他
国
へ
向
け
て
の
軍
事

行
動
の
途
中
で
の
自
国
の
軍
忠
に
つ
い
て
は
「
遠
征
」
と
し
て
処
理
し
た
。

後
述
の
よ
う
に
南
北
朝
期
の
吉
川
氏
の
軍
事
行
動
の
う
ち
、
安
芸
・
石
見

に
お
け
る
戦
闘
は
一
連
の
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

吉
川
氏
の
軍
事
行
動
は
、
①
畿
内
・
近
国
に
お
け
る
戦
闘
、
②
九
州
に
お
け

る
戦
闘
、
③
安
芸
・
石
見
に
お
け
る
戦
闘
の
三
種
類
に
ほ
ぼ
分
け
る
こ
と
が

出
来
る
㈲
。

【
畿
内
・
近
国
に
お
け
る
戦
闘
】

足
利
尊
氏
が
光
厳
上
皇
を
奉
じ
て
入
京
し
た
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
六

月
の
比
叡
山
合
戦
け
を
始
め
と
す
る
畿
内
の
戦
闘
に
は
、
経
時
・
経
久
ら
が

参
戦
し
て
い
る
。
中
で
も
八
月
の
中
賀
茂
合
戦
に
参
戦
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
吉
川
一
族
着
到
状
（
「
吉
川
」
一
〇
三
四
）
に
は
、
経
忠
・
経
時
・

縫
直
・
経
貞
・
経
信
・
経
朝
・
経
久
・
辰
熊
丸
代
・
高
橋
玄
暁
・
志
道
原
為

成
の
十
人
が
見
え
て
い
る
。
小
林
宏
氏
は
、
こ
の
十
名
は
吉
川
一
族
の
そ
れ

ぞ
れ
の
系
列
に
お
け
る
惣
領
と
し
て
領
主
支
配
を
行
っ
て
い
る
者
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
代
表
と
し
て
一
族
相
寄
り
合
う
形
で
勤
任
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

外
部
に
対
す
る
吉
川
一
族
と
し
て
の
結
束
は
強
い
も
の
を
有
し
て
い
た
と
さ

れ
る
㌘
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
「
外
部
に
対
す
る
吉
川
姦
と
し
て
の
結
束

は
強
い
も
の
を
有
し
て
い
た
」
こ
と
ま
で
の
評
価
を
導
き
出
す
の
は
困
難
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
安
芸
系
（
大
朝
荘
）
の
辰
熊
丸
（
代
）
ら
、
後
に
悔

∧
∨

返
さ
れ
る
ま
で
は
石
見
系
（
永
安
別
府
以
下
）
の
嫡
子
で
あ
る
経
貞
。
、
播

磨
福
井
荘
の
惣
領
地
頭
で
あ
る
経
朝
。
が
、
並
ん
で
一
通
の
着
到
状
に
見
え

て
い
る
こ
と
は
、
小
林
氏
の
指
摘
の
如
く
、
三
つ
の
系
統
を
超
え
た
吉
川
氏

の
結
び
付
き
が
何
等
か
の
形
で
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
こ
と
が
首
肯
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
同
じ
く
こ
の
着
到
状
に
見
え
て
い
る

高
橋
孫
五
郎
入
道
玄
暁
・
志
道
原
孫
三
郎
為
成
の
二
人
に
つ
い
て
も
吉
川
一

族
と
の
間
に
何
等
か
の
関
係
を
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
う
ち
高

橋
孫
五
郎
入
道
は
こ
れ
に
引
き
続
い
て
の
戦
闘
に
「
時
之
軍
奉
行
」
と
見
え

る
人
物
で
あ
る
が
、
志
道
原
孫
三
郎
為
成
は
、
安
芸
国
山
県
郡
志
道
原
荘
の

在
地
領
主
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
石
見
系
吉
川
氏
に
所
領
を
伝
え
た
尼
良
海

の
母
で
あ
る
尼
良
円
と
凡
為
経
と
の
間
に
想
定
さ
れ
る
関
係
を
考
え
る
と
、

「
為
」
の
字
を
持
っ
て
い
る
こ
の
人
物
は
、
山
県
郡
凡
氏
の
一
族
で
あ
る
可

能
性
が
高
く
、
吉
川
氏
と
の
間
に
姻
戚
関
係
が
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
夏
の
小
俣
来
全
に
率
い
ら
れ
た
丹
後
に
お
け
る

戦
闘
、
建
武
五
年
（
一
三
三
八
）
春
の
南
都
・
八
幡
・
天
王
寺
合
戦
に
は
経

時
・
経
久
が
参
加
し
て
い
る
。
や
や
時
代
の
下
っ
た
観
応
三
年
（
一
三
五
二
）

に
赤
松
則
祐
に
率
い
ら
れ
た
播
磨
系
の
経
景
が
参
加
し
た
戦
闘
と
と
も
に
、

感
状
が
（
守
護
か
ら
で
は
な
く
）
足
利
政
権
（
足
利
直
義
・
足
利
義
詮
）
か

ら
直
接
出
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
足
利
政
権
の
存

立
に
直
接
的
に
関
わ
る
戦
闘
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

２４

【
九
州
に
お
け
る
戦
闘
】



九
州
へ
の
遠
征
は
、
南
北
朝
期
も
終
盤
に
さ
し
か
か
っ
た
段
階
、
応
安
四

年
　
（
一
三
七
一
）
　
十
二
月
に
九
州
に
渡
海
し
て
そ
の
攻
略
に
あ
た
っ
て
い
た

今
川
了
俊
及
び
そ
の
弟
仲
秋
に
従
軍
し
た
も
の
で
あ
る
　
（
了
俊
は
そ
の
間
九

州
に
ず
っ
と
留
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
）
。
　
豊
前
・
筑
許
・
筑
後
へ

と
進
軍
し
て
い
っ
た
攻
照
目
的
地
は
、
南
朝
勢
力
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
菊
池

氏
の
根
拠
地
の
肥
後
で
あ
っ
た
。
肥
後
山
鹿
の
陣
に
至
る
ま
で
経
見
が
従
軍

し
て
い
る
が
、
永
和
三
年
　
（
一
三
七
七
）
　
夏
、
坂
井
原
の
陣
以
来
の
戦
闘
に

は
、
い
ず
れ
も
大
長
庄
庶
子
（
大
朝
庄
一
分
地
頭
・
大
朝
庄
地
頭
一
分
庶
子
）

で
あ
る
千
鶴
丸
代
　
（
「
吉
川
」
一
一
〇
三
）
・
但
馬
雅
楽
助
経
中
　
（
「
吉
川
」

二
〇
四
）
、
吉
河
縫
殿
助
経
重
（
「
吉
川
」
一
一
〇
五
）
、
甲
斐
守
経
房
（
「
吉

川
」
一
一
〇
八
）
・
虎
熊
丸
代
　
（
「
吉
川
」
一
〇
五
六
）
　
の
参
加
が
確
認
で

き
る
が
、
そ
の
軍
忠
状
は
非
常
に
特
徴
的
で
あ
る
。
特
に
今
川
仲
秋
が
証
判

を
据
え
て
い
る
千
鶴
丸
代
と
但
馬
雅
楽
助
経
中
の
も
の
に
顕
著
に
認
め
ら
れ

る
特
徴
で
あ
る
が
、
大
　
「
朝
」
　
庄
を
大
　
「
長
」
　
庄
、
永
和
　
「
四
」
　
年
を
永
和

「
二
」
年
と
記
す
に
至
る
ま
で
文
言
が
酷
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

違
い
は
軍
忠
状
提
出
の
人
名
を
除
け
ば
、
わ
ず
か
に
　
「
軍
忠
」
　
が
　
「
忠
節
」

に
、
「
御
見
知
之
上
」
　
が
　
「
御
見
知
上
」
　
に
、
「
為
備
向
後
亀
鏡
」
　
が
　
「
為

備
後
証
」
　
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
今
川
了
俊
証
判
の
虎
熊
丸

代
と
甲
斐
守
経
房
の
も
の
も
、
人
名
以
外
に
　
「
一
分
地
頭
」
　
が
　
「
地
頭
一
分

庶
子
」
　
に
、
「
馳
参
」
　
が
　
「
差
進
」
　
に
　
（
こ
れ
は
代
官
派
遣
に
伴
う
変
化
で

あ
ろ
う
）
、
「
彼
城
琵
」
　
が
　
「
彼
城
藤
崎
於
」
　
に
、
「
軍
功
之
段
」
　
が
　
「
軍
功
」

に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
他
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
同
一
の
雛
形
に

ょ
っ
て
軍
忠
状
を
作
成
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
今
川
氏
が
雛
形
を
示

し
て
軍
忠
状
を
提
出
せ
よ
と
命
じ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
吉
川
一
族
が
軍
事

行
動
を
共
に
す
る
中
で
共
同
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

【
安
芸
・
石
見
に
お
け
る
戦
闘
】

建
武
二
年
　
（
一
三
三
五
）
　
十
一
月
に
建
武
政
権
に
反
旗
を
翻
し
た
足
利
尊

氏
に
応
じ
た
安
芸
守
護
武
田
信
武
の
も
と
に
は
、
同
十
二
月
に
安
芸
国
人
が

続
々
と
参
陣
し
た
が
、
吉
川
氏
か
ら
は
大
朝
本
庄
一
分
地
頭
の
師
平
、
同
一

分
地
頭
の
辰
熊
丸
代
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
二
四
日
、
信
武
は
師
平

ら
を
従
え
て
宮
方
を
唱
え
て
安
芸
矢
野
城
に
拠
っ
た
熊
谷
蓮
覚
ら
を
攻
め
、

二
六
日
矢
野
城
は
陥
落
す
る
が
、
同
日
師
平
は
討
死
す
る
。
な
お
、
こ
の
矢

野
城
合
戦
に
辰
熊
丸
　
（
代
）
　
が
参
戦
し
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。

一
方
、
石
見
に
お
い
て
は
建
武
三
年
　
（
一
三
三
六
）
　
正
月
、
高
津
長
幸
が

２

城
郭
を
構
え
楯
籠
っ
た
高
津
郷
小
山
を
石
見
津
淵
村
地
頭
。
の
吉
川
経
明
が

益
田
弥
二
郎
と
共
に
攻
め
寄
せ
、
降
参
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
時
の
軍
事
指
揮

者
は
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
経
明
は
五
月
十
日
、
石
見
守
護
上
野
頼
兼
に
率

い
ら
れ
、
上
黒
谷
城
に
攻
め
寄
せ
て
い
る
。

翌
建
武
四
年
　
（
一
三
三
七
）
　
四
月
、
頼
兼
は
寄
せ
て
来
た
凶
徒
等
を
防
戦

し
た
辰
熊
丸
代
小
林
左
衛
門
三
郎
の
こ
と
を
褒
す
と
と
も
に
三
隅
へ
の
発
向

を
指
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
石
見
の
守
護
で
あ
る
頼
兼

が
安
芸
の
地
頭
の
辰
熊
丸
代
の
防
戦
を
褒
し
、
石
見
三
隅
へ
の
軍
勢
催
促
を

行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
吉
川
辰
熊
丸
（
実
経
）
　
の
所
領
と
し
て
は
、
安

芸
の
大
朝
本
庄
枝
村
内
、
大
塚
・
妻
鹿
原
、
下
本
治
預
所
職
が
知
ら
れ
る
が
、

こ
の
他
に
石
見
に
も
所
領
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
で
説
明
が
出
来

る
。
そ
の
推
測
を
裏
付
け
る
の
は
、
翌
建
武
五
年
　
（
一
三
三
八
）
　
正
月
に
大

朝
本
庄
一
分
地
頭
古
河
辰
熊
丸
代
景
成
が
寄
せ
て
来
た
石
州
凶
徒
を
　
「
領
内

ｔ
Ｊ

横
谷
之
容
害
」
　
に
馳
せ
向
か
つ
て
追
い
返
し
て
い
る
事
実
（
ｌ
で
あ
る
。
こ
の

横
谷
を
、
近
世
以
降
の
郷
帳
類
で
は
長
安
村
に
含
ま
れ
る
石
見
国
那
賀
郡
横

谷
村
に
比
定
し
た
い
。
そ
う
な
ら
ば
、
大
朝
本
庄
一
分
地
頭
の
辰
熊
丸
代
が
、

領
内
横
谷
に
　
「
馳
向
」
　
っ
て
い
る
こ
と
も
説
明
し
や
す
い
。
こ
こ
が
石
見
系

吉
川
氏
の
所
領
で
あ
る
永
安
別
府
の
荘
域
に
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
れ
ば
、

２５
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安
芸
系
吉
川
氏
も
石
見
系
の
所
領
を
併
せ
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
石
見

系
吉
川
氏
も
安
芸
大
朝
本
庄
鳴
滝
を
併
せ
相
伝
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た

が
、
安
芸
系
・
石
見
系
と
も
に
安
芸
・
石
見
双
方
の
所
領
を
持
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

同
年
三
月
十
日
、
石
見
の
南
朝
軍
は
再
び
安
芸
に
乱
入
し
、
今
度
は
横
谷４

要
害
を
破
り
、
一
気
に
南
下
し
、
開
田
火
村
山
に
城
郭
を
構
え
楯
寵
っ
た
宮

こ
れ
に
対
し
て
武
田
氏
は
守
護
代
福
嶋
を
発
向
さ
せ
、
辰
熊
丸
代
ら
も
こ
れ

に
随
い
、
十
五
日
か
ら
廿
日
に
か
け
て
合
戦
し
、
廿
日
に
は
城
内
に
打
ち
入

り
退
治
し
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
合
戦
は
、
石
見
か
ら
安
芸
北
部
に
攻
め
入

る
合
戦
が
局
部
的
な
戦
闘
に
留
ま
ら
ず
、
一
週
間
も
し
な
い
内
に
安
芸
南
部

ま
で
波
及
す
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
、
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
七
月
、
安
芸
守
護

武
田
氏
信
は
石
見
の
南
朝
方
を
直
接
退
治
す
る
こ
と
で
安
芸
の
治
安
を
守
ろ

う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
氏
信
の
催
促
に
吉
川
辰
熊
丸
ら
が
応
じ
て
七
月
十

日
、
大
朝
新
庄
に
馳
参
じ
鋸
、
廿
一
日
に
は
大
樽
、
廿
九
日
に
は
奥
原
に
陣

を
進
め
、
石
見
の
南
朝
方
を
待
ち
受
け
て
い
た
処
、
八
月
四
日
に
南
朝
方
の

陣
取
っ
た
宇
津
々
木
に
攻
め
上
り
河
上
城
の
孫
三
郎
入
道
・
五
郎
左
衛
門
尉

父
子
を
降
参
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
廿
二
日
に
は
大
和
田
城
の
都
野
保
通
、

‘
Ｖ

邑
智
宗
達
以
下
も
降
参
し
て
い
る
碧
都
野
・
邑
智
の
降
参
と
前
後
し
て
八

月
八
日
よ
り
福
屋
城
を
取
巻
き
、
翌
暦
応
五
年
二
三
四
二
）
　
二
月
一
日
に

福
屋
兼
景
∴
舎
弟
修
理
亮
を
降
参
さ
せ
る
。
同
十
二
針
に
は
福
屋
城
よ
り

７

小
石
見
城
に
発
向
し
、
十
七
日
に
惣
大
将
新
田
義
民
・
周
布
兼
氏
、
同
夜
に

小
石
見
城
の
井
村
兼
雄
以
下
を
降
参
さ
せ
、
十
八
日
に
周
布
に
発
向
し
て
い

る
。
そ
し
て
廿
一
日
に
三
隅
城
に
発
向
し
、
三
月
十
七
日
に
鳥
屋
尾
城
を
退

治
し
、
そ
の
後
大
多
和
外
城
の
高
津
孫
三
郎
・
波
多
野
彦
三
郎
・
河
越
安
芸

守
・
徳
屋
彦
三
郎
等
を
降
参
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
武
田
氏
信
の
動
き
は
、
石
見
守
護
上
野
頼
兼
と
示
し
合
わ
し
た
も
の

と
思
わ
れ
、
頼
兼
は
暦
応
四
年
七
月
、
「
石
州
凶
徒
退
治
事
、
自
東
西
被
詩

０
０

之
旨
候
」
と
記
し
て
吉
川
経
明
に
永
安
へ
の
打
入
り
を
催
促
す
る
。
と
と
も

に
、
自
ら
は
御
神
本
（
益
田
）
兼
窮
ら
を
率
い
て
石
見
国
凶
徒
退
治
の
た
め

東
方
に
廻
っ
て
い
る
個
。
自
ず
と
西
方
よ
り
詰
め
る
の
が
武
田
氏
信
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
の
連
携
は
翌
暦
応
五
年
に
至
っ
て
も
採
ら
れ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
、
安
芸
勢
が
三
隅
城
に
転
進
し
た
二
月
廿
一
日
の
翌
日
に
、
御
神

本
兼
見
ら
を
率
い
て
三
隅
信
性
城
に
発
向
し
て
い
る
伽
。

こ
の
安
芸
・
石
見
共
同
作
戦
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
吉

川
氏
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
暦
応
五
年
二
月
廿
六
日
、
上
野
頼
兼
は
吉
川
経

明
に
対
し
て
、
「
為
安
芸
勢
案
内
者
」
　
し
て
井
村
に
馳
向
う
こ
と
を
求
め
て

い
る
㌢
津
淵
村
地
頭
の
経
明
は
尼
良
海
の
庶
子
と
し
て
（
経
貞
へ
の
譲
り

を
悔
い
返
し
て
か
ら
は
嫡
子
と
さ
れ
る
）
、
石
見
系
吉
川
氏
の
所
領
（
永
安

つ
▲

別
府
以
下
）
　
の
一
分
を
得
て
い
る
㍑
か
ら
、
や
は
り
石
見
系
吉
川
氏
の
所
領

の
一
分
を
持
つ
安
芸
系
の
吉
川
氏
と
の
繋
が
り
を
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
繋
が
り
が
、
安
芸
系
吉
川
氏
の
辰
熊
丸
ら
安
芸
勢
の
案
内
者
と
し

て
石
見
の
案
内
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
と
も
に
求
め
ら
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

安
芸
勢
が
引
き
返
し
た
後
も
、
吉
川
経
明
が
上
野
頼
兼
に
率
い
ら
れ
て
、

黒
沢
山
城
、
都
野
郷
、
三
隅
城
周
辺
で
の
戦
闘
に
従
事
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
足
利
直
冬
が
中
国
地
方
の
経
営
に
着
手
し
始
め
る
よ
う
に
な
る

貞
和
六
年
（
観
応
元
年
、
一
三
五
〇
）
に
な
る
と
、
宮
方
・
幕
府
方
・
直
冬

方
の
三
方
が
入
り
組
ん
だ
さ
ら
に
複
雑
な
政
治
情
勢
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。こ

の
年
五
月
廿
日
に
参
陣
し
て
き
た
吉
川
実
経
代
須
藤
景
成
ら
を
率
い
た

武
田
氏
信
は
、
西
条
一
族
吉
岡
氏
、
山
形
氏
以
下
の
安
芸
の
在
地
勢
力
が
西

条
郷
に
城
郭
を
構
え
楯
籠
っ
た
の
に
対
し
て
発
向
し
て
追
い
落
と
し
、
さ
ら

に
吉
田
庄
か
ら
寺
原
・
与
谷
城
に
転
じ
た
大
将
相
模
治
部
権
少
輔
・
毛
利
親
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胤
、
寺
原
・
与
谷
城
に
拠
っ
た
寺
原
時
親
、
猿
喰
山
城
に
楯
籠
っ
た
山
形
為

継
・
壬
生
道
忠
ら
に
対
し
て
六
月
八
日
に
発
向
、
道
祖
多
尾
で
散
々
合
戦
、

’
Ｊ

追
い
落
と
し
て
い
る
ポ
、
こ
の
六
月
八
日
の
戦
闘
に
お
い
て
五
月
よ
り
直

冬
方
と
し
て
の
旗
職
を
明
ら
か
に
し
た
吉
川
経
盛
は
武
田
氏
信
の
軍
勢
と
戦

い
家
子
若
党
に
庇
を
受
け
て
い
る
伽
。
こ
の
戦
闘
に
お
い
て
武
田
氏
信
と
戦

５

っ
て
い
る
大
将
は
「
先
代
一
族
相
模
治
部
権
少
輔
」
は
で
あ
る
こ
と
は
注
目

さ
れ
る
。
経
盛
ら
は
中
国
大
将
軍
と
し
て
石
見
に
下
着
し
た
桃
井
左
京
亮
㍑′

○

ら
に
率
い
ら
れ
た
直
冬
方
と
し
て
の
戦
闘
参
加
で
あ
る
が
、
安
芸
の
在
地
勢

力
は
「
先
代
一
族
」
＝
北
条
氏
を
旗
頭
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
安
芸
の
在
地
勢
力
の
戦
蘭
が
幕
府
＝
武
田
方
の
支
配
に
対
し
て
の
抵
抗

７

運
動
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
ポ
、
そ
の
よ
う
な
動
き
と
連
携
し
て

直
冬
方
は
勢
力
を
扶
植
し
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
安
芸

と
石
見
の
軍
事
動
向
は
連
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

観
応
三
年
（
文
和
元
年
、
一
三
五
二
）
十
一
月
の
安
芸
寺
原
合
戦
等
に
お

い
て
も
吉
川
氏
は
石
見
系
の
経
兼
と
、
安
芸
系
の
実
経
と
が
相
対
す
る
陣
営

（
直
冬
方
・
武
田
方
）
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
戦
い
は
直
冬
方
に
よ
る
坂
城

後
攻
と
い
う
位
置
付
け
が
与
え
ら
れ
る
が
、
坂
城
に
は
毛
利
親
衛
が
楯
籠
っ

て
お
り
、
先
の
一
連
の
戦
い
と
似
た
性
格
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
芸
石
に
お
け
る
戦
い
は
、
観
応
の
擾
乱
期
に
は
陣
営
を
異
に

し
て
参
加
し
て
い
る
事
例
が
認
め
ら
れ
る
。
現
在
伝
来
し
て
い
る
吉
川
氏
の

史
料
の
範
囲
で
は
、
足
利
尊
氏
が
建
武
政
権
に
反
旗
を
翻
し
て
以
降
、
直
冬

方
と
し
て
で
な
い
形
で
の
宮
方
と
し
て
の
活
動
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
直
冬

権
力
の
こ
と
は
足
利
政
権
の
後
継
者
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

ぅ
。
吉
川
氏
の
事
例
で
は
な
い
が
、
直
冬
方
の
一
族
が
盟
約
を
結
ん
だ
貞
和

七
年
十
月
二
日
山
内
一
族
一
揆
契
約
連
署
起
請
文
（
「
山
内
」
二
五
）
で
は
、

「
浴
武
家
御
恩
之
上
者
」
御
方
＝
直
冬
方
に
お
い
て
軍
忠
を
致
す
、
と
し
て

い
る
。

（

お
わ
り
に
　
一
芸
石
吉
川
氏
の
基
礎
的
性
格

以
上
、
散
漫
な
記
述
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
最
後
に
後
述
を
約
し
て
い

た
尼
良
円
と
凡
為
経
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

年
月
日
未
詳
尼
良
円
申
状
案
（
「
吉
川
」
一
一
二
八
）
は
、
永
安
別
符
以

下
地
頭
職
を
亡
夫
永
安
兼
祐
（
法
名
兼
海
）
の
素
意
に
任
せ
て
孫
夜
叉
へ
譲

与
す
る
上
は
安
堵
下
文
の
発
給
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
良
円
の

代
人
と
し
て
凡
為
経
が
現
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
案
文
で
あ
り
、
し
か
も

「
良
円
代
凡
為
経
」
の
「
代
凡
為
経
」
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
、
良
円
の
代

人
と
し
て
凡
為
経
が
想
定
し
得
た
こ
と
は
認
め
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
凡

為
経
は
安
芸
国
の
山
県
郡
・
高
田
郡
・
賀
茂
郡
な
ど
に
盤
据
す
る
国
造
以
来

の
在
地
豪
族
凡
氏
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
凡
為
経
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
は
、

良
円
・
永
安
氏
と
の
間
に
姻
戚
関
係
か
何
か
が
存
在
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
鎌
倉
後
期
に
凡
氏
と
永
安
氏
と
が
共
同

で
権
力
に
働
き
か
け
る
動
き
が
存
在
し
得
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
の
こ

の
よ
う
な
動
き
は
一
族
一
揆
の
原
型
と
も
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。安

芸
系
吉
川
氏
・
石
見
系
吉
川
氏
の
い
ず
れ
も
安
芸
・
石
見
双
方
に
所
領

を
持
っ
て
い
て
（
も
ち
ろ
ん
分
割
相
続
の
中
で
、
ど
ち
ら
か
し
か
持
た
な
い

者
も
数
多
く
い
た
だ
ろ
う
が
）
、
そ
こ
を
通
し
て
両
吉
川
氏
の
間
に
繋
が
り

が
保
持
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
石
見
吉
川
氏
は

そ
れ
に
加
え
て
、
本
家
永
安
氏
を
介
し
て
安
芸
の
生
え
抜
き
の
豪
族
で
あ
る

凡
氏
な
ど
の
在
地
勢
力
と
の
繋
が
り
を
持
ち
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
そ
の
こ
と
が
、
石
見
系
吉
川
氏
の
経
明
が
、
南
北
朝
初
期
の
上
野
頼
兼
・

観
応
擾
乱
期
の
足
利
直
冬
に
「
安
芸
勢
案
内
者
」
と
し
て
の
機
能
を
期
待
さ
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れ
る
こ
と
に
繋
が
り
、
経
明
の
系
統
が
そ
の
期
待
に
応
え
る
な
か
で
力
を
付

け
て
、
芸
石
吉
川
氏
を
統
合
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
い
う
流
れ
で
理
解
し

て
お
き
た
い
。

註（
１
）
　
河
合
正
治
「
吉
川
氏
の
系
譜
と
事
歴
」
　
（
山
本
大
・
小
和
田
哲
男
編
『
戦
国
大
名

系
譜
人
名
事
典
　
西
国
編
』
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
六
年
）
。

（
２
）
　
羽
下
徳
彦
氏
は
、
『
惣
領
制
』
（
至
文
堂
　
日
本
歴
史
新
書
、
一
九
六
六
年
）
　
に

お
い
て
、
豊
田
武
ら
の
惣
領
制
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
た
惣
領
権
が
貫
徹
す
る
の

は
　
「
家
」
　
レ
ベ
ル
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
親
権
に
よ
っ
て
説
明
可
能
な
こ
と
、

そ
れ
を
超
え
て
「
家
門
」
　
レ
ベ
ル
で
発
動
さ
れ
る
惣
領
権
は
幕
府
が
経
済
的
・
軍
事
的

奉
仕
の
た
め
に
作
り
出
し
た
擬
制
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
、
「
惣
領
制
」
概
念
を
敢
え
て

使
用
す
る
の
な
ら
、
そ
の
中
身
を
、
後
者
の
幕
府
に
よ
る
擬
制
に
限
定
す
べ
き
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

（
３
）
　
「
鎌
倉
期
の
吉
川
氏
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」
　
（
『
鳥
取
大
学
教
育
学
部
研
究
報

告
』
人
文
・
社
会
科
学
第
３
４
巻
、
一
九
八
三
年
）
、
「
吉
川
氏
の
歴
史
」
　
（
『
史
跡
吉
川

氏
城
館
跡
保
存
管
理
計
画
策
定
報
告
書
』
、
一
九
九
〇
年
）
。

（
４
）
　
『
大
日
本
古
文
書
　
家
分
け
』
第
九
吉
川
家
文
書
二
一
五
号
文
書
。
以
下
『
大

日
本
古
文
書
　
家
分
け
』
所
収
文
書
に
つ
い
て
は
「
吉
川
」
　
二
一
五
の
如
く
略
記
す

る
。

（
５
）
　
少
な
く
と
も
、
名
前
の
下
に
記
し
た
所
領
に
、
【
勲
功
賞
】
　
の
注
記
を
記
し
て
い

る
所
領
に
つ
い
て
は
本
拠
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
他
の
所
領
が
判
明
し
な
い
た
め
、

判
断
材
料
と
し
て
挙
げ
て
お
い
た
。
ま
た
、
名
前
の
下
に
「
？
」
を
記
し
た
人
物
は
、

そ
の
所
領
が
判
明
し
な
い
。

（
６
）
　
こ
の
三
つ
の
分
類
か
ら
外
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
　
五

月
十
八
日
に
備
中
福
山
城
大
手
に
お
い
て
吉
川
経
政
が
先
を
懸
け
（
敵
を
）
追
落
し

た
こ
と
を
示
す
軍
忠
状
（
「
吉
川
」
一
〇
三
三
）
、
正
平
十
七
年
（
三
一
六
二
）
十
一

月
二
十
七
日
に
吉
川
経
政
が
備
後
府
中
に
供
奉
し
連
々
忠
節
し
た
こ
と
を
示
す
着
到

状
（
「
吉
川
」
一
〇
九
六
）
が
認
め
ら
れ
る
が
、
前
者
は
九
州
か
ら
東
上
し
た
足
利
尊

氏
方
が
備
後
鞘
よ
り
海
陸
に
分
か
れ
て
東
進
し
て
京
を
目
指
し
て
い
る
（
『
梅
松
論
』
）

途
中
の
戦
い
で
、
足
利
政
権
の
存
立
に
直
接
関
わ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
畿
内
近
国

の
戦
闘
に
近
い
性
格
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
者
は
「
永
田
秘
録
」
所
収
内
田
家

文
書
の
同
年
十
二
月
十
七
日
足
利
直
冬
感
状
写
（
『
南
遺
』
三
一
九
一
）
な
ど
と
考
え

合
わ
せ
る
と
、
京
都
を
没
落
し
た
足
利
直
冬
が
備
後
に
陣
取
っ
た
際
に
供
奉
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
（
『
南
遣
』
三
一
八
八
で
は
、
経
政
の
着
到
状
の
証
判
を
足
利
直
冬

の
も
の
と
し
て
い
る
。
）
。

（
７
）
六
月
五
日
の
吉
川
経
時
の
軍
忠
（
「
吉
川
」
一
四
）
が
比
叡
山
合
戦
と
推
測
さ
れ

る
の
は
、
建
武
三
年
六
月
十
三
日
沙
弥
善
恵
（
河
野
通
盛
）
手
負
注
文
写
（
「
譜
録
」

河
野
六
郎
通
古
、
『
南
北
朝
遺
文
中
国
四
国
編
』
三
七
五
号
文
書
）
の
「
建
武
三
年

六
月
五
日
於
比
叡
山
大
嶽
南
尾
合
戦
」
と
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
。

（
８
）
こ
の
着
到
状
は
「
八
月
廿
二
日
夜
廻
」
を
任
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
連
の

畿
内
の
転
戦
の
軍
忠
推
挙
な
ど
を
担
っ
て
い
る
小
俣
来
全
が
証
判
を
据
え
て
い
る
こ

と
、
こ
の
着
到
状
に
見
え
る
辰
熊
丸
代
の
道
覚
が
翌
日
中
賀
茂
合
戦
以
降
の
軍
忠
を

注
進
し
、
小
俣
来
全
の
証
判
を
得
て
い
る
こ
と
、
そ
の
軍
忠
状
に
「
一
族
相
共
」
の

軍
忠
で
あ
る
と
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
着
到
状
の
参
加
者
も
辰
熊
丸

代
同
様
、
畿
内
の
転
戦
に
従
事
し
た
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。

（
９
）
「
南
北
朝
・
室
町
期
に
お
け
る
安
芸
国
吉
川
氏
の
動
向
に
つ
い
て
－
室
町
幕

府
の
御
家
人
制
１
」
（
『
北
大
史
学
』
第
１

３
号
、
一
九
七
一
年
）
。

（
１
０
）
貞
和
五
年
（
二
二
四
九
）
八
月
十
五
日
尼
良
海
譲
状
案
（
「
吉
川
」
一
〇
〇
五
）
。

（
‖
）
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
四
月
目
吉
川
経
朝
申
状
（
「
吉
川
」
九
九
八
）
。

（
１
２
）
経
明
が
い
つ
か
ら
津
淵
村
地
頭
と
な
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
明
証
が
な
い
が
、

康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
八
月
日
の
軍
忠
状
で
「
石
見
国
津
淵
村
地
頭
吉
河
二
郎
三

郎
恒
明
」
と
名
乗
っ
て
い
る
。
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（
１
３
）
　
建
武
五
年
（
一
三
三
八
）
三
月
廿
九
日
吉
川
辰
熊
丸
代
須
藤
景
成
軍
忠
状
（
「
吉

川
」
一
〇
四
八
）
。

（
空
　
建
武
五
年
三
月
廿
五
日
三
戸
頼
覚
軍
忠
状
案
（
「
毛
利
」
一
五
二
六
）
。

（
ほ
）
　
吉
川
辰
熊
丸
代
以
外
に
も
、
安
芸
安
木
町
村
地
頭
逸
見
大
阿
代
子
息
有
朝
も
催

促
を
受
け
、
馳
参
じ
て
い
る
（
「
小
早
川
」
証
文
五
六
八
）
。

（
１
６
）
　
都
野
、
邑
智
の
実
名
は
前
註
（
１
５
）
の
逸
見
有
朝
軍
忠
状
写
に
拠
っ
た
。
同
文
書

で
は
都
野
・
邑
智
の
降
参
は
廿
六
日
、
大
和
田
城
が
大
多
和
城
と
な
っ
て
い
る
が
、

写
で
あ
る
逸
見
有
朝
軍
忠
状
よ
り
原
本
で
あ
る
辰
熊
丸
代
軍
忠
状
の
日
付
・
城
名
を

採
用
し
て
お
く
。

（
１
７
）
　
兼
景
と
い
う
実
名
も
前
註
（
ほ
）
の
軍
忠
状
写
に
拠
る
。

（
１
８
）
　
暦
応
四
年
七
月
十
二
日
上
野
頼
兼
軍
勢
催
促
状
（
「
吉
川
」
一
〇
六
一
）
。

（
１
９
）
　
暦
応
五
年
二
月
目
益
田
兼
窮
軍
忠
状
（
「
益
田
」
四
四
）
。

（
空
　
暦
応
五
年
六
月
目
益
田
兼
窮
軍
忠
状
（
「
益
田
」
四
五
）
。

（
２
１
）
　
暦
応
五
年
二
月
廿
六
日
上
野
頼
兼
軍
勢
催
促
状
（
「
吉
川
」
一
〇
六
三
）
。

（
翌
　
年
月
日
欠
（
建
武
元
年
二
月
十
日
カ
）
尼
良
海
譲
状
（
「
吉
川
」
一
〇
〇
一
）
。

（
空
　
観
応
元
年
七
月
廿
七
日
吉
川
実
経
軍
忠
状
（
「
吉
川
」
一
〇
五
二
）
。

（
空
　
貞
和
六
年
十
一
月
目
吉
川
経
盛
申
状
（
「
吉
川
」
　
二
一
七
）
。

（
空
　
観
応
元
年
七
月
日
周
防
親
長
軍
忠
状
（
「
吉
川
」
一
一
五
九
）
。

（
空
　
貞
和
六
年
七
月
十
七
日
桃
井
左
京
亮
軍
勢
催
促
状
（
「
吉
川
」
二
七
）
に
は
「
奉

中
国
大
将
軍
、
所
令
下
著
千
石
州
三
隅
郷
也
」
と
見
え
て
い
る
。
従
来
、
中
国
大
将

軍
は
足
利
直
冬
の
こ
と
を
指
す
と
理
解
さ
れ
て
い
た
（
大
日
本
古
文
書
の
傍
注
も
足

利
直
冬
と
な
っ
て
い
る
）
。
こ
れ
は
貞
和
五
年
四
月
に
中
国
地
方
八
箇
国
成
敗
の
た
め

派
遣
さ
れ
た
こ
と
に
引
き
付
け
て
の
理
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
川
添
昭
二
　
「
足
利

直
冬
と
中
国
地
方
」
南
北
朝
遺
文
月
報
３
中
国
四
国
編
第
３
巻
、
一
九
九
〇
年
）
が
、

一
旦
九
州
に
没
落
し
、
再
度
中
国
地
方
に
入
っ
た
時
と
は
段
階
が
異
な
る
の
で
は
な

い
か
。
中
国
大
将
軍
を
奉
じ
て
、
と
理
解
さ
れ
て
い
た
が
、
（
桃
井
が
）
中
国
大
将
軍

を
う
け
た
ま
わ
っ
て
　
（
中
国
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
て
）
、
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
同
年
七
月
廿
九
日
左
京
亮
軍
勢
催
促
状
写
（
『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
一
二
一
ノ
四

周
布
吉
兵
衛
二
七
二
）
　
は
左
京
亮
を
「
山
名
師
氏
也
」
と
し
て
い
る
が
、
南
北
朝
遺

文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
桃
井
義
郷
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
　
「
為
中
国
大
将
軍

所
令
下
着
於
石
州
也
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
中
国
大
将
軍
を
奉
じ
て
と
い
う
意
味
に

は
と
れ
な
い
。
足
利
直
冬
が
中
国
大
将
軍
と
い
う
立
場
で
石
見
に
下
着
し
た
と
い
う

可
能
性
も
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
が
、
直
冬
が
こ
の
段
階
で
　
（
新
た
に
）
中
国
大

将
軍
と
な
っ
た
と
い
う
の
は
考
え
に
く
い

（
㌘
　
鎌
倉
後
期
の
安
芸
国
守
護
と
な
っ
た
名
越
氏
に
よ
る
安
芸
在
地
勢
力
の
掌
握
が

一
定
程
度
進
展
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は

別
稿
を
期
し
た
い
。
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毛
利
氏
の
出
雲
国
支
配
と
富
田
城
主

は
　
じ
　
め
　
に

永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
に
出
雲
国
へ
侵
攻
し
た
毛
利
氏
は
、
同
年
末
、

大
友
氏
と
の
戦
争
に
対
応
す
る
た
め
、
毛
利
隆
元
以
下
の
本
宗
家
の
率
い
る

軍
勢
が
北
部
九
州
へ
転
陣
し
た
。
そ
の
結
果
、
出
雲
国
の
戦
線
は
、
毛
利
元

就
と
そ
の
直
臣
た
ち
に
大
き
く
依
存
す
る
形
で
、
戦
争
の
遂
行
と
占
領
地
の

支
配
が
行
わ
れ
た
。
。
ま
た
、
出
雲
国
衆
や
有
力
寺
社
の
切
り
崩
し
を
図
る

際
に
、
交
渉
の
窓
口
と
し
て
吉
川
元
春
・
小
早
川
隆
景
・
宍
戸
隆
家
・
口
羽

通
良
ら
に
担
当
を
分
担
さ
せ
佗
、
毛
利
氏
と
既
存
の
有
力
諸
勢
力
と
の
紐
帯

の
形
成
を
補
完
し
た
。

問
題
と
な
る
の
は
、
永
禄
十
年
二
月
の
毛
利
氏
本
隊
の
安
芸
帰
国
以
後
、

毛
利
氏
が
出
雲
国
の
支
配
を
ど
の
よ
う
な
体
制
で
推
進
し
ょ
う
と
し
た
か
と

い
う
点
に
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
従
来
か
ら
、
尼
子
氏
滅
亡
後
に
富
田
城
主
と
な
っ

た
、
天
野
隆
重
（
永
禄
十
年
～
）
と
毛
利
元
秋
（
永
橡
十
一
年
六
月
～
、
実

際
の
入
城
は
永
禄
十
三
年
二
月
～
）
等
に
つ
い
て
、
毛
利
氏
支
配
下
に
お
け

る
地
域
支
配
の
権
限
・
管
轄
範
囲
に
関
す
る
吉
川
氏
と
の
関
係
が
問
題
と
さ

れ
て
き
た
。

池
享
氏
は
、
富
田
城
主
の
地
位
と
役
割
を
「
元
秋
－
隆
重
体
制
」
と
名
付

け
、
諸
役
賦
課
、
毛
利
氏
か
ら
国
衆
へ
の
決
定
の
伝
達
、
及
び
確
定
さ
れ
た

正
式
ル
ー
ト
と
し
て
の
毛
利
本
宗
へ
の
愁
訴
吹
挙
と
い
う
三
つ
の
固
有
の
機

能
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
公
的
領
域
支
配
体
制
と
位
置
づ
け
、
し
か
し
な
が
ら

権
威
の
不
足
に
よ
っ
て
当
初
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
の
機
能
を
果
た
し
え
な
か
っ

長
谷
川
　
博
史

た
た
め
、
吉
川
元
春
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
と
し
た
ｇ

松
浦
義
則
氏
は
、
富
田
城
主
及
び
そ
の
配
下
の
　
「
富
田
奉
行
」
を
「
富
田

城
番
」
と
冬
つ
け
、
そ
の
「
地
域
的
支
配
と
し
て
の
範
囲
は
能
義
郡
に
と
ど

ま
っ
た
」
と
し
、
尼
子
勝
久
と
の
戦
争
中
に
、
「
富
田
城
番
」
が
毛
利
氏
方

国
人
の
軍
功
を
披
露
し
た
り
、
彼
ら
へ
の
所
領
安
堵
・
宛
行
を
毛
利
氏
に
申

請
し
た
の
は
、
軍
事
行
動
に
伴
う
役
割
で
あ
っ
て
、
「
富
田
城
番
」
経
由
の

国
人
の
願
い
や
訴
え
は
制
度
と
し
て
確
立
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
し

た
ど舘

鼻
誠
氏
は
、
富
田
城
主
を
「
富
田
支
城
主
」
と
名
づ
け
、
そ
の
主
な
職

務
と
し
て
、
①
「
北
前
」
　
の
押
さ
え
と
し
て
の
富
田
城
守
備
、
②
諸
役
の
賦

課
、
③
出
雲
の
郡
使
統
轄
、
④
給
人
の
愁
訴
吹
挙
の
四
点
が
あ
っ
た
と
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
国
衆
支
配
に
つ
い
て
は
当
初
よ
り
吉
川
氏
が
担
う
か
わ
り

に
、
「
富
田
支
城
主
」
は
郡
使
統
轄
と
い
う
毛
利
氏
本
宗
家
と
直
結
し
た
出

雲
国
の
地
域
支
配
を
確
立
し
て
い
た
と
し
た
ど
以
前
よ
り
、
舘
鼻
氏
は
「
毛

利
の
出
雲
支
配
の
性
格
は
通
説
の
ご
と
く
吉
川
一
元
論
で
説
明
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
く
⊥
一
元
的
支
配
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
お

り
㈲
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
池
氏
・
松
浦
氏
双
方
に
批
判
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。

結
論
的
に
言
え
ば
、
筆
者
は
、
松
浦
氏
の
見
解
が
、
最
も
史
実
に
近
く
適

切
な
も
の
と
考
え
て
お
り
、
実
は
こ
れ
に
付
け
加
え
る
べ
き
点
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
た
だ
、
そ
の
記
述
が
紙
数
の
関
係
で
余
り
に
簡
潔
で
あ
り
、
ま
た
再

検
討
が
必
要
な
部
分
も
あ
る
の
で
、
以
下
、
こ
の
間
題
の
整
理
を
通
し
て
、

毛
利
氏
の
出
雲
国
支
配
と
吉
川
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
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一
愁
訴
の
取
次

ま
ず
は
じ
め
に
、
富
田
城
主
が
毛
利
民
本
宗
へ
の
取
次
を
担
っ
た
事
例
と

し
て
し
ば
し
ば
注
目
さ
れ
て
き
た
湯
原
氏
に
つ
い
て
の
事
実
確
認
を
行
う
。

従
来
か
ら
、
湯
原
氏
は
佐
陀
江
の
満
願
寺
城
主
と
さ
れ
、
毛
利
氏
領
国
下

に
お
け
る
代
表
的
な
土
着
の
「
出
雲
国
衆
」
と
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
池
氏

が
「
元
秋
－
隆
重
体
制
」
の
性
格
を
論
じ
た
際
の
検
討
素
材
は
、
実
際
に
は

こ
の
湯
原
氏
に
限
ら
れ
て
お
り
、
湯
原
氏
を
以
て
出
雲
国
の
「
国
衆
」
に
一

般
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
舘
鼻
氏
は
、
吉
川
元
春
と
「
富
田
支
城
主
」
の
「
愁

訴
」
に
関
わ
る
管
轄
範
囲
に
つ
い
て
、
明
確
に
は
述
べ
て
い
な
い
も
の
の
、

能
義
郡
と
宍
道
湖
周
辺
に
お
け
る
「
地
域
支
配
の
確
立
」
と
結
論
づ
け
る
際

に
、
湯
原
氏
か
ら
の
愁
訴
を
能
義
郡
以
外
の
重
要
な
事
例
と
し
て
取
り
上
げ

て
い
る
。

毛
利
氏
が
、
春
綱
に
島
根
郡
「
古
曽
志
三
百
貫
」
を
与
え
る
こ
と
な
ど
に

ょ
っ
て
、
湯
原
氏
を
小
規
模
な
が
ら
国
衆
と
し
て
と
ら
え
な
お
し
た
こ
と
は

事
実
と
言
え
よ
う
が
（
「
開
聞
録
」
巻
１
１
５
（
湯
原
文
左
衛
門
）
７
・
刀
∴
空
、

も
と
も
と
の
湯
原
氏
の
基
本
的
性
格
は
尼
子
氏
家
臣
「
富
田
衆
」
で
あ
っ
て

「
出
雲
州
衆
」
で
は
な
い
し
、
春
綱
は
そ
の
一
庶
流
に
す
ぎ
な
い
け
。
十
六

世
紀
末
に
至
っ
て
も
、
湯
原
氏
が
毛
利
氏
か
ら
承
認
さ
れ
た
知
行
地
は
、
満

願
寺
城
の
所
在
す
る
秋
鹿
郡
三
二
〇
石
余
の
み
で
あ
る
（
「
八
箇
国
御
時
代

分
限
帳
」
）
。

春
綱
は
、
毛
利
氏
の
石
見
国
制
圧
や
出
雲
国
侵
攻
に
先
立
つ
永
禄
五
年
（
一

五
六
二
）
の
正
月
に
は
毛
利
方
へ
転
ず
る
意
志
を
伝
え
て
お
り
、
同
年
九
月

に
起
請
文
を
交
わ
し
（
「
開
聞
録
」
巻
１
１
５
（
湯
原
文
左
衛
門
）
１
・
２
・
９
７

～
翌
、
永
禄
七
年
の
二
月
十
五
日
以
前
に
現
形
し
て
富
田
城
を
退
去
し

た
棒
（
「
開
聞
録
」
巻
３
１
（
山
田
吉
兵
衛
）
９
）
。
永
禄
十
二
年
に
尼
子
勝
久

が
出
雲
国
へ
乱
入
し
た
際
に
は
、
米
原
綱
寛
の
寝
返
り
に
よ
っ
て
、
永
禄
十

三
年
正
月
二
十
日
に
在
番
中
の
高
瀬
城
か
ら
赤
穴
・
三
沢
へ
撤
退
し
、
同
年

三
月
初
頭
に
は
湯
要
害
に
在
香
し
て
い
た
（
「
開
聞
録
」
巻
１
１
５
（
湯
原
文
左

衛
門
）
３
０
・
誓
。
次
い
で
同
年
九
月
に
は
、
毛
利
輝
元
の
帰
陣
に
伴
い
末

次
城
の
在
番
を
命
じ
ら
れ
（
同
上
７
・
８
・
１
０
０
・
１
２
３
）
、
さ
ら
に
同
年
十
二

月
に
は
「
取
誘
」
え
ら
れ
た
満
願
寺
城
の
在
番
を
命
じ
ら
れ
、
翌
元
亀
二
年

（
一
五
七
こ
六
～
七
月
に
も
在
城
を
確
認
で
き
る
（
同
上
６
・
１
０
０
・
１
１
５
）
。

ま
た
、
同
年
二
月
に
は
「
加
賀
小
城
」
　
へ
の
「
番
衆
」
派
遣
を
命
じ
ら
れ
、

子
息
の
元
綱
を
在
城
さ
せ
、
や
が
て
親
子
共
に
加
賀
に
在
城
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
（
同
上
９
・
２
６
・
哲
。

こ
の
よ
う
な
春
綱
の
動
向
は
、
毛
利
氏
支
配
下
の
湯
原
氏
が
、
島
根
半
島

周
辺
の
水
上
勢
力
と
し
て
重
視
さ
れ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
が
、
当
初
か
ら
毛
利
氏
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
ま
と
ま
っ
た
独
自
な

基
盤
を
有
す
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
し
、
春
綱
の
満
願
寺
在
番
も
元
亀
元
年

末
以
降
で
あ
る
。
「
古
曽
志
」
は
佐
陀
江
（
満
願
寺
江
）
を
挟
ん
で
満
願
寺

城
の
対
岸
側
東
方
に
位
置
す
る
が
、
満
願
寺
城
は
湯
原
春
綱
の
本
拠
と
い
う

よ
り
、
毛
利
氏
の
「
取
誘
」
ら
え
た
直
轄
城
に
「
御
番
」
と
し
て
入
城
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
元
亀
二
年
八
月
に
新
山
城
が
落
城
し
て
尼
子
勝

久
が
隠
岐
へ
逃
走
し
、
満
願
寺
城
の
戦
略
的
重
要
性
が
薄
ら
ぐ
と
、
隠
岐
国

へ
の
「
渡
口
」
で
あ
る
加
賀
城
に
在
番
の
重
点
を
移
さ
せ
ら
れ
た
も
の
と
考

ぇ
ら
れ
る
。
十
大
世
紀
末
の
湯
原
氏
が
秋
鹿
郡
三
二
〇
石
余
を
知
行
し
て
い

た
こ
と
は
、
在
番
の
長
期
化
・
恒
常
化
や
、
満
願
寺
城
の
戦
略
的
意
味
の
変

化
に
よ
っ
て
、
満
願
寺
城
と
そ
の
周
辺
が
湯
原
氏
自
身
の
基
盤
へ
と
性
格
を

変
え
て
い
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。

毛
利
氏
と
湯
原
氏
と
の
間
に
富
田
城
主
が
機
構
的
に
介
在
し
た
元
亀
年
間

に
お
い
て
、
湯
原
春
綱
の
事
例
が
他
の
「
国
衆
」
「
国
人
」
に
一
般
化
で
き

な
い
と
思
わ
れ
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
春
綱
と
い
う
人
物
の
固
有
の
性
格

に
よ
っ
て
い
る
。
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次
に
、
富
田
城
主
の
天
野
隆
重
が
愁
訴
の
取
次
を
行
っ
た
事
例
を
挙
げ
る

と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

【
永
禄
十
二
年
】

田
辺
・
曽
我
の
富
田
八
幡
宮
横
屋
職
等
の
愁
訴
（
「
竹
矢
家
文
書
」
）

賀
木
太
郎
右
衛
門
尉
の
給
地
愁
訴

（
「
開
聞
録
」
巻
１
６
０
（
賀
儀
忠
兵
衛
）
３
・
４
）

野
村
士
悦
か
ら
の
申
分
（
「
閥
閲
録
」
巻
１
２
３
（
野
村
作
兵
衛
）
１
５
）

ま
た
、
富
田
城
の
元
秋
・
隆
重
が
愁
訴
の
取
次
を
行
っ
た
事
例
は
、
以
下

の
よ
う
で
あ
る
。

【
元
亀
三
年
～
四
年
】

井
上
就
正
の
子
息
へ
の
給
地
愁
訴

（
「
閥
閲
録
」
巻
調
（
井
上
彦
左
衛
門
）
３
５
）

清
泰
院
の
愁
訴
（
「
開
聞
録
」
巻
１
０
９
（
赤
川
吉
右
衛
門
）
２
～
７
）

秋
上
宗
信
現
形
に
伴
う
替
地
に
関
す
る
鰐
淵
寺
和
多
坊
の
愁
訴

（
「
鰐
淵
寺
文
書
」
二
四
五
・
二
五
四
）

久
木
村
を
め
ぐ
る
三
刀
屋
久
扶
と
野
村
士
悦
の
相
論

（
「
閥
閲
録
」
巻
１

２
３
（
野
村
作
兵
衛
）
１
６
・
３
１
・
空

湯
原
春
綱
か
ら
の
月
俸
・
兵
根
等
補
給
・
普
請
・
給
地
の
要
請

（
「
閥
閲
録
」
巻
１
１
５
（
湯
原
文
左
衛
門
）
㍑
・
が
・
％
∵
１
２
３
・
１
２

４
）

こ
れ
ら
の
事
例
に
は
、
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。

第
一
に
、
愁
訴
を
行
っ
た
当
事
者
（
の
一
方
）
が
、
富
田
城
・
羽
倉
城
・

加
賀
城
・
森
山
城
と
い
っ
た
島
根
半
島
東
部
の
要
衝
に
位
置
す
る
城
の
在
番

衆
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
永
禄
十
二
年
に
つ
い
て
は
、
尼
子
勝
久
の

出
雲
国
乱
入
に
よ
り
危
機
的
状
況
に
陥
っ
て
い
た
時
期
に
あ
た
り
、
い
ず
れ

も
富
田
城
主
天
野
隆
重
が
富
田
籠
城
衆
か
ら
の
愁
訴
を
取
り
次
い
だ
も
の
で

あ
る
。
元
亀
三
年
に
つ
い
て
は
、
井
上
就
正
・
清
泰
院
は
富
田
在
番
衆
、
野

村
士
悦
は
羽
倉
在
番
衆
、
湯
原
春
綱
は
加
賀
在
番
衆
で
あ
る
。
秋
上
宗
信
に

（
毛
利
輝
元
）

つ
い
て
は
、
元
秋
自
ら
が
「
上
様
・
秋
上
間
之
御
使
仕
侯
之
条
、
申
事
候
」

と
こ
と
わ
っ
て
吉
田
奉
行
人
の
児
玉
元
良
に
取
り
次
い
だ
よ
う
に
、
こ
れ
以

前
よ
り
秋
上
氏
と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
秋
上
氏
は
、

現
形
以
前
か
ら
森
山
城
に
在
番
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
三
刀
屋
氏

は
典
型
的
な
「
出
雲
州
衆
」
　
で
あ
る
が
、
富
田
城
主
が
取
り
次
い
だ
他
の
人

物
は
、
前
述
の
湯
原
氏
を
含
め
、
い
ず
れ
も
既
存
の
　
「
国
衆
」
ク
ラ
ス
で
は

な
い
。
し
か
も
、
三
刀
屋
氏
と
野
村
士
悦
の
相
論
に
つ
い
て
は
、
富
田
城
主

は
明
ら
か
に
士
悦
を
支
援
す
る
立
場
で
毛
利
氏
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

第
二
に
、
事
例
が
永
禄
十
二
年
と
元
亀
三
年
～
四
年
（
＝
天
正
元
年
）
　
に

集
中
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
永
禄
十
二
年
は
、
こ
の
年
の
後
半
に
、

富
田
城
主
天
野
隆
重
が
孤
立
無
援
の
状
況
下
で
尼
子
氏
の
軍
勢
と
戦
っ
た
年

で
あ
る
。
元
亀
三
年
～
四
年
は
、
元
亀
二
年
八
月
に
尼
子
勝
久
が
出
雲
国
か

ら
退
去
し
、
元
亀
四
年
六
月
に
因
幡
国
へ
乱
入
す
る
ま
で
の
間
に
相
当
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
時
期
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
毛
利
氏
の
本
隊
、
も
し
く

は
元
亀
元
年
九
月
以
降
毛
利
氏
の
山
陰
方
面
の
軍
事
指
揮
官
と
な
っ
た
吉
川

元
春
・
口
羽
通
良
ら
が
出
雲
国
内
に
不
在
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

こ
の
第
二
点
に
関
し
て
留
意
し
て
お
く
べ
き
点
は
、
元
亀
三
年
～
四
年
に

つ
い
て
も
、
出
雲
国
内
か
ら
の
愁
訴
取
次
を
富
田
城
主
が
一
手
に
引
き
う
け

た
訳
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
時
期
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
杵
築
大

社
両
国
造
家
相
論
は
、
富
田
城
主
を
一
切
介
す
る
こ
と
な
く
安
芸
国
の
吉
田

・
新
庄
を
舞
台
に
争
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
第
一
点
に
関
し
て
付
言
す
る
な
ら
ば
、
富
田
城

と
い
う
城
の
持
つ
戦
略
的
意
味
を
正
確
に
ふ
ま
え
る
こ
と
の
重
要
性
で
あ

る
。
富
田
城
は
、
美
保
関
・
中
海
一
帯
、
す
な
わ
ち
島
根
半
島
東
部
一
帯
か

ら
隠
岐
諸
島
を
一
望
・
監
視
で
き
る
恰
好
の
地
理
的
条
件
を
備
え
て
い
る
。

日
本
海
水
運
に
お
い
て
美
保
関
が
特
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
十
六
世
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紀
前
半
以
前
に
は
、
富
田
城
を
押
さ
え
る
こ
と
は
、
日
本
海
水
運
を
押
さ
え

る
重
要
な
鍵
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
出
雲
国
東
部
・
伯
者
国

西
部
を
中
心
に
尼
子
氏
の
根
強
い
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
要
因
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
毛
利
氏
が
尼
子
氏
を
滅
ぼ
し
た
時
期
に
は
、
日
本
海
を
め
ぐ
る
経

済
構
造
は
大
き
く
変
動
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
日
本
海
水
運
と
の
関
わ

り
に
お
い
て
富
田
を
お
さ
え
る
こ
と
の
意
味
は
相
対
的
に
後
退
し
た
と
考
え

ら
れ
る
桝
。
し
か
し
、
島
根
半
島
東
部
表
に
お
け
る
富
田
城
の
戦
略
的
意

味
は
相
変
わ
ら
ず
き
わ
め
て
重
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
元
亀
三
年
当
時
の

島
根
半
島
東
部
は
、
隠
岐
在
島
中
の
尼
子
勝
久
以
下
牢
人
衆
か
ら
い
つ
攻
撃

さ
れ
て
も
撃
退
し
う
る
だ
け
の
準
備
を
怠
っ
て
は
な
ら
ず
、
隙
を
み
せ
ら
れ

な
い
最
前
線
に
位
置
し
て
い
た
。
し
か
も
、
吉
川
元
春
は
安
芸
国
へ
帰
国
し

て
お
り
出
雲
国
内
に
は
不
在
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
富
田
城
主
が
島
根
半
島
東
部
一
帯
の
防

衛
拠
点
を
統
轄
す
る
軍
事
指
揮
権
を
委
ね
ら
れ
る
こ
と
は
、
至
極
当
然
の
こ

と
と
推
測
さ
れ
る
。
特
に
元
亀
三
・
四
年
の
愁
訴
は
、
現
実
に
は
戦
闘
状
態

が
な
い
ま
ま
長
期
の
在
番
を
強
い
ら
れ
た
最
前
線
の
在
番
衆
が
、
直
接
の
指

揮
官
で
あ
る
富
田
城
主
を
介
し
て
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
本
来
、
愁
訴
の
取
次
と
い
う
も
の
は
、
頼
れ
る
者
は
全
て
頼
る
と
い
う

性
格
が
強
く
、
特
定
の
ル
ー
ト
を
固
定
的
に
考
え
る
べ
き
問
題
で
は
な
く
桐
、

い
わ
ゆ
る
「
権
限
」
と
は
別
の
範
噂
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

事
例
に
お
い
て
、
富
田
城
主
が
こ
れ
ら
の
在
番
衆
と
毛
利
民
本
宗
と
の
間
の

仲
介
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
時
期
や
範
囲
の
特
徴
か
ら
み
て
、

富
田
城
主
が
毛
利
民
本
宗
か
ら
委
ね
ら
れ
た
軍
事
的
役
割
に
起
因
す
る
可
能

性
が
高
い
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
は
、
富
田
城
主
の
果
た
し
た
仲
介
機
能
が
、
一
般
行
政
権
・

統
治
権
的
支
配
権
を
含
む
地
域
支
配
の
問
題
と
い
う
よ
り
は
、
島
根
半
島
東

部
の
毛
利
氏
直
轄
諸
城
在
番
衆
に
対
す
る
軍
事
的
統
率
権
に
結
果
的
に
付
随

し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
故
に
時
限
的
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
松
浦
氏
が
「
こ
れ
は
富
田
城
番
の
軍
事
行
動
に
と
も

な
う
役
割
で
あ
っ
て
、
乱
後
に
お
い
て
出
雲
国
人
の
願
い
や
訴
え
が
富
田
城

番
を
経
由
す
る
と
い
う
こ
と
が
制
度
と
し
て
確
立
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
と

述
べ
た
点
は
、
従
っ
て
き
わ
め
て
的
確
な
指
摘
と
考
え
ら
れ
る
。

二
　
「
郡
使
」
統
轄
と
「
諸
役
賦
課
」

次
に
、
松
浦
氏
が
言
及
し
舘
鼻
氏
が
本
格
的
に
論
じ
た
「
郡
使
」
統
轄
の

問
題
と
、
池
氏
や
舘
鼻
氏
が
富
田
城
主
固
有
の
機
能
と
し
て
指
摘
し
た
「
諸

役
賦
課
」
　
の
問
題
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。

こ
の
問
題
は
、
舘
鼻
氏
の
整
理
し
た
富
田
城
主
の
役
割
の
②
・
③
の
う
ち
、

富
田
城
主
の
担
う
職
務
の
具
体
的
内
容
や
実
効
力
の
及
ぶ
範
囲
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
べ
き
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
特
に
、
③
の
郡
使
統
轄
の
問
題
に

っ
い
て
は
、
松
浦
氏
は
、
富
田
城
主
の
権
限
で
は
な
い
と
明
言
し
て
い
る
。

ま
た
、
舘
鼻
氏
は
、
こ
れ
が
富
田
城
主
が
毛
利
氏
の
出
雲
国
支
配
に
お
い
て

果
た
し
た
最
も
大
き
な
役
割
と
と
ら
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
時

期
に
出
雲
一
国
に
及
ぶ
権
限
で
あ
っ
た
の
か
、
各
時
期
を
通
じ
て
一
国
に
及

ぶ
権
限
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
も
そ
も
一
国
に
及
ぶ
権
限
で
は
な
か
っ
た
の
か
、

明
言
を
避
け
た
き
わ
め
て
曖
昧
な
記
述
を
し
て
い
る
。

舘
鼻
氏
は
、
「
郡
使
」
に
つ
い
て
、
「
尼
子
期
の
郡
奉
行
を
継
承
し
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
毛
利
氏
は
、
尼
子
期
の
郡
奉
行
の
任
免
権
を

掌
握
し
た
上
で
、
改
め
て
郡
使
と
し
て
富
田
支
城
主
の
も
と
に
編
成
し
、
こ

れ
を
毛
利
宗
家
た
る
吉
田
が
総
轄
す
る
、
と
い
う
支
配
機
構
を
出
雲
に
打
ち

立
て
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
、
郡
使
の
基
本
的
性

格
を
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
よ
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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矢
田
兼
貞
他
二
名
連
署
書
状
（
「
富
家
文
書
」
　
（
『
富
家
文
書
』
）
一
四
七
）

尚
々
申
入
候
、
三
十
疋
あ
て
被
懸
御
意
候
、
畏
入
候
、
か
し
く
、

郡
夫
之
儀
付
候
て
、
承
候
、
か
た
く
申
度
候
へ
共
、
色
々
御
理
承
儀
候
条
、

心
得
申
候
、
委
細
長
野
方
可
被
申
入
候
、

正
月
十
五
日

恐
々
謹
言
、

賀
戸
八
郎
左
衛
門

盛
貞
　
（
花
押
）

坂
本
壱
岐
守

良
家
　
（
花
押
）

矢
田
長
門
守

兼
貞
（
花
押
）

富
兵
部
大
夫
殿
参
御
返
報

差
出
の
三
名
は
、
郡
単
位
に
賦
課
さ
れ
る
夫
役
「
郡
夫
」
　
の
徴
集
担
当
者

と
考
え
ら
れ
る
。
富
氏
は
杵
築
大
社
国
造
北
島
氏
一
族
で
あ
り
、
上
級
神
官

で
あ
っ
た
が
、
「
郡
夫
」
　
は
富
民
知
行
分
の
所
領
に
対
し
て
も
課
せ
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
富
民
は
、
銭
九
百
文
を
支
払
う
か
わ
り
に
、
人
夫
の
供
出
を

免
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

問
題
と
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
差
出
三
名
が
、
い
か
な
る
立
場
に
基
づ
い
て

「
郡
夫
」
　
の
徴
集
を
行
っ
て
い
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
坂
本

良
家
・
矢
田
兼
貞
に
つ
い
て
は
、
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
　
の
毛
利
氏
に
よ

る
出
雲
国
一
国
徳
政
令
に
際
し
、
毛
利
氏
の
実
務
担
当
奉
行
の
綿
貫
元
重
・

三
宅
吉
秀
の
下
で
、
杵
築
大
社
・
鰐
淵
寺
関
係
の
徳
政
免
除
や
紛
争
処
理
に

つ
い
て
、
現
地
の
実
務
を
担
当
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
㌣
矢
田
氏
に
つ

い
て
は
、
神
門
郡
稲
同
郷
を
本
拠
と
す
る
在
地
勢
力
で
、
杵
築
に
お
い
て
も

都
市
上
層
部
を
構
成
し
て
、
杵
築
大
社
の
下
級
神
官
（
御
節
）
と
し
て
活
動

つ
▲

す
る
と
と
も
に
、
朝
山
郷
内
に
も
拠
点
を
形
成
し
て
い
た
碧
坂
本
良
家
に

つ
い
て
は
、
神
門
郡
塩
冶
郷
高
岡
村
の
う
ち
杵
築
大
社
神
領
分
の
　
「
公
用
」

の
具
体
的
な
納
め
方
に
つ
い
て
、
杵
築
大
社
上
官
佐
草
氏
と
郷
村
側
の
間
の

調
整
を
行
っ
た
事
例
が
あ
る
㌘

坂
本
・
矢
田
氏
の
基
盤
や
活
動
範
囲
を
勘
案
し
、
一
定
度
の
裁
量
権
を
含

む
「
郡
夫
」
　
の
徴
集
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
が
神
門
郡
の
　
「
郡

使
」
　
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

天
正
十
三
年
に
意
宇
郡
八
重
垣
社
が
大
破
し
た
際
、
毛
利
氏
は
造
営
棟
別

銭
を
能
儀
・
神
門
・
大
原
三
郡
に
課
し
た
。

毛
利
氏
奉
行
人
達
著
書
状
（
「
八
重
垣
神
社
文
書
」
（
『
意
宇
六
社
文
書
』
）
六
）

八
重
垣
宮
大
破
付
而
、
御
造
営
之
儀
被
仰
出
候
、
就
夫
能
儀
郡
・
神
門
郡
・

大
原
郡
棟
別
被
仰
付
候
条
、
不
謂
守
護
不
入
之
在
所
、
少
茂
無
用
捨
申
付
之
、

社
納
肝
要
候
、
於
員
数
者
、
以
余
郡
並
可
相
調
候
、
委
細
検
使
衆
可
被
申
渡

候
、
恐
々
謹
言
、

３５

天
正
十
三
年

三
月
十
一
日

児
　
三
右元

良
　
（
花
押
）

井
　
但

就
重
　
（
花
押
）

能
儀
郡矢

田
七
郎
右
衛
門
尉
殿

宛
名
の
矢
田
氏
は
、
肩
書
き
に
郡
名
を
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
能
義

郡
に
お
け
る
「
棟
別
」
　
の
徴
集
担
当
者
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
詳
細
は

未
詳
で
あ
る
が
、
同
郡
内
の
在
地
勢
力
と
考
え
ら
れ
る
桐
。
こ
の
人
物
は
、

そ
の
機
能
よ
り
み
て
能
義
郡
の
「
郡
使
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
松
浦
氏

も
、
こ
の
史
料
を
根
拠
と
し
て
、
「
郡
使
」
は
毛
利
本
宗
が
直
接
統
轄
し
て

い
る
と
し
て
い
る
の
で
、
宛
名
の
人
物
を
「
郡
使
」
と
み
て
い
る
こ
と
が
知



ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
尼
子
氏
の
　
「
郡
奉
行
」
　
に
つ
い
て
は
、
尼
子
勝
久
が
、
松
田

誠
保
を
　
「
島
根
三
郡
奉
行
」
、
米
原
綱
寛
を
　
「
原
手
三
郡
奉
行
」
　
に
任
じ
た

事
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
㌘
前
者
は
、
島
根
・
秋
鹿
・
楯
縫
の
三
郡
、
後

者
は
神
門
・
出
東
・
意
宇
の
三
郡
を
指
す
可
能
性
が
高
い
。
松
田
氏
は
永
禄

六
年
　
（
一
五
六
三
）
　
以
前
に
は
島
根
郡
白
魔
城
主
で
あ
っ
た
有
力
な
　
「
出
雲

州
衆
」
　
で
あ
り
、
尼
子
氏
家
臣
の
米
原
氏
も
出
東
郡
高
瀬
城
主
で
あ
っ
た
か

ら
、
前
出
の
　
「
郡
使
」
　
と
は
地
位
に
明
ら
か
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。

尼
子
勝
久
の
任
命
し
た
　
「
郡
奉
行
」
　
が
実
質
的
な
意
味
を
持
っ
た
と
は
考

え
が
た
く
、
こ
れ
以
前
の
尼
子
民
時
代
に
　
「
郡
奉
行
」
　
の
用
語
は
史
料
上
に

は
出
て
こ
な
い
が
、
室
町
期
出
雲
守
護
京
極
氏
以
来
の
　
「
郡
奉
行
」
を
継
承

し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
京
極
氏
の
　
「
郡
奉
行
」
　
は
、
神
西
氏
な
ど
国
人

領
主
層
が
任
命
さ
れ
、
「
郡
検
断
」
権
を
守
護
か
ら
委
任
さ
れ
、
守
護
権
限

‘
Ｕ

の
一
部
を
代
行
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ｇ
　
従
っ
て
、
「
郡
使
」
　
が
尼
子

氏
の
　
「
郡
奉
行
」
　
を
編
成
し
な
お
し
た
も
の
と
は
考
え
が
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
舘
鼻
氏
が
富
田
城
主
に
よ
る
　
「
郡
使
」
　
の
統
轄
権
を
示
す
と

さ
れ
た
の
は
、
次
の
史
料
で
あ
る
。

（
耽
武
　
）

赤
川
木
工
允
殿

熊
谷
越
後
守
殿

（
右
忠
）

二
宮
隠
岐
守
殿

毛
利
氏
奉
行
人
達
署
書
状
（
「
鰐
淵
寺
文
書
」
（
『
鰐
淵
寺
文
書
の
研
究
』
三
〇
六
）

鰐
淵
寺
本
堂
普
請
之
儀
付
而
、
去
年
茂
以
奉
書
申
候
、
其
趣
何
茂
被
仰
触
之
、

各
分
別
之
由
示
給
候
、
然
虞
、
能
儀
郡
之
儀
者
程
遠
候
間
、
近
辺
之
者
可
相

雇
之
由
、
郡
使
申
候
哉
、
在
々
所
々
相
見
、
一
通
候
処
ニ
、
出
入
申
之
由
候
、

所
詮
余
郡
並
二
普
請
可
被
仰
付
候
、
委
曲
自
鰐
淵
寺
可
被
申
候
、
恐
々
謹
言
、

二
月
十
日

国
司
右
京
亮元

武
　
（
花
押
）

児
玉
三
郎
右
衛
門
尉

元
良
　
（
花
押
）

こ
れ
は
、
天
正
三
年
に
毛
利
氏
が
発
願
し
た
鰐
淵
寺
本
堂
再
興
に
関
わ
る
、

天
正
五
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
前
年
に
、
毛
利
氏
奉
行
人
か
ら
宛

名
の
富
田
城
在
番
衆
に
対
し
て
奉
書
が
届
け
ら
れ
、
富
田
城
在
番
衆
が
　
「
仰

触
」
　
れ
た
結
果
、
「
各
分
別
」
　
し
た
旨
の
返
答
が
、
毛
利
氏
奉
行
人
の
許
へ

届
け
ら
れ
た
、
と
解
釈
で
き
る
。
そ
の
　
「
仰
触
」
　
れ
た
範
囲
は
定
か
で
な
い

が
、
「
能
儀
郡
」
　
の
問
題
を
　
「
各
」
　
の
一
部
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
「
余

郡
並
」
　
に
　
「
仰
付
」
　
け
る
よ
う
命
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
能
儀
郡
以
外
の
他

郡
に
も
及
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が
出
雲
国
一
国
に

及
ん
だ
確
証
は
な
い
。
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
少
な
く
と
も
複
数

郡
に
及
ぶ
富
田
城
在
番
衆
に
よ
る
普
請
役
賦
課
が
、
「
郡
使
」
　
の
統
轄
を
意

味
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
し
も
仮
に
、
富
田
城
主
が
制
度

的
恒
常
的
に
　
「
郡
使
」
　
統
轄
権
を
委
ね
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
史
料

は
、
む
し
ろ
膝
下
の
能
義
郡
に
お
い
て
す
ら
　
「
郡
使
」
　
を
統
制
し
え
な
い
実

態
を
示
す
も
の
と
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
留
意
し
て
お
く
べ
き
点
は
、
富
田
城
主
に
よ
る
公
役

徴
集
権
の
問
題
で
あ
る
。
池
氏
や
舘
鼻
氏
は
　
「
諸
役
賦
課
」
と
い
う
言
葉
を

使
用
す
る
が
、
具
体
的
に
史
料
に
現
れ
る
の
は
専
ら
　
「
普
請
役
」
　
で
あ
る
。

こ
の
　
「
普
請
役
」
　
は
、
元
来
は
富
田
城
主
の
軍
事
的
機
能
に
起
因
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
最
も
早
い
事
例
が
、
永
禄
十
・
十
一
年
の
　
「
富
田

奉
行
中
」
に
よ
る
「
雲
州
郡
役
」
「
雲
州
郡
普
請
」
で
あ
る
肌
。
松
浦
氏
や

舘
鼻
氏
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
占
領
後
間
も
な
い
富
田
城
を
改
修

す
る
た
め
の
普
請
役
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
時
に
も
、
在
地
勢
力

が
務
め
る
　
「
郡
使
」
　
に
よ
っ
て
、
人
夫
の
徴
発
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

３６



れ
る
。元

亀
三
年
　
（
一
五
七
二
）
　
湯
原
春
綱
の
加
賀
城
普
請
要
請
に
つ
い
て
、
福

原
貞
俊
が
元
秋
・
隆
重
に
対
し
て
　
「
岸
を
切
縄
結
之
普
請
被
申
付
候
様
に
と

０
０

蒙
仰
候
、
此
条
共
催
可
被
申
付
候
Ｊ
と
述
べ
、
隆
重
が
春
綱
に
対
し
て
「
加

賀
要
害
縄
結
替
岸
切
之
事
、
近
辺
之
村
江
、
上
意
二
候
間
、
元
秋
申
談
仕
配

８
ノ

仕
候
Ｊ
　
と
述
べ
た
よ
う
に
、
富
田
城
主
は
、
本
宗
家
の
指
令
を
前
提
と
し

て
、
具
体
的
な
普
請
人
夫
役
の
徴
発
を
行
う
役
割
を
担
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
既
述
の
よ
う
な
、
当
該
期
に
お
け
る
富
田
城
主
の
軍
事
的
役

割
（
島
根
半
島
東
部
海
辺
地
域
の
防
衛
）
に
起
因
す
る
権
限
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
普
請
役
の
賦
課
は
、
軍
事
的
な
必
要
性
に
応
じ
て
、
ど
の
範

囲
に
賦
課
さ
れ
る
か
は
毛
利
氏
本
宗
家
の
判
断
に
よ
っ
て
お
り
、
永
禄
十
年

の
場
合
に
は
、
免
除
地
を
除
き
出
雲
一
国
に
賦
課
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
の
史
料
は
、
富
田
城
主
の
普
請
役
徴
発
の
範
囲
が
出
東
郡
や
楯
縫
郡
に
も

及
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
で
あ
る
。

赤
川
木
工
允
殿

新
藤
豊
後
守
殿

井
上
源
右
衛
門
尉
殿
其
外
御
奉
行
中

元
武

毛
利
氏
奉
行
人
達
署
書
状
（
「
鰐
淵
寺
文
書
」
（
『
鰐
淵
寺
文
書
の
研
究
』
三
〇
五
）

（
出
東
部
）
（
精
機
部
）

鰐
淵
寺
領
直
江
・
国
富
之
事
、
為
御
祈
祷
、
為
守
護
不
入
、
　
洞
春
様
御
存

命
之
時
、
　
御
判
被
遣
候
、
向
後
諸
天
役
可
有
御
除
之
由
　
御
意
候
、
此
等

之
趣
、
元
秋
・
隆
重
江
御
披
露
候
而
、
右
寺
領
へ
、
御
普
請
巳
下
被
申
付
間

敷
事
肝
要
候
、
此
由
可
申
旨
候
、
恐
々
謹
言
、

十
二
月
廿
二
日

元
武
　
（
花
押
）

元
良
　
（
花
押
）

（
就
武
　
）

赤
川
木
工
允
殿

（
就
勝
　
）

新
藤
豊
後
守
殿

（
就
正
）

井
上
源
右
衛
門
尉
殿
其
外
奉
行
中

（
礼
紙
切
封
ウ
ハ
幸
）

「
　
（
墨
引
）

児
玉
三
郎
右
衛
門
尉

国
司
右
京
亮

し
か
し
、
こ
の
史
料
を
、
富
田
城
主
の
一
般
行
政
権
と
し
て
の
地
域
支
配

権
の
分
掌
が
、
常
に
及
ぶ
範
囲
を
示
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
早
計
で
あ
る
。

「
御
普
請
巳
下
」
と
い
う
文
言
は
、
富
田
城
主
が
こ
の
地
域
を
含
め
て
徴
集

・
徴
発
す
る
可
能
性
の
あ
る
役
が
、
第
一
義
的
に
は
毛
利
氏
の
賦
課
す
る
普

請
役
で
あ
っ
た
こ
と
伽
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
毛
利
氏
奉
行
人
連
署
書
状
は
、

人
夫
徴
発
の
実
務
的
部
分
に
お
け
る
確
認
事
項
を
通
達
し
、
免
除
の
範
囲
を

再
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
富
田
城
主
の
軍
事
的
役
割
に
か
か
わ
っ
て
毛
利

氏
本
宗
家
が
必
要
と
判
断
し
た
普
請
は
、
そ
の
必
要
に
応
じ
て
様
々
な
範
囲

に
賦
課
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
永
禄
十
年
の
よ
う
に
出
雲
一
国
に
及
ぶ
場
合

も
あ
れ
ば
、
元
亀
三
年
の
よ
う
に
加
賀
城
近
辺
の
村
々
で
あ
る
場
合
も
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
史
料
は
、
こ
の
地
域
に
毛
利
氏
が
賦
課

す
る
普
請
役
全
線
の
徴
発
が
、
富
田
城
主
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
証
明

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
、
島
根
半
島
周
辺
地
域
に
お
け
る
普
請

役
以
外
の
　
「
諸
役
」
　
の
徴
集
や
「
郡
使
」
　
の
統
轄
が
、
制
度
的
恒
常
的
に
富

田
城
主
の
管
轄
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
で
は
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
富
田
城
主
が
制
度
的
恒
常
的
な
「
郡
使
」
統
轄
権
を
有

し
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
存
在
せ
ず
、
郡
単
位
に
「
普
請
役
」
を
徴
発
す
る

ケ
ー
ス
に
際
し
て
「
郡
使
」
　
へ
通
達
・
催
促
し
た
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
確

認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
鰐
淵
寺
本
堂
造
営
普
請
役
は
直
接
的
に
は
軍
事
目

的
の
労
働
力
で
は
な
い
が
、
天
正
四
～
五
年
の
毛
利
氏
は
、
足
利
義
昭
の
輌

下
向
と
、
そ
の
上
洛
命
令
を
受
け
た
東
上
戦
の
実
施
に
向
け
て
、
非
常
に
緊

迫
し
た
状
況
下
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
こ
の
件
に
富
田
城
主
が
関
わ
っ
た
理

由
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
他
の
「
諸
役
」
と
は
異
な
り
、
大
規
模
な
人
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夫
役
の
徴
発
に
際
し
て
、
そ
れ
ら
の
統
率
な
ど
に
武
力
の
裏
付
け
が
必
要
で

あ
る
こ
と
　
（
検
使
衆
の
派
遣
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
）
　
に
も
よ
っ
て

い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

元
亀
四
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
十
月
二
十
五
日
毛
利
輝
元
書
状
写
　
（
「
開

聞
録
」
巻
１
０
１
（
児
玉
伝
右
衛
門
）
９
）
は
、
出
雲
国
の
多
根
元
房
の
跡
を
継

い
だ
、
毛
利
氏
家
臣
児
玉
元
信
が
、
「
大
原
郡
・
為
石
郡
々
役
井
大
東
代
官

職
」
　
を
元
房
の
　
「
手
続
」
　
ぎ
に
任
せ
て
安
堵
し
、
「
諸
役
等
」
　
を
申
し
付
け

る
よ
う
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
多
根
元
房
の
出
自
が
不
明
で
あ
り
、
児
玉
元

信
が
相
続
し
た
「
郡
役
」
等
が
い
か
な
る
性
格
の
も
の
か
特
定
は
で
き
な
い
。

た
だ
、
元
信
が
継
承
し
た
も
の
は
大
原
・
飯
石
二
郡
に
郡
単
位
に
課
さ
れ
る

「
諸
役
」
　
の
徴
集
に
関
わ
る
権
益
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
し
か
も
こ
こ
に
膚

富
田
城
主
が
介
在
す
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
よ
う
な
文
言
が
見
ら
れ
ず
、
毛
利

輝
元
か
ら
直
接
安
堵
さ
れ
命
じ
ら
れ
た
役
職
で
あ
る
こ
と
は
、
毛
利
氏
領
国

下
の
出
雲
国
に
お
け
る
郡
単
位
の
公
役
賦
課
権
や
、
そ
れ
に
直
接
携
わ
っ
た

と
思
わ
れ
る
　
「
郡
使
」
　
の
機
構
上
の
位
置
を
考
え
る
際
に
、
き
わ
め
て
示
唆

的
で
あ
る
。

前
掲
の
天
正
十
三
年
の
八
重
垣
社
造
営
棟
別
銭
徴
集
が
、
毛
利
氏
の
派
遣

し
た
　
「
検
使
衆
」
　
を
介
し
て
　
「
郡
使
」
　
に
通
達
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
以
上

の
点
を
裏
づ
け
る
事
実
で
あ
る
。
松
浦
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
郡
使
」

へ
の
指
令
は
、
原
則
的
に
は
毛
利
氏
本
宗
家
か
ら
直
接
な
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
、
労
働
力
の
徴
発
に
つ
い
て
は
、
富
田
城
主
な
ど
現
地
の
軍
事

拠
点
の
在
番
衆
に
依
拠
す
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
が
、
こ
れ
は
、

そ
れ
だ
け
で
は
　
「
郡
使
」
　
統
轄
権
を
意
味
す
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。

三
　
毛
利
氏
の
地
域
支
配
と
毛
利
元
秋

以
上
の
よ
う
に
、
池
氏
・
舘
鼻
氏
が
、
富
田
城
主
に
よ
る
領
域
的
地
域
支

配
権
を
示
す
と
見
な
し
た
、
愁
訴
取
次
、
「
郡
使
」
　
統
轄
、
「
諸
役
賦
課
」

に
つ
い
て
は
、
富
田
城
主
の
軍
事
的
役
割
に
伴
う
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
く
、
「
郡
使
」
　
に
つ
い
て
は
制
度
的
・
恒
常
的
に
統
轄
権
を
有

し
た
事
実
を
確
認
で
き
な
い
。

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
松
浦
氏
が
　
「
富
田
城
番
の
地
域
的
支
配
と
し
て

の
範
囲
は
能
義
郡
に
と
ど
ま
っ
た
」
　
と
し
た
点
で
あ
る
。
富
田
城
主
が
毛
利

氏
の
地
域
支
配
を
分
掌
し
た
範
囲
が
、
能
義
郡
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
の
か
、

あ
る
い
は
能
義
郡
全
域
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
等
の
問
題
で
あ
る
。

こ
の
点
を
考
え
る
際
に
は
、
富
田
城
主
自
身
の
個
別
領
主
権
力
と
し
て
の

基
盤
に
つ
い
て
は
、
こ
の
問
題
と
区
別
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

永
禄
十
二
年
　
（
一
五
六
九
）
　
に
、
元
秋
が
毛
利
氏
か
ら
宛
行
わ
れ
た
給
地

は
、
三
五
五
〇
貫
で
あ
る
伽
。
こ
の
う
ち
、
富
田
荘
・
山
佐
・
今
津
中
洲
・

松
井
下
坂
・
飯
生
実
松
・
田
頼
・
坂
田
・
目
白
・
赤
江
・
安
田
・
荒
島
の
十

一
ケ
所
三
〇
五
〇
貢
が
、
能
義
郡
内
に
所
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
権
益
は
、
主

と
し
て
能
義
郡
の
北
西
部
に
集
中
し
て
お
り
、
能
義
郡
の
全
域
に
は
及
ん
で

い
な
い
。
残
り
の
五
〇
〇
貫
に
つ
い
て
は
、
音
字
郡
揖
屋
の
一
五
〇
貫
と
、

島
根
郡
佐
陀
福
頼
分
三
五
〇
貫
で
あ
る
。
毛
利
氏
か
ら
富
田
在
城
に
伴
っ
て

宛
行
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
権
益
は
、
城
領
地
と
い
う
性
格
を
併
せ
持
っ
て
い
る

が
、
例
え
ば
、
天
正
三
年
　
（
一
五
七
五
）
　
の
荒
島
八
幡
宮
造
営
、
天
正
七
年

の
富
田
荘
新
宮
十
二
社
権
現
神
殿
造
営
、
天
正
九
年
の
山
佐
権
現
霊
殿
造
営

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
荘
鎮
守
社
以
下
の
造
営
事
業
に
つ
い
て
、
元
秋
が
大

つ
▲

檀
那
と
し
て
執
行
し
た
㍑
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
個
別
領
主
権
力
と
し
て
の

基
盤
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
研
究
史
が
注
目
し
た
富
田
城
主
の
　
「
領
域
支
配
」
　
「
地
域
的

支
配
」
　
「
地
域
支
配
」
　
の
問
題
は
、
こ
う
し
た
直
接
的
基
盤
の
問
題
で
は
な

く
、
よ
り
広
域
的
な
範
囲
に
お
け
る
毛
利
氏
の
統
治
権
・
一
般
行
政
権
を
、
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ど
の
よ
う
に
分
掌
し
て
い
た
か
、
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
こ
の
統
治
権
・
一

般
行
政
権
と
は
、
裁
判
権
に
関
わ
る
現
地
に
お
け
る
実
務
・
執
行
、
段
銭
や

夫
役
な
ど
の
公
役
徴
集
を
主
た
る
内
容
と
す
る
公
的
領
域
的
支
配
に
関
わ
る

権
限
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
有
力
寺
社
・
国
衆
・
荘
郷
村
以
下
を
、
い
か
に
保

障
し
、
領
国
支
配
者
と
し
て
の
地
位
を
ど
れ
だ
け
承
認
さ
れ
う
る
か
と
い
う
、

毛
利
氏
の
直
面
し
た
重
要
な
課
題
に
直
結
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
前
節
に
お
い
て
確
認
し
た
、
富
田
城
主
に
よ
る
普
請
役

徴
発
は
、
い
か
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
、
地
域
支
配
権
の
一
部
分
掌

と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
富
田
城
主
の
関
わ
っ
た
地
域
支
配
の
管
轄
範

囲
を
、
能
義
郡
と
特
定
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
意
宇
郡
内
の
国
衝
関
係
寺
社
の
所
領
諸
職
等

に
関
し
て
、
元
秋
が
毛
利
氏
と
の
間
の
取
次
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

毛
利
元
秋
書
状
（
「
八
重
垣
神
社
文
書
」
（
『
意
宇
六
社
文
書
』
）
二
）

「
（
墨
引
）
　
　
佐
草
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ
少
輔
十
郎

別
火
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
秋
　
」

八
重
垣
諸
神
田
鉾
田
井
御
祭
礼
等
之
儀
、
従
元
就
被
申
与
候
条
、
何
篇
可
被

任
其
旨
事
肝
要
候
、
恐
憧
謹
言
、

（
真
筆
）

「
永
禄
十
三
年
」

年
八
月
二
十
九
日
付
け
毛
利
輝
元
判
物
（
「
八
重
垣
神
社
文
書
」
〈
『
意
宇
六

社
文
書
』
）
三
）
、
輝
元
の
安
芸
国
帰
陣
後
に
当
た
る
九
月
十
二
日
付
け
吉

川
元
奉
書
状
（
同
上
四
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
様
な
内
容
の
安
堵
状
で
あ
る
よ

う
に
、
八
重
垣
社
別
火
に
と
っ
て
元
秋
の
安
堵
が
最
も
必
要
で
あ
っ
た
時
期

は
、
特
定
の
戦
況
に
規
定
さ
れ
た
非
常
に
限
ら
れ
た
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。
ま
た
、
「
従
元
就
被
申
与
侯
条
」
と
い
う
文
言
は
、
元
就
が
元
秋

を
介
し
て
八
重
垣
社
に
判
断
を
伝
え
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
八
重
垣
社
か

ら
の
安
堵
申
請
を
受
け
た
元
秋
が
、
永
禄
九
年
に
元
就
が
「
八
重
垣
諸
神
田

井
大
鋸
田
之
事
」
を
安
堵
し
た
内
容
（
同
上
一
）
に
準
拠
す
る
旨
を
返
答
し

た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
当
時
の
戦
況
下
に
お
い

て
、
八
重
垣
社
が
取
次
を
依
頼
で
き
る
最
も
近
く
の
毛
利
氏
関
係
者
が
元
秋

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
に
す
ぎ
ず
、
元
秋
が
毛
利
氏
の
地
域
支
配
権
を
制
度

的
に
分
掌
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
は
特
定
で
き
な
い
。

吉
川
元
春
他
三
名
連
署
書
状
（
「
北
島
家
文
書
」
笥
出
雲
国
造
家
文
書
毎
一
二
六
）

鷺
浦
船
役
之
事
、
為
祈
念
大
明
神
江
御
寄
進
候
、
御
方
御
取
次
候
而
、
弥
御

懇
祈
肝
要
候
、
猶
従
元
秋
可
被
申
候
、
恐
々
謹
言
、

３９

五
月
廿
一
日

七
月
廿
九
日

元
秋
　
（
花
押
）

隆
景
　
（
花
押
）

貞
俊
　
（
花
押
）

通
良
　
（
花
押
）

元
春
　
（
花
押
）

異
筆
の
年
代
を
信
じ
れ
ば
、
こ
の
当
時
、
毛
利
輝
元
以
下
の
毛
利
氏
本
陣

は
、
な
お
楯
縫
郡
鳶
ケ
巣
城
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
出
東
郡
高
瀬
城
の
攻
撃

に
主
力
を
注
い
で
い
た
。
尼
子
方
の
意
宇
郡
熊
野
城
は
落
城
寸
前
で
あ
り
、

八
重
垣
社
か
ら
み
れ
ば
、
富
田
城
の
元
秋
は
最
も
近
く
に
い
る
毛
利
氏
一
族

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
元
秋
が
こ
の
書
状
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
理
由

は
、
そ
の
よ
う
な
戦
況
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
島
根
陣
替
後
に
当
た
る
同

浄
音
寺

吉
川
元
春
他
三
名
連
署
書
状
写
（
「
熊
野
大
社
文
書
」
（
『
意
宇
六
社
文
書
』
）
一
）

熊
野
伊
勢
社
領
分
之
事
、
如
前
々
無
相
違
進
之
置
候
、
於
御
神
前
、
弥
御
懇

祈
肝
要
候
、
猶
従
元
秋
可
被
申
候
、
恐
々
謹
言
、

元
亀
ｌ
一
年



五
月
廿
三
日

隆
景
　
（
花
押
写
）

貞
俊
　
（
花
押
写
）

通
良
　
（
花
押
写
）

元
春
　
（
花
押
写
）

毛
利
元
秋
奉
書
（
「
揖
夜
神
社
文
書
」
　
（
『
意
宇
六
社
文
書
』
）
一
〇
）

揖
屋
大
明
神
別
火
職
之
事
、
任
祖
父
秀
澄
譲
状
之
旨
、
勿
論
不
可
有
相
違
候
、

天
下
泰
平
・
国
家
安
全
御
祈
祷
、
無
僻
怠
可
被
抽
精
誠
者
也
、
仇
執
達
如
件
、

熊
野
別
火
殿

元
亀
三
年
六
月
廿
日

別
火
七
郎
次
郎
殿

毛
利
少
輔
十
郎

元
秋
　
（
花
押
）

吉
川
元
春
他
三
名
連
署
書
状
写
（
「
富
家
文
書
」
（
『
富
家
文
書
』
）
一
四
〇
）

大
庭
浄
音
寺
領
井
末
寺
・
大
草
大
所
神
宮
寺
・
山
代
之
内
伊
弊
諾
神
宮
寺

事
、
被
進
置
候
、
修
理
・
勤
行
巳
下
不
可
有
油
断
候
、
猶
自
元
秋
可
被
申
侯
、

恐
々
謹
言
、

五
月
廿
六
日

輝
元
様
付
紙

元　通　貞　隆
春　良　俊景

同　同　同　御
判

浄
音
寺

こ
れ
ら
三
通
は
、
お
そ
ら
く
同
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
熊
野
大
社
文

書
」
は
写
文
書
で
あ
り
、
後
筆
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
元
亀
二
年
」
の
年

代
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
年
五
月
の
差
出
四
名
は
、
同
じ

場
所
に
い
な
か
っ
た
時
期
に
あ
た
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
や
は
り
こ
の

四
名
が
同
じ
場
所
に
い
な
か
っ
た
元
亀
二
年
六
月
に
も
四
名
連
署
書
状
が
発

給
さ
れ
て
お
り
（
「
毛
利
家
文
書
」
八
四
〇
）
、
現
状
で
は
元
亀
二
年
～
天

正
十
年
（
口
羽
通
良
の
没
年
）
の
も
の
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
差
出
四
名
は
、

い
わ
ゆ
る
「
御
四
人
」
で
あ
り
、
事
実
上
の
毛
利
氏
の
最
高
意
志
決
定
機
能

を
担
っ
て
い
た
の
で
、
元
秋
は
毛
利
氏
の
意
志
を
熊
野
社
や
大
庭
浄
音
寺
に

伝
え
る
取
次
役
を
果
た
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

既
述
の
よ
う
に
、
揖
屋
は
元
秋
領
で
あ
る
が
、
こ
の
揖
屋
社
別
火
職
安
堵

に
関
し
て
は
、
「
執
達
如
件
」
と
あ
る
よ
う
に
、
個
別
領
主
権
力
と
し
て
関

わ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
揖
屋
社
が
単
な
る
揖
屋
荘
鎮
守
と
い
う

性
格
の
神
社
で
は
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
お
り
、
や
は
り
毛
利
氏
の
意
志
を
取

り
次
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

浄
音
寺
・
熊
野
社
・
揖
屋
社
の
事
例
は
、
元
秋
が
、
毛
利
氏
の
公
的
領
域

的
支
配
の
一
端
を
担
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
的
制
約

に
も
よ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
事
例
が
、
能
義
郡
に
は
見
ら
れ
ず
、
意
宇
郡
に

お
い
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
意
宇
郡
内
の
他
の
寺

社
に
つ
い
て
元
秋
の
関
与
を
示
す
事
例
は
確
認
で
き
ず
、
限
ら
れ
た
範
囲
の

も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
元
秋
の
権
限
が
、
各
時
期

の
富
田
城
主
に
共
通
し
て
存
在
し
た
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
元
秋
の
富
田
在

城
時
の
全
時
期
を
通
じ
て
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
不
詳
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

元
秋
の
役
割
が
「
富
田
城
主
」
　
の
立
場
に
基
づ
く
も
の
と
は
特
定
で
き
な

っ
Ｊ

い
ｇ
現
状
で
は
、
元
秋
が
毛
利
氏
の
地
域
支
配
の
一
端
を
担
っ
た
事
実
を
、

意
宇
郡
に
お
い
て
確
認
で
き
る
時
期
が
あ
る
、
と
い
う
以
上
に
は
、
明
確
な

こ
と
が
言
え
な
い
。
少
な
く
と
も
、
元
秋
に
よ
る
地
域
支
配
の
分
掌
が
、
き

わ
め
て
限
ら
れ
た
部
分
な
が
ら
意
宇
郡
内
に
及
ん
で
い
た
時
期
が
あ
る
こ
と

４

を
指
摘
し
て
お
き
た
い
皆

以
上
の
よ
う
に
、
富
田
城
主
の
関
わ
っ
た
地
域
支
配
権
の
分
掌
に
つ
い
て

４０



は
、
毛
利
氏
が
発
令
し
た
普
請
役
　
（
お
そ
ら
く
そ
の
一
部
）
　
の
徴
発
や
、
国

衛
関
係
寺
社
の
一
部
と
毛
利
氏
と
の
仲
介
と
い
う
、
時
期
的
に
も
地
域
的
に

も
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
部
分
し
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
富
田
城

主
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
地
理
的
範
囲
内
の
地
域
支
配
全
般
を
担
う
と
い
っ

た
よ
う
な
意
味
で
の
管
轄
領
域
は
、
想
定
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

お

わ

り

に

以
上
の
よ
う
に
、
池
氏
・
舘
鼻
氏
が
、
異
な
る
立
場
か
ら
論
じ
た
富
田
城

主
に
よ
る
地
域
支
配
に
つ
い
て
は
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
を
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
松
浦
氏
が
そ
の
範
囲
を
能
義
郡
内
と
し
た
点
に

つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
に
は
即
断
で
き
な
い
こ
と
を
も
確
認
し
た
。
従
っ
て
、

池
氏
が
山
口
奉
行
と
の
対
比
に
お
い
て
富
田
城
主
に
よ
る
出
雲
国
の
地
域
支

配
を
論
じ
よ
う
と
し
た
立
論
自
体
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
舘
鼻

氏
が
毛
利
氏
の
出
雲
国
支
配
を
吉
川
氏
と
富
田
城
主
の
　
「
二
元
的
支
配
」
　
と

見
通
し
た
点
も
正
確
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

永
禄
十
年
の
毛
利
氏
本
隊
帰
国
以
後
の
出
雲
国
支
配
は
、
富
田
城
主
の
天

野
隆
重
を
中
心
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に

は
、
富
田
城
落
城
以
前
か
ら
の
毛
利
元
就
直
臣
層
の
役
割
が
、
依
然
と
し
て

大
き
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
体
制
は
、
永
禄
十
二

年
六
月
か
ら
の
尼
子
氏
再
興
戦
に
よ
っ
て
混
乱
を
き
た
し
、
元
亀
元
年
九
月

か
ら
の
吉
川
元
春
・
宍
戸
隆
家
・
口
羽
通
良
を
出
雲
国
方
面
の
指
揮
官
と
す

る
戦
争
遂
行
と
、
元
亀
二
年
六
月
の
毛
利
元
就
の
死
去
に
と
も
な
い
、
大
き

５

く
後
退
し
た
皆

吉
川
氏
は
、
出
雲
国
衆
や
有
力
寺
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
毛
利
氏
の
支

配
を
補
完
す
る
き
わ
め
て
多
様
な
役
割
を
果
た
し
、
特
に
毛
利
氏
領
国
全
体

が
全
面
的
な
戦
争
状
態
に
巻
き
込
ま
れ
た
天
正
五
年
以
降
、
山
陰
方
面
に
お

け
る
毛
利
氏
の
吉
川
氏
へ
の
依
存
度
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
杵

築
大
社
・
鰐
淵
寺
・
日
御
崎
社
・
八
重
垣
社
・
神
魂
社
の
造
営
な
ど
に
お
い

て
、
吉
川
氏
は
具
体
的
な
指
示
や
、
毛
利
民
本
宗
家
に
よ
る
造
営
費
用
の
徴

集
に
協
力
し
て
国
衆
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
な
ど
、
広
範
か
つ
重
要
な
機
能

を
果
た
し
た
。
元
亀
年
間
以
降
の
出
雲
国
支
配
は
、
や
は
り
吉
川
氏
に
大
き

く
依
存
し
た
形
で
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ヽ

　

Ｏ

Ｌ
Ｖ

し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、
吉
川
氏
が
出
雲
国
に
お
い
て
地
域
支
配
全
般
を

委
任
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
せ
ず
、
ま
た
独
自
な
基
盤
を
形
成
す
る
契
機
と
も

な
ら
な
か
っ
た
。
毛
利
氏
の
出
雲
国
支
配
は
、
尼
子
氏
再
興
戦
の
過
程
で
、

元
就
直
臣
層
が
主
導
す
る
体
制
か
ら
、
毛
利
氏
本
宗
家
の
管
轄
へ
と
移
行

′
○

し
た
㍑
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
吉
川
氏
の
側
か
ら
権
益
の
拡
大
に
つ
い
て

の
毛
利
氏
に
対
す
る
働
き
か
け
が
あ
っ
た
形
跡
も
見
ら
れ
な
い
。
出
雲
国
の

吉
川
領
は
、
吉
川
領
全
体
に
占
め
る
割
合
が
き
わ
め
て
低
く
、
吉
川
氏
が
担

っ
た
様
々
な
権
限
が
、
必
ず
し
も
大
き
な
権
力
基
盤
の
形
成
に
結
び
つ
い
て

い
な
い
こ
と
を
確
認
で
き
る
㌘
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
後
掲
の
「
豊
臣
期

山
陰
吉
川
領
の
形
成
と
展
開
」
　
に
お
い
て
、
論
じ
た
い
。

４１

註（
１
）
　
本
陣
の
洗
合
に
は
、
小
倉
元
悦
、
井
上
就
重
、
平
佐
就
之
が
元
就
の
側
近
く
に

あ
っ
て
中
枢
部
を
構
成
し
、
小
田
就
宗
は
要
衝
の
禅
門
郡
塩
冶
・
朝
山
両
郷
の
代
官
、

福
井
景
吉
は
や
は
り
経
済
的
・
宗
教
的
・
軍
事
的
要
地
で
あ
る
神
門
郡
杵
築
の
代
官

を
務
め
た
。
ま
た
、
永
禄
八
年
九
月
二
十
日
付
け
の
富
兵
部
大
輔
宛
て
意
宇
郡
山
代

郷
内
打
渡
坪
付
　
（
「
富
家
文
書
」
『
大
社
町
史
史
料
編
古
代
・
中
世
』
一
五
六
一
、

以
下
『
大
社
』
と
略
す
）
　
に
、
井
上
就
重
・
小
倉
元
悦
と
と
も
に
署
判
し
て
い
る
新



藤
就
勝
は
、
尼
子
氏
滅
亡
後
に
は
富
田
城
に
在
番
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
毛
利
氏

本
宗
家
家
臣
で
は
な
く
、
元
就
の
直
属
家
臣
で
あ
る
。
岸
田
裕
之
「
大
名
領
国
下
に

お
け
る
杵
築
相
物
親
方
坪
内
氏
の
性
格
と
動
向
」
（
『
大
社
町
史
研
究
紀
要
』
四
（
一

九
八
九
年
）
、
の
ち
同
氏
著
『
大
名
領
国
の
経
済
構
造
』
（
二
〇
〇
一
年
）
収
載
）
　
の

註
（
ｌ
Ｓ
）
参
照
。

（
２
）
　
元
春
に
つ
い
て
は
多
久
和
氏
（
「
閥
閲
録
」
巻
３
７
（
中
川
与
右
衛
門
）
３
２
・
空

や
牛
尾
氏
（
「
集
古
文
書
」
）
、
隆
景
に
つ
い
て
は
多
賀
氏
（
「
閥
閲
録
」
巻
１
４
４
（
洞
玄

寺
）
１
６
）
、
隆
家
に
つ
い
て
は
三
刀
屋
氏
（
「
三
刀
屋
文
書
」
『
三
刀
屋
氏
と
そ
の
城
跡
』

一
〇
七
）
、
通
良
に
つ
い
て
は
赤
穴
氏
（
「
開
聞
録
」
巻
３
７
（
中
川
与
右
衛
門
）
３
２
・

空
や
杵
築
大
社
関
係
者
（
「
富
家
文
書
」
『
大
社
』
一
五
九
四
な
ど
）
な
ど
。
こ
の

ほ
か
、
毛
利
氏
と
三
刀
屋
氏
と
の
間
を
、
備
後
国
衆
山
内
隆
通
や
出
雲
国
衆
三
沢
氏

が
取
り
次
い
で
い
る
（
「
三
刀
屋
文
書
」
一
〇
五
～
一
〇
七
）
。

（
３
）
　
池
享
「
戦
国
大
名
領
国
支
配
の
地
域
構
造
－
毛
利
領
国
を
例
と
し
て
ー
」
（
『
歴

史
学
研
究
』
一
九
八
〇
年
度
別
冊
特
集
）
。

（
４
）
　
『
広
島
県
史
　
中
世
』
（
一
九
八
四
年
）
六
二
四
頁
。

（
５
）
　
舘
鼻
誠
「
戦
国
期
山
陰
吉
川
領
の
成
立
と
構
造
」
（
『
史
苑
』
第
四
六
巻
第
一
・

二
号
、
一
九
八
七
年
）
。

（
６
）
　
舘
鼻
誠
「
戦
国
大
名
毛
利
の
地
域
支
配
体
制
－
出
雲
『
富
田
』
の
検
討
－
」
（
『
歴

史
学
研
究
月
報
』
二
四
六
、
一
九
八
〇
年
）
。

（
７
）
　
天
文
九
年
八
月
十
九
日
竹
生
島
奉
加
帳
（
「
竹
生
島
宝
巌
寺
文
書
」
）
。
永
禄
四
年

十
一
月
二
十
七
日
某
袖
判
湯
原
信
綱
譲
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
‖
５
（
湯
原
文
左
衛
門
）

１
８
４
）
は
、
信
綱
が
「
と
な
り
こ
れ
う
人
」
に
対
し
て
、
能
義
郡
宇
賀
庄
ほ
そ
い
名
、

島
根
郡
古
曽
志
の
内
三
十
五
俵
地
利
田
地
、
能
義
郡
安
来
浜
屋
敷
三
間
を
、
「
わ
け
ふ

ん
」
と
し
て
「
と
う
ゑ
も
ん
」
の
　
「
か
つ
て
ん
」
を
経
て
譲
っ
た
際
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
史
料
は
、
の
ち
に
春
綱
が
毛
利
氏
か
ら
与
え
ら
れ
る
「
古
曽
志
」
が
、
尼
子
氏

時
代
の
湯
原
氏
一
族
に
よ
っ
て
知
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
文
脈
か
ら

み
て
、
「
と
う
ゑ
も
ん
」
が
湯
原
氏
の
当
主
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
人
物
は
、
永
禄

五
年
六
月
二
十
七
日
尼
子
義
久
袖
判
奉
行
人
連
署
奉
書
（
「
波
根
家
文
書
」
『
新
修
島

根
県
史
　
史
料
篇
１
』
四
四
三
頁
）
に
署
判
し
て
い
る
「
湯
原
藤
右
衛
門
尉
重
綱
」

に
あ
た
り
、
湯
原
氏
の
本
流
が
「
富
田
衆
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
裏
付
け

て
い
る
。
信
綱
は
、
前
当
主
も
し
く
は
一
族
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
当
主
重
綱
の
承

認
を
得
て
、
自
ら
の
知
行
分
の
中
か
ら
「
と
な
り
こ
れ
う
人
」
　
へ
分
割
相
続
し
た
も

の
で
あ
る
。
春
綱
の
子
孫
で
あ
る
萩
藩
湯
原
家
に
は
、
こ
の
譲
状
よ
り
も
古
い
時
期

の
文
書
が
残
さ
れ
て
い
な
い
　
（
「
閥
閲
録
」
「
譜
録
」
に
収
載
さ
れ
た
こ
れ
以
前
の
文

書
は
、
い
ず
れ
も
後
世
の
作
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
）
。
春
綱
が
こ
の
譲
状
を
入
手
し

た
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
永
禄
四
・
五
年
当
時
の
湯
原
氏
の
庶
子
・
庶
流
で
あ

る
こ
と
、
春
綱
が
尼
子
氏
時
代
以
来
の
既
存
の
権
益
と
し
て
主
張
し
う
る
論
拠
が
こ

れ
ら
三
ケ
所
以
外
に
存
在
せ
ず
、
湯
原
氏
庶
流
の
中
で
も
特
に
傍
流
に
属
す
る
可
能

性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
８
）
　
永
禄
六
年
三
月
二
十
八
日
湯
原
春
綱
軍
忠
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
１
１
５
（
湯
原
文
左

衛
門
）
４
）
は
、
永
禄
六
年
三
月
六
日
に
「
富
田
大
草
村
」
合
戦
に
お
い
て
湯
原
氏

が
尼
子
氏
方
の
多
数
の
頸
を
討
ち
捕
っ
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
富
田
に

「
大
草
村
」
　
の
地
名
を
他
に
確
認
で
き
な
い
こ
と
や
、
児
玉
元
良
の
官
途
名
か
ら
、

後
世
の
作
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
同
じ
内
容
を
述
べ
た
三
月
六

日
毛
利
元
就
感
状
写
（
同
上
３
）
も
、
後
世
の
作
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
春
綱
は
、

毛
利
氏
と
通
じ
な
が
ら
、
二
年
間
に
わ
た
っ
て
富
田
城
に
在
城
し
続
け
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

（
９
）
　
長
谷
川
博
史
『
戦
国
大
名
尼
子
氏
の
研
究
』
（
二
〇
〇
〇
年
）
二
四
〇
頁
。

（
１
０
）
　
実
際
に
、
元
亀
三
年
の
野
村
士
悦
の
愁
訴
で
は
、
元
秋
・
隆
重
は
毛
利
輝
元
が

備
中
出
陣
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
確
申
留
」
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
士
悦
は
吉
川

元
春
に
宛
て
て
書
状
を
送
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
「
閥
閲
録
」
巻
１
２
３
（
野
村
作
兵
衛
）

１
６
・
３
１
）
。
ま
た
、
同
じ
年
の
清
泰
院
の
愁
訴
に
つ
い
て
は
、
元
春
の
許
へ
参
上
し
た

清
泰
院
に
対
し
て
、
元
秋
・
隆
重
と
元
春
が
相
談
し
て
、
輝
元
帰
陣
後
に
「
相
伺
」

ぅ
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
（
「
開
聞
録
」
巻
１
０
９
（
赤
川
吉
右
衛
門
）
２
・
７
）
。
こ
の
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よ
う
に
、
愁
訴
当
事
者
は
、
複
数
の
人
物
の
許
へ
赴
い
て
毛
利
氏
当
主
へ
の
取
り
成

し
と
援
助
を
求
め
て
、
自
ら
積
極
的
に
動
い
た
の
で
あ
り
、
富
田
城
主
が
直
接
の
軍

事
統
轄
者
で
あ
っ
て
も
、
富
田
城
主
の
み
を
愁
訴
の
窓
口
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
な
お
、
永
禄
十
二
年
閏
五
月
の
野
村
士
悦
の
愁
訴
に
つ
い
て
は
、
野
村
士
悦
が
、

天
野
隆
重
に
吉
川
元
春
宛
の
書
状
を
書
い
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
持
っ
て
元
春
の
許
へ

赴
き
、
本
宗
家
奉
行
人
（
国
司
元
武
・
児
玉
元
良
）
宛
て
の
書
状
を
書
い
て
も
ら
い
、

本
宗
家
奉
行
人
の
と
こ
ろ
へ
持
参
し
、
毛
利
輝
元
へ
の
披
露
を
依
頼
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
（
「
開
聞
録
」
巻
１
２

３
（
野
村
作
兵
衛
）
１
５
）
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
愁
訴
の

経
路
（
野
村
士
悦
１
天
野
隆
重
１
吉
川
元
春
１
本
宗
家
奉
行
１
毛
利
輝
元
）
は
、
富

田
城
の
平
時
に
お
け
る
天
野
隆
重
に
つ
い
て
（
従
っ
て
永
禄
十
二
年
六
月
以
前
）
の

事
例
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
‖
）
長
谷
川
博
史
「
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
徳
政
－
天
正
七
年
出
雲
国
一
国
徳
政
令
を

中
心
と
し
て
ー
」
（
『
史
学
研
究
』
一
八
三
、
一
九
八
九
年
）
。

（
１
２
）
長
谷
川
博
史
「
中
世
後
期
の
塩
冶
氏
と
出
雲
平
野
－
「
富
家
文
書
」
に
見
る
地

域
社
会
の
諸
様
相
－
」
（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
『
古
代
文
化
叢
書
３
富
家
文

書
』
一
九
九
七
年
）
。

（
１３）
年
未
詳
極
月
六
日
坂
本
良
家
書
状
（
「
佐
草
家
文
書
」
『
大
社
町
史
』
二
五
七
五
）
。

（
１
４
）
能
儀
郡
内
に
は
、
「
矢
田
」
（
現
安
来
市
矢
田
町
）
の
地
名
が
あ
る
。

（
ほ
）
永
禄
十
三
年
の
八
月
十
二
日
尼
子
勝
久
宛
行
状
（
「
米
原
家
文
書
」
『
新
修
島
根

県
史
』
五
一
三
頁
）
、
元
亀
二
年
三
月
十
一
日
尼
子
勝
久
袖
判
家
臣
連
署
宛
行
状
（
「
鴻

池
家
文
書
」
『
新
修
島
根
県
史
』
五
三
二
頁
）
。

（
１
６
）
長
谷
川
博
史
『
戦
国
大
名
尼
子
氏
の
研
究
』
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
七
三
～
四
頁
。

（
１７）
永
禄
十
年
七
月
九
日
口
羽
通
良
書
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
３
７
（
中
川
与
右
衛
門
）

望
、
永
禄
十
一
年
七
月
九
日
口
羽
通
良
書
状
写
（
「
開
聞
録
」
巻
３

７
（
中
川
与
右
衛

門
）
警
。
舘
鼻
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
付
年
号
は
後
筆
で
あ
り
、
同
年

の
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
ｌＳ）
五
月
朔
日
福
原
貞
俊
書
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
１
１
５
蕩
原
文
左
衛
門
）
空
。

（
１
９
）
五
月
二
十
一
日
天
野
隆
重
書
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
１

１
５
蕩
原
文
左
衛
門
）
哲
。

（
空
普
請
役
以
外
に
富
田
城
主
が
賦
課
し
た
も
の
と
し
て
は
、
杵
築
大
社
社
内
か
ら

の
供
出
を
求
め
た
「
旗
樺
」
が
あ
り
（
「
富
家
文
書
」
『
大
社
』
二
一
五
七
）
、
や
は
り

軍
事
目
的
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
１
）
永
禄
十
二
年
十
二
月
十
九
日
毛
利
元
就
・
同
輝
元
連
署
一
行
状
写
（
「
閥
閲
録
」

巻
３
（
毛
利
大
蔵
）
２
）
。

（
空
島
根
県
立
図
書
館
所
蔵
「
島
根
県
神
社
資
料
」
所
収
棟
札
銘
写
。

（
空
次
の
史
料
は
、
天
正
十
四
年
当
時
の
富
田
城
主
末
次
元
康
の
家
臣
か
ら
、
揖
屋

社
別
火
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

末
次
元
康
家
臣
連
手
奉
書
（
「
揖
夜
神
社
文
書
」
『
意
宇
六
社
文
書
』
二
）

就
今
度
揖
屋
宮
分
定
、
此
以
後
被
遂
御
分
別
条
々
之
事
、

一
年
中
御
祭
校
量
次
第
二
可
被
相
勤
事
、

一
諸
役
御
免
許
之
事
、

一
杵
築
出
米
不
能
御
調
之
事
、

以
上
、

右
、
自
然
出
入
等
候
者
、
堅
可
被
加
御
下
知
之
由
候
、
此
由
可
申
之
旨
候
実
、

４３

天
正
十
四

八
月
廿
一
日

熊
谷（

秋
忠
）

内
蔵
助
（
花
押
）

井
上主

水
助
（
花
押
）

石
田周

防
守
　
（
花
押
）

揖
屋別

火
殿

元
康
が
ど
の
よ
う
な
立
場
で
揖
屋
社
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
保
護
政
策
を
打
ち
出

し
た
の
か
定
か
で
な
い
が
、
元
秋
領
の
揖
屋
を
継
承
し
た
元
康
が
、
自
ら
の
意
志
で

判
断
（
「
御
分
別
」
）
し
行
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
従
っ
て
、
元
亀
三
年



の
元
秋
の
機
能
を
継
承
し
た
も
の
と
は
即
断
で
き
な
い
。

（
空
　
毛
利
元
秋
は
、
杵
築
大
社
の
社
家
と
も
個
別
的
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
。

千
家
氏
上
官
の
長
谷
左
衛
門
尉
に
対
す
る
官
途
の
吹
挙
を
行
っ
た
り
（
「
上
官
卜
証
跡
」

『
大
社
』
三
〇
こ
、
北
島
氏
上
官
の
富
民
と
富
田
入
城
以
前
か
ら
親
交
を
持
ち
（
「
富

家
文
書
」
『
大
社
』
－
六
七
五
）
、
偏
譲
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
（
「
千
家
家
文

書
」
『
大
社
』
二
忘
八
）
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
杵
築
大
社
上
官
が
元

秋
を
は
じ
め
と
す
る
毛
利
氏
表
と
接
触
し
、
毛
利
氏
と
の
結
び
付
き
を
形
成
・
確

保
し
よ
う
と
し
た
結
果
で
あ
っ
て
、
毛
利
氏
の
地
域
支
配
を
富
田
城
主
が
分
掌
し
た

も
の
と
は
言
い
難
い
。

元
康
に
つ
い
て
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
同
様
な
個
別
的
な
人
脈
が
存
在
す
る
。

天
正
十
六
年
に
は
、
上
官
の
別
火
弥
四
郎
を
式
部
太
輪
に
任
じ
て
い
る
（
「
別
火
家
文

書
」
『
大
社
』
二
二
三
〇
）
。
ま
た
、
次
の
史
料
は
、
元
康
家
臣
の
熊
谷
秋
忠
が
、
杵

築
大
社
上
官
佐
草
氏
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。

熊
谷
秋
忠
書
状
（
「
佐
草
家
文
書
」
『
大
社
』
二
二
八
八
）

出
西
栖
雲
寺
抱
之
内
出
入
申
候
之
処
、
御
理
令
承
知
候
、
兎
角
彼
坊
主
井
北
右
百
姓

被
成
御
尋
、
双
方
有
体
之
御
究
可
然
存
候
、
御
家
中
之
儀
候
之
条
、
無
紛
之
様
御
分

別
空
候
、
御
双
方
御
宏
者
之
儀
候
之
条
、
世
間
儀
御
批
判
肝
要
之
儀
候
、
右
之
趣

元
康
被
申
事
侯
、
恐
々
謹
言
、

九
月
廿
五
日

熊
谷
内
蔵
助

秋
忠
　
（
花
押
）

佐
草
殿
御
返
報

こ
の
史
料
は
、
豆
、
神
門
郡
内
の
権
益
を
め
ぐ
る
相
論
の
裁
定
に
、
富
田
城
主

が
関
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
に
は
、
国
造
北
島
氏
家
中

の
問
題
を
上
官
佐
草
氏
が
裁
定
す
る
際
に
、
相
論
当
事
者
の
妄
が
北
島
重
孝
（
「
北

右
」
）
抱
分
の
「
百
姓
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
文
禄
三
年
の
秋
上
久
国
覚

書
写
（
「
佐
草
家
文
書
」
）
に
よ
れ
ば
、
北
島
重
孝
と
元
康
が
格
別
に
緊
密
な
関
係
に

ぁ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
佐
草
氏
が
裁
定
に
先
立
っ
て
元
康
に
「
御
理
」
を
し
た

理
由
は
、
元
康
と
北
島
重
孝
と
の
個
別
的
結
び
付
き
に
配
慮
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

た
め
と
推
測
さ
れ
る
。

（
空
　
例
え
ば
、
塩
冶
・
朝
山
郷
代
官
の
小
田
就
宗
は
、
永
禄
十
一
年
に
は
そ
の
ま
ま

在
職
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
「
富
家
文
書
」
『
大
社
』
一
六
五
五
な
ど
）
が
、
元
亀

四
年
十
月
六
日
大
東
之
内
針
江
八
幡
領
検
地
辻
（
「
諏
訪
文
書
」
『
新
修
島
根
県
史
史

料
篇
』
）
に
、
三
田
元
徳
ら
と
と
も
に
署
判
し
て
い
る
（
署
名
は
「
小
田
出
雲
守
」
の

み
で
あ
る
が
、
小
田
就
宗
の
花
押
と
表
す
る
）
よ
う
に
、
立
場
の
変
化
が
認
め
ら

れ
る
。
杵
築
の
代
官
も
、
元
亀
三
年
以
降
は
福
井
景
吉
の
活
動
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。

小
倉
元
悦
・
井
上
就
重
・
平
佐
就
之
は
、
元
就
と
と
も
に
安
芸
国
吉
田
へ
帰
陣
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

（
空
　
こ
の
こ
と
は
、
天
正
七
年
の
徳
政
令
の
実
施
、
天
正
八
年
の
杵
築
大
社
造
営
段

銭
の
徴
集
、
天
正
十
三
年
の
八
重
垣
社
造
営
棟
別
銭
の
徴
集
が
、
い
ず
れ
も
毛
利
氏

本
宗
家
か
ら
派
遣
さ
れ
た
検
使
衆
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
事
実
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で

き
る
。
天
正
十
三
年
頃
の
日
御
崎
社
造
営
棟
別
銭
の
徴
集
は
、
本
宗
家
と
吉
川
氏
双

方
か
ら
検
使
衆
が
派
遣
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
、
毛
利
氏
が
徴
集
へ
の
協
力
を
求
め
た

国
衆
に
つ
い
て
、
吉
川
氏
が
仲
介
役
を
果
た
す
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

（
㌘
　
天
正
五
年
、
吉
川
元
春
次
男
の
仁
保
元
棟
は
、
秋
上
氏
知
行
分
を
毛
利
氏
か
ら

与
え
ら
れ
（
「
閥
閲
録
」
巻
５
（
毛
利
宇
右
衛
門
）
ほ
）
、
境
水
道
を
挺
す
る
要
衝
森

山
城
を
委
ね
ら
れ
た
（
「
久
利
家
文
書
」
『
石
見
久
利
文
書
の
研
究
』
三
十
三
）
は
か
・

天
正
七
年
に
は
国
府
地
域
の
大
庭
保
を
与
え
ら
れ
た
（
「
秋
上
家
文
書
」
『
大
社
』
一

九
七
八
）
。
天
正
十
四
年
の
仁
保
元
横
領
付
立
に
は
、
天
正
五
～
七
年
に
成
立
し
た
こ

れ
ら
の
権
益
を
含
む
出
雲
国
北
東
部
に
お
け
る
元
棟
の
給
地
が
確
認
で
き
る
（
「
厳
島

野
坂
家
文
書
」
『
広
島
県
史
古
代
中
世
資
料
編
Ⅱ
』
三
九
八
）
。
特
に
、
美
保
関
・

安
来
な
ど
の
要
衝
が
含
ま
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
永
禄

十
二
年
に
滅
び
た
周
防
国
仁
保
氏
の
跡
を
継
い
だ
元
棟
が
、
毛
利
氏
か
ら
与
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
て
、
吉
川
氏
の
出
自
で
は
あ
っ
て
も
、
吉
川
氏
の
権
力
基
盤
と
は
区

別
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
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毛
利
氏
の
山
陰
地
域
支
配
と
因
伯
の
諸
階
層

長
谷
川
　
博
史

は
　
じ
　
め
　
に

・
戦
国
期
毛
利
氏
領
国
に
お
け
る
吉
川
氏
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
研
究
と
し

て
、
因
幡
・
伯
菅
を
素
材
と
す
る
舘
鼻
誠
氏
や
日
置
粂
左
ヱ
門
氏
の
見
解
が

あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
正
八
年
以
降
、
因
伯
の
「
吉
川
氏
の
所
領
的
性

格
」
化
が
進
行
し
、
こ
れ
に
よ
り
「
戦
国
期
山
陰
吉
川
領
の
一
つ
の
到
達
点
」

に
達
し
た
こ
と
。
（
舘
鼻
氏
）
、
毛
利
氏
に
よ
る
天
正
初
年
の
伯
菅
支
配
は

な
お
不
十
分
で
あ
り
、
「
吉
川
氏
に
よ
る
再
度
の
鎮
撫
と
経
営
を
経
て
領
国

化
が
す
す
め
ら
れ
」
、
「
因
伯
に
つ
い
て
は
、
天
正
八
年
後
の
吉
川
氏
の
領

国
経
営
を
重
視
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
㍑
」
（
日
置
氏
）
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
天
正
八
年
以
降
の
因
幡
・
伯
者
両
国
に
お
い
て
は
、
毛

利
氏
の
存
在
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
吉
川
氏
に
よ
っ
て
領
国
支
配
が
実
現

・
強
化
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
因
幡
・
伯
菅
両
国
は
、
毛
利
氏

領
国
に
お
け
る
吉
川
氏
の
位
置
づ
け
と
そ
の
展
開
を
考
え
る
際
に
、
最
も
重

要
な
鍵
を
握
る
地
域
と
思
わ
れ
る
。

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
八
月
、
尼
子
勝
久
が
出
雲
国
を
去
っ
た
後
、
山

陰
地
域
に
お
け
る
毛
利
氏
領
国
の
最
前
線
は
、
因
幡
・
但
馬
へ
と
移
動
し
た
。

そ
の
「
北
表
」
戦
線
に
お
い
て
、
吉
川
元
春
は
軍
事
指
揮
官
と
し
て
従
来
以

上
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
は
じ
め
る
。
こ
の
後
、
毛
利
氏
が
羽
柴
秀
吉
と

和
睦
す
る
天
正
十
年
二
五
八
二
）
ま
で
の
十
年
余
の
間
に
、
こ
の
方
面
に

お
い
て
毛
利
氏
が
直
面
し
た
大
き
な
危
機
は
、
二
回
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
元
亀
四
年
＝
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
～
四
年
の
因
幡
国
に
お
け

る
尼
子
勝
久
と
の
戦
争
、
二
つ
は
、
天
正
七
～
九
年
の
伯
香
国
南
条
氏
と
の

戦
争
及
び
羽
柴
秀
吉
の
因
幡
国
侵
攻
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
時
期
に
お
け
る
、
因
幡
・
伯
菅
国
内
の
国
衆

や
在
地
勢
力
の
政
治
的
動
向
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
彼
ら
の
存

在
形
態
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
天
正
八
年
以
後

に
領
国
支
配
の
実
現
・
強
化
を
遂
げ
た
と
さ
れ
て
い
る
両
国
に
お
け
る
吉
川

氏
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
再
検
討
す
る
㌘

ｌ
　
武
田
高
信
の
死
去
と
尼
子
勝
久
の
因
幡
国
乱
入

武
田
高
信
は
、
永
禄
六
年
（
二
王
ハ
三
）
に
山
名
氏
へ
反
旗
を
ひ
る
が
え

し
、
以
後
、
安
芸
国
毛
利
氏
と
連
携
し
な
が
ら
、
鳥
取
城
を
本
拠
と
し
て
因

幡
国
に
大
き
な
勢
威
を
ふ
る
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
人
物

の
死
没
年
に
つ
い
て
は
、
古
来
よ
り
諸
説
が
あ
っ
て
、
小
坂
博
之
氏
は
天
正

二
年
～
天
正
六
年
五
月
の
間
極
、
日
置
粂
左
ヱ
門
氏
は
天
正
三
年
臼
、
高
橋
正

弘
氏
は
天
正
四
年
五
月
四
日
以
前
と
推
定
さ
れ
て
い
る
㈲
。
の
ち
に
高
橋
氏

は
、
天
正
三
年
九
月
二
十
五
日
ま
で
は
確
実
に
生
存
す
る
が
、
こ
れ
以
後
は

厳
密
に
は
断
言
で
き
な
い
、
と
若
干
の
修
正
を
さ
れ
て
い
る
㌘

し
か
し
、
高
信
の
死
没
年
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
注
目
す
る
の
は
、
山
陰
東
部
の
政
治
過
程

を
考
え
る
際
に
、
こ
の
問
題
が
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
可
能
な
範
囲
で
の
事
実
確
認
を
試
み
た
い
。

武
田
高
信
が
殺
害
さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
唯
一
の
徴
証
は
、
次
の
史
料
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で
あ
る
。
『
萩
藩
閥
閲
録
』
に
お
い
て
、
元
亀
三
年
に
比
定
さ
れ
て
い
る
文

書
で
あ
る
。

小
早
川
隆
景
書
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
１
１
５
（
湯
原
文
左
衛
門
）
空

去
月
廿
四
日
之
御
状
、
今
月
四
日
到
来
披
見
候
、

北
浦
野
波
之
内
沖
泊
江
船
五
膿
塗
掛
、
地
下
人
弐
人
取
候
而
札
を
立
罷
退

之
由
示
預
候
、
委
細
承
知
候
、

（
春
綱
）

湯
原
右
京
進
申
分
之
儀
、
尤
馳
走
之
儀
候
、
置
兵
粗
玉
薬
百
矢
之
事
、

（
安
芸
）

従
吉
田
可
被
仰
付
候
、
自
船
中
見
へ
候
条
、
普
請
之
事
是
又
尤
候
、
急
度

（
野
村
士
悦
）

一
人
被
差
上
候
様
二
可
申
候
、
野
　
信
茂
吉
田
逗
留
之
条
、
奉
行
衆
可
被

申
談
候
、

湯
三
・
湯
　
右
所
江
彼
御
番
被
頼
思
召
之
通
、
御
一
通
之
事
可
被
指
上
候
、

彼
衆
中
申
分
等
曽
而
不
被
付
手
、
使
等
茂
機
嫌
悪
候
而
罷
上
侯
間
笑
止
存

候
、

因
州
武
田
事
不
慮
こ
被
相
果
之
由
候
間
、
彼
国
不
可
有
正
体
之
条
、
伯
州

之
可
為
破
候
、
左
候
へ
ハ
雲
伯
諸
牢
人
可
相
集
之
条
、
其
国
之
御
弓
矢
二

可
罷
成
候
、
此
時
吉
田
宿
老
中
軽
々
と
短
息
候
わ
て
ハ
可
為
大
事
之
段
、

（
吉
川
元
春
）

五
日
以
来
追
々
吉
田
へ
茂
新
庄
江
茂
申
達
候
、

（
元
龍
）
（
元
定
）

従
多
賀
・
長
屋
方
之
一
通
等
披
見
候
、
是
又
尤
存
候
、
委
細
調
之
趣
、
従

吉
田
・
新
庄
可
被
申
登
候
、
恐
々
謹
言
、

五
月
四
日

（
　
首
二
田
　
）

元
秋

（
　
天
野
　
）

隆
重
御
返
報

隆
景
　
御
判

こ
の
史
料
は
、
以
下
の
よ
う
な
複
数
の
事
実
に
よ
っ
て
、
元
亀
四
年
（
一

五
七
三
）
　
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
確
認
で
き
る
。

ま
ず
、
第
一
条
　
「
北
浦
野
波
之
内
沖
泊
江
船
五
般
塗
掛
、
地
下
人
弐
人
取

（
春
綱
）

侯
而
札
を
立
罷
退
之
由
示
預
候
」
と
、
第
二
条
「
湯
原
右
京
進
申
分
之
儀
、

（
安
芸
）

尤
馳
走
之
儀
候
、
置
兵
粗
玉
薬
百
矢
之
事
、
従
吉
田
可
被
仰
付
候
、
自
船
中

見
へ
候
条
、
普
請
之
事
是
又
尤
候
」
は
、
五
月
朔
日
付
け
毛
利
元
秋
・
天
野

隆
重
宛
て
福
原
貞
俊
書
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
１
１

５
（
湯
原
文
左
衛
門
）
空

（
出
雲
）

の
「
去
九
日
夜
北
浦
野
波
内
沖
泊
へ
船
五
膿
塗
来
、
地
下
之
者
弐
人
取
候
而

札
を
立
罷
退
之
由
、
其
趣
蒙
仰
候
、
則
令
披
露
候
、
如
仰
隠
州
表
牢
人
共
罷

（
春
綱
）
（
出
雲
）

居
候
之
条
、
折
節
者
左
様
之
舷
者
可
仕
と
存
候
」
と
「
仇
湯
原
右
京
進
加
賀
要

害
在
番
等
無
緩
馳
走
之
由
尤
可
然
肝
要
之
御
事
候
、
（
中
略
）
長
々
之
儀
侯

条
、
自
身
在
番
俺
言
被
申
度
之
由
候
哉
、
無
余
儀
存
候
、
雑
然
（
中
略
）
加

（
湯
原
春
網
）

賀
要
害
之
儀
弥
湯
右
乍
辛
労
、
如
今
碇
可
有
在
番
事
簡
要
之
由
候
」
に
対

応
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
湯
原
氏
の
出
雲
国
加
賀
在
番
が
長
期
に
及
ん

で
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
富
田
城
の
毛
利
元
秋
・
天
野
隆
重
を
介
し
て
、
毛

利
氏
へ
愁
訴
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
三
月
十

二
日
付
け
天
野
隆
重
書
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
１
１
５
（
湯
原
文
左
衛
門
）
讐

（
春
網
）

に
お
い
て
、
毛
利
氏
の
奉
行
人
に
対
し
て
「
湯
原
右
京
進
参
上
候
、
去
々
年

之
春
以
来
加
賀
御
要
害
御
番
被
遂
其
節
侯
、
於
彼
人
者
少
茂
無
休
息
馳
走
被

申
候
、
（
中
略
）
御
普
請
被
仰
付
可
被
下
之
由
候
、
殊
二
隠
州
二
牢
人
衆
在

島
候
之
間
、
渡
。
之
事
候
、
御
兵
粗
玉
英
之
事
申
上
度
之
由
被
申
候
、
若
又

御
普
請
不
被
仰
付
候
者
、
御
暇
可
被
下
之
由
候
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
全

く
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
書
状
の
日
付
に
は
「
天
正
弐
年
之
由
」
と
の
傍
注
（
後

筆
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
一
連
の
史
料
に
現
れ
る
、

三
月
～
五
月
に
か
け
て
の
湯
原
春
綱
の
愁
訴
（
自
身
の
加
賀
在
城
免
除
＝
子

息
元
綱
の
み
の
在
城
要
請
、
加
賀
城
の
普
請
要
請
、
兵
粗
玉
薬
矢
の
追
加
要

請
）
に
お
い
て
、
春
綱
は
富
田
城
に
は
「
参
上
」
し
て
い
る
も
の
の
、
安
芸

国
吉
田
に
は
毛
利
元
秋
・
天
野
隆
重
か
ら
の
使
者
が
行
っ
た
の
み
で
あ
る
㌘

こ
れ
に
対
し
て
天
正
二
年
四
～
五
月
の
春
綱
は
石
見
諸
浦
勘
過
免
許
を
求
め

て
自
ら
安
芸
国
吉
田
へ
下
向
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
天
正
二
年
の
も
の
で
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は
な
い
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
種
々
の
史
料
か
ら
明
ら
か
な
当
時
の

戦
況
か
ら
み
て
、
湯
原
氏
が
加
賀
城
へ
の
番
衆
派
遣
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
、

少
な
く
と
も
元
亀
二
年
二
月
以
降
と
考
え
ら
れ
る
例
の
で
、
「
去
々
年
之
春

以
来
加
賀
御
要
害
御
番
被
遂
其
節
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
一
連
の

史
料
は
元
亀
四
年
以
降
の
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
隠
州

二
牢
人
衆
在
島
」
以
下
の
文
言
等
は
、
こ
の
書
状
が
尼
子
勝
久
が
隠
岐
に
在

島
し
て
い
た
元
亀
二
年
後
半
～
元
亀
四
年
前
半
の
時
期
に
該
当
す
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
元
亀
四
年

（
＝
天
正
元
年
）
の
も
の
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

（
野
村
士
悦
）

さ
ら
に
、
第
二
条
に
「
野
信
茂
吉
田
逗
留
之
条
、
奉
行
衆
可
被
申
談
候
」

と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
四
月
三
日
付
け
毛
利
元
秋
・
天
野
隆
重
連
署
書

状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
１
２

３
（
野
村
作
兵
衛
）
３
１
）
に
お
い
て
、
毛
利
氏
の
吉

田
奉
行
人
に
対
し
て
「
三
刀
屋
方
・
野
村
信
濃
守
申
結
候
久
木
之
儀
、
去
年

信
濃
守
致
参
上
申
上
候
虞
、
右
之
地
之
内
百
五
拾
貫
三
刀
屋
江
被
達
、
信
濃

所
へ
も
七
拾
五
貫
可
被
遣
之
通
、
以
御
奉
書
被
仰
上
候
、
則
其
旨
三
刀
屋
江

申
届
候
虞
無
分
別
候
書
、
左
侯
へ
ハ
信
濃
守
事
茂
色
々
存
分
深
々
と
申
候
つ

れ
共
、
去
年
之
儀
者
備
中
表
御
在
陣
之
刻
候
条
、
為
両
人
碑
申
留
候
、
只
今

致
参
上
候
間
、
彼
申
分
之
儀
何
分
に
も
被
作
落
着
候
様
可
預
御
披
露
候
、
於

趣
着
信
濃
守
可
申
上
候
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
亀
三
年
の
毛
利
輝

元
に
よ
る
備
中
国
出
張
の
翌
年
、
す
な
わ
ち
元
亀
四
年
四
月
三
日
に
こ
の
書

状
を
受
け
取
っ
た
野
村
士
悦
が
、
そ
の
後
こ
れ
を
持
っ
て
吉
田
を
訪
れ
た
こ

と
を
確
認
で
き
る
。
従
っ
て
、
や
は
り
元
亀
四
年
の
も
の
で
あ
る
と
推
定
で

き
る
。

肝
心
の
四
条
目
「
因
州
武
田
」
が
、
高
信
を
指
す
確
証
は
な
い
が
、
こ
の

表
記
の
み
に
よ
っ
て
当
事
者
同
士
は
人
物
を
特
定
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
や
、
隆
景
が
「
彼
国
不
可
有
正
体
之
条
、
伯
州
之
可
為
破
候
」
と
述
べ
る

ほ
ど
の
影
響
を
及
ぼ
す
人
物
は
、
高
信
を
お
い
て
他
に
は
考
え
が
た
い
。

以
上
に
よ
り
、
武
田
高
信
の
死
去
は
、
元
亀
四
年
五
月
四
日
を
そ
れ
ほ
ど

遡
ら
な
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
朋
。
天
正
三
・
四
年
ま
で
高
信
が
生
存
し
た

と
す
る
従
来
の
説
に
よ
る
と
、
天
正
元
年
以
降
の
高
信
の
、
政
治
的
・
軍
事

的
影
響
力
の
著
し
い
後
退
や
、
存
在
感
の
希
薄
さ
は
、
ま
る
で
別
人
格
か
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
変
貌
ぶ
り
で
あ
り
、
そ
の
原
因
・
理
由
も
よ
く
わ
か
ら
ず
、

や
や
奇
異
の
感
を
否
め
な
か
っ
た
。
高
信
の
死
去
が
元
亀
四
年
で
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
違
和
感
は
全
て
解
消
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
掲
書
状
に
お
い
て
、
隆
景
が
、
因
幡
国
は
「
正
体
」
を
失

い
、
伯
香
国
も
「
破
」
れ
、
「
左
候
へ
ハ
雲
伯
諸
牢
人
可
相
集
之
条
、
英
国

（
出
雲
国
）
之
御
弓
矢
こ
可
罷
成
候
」
と
予
測
し
た
通
り
、
尼
子
勝
久
配
下

の
「
諸
牢
人
」
が
隠
岐
国
か
ら
因
幡
国
へ
侵
攻
し
た
の
は
、
わ
ず
か
一
ケ
月

後
の
元
亀
四
年
六
月
初
旬
で
あ
る
。
間
も
な
く
勝
久
も
渡
海
し
“
、
前
年
以

来
但
馬
に
潜
伏
し
て
い
た
山
中
幸
盛
と
結
束
し
て
、
因
幡
国
内
各
所
を
次
々

と
攻
略
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
元
亀
四
年
の
勝
久
の
因
幡
国
侵
攻
は
、
お
そ
ら
く
武
田
高

信
の
死
去
に
と
も
な
う
同
国
に
お
け
る
毛
利
氏
勢
力
の
弱
体
化
を
と
ら
え
、

そ
の
間
隙
を
つ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
、

は
じ
め
て
、
尼
子
氏
が
何
故
こ
の
時
期
に
因
幡
を
目
指
し
た
の
か
を
、
説
明

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
「
不
慮
」

と
表
現
さ
れ
た
武
田
高
信
の
死
去
に
は
、
山
名
氏
の
策
謀
、
あ
る
い
は
同
氏

や
織
田
信
長
（
具
体
的
に
は
柴
田
勝
家
）
と
の
連
携
を
図
り
但
馬
国
に
お
い

て
調
略
に
余
念
が
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
山
中
幸
盛
の
何
ら
か
の
関
与

を
、
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
備
前
国

浦
上
宗
景
、
美
作
国
三
浦
貞
広
、
伊
予
国
能
島
村
上
武
苦
ら
、
豊
後
国
大
友

氏
と
結
び
付
い
た
反
毛
利
方
諸
勢
力
と
の
連
携
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
元
亀
四
年
に
毛
利
氏
が
山
陰
東
部
方
面
に
お
い
て
直
面
し
た
危

機
は
、
武
田
高
信
の
死
去
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
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と
は
、
こ
の
時
期
に
至
る
ま
で
の
毛
利
氏
が
、
山
名
氏
と
の
対
立
関
係
の
中

で
、
出
雲
・
伯
者
・
因
幡
に
お
け
る
軍
事
的
優
位
と
相
対
的
安
定
を
維
持
す

る
た
め
、
高
信
と
の
連
携
に
い
か
に
大
き
く
依
拠
し
て
い
た
か
を
、
あ
ら
た

め
て
裏
づ
け
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

高
信
死
去
後
の
武
田
氏
は
、
お
そ
ら
く
後
継
者
未
確
定
に
よ
り
、
「
老
中
」

つ
‘

「
家
中
衆
」
が
主
導
し
た
曽
尼
子
勝
久
の
攻
撃
を
受
け
た
鳥
取
城
は
、
天

正
元
年
九
月
二
十
七
日
以
前
に
武
田
氏
「
家
中
衆
」
の
「
（
毛
利
氏
に
対
す

ｔ
Ｊ

る
）
別
心
」
に
よ
っ
て
落
城
し
た
Ｈ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
因
幡
国
以
東
に
お

い
て
毛
利
氏
は
完
全
に
孤
立
化
し
た
の
で
あ
り
、
武
田
高
信
の
死
去
が
毛
利

氏
に
も
た
ら
し
た
危
機
の
深
刻
さ
を
窺
わ
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
す
る
毛
利
氏
の
打
開
策
は
、
因
幡
国
守
護
山
名
豊

国
と
の
連
携
で
あ
っ
た
。
武
田
氏
と
の
抗
争
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
豊
国
は
、

そ
の
関
係
か
ら
毛
利
氏
と
は
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
の
で
、
当
初
は
尼
子
勝
久

の
侵
攻
を
支
援
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
武
田
氏
が
投
降
し
て
鳥
取

城
を
開
城
す
る
と
、
今
度
は
毛
利
氏
に
接
近
し
た
ｇ
十
月
十
八
日
頃
に
よ

４

ぅ
や
く
因
幡
国
に
着
陣
し
た
と
考
え
ら
れ
る
吉
川
元
春
は
、
豊
国
と
結
ん
で

±
月
十
二
日
以
前
に
鳥
取
城
を
奪
回
し
た
０
。
豊
国
に
と
つ
て
、
尼
子
氏

５

は
次
な
る
脅
威
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
因
幡
国
の
統
治
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、

豊
国
の
選
択
は
至
極
現
実
的
な
判
断
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
毛
利
氏
は
、
こ
の
約
一
年
後
に
は
豊
国
を
介
し
て
山
名
本
宗
家
山

名
祐
豊
と
の
同
盟
関
係
形
成
（
「
芸
但
和
睦
」
）
を
画
策
し
、
天
正
三
年
正

月
に
こ
れ
を
実
現
し
て
お
り
、
つ
い
に
山
陰
方
面
に
お
い
て
尼
子
氏
を
孤
立

′
ｈ
▼

化
さ
せ
た
（
ｌ
。

こ
う
し
て
毛
利
氏
は
、
山
名
氏
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
元
亀
四
年
五
月
に

直
面
し
た
危
機
を
、
基
本
的
に
克
服
し
た
の
で
あ
る
。
天
正
二
年
三
月
に
は

山
中
幸
盛
が
私
部
城
を
拠
点
と
し
て
因
幡
国
中
に
種
々
調
略
を
行
い
、
天
正

三
年
六
月
に
は
調
略
に
よ
っ
て
若
桜
鬼
ケ
城
を
奪
取
す
る
な
ど
侶
、
尼
子
氏

は
根
強
く
戦
闘
を
継
続
し
て
い
く
。
し
か
し
、
私
部
城
は
天
正
三
年
十
月
、

鬼
ケ
城
は
天
正
四
年
五
月
に
毛
利
氏
方
に
よ
っ
て
攻
略
さ
れ
、
同
年
八
月
に

但
馬
国
七
美
郡
菟
東
城
も
落
城
し
て
、
こ
の
方
面
の
尼
子
氏
勢
力
は
一
掃
さ

れ
七
㈲
。

天
正
元
年
十
一
月
の
鳥
取
城
奪
回
に
よ
っ
て
、
因
幡
国
に
お
け
る
毛
利
氏

の
軍
事
的
影
響
力
は
一
段
と
強
ま
っ
た
。
毛
利
氏
本
宗
家
は
、
山
名
豊
国
か

ら
人
質
を
取
り
㌣
在
番
衆
を
派
遣
し
て
因
幡
国
内
の
要
所
（
鹿
野
城
番
の

野
村
士
悦
、
鳥
取
城
番
の
牛
尾
春
信
、
徳
吉
・
鴇
尾
在
番
の
山
田
出
雲
守
な

０

ど
㍑
）
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
吉
川
元
春
や
小
早
川
隆
景
ら
を
介
し
て
、

毛
利
方
の
因
幡
国
衆
（
武
田
氏
・
吉
岡
氏
・
田
公
民
・
中
村
氏
な
ど
Ｊ
を

個
別
に
掌
握
し
、
軍
事
拠
点
と
軍
事
力
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
以
後
天
正
八
年
六
月
に
至
る
約
七
年
間
に
わ
た
り
、
毛
利
氏
は
山
名
豊

国
の
存
在
を
前
提
に
因
幡
国
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
お
け
る
豊
国
の
因
幡
国
支
配
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ

る
が
、
後
年
、
豊
国
を
見
限
り
「
一
揆
」
を
結
ん
で
秀
吉
に
対
抗
し
た
者
が

出
現
し
た
（
天
正
八
年
十
月
六
日
羽
柴
秀
吉
掟
書
（
「
（
旧
）
八
上
郡
弓
河

内
村
北
村
六
郎
左
衛
門
所
蔵
文
書
」
『
鳥
取
県
史
』
１
１
２
）
）
よ
う
に
、
因
幡

国
内
領
主
層
の
実
力
と
結
束
を
前
提
に
、
彼
ら
に
推
戴
さ
れ
て
は
じ
め
て
守

護
と
し
て
の
立
場
を
維
持
で
き
る
存
在
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
毛
利
氏
は
因
幡
国
を
山
名
豊
国
の
管
国
と
す
る
位
置
づ
け
を
残

し
続
け
た
。
こ
れ
は
、
豊
国
に
よ
る
因
幡
国
支
配
の
内
実
に
関
わ
ら
ず
、
毛

利
氏
が
直
面
し
た
軍
事
情
勢
全
般
に
規
定
さ
れ
て
因
幡
国
の
統
治
権
全
般
を

吸
収
・
再
構
築
す
る
よ
う
な
余
裕
を
持
て
ず
、
従
っ
て
極
力
既
存
の
権
威
や

由
緒
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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二
　
羽
柴
秀
吉
の
因
幡
国
侵
攻
と
因
伯
の
詩
領
主

山
陰
東
部
方
面
に
お
い
て
毛
利
氏
が
直
面
し
た
二
度
目
の
危
機
は
、
天
正

七
年
の
伯
者
国
南
条
元
続
の
離
反
、
天
正
八
・
九
年
の
羽
柴
秀
吉
率
い
る
織

田
軍
の
侵
攻
で
あ
る
。
毛
利
民
本
宗
家
は
、
織
田
氏
と
の
戦
争
に
あ
た
り
、

戦
力
の
分
散
を
恐
れ
、
山
陽
道
方
面
に
主
力
を
集
め
る
戦
略
を
と
つ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
因
幡
・
但
馬
方
面
は
山
名
豊
国
、
垣
屋
豊
続
、
古
志
重
信
な
ど

わ
ず
か
な
勢
力
の
み
で
経
持
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
戦
力
の
分

散
を
恐
れ
た
の
は
元
春
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
豊
国
離
反
の
雑
説
も
流
れ
た

天
正
七
年
七
月
に
は
、
垣
屋
豊
続
か
ら
の
強
い
訴
え
を
受
け
、
本
宗
家
が
但

つ
‘

馬
国
方
面
を
軽
視
し
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
に
危
機
感
を
募
ら
せ
た
望
当
時

の
山
陰
地
域
は
、
毛
利
民
本
宗
家
の
意
図
に
よ
り
、
明
ら
か
に
手
薄
な
状
況

に
お
か
れ
て
い
た
。

天
正
七
年
十
一
月
に
決
定
的
と
な
っ
た
南
条
氏
離
反
は
、
毛
利
氏
に
と
つ

て
大
き
な
打
撃
を
与
え
、
山
陰
東
部
方
面
の
前
線
が
一
挙
に
伯
書
国
中
部
ま

で
後
退
し
た
。
天
正
八
年
五
月
、
羽
柴
秀
吉
は
初
め
て
因
幡
国
へ
侵
攻
し
、

鳥
取
城
を
開
城
さ
せ
る
と
、
六
月
に
は
姫
路
に
帰
還
し
て
い
る
。
山
名
豊
国

は
、
つ
い
に
織
田
氏
方
へ
投
降
し
た
。
元
春
は
、
九
月
に
鳥
取
城
を
奪
回
す

る
が
、
毛
利
氏
は
備
前
国
字
喜
多
直
家
と
の
戦
争
に
戦
力
を
集
中
せ
ざ
る
を

え
ず
、
相
変
わ
ら
ず
山
陽
筋
重
視
の
方
針
を
変
更
で
き
な
か
っ
た
し
、
吉
川

氏
も
伯
者
国
南
条
氏
の
羽
衣
石
城
攻
撃
に
戦
力
を
費
や
し
て
い
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
天
正
九
年
三
月
十
八
日
、
石
見
の
吉
川
経
家
が
決
死
の
覚
悟
を
以

て
鳥
取
城
に
入
城
し
た
。
再
度
の
秀
吉
の
襲
来
は
、
時
間
の
問
題
と
な
っ
て

い
た
。次

の
新
出
史
料
は
、
こ
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
状
況
下
に
お
け
る
も
の
で
あ

る
。

杉
原
盛
圭
書
状
（
「
岩
国
徴
古
館
所
蔵
文
書
」
）

尚
々
、
中
村
よ
り
之
案
文
披
見
申
侯
、
吉
岡
之
書
中
に
も
同
前
之
由
、

得
其
意
候
く
、

御
使
者
畏
入
候
、
毎
事
申
後
及
御
報
侯
事
、
無
沙
汰
非
本
意
候
、
如
仰
吾

等
気
相
之
儀
、
此
御
炎
天
之
時
分
与
申
、
土
用
之
事
候
間
、
此
比
細
々
起

気
こ
候
而
、
何
共
迷
惑
申
候
、
乍
去
さ
の
ミ
不
相
煩
候
間
、
可
御
心
安
候
、

弥
養
生
非
緩
候
、
誠
被
付
御
心
、
御
懇
こ
被
仰
聞
候
段
、
畏
入
候
く
、

一
上
衆
因
伯
可
罷
下
之
由
、
御
到
来
候
哉
、
就
夫
、
吉
岡
・
中
村
被
申
入
書

中
、
為
披
見
、
被
懸
御
意
候
、
毎
事
如
此
申
狂
候
間
、
錐
不
可
有
正
儀
候
、

兎
角
被
成
其
御
心
得
候
ハ
ね
ハ
、
不
可
然
候
之
間
、
至
芸
州
追
々
被
仰
下

之
、
元
春
御
出
張
之
儀
茂
被
成
御
急
候
様
二
御
注
進
之
由
、
承
候
之
間
、

肝
要
存
知
候
、

一
上
勢
打
下
候
儀
、
於
事
実
者
、
息
兄
弟
三
人
二
悉
人
数
相
副
差
出
可
中
之

由
、
蒙
仰
候
、
得
其
意
候
、
罷
下
候
者
、
不
限
夜
中
子
共
二
人
数
悉
相
副

可
進
置
候
、
柳
以
緩
有
間
敷
候
、
随
分
可
致
短
息
候
間
、
可
御
心
安
候
、

上
。
之
御
到
来
之
趣
、
弥
被
仰
知
、
御
行
等
彼
是
可
申
談
候
、

一
諸
城
御
抱
様
肝
要
二
被
思
召
之
由
、
尤
無
御
余
儀
候
、
所
々
無
御
緩
被
仰

付
之
由
承
候
、
専
用
二
存
知
候
、

一
荒
神
山
之
儀
、
兵
根
如
形
差
籠
之
通
、
可
然
被
思
食
之
由
、
得
其
心
候
、

然
者
少
人
数
之
儀
候
間
、
早
々
人
数
差
上
せ
候
而
可
然
之
由
承
候
、
人
数

賦
申
付
候
間
、
一
廉
荒
神
山
へ
可
差
籠
侯
間
、
可
御
心
安
侯
、
仰
之
様
普

請
之
儀
有
之
間
敷
候
、
旧
冬
俄
二
為
申
付
普
請
之
事
候
間
、
可
為
左
様
候
、

人
数
差
上
せ
、
普
請
茂
可
申
付
候
間
、
此
以
前
日
置
・
勝
部
之
普
請
仕
口

御
座
候
間
、
彼
両
村
へ
茂
被
仰
付
候
而
可
然
存
知
候
、
何
茂
自
是
可
得
御

意
候
、

一
松
崎
之
儀
、
人
数
者
如
形
有
之
儀
候
間
、
至
千
時
之
御
加
勢
等
者
可
被
仰

付
之
由
、
尤
可
然
存
候
、
兵
根
さ
へ
於
有
之
儀
者
、
松
崎
之
事
者
御
心
遣
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無
之
由
尤
侯
、
就
夫
小
鹿
・
山
田
江
之
月
俸
ニ
ケ
月
分
、
相
渡
候
而
可
然

候
す
る
之
由
、
示
預
候
、
来
月
分
之
儀
者
、
御
約
諾
為
申
事
候
間
、
急
度

奉
行
之
者
差
出
相
渡
さ
せ
可
申
候
、
半
納
之
儀
被
破
候
時
者
、
境
目
諸
城

兵
粗
之
儀
、
頓
被
差
籠
候
而
可
然
御
事
候
、
上
勢
罷
下
候
者
、
付
城
之
御

番
衆
中
之
兵
粗
可
為
迷
惑
候
間
、
弥
追
々
芸
州
被
仰
下
候
す
る
事
肝
要
存

迄
候
、
此
条
を
社
、
半
納
被
破
候
時
互
二
申
談
候
ツ
、
勿
論
元
春
も
可
被

仰
付
之
由
侯
キ
、
弥
被
仰
下
可
然
候
、
何
茂
自
是
可
得
御
意
候
、
恐
々
謹

言
、

（
　
天
　
正
　
九
　
年
　
）

六
月
廿
二
日

元
長
参
御
返
報

盛
重
　
（
花
押
）

備
後
国
神
辺
城
主
の
杉
原
盛
重
は
、
永
禄
五
年
の
毛
利
氏
に
よ
る
出
雲
国

侵
攻
に
と
も
な
い
、
永
禄
七
年
頃
に
伯
者
国
尾
高
城
へ
派
遣
さ
れ
た
人
物
で

あ
る
。
盛
重
は
天
正
九
年
十
二
月
二
十
五
日
に
死
去
し
た
と
考
え
ら
れ
る
伽

の
で
、
そ
の
半
年
前
の
も
の
で
あ
る
。
「
吾
等
気
相
之
儀
、
此
御
炎
天
之
時

分
与
申
、
土
用
之
事
候
間
、
此
比
細
々
起
気
二
候
而
、
何
共
迷
惑
申
候
」
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
既
に
体
調
を
崩
し
て
お
り
、
折
か
ら
の
炎
天
に
苦
し

ん
で
い
た
様
子
も
窺
え
る
。
こ
の
わ
ず
か
一
通
の
史
料
か
ら
、
以
下
の
よ
う

な
重
要
な
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
き
わ
め
て
基
本
的
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
段
階
の
因
幡
・
伯

者
両
国
に
お
け
る
、
毛
利
氏
方
と
織
田
氏
方
の
戦
力
配
置
を
確
認
で
き
る
こ

と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
の
段
階
の
毛
利
氏
方
に
と
つ
て
、
因
幡
国
荒

神
山
城
（
現
気
高
郡
鹿
野
町
）
と
伯
者
国
松
崎
城
（
現
東
伯
郡
東
郷
町
）
が
、

戦
略
上
特
に
重
要
な
「
付
城
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ

も
そ
も
、
こ
の
時
期
に
荒
神
山
城
や
松
崎
城
が
毛
利
氏
方
の
城
と
し
て
機
能

し
て
い
た
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
が
、
こ
の
史
料
以
外
で
は
確
認
で
き
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

天
正
九
年
五
月
十
六
日
に
鳥
取
城
の
吉
川
経
家
が
把
握
し
て
い
た
情
勢

は
、
「
羽
衣
石
よ
り
節
々
落
人
共
御
座
候
由
申
候
、
兵
粗
無
之
由
申
候
」
　
「
鹿

４

野
に
も
一
円
兵
粗
無
之
由
申
候
拉
」
と
い
う
も
の
で
、
毛
利
氏
方
に
取
り
囲

ま
れ
て
、
織
田
氏
方
の
伯
者
国
羽
衣
石
城
と
因
幡
国
鹿
野
城
は
、
共
に
補
給

線
の
確
保
に
苦
し
ん
で
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
鹿
野
城
に
は
、
亀
井
姦

矩
が
在
城
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
六
月
十
七
日
の
経
家
の
書
状

に
は
、
「
私
部
・
鹿
野
・
羽
衣
石
、
兵
粗
一
円
無
之
候
」
「
先
以
上
勢
可
罷

下
儀
者
案
中
候
（
中
略
）
八
橋
・
鳥
取
さ
へ
堅
固
候
ハ
、
終
ニ
ハ
御
弓
矢
御

勝
利
眼
前
候
（
中
略
）
両
城
之
間
－
城
落
去
候
ハ
、
芸
州
之
御
弓
矢
御
め
つ

５

き
や
く
た
る
へ
く
候
㍑
」
と
あ
っ
て
、
織
田
氏
方
の
因
幡
国
私
部
城
・
鹿
野

城
・
伯
者
国
羽
衣
石
城
が
兵
粗
欠
乏
に
苦
し
ん
で
い
た
こ
と
、
両
国
に
お
け

る
毛
利
氏
の
最
重
要
拠
点
は
八
橋
城
と
鳥
取
城
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
八
橋
城
に
は
、
吉
川
元
長
が
こ
の
方
面
の
指
揮
官
と
し
て
在
陣
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
㌘

荒
神
山
城
は
、
因
幡
・
伯
香
国
境
に
位
置
し
、
羽
衣
石
・
鹿
野
両
城
を
分

断
す
る
役
割
を
果
た
し
う
る
要
衝
で
あ
る
。
ま
た
、
松
崎
城
は
東
郷
湖
東
畔

に
位
置
し
、
陸
路
で
は
因
幡
・
伯
香
国
境
に
近
く
、
ま
た
羽
衣
石
城
と
日
本

海
を
結
ぶ
水
上
補
給
線
を
分
断
す
る
、
恰
好
の
地
理
的
条
件
を
備
え
た
城
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
杉
原
盛
重
書
状
の
書
か
れ
た
六
月
二
十
二
日
段
階

に
お
い
て
も
、
羽
衣
石
・
鹿
野
両
城
の
補
給
線
を
め
ぐ
る
毛
利
氏
と
南
条
氏

等
織
田
方
勢
力
と
の
戦
闘
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
秀
吉
の

来
攻
は
時
間
の
問
題
で
あ
る
も
の
の
、
未
だ
毛
利
氏
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
秀
吉
に
よ
る
鳥
取
城
攻
城
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
同
年
十
月

に
至
っ
て
も
、
羽
衣
石
城
攻
撃
中
の
吉
川
元
長
が
「
因
州
堺
仕
切
之
要
害
等
、

７

猶
以
申
付
、
上
衆
・
南
条
半
可
差
留
行
候
㍑
」
　
と
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
、

荒
神
山
城
を
は
じ
也
と
す
る
「
因
州
堺
仕
切
之
要
害
」
は
、
織
田
軍
と
南
条

氏
を
分
断
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
毛
利
氏
方
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に
と
つ
て
、
荒
神
山
城
と
松
崎
城
が
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な

毛
利
・
織
田
両
勢
力
の
戦
力
配
置
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

前
掲
の
六
月
二
十
二
日
杉
原
盛
重
書
状
に
よ
れ
ば
、
秀
吉
の
因
幡
国
襲
来

が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
と
の
情
報
を
、
吉
川
元
長
の
許
に
も
た
ら
し
た
の
は
、

中
村
氏
と
吉
岡
氏
が
送
っ
た
二
通
の
書
状
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
元

長
は
、
そ
の
情
報
を
安
芸
国
吉
田
の
毛
利
輝
元
へ
通
報
し
、
元
春
の
出
陣
を

要
請
し
た
が
、
同
時
に
杉
原
盛
重
に
対
し
て
、
中
村
氏
か
ら
の
書
状
の
案
文

を
添
え
て
連
絡
し
、
盛
重
子
息
三
人
に
率
い
ら
れ
た
軍
勢
の
派
遣
を
求
め
、

併
せ
て
荒
神
山
城
へ
の
増
員
派
遣
要
請
、
松
崎
城
在
番
衆
へ
の
月
俸
支
払
い

要
請
を
行
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
盛
重
は
、
こ
れ
ら
の
要
請
を
大
筋
で

受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
荒
神
山
の
普
請
を
申
し
出
て
、
そ
の
際
に
は
日
置

・
勝
部
両
郷
へ
も
命
令
を
出
す
よ
う
求
め
、
ま
た
境
目
諸
付
城
へ
早
急
に
兵

粗
を
指
し
籠
め
る
必
要
性
を
強
調
し
、
そ
の
旨
毛
利
氏
へ
進
言
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
書
状
の
要
旨
で
あ
る
。

秀
吉
軍
の
先
鋒
が
私
部
城
に
入
っ
た
の
は
、
こ
の
書
状
の
書
か
れ
た
七
日

後
の
六
月
二
十
九
日
で
あ
る
㌘
以
後
、
十
月
二
十
五
日
の
鳥
取
城
の
落
城

に
至
る
ま
で
、
壮
絶
な
鳥
取
城
籠
城
戦
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
時
期
、
因
幡
・
伯
菅
両
国
の
毛
利
氏
方
の
領
主
た
ち
が
、
ど
の
よ
う

な
性
格
を
有
し
、
ど
の
よ
う
な
動
向
を
示
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
杉
原
盛
重

書
状
に
現
れ
る
名
前
を
手
が
か
り
に
概
観
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

山
名
皇
数
安
堵
状
　
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
　
「
中
村
文
書
」
）

因
幡
国
八
東
郡
日
理
大
門
升
石
、
同
郡
日
理
之
内
海
老
名
分
五
十
石
、
百
谷

十
八
石
、
高
草
郡
野
坂
之
内
き
う
国
寺
壱
町
六
段
、
同
郡
上
原
伊
賀
分
析
石
、

同
郡
尾
崎
粁
石
、
同
郡
福
井
百
廿
石
、
気
多
郡
勝
部
之
内
き
ぬ
ミ
中
島
分
弐

町
、
同
郡
内
海
之
内
壱
町
五
段
、
同
郡
勝
部
之
内
草
屋
弥
左
衛
門
尉
分
弐
町
、

法
美
郡
富
来
之
内
参
町
、
何
茂
跡
色
前
々
判
形
之
筋
目
不
可
有
相
違
候
、
恐

々
謹
言
、

永
禄
七
年

正
月
十
九
日

中
村
鍋
法
師
丸
殿

豊
数
　
（
花
押
）

「
中
村
」
氏
　
こ
の
書
状
に
現
れ
る
中
村
氏
は
、
当
時
吉
川
経
家
と
と
も

９

に
鳥
取
城
に
在
城
し
て
い
た
中
村
春
続
投
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
中
村

氏
は
、
因
幡
国
守
護
山
名
氏
家
臣
の
中
村
氏
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
村

春
続
は
、
天
正
八
年
九
月
に
、
主
家
山
名
豊
国
を
離
れ
て
毛
利
氏
方
へ
転
じ
、

∧
Ｖ

吉
川
元
春
に
よ
る
鳥
取
城
奪
回
を
実
現
さ
せ
た
宮

こ
れ
ら
の
権
益
が
、
天
正
九
年
段
階
の
中
村
春
続
の
基
盤
と
ど
の
程
度
関

連
す
る
も
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
中
村
鍋
法
師
丸
が
相
続
し
た
権
益
は
、
総

計
三
百
石
余
ほ
ど
で
あ
り
、
領
主
権
力
と
し
て
の
規
模
は
決
し
て
大
き
く
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
分
布
状
況
は
特
徴
的
で
あ
り
、
高
草
・
気
多
両
郡
を
中

心
に
、
八
東
郡
や
法
美
郡
な
ど
、
因
幡
国
内
の
各
地
に
散
在
し
て
い
る
。

天
正
三
年
に
、
薩
摩
国
島
津
家
久
一
行
が
、
伊
勢
参
宮
の
帰
路
、
因
幡
国

内
を
通
過
し
て
、
伯
者
国
へ
と
進
ん
だ
経
路
は
、
六
月
十
六
日
に
　
「
ひ
ほ
の

山
　
（
氷
ノ
山
）
」
　
を
越
え
て
但
馬
国
か
ら
入
国
し
、
「
つ
く
よ
ね
　
（
春
米
）
」

に
宿
泊
、
十
七
日
は
　
「
若
狭
　
（
若
桜
）
」
　
を
通
過
し
て
　
「
舟
岡
　
（
船
岡
）
」

に
宿
泊
、
十
八
日
は
　
「
吉
岡
」
　
を
通
過
し
て
　
「
下
坂
本
」
　
に
宿
泊
、
十
九
日

は
、
「
あ
を
や
　
（
青
谷
）
」
　
を
通
過
し
て
因
幡
国
西
端
の
　
「
水
無
瀬
」
　
か
ら

船
出
し
、
伯
菅
国
「
大
つ
か
（
大
塚
）
」
に
着
船
・
宿
泊
と
な
っ
て
い
る
㌢

家
久
の
と
つ
た
行
程
は
、
当
時
い
く
つ
か
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
幹
線
道
路

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
、
上
方
か
ら
陸
路
因
幡
国
へ
至
る
基
本
的
な
コ
ー
ス
の

一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

中
村
鍋
法
師
丸
の
所
領
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
権
益
が
、
こ
の
島
津
家

５３



久
の
通
っ
た
道
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
中
村
春
続
は
、
播
磨

か
ら
侵
攻
し
て
く
る
織
田
軍
の
情
報
を
い
ち
早
く
把
握
し
、
そ
れ
を
元
長
へ

通
報
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
権
益
の
分
布
か
ら
も
窺
え

る
中
村
氏
の
情
報
収
集
力
を
示
す
事
実
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

２

中
村
春
続
は
、
鳥
取
城
落
城
に
あ
た
り
吉
川
経
家
と
と
も
に
切
腹
し
た
曽

「
吉
岡
」
氏
　
吉
岡
氏
は
、
「
因
幡
志
」
　
で
は
赤
松
氏
の
一
族
と
さ
れ
、

因
幡
国
高
草
郡
吉
岡
荘
を
本
拠
と
す
る
領
主
で
あ
る
。
吉
岡
氏
は
、
天
正
元

年
の
毛
利
氏
に
よ
る
鳥
取
城
奪
回
時
に
毛
利
氏
方
に
一
味
し
た
と
考
え
ら

れ
、
自
ら
　
「
本
地
」
　
と
主
張
す
る
一
四
〇
〇
石
の
地
を
、
毛
利
氏
か
ら
安
堵

さ
れ
て
い
る
。

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
東
郷
湖
と
日
本
海
の
間
に
位
置
す
る
長
瀬
の
領
有

を
主
張
し
て
安
堵
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
湖
山
池
に
面
す
る
防
己
尾
城
の
位

置
な
ど
を
勘
案
す
れ
ば
、
吉
岡
氏
は
、
陸
路
の
み
な
ら
ず
水
上
勢
力
と
し
て

の
基
盤
を
併
せ
持
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
吉
岡
氏
は
、
播
磨
か
ら
侵
攻

し
て
く
る
織
田
軍
の
情
報
を
い
ち
早
く
把
握
し
、
そ
れ
を
元
長
へ
通
報
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
も
、
交
通
路
上
の
権
益
と
無
関
係
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

吉
岡
氏
は
、
こ
の
後
、
七
月
と
九
月
の
二
度
に
わ
た
っ
て
防
己
尾
城
に
来

襲
し
た
秀
吉
の
軍
勢
を
撃
退
し
て
お
り
朗
、
因
幡
国
に
お
け
る
強
力
な
毛
利

方
勢
力
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

吉
川
元
春
・
口
羽
遺
良
・
福
原
元
俊
連
署
書
状
写
　
（
「
藩
中
諸
家
古
文
書

纂
」
　
五
　
（
善
岡
甚
平
）
）

吉
岡
・
一
谷
・
日
置
之
内
岩
本
分
共
千
石
足
、
井
長
瀬
南
北
参
百
六
拾
石
足
、

戸
島
七
拾
石
足
、
以
上
合
千
四
百
参
拾
石
足
事
、
御
本
地
之
由
令
承
知
候
、

全
可
有
御
知
行
候
、
弥
御
馳
走
肝
要
候
、

謹
言
、

十
一
月
十
日

（
南
条
）

猶
従
宗
勝
可
有
御
演
説
候
、
恐
々

元
奉
公
御
黒
判

通
良
　
同
　
断

元
俊
　
同
　
断

吉
岡
左
近
将
監
殿
御
宿
所

こ
れ
ら
の
知
行
地
は
、
い
ず
れ
も
播
磨
方
面
や
伯
者
方
面
の
双
方
へ
抜
け

る
交
通
路
上
に
点
在
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
が

全
て
吉
岡
氏
　
「
本
地
」
　
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
が
、
こ
の
よ
う
な

権
益
の
主
張
は
、
吉
岡
氏
の
家
と
し
て
の
性
格
を
窺
わ
せ
る
事
実
で
あ
る
と

「
山
田
」
氏
　
天
正
九
年
六
月
に
松
崎
城
に
在
城
し
、
羽
衣
石
城
包
囲
戦

の
最
前
線
に
位
置
し
た
人
物
で
あ
る
。
同
時
に
記
さ
れ
た
　
「
小
鹿
」
　
も
や
は

り
松
崎
在
番
衆
と
考
え
ら
れ
る
。
「
小
鹿
」
　
は
羽
衣
石
城
に
程
近
い
地
名
で

あ
る
の
で
、
毛
利
氏
方
に
つ
い
た
伯
者
国
河
村
郡
内
土
着
の
家
と
推
測
さ
れ

る
が
、
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。

こ
の
「
山
田
」
に
つ
い
て
は
、
人
物
を
特
定
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。

補
論
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
当
時
の
伯
香
国
内
に
は
二
人
の
　
「
山
田
出

雲
守
」
　
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
毛
利
氏
直
属
家
臣
の

山
田
氏
に
対
す
る
月
俸
の
支
払
い
を
杉
原
氏
に
求
め
る
の
は
、
次
節
に
お
い

て
述
べ
る
よ
う
に
不
自
然
で
あ
り
、
こ
の
　
「
山
田
」
　
は
、
伯
者
国
衆
の
山
田

氏
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

伯
者
国
山
田
重
直
は
、
永
禄
年
間
以
来
毛
利
氏
と
の
結
び
付
き
を
強
め
、

永
禄
十
一
～
十
二
年
の
対
大
友
氏
戦
争
で
は
、
南
条
宗
勝
と
同
陣
で
出
張
し
、

永
禄
十
二
年
に
尼
子
勝
久
の
出
雲
国
乱
入
に
対
応
す
る
た
め
、
宗
勝
に
先
立

っ
て
帰
国
し
、
羽
衣
石
城
を
死
守
し
た
。
そ
の
後
、
八
橋
在
番
を
経
て
、
南

条
氏
家
臣
と
し
て
活
動
す
る
が
、
天
正
四
年
七
月
に
織
田
方
へ
内
通
し
た
南

５４



条
氏
家
臣
の
福
山
氏
を
討
つ
な
ど
、
明
ら
か
に
毛
利
氏
と
の
強
い
結
び
付
き

を
も
っ
て
独
自
な
動
き
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
天
正
七
年
九
月
に
は

毛
利
氏
か
ら
離
反
を
決
意
し
て
い
た
南
条
元
続
に
よ
っ
て
居
宅
を
襲
撃
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
危
う
く
難
を
逃
れ
る
と
、
以
後
は
毛
利
氏
に
よ
る
南
条
氏

攻
撃
の
最
前
線
に
位
置
し
た
（
以
上
に
つ
い
て
は
、
補
論
参
照
）
。

重
直
は
、
天
正
八
年
七
月
に
、
吉
川
氏
か
ら
、
総
計
二
千
石
に
の
ぼ
る
知

行
分
を
安
堵
・
給
与
さ
れ
て
い
る
。

山
田
重
直
知
行
分
坪
付
注
文
写
（
「
山
田
家
古
文
書
」
巻
四
）

坪
付
注
文

一
五
百
石

元
就
一
行
之
前

河
村
郡

一
五
拾
石

八
幡
領

久
米
郡
北
条
之
内（

吉
川
元
春
）

（
裏
花
押
写
）

福
王
寺
分

同
郡
同
所

一
五
拾
石
　
　
　
　
由
木
分

同
郡
西
郷
之
内
越
振
九
郎
左
衛
門
給

一
六
拾
石
　
　
　
　
有
田
分

同
郡
同
郷
越
振
大
和
守
給

一
四
拾
石
　
　
　
　
田
尻

同
郡
松
尾
領
内
小
鴨
弾
正
左
衛
門
尉
分

一
弐
百
五
拾
石
　
　
長
和
田
内

同
郡
越
振
大
和
守
給

一
五
拾
石
　
　
　
　
同
前

久
米
郡
建
部
分

一
六
拾
石
　
　
　
　
小
田

同
郡
北
条
之
内

一
五
拾
石
　
　
　
　
龍
光
院
分

八
橋
郡
下
郷
内
の
り
本
種
久
徳
長

元
就
一
行
之
前
　
上
分
共
申

百
廿
石

進
藤
弥
左
衛
門
尉
分

八
橋
郡

一
百
七
拾
石

奉
書
之
前

八
橋
郡

一
升
石奉

書
之
前

以
東
之
内

下
郷
之
内

以
上
、
七
百
五
拾
石

河
村
郡
羽
合
田
内
越
振
遠
江
守
給

売
地
共

一
三
百
七
拾
石
　
　
田
尻
分

同
郡
長
和
田
之
内

一
弐
百
石

浅
津

合
二
千
石

因
州
日
置
・
勝
部
替
地
共
二

右
、
御
付
立
之
前
、
令
承
知
候
、
只
今
無
案
内
之
儀
候
間
、
自
然
差
合
之

儀
候
者
、
以
代
所
可
申
談
候
也
英
、

七
月
八
日

山
田
出
雲
守
殿

こ
れ
ら
の
権
益
は
、
羽
衣
石
城
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
南
条
氏
家
臣
等
の

４

開
所
地
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
。
、
す
べ
て
山
田
氏
に
よ
っ
て
知
行
可

能
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
吉
川
氏
の
安
堵
・
給
与
し
た
権
益

は
、
伯
香
国
東
部
の
海
岸
線
沿
い
（
＝
同
国
の
陸
路
・
海
路
の
幹
線
）
　
の
広



い
面
積
を
占
め
て
い
る
。
特
に
、
天
神
川
下
流
の
両
岸
と
東
郷
湖
沿
岸
、
及

び
大
塚
・
八
橋
近
辺
の
権
益
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
山
田
氏
が
こ
の
方
面
の

毛
利
氏
方
の
中
心
的
存
在
と
し
て
、
い
か
に
重
視
さ
れ
て
い
た
か
を
窺
わ
せ

て
い
る
。

こ
の
当
時
の
山
田
重
直
が
、
ど
こ
に
在
城
し
て
南
条
氏
と
の
戦
闘
を
続
け

て
い
た
の
か
、
明
示
す
る
史
料
は
、
従
来
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
「
山
田
家

古
文
書
」
等
に
残
さ
れ
た
重
直
の
動
向
を
正
確
に
把
握
す
る
う
え
で
、
杉
原

盛
重
書
状
は
重
要
な
手
が
か
り
を
提
供
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
荒
）

あ
ら
田以

上

三
月
廿
六
日

十
八
石（

高

次

）

田
公
次
郎
左
衛
門
尉
殿

本
書
之
裏
二

元
春
公
御
判
有
之

田
公
高
次
所
領
暮
立
写
（
「
吉
川
家
中
井
寺
社
文
書
」
　
五
　
（
田
公
家
）
）

（
勝
見
）

田
公
氏
　
杉
原
盛
重
書
状
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
が
、
こ
の
時
期
、
毛
利
氏

方
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
因
幡
国
の
有
力
領
主
に
、
田
公
氏
が
あ
る
。
田
公

氏
は
、
但
馬
国
二
方
郡
田
公
郷
を
名
字
の
地
と
す
る
山
名
氏
の
家
臣
で
あ
り
、

因
幡
国
守
護
代
を
務
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
家
で
あ
る
。

田
公
文
三
郎
領
地
暮
立
写
（
「
吉
川
家
中
井
寺
社
文
書
」
　
五
　
（
田
公
家
）
）

惣
領
又
三
郎
領
地

（
　
日
置
）

ひ
や
う
き
之
内

千
　
石

五
十
石

百
　
石

百
八
十
石

廿
玉
石

十
　
石

玉
　
石

十
六
石以

上

か
ち
ミ
山

（
湯
山
　
）

ゆ
や
ま

て
さ
い
れ
ん
か

（
　
服
　
部
　
領
　
家
　
）

八
鳥
り
や
う
け

（
小
畑
）

お
は
た

二∴二…子三三

ら木

き）
水

５６

又
野
分

（
日
置
谷
）

同
谷
之
内

新
田

同
谷
之
内

ひ
れ
野
分

宮
古

（
常
）

つ
ね
松

（
伏
）

ふ
し
野

（
　
嘗
　
蒲
　
）

し
や
う
ふ

（
住
）

高
す
み

百
　
石

肝
玉
石

天
正
弐
年

六
月
十
日

是
ハ
本
書
之
裏
ニ
ア
リ

天
正
八
拾
月
廿
八
日
　
　
元
春
公
御
判

田
次

高
次
　
判

十
八
石

百
　
石

五
十
石

百
　
石

五
十
石

弐
百
五
拾
石

田
公
高
次
は
、
天
正
元
年
十
一
月
の
毛
利
氏
に
よ
る
鳥
取
城
奪
回
時
に
、

山
名
豊
国
が
毛
利
氏
へ
転
ず
る
際
の
仲
介
役
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
㌘

早
く
か
ら
毛
利
氏
と
直
接
的
結
び
付
き
を
有
す
る
人
物
と
思
わ
れ
る
。
高
次

の
申
請
に
よ
っ
て
吉
川
元
春
の
承
認
を
得
た
と
思
わ
れ
る
、
田
公
氏
惣
領
家

所
領
は
七
二
一
石
、
天
正
二
年
に
高
次
が
自
ら
書
き
上
げ
、
天
正
八
年
十
月

に
元
春
の
承
認
を
え
た
高
次
所
領
は
、
一
三
八
六
石
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な



所
領
規
模
の
格
差
を
生
じ
た
理
由
は
未
詳
で
あ
る
が
、
毛
利
氏
と
の
結
び
付

き
に
よ
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
田
公
民
惣
領
家
所
領
が
全
て
因
幡
国
高
草
・
気
多
両

郡
内
に
集
中
し
て
お
り
、
ま
た
明
ら
か
に
伯
菅
へ
抜
け
る
幹
線
道
路
沿
い
と

湖
岸
・
海
岸
に
散
在
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
田
公
高
次
領
は
、
勝
見

郷
・
服
部
荘
と
い
う
因
幡
国
東
西
の
海
岸
部
に
主
要
な
所
領
を
持
ち
、
気
多

・
高
草
・
法
美
三
郡
中
に
散
在
す
る
他
の
権
益
が
、
惣
領
家
の
権
益
群
を
包

′
○

み
込
む
よ
う
な
形
で
配
置
さ
れ
て
い
る
曽

以
上
の
よ
う
に
、
天
正
年
間
前
半
の
因
幡
・
伯
香
国
衆
は
、
史
料
に
残
さ

れ
た
事
例
か
ら
み
る
限
り
、
点
と
点
を
線
で
結
ぶ
よ
う
な
散
在
型
の
所
領
構

造
を
持
ち
、
共
通
し
た
性
格
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

所
領
形
態
を
も
た
ら
し
た
原
因
は
、
幹
線
交
通
路
が
海
岸
部
近
く
に
集
中
す

る
と
い
う
、
両
国
の
地
形
に
規
定
さ
れ
た
条
件
に
よ
っ
て
い
る
側
面
を
指
摘

で
き
る
が
、
さ
ら
に
大
き
な
原
因
と
し
て
は
、
当
該
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
戦

国
期
の
戦
乱
が
、
所
有
権
を
流
動
化
さ
せ
、
権
益
を
複
雑
化
・
細
分
化
さ
せ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

因
幡
・
伯
者
両
国
は
、
大
永
年
間
以
降
の
尼
子
氏
に
よ
る
侵
攻
に
は
じ
ま

り
、
天
正
年
間
前
半
の
毛
利
・
織
田
戦
争
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
外

部
勢
力
に
よ
る
支
配
を
う
け
、
ま
た
戦
場
と
な
り
、
ほ
ぼ
全
て
の
国
人
た
ち

が
一
度
は
本
領
を
失
い
、
滅
亡
し
て
い
っ
た
家
も
き
わ
め
て
多
い
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
毛
利
氏
は
、
因
幡
国
の
武
田
高
信
・
山
名
豊
国
や
伯

者
国
の
南
条
宗
勝
と
結
び
、
そ
の
支
援
と
連
携
に
よ
っ
て
両
国
確
保
の
足
が

か
り
と
し
た
。
武
田
高
信
と
そ
の
勢
力
後
退
後
の
山
名
豊
国
は
因
幡
一
国
に
、

南
条
氏
は
毛
利
氏
の
挺
子
入
れ
に
よ
っ
て
伯
菅
国
東
半
に
お
い
て
、
い
ず
れ

も
領
域
的
支
配
を
担
い
う
る
立
場
や
論
拠
を
持
ち
、
毛
利
氏
方
の
重
要
な
一

７

翼
を
な
し
た
誓
　
し
か
し
、
元
亀
四
年
に
武
田
高
信
が
死
去
し
、
天
正
七
年

に
南
条
氏
が
離
反
し
、
天
正
八
年
に
山
名
豊
国
が
投
降
す
る
と
、
毛
利
氏
に

よ
る
両
国
の
確
保
は
き
わ
め
て
厳
し
い
局
面
を
迎
え
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況

下
に
お
い
て
、
な
お
毛
利
氏
が
、
中
村
氏
・
吉
岡
氏
・
山
田
氏
な
ど
、
両
国

の
陸
路
・
海
路
の
幹
線
沿
い
に
基
盤
を
有
す
る
国
衆
た
ち
を
確
保
し
て
い
た

こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
毛
利
氏
領
国
の
外
縁
部
に
位
置
し
、
危

機
的
状
況
に
陥
っ
て
い
っ
た
山
陰
東
部
地
域
に
お
い
て
、
毛
利
氏
が
情
報
網

せ
補
給
線
を
確
保
す
る
に
際
し
、
さ
ら
に
は
地
域
経
済
の
脈
管
体
系
を
掌
握

す
る
足
が
か
り
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
領
主
の
果
た
し
た
役
割
は
き
わ
め
て
大

き
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
天
正
八
年
に
、
毛
利
氏
方
因
幡
国

衆
が
、
山
名
豊
国
を
追
放
し
て
秀
吉
と
対
抗
す
る
　
「
一
揆
」
　
を
形
成
し
た
こ

と
は
、
毛
利
氏
に
よ
る
国
衆
掌
握
の
強
化
を
示
し
て
い
る
。
国
衆
と
毛
利
氏

と
の
結
び
付
き
を
支
え
た
吉
川
元
春
の
役
割
の
大
き
さ
を
、
あ
ら
た
め
て
裏

づ
け
る
事
実
と
言
え
る
。

そ
の
一
方
で
、
武
田
高
信
・
山
名
豊
国
や
南
条
宗
勝
が
毛
利
氏
方
と
し
て

果
た
し
て
い
た
役
割
を
、
何
ら
か
の
形
で
継
承
し
う
る
存
在
は
、
緊
迫
し
た

軍
事
情
勢
に
規
定
さ
れ
、
吉
川
氏
以
外
に
見
出
せ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
吉
川
氏
が
、
現
実
に
、
武
田
高
信
・
山
名
豊
国
・
南
条
宗
勝
の
機

能
や
権
限
を
ど
の
程
度
継
承
し
え
た
か
ど
う
か
と
は
別
次
元
の
問
題
で
あ

り
、
毛
利
氏
側
の
断
片
的
史
料
か
ら
　
「
領
国
経
営
」
　
が
進
展
し
た
と
結
論
づ

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

５７

三
　
「
半
納
」
と
因
伯
の
在
地
社
会

前
掲
杉
原
盛
重
書
状
の
最
後
の
箇
条
に
見
ら
れ
る
、
「
兵
粗
」
、
「
月
俸
」
、

「
半
納
」
　
は
、
文
脈
か
ら
み
て
、
相
互
に
相
関
達
す
る
も
の
と
し
て
記
さ
れ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
半
納
」
　
の
語
が
現
れ



る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
戦
時
に
お
け
る
地
域
社
会
と
戦
国
期

大
名
権
力
と
の
関
係
を
知
る
鍵
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
関
連
史
料
は
限

ら
れ
て
お
り
、
杉
原
盛
重
書
状
の
解
釈
も
一
様
で
は
な
い
が
、
以
下
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

（
〓
　
「
半
納
」

「
半
納
」
　
と
い
う
言
葉
は
、
秋
山
伸
隆
氏
に
よ
っ
て
、
敵
対
す
る
二
つ
の

戦
国
大
名
の
　
「
境
目
」
　
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
年
貢
を
折
半
し
あ
う
行
為

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
秋
山
氏
は
、
そ
の
成
立
の
背
景
や
条
件
と
し
て
、

①
全
面
戦
争
の
持
続
が
困
難
な
戦
国
大
名
の
軍
事
編
成
の
脆
弱
性
、
②
中
間

地
域
が
形
成
す
る
両
属
関
係
の
広
範
な
展
開
、
③
戦
国
大
名
双
方
が
外
部
勢

力
で
あ
る
地
域
に
お
い
て
は
　
「
何
れ
か
一
方
へ
の
従
属
か
ら
比
較
的
自
由
な

勢
力
の
広
汎
な
存
在
を
可
能
と
し
、
そ
の
よ
う
な
在
地
の
一
定
度
の
自
立
性

（
逆
に
い
え
ば
戦
国
大
名
の
在
地
掌
握
の
弱
さ
）
が
、
戦
国
大
名
を
し
て
「
半

納
」
　
と
い
う
妥
協
的
解
決
を
選
択
せ
し
め
た
」
　
こ
と
、
④
「
折
中
」
　
を
正
義

と
す
る
中
世
の
思
考
様
式
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
㌘

因
幡
・
伯
書
方
面
に
お
い
て
　
「
半
納
」
　
の
語
が
現
れ
る
事
例
と
し
て
、
次

の
史
料
が
知
ら
れ
て
い
る
。

吉
川
元
春
書
状
（
「
山
田
家
文
書
」
＝
「
閥
閲
録
」
　
３
１
（
山
田
吉
兵
衛
）
　
３
１
）

麦
元
出
張
付
而
、
自
類
方
半
納
可
相
切
之
由
申
候
哉
、
可
有
左
様
候
、
此
表

（
伯
者
）

明
日
廿
日
長
瀬
陣
替
候
、
急
度
至
其
表
可
為
上
着
候
、
追
々
可
申
候
、
恐
々

謹
言
、

七
月
十
九
日

山
田
出
雲
守
殿

森
脇
左
馬
允
殿

寺
本
玄
蕃
允
殿
進
之
侯

元
春
　
（
花
押
）

こ
の
史
料
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
元
亀
二
年
と
す
る
『
萩
藩
閥
閲
録
』
の

傍
注
、
天
正
三
年
の
も
の
と
す
る
高
橋
正
弘
氏
の
説
が
あ
る
が
、
こ
の
た
び

木
村
信
幸
氏
の
緻
密
な
検
討
に
よ
り
、
こ
の
吉
川
元
春
花
押
は
、
天
正
二
～

三
年
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
高

橋
氏
の
説
を
あ
ら
た
め
て
裏
づ
け
て
い
る
。

宛
先
の
三
名
は
、
因
幡
国
高
草
郡
徳
吉
の
在
番
衆
と
考
え
ら
れ
る
㌘
天

正
三
年
初
頭
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
　
「
芸
但
和
睦
」
　
（
「
吉
川
家
文
書
」

五
九
一
）
　
に
よ
り
、
毛
利
氏
は
、
豊
後
国
大
友
氏
と
連
携
し
て
い
た
因
幡
国

尼
子
勝
久
・
美
作
国
三
浦
貞
広
・
備
前
国
浦
上
宗
景
・
備
中
国
三
村
元
親

ら
、
反
毛
利
氏
方
に
対
す
る
大
規
模
な
攻
勢
に
転
じ
た
。
前
掲
史
料
の
元
春

「
出
張
」
　
は
そ
の
一
環
で
あ
り
、
一
ケ
月
前
の
六
月
中
旬
に
若
桜
鬼
ケ
城
が

山
中
幸
盛
の
調
略
に
よ
っ
て
奪
取
さ
れ
た
こ
と
も
相
侯
っ
て
、
因
幡
国
の
尼

子
氏
勢
力
掃
討
の
た
め
出
陣
し
た
も
の
で
あ
る
。

秋
山
氏
は
、
こ
の
史
料
を
、
「
半
納
」
　
が
軍
事
力
の
均
衡
と
不
可
分
で
あ

り
、
年
貢
の
折
半
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
裏
づ
け
る
史
料
の
一
つ

と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
『
類
方
』
に
つ
い
て
は
不
詳

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
『
半
納
』
が
毛
利
方
と
尼
子
方
と
に
よ
る
年
貢
の

折
半
を
意
味
す
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
し
う
る
。
そ
し
て
、
元
春
が
『
半
納
』

破
棄
の
通
告
を
予
想
さ
れ
た
事
態
と
受
け
と
め
て
い
る
の
は
、
『
半
納
』
が

伯
者
（
天
正
三
年
の
情
勢
を
ふ
ま
え
る
と
、
伯
着
で
は
な
く
因
幡
と
す
る
方
が
正
し
い

一
筆
者
注
）
　
に
お
け
る
両
者
の
勢
力
の
均
衡
の
上
に
の
み
成
立
し
う
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
」
　
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
秋
山
氏
が
い
く
つ
か
の
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
指
摘
し
た
よ
う

に
、
「
半
納
」
　
と
い
う
一
つ
の
言
葉
で
表
さ
れ
る
実
態
の
中
身
は
、
か
な
り

多
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
研
究
は
、
「
半
納
」
　
の
全
体
を
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
は
い
な
い
が
、
前
掲
杉
原
盛
重
書
状
に
み
ら
れ
る
「
半

５＄



納
」
　
は
、
そ
の
存
廃
が
軍
事
的
緊
張
度
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
裏
づ
け
る
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
　
「
折
半
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
可
能

性
が
高
い
。

盛
重
は
、
兵
粗
を
差
し
籠
め
る
べ
き
時
期
を
「
半
納
」
破
棄
直
後
の
で
き

る
限
り
早
い
時
期
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
半
納
」
　
の
状
態
が
、
「
兵

根
」
　
の
追
加
搬
入
を
必
要
と
し
な
い
条
件
を
備
え
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て

い
る
。「

兵
粗
」
　
の
追
加
調
達
を
必
要
と
し
な
い
条
件
と
し
て
ま
ず
想
定
さ
れ
る

の
は
、
部
分
的
停
戦
・
休
戦
状
態
＝
軍
事
力
の
均
衡
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
当
時
の
戦
況
は
、
と
て
も
そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
な
く
、
既
述
の
よ
う
に
、

す
で
に
五
月
段
階
に
お
い
て
、
羽
衣
石
・
鹿
野
・
私
部
各
城
は
、
補
給
線
を

絶
た
れ
て
兵
粗
欠
乏
の
危
機
に
瀕
し
、
落
人
の
数
も
増
え
て
い
る
０
０
。
当
時

の
両
勢
力
の
境
界
は
、
お
そ
ら
く
は
複
雑
に
入
り
組
み
な
が
ら
も
、
上
記
三

城
そ
れ
ぞ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
、
長
期
に
わ
た
る

特
定
の
両
勢
力
括
抗
地
帯
が
広
範
に
展
開
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
推
測

さ
れ
る
。
南
条
氏
や
そ
の
家
臣
団
な
ど
羽
衣
石
城
衆
、
あ
る
い
は
鹿
野
・
私

部
城
衆
が
、
毛
利
氏
と
合
意
さ
れ
た
「
半
納
」
　
の
在
所
か
ら
年
貢
を
受
け
取

れ
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
　
「
半
納
」
　
は
、
そ

れ
が
破
棄
さ
れ
る
以
前
の
段
階
に
お
い
て
、
織
田
方
に
「
半
分
」
が
渡
る
こ

と
を
毛
利
氏
が
容
認
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
見
て
、

こ
の
場
合
の
　
「
半
納
」
　
は
、
毛
利
氏
方
・
織
田
氏
方
の
年
貢
の
折
半
で
は
な

い
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

敵
方
と
の
最
前
線
に
近
い
地
域
に
成
立
し
た
、
折
半
で
な
い
　
「
半
納
」
と

は
、
毛
利
氏
が
延
々
と
続
く
最
前
線
の
防
衛
を
在
地
勢
力
に
も
依
存
し
て
実

現
せ
ざ
る
を
え
ず
、
年
貢
半
減
と
い
う
免
除
特
権
を
設
け
て
郷
村
を
味
方
と

し
て
確
保
し
、
郷
村
の
協
力
を
仰
ぎ
、
彼
ら
に
も
普
請
（
日
置
・
勝
部
郷
の

事
例
な
ど
）
や
兵
根
調
達
を
求
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
た
め
、
採
用
し
．
た
特

例
で
あ
っ
た
可
能
性
を
想
定
で
き
る
。

天
正
三
年
の
因
幡
国
に
お
け
る
事
例
、
天
正
九
年
の
伯
香
・
因
幡
国
に
お

け
る
事
例
は
、
い
ず
れ
も
毛
利
氏
が
こ
の
方
面
に
お
い
て
直
面
し
た
最
も
重

要
な
軍
事
的
局
面
（
尼
子
勝
久
と
の
決
戦
、
及
び
羽
柴
秀
吉
と
の
決
戦
）
と

不
可
分
で
あ
り
、
ま
た
い
ず
れ
の
場
合
も
、
秋
山
氏
が
　
「
半
納
」
成
立
の
条

件
・
背
景
の
③
と
し
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
在
地
の
主
体
性
・
自
立
性
の
強

さ
、
大
名
権
力
の
在
地
掌
握
の
弱
さ
、
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
因
幡
・

伯
者
は
、
毛
利
氏
・
尼
子
氏
・
織
田
氏
の
い
ず
れ
か
ら
み
て
も
、
全
く
新
た

に
侵
攻
し
た
地
域
で
あ
り
、
戦
乱
に
明
け
暮
れ
た
元
亀
～
天
正
年
間
前
半
の

わ
ず
か
十
年
余
の
間
で
は
、
在
地
を
強
力
に
圧
伏
で
き
る
よ
う
な
機
会
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
半
納
」
　
と
い
う
も
の
が
、
折
半
で
あ

る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
軍
事
的
境
界
領
域
に
出
現
す
る
可
能
性
の
高
い
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
、
高
度
な
軍
事
的
緊
張
が
　
「
半
納
」
　
の
維
持
を
妨
げ
る
要

因
で
あ
る
こ
と
、
「
半
納
」
成
立
の
条
件
に
は
郷
村
側
の
政
治
的
自
立
性
が

あ
っ
た
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
裏
づ
け
て
い
る
。

５９

（
二
）
　
「
月
俸
」

杉
原
盛
重
書
状
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
も
う
一
点
は
、
松
崎
在
番
衆
に
「
月

俸
」
が
支
払
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
吉
川
元
長
は

「
小
鹿
・
山
田
」
　
へ
の
　
「
月
俸
ニ
ケ
月
分
」
　
の
支
払
い
を
盛
重
に
依
頼
し
、

盛
重
は
既
に
「
約
諾
」
済
み
の
　
「
来
月
分
」
　
の
み
に
つ
い
て
、
調
達
を
受
諾

し
て
い
る
。

毛
利
氏
に
よ
る
「
月
俸
」
　
の
支
払
い
が
確
認
で
き
る
事
例
に
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。

元
亀
～
天
正
年
間
初
頭
の
六
月
五
日
毛
利
元
秋
書
状
（
「
開
聞
録
」
巻
１
１
５

（
湯
原
文
左
衛
門
）
聖
に
お
い
て
、
在
番
中
と
思
わ
れ
る
湯
原
春
綱
が
、

所
領
（
出
雲
国
島
根
郡
古
曽
志
）
が
新
山
城
に
近
い
た
め
、
尼
子
勝
久
と
の



戦
乱
に
よ
っ
て
　
「
数
年
不
作
」
　
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
前
年
に
引
き
続
い

て
　
「
月
保
」
　
の
支
払
い
を
申
請
し
て
い
る
。

天
正
九
年
正
月
二
十
五
日
毛
利
輝
元
袖
判
奉
行
人
達
著
書
状
（
「
閥
閲
録
」

巻
５
５
　
（
国
司
与
一
右
衛
門
）
　
５
１
）
　
に
お
い
て
、
毛
利
氏
に
よ
る
長
門
国
大
津

郡
渋
木
銅
山
の
採
掘
に
あ
た
り
、
「
か
ね
堀
式
十
人
分
月
俸
」
　
を
、
大
津
郡

「
反
銭
」
　
の
内
か
ら
支
払
っ
て
い
る
。

天
正
九
年
十
月
二
十
四
日
山
県
就
慶
・
朝
枝
春
元
連
署
覚
書
　
（
「
石
見
吉

川
家
文
書
」
一
四
八
）
　
に
お
い
て
、
籠
城
中
の
吉
川
経
家
以
下
鳥
取
城
衆
に

届
け
る
資
金
の
一
つ
に
「
五
十
人
月
俸
十
五
日
分
」
計
四
石
を
確
認
で
き
る
。

一
人
当
た
り
の
月
俸
が
一
斗
六
升
、
一
日
当
た
り
に
す
れ
ば
一
人
五
合
三
勺

余
と
な
る
。

天
正
十
四
年
八
月
十
一
日
毛
利
輝
元
袖
判
奉
行
人
達
著
書
状
（
「
閥
閲
録
」

巻
５
５
　
（
国
司
与
一
右
衛
門
）
　
５
３
）
　
に
お
い
て
、
豊
臣
政
権
に
よ
る
島
津
氏
攻

撃
に
と
も
な
い
豊
前
国
門
司
に
立
て
籠
も
っ
た
　
「
原
田
喜
三
」
ら
六
名
に
対

し
て
、
「
月
俸
」
　
が
遣
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
「
依
為
無
足
」
　
と

あ
る
。従

っ
て
、
毛
利
氏
の
　
「
月
俸
」
　
と
は
、
毛
利
氏
か
ら
の
給
地
な
ど
を
持
た

な
い
職
人
や
　
「
無
足
」
衆
、
あ
る
い
は
在
番
　
（
さ
ら
に
は
籠
城
）
　
な
ど
に
よ

っ
て
通
常
の
年
貢
収
納
が
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
在
番
衆
に
対
し
て

給
与
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
「
不
作
」
　
「
無
足
」
　
と
い
う

理
由
を
明
記
し
た
湯
原
氏
や
門
司
城
の
事
例
は
、
「
月
俸
」
　
が
、
在
番
・
籠

城
す
れ
ば
給
与
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
鳥
取
城
の
　
「
五
十
人
」
　
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
が
籠
城
衆
全
体
で
あ
る

と
は
言
い
が
た
い
。
在
番
・
籠
城
衆
へ
の
　
「
月
俸
」
　
給
与
に
は
、
一
定
の
条

件
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
渋
木
の
事
例
は
、
「
月
俸
」
　
の
財
源
が
、
「
反
銭
」
　
で
あ
る
こ
と

を
示
す
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
公
役
を
財
源
と
す
る
も
の
が
存
在
し
た

事
実
は
、
「
月
俸
」
　
の
性
格
を
考
え
る
上
で
も
示
唆
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

天
正
九
年
に
吉
川
氏
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
杉
原
氏
が
　
「
月
俸
」
負
担
を

「
約
諾
」
　
し
た
必
然
性
や
根
拠
は
、
こ
の
　
「
月
俸
」
　
が
、
杉
原
領
を
含
む
伯

菅
国
内
な
ど
に
領
域
的
に
賦
課
さ
れ
る
公
役
と
し
て
の
性
格
を
有
し
た
か
ら

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
机
。
毛
利
氏
が
、
「
月
俸
」
を
、
境
界
領
域
の

後
背
地
域
全
体
の
利
害
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
と
い
う
論
拠
を
以
て
、
地
域

防
衛
の
目
的
を
根
拠
に
公
役
か
ら
支
出
し
た
可
能
性
を
想
定
で
き
る
。

な
お
、
補
論
の
よ
う
に
当
時
の
因
伯
に
は
二
人
の
　
「
山
田
出
雲
守
」
　
が
存

在
し
た
が
、
以
上
の
よ
う
な
　
「
月
俸
」
　
の
性
格
を
勘
案
す
れ
ば
、
他
地
域
に

給
地
を
持
つ
毛
利
氏
家
臣
の
山
田
氏
に
対
し
、
杉
原
氏
が
　
「
月
俸
」
　
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
乏
し
い
の
で
、
盛
重
書
状
の
　
「
山
田
」
　
は
や

は
り
伯
者
国
の
山
田
氏
＝
山
田
重
直
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
天
正
九
年
に
松
崎
在
番
中
と
思
わ
れ
る
　
「
小
鹿
・
山
田
」
　
に

「
月
俸
」
　
が
支
払
わ
れ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

従
来
あ
ま
り
注
意
さ
れ
て
い
な
い
が
、
敵
対
す
る
二
つ
の
広
域
権
力
の
境

界
領
域
に
存
在
す
る
村
々
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
広
域
権
力
の
直
轄
領
ば
か

り
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
に
味
方
し
た
現
地
の
領
主
の
権
益
を
含
ん
で
い
る

ケ
ー
ス
の
方
が
支
配
的
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
「
半
納
」
　
に
よ
っ
て

彼
ら
の
年
貢
収
入
が
半
減
し
た
り
、
戦
闘
の
激
化
に
よ
っ
て
年
貢
収
入
の
可

能
性
は
著
し
く
低
下
し
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
広
域
権
力
に

と
つ
て
深
刻
で
あ
る
の
は
、
彼
ら
現
地
の
諸
領
主
に
、
最
前
線
の
防
衛
を
委

ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
で
あ
る
。
実
質
的
な
財
政
補
填
な
く
し
て
は
、

彼
ら
の
離
反
は
必
至
で
あ
る
。
そ
の
補
填
の
具
体
的
方
法
と
し
て
は
、
他
地

域
に
お
け
る
給
地
宛
行
が
考
え
ら
れ
る
が
、
当
時
の
毛
利
氏
は
給
地
不
足
・

給
地
差
合
問
題
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、
次
善
策
の
一
つ
と
し
て
　
「
月
俸
」
　
が

採
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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「
小
鹿
・
山
田
」
　
に
よ
る
松
崎
在
番
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
事
例
で
は

な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
山
田
重
直
が
天
正
八
年
七
月
に
吉
川
氏
か
ら
安

堵
・
給
与
さ
れ
た
権
益
は
、
羽
衣
石
城
近
辺
に
も
所
在
し
た
り
、
南
条
氏
家

臣
の
権
益
を
含
ん
で
い
た
り
す
る
ま
さ
に
対
南
条
氏
戦
争
の
最
前
線
に
位
置

し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
中
に
　
「
半
納
」
　
に
よ
っ
て
年
貢
が
半
減
し

た
権
益
が
あ
っ
た
可
能
性
や
、
実
質
的
支
配
が
困
難
な
権
益
が
含
ま
れ
て
い

た
可
能
性
は
高
い
。
「
小
鹿
・
山
田
」
　
へ
　
「
月
俸
」
　
が
支
払
わ
れ
た
条
件
と

し
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
点
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

杉
原
盛
重
書
状
は
、
毛
利
氏
の
　
「
月
俸
」
　
が
　
「
半
納
」
と
連
動
す
る
場
合

が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
　
に

毛
利
氏
領
国
の
東
端
に
位
置
す
る
山
陰
東
部
地
域
は
、
絶
え
ざ
る
戦
乱
の

継
続
に
よ
っ
て
、
毛
利
氏
支
配
下
に
安
定
的
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、

天
正
十
三
年
の
「
国
分
」
を
迎
え
、
豊
臣
政
権
と
の
国
境
画
定
協
定
に
よ
り
、

伯
者
国
東
半
国
以
東
を
失
っ
た
。
吉
岡
氏
や
山
田
氏
は
、
こ
の
時
点
に
お
い

て
旧
来
の
所
領
が
全
て
毛
利
氏
領
国
外
に
位
置
す
る
こ
と
と
な
り
、
毛
利
氏

に
随
従
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
半
納
」
　
の
語

か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
こ
の
間
を
通
じ
、
因
伯
の
諸
郷
村
は
、
度
重
な
る
外

部
勢
力
の
大
規
模
な
武
力
侵
攻
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
地
域
以
上
に
強
い
自

立
性
を
維
持
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
社
会
の
蒙
っ
た
損
害
を
軽
視
し
て

は
な
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
自
立
性
を
支
え
た
要
因
の
一
つ
が
、
領
主
権

益
の
細
分
化
・
散
在
性
、
及
び
そ
れ
ら
を
統
括
す
る
安
定
的
統
一
的
権
力
の

不
在
に
あ
る
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

元
亀
～
天
正
年
間
前
半
の
山
陰
東
部
は
、
当
時
の
毛
利
氏
が
直
面
し
た
、

以
上
の
よ
う
な
状
況
に
よ
っ
て
、
毛
利
氏
が
地
域
支
配
を
展
開
し
う
る
条
件

を
十
分
に
持
た
な
か
っ
た
。
毛
利
氏
方
に
と
つ
て
毛
利
氏
の
軍
事
的
影
響
力

は
重
要
な
拠
り
所
で
あ
っ
た
が
、
毛
利
氏
も
武
田
高
信
・
山
名
豊
国
・
南
条

氏
・
杉
原
氏
に
依
存
し
た
部
分
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

吉
川
氏
は
、
こ
の
因
幡
・
伯
菅
方
面
の
軍
事
指
揮
官
と
し
て
一
貫
し
て
中

心
的
役
割
を
果
た
し
、
ま
た
、
天
正
三
年
～
四
年
に
南
条
氏
・
小
鴨
氏
・
山

田
氏
と
吉
川
氏
の
起
請
文
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
吉
川
氏
と
有
力
な
地

域
権
力
や
国
衆
と
の
同
盟
関
係
の
形
成
は
、
毛
利
氏
に
と
つ
て
両
国
の
掌
握

を
実
現
す
る
最
も
主
要
な
足
が
か
り
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
吉
川
氏
は
、

こ
れ
ら
の
領
主
と
毛
利
氏
を
結
び
付
け
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ

っ
て
、
因
伯
の
地
域
支
配
全
体
に
直
接
携
わ
っ
た
の
で
は
な
く
、
ま
た
知
行

宛
行
権
な
ど
は
基
本
的
に
輝
元
へ
一
元
化
さ
れ
て
い
た
。
毛
利
氏
は
、
軍
事

情
勢
に
規
定
さ
れ
、
武
田
氏
・
山
名
氏
・
南
条
氏
・
杉
原
氏
へ
の
領
域
的
支

配
権
の
分
掌
・
委
任
に
よ
っ
て
山
陰
地
域
支
配
の
基
本
的
枠
組
み
を
構
成
し

よ
う
と
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
天
正
七
年
の
南
条
氏
の
離
反
に
よ
っ
て
状
況
は
一
変
し
、
吉

川
氏
は
国
衆
に
対
し
て
、
広
大
な
南
条
氏
開
所
地
の
権
益
を
自
ら
宛
行
い
は

じ
め
る
。
舘
鼻
誠
氏
は
、
こ
の
事
実
を
以
て
　
「
織
田
軍
の
来
攻
と
い
う
非
常

事
態
を
契
機
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
輝
元
は
か
か
る
事
態
に
対
処
す

る
た
め
、
国
衆
に
対
す
る
動
員
権
と
南
条
氏
を
は
じ
め
と
す
る
離
反
者
な
ど

の
欠
所
地
処
分
権
を
吉
川
に
付
与
し
、
そ
の
権
限
を
強
化
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
吉
川
の
山
陰
支
配
は
、
外
圧
の
な
か
で
よ
り
強
化
さ
れ
、
と
り
わ
け

因
伯
は
、
吉
川
の
所
領
的
性
格
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
位
置
づ
け
た
。

さ
ら
に
　
「
但
し
そ
れ
は
吉
川
が
本
宗
支
配
か
ら
独
立
し
て
ゆ
く
も
の
で
は
な

く
　
（
中
略
）
　
あ
く
ま
で
本
宗
支
配
の
維
持
・
強
化
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
戦
国
期
山
陰
吉
川
領
の
一
つ
の
到
達
点
を
み
る
こ
と
が
で
き

よ
う
」
　
と
し
た
。
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こ
の
う
ち
、
南
条
氏
・
杉
原
氏
に
対
す
る
吉
川
氏
に
よ
る
軍
事
動
員
権
の

行
使
は
、
天
正
二
年
に
は
す
で
に
確
認
で
き
㌘
こ
れ
は
吉
川
氏
の
軍
事
指

揮
権
に
付
随
す
る
も
の
で
あ
っ
て
新
た
な
権
限
拡
大
で
は
な
い
。

た
だ
、
天
正
七
・
八
年
以
降
、
伯
菅
に
お
い
て
吉
川
氏
に
委
ね
ら
れ
た
開

所
地
処
分
権
が
、
給
人
へ
の
宛
行
を
前
提
に
毛
利
氏
か
ら
承
認
さ
れ
た
広
大

な
吉
川
領
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
、
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
は
、
毛
利
氏
が
危
機
的
状
況
の
深
刻
化
に
と
も
な
い
山
陰
方

面
に
ま
す
ま
す
手
が
回
せ
な
く
な
っ
た
た
め
の
措
置
で
あ
り
、
む
し
ろ
本
宗

家
に
よ
る
山
陰
方
面
の
軍
事
情
勢
に
対
す
る
消
極
的
対
応
の
延
長
線
上
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
毛
利
氏
に
よ
る
山
陰
支
配
が
強
化
さ

れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
時
期
の
毛
利
氏
本
宗
家
は
、
織
田
方
の
攻

勢
に
押
さ
れ
、
字
書
多
氏
の
離
反
と
相
侯
っ
て
特
に
山
陽
道
方
面
を
重
視
せ

ざ
る
を
え
ず
、
と
て
む
伯
書
方
面
の
軍
事
情
勢
の
急
変
に
対
応
し
、
ま
た
開

所
地
処
分
を
実
施
で
き
る
よ
う
な
余
裕
な
ど
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
権
限

の
委
任
や
移
動
は
、
基
本
的
に
は
支
配
の
強
化
と
は
別
の
次
元
の
問
題
で
あ

る
。
織
田
方
の
攻
勢
に
よ
っ
て
、
毛
利
氏
に
と
つ
て
、
か
つ
て
な
い
程
に
き

わ
め
て
不
安
定
な
状
態
に
陥
っ
た
天
正
七
～
十
年
の
伯
者
国
の
政
治
・
軍
事

情
勢
は
、
吉
川
氏
の
権
限
を
拡
大
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
毛
利
氏
の
領
国

支
配
の
強
化
に
結
び
付
く
保
証
の
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
そ
も
そ
も
　
「
吉
川
氏
の
山
陰
支
配
」
　
の
　
「
強
化
」

と
い
う
言
葉
自
体
に
、
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
因
幡
国
が
　
「
吉
川
氏
の
所
領
的
性
格
」
　
を
有
し
た
と
い
う
点
に
つ

い
て
も
、
問
題
が
残
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
も
、
「
所
領
的
性
格
」
　
と
い
う

言
葉
の
意
味
が
問
題
と
な
る
が
、
お
そ
ら
く
は
吉
川
領
の
拡
大
と
宛
行
権
行

使
に
よ
る
国
衆
と
吉
川
氏
の
個
別
的
結
び
付
き
の
形
成
な
ど
を
想
定
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
毛
利
氏
に
よ
る
毛
利
氏
方

国
衆
の
掌
握
が
強
ま
っ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
中
村
春
続
の
偏
詩
が
示
す

よ
う
に
、
吉
川
氏
と
個
別
的
に
結
び
付
く
存
在
が
現
れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ

ろ
う
が
、
因
幡
国
衆
が
毛
利
氏
で
は
な
く
吉
川
氏
の
み
に
直
接
主
従
制
的
に

従
属
し
た
事
例
は
、
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
出
雲
国
三
沢
氏
に
対
し
て
「
七

百
石
之
儀
者
、
於
因
但
可
調
進
之
候
」
と
約
束
し
た
り
、
鳥
取
入
城
を
承
諾

ｔ
Ｊ

し
た
吉
川
経
家
に
対
し
て
「
弓
箭
以
一
着
之
上
、
於
因
州
六
百
石
“
」
宛
行

を
約
束
し
た
事
例
は
あ
る
も
の
の
、
場
所
を
特
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

い
ず
れ
も
履
行
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
な
い
。
前
世
の
田
公
高
次
領
も
、

天
正
二
年
に
高
次
自
身
が
記
し
た
権
益
を
天
正
八
年
に
元
春
が
承
認
・
安
堵

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
吉
川
領
か
ら
の
給
与
で
は
な
い
。
因
幡
国
内
に
お
い

て
吉
川
氏
が
独
自
に
宛
行
っ
た
事
例
は
、
天
正
八
年
七
月
の
天
野
隆
重
に
対

す
る
気
多
郡
勝
見
郷
内
五
〇
〇
石
の
給
与
㈲
が
確
認
で
き
る
程
度
で
あ
っ
て
、

史
料
的
制
約
を
勘
案
し
て
も
事
例
が
少
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
国
衆
と
の

個
別
的
結
び
付
き
や
、
吉
川
領
化
と
宛
行
権
掌
握
と
い
っ
た
、
吉
川
氏
の
独

自
な
裁
量
権
の
拡
大
は
、
史
料
的
に
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
。
と
り
わ

け
、
天
正
九
年
末
以
降
、
織
田
方
に
制
圧
さ
れ
た
因
幡
国
に
吉
川
氏
の
　
「
所

領
的
性
格
」
　
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

次
に
、
日
置
粂
左
ヱ
門
氏
は
、
「
後
年
、
哀
正
十
三
年
境
目
（
領
国
の
）

決
定
の
後
、
吉
川
氏
に
臣
従
し
た
伯
香
国
衆
は
多
い
が
、
毛
利
氏
に
従
っ
た

因
伯
の
国
衆
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
　
（
『
萩
藩
閥
閲
録
』
）
。
恐
ら
く

毛
利
氏
の
東
端
の
領
国
伯
菅
の
支
配
は
、
天
正
初
年
は
な
お
不
十
分
で
、
七

年
以
降
毛
利
・
織
田
両
勢
力
の
抗
争
の
な
か
で
、
吉
川
氏
に
よ
る
再
度
の
鎮

撫
と
経
営
を
経
て
領
国
化
が
す
す
め
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
、
因
伯
に
つ
い

て
は
、
天
正
八
年
後
の
吉
川
氏
の
領
国
経
営
を
重
視
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ

く
ノ

ろ
う
Ｊ
　
と
述
べ
て
、
言
わ
ば
吉
川
氏
に
よ
る
独
自
な
領
国
経
営
の
指
標
と

し
て
、
因
伯
国
衆
出
身
の
吉
川
氏
家
臣
に
着
目
し
て
い
る
。
し
か
し
、
岩
国

吉
川
氏
家
臣
団
の
な
か
で
、
因
伯
国
衆
当
主
（
も
し
く
は
そ
れ
に
準
じ
る
者
）

の
家
で
あ
る
こ
と
が
確
実
と
思
わ
れ
る
の
は
、
山
田
氏
・
吉
岡
氏
・
田
公
氏
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の
み
で
あ
る
偏
。
し
か
も
、
例
え
ば
天
正
十
九
年
十
一
月
十
五
日
の
打
渡
坪

付
（
「
山
田
家
古
文
書
」
撃
）
に
よ
れ
ば
、
山
田
氏
は
毛
利
氏
か
ら
出
雲

国
楯
縫
郡
内
に
知
行
分
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
天
正
十
三
年
以
降
、
吉
川
氏

家
臣
と
な
る
ま
で
に
は
、
な
お
粁
余
曲
折
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
び

重
な
る
戦
乱
を
切
り
抜
け
て
わ
ず
か
に
生
き
残
っ
た
こ
れ
ら
因
伯
土
着
の
国

衆
た
ち
は
、
豊
臣
政
権
下
に
お
い
て
旧
来
の
所
領
を
す
べ
て
失
っ
た
の
で
あ

り
、
自
ず
か
ら
毛
利
氏
へ
の
従
属
性
も
強
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
き
わ
め
て

特
異
な
事
例
と
位
置
づ
け
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
吉
川
氏
が
、
出
雲
国
以
東
の
山
陰
地
域
に
お
い
て
、
国
衆
を
家

臣
化
し
た
事
例
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
岩
国
吉
川
氏
家
臣
団
は
、
吉
川

竺
族
、
安
芸
国
以
来
の
吉
川
氏
家
臣
、
及
び
毛
利
氏
旧
臣
が
圧
倒
的
部
分

を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
に
石
見
国
中
東
部
の
中
小
勢
力
や
尼
子
氏
旧
臣
（
い

わ
ゆ
る
富
田
衆
の
子
孫
）
、
さ
ら
に
若
干
の
小
早
川
氏
旧
臣
（
真
田
氏
）
な

ど
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
出
雲
以
東
の
国
衆
出
身
者

は
、
ま
さ
に
例
外
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
自
体
、

吉
川
氏
が
独
自
な
領
域
的
権
力
と
し
て
の
側
面
を
拡
大
し
ょ
う
と
し
た
可
能

性
が
乏
し
い
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。

既
述
の
よ
う
に
、
困
伯
に
お
け
る
毛
利
氏
は
、
永
禄
五
年
か
ら
の
出
雲
国

遠
征
時
以
来
、
領
域
的
支
配
の
分
掌
の
た
め
に
、
武
田
氏
・
山
名
氏
と
の
連

携
、
南
条
氏
・
杉
原
氏
へ
の
支
援
・
擁
護
に
よ
っ
て
、
両
国
の
確
保
を
実
現

し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
尼
子
氏
・
織
田
氏
・
羽
柴
氏
と
の
戦
争
の
過
程

に
お
い
て
、
毛
利
氏
の
意
図
し
な
い
形
で
こ
れ
ら
諸
氏
が
滅
亡
・
離
反
し
て

い
っ
た
時
、
こ
れ
ら
諸
氏
の
基
盤
や
そ
の
機
能
を
と
り
あ
え
ず
早
急
に
継
承

・
再
構
築
し
う
る
可
能
性
を
も
つ
存
在
は
、
こ
の
方
面
の
軍
事
指
揮
官
で
あ

っ
た
吉
川
氏
以
外
に
見
出
せ
な
か
っ
た
。
．
そ
の
よ
う
な
経
緯
を
見
る
限
り
、

事
実
と
し
て
の
吉
川
氏
の
権
限
拡
大
を
、
「
戦
国
期
山
陰
吉
川
領
」
の
到
達

点
と
み
た
り
、
「
吉
川
氏
の
領
国
経
営
」
と
と
ら
え
る
こ
と
は
、
正
確
で
は

な
い
。そ

の
よ
う
な
困
難
な
情
勢
下
に
お
い
て
、
吉
川
氏
が
重
要
な
窓
口
と
な
っ

て
、
因
幡
・
伯
菅
の
中
村
・
吉
岡
・
田
公
・
山
田
と
い
っ
た
各
国
衆
を
、
現

実
に
毛
利
氏
方
と
し
て
確
保
し
て
い
た
と
い
う
事
実
こ
そ
、
毛
利
氏
領
国
に

お
け
る
吉
川
氏
の
役
割
の
大
き
さ
を
裏
づ
け
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
を
さ
ら

に
、
因
幡
・
伯
者
両
国
の
領
域
的
支
配
の
深
化
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
は
、

容
易
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
山
陰
地
域
で
は
あ
っ
て
も
、
出

雲
・
石
見
両
国
と
因
幡
・
伯
香
南
国
で
は
、
時
期
的
に
も
地
域
的
に
も
毛
利

氏
の
直
面
し
た
政
治
情
勢
・
軍
事
情
勢
が
全
く
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、

毛
利
氏
の
領
国
支
配
を
規
定
す
る
条
件
の
地
域
差
を
、
正
確
に
位
置
づ
け
る

こ
と
が
、
何
よ
り
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。



補
論
　
「
山
田
出
雲
守
」
考

．
は
じ
め
に

近
世
の
毛
利
家
と
吉
川
家
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
山
田
氏
と
い
う
家
臣
が
存
在

７し
て
い
た
。
以
下
、
萩
山
田
家
と
岩
国
山
田
家
と
略
称
す
る
哲

萩
山
田
家
の
伝
来
文
書
は
、
「
開
聞
録
」
巻
３
・

１
（
山
田
吉
兵
衛
）
・
「
譜
録
」

（
山
田
五
左
衛
門
直
賢
）
に
収
録
さ
れ
、
現
在
は
そ
れ
ら
の
原
本
が
、
「
山

田
家
文
書
」
と
し
て
山
口
県
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

岩
国
山
田
家
の
伝
来
文
書
は
、
い
ず
れ
も
原
本
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

「
藩
中
諸
家
古
文
書
纂
」
巻
１
０
（
山
田
平
次
右
衛
門
）
と
「
山
田
家
古
文
書
」

巻
一
～
七
に
、
写
文
書
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
前
者
に
は
後
者
に
な
い
文

書
が
十
六
通
収
め
ら
れ
、
逆
に
前
者
に
は
後
者
の
巻
七
収
載
文
書
が
含
ま
れ

て
い
な
い
が
、
多
く
の
文
書
は
重
複
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
岩
国
徴
古
館
所

蔵
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
文
書
群
は
、
元
亀
～
天
正
年
間
を
中
心
に
、
伯
者
・
因
幡

方
面
の
毛
利
氏
方
と
し
て
活
動
し
た
「
山
田
出
雲
守
」
宛
の
文
書
を
多
数
伝

来
し
て
い
る
。
二
つ
の
文
書
群
相
互
に
は
、
写
な
ど
に
お
い
て
重
複
す
る
文

書
は
存
在
し
な
い
。
岩
国
山
田
家
の
文
書
に
現
れ
る
「
山
田
出
雲
守
」
は
、

当
時
の
文
書
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
重
直
」
と
い
う
実
名
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
萩
山
田
家
の
文
書
に
現
れ
る
「
山
田
出
雲
守
」

は
、
「
閥
閲
録
」
の
系
譜
に
従
っ
て
「
重
正
」
と
い
う
実
名
で
あ
っ
た
と
さ

れ
た
り
、
ま
た
こ
れ
ら
の
「
山
田
出
雲
守
」
は
同
一
人
物
「
重
直
」
で
あ
る

と
さ
れ
た
り
し
て
い
る
㌘

こ
こ
で
は
、
因
幡
・
伯
菅
戦
国
時
代
史
の
希
有
な
基
本
史
料
で
あ
る
両
山

田
家
文
書
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
現
段
階
に
お
け
る
整
理
を
試
み
た
い
。

－
萩
山
田
家
と
岩
国
山
田
家

萩
山
田
家
の
出
自
は
不
明
で
あ
る
㌘
初
見
は
、
天
文
二
十
三
年
六
月
十

一
日
の
毛
利
元
就
・
隆
元
連
署
感
状
（
「
山
田
家
文
書
」
＝
「
開
聞
録
」
巻

３
１
（
山
田
吉
兵
衛
）
　
１
）
に
お
い
て
、
安
芸
国
佐
西
郡
蔵
重
囲
屋
（
広
島
市

佐
伯
区
五
日
市
）
合
戦
の
戦
功
を
質
さ
れ
た
、
「
山
田
民
部
丞
」
で
あ
る
。

民
部
丞
は
、
「
閥
閲
録
」
　
の
系
譜
に
従
っ
て
「
満
重
」
と
い
う
実
名
で
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
次
史
料
で
は
確
認
で
き
な
．
い
。
同
年
十
一
月
二
日

に
は
安
芸
国
大
田
川
下
流
域
の
北
庄
・
温
科
・
温
井
の
田
島
六
町
余
を
、
弘

治
四
年
閏
六
月
四
日
に
は
周
防
国
佐
波
郡
富
海
保
内
二
町
三
段
分
を
、
永
禄

九
年
五
月
十
七
日
に
は
周
防
国
山
代
郷
符
谷
の
内
三
十
貫
足
を
、
い
ず
れ
も

毛
利
元
就
か
ら
宛
行
わ
れ
て
い
る
（
同
上
５
６
・
５
７
・
聖
。
従
っ
て
民
部
丞

は
、
毛
利
氏
本
宗
家
家
臣
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
元
就
直
属
の
家
臣
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
所
領
規
模
か
ら
み
て
も
地
位
が
高
い
と
は
言
い
難
く
、

元
就
へ
の
帰
属
性
が
強
い
中
級
家
臣
と
推
測
さ
れ
る
。
民
部
丞
は
、
少
な
く

と
も
永
禄
元
年
以
降
、
毛
利
氏
中
枢
の
使
者
と
し
て
対
大
友
氏
戦
争
の
最
前

線
に
派
遣
さ
れ
、
赤
間
関
か
ら
九
州
北
部
方
面
に
お
け
る
大
友
方
勢
力
切
り

崩
し
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
、
永
禄
六
年
七
月
頃
か
ら
、
対
尼
子
氏
戦

争
の
最
前
線
で
あ
る
伯
者
国
西
部
に
派
遣
さ
れ
た
。
交
渉
能
力
・
戦
術
と
も

に
優
れ
、
元
就
か
ら
の
信
頼
度
も
き
わ
め
て
高
い
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
永
禄
十
年
と
推
定
さ
れ
る
三
月
十
四
日
吉
川
元
春
書
状
（
同
上
㌘

を
最
後
に
、
民
部
丞
関
係
史
料
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
岩
国
山
田
家
は
、
「
山
田
家
古
文
書
」
巻
五
に
残
さ
れ

た
天
文
年
間
の
山
名
氏
・
因
幡
武
田
氏
発
給
文
書
の
存
在
な
ど
に
よ
っ
て
、

伯
香
国
久
米
郡
山
田
荘
（
山
田
別
宮
・
山
田
八
幡
領
）
を
名
字
の
地
と
す
る

一
族
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
現
在
は
遺
構
を
確
認
で
き
な
い
が
、
堤
城

跡
（
東
伯
郡
北
条
町
島
）
が
山
田
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

山
田
平
三
左
衛
門
尉
（
「
重
直
」
と
考
え
ら
れ
る
）
は
、
毛
利
元
就
か
ら
「
八
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幡
領
五
百
石
地
」
「
福
王
寺
五
十
石
」
を
安
堵
さ
れ
（
「
山
田
家
古
文
書
」

巻
三
）
、
永
禄
九
年
正
月
二
十
五
日
に
「
出
雲
守
」
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
（
「
藩

中
諸
家
古
文
書
纂
」
十
）
、
毛
利
氏
に
よ
る
出
雲
国
侵
攻
当
初
か
ら
、
毛
利

氏
と
結
び
付
い
て
活
動
し
た
存
在
で
あ
る
。
天
正
年
間
初
頭
頃
の
山
田
重
直

は
、
南
条
氏
の
家
臣
と
し
て
活
動
す
る
が
、
首
尾
一
貫
し
て
毛
利
氏
方
に
与

し
た
。
南
条
氏
に
よ
る
毛
利
氏
か
ら
の
離
反
後
、
天
正
八
年
七
月
八
日
に
吉

川
元
春
よ
り
宛
行
わ
れ
た
権
益
は
、
南
条
氏
領
を
含
め
た
伯
菅
国
東
部
一
帯

二
千
石
に
の
ぼ
り
（
「
山
田
家
古
文
書
」
巻
四
）
、
当
該
地
域
の
土
着
勢
力

で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
天
正
十
一
年
の
豊
臣
政
権
に

よ
る
南
条
氏
の
復
帰
、
天
正
十
三
年
の
豊
臣
・
毛
利
領
土
境
界
画
定
に
と
も

な
っ
て
、
伯
菅
国
東
半
に
所
在
し
た
山
田
氏
の
本
領
や
広
大
な
給
地
は
す
べ

て
失
わ
れ
、
天
正
十
九
年
十
一
月
十
五
日
、
出
雲
国
楯
縫
郡
内
の
宍
道
氏
旧

０

領
百
三
十
三
石
余
を
毛
利
氏
か
ら
打
ち
渡
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
ご
「
山

田
家
古
文
書
」
巻
一
）
。

問
題
と
な
る
の
は
、
萩
山
田
家
の
文
書
に
現
れ
る
、
元
亀
・
天
正
年
間
の

文
書
の
宛
名
が
「
山
田
出
雲
守
」
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
、
こ
の
時
期
前
後
に
お
い
て
、
萩
山
田
家
の
文
書

に
現
れ
る
「
山
田
出
雲
守
」
と
、
岩
国
山
田
家
の
文
書
に
現
れ
る
「
山
田
出

雲
守
」
に
つ
い
て
、
そ
の
動
向
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
以
下
、
煩
雑
と
な

る
の
で
前
者
を
「
山
田
出
雲
守
Ａ
」
、
後
者
を
「
山
田
出
雲
守
Ｂ
」
と
表
記

す
る
。

二
　
「
山
田
出
雲
守
」
の
立
場
と
動
向

元
亀
二
年
当
時
、
「
山
田
出
雲
守
Ａ
」
が
、
毛
利
氏
家
臣
の
小
寺
元
武
と

同
じ
場
所
に
い
て
、
同
じ
軍
事
行
動
を
担
っ
て
い
た
こ
と
は
、
同
年
八
月
二

十
七
日
付
け
で
両
名
そ
れ
ぞ
れ
に
宛
て
て
発
給
さ
れ
た
、
ほ
ぼ
同
文
の
吉
川

元
奉
書
状
（
「
山
田
家
文
書
」

「
開
聞
録
」
巻
３
１
（
山
田
吉
兵
衛
）
　
ほ
、

同
巻
４
６
（
小
寺
忠
右
衛
門
）
購
）
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
書

状
に
は
、
い
ず
れ
も
「
去
年
以
来
伯
州
在
国
候
て
、
長
々
御
辛
労
申
も
疎
候
、

殊
今
度
八
橋
之
儀
、
以
勇
気
遣
被
引
成
候
、
誠
祝
着
之
至
侯
」
と
あ
っ
て
、

伯
者
国
に
お
い
て
最
後
ま
で
尼
子
勝
久
方
の
手
に
あ
っ
た
八
橋
城
を
、
二
人

の
調
略
に
よ
っ
て
開
城
さ
せ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
天
正
二
年
閏
十
一
月
十

六
日
の
山
田
出
雲
守
宛
て
吉
川
元
奉
書
状
（
「
山
田
家
文
書
」
＝
「
閥
閲
録
」

巻
３
１
（
山
田
吉
兵
衛
）
空
に
よ
れ
ば
、
「
御
方
之
儀
、
従
九
州
陣
御
上
以

来
、
至
伯
州
羽
衣
石
、
小
寺
同
前
二
被
差
篭
、
数
年
有
気
遣
、
辛
労
之
段
更

無
申
計
候
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
、
小
寺
元
武
と
「
山
田
出
雲
守

Ａ
」
は
、
基
本
的
に
は
南
条
氏
居
城
の
羽
衣
石
城
内
に
在
番
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

こ
の
「
山
田
出
雲
守
Ａ
」
が
、
伯
者
に
派
遣
さ
れ
た
時
期
や
経
緯
に
つ
い

て
み
て
み
る
と
、
前
掲
史
料
に
「
去
年
以
来
伯
州
在
国
」
「
従
九
州
御
陣
御

上
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
亀
元
年
に
、
毛
利
氏
が
対
大
友
氏
戦
争
か
ら
撤

退
を
完
了
し
、
尼
子
勝
久
勢
力
の
一
掃
を
図
る
た
め
、
九
州
か
ら
派
遣
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
元
亀
元
年
と
推
測
さ
れ
る
四
月
九
日
付
け
山
田
出

雲
守
宛
て
吉
川
元
春
・
小
早
川
隆
景
連
署
書
状
（
「
山
田
家
文
書
」
＝
「
開

聞
録
」
巻
３
１
（
山
田
吉
兵
衛
）
１

０
）
に
よ
れ
ば
、
「
今
度
其
方
事
宗
勝
子
相

副
、
伯
州
表
差
上
侯
」
と
あ
る
の
で
、
南
条
宗
勝
と
同
道
し
て
伯
者
へ
入
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
「
山
田
出
雲
守
Ａ
」
は
、
因
幡
国
大
坪
一
之
の
石
見
国
河
本
下

向
と
因
幡
国
帰
国
に
同
道
を
命
じ
ら
れ
、
引
き
続
い
て
鳥
取
城
の
西
正
面
に

位
置
す
る
徳
吉
城
に
「
検
使
」
と
し
て
在
番
を
命
じ
ら
れ
る
（
「
山
田
家
文

書
」
＝
「
開
聞
録
」
巻
３

１
（
山
田
吉
兵
衛
）
曇
が
、
こ
れ
は
天
正
三
年
と

考
え
ら
れ
る
。
「
山
田
出
雲
守
Ａ
」
は
、
伯
者
国
の
み
な
ら
ず
、
因
幡
国
に

お
け
る
尼
子
氏
掃
討
戦
に
お
い
て
も
最
前
線
に
位
置
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
。

６５



と
こ
ろ
が
、
同
じ
　
「
山
田
出
雲
守
」
　
で
あ
っ
て
も
、
岩
国
山
田
家
の
文
書

に
現
れ
る
　
「
山
田
出
雲
守
Ｂ
」
　
は
、
以
上
の
　
「
山
田
出
雲
守
Ａ
」
と
は
、
微

妙
に
異
な
る
動
向
を
示
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
元
亀
二
年
の
七
月
九
日
付
け
吉
川
元
奉
書
状
　
（
「
山
田
家
古
文

書
」
　
巻
一
）
　
に
よ
れ
ば
、
「
対
小
佐
御
状
披
見
候
、
御
書
中
之
趣
尤
候
、
（
中

略
）
　
芸
州
へ
も
具
可
申
開
候
、
当
国
之
儀
新
山
能
程
可
為
一
着
候
間
、
左
候

者
其
表
之
儀
も
勿
論
可
為
静
諸
侯
　
（
中
略
）
　
誠
去
々
年
之
儀
ハ
御
方
頓
御
下

候
而
、
羽
衣
石
之
事
被
持
抜
、
種
々
御
行
付
而
、
於
干
今
如
此
某
許
被
任
存

分
由
」
　
と
あ
る
。
「
山
田
出
雲
守
Ｂ
」
　
は
、
小
寺
元
武
を
窓
口
と
し
て
毛
利

氏
に
　
（
具
体
的
に
は
吉
川
氏
を
介
し
て
）
　
訴
え
た
の
で
あ
り
、
小
寺
氏
と
同

等
な
立
場
で
在
番
し
て
い
た
　
「
山
田
出
雲
守
Ａ
」
　
と
は
、
立
場
が
異
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
山
田
出
雲
守
Ｂ
」
　
は
、
「
去
々
年
」

す
な
わ
ち
永
禄
十
二
年
に
伯
者
国
羽
衣
石
城
に
入
り
、
こ
れ
を
　
「
持
抜
」
　
い

た
こ
と
で
あ
る
。
元
亀
三
年
の
閏
正
月
二
十
二
日
付
け
毛
利
輝
元
書
状
（
「
山

田
家
古
文
書
」
　
巻
三
）
　
に
よ
れ
ば
、
「
九
州
表
宗
勝
同
前
御
辛
労
之
儀
者
不

及
申
、
上
国
候
て
其
表
無
緩
御
短
息
之
故
、
早
速
静
誼
候
事
大
慶
侯
、
殊
去

年
八
橋
在
番
之
儀
元
春
被
申
候
処
、
干
今
被
相
届
候
　
（
中
略
）
　
猶
小
寺
佐
渡

守
可
申
候
」
　
と
あ
る
の
で
、
永
禄
十
二
年
の
伯
者
国
へ
の
派
遣
は
、
対
大
友

氏
戦
争
か
ら
対
尼
子
勝
久
戦
争
へ
の
転
陣
で
あ
っ
た
こ
と
、
九
州
陣
に
お
い

て
は
南
条
宗
勝
と
同
陣
で
あ
っ
た
こ
と
、
元
亀
二
年
八
月
に
開
城
し
た
八
橋

城
の
在
番
を
命
じ
ら
れ
、
こ
の
時
点
ま
で
引
き
続
き
在
香
し
て
い
る
こ
と
、

が
知
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
「
山
田
出
雲
守
Ｂ
」
　
は
、
天
正
三
年
十
月
十
四
日
の
南
条
氏
家

臣
連
署
起
請
文
　
（
「
吉
川
家
文
書
」
　
六
一
四
）
　
に
血
判
署
判
、
天
正
四
年
七

月
に
は
織
田
方
へ
内
通
し
た
と
さ
れ
る
南
条
氏
家
臣
福
山
氏
を
討
ち
　
（
「
山

田
家
古
文
書
」
巻
二
・
三
・
六
）
、
同
年
十
月
十
六
日
南
条
氏
家
臣
連
署
起

請
文
　
（
「
開
聞
録
」
　
巻
４
６
　
（
小
寺
忠
右
衛
門
）
　
４
９
）
　
に
名
を
連
ね
、
天
正
七 年

五
月
十
一
日
南
条
氏
家
臣
連
署
副
状
　
（
「
中
津
村
区
有
文
書
」
　
『
鳥
取
県

史
　
中
世
』
皿
）
に
署
判
し
て
い
る
の
で
、
南
条
氏
家
臣
と
し
て
、
ほ
ぼ
一

貫
し
て
羽
衣
石
城
も
し
く
は
そ
の
近
辺
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
正
七
年

九
月
一
日
、
毛
利
氏
か
ら
離
反
し
た
南
条
元
続
は
、
「
山
田
出
雲
守
Ｂ
」
　
の

「
宅
所
」
　
を
襲
撃
し
、
「
山
田
出
雲
守
Ｂ
」
　
は
、
か
ろ
う
じ
て
切
り
抜
け
因

幡
国
鹿
野
城
へ
逃
れ
た
　
（
「
山
田
家
古
文
書
」
　
巻
三
）
。
以
後
、
「
山
田
出
雲

守
Ｂ
」
　
は
、
羽
衣
石
城
攻
略
を
目
指
す
毛
利
氏
方
の
最
前
線
に
位
置
し
て
、

南
条
氏
攻
撃
の
重
要
な
一
翼
を
担
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
「
山
田
出
雲
守
Ａ
」
　
と
　
「
山
田
出
雲
守
Ｂ
」
　
の
動
向
は
明

ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
が
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
か
な
り
近
接
し
た
場
所
や

状
況
下
に
あ
り
、
実
際
に
は
見
分
け
る
こ
と
の
容
易
で
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

例
え
ば
、
元
亀
二
年
五
月
の
因
幡
国
荒
神
山
城
（
羽
衣
石
城
か
ら
東
約
一
〇

加
に
位
置
す
る
因
伯
国
境
の
城
）
　
の
攻
撃
に
際
し
て
は
、
同
十
六
日
付
け
の

元
春
感
状
が
、
「
山
田
出
雲
守
Ａ
」
宛
て
の
も
の
　
（
「
山
田
家
文
書
」
＝
「
開

聞
録
」
巻
３
１
　
（
山
田
吉
兵
衛
）
　
‖
、
文
言
は
　
「
今
度
荒
神
山
落
去
之
時
、
於

退
。
敵
一
人
被
討
取
之
由
候
」
）
　
と
、
「
山
田
出
雲
守
Ｂ
」
　
の
子
息
の
　
「
山

田
又
五
郎
」
宛
て
の
も
の
　
（
「
山
田
家
古
文
書
」
巻
二
、
文
言
は
　
「
今
度
荒

神
山
落
去
之
時
、
於
退
口
山
崎
十
兵
衛
尉
被
討
取
之
由
候
」
）
　
の
、
二
通
存

在
す
る
。
こ
の
合
戦
に
　
「
山
田
出
雲
守
Ｂ
」
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
、
前

日
五
月
十
五
日
付
け
吉
川
元
春
書
状
　
（
「
山
田
家
古
文
書
」
巻
二
）
　
に
よ
っ

て
明
ら
か
で
あ
る
。
別
人
と
考
え
る
に
は
、
余
り
に
動
向
が
近
接
し
す
ぎ
て

い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
点
を
も
う
少
し
別
の
角
度
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

６６

三
　
山
田
方
宗
と
山
田
圭
直

「
山
田
出
雲
守
Ａ
」
　
と
　
「
山
田
出
雲
守
Ｂ
」
　
が
別
人
で
あ
る
か
ど
う
か
を

定
め
る
際
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
次
の
史
料
で
あ
る
。



吉
川
元
春
書
状
写
　
（
「
山
田
家
古
文
書
」
巻
一
）

先
度
於
岩
倉
合
戦
之
時
、
敵
宗
徒
之
者
三
人
御
方
御
人
数
被
討
捕
之
由
候
、

毎
事
御
心
懸
御
馳
走
無
比
類
候
、
裏
御
粉
骨
之
至
候
、
殊
頃
者
淀
山
口
□
被

仰
付
候
哉
、
御
方
御
篭
之
由
、
御
辛
労
候
、
□
□
之
儀
者
、
不
能
申
候
、
併

（
小
寺
元
武
）

芸
州
御
馳
走
侯
、
猶
小
佐
・
山
出
迄
申
上
せ
候
之
間
、
可
有
演
説
候
、
恐
々

謹
言
、

五
月
八
日

（
垂
直
）

山
田
出
雲
守
殿
御
宿
所

元
春
　
花
押

こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
宛
先
の
　
「
山
田
出
雲
守
Ｂ
」
　
の
戦
功
を
賞
す
る
元

春
の
意
を
伝
達
す
る
役
割
を
担
っ
た
人
物
が
　
「
小
佐
（
＝
小
寺
元
武
）
」
と

「
山
出
」
　
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
文
中
の
　
「
山
出
」
が
、

宛
先
の
　
「
山
田
出
雲
守
Ｂ
」
と
別
人
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

元
亀
年
間
の
　
「
山
田
出
雲
守
Ａ
」
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
小
寺
元
武
と
と

も
に
活
動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
書
状
に
現
れ
る
「
山

出
」
　
は
、
「
山
田
出
雲
守
Ａ
」
　
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
こ
の
史

料
は
、
当
該
期
の
伯
者
国
内
に
、
二
人
の
　
「
山
田
出
雲
守
」
が
存
在
し
た
こ

と
を
裏
づ
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

前
出
の
、
元
亀
二
年
五
月
荒
神
山
合
戦
に
つ
い
て
も
、
五
月
十
五
日
付
け

「
山
田
出
雲
守
Ｂ
」
宛
て
吉
川
元
春
書
状
（
「
山
田
家
古
文
書
」
巻
二
）
に
、

「
要
害
被
仕
取
候
事
、
太
利
迄
候
、
数
人
被
討
呆
候
条
、
可
然
候
、
殊
御
方

息
又
五
郎
□
□
。
敵
四
兵
衛
と
申
者
被
討
捕
之
由
候
、
御
心
懸
無
比
類
候
、

其
外
御
方
手
へ
頚
四
ツ
ロ
ロ
ロ
被
討
捕
之
由
候
、
御
粉
骨
之
至
候
」
と
あ
る

よ
う
に
、
岩
国
山
田
家
に
「
山
田
又
五
郎
」
宛
て
の
感
状
し
か
残
ら
な
か
っ

た
の
は
、
「
山
田
出
雲
守
Ｂ
」
　
は
、
攻
城
戦
の
指
揮
官
と
し
て
大
き
な
功
績

を
挙
げ
た
の
で
あ
っ
て
、
自
身
が
頸
を
討
ち
捕
っ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
「
山
田
出
雲
守
Ａ
」
が
、
「
山
由
又
五
郎
」

と
同
様
に
、
敵
一
人
の
首
級
を
挙
げ
て
感
状
を
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
は
、

こ
の
攻
城
戦
に
二
人
の
　
「
山
田
出
雲
守
」
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
む
し
ろ

裏
づ
け
る
事
実
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
天
正
十
年
霜
月
十
六
日
河
野
春
頼
・
山
田
方
宗
達
著
書
状

（
「
方
見
神
社
神
主
池
本
正
穎
需
卿
所
蔵
文
書
」
『
鳥
取
県
史
　
中
世
』
七
六

六
頁
図
版
）
に
よ
れ
ば
、
「
八
橋
普
請
」
を
免
除
す
る
「
先
奉
書
」
を
追
認

し
た
二
名
の
人
物
の
一
人
が
、
「
山
田
出
雲
守
方
宗
」
と
署
判
し
て
い
る
。

河
野
春
頼
は
未
詳
で
あ
る
が
、
「
春
」
の
字
は
吉
川
元
春
の
偏
譲
と
思
わ
れ
、

同
年
に
南
条
氏
の
居
城
羽
衣
石
城
が
落
城
し
た
直
後
に
、
毛
利
氏
配
下
の
在

番
衆
が
発
給
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

岩
国
山
田
家
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
天
正
十
年
の
六
月
十
二
日
段
階
で
は
、

「
山
田
出
雲
守
Ｂ
」
の
実
名
は
「
重
直
」
で
あ
っ
た
出
。
ま
た
、
「
方
宗
」

の
花
押
は
、
天
正
七
年
五
月
十
一
日
南
条
信
正
他
四
名
連
署
副
状
（
「
三
朝

町
中
津
区
有
文
書
」
『
鳥
取
県
史
　
中
世
』
七
五
五
頁
図
版
）
　
に
据
え
ら
れ

た
「
出
雲
守
重
直
」
　
の
花
押
と
、
全
く
異
な
る
形
状
の
も
の
で
あ
る
。
重
直

は
、
天
正
十
一
年
六
月
に
子
息
の
　
「
山
田
次
郎
五
郎
」
に
所
々
知
行
分
を
譲

つ
ー

与
し
、
そ
れ
を
吉
川
氏
か
ら
承
認
さ
れ
て
い
る
“
の
で
、
そ
の
前
年
に
「
山

田
出
雲
守
重
直
」
か
ら
「
山
田
出
雲
守
方
宗
」
　
へ
家
督
の
移
動
が
あ
っ
た
と

は
考
え
ら
れ
ず
、
「
重
直
」
と
　
「
方
宗
」
が
同
一
人
物
と
す
る
な
ら
ば
、
実

名
と
花
押
を
と
も
に
改
変
し
た
可
能
性
を
探
る
し
か
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
　
「
方
宗
」
と
い
う
実
名
は
、
改
名
の
理
由
を
推
測
し
が
た

い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
実
名
は
、
む
し
ろ
、
萩
山
田
家
の
文
書
に
現
れ
る
山

田
元
宗
（
与
十
郎
・
吉
兵
衛
）
　
の
実
名
と
相
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

山
田
元
宗
は
、
天
正
四
年
正
月
九
日
に
毛
利
輝
元
に
よ
る
加
冠
、
天
正
十

年
正
月
九
日
に
は
輝
元
の
偏
詩
を
受
け
、
天
正
十
三
年
十
月
二
十
八
日
に
か

つ
て
山
田
民
部
丞
が
元
就
か
ら
宛
行
わ
れ
た
権
益
（
「
佐
東
・
山
城
・
富
海

６７



三
ケ
所
、
合
而
五
十
石
」
）
　
を
輝
元
か
ら
安
堵
さ
れ
て
い
る
（
「
山
田
家
文

書
」
＝
「
閥
閲
録
」
巻
３
１
　
（
山
田
吉
兵
衛
）
　
７
９
・
８
０
・
６
７
）
。
元
宗
は
、
そ

の
後
、
毛
利
氏
に
よ
る
文
禄
再
検
に
あ
た
り
、
国
司
元
武
・
少
林
寺
と
と
も

に
検
地
奉
行
を
務
め
た
こ
と
で
、
と
り
わ
け
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、

毛
利
氏
公
領
の
安
芸
国
己
斐
代
官
を
務
め
る
な
ど
　
（
同
上
７
８
）
、
実
務
官
僚

と
し
て
優
れ
た
手
腕
を
発
揮
し
た
人
物
で
あ
る
。

さ
ら
に
推
測
す
る
な
ら
ば
、
「
方
宗
」
　
は
、
毛
利
氏
直
属
水
軍
の
将
で
、

毛
利
元
就
直
臣
の
、
児
玉
就
方
の
実
名
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
山
田

民
部
丞
が
早
い
時
期
か
ら
児
玉
就
方
に
従
っ
て
、
水
軍
の
一
翼
を
担
う
存
在

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
弘
治
二
年
の
四
月
二
十
七
日
に
周
防
国
宝
津
に
お
け
る

警
固
衆
の
戦
功
を
賞
し
た
就
方
宛
て
毛
利
元
就
書
状
（
同
上
１
６
）
が
、
萩
山

田
家
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
そ
も
そ
も
厳
島
合
戦
や
、
九

州
北
部
方
面
、
伯
者
・
因
幡
方
面
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
政
治
的
・

軍
事
的
役
割
を
果
た
し
た
山
田
民
部
丞
の
動
向
を
勘
案
す
れ
ば
、
水
上
勢
力

等
と
し
て
広
範
な
活
動
を
支
え
る
基
盤
を
有
す
る
存
在
で
あ
っ
た
可
能
性
は

高
い
。
山
田
氏
が
、
児
玉
就
方
の
偏
詩
を
受
け
る
こ
と
は
、
十
分
想
定
可
能

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
点
は
、
「
山
田
出
雲
守
方
宗
」
　
こ
そ
が
、
「
山
田
出
雲
守
Ａ
」
　
に

相
当
す
る
人
物
で
あ
り
、
し
か
も
「
山
田
出
雲
守
重
直
」
と
は
別
人
で
あ
る

こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。

「
山
田
民
部
丞
」
宛
て
文
書
は
永
禄
十
年
以
降
突
如
と
し
て
見
ら
れ
な
く

な
る
が
、
民
部
丞
が
永
禄
九
年
に
杉
原
盛
重
を
介
し
て
毛
利
氏
・
吉
川
氏
か

ら
宛
行
わ
れ
た
伯
者
国
相
見
郡
榎
原
中
馬
場
分
二
十
玉
石
（
「
山
田
家
文
書
」

＝
「
閥
閲
録
」
巻
３
１
　
（
山
田
吉
兵
衛
）
　
６
９
）
　
は
、
元
亀
二
年
頃
に
毛
利
氏
か

ら
、
天
正
十
六
～
十
九
年
の
間
に
吉
川
広
家
か
ら
、
い
ず
れ
も
「
山
田
出
雲

守
Ａ
」
が
安
堵
さ
れ
（
同
６
３
・
６
４
）
、
天
正
十
九
年
十
一
月
十
日
に
は
、
惣

国
検
地
後
の
同
じ
権
益
と
思
わ
れ
る
榎
原
三
十
六
石
余
が
吉
川
氏
か
ら
山
田

元
宗
に
安
堵
さ
れ
て
い
る
　
（
「
山
田
家
文
書
」
）
。
山
田
元
宗
は
、
山
田
方
宗

の
後
継
者
と
考
え
ら
れ
、
天
正
十
三
年
に
元
宗
が
家
督
を
相
承
し
た
後
も
、

伯
者
国
榎
原
の
内
の
権
益
の
み
は
し
ば
ら
く
方
宗
が
保
持
し
、
天
正
十
九
年

に
至
る
ま
で
の
間
に
元
宗
へ
相
続
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

毛
利
氏
・
吉
川
氏
が
伯
者
国
榎
原
の
権
益
を
安
堵
し
た
文
言
の
中
に
は
、

「
山
田
民
部
丞
」
が
　
「
山
田
出
雲
守
Ａ
」
と
別
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
よ
う

な
徴
証
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
天
正
年
間
前
半
の
「
山
田
出
雲
守
Ａ
」
は
、

つ
Ｊ

す
で
に
吉
川
元
春
か
ら
　
「
老
足
Ｊ
　
と
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
年
齢
的
に
み
て

も
山
田
民
部
丞
と
世
代
も
近
い
可
能
性
が
あ
り
、
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性

も
十
分
想
定
で
き
る
。
た
だ
し
、
史
料
の
制
約
に
よ
り
、
「
山
田
出
雲
守
Ａ
」

が
各
時
期
を
通
じ
て
「
方
宗
」
を
名
乗
る
人
物
で
あ
っ
た
と
断
定
は
で
き
ず
、

ま
た
　
「
山
田
民
部
丞
」
　
と
同
一
人
物
で
あ
っ
た
と
断
定
も
で
き
な
い
の
で
、

「
山
田
民
部
丞
」
や
史
料
に
現
れ
る
全
て
の
　
「
山
田
出
雲
守
Ａ
」
　
の
実
名
が

「
方
宗
」
　
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
判
断
を
留
保
し
て
お
き
た
い
。

６８

お
わ
り
　
に

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
元
亀
・
天
正
年
間
の
伯
菅
・
因
幡
方
面
の
毛
利
氏

配
下
に
、
二
人
の
　
「
山
田
出
雲
守
」
　
が
存
在
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
萩
山
田
家
の
文
書
と
、
岩
国
山
田
家
の
文
書
は
、
全
く
別
の

家
の
伝
来
文
書
と
位
置
づ
け
て
よ
い
こ
と
が
、
確
認
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
家
が
、
系
譜
的
に
全
く
無
関
係
で
あ
る
こ

と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
戦
国
期
の
両
山
田
家
に
つ
い
て
は
、
基
盤
・

性
格
・
立
場
と
も
に
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
系
譜
関
係
が
問
題
と
さ
れ
る

べ
き
必
要
性
は
乏
し
い
。

も
ち
ろ
ん
、
本
稿
の
考
察
は
、
両
家
に
伝
来
し
た
文
書
に
現
れ
た
同
名
の

人
物
を
、
便
宜
的
に
伝
来
し
た
家
に
よ
っ
て
区
別
し
た
上
で
、
家
の
基
本
的

性
格
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
、
二
人
の
人
物
が
存
在
し
た
こ
と
を
確
認
し
た



の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
個
々
の
史
料
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
両
家
間
に
文

書
の
移
動
が
全
く
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
な
ら
ば
、
享
保
年
間
に
成
立
の
「
開
聞

録
」
巻
３
１
は
、
現
在
の
「
山
田
家
文
書
」
の
配
列
と
の
相
似
性
が
高
く
、
「
語

録
」
（
山
田
直
賢
）
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
「
山
田
家
文
書
」
は
、
基

本
的
に
は
、
「
開
聞
録
」
編
纂
時
点
の
姿
を
保
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
仮
に
萩
山
田
家
と
岩
国
山
田
家
の
間
に
文
書
の
移
動
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
十
七
世
紀
以
前
の
き
わ
め
て
早
い
時
期
に
完
了
し
て
い
た
と

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
冒
頭
に
も
述

べ
た
よ
う
に
、
萩
山
田
家
と
岩
国
山
田
家
伝
来
の
文
書
に
、
写
を
含
め
て
重

複
す
る
も
の
が
全
く
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
文
書
移
動
の
痕
跡
を
と
ど
め
て

い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

も
と
も
と
毛
利
元
就
家
臣
で
あ
っ
た
萩
山
田
氏
が
、
そ
の
ま
ま
毛
利
本
藩

の
家
臣
と
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
伯
菅
の
国
衆
で
あ
っ
た
山
田
氏
は
岩
国
吉

川
氏
の
家
臣
と
な
っ
た
。
こ
の
両
家
間
に
お
い
て
は
、
伯
者
国
在
国
時
、
ま

た
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
も
、
文
書
の
移
動
を
生
じ
る
よ
う
な
契
機
を
想
定
す

る
こ
と
は
難
し
い
し
、
そ
の
痕
跡
も
見
い
だ
せ
な
い
。
残
さ
れ
た
両
家
伝
来

文
書
は
、
い
ず
れ
も
両
家
が
戦
国
期
以
来
そ
れ
ぞ
れ
相
伝
し
た
文
書
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
（
た
だ
し
、
「
山
田
家
文
書
」
所
収
の
他
家
文
書
は
除
く
）

と
い
う
の
が
、
現
時
点
に
お
け
る
結
論
で
あ
る
。

註（
ｌ
）
　
舘
鼻
誠
「
戦
国
期
山
陰
吉
川
領
の
成
立
と
構
造
」
（
『
史
苑
』
第
四
六
巻
第
一
・

二
号
、
一
九
八
七
年
）
。

（
２
）
　
日
置
粂
左
ヱ
門
「
天
正
十
年
高
松
講
和
前
後
の
因
伯
」
（
『
古
文
書
研
究
』
七
・

八
、
一
九
七
五
年
）
。

（
３
）
本
稿
は
、
因
幡
・
伯
香
両
国
の
政
治
過
程
を
詳
細
に
復
元
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
な
い
た
め
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
も
批
判
・
修
正
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
部

分
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
本

研
究
が
、
実
際
に
は
本
稿
に
お
い
て
引
用
し
た
先
行
研
究
に
大
き
く
依
拠
し
て
い
る

こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

（
４
）
小
坂
博
之
『
山
名
豊
国
』
（
一
九
七
三
年
）
九
五
頁
。

（
５
）
日
置
粂
左
ヱ
門
「
山
中
鹿
介
と
因
幡
路
」
（
米
原
正
義
編
『
山
中
鹿
介
の
す
べ
て
』

一
九
八
九
年
）
八
八
頁
。
日
置
氏
が
同
書
に
お
い
て
整
理
さ
れ
た
武
田
高
信
死
没
年

に
関
す
る
諸
説
は
、
「
稲
葉
民
談
記
」
の
天
正
六
年
説
、
「
覚
書
草
苅
将
監
」
の
天
正

三
年
説
、
『
萩
藩
閥
閲
録
』
の
元
亀
二
年
説
（
た
だ
し
、
『
萩
藩
閥
閲
録
』
は
実
際
に

は
元
亀
三
年
に
比
定
し
て
い
る
）
、
「
毛
利
家
文
庫
・
湯
原
軍
記
」
の
天
正
二
年
説
で

あ
る
。

（
６
）
高
橋
正
弘
『
因
伯
の
戦
国
城
郭
－
通
史
編
－
』
（
一
九
八
六
年
）
一
四
〇
頁
。

（
７
）
高
橋
正
弘
『
山
陰
戦
国
史
の
諸
問
題
』
（
一
九
九
三
年
）
七
二
頁
。

（
８
）
こ
れ
ら
一
連
の
愁
訴
の
結
果
を
春
綱
に
伝
え
た
五
月
二
十
一
日
天
野
隆
重
書
状

写
（
「
開
聞
録
」
巻
１
１

５
（
湯
原
文
左
衛
門
）
哲
に
、
「
元
秋
申
談
芸
州
江
以
使
者
令

申
候
虞
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
等
に
よ
る
。
こ
れ
は
、
通
常
愁
訴
者
自
身
が
関

係
者
を
訪
ね
て
保
証
を
取
り
付
け
て
い
く
給
地
の
要
求
や
相
論
の
際
の
愁
訴
と
は
異

な
り
、
毛
利
氏
の
加
賀
城
整
備
の
遅
れ
を
抗
議
す
る
内
容
の
訴
え
で
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
い
る
。

（
９
）
加
賀
小
城
へ
の
番
衆
派
遣
を
命
じ
た
二
月
十
三
日
毛
利
氏
輝
元
書
状
写
（
「
閥
閲

録
」
巻
〓
５
蕩
原
文
左
衛
門
）
１

１
３
）
は
、
永
禄
十
三
年
（
＝
元
亀
元
年
）
の
三
月
三

（
春
網
）
（
進
）

日
吉
川
元
春
書
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
１
１

５
（
湯
原
文
左
衛
門
）
空
に
「
御
親
父
右
京
亮
殿

（
元
親
）

・
大
谷
平
三
兵
衛
方
事
、
旦
向
瀬
正
月
廿
日
比
至
赤
穴
被
取
退
此
表
被
出
候
、
只
今

（
出
雲
）

者
湯
ノ
要
害
差
籠
申
、
堅
固
覚
悟
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
戦
況

か
ら
み
て
元
亀
二
年
以
降
で
あ
る
。
た
だ
し
、
元
亀
二
年
の
春
綱
は
満
願
寺
城
在
城

中
で
あ
る
（
「
閥
閲
録
」
巻
１
１
５
（
湯
原
文
左
衛
門
）
１

０
０
）
が
、
当
初
は
子
息
の
元
綱
が

６９



加
賀
に
在
城
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
「
閥
閲
録
」
巻
１
１
５
蕩
原
文
左
衛
門
）
９
）
。

元
亀
四
年
当
時
は
春
綱
・
元
綱
が
共
に
加
賀
に
在
城
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
春
綱
の

「
自
身
在
番
俺
言
」
（
「
閥
閲
録
」
巻
‖
５
（
湯
原
文
左
衛
門
）
空
と
い
う
文
言
は
、

元
締
の
加
賀
在
城
に
つ
い
て
は
免
除
を
求
め
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
１０）
こ
の
結
論
が
従
来
の
諸
説
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
点
に
つ
い
て
「
詳
し
く
述
べ

る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
。
た
だ
、
多
く
の
一
次
史
料
を
示
し
て
論
じ
ら
れ

て
い
る
小
坂
氏
・
高
橋
氏
の
説
に
つ
い
て
は
、
こ
の
五
月
四
日
小
早
川
隆
景
書
状
以

外
に
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
史
料
に
関
し
て
、
位
置
づ
け
を
明
示
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
に
簡
単
に
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

高
橋
氏
が
、
天
正
三
年
九
月
二
十
五
日
ま
で
は
高
信
が
確
実
に
生
存
す
る
と
さ
れ

た
根
拠
は
、
次
の
文
書
で
あ
る
。

小
早
川
隆
土
書
状
（
「
山
田
家
文
書
」
）

自
武
田
又
五
郎
殿
、
為
音
信
預
使
札
候
、
遥
々
之
儀
候
、
能
々
可
被
相
心
得
侯
、
彼

身
体
之
儀
、
従
武
丹
・
西
因
被
申
越
侯
、
承
知
候
、
然
間
、
此
方
内
証
之
通
、
具
此

使
者
申
渡
候
、
分
別
肝
要
候
、
能
々
被
心
得
候
て
可
給
候
、
恐
々
謹
言
、

九
月
廿
五
日
隆
景
（
花
押
）

山
田
出
雲
守
殿
進
之
侯

こ
の
「
武
田
又
五
郎
」
を
「
高
信
」
に
比
定
し
た
根
拠
は
、
八
月
二
十
八
日
小
早

川
隆
景
書
状
（
「
山
田
家
文
書
」
）
に
「
就
愛
許
主
張
、
自
武
田
又
五
郎
殿
、
被
仰
越

候
、
祝
着
候
、
今
度
被
任
本
意
候
、
祝
儀
頓
従
是
可
申
之
虞
、
延
引
候
、
高
信
別
而

申
談
筋
目
候
間
、
彼
安
堵
之
儀
、
本
望
候
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

高
橋
氏
自
身
も
前
掲
著
書
『
山
陰
戦
国
史
の
諸
問
題
』
に
お
い
て
注
目
し
た
よ
う
に
、

「
真
継
文
書
」
（
『
中
世
鋳
物
師
史
料
』
一
七
八
・
一
七
九
号
）
よ
り
、
元
亀
二
年
当

時
の
高
信
が
自
ら
「
刑
部
少
輔
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
、
ま
た
右
の
隆

景
書
状
は
、
高
信
と
毛
利
氏
の
入
魂
な
関
係
を
ふ
ま
え
て
毛
利
氏
か
ら
跡
目
を
安
堵

さ
れ
た
こ
と
を
祝
福
し
た
文
面
と
思
わ
れ
、
い
ず
れ
も
こ
の
時
期
の
「
武
田
又
五
郎
」

が
「
高
信
」
で
は
な
い
こ
と
を
裏
付
け
る
事
実
と
考
え
ら
れ
る
。
高
橋
氏
は
、
高
信

は
元
亀
二
年
以
後
「
又
五
郎
」
に
復
し
た
も
の
と
判
断
し
て
い
る
が
、
当
時
の
通
例

か
ら
み
れ
ば
そ
の
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
従
っ
て
、
但

馬
の
塩
冶
高
清
が
匿
い
毛
利
氏
に
「
御
引
立
」
を
依
頼
し
た
「
武
田
又
五
郎
」
（
「
吉

川
家
文
書
」
一
二
六
一
）
は
、
高
信
で
は
な
く
、
高
信
死
去
後
に
塩
冶
氏
の
許
へ
逃

れ
た
武
田
氏
家
督
の
有
資
格
者
の
一
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
垣
屋
豊
続
は
、

毛
利
氏
に
対
し
て
、
高
信
死
去
後
に
家
督
を
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
「
武
田
助
五
郎
」

が
「
不
慮
」
に
死
去
し
た
際
、
高
信
子
息
の
「
武
田
徳
虎
丸
」
を
武
田
氏
家
督
に
据

え
る
よ
う
要
請
し
た
が
、
「
彼
家
之
儀
、
別
仁
論
手
無
之
」
と
述
べ
て
い
る
。
家
督
を

め
ぐ
る
対
抗
者
が
武
田
家
に
は
も
う
い
な
い
と
い
う
豊
続
の
言
葉
が
事
実
で
あ
れ
ば
、

こ
の
「
武
田
徳
充
丸
」
が
後
に
「
武
田
又
五
郎
」
と
名
乗
っ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き

る
。

吉
川
元
書
書
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
Ｈ

５
（
湯
原
文
左
衛
門
）
３

７
）

因
州
表
之
儀
、
取
々
申
候
哉
、
就
其
示
給
候
、
令
承
知
候
、
武
田
右
衛
門
方
事
、
内

（
山
名
）

々
京
儀
取
操
歴
然
之
由
候
て
、
豊
国
生
涯
被
申
付
之
由
候
、
於
事
実
者
無
余
儀
候
、

対
此
方
聯
以
非
等
閑
之
由
、
重
畳
被
申
越
候
、
将
又
先
度
者
御
宿
申
請
候
、
種
々
御

懇
之
儀
、
畏
悦
候
、
猶
期
来
音
候
、
恐
々
謹
言
、

７０

五
月
十
八
日

（
春
網
）

湯
原
右
京
進
殿

（
元
綱
）

同
弾
正
忠
殿
御
返
報

元
春
　
御
判

小
坂
氏
は
、
前
掲
著
書
『
武
田
豊
国
』
に
お
い
て
、
こ
の
史
料
を
武
田
高
信
殺
害

の
経
緯
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
高
橋
氏
は
、

前
掲
著
書
『
因
伯
の
戦
国
城
郭
－
通
史
編
－
』
に
お
い
て
、
「
武
田
右
衛
門
」
　
に
つ
い

て
　
「
（
高
信
は
死
の
直
前
、
「
右
衛
門
」
　
と
称
し
た
ら
し
い
）
」
　
と
さ
れ
、
こ
の
史
料
も

天
正
四
年
に
比
定
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
高
橋
氏
は
、
前
掲
著
書
『
山
陰
戦
国

史
の
諸
問
題
』
に
お
い
て
、
「
全
く
別
人
だ
っ
た
可
能
性
も
残
っ
て
い
る
」
　
と
修
正
さ

れ
て
い
る
。
高
橋
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
こ
の
人
物
は
高
信
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、

天
正
四
年
七
月
に
毛
利
氏
の
求
め
に
応
じ
て
出
雲
国
鰐
淵
寺
本
堂
造
営
材
木
を
供
出



し
た
、
武
田
豊
信
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
（
「
鰐
淵
寺
文
書
」
『
大
社
町
史
史
料
編
』

一
九
五
〇
～
一
九
五
二
）
。
従
っ
て
、
右
の
五
月
十
八
日
吉
川
元
春
書
状
は
、
少
な
く

と
も
天
正
五
年
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
湯
原
春
綱
の
官
途
名
か
ら
天
正
七
年
以
前
の

も
の
で
あ
る
。
高
信
と
豊
信
の
関
係
は
定
か
で
な
い
が
、
高
信
の
跡
を
継
い
だ
武
田

又
五
郎
が
、
そ
の
後
「
右
衛
門
尉
」
を
称
し
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
小
坂
氏
や
高
橋
氏
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
天
正
元
年
よ
り
も
以
後

の
諸
史
料
に
現
れ
る
因
幡
武
田
氏
は
、
い
ず
れ
も
高
信
と
は
別
人
（
お
そ
ら
く
高
信

の
子
息
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
‖
）
八
月
二
十
二
旦
止
原
久
綱
書
状
（
「
米
井
家
文
書
」
（
岡
山
県
古
文
書
集
三
）
）
。

こ
の
史
料
も
、
年
代
比
定
に
諸
説
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
勝
久
が
隠
岐
国
か
ら
因

幡
国
へ
渡
海
し
た
の
は
、
元
亀
四
年
を
お
い
て
他
に
想
定
で
き
な
い
。

（
望
六
月
十
二
日
毛
利
元
秋
書
状
（
「
山
田
家
文
書
」
＝
「
閥
閲
録
」
巻
３
１
（
山
田
吉

兵
衛
）
軍
九
月
二
十
七
日
吉
川
元
春
書
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
１
１

７
〈
久
芳
五
郎
右

衛
門
）
㌘
。

（
１
３
）
九
月
二
十
七
日
吉
川
元
春
書
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
１
１７
（
久
芳
五
郎
右
衛
門
）
㌘
。

（
１
４
）
三
月
二
十
六
日
吉
川
元
春
書
状
写
（
「
吉
川
家
中
井
寺
社
文
書
」
五
（
田
公
家
）
）
。

（
１
５
）
十
月
十
六
日
吉
川
元
春
書
状
（
「
山
田
家
文
書
」
＝
「
閥
閲
録
」
巻
３
１
（
山
田
吉

兵
衛
）
３
３
）
、
十
一
月
十
二
日
毛
利
輝
元
書
状
（
「
井
原
家
文
書
」
＝
「
閥
閲
録
」
巻

４
０
（
井
原
藤
兵
衛
）
空
。

（
１６
）
正
月
二
十
四
日
太
田
垣
輝
延
書
状
（
「
吉
川
家
文
書
」
五
九
一
）
、
天
正
三
年
五

月
二
十
八
日
山
名
祐
豊
・
同
氏
政
連
署
起
請
文
（
「
吉
川
家
文
書
」
五
七
七
）
。

（
１７
）
三
月
二
十
六
日
吉
川
元
奉
書
状
写
（
「
吉
川
家
中
井
寺
社
文
書
」
五
（
田
公
家
）
）
、

「
島
津
家
久
上
京
日
記
」
（
九
州
史
料
刊
行
会
『
近
世
初
頭
九
州
紀
行
記
集
』
（
一
九

六
七
年
）
所
収
「
中
書
家
久
公
御
上
京
日
記
」
な
ど
）
。

（
１
８
）
十
月
十
三
日
山
名
都
県
書
状
（
「
吉
川
家
文
書
」
五
八
四
）
、
五
月
七
日
八
木
豊

信
書
状
（
「
吉
川
家
文
書
」
一
八
〇
七
）
、
十
月
七
日
吉
川
元
春
書
状
（
「
石
見
小
笠
原

文
書
」
（
『
山
陰
地
域
研
究
』
二
）
五
）
。

（
１
９
）
　
天
正
七
年
七
月
二
十
七
日
吉
川
元
春
他
四
名
連
署
書
状
案
（
「
吉
川
家
文
書
」
一

三
三
九
）
に
・
「
豊
国
人
質
重
而
可
被
持
出
之
由
申
達
候
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
。

（
空
　
天
正
元
年
十
二
月
十
一
日
吉
川
元
春
・
福
原
元
俊
・
口
羽
通
良
連
署
書
状
写

（
「
閥
閲
録
」
巻
１
２
３
（
野
村
作
兵
衛
）
空
、
天
正
二
年
九
月
二
十
一
日
山
名
豊
国
感

状
写
（
「
集
古
文
書
」
）
、
天
正
二
年
の
三
月
二
十
七
日
吉
川
元
春
書
状
（
「
山
田
家
文

書
」
＝
「
閥
閲
録
」
巻
３
１
（
山
田
吉
兵
衛
）
空
。

（
２
１
）
　
武
田
氏
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
１
０
）
を
参
照
。
吉
岡
氏
・
田
公
氏
・
中
村
氏

に
つ
い
て
は
、
次
章
を
参
照
。

（
空
　
古
志
公
民
館
・
古
志
史
探
会
『
出
雲
古
志
氏
の
歴
史
と
そ
の
性
格
』
（
一
九
九
九

年
）
一
〇
七
～
一
二
五
頁
参
照
。
天
正
七
年
七
月
二
十
七
日
吉
川
元
春
他
四
名
連
署

書
状
案
（
「
吉
川
家
文
書
」
一
三
三
九
）
。

（
空
　
「
伯
者
志
」
所
収
小
鷹
山
観
音
寺
位
牌
銘
（
高
橋
正
弘
『
因
伯
の
戦
国
城
郭
－

通
史
編
－
』
一
九
一
頁
）
。

（
空
　
天
正
九
年
の
五
月
十
六
日
吉
川
経
家
自
筆
書
状
（
「
石
見
吉
川
家
文
書
」
『
大
日

本
古
文
書
　
家
わ
け
第
九
　
吉
川
家
文
書
別
集
』
一
四
五
）
。

（
空
　
天
正
九
年
の
六
月
十
七
日
吉
川
経
家
書
状
（
「
石
見
吉
川
家
文
書
」
一
四
七
）
。

（
空
　
天
正
九
年
の
七
月
四
日
吉
川
元
奉
書
状
（
「
吉
川
家
文
書
」
一
二
四
一
）
。

（
㌘
　
天
正
九
年
の
十
月
八
日
吉
川
元
長
書
状
（
「
西
禅
永
興
両
寺
旧
蔵
文
書
」
『
吉
川

家
文
書
別
集
』
八
八
）
。

（
空
　
天
正
九
年
の
六
月
晦
日
吉
川
経
家
外
六
名
連
署
書
状
（
「
石
見
吉
川
家
文
書
」
一

四
二
）
。

（
空
　
六
月
晦
日
吉
川
経
家
他
六
名
連
署
状
（
「
石
見
吉
川
家
文
書
」
一
四
二
）
。

（
空
　
十
月
二
十
二
日
真
木
島
昭
光
奉
書
（
「
吉
川
家
文
書
」
八
〇
）
。

（
３
１
）
　
「
島
津
家
久
上
京
日
記
」
（
九
州
史
料
刊
行
会
『
近
世
初
頭
九
州
紀
行
記
集
』
（
一

九
六
七
年
）
所
収
「
中
書
家
久
公
御
上
京
日
記
」
な
ど
）
。

（
雪
　
山
県
長
茂
覚
書
（
「
石
見
吉
川
家
文
書
」
一
五
一
）
。

（
警
　
七
月
二
十
一
日
吉
川
元
長
書
状
写
（
「
山
田
蒙
古
文
書
」
巻
六
）
、
七
月
晦
日
吉

７１



川
経
家
自
筆
書
状
（
「
石
見
吉
川
家
文
書
」
一
三
六
）
、
九
月
九
日
森
脇
春
親
・
香
川

春
継
連
署
書
状
写
（
「
山
田
家
古
文
書
」
巻
七
）
。

（
空
　
例
え
ば
、
長
和
田
に
所
在
し
た
「
由
木
分
」
は
、
油
木
氏
の
権
益
で
あ
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
油
木
氏
は
、
天
正
三
年
十
月
十
四
日
南
条
信
正
外
十

四
名
連
署
起
請
文
（
「
吉
川
家
文
書
」
六
一
四
）
　
に
、
「
油
木
々
工
助
清
次
」
　
の
署
判

が
あ
る
。
河
村
郡
内
の
松
尾
社
領
内
「
小
鴨
弾
正
左
衛
門
尉
分
」
も
同
様
で
あ
る
。

ま
た
、
二
月
十
日
付
け
南
条
宗
勝
書
状
（
「
山
田
家
文
書
」
＝
「
閥
閲
録
」
巻
３
１
　
（
山

田
吉
兵
衛
）
　
空
　
に
お
い
て
、
毛
利
氏
家
臣
の
山
田
出
雲
守
に
対
し
「
契
約
」
し
た

権
益
が
　
「
八
橋
郡
下
郷
之
内
三
捨
石
」
　
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
下
郷
に
南
条
氏
の
領
有

権
が
及
ん
で
い
た
こ
と
は
史
料
的
に
も
確
認
で
き
る
。

（
警
　
三
月
二
十
六
日
吉
川
元
奉
書
状
写
（
「
吉
川
家
中
井
寺
社
文
書
」
五
（
田
公
家
）
）
。

（
空
　
た
だ
し
、
「
か
ち
ミ
山
」
の
「
山
」
、
「
か
つ
ら
き
水
」
の
「
水
」
に
つ
い
て
は
未

詳
。
「
て
さ
い
れ
ん
か
」
に
つ
い
て
は
誤
写
の
可
能
性
も
あ
り
未
詳
。
「
お
は
た
」
　
に

っ
い
て
は
気
多
郡
小
畑
か
八
東
郡
小
幡
か
不
明
、
「
新
田
」
に
つ
い
て
も
ど
こ
の
　
「
新

田
」
　
か
特
定
で
き
な
い
。

（
３
７
）
　
こ
の
う
ち
の
南
条
氏
に
つ
い
て
は
、
日
置
粂
左
ヱ
門
「
戦
国
末
期
伯
香
南
条
氏

の
本
拠
と
伯
州
衆
」
　
（
『
山
陰
史
談
』
二
五
、
一
九
九
二
年
）
　
に
よ
っ
て
、
毛
利
氏
の

支
援
を
得
な
が
ら
、
東
伯
者
国
衆
た
ち
と
の
婚
姻
関
係
を
通
じ
た
同
族
的
意
識
に
基

づ
く
合
議
に
よ
る
結
束
が
、
南
条
氏
惣
領
を
支
え
た
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

（
翌
　
秋
山
伸
隆
「
戦
国
期
の
半
納
に
つ
い
て
」
（
『
芸
備
地
方
史
研
究
』
一
二
五
・
一

二
六
、
一
九
八
〇
年
、
の
ち
同
氏
著
『
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
研
究
』
（
一
九
九
八
年
）

に
収
載
）
。

（
警
　
同
年
と
思
わ
れ
る
五
月
十
七
日
吉
川
元
春
書
状
（
「
山
田
家
文
書
」
＝
「
閥
閲
録
」

巻
３
１
　
（
山
周
吉
兵
衛
）
　
１
３
）
　
に
お
い
て
、
山
田
出
雲
守
に
対
し
て
　
「
打
続
徳
吉
為
検

使
在
番
之
儀
申
候
処
、
則
有
同
心
之
」
　
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
　
「
山
田

出
雲
守
」
が
、
山
田
重
直
と
は
別
人
で
あ
る
こ
と
は
、
補
論
を
参
照
の
こ
と
。

（
４
０
）
　
織
田
勢
の
侵
攻
に
と
も
な
う
「
半
納
」
破
棄
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
文
言
上
二

つ
の
可
能
性
が
あ
り
、
一
つ
は
、
「
此
条
を
社
、
半
納
被
破
侯
時
互
二
申
談
候
ツ
」
（
ａ
）

が
過
去
完
了
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
半
納
之
儀
被
破
侯
時
者
、
境
目
諸
城
兵
粗
之
儀
、

頓
被
差
籠
侯
而
可
然
御
事
候
」
　
（
ｂ
）
　
と
い
う
盛
重
の
言
葉
は
、
一
般
論
で
あ
り
、
こ

の
書
状
が
書
か
れ
た
時
点
で
は
す
で
に
破
棄
さ
れ
て
い
た
可
能
性
、
も
う
一
つ
は
、

（
ａ
）
　
は
過
去
の
別
の
　
「
半
納
」
破
棄
の
際
の
合
意
を
再
確
認
し
た
も
の
、
（
ｂ
）
　
は

文
言
通
り
こ
の
書
状
直
後
に
破
棄
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
「
半
納
」
　
を
め
ぐ
つ
て
必
要
な

措
置
を
毛
利
氏
に
求
め
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
で
あ
る
。
た
だ
、
毛
利
氏
に
よ
る
羽

衣
石
・
鹿
野
・
私
部
城
包
囲
網
の
形
成
は
、
織
田
方
が
兵
根
欠
乏
に
苦
し
ん
で
い
る

五
月
よ
り
か
な
り
早
い
段
階
か
ら
始
め
ら
れ
て
お
り
、
「
半
納
」
破
棄
が
問
題
と
さ
れ

る
よ
う
な
戦
局
の
変
化
は
、
秀
吉
の
襲
来
以
外
に
は
想
定
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
前

者
の
場
合
も
、
「
半
納
」
破
棄
の
時
期
は
、
六
月
二
十
二
日
を
そ
れ
ほ
ど
遡
ら
な
い
日

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
１
）
　
こ
の
杉
原
氏
に
よ
る
負
担
が
、
杉
原
領
の
み
の
一
領
主
と
し
て
の
負
担
分
で
あ

る
の
か
、
伯
香
西
半
国
全
体
に
及
ぶ
公
役
徴
集
権
に
関
わ
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
か

は
、
特
定
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
　
「
月
俸
」
　
の
財
源
は
、
前
述
の
長
門
国
渋

木
の
事
例
と
同
様
に
公
役
と
し
て
の
領
域
的
賦
課
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
一

ケ
月
単
位
を
取
り
ま
と
め
て
杉
原
氏
奉
行
が
在
番
衆
へ
渡
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毛

利
氏
領
国
下
に
お
け
る
杉
原
氏
に
よ
る
領
域
的
支
配
の
委
任
・
分
掌
を
示
す
も
の
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（
聖
　
三
月
二
十
六
日
吉
川
元
奉
書
状
写
（
「
吉
川
家
中
井
寺
社
文
書
」
五
（
田
公
家
）
）

に
、
「
盛
重
・
南
条
急
出
張
之
儀
申
達
候
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
４
３
）
　
九
月
十
四
日
吉
川
元
春
書
状
（
「
三
沢
文
書
」
）
、
天
正
九
年
正
月
十
四
日
吉
川
元

春
・
同
元
長
連
署
書
状
（
「
石
見
吉
川
家
文
書
」
一
三
四
）
。

（
４
４
）
　
七
月
八
日
吉
川
元
春
書
状
写
（
「
開
聞
録
」
巻
７
３
（
天
野
求
馬
）
　
４
）
。

（
警
　
日
置
粂
左
ヱ
門
「
天
正
十
年
高
松
講
和
前
後
の
因
伯
」
　
（
『
古
文
書
研
究
』
七
・

八
、
一
九
七
五
年
）
。

（
４
６
）
　
岩
国
吉
川
氏
の
家
臣
に
は
、
こ
の
他
に
も
伯
者
・
因
幡
出
身
の
人
物
の
子
孫
が
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含
ま
れ
て
い
る
。
「
分
限
帳
」
　
か
ら
窺
え
る
範
囲
で
は
、
岩
国
吉
川
氏
家
臣
に
は
、
山

名
氏
一
族
と
い
わ
れ
る
細
矢
氏
、
南
条
氏
一
族
、
南
条
氏
旧
臣
と
い
わ
れ
る
河
上
氏
、

因
幡
・
伯
者
に
も
権
益
を
持
っ
て
い
た
但
馬
塩
冶
氏
の
子
孫
、
伯
者
国
日
野
郡
出
身

の
多
里
氏
・
太
田
氏
な
ど
が
存
在
し
た
が
、
多
く
は
傍
流
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ

れ
る
。

（
４
７
）
　
萩
藩
に
は
、
複
数
の
毛
利
家
家
臣
山
田
氏
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
こ
で
取
り
上

げ
よ
う
と
す
る
山
田
氏
は
、
「
閥
閲
録
」
　
編
纂
時
の
山
田
吉
兵
衛
元
信
家
、
そ
の
直
系

の
子
孫
で
あ
る
　
「
譜
録
」
　
編
纂
時
の
山
田
五
左
衛
門
直
賢
家
で
あ
る
。
「
開
聞
録
」
巻

８
６
の
山
田
長
兵
衛
親
常
家
・
山
田
忠
左
衛
門
重
勝
家
や
、
「
譜
録
」
　
山
田
半
左
衛
門
忠

好
家
も
、
「
閥
閲
録
」
　
編
纂
時
以
前
に
分
家
し
た
同
じ
系
統
の
子
孫
で
あ
る
。

系
譜
関
係
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
「
閥
閲
録
」
巻
１
６
２
の
山
田
惣
右
衛
門

家
　
（
長
門
国
通
津
惣
年
寄
）
・
山
田
平
左
衛
門
家
　
（
長
門
国
美
祢
郡
於
福
村
百
姓
）
　
が

あ
る
。こ

の
内
、
山
田
惣
右
衛
門
家
の
最
古
の
文
書
は
、
天
文
二
十
三
年
の
安
芸
国
蔵
重

囲
屋
攻
略
に
戦
功
を
挙
げ
た
　
「
緑
井
目
代
内
之
者
」
　
に
対
す
る
毛
利
元
就
・
隆
元
連

署
感
状
で
あ
る
が
、
こ
の
合
戦
に
は
、
「
閥
閲
録
」
　
山
田
吉
兵
衛
家
最
古
の
文
書
に
よ

っ
て
、
山
田
民
部
丞
も
戦
功
を
挙
げ
て
元
就
・
隆
元
か
ら
感
状
を
受
け
取
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
た
だ
、
前
者
は
毛
利
氏
の
緑
井
　
（
現
広
島
市
安
佐
南
区
）
　
日
代
の
内

の
者
で
あ
っ
て
、
感
状
の
宛
名
も
毛
利
氏
奉
行
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
山
田

民
部
丞
に
比
べ
て
は
る
か
に
地
位
の
低
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
山

田
惣
右
衛
門
家
の
文
書
を
伝
来
し
た
山
田
氏
と
、
山
田
民
部
丞
の
子
孫
の
山
田
氏
の
、

毛
利
氏
内
部
に
お
け
る
家
格
の
差
は
、
戦
国
期
～
近
世
前
期
を
通
じ
て
一
貫
し
て
お

り
、
現
状
で
は
、
両
家
を
直
接
結
び
付
け
て
理
解
す
べ
き
徴
証
は
見
出
せ
な
い
。

山
田
平
左
衛
門
家
は
、
弘
治
四
年
に
山
田
実
勝
が
毛
利
氏
か
ら
周
防
国
吉
敷
郡
賀

川
村
を
宛
行
わ
れ
た
史
料
が
最
も
古
く
、
出
自
を
示
す
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

山
田
実
勝
は
、
永
禄
三
年
に
毛
利
氏
か
ら
同
国
佐
波
郡
五
ケ
中
山
村
を
宛
行
わ
れ
、

永
禄
十
年
時
点
に
お
け
る
給
地
の
総
計
は
十
石
に
す
ぎ
な
い
。
天
正
十
六
年
の
打
渡

坪
付
に
よ
り
、
惣
国
検
地
後
に
は
長
門
国
美
祢
郡
於
福
西
村
の
田
分
米
十
石
五
升
・

畠
屋
敷
分
銭
二
百
二
十
三
文
を
所
持
、
そ
の
ま
ま
土
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ

て
、
お
そ
ら
く
も
と
も
と
周
防
国
内
の
在
地
小
勢
力
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
「
閥

閲
録
」
提
出
時
の
先
祖
覚
書
に
「
大
内
御
家
頼
」
と
あ
る
の
も
、
そ
れ
を
反
映
し
た

伝
承
と
考
え
ら
れ
る
。

（
讐
『
萩
藩
閥
閲
録
』
の
傍
注
は
、
す
べ
て
「
重
正
」
と
し
て
い
る
。
「
山
田
出
雲
守
」

を
同
一
人
物
と
み
て
い
る
事
例
は
、
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
３
１
鳥
取
県
』
、
『
日
本

歴
史
地
名
大
系
３
２
鳥
取
県
の
地
名
』
、
日
置
粂
左
ヱ
門
「
南
条
宗
勝
」
（
『
続
山
陰
の

武
将
』
一
九
七
五
年
）
、
高
橋
正
弘
『
因
伯
の
戦
国
城
郭
－
通
史
編
－
』
（
一
九
八
六

年
）
、
舘
鼻
誠
「
戦
国
期
山
陰
吉
川
領
の
成
立
と
構
造
」
（
『
史
苑
』
第
四
六
巻
第
一
・

二
号
、
一
九
八
七
年
）
な
ど
。

（
４
９
）
高
橋
正
弘
氏
は
、
尼
子
氏
の
侵
攻
に
と
も
な
っ
て
没
落
し
た
伯
香
国
山
田
氏
の

一
族
が
、
天
文
末
年
以
前
に
毛
利
氏
の
許
に
逃
れ
て
家
臣
化
し
た
も
の
と
推
測
し
て

い
る
（
『
因
伯
の
戦
国
城
郭
－
通
史
編
１
』
（
一
九
八
六
年
）
五
八
頁
）
。
ま
た
荒
木
清

二
氏
は
、
毛
利
氏
直
属
水
軍
「
佐
東
衆
」
の
出
身
と
推
測
し
て
い
る
（
「
毛
利
氏
の
北

九
州
経
略
と
国
人
領
主
の
動
向
」
『
九
州
史
学
』
九
八
（
一
九
九
○
年
）
、
三
〇
頁
）
。

（
５
０
）
「
八
箇
国
御
時
代
分
限
帳
」
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
と
全
く
同
じ
石
高
の
楯
縫
郡
内

の
所
領
を
「
山
田
書
兵
衛
」
が
知
行
し
て
い
る
。

（
５
１
）
六
月
十
二
日
杉
原
元
盛
書
状
写
（
「
山
田
家
古
文
書
」
巻
七
）
。

（
望
天
正
十
一
年
六
月
四
日
吉
川
元
春
・
同
元
長
連
署
一
行
状
写
（
「
山
田
家
古
文
書
」

巻
一
）
。

（
５
３
）
天
正
三
年
の
五
月
十
七
日
吉
川
元
春
書
状
（
「
山
田
家
文
書
」
＝
「
開
聞
録
」
巻

３
１
（
山
田
吉
兵
衛
）
１

３
）
、
年
未
詳
二
月
二
十
七
日
吉
川
元
春
書
状
（
「
山
田
家
文
書
」

＝
「
閥
閲
録
」
巻
３
１
（
山
田
吉
兵
衛
）
６

５
）
。
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豊
臣
期
山
陰
吉
川
領
の
形
成
と
展
開

は
じ
　
め
　
に

舘
鼻
誠
氏
は
、
対
織
田
戦
争
に
お
け
る
毛
利
氏
の
危
機
的
状
況
の
中
で
、

天
正
八
・
九
年
頃
に
　
「
と
り
わ
け
因
伯
は
、
吉
川
の
所
領
的
性
格
を
有
す
る

こ
と
に
な
」
　
り
、
「
こ
こ
に
戦
国
期
山
陰
吉
川
領
の
一
つ
の
到
達
点
を
み
る

こ
と
が
で
き
よ
う
」
　
と
し
た
。
そ
し
て
、
天
正
十
九
年
の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る

吉
川
氏
の
富
田
入
城
と
知
行
替
え
に
つ
い
て
、
吉
川
氏
と
富
田
城
主
と
の
「
二

元
的
支
配
」
を
克
服
し
た
も
の
と
の
見
通
し
を
示
し
、
「
伯
者
半
国
（
東
伯

は
南
条
に
安
堵
）
・
隠
岐
・
出
雲
に
て
伯
曹
半
国
相
当
分
を
所
領
と
し
て
安

堵
さ
れ
る
が
、
そ
の
原
形
は
既
に
こ
の
外
圧
の
中
で
作
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
。
舘
鼻
氏
は
、
天
正
十
九
年
以
降
の
吉
川
氏
の
所
領

・
諸
権
限
を
　
「
山
陰
吉
川
領
」
　
の
支
配
強
化
・
発
展
の
帰
結
と
と
ら
え
、
そ

の
意
味
に
お
い
て
天
正
十
九
年
の
画
期
性
を
重
視
し
て
い
る
。
天
正
十
九
年

以
降
の
吉
川
氏
所
領
の
原
形
が
毛
利
・
織
田
戦
争
下
の
外
圧
の
中
で
作
ら
れ

た
と
い
う
推
測
も
、
そ
の
よ
う
な
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
視
角
が
裏
づ
け
ら
れ
る
た
め
に
は
、
豊
臣
政
権
と
の

国
境
画
定
に
よ
り
大
き
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
天
正
十
三
年
か
ら
十
九

年
の
間
の
吉
川
領
の
分
析
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
天
正
八
年
頃
以

降
、
伯
者
に
お
け
る
吉
川
氏
の
権
限
拡
大
が
、
そ
の
後
の
吉
川
氏
の
基
盤
や

権
限
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
、
豊
臣

政
権
の
強
い
意
向
を
反
映
し
た
広
家
の
富
田
入
城
と
伯
香
西
半
国
・
出
雲
国

二
郡
・
隠
岐
国
の
一
円
的
領
有
に
つ
い
て
、
正
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

長
谷
川
　
博
史

豊
臣
期
吉
川
領
に
つ
い
て
は
、
惣
国
検
地
に
よ
る
知
行
制
の
変
換
を
論
じ

つ
‘

る
重
要
な
素
材
と
し
て
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
（
。
そ
の
際
、
当

該
期
吉
川
領
の
全
体
像
を
示
す
基
本
史
料
と
し
て
、
惣
国
検
地
直
前
の
状
況

を
示
す
吉
川
広
家
領
地
付
立
　
（
「
吉
川
家
文
書
」
『
大
日
本
古
文
書
　
家
わ

け
九
』
六
九
四
、
以
下
「
付
立
」
と
略
す
）
、
惣
国
検
地
後
の
状
況
を
示
す

「
八
箇
国
御
時
代
分
限
帳
」
　
（
岸
浩
編
『
資
料
毛
利
氏
八
箇
国
御
時
代
分
限

帳
』
一
九
八
七
年
、
以
下
「
分
限
帳
」
と
略
す
）
、
周
防
移
封
直
前
の
状
況

を
示
す
と
さ
れ
る
吉
川
氏
知
行
目
録
（
「
吉
川
家
文
書
」
一
三
四
一
、
以
下

「
知
行
目
録
」
　
と
略
す
）
　
が
利
用
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
三
点
の
史
料
は
、
そ
の
重
要
性
に
も
関
わ
ら
ず
、
史
料
の
性
格
上
、

留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、

こ
れ
ら
の
内
ほ
ぼ
確
実
に
同
時
代
史
料
と
考
え
ら
れ
る
の
は
「
付
立
」
　
の
み

で
あ
り
、
そ
の
　
「
付
立
」
　
に
つ
い
て
も
正
確
な
位
置
づ
け
が
不
分
明
で
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
例
え
ば
　
「
分
限
帳
」
　
の
毛
利
氏
蔵
入
地
伯
者

国
西
半
国
に
つ
い
て
、
実
際
に
は
吉
川
領
で
あ
る
こ
と
が
度
々
指
摘
さ
れ
て

き
た
よ
う
に
、
百
年
を
経
て
作
成
さ
れ
た
「
分
限
帳
」
が
い
く
つ
か
の
過
誤

を
抱
え
込
ん
で
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
「
知
行
目
録
」
に
至

っ
て
は
、
作
成
の
時
期
や
目
的
が
最
も
不
分
明
で
あ
り
、
後
世
の
岩
国
吉
川

氏
内
部
に
お
け
る
一
部
の
認
識
を
示
す
も
の
で
し
か
な
い
可
能
性
が
高
く
、

史
料
の
質
か
ら
言
え
ば
前
二
者
と
の
落
差
が
大
き
い
日
。
本
稿
で
は
、
こ
の

史
料
を
吉
川
領
の
変
遷
を
確
認
す
る
史
料
と
し
て
使
う
こ
と
に
は
問
題
が
多

い
と
判
断
し
、
「
知
行
目
録
」
を
ひ
と
ま
ず
用
い
な
い
で
考
察
を
進
め
た
い
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
的
性
格
に
留
意
し
な
が
ら
、
毛
利
氏
領
国
に
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お
け
る
吉
川
氏
の
経
済
基
盤
の
歴
史
的
性
格
と
変
遷
に
つ
い
て
、
吉
川
氏
が

独
自
な
役
割
を
果
た
し
た
山
陰
地
域
を
対
象
に
検
討
し
た
い
。
そ
の
際
、
最

も
重
視
し
た
い
の
は
、
中
世
の
吉
川
氏
が
歴
史
的
に
形
成
し
積
み
重
ね
て
き

た
基
盤
の
全
体
像
を
、
最
も
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
「
付

立
」
で
あ
る
“
。
こ
こ
に
は
、
吉
川
氏
の
た
ど
つ
た
歴
史
的
営
み
が
凝
縮
さ

れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
吉
川
氏
の
歴
史
的
性
格
や
志
向
性

す
ら
を
も
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
天
正
十
九
年
の

知
行
替
え
の
歴
史
的
位
置
づ
け
は
、
こ
の
　
「
付
立
」
　
の
正
確
な
位
置
づ
け
な

し
に
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
実
態
と
そ
の
位
置
づ
け
に
混
乱
を
生
じ
な
い
た
め
、
本
稿
に
お
け

る
　
「
吉
川
領
」
　
と
い
う
言
葉
は
、
舘
鼻
氏
の
よ
う
な
広
義
の
概
念
と
し
て
使

用
せ
ず
、
吉
川
氏
の
所
領
を
表
す
言
葉
と
し
て
使
用
す
る
。

る
。

安
芸
国

安
芸
国
の
吉
川
領
は
、
十
八
ケ
所
、
総
計
三
三
五
八
貫
。
一
部
を
除
き
、

ほ
と
ん
ど
が
山
県
郡
内
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
が
古
く
か
ら
の
吉
川
氏
の
本

領
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
天
文
十
九
年
に
毛
利
元
就
・
隆
元
よ
り
宛
行
わ
れ

た
「
吉
木
」
（
「
吉
川
家
文
書
」
四
五
〇
）
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
山
県
郡
「
古

木
五
ケ
村
」
三
七
五
貫
、
天
文
二
十
四
年
の
野
間
氏
滅
亡
後
に
隆
元
か
ら
宛

行
わ
れ
た
　
「
吉
浦
」
　
（
「
吉
川
家
文
書
」
　
四
五
七
）
　
に
相
当
す
る
と
考
え
ら

れ
る
安
南
郡
「
吉
浦
」
七
〇
貫
を
は
じ
め
、
山
県
郡
「
上
本
地
」
一
〇
〇
貫
、

佐
西
郡
「
美
濃
地
」
一
〇
〇
貫
、
山
県
郡
「
大
田
」
三
八
貫
、
「
神
領
」
一

五
〇
貫
は
、
い
ず
れ
も
毛
利
氏
か
ら
の
給
地
と
思
わ
れ
る
㌘
安
芸
国
に
つ

い
て
は
、
元
春
が
吉
川
氏
を
相
続
し
て
間
も
な
い
頃
に
吉
川
領
で
あ
っ
た
も

′
ｈ
）

の
が
、
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
。

７５

一
　
「
吉
川
広
家
領
地
付
立
」
に
見
る
吉
川
領
の
構
成

こ
こ
で
は
、
ま
ず
　
「
付
立
」
　
に
現
れ
る
吉
川
領
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

吉
川
領
化
の
歴
史
的
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
　
「
付
立
」
　
に
は
詳
細
未
詳
の
権
益
も
多
く
含
ま
れ
て
い

る
が
、
吉
川
領
全
体
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
観
点
か
ら
、
可
能
な
限
り
推

測
を
試
み
た
。
国
に
つ
い
て
は
　
「
付
立
」
　
の
記
載
順
、
個
々
の
権
益
に
つ
い

て
は
必
要
に
応
じ
て
順
序
を
変
え
て
取
り
上
げ
た
。
本
稿
の
主
旨
に
則
り
、

安
芸
・
周
防
・
備
中
三
ケ
国
に
つ
い
て
は
、
概
要
の
み
を
記
し
た
。

ま
た
、
「
付
立
」
　
か
ら
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
益
名
の
全
体
か
一
部
か
を

判
断
で
き
な
い
も
の
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
限
界
を
十
分
認
識
し
た
う
え
で
、

全
体
を
指
す
可
能
性
の
高
い
も
の
は
そ
の
旨
を
記
す
。
特
に
明
記
し
て
い
な

い
む
の
に
つ
い
て
は
、
全
体
か
一
部
か
の
判
断
を
留
保
し
て
い
る
も
の
で
あ

石
見
国

石
見
国
の
吉
川
領
は
、
二
十
ケ
所
、
計
四
一
八
〇
貫
。
ま
た
　
「
付
立
」
末

尾
に
記
さ
れ
た
「
は
し
の
浦
」
一
〇
〇
貫
も
、
石
見
国
那
賀
郡
波
子
浦
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
合
わ
せ
る
と
、
二
十
一
ケ
所
、
総
計
四
二
八

〇
貫
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
邑
智
郡
「
山
南
」
一
〇
〇
貢
が
石
見
国
衆
出
羽

氏
に
、
那
賀
郡
　
「
は
し
の
浦
」
一
〇
〇
貢
が
口
羽
氏
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の

で
、
実
際
の
吉
川
領
は
総
計
四
〇
八
〇
貫
で
あ
り
、
「
付
立
」
　
の
合
計
額
と

一
致
す
る
。

な
お
、
「
付
立
」
　
末
尾
に
記
さ
れ
た
「
長
屋
」
一
〇
〇
貫
は
、
安
芸
国
高

田
郡
の
長
屋
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
石
見
国
那

賀
郡
の
長
屋
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
。
石
見
国
衆
佐
波
氏
に
給
与
さ
れ

て
い
る
の
で
、
石
見
国
吉
川
領
の
総
計
に
変
わ
り
は
な
い
。



吉川広 家領 地付立 （ｒ吉 川蒙 文書 」６９４号 ）

国名 所在 貫高 注記 ，

安芸国 新庄 ２００

安芸国 岩戸 ３００
安芸国 大朝 ５００
安芸国 河戸 ３００
安芸国 北方 １５０
安芸国 有田 ３００
安芸国 寺原 ４００
安芸国 今田 ２００
安芸国 上本地 １００検地

安芸国 志路原 ７０
安芸国 伊志 ３５
安芸国 西宗 ３５
安芸国 中原 ３５
安芸国 青木 ３７５但五ヶ村
安芸国 美濃地 １００検地

安芸国 大田 ３８但殿場内

安芸国 吉浦 ７０
安芸国 神領 １５０
石見国 永安 ３００
石見国 井原 ３００
石見国 河本 ２００
石見国 山南 ３００但内十名 １００貫と申来出羽へ抜出侯、

石見国 中村 ２００
石見国 市木 ３００
石見国 奥郷 ７００
石見国 奥山 ２００

石見国 波佐 ．７０

石見国 久佐 １００
石見国 伊甘郷 １５０

石見国 有福 １００
石見国 阿刀 ３００

石見国 市山　 ＿ ３００

石見国 来 田■ ７０
石見国 白角 ７０

石見国 日和 ７０
石見国 目貫 ７０
石見国 湯三方 １８０

石見国 大国三方 ２００
周防国 道前 ５００内１００貫久代殿 ５０貫完道殿

出雲国 平田 ３００

出雲国 宇屋神庭 ５０高勢ノ山下　 安房守絵

出雲国 大庭 ２００
出雲国 牛尾 ７００内１００貫新庄分三澤へ抜之

出雲国 竹屋神納 ３８
出雲国 福浦 １２

出雲国 持田 ３００但小石見之代所、当時元康へ参之

出雲国 森山 １００小川裁判也

出雲国 立原 １００但持 田分代所元康より、内７０貫井上
尊前 ３０石樟左恵存ク◆

出雲国 末次 ５０但森山之代所也、小石見衆十人被遣

ク
出雲国 安来有之 ５０俵尻 但森山之代所也、里田善内被遣之

伯者国 外江 １８奈佐久介給之

出雲国 原手二有之 １００同人給之

出雲国 大草村 １８安達十兵衛給之

国名 所在 貫高 注記

備 中国 新見 ７００新見之内国ノさくらと申候て１８貫

ク在所あれ 申候、付立二存ブ、
備 中国 神代 ４５０
備 中国 菅郷 ７０
備中国 小坂部 ８０
備中国 布施 １８
備中国 岡分 １８
備中国 徳光分 ７０
備中国 そに分 １８
備中国 はつ田 １８
伯曹国 八幡 ８００
伯曹国 大塚 ３００
伯者国 小松 ３００
伯者国 新庄 ２００
伯者国 蚊屋・新原 ・黒政分・藤女 ５００
伯者国 福萬 １２５
伯者国 兼久 ３５
伯曹国 岸本 ５０
伯者国 細見 ５０
伯者国 上細見 ２５
伯者国 柏尾 ３００
伯曹国 天満 ‾ ７７５
伯者国 阿賀 １５０申分共ニ

伯者国 星川 １２５
伯者国 漆地分 ２５
伯者国 西新庄 ２５
伯者国 端城分・狩野分・四日市

分・吉持分・山口分
１５０

伯者国 細屋分 ５０
伯者国 久坂 ３００
伯者国 小波 ３５
伯者国 縄庄 １７０
伯者国 今津 １８
伯者国 酉庄 ２５
伯者国 酉庄之内■ ４０４０石分

伯曹国 稲吉 ７５
伯者国 大坂 ５００

伯者国 橋本 ７５
伯者国 境村 ２００
伯者国 堺村之内　 堺村 ３００内２００貫福田給 １００貫池上給之

石見国 長屋 １００佐波隆秀被進之候也

石見国 はしの浦 １００口羽殿被進之候也

周防国 山城之内 ■１００益田殿被進之と申侯、委事不存

隠岐国 内１００貫三澤額

１７６－



吉川領関係地図（Ⅰ）

－７７＿



Ｌｌ」

石

＿７８－

北



－７９－



江

美

大

′Ｊ、

庄

福

－８０一

天

橋

西



従
来
、
弘
治
二
年
、
吉
川
元
春
に
率
い
ら
れ
た
毛
利
軍
の
石
見
国
侵
攻
は
、

毛
利
氏
に
よ
る
積
極
的
な
領
国
化
を
企
図
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
て
い

る
。
舘
鼻
誠
氏
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
毛
利
氏
は
天
文
二
十
三
年
か
ら
元
春
を

介
し
て
石
見
国
衆
の
帰
属
工
作
を
開
始
し
、
天
文
二
十
四
年
に
福
屋
氏
へ
の

加
勢
と
し
て
元
春
を
石
見
に
侵
攻
さ
せ
、
さ
ら
に
弘
治
二
年
に
は
大
規
模
な

軍
勢
を
派
遣
し
て
、
弘
治
三
年
ま
で
に
は
小
笠
原
氏
以
外
の
国
衆
を
服
属
さ

せ
、
石
見
銀
山
も
占
領
し
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
近
年
の
研
究
で
は
、
尼
子
氏
に
よ
る
石
見
銀
山
山
吹
城
攻
略
は
、

永
禄
元
年
で
は
な
く
、
弘
治
二
年
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
け
、

弘
治
二
年
の
元
春
率
い
る
毛
利
軍
の
石
見
国
派
遣
は
、
尼
子
晴
久
の
石
見
国

侵
攻
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
元
春
の
石

見
国
派
遣
は
当
初
か
ら
積
極
的
に
石
見
国
制
圧
を
志
向
し
た
も
の
と
は
考
え

が
た
く
、
し
か
も
結
果
的
に
石
見
銀
山
は
尼
子
氏
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
毛
利
氏
は
、
天
文
二
十
三
年
四
月
に
は
、
小
笠
原

氏
と
福
屋
氏
の
抗
争
に
つ
い
て
、
陶
氏
家
臣
江
良
房
栄
や
備
後
国
衆
三
吉
氏

と
と
も
に
調
停
に
乗
り
出
し
、
そ
の
際
に
福
屋
氏
と
の
取
次
役
を
元
春
に
命

じ
て
い
る
㌘
さ
ら
に
天
文
二
十
四
年
に
は
、
元
春
が
元
就
の
命
に
よ
っ
て

福
屋
氏
と
永
安
・
三
隅
氏
と
の
抗
争
に
介
入
し
、
三
月
二
十
三
日
に
永
安
要

害
を
落
去
さ
せ
た
㌘
し
か
し
、
元
春
が
福
屋
氏
加
勢
の
た
め
、
よ
り
東
に

位
置
す
る
都
治
表
へ
一
族
今
田
氏
を
派
遣
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
元
就
は
、

「
余
二
粗
忽
」
　
で
あ
坤
防
長
制
圧
を
優
先
す
べ
き
と
の
考
え
を
述
べ
て
、
元

０

春
を
叱
責
し
て
い
る
。
。
元
就
に
と
つ
て
、
陶
晴
賢
と
の
戦
争
中
に
、
石
見

国
へ
必
要
以
上
の
軍
事
力
を
割
い
た
り
、
尼
子
氏
を
刺
激
す
る
よ
う
な
こ
と

は
、
で
き
る
限
り
さ
け
た
い
事
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

従
っ
て
、
毛
利
氏
の
石
見
国
侵
攻
は
、
尼
子
氏
の
侵
攻
と
い
う
不
可
抗
力

に
よ
っ
て
本
格
的
に
着
手
さ
れ
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
一
貫
し
て
中
心
的
役

割
を
果
た
し
た
の
が
、
吉
川
元
春
で
あ
っ
た
。
毛
利
氏
に
よ
る
石
見
国
の
軍

事
的
制
圧
は
、
大
部
分
の
石
見
国
衆
の
毛
利
氏
一
味
、
永
禄
二
年
の
小
笠
原

氏
の
降
伏
、
永
禄
四
年
の
福
屋
氏
離
反
と
翌
年
の
同
氏
滅
亡
、
永
禄
五
年
の

石
見
銀
山
の
占
領
に
よ
っ
て
、
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
、
以
後
、
石
見
国
が
対

立
抗
争
の
舞
台
と
な
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

石
見
国
に
お
け
る
吉
川
領
は
、
こ
う
し
た
経
過
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、
永

禄
年
間
初
期
に
急
速
に
拡
大
し
、
そ
の
形
を
天
正
年
間
ま
で
基
本
的
に
維
持

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
成
立
の
契
機
か
ら
み
て
、
石
見
国
吉
川
領
は
お

お
む
ね
以
下
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
南
北
朝
期
以
来
の
吉
川
領
で
あ
っ
た
那
賀
郡
「
永
安
」
　
の

存
在
で
あ
る
。

鎌
倉
後
期
に
三
隅
氏
庶
子
の
永
安
氏
の
娘
　
（
の
ち
の
尼
良
海
）
　
と
結
婚
し

た
吉
川
経
茂
　
（
安
芸
吉
川
氏
庶
流
）
　
の
子
孫
が
、
永
安
別
符
半
分
　
（
の
ち
の

「
永
安
下
分
」
）
　
を
伝
領
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
石
見
吉
川
氏
は
、
室
町
初

期
に
勢
力
を
拡
大
し
、
応
永
二
十
二
年
の
足
利
義
持
安
堵
状
に
よ
り
、
経
茂

の
孫
経
見
が
吉
川
氏
惣
領
の
地
位
を
公
認
さ
れ
た
。
。
こ
の
室
町
期
吉
川
氏

惣
領
家
が
、
南
北
朝
期
以
来
の
基
盤
で
あ
っ
た
永
安
別
符
半
分
を
、
向
氏
な

２

ど
複
数
の
一
分
地
頭
職
の
補
任
権
を
保
持
す
る
形
で
引
き
続
き
確
保
し
た
“
。

も
う
一
方
の
永
安
別
符
半
分
　
（
の
ち
の
　
「
永
安
上
分
」
）
　
は
永
安
氏
が
伝
領

し
た
が
、
十
五
世
紀
末
に
は
、
永
安
氏
が
永
安
別
符
全
体
　
（
「
永
安
上
下
」
）

の
知
行
権
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
大
内
氏
の
承
認
を
得
て
い

つ
Ｊ

る
。
。
「
永
安
上
分
」
に
つ
い
て
は
、
天
文
二
十
一
年
に
も
、
永
安
治
部
少

４

輔
の
当
知
行
を
確
認
で
き
る
。
。

天
文
十
年
十
二
月
二
十
五
日
吉
川
経
典
譲
状
井
置
文
　
（
「
石
見
吉
川
家
文

書
」
　
二
五
）
　
に
よ
れ
ば
、
「
永
安
別
符
三
百
貫
文
足
半
分
地
頭
職
百
五
十
貫

文
足
之
内
九
町
代
」
　
が
不
知
行
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
断
定
は
で
き
な

い
も
の
の
、
「
永
安
別
符
」
は
総
計
三
百
貫
の
地
で
あ
り
、
こ
こ
で
い
う
「
半

分
地
頭
職
百
五
十
貫
文
足
」
　
が
　
「
下
分
」
　
に
当
た
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
と

８１



思
わ
れ
る
。
不
知
行
分
の
存
在
は
、
永
安
氏
と
の
領
有
権
の
争
奪
に
関
わ
る

事
態
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
以
前
よ
り
、
永
安
別

符
の
知
行
権
が
、
吉
川
氏
惣
領
家
か
ら
戦
国
期
石
見
吉
川
氏
に
移
管
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
戦
国
期
石
見
吉
川
氏
に
よ
る
　
「
永
安
別
符
」
　
の
知

行
は
、
天
正
二
年
四
月
五
日
吉
川
経
安
譲
状
（
「
石
見
吉
川
家
文
書
」
二
六
）

に
は
す
で
に
見
ら
れ
な
い
。

天
文
二
十
四
年
三
月
に
永
安
要
害
が
落
城
す
る
と
、
福
屋
隆
兼
が
「
永
安
」

を
知
行
し
、
さ
ら
に
同
年
十
一
月
十
五
日
に
、
隆
兼
は
　
「
御
指
南
」
　
の
礼
と

吉
川
氏
の
　
「
近
年
之
御
存
念
」
　
に
配
慮
し
て
、
「
上
分
百
五
十
貫
地
」
を
吉

５

川
元
春
に
譲
与
し
た
０
。
「
下
分
」
に
つ
い
て
は
、
永
安
氏
が
石
見
吉
川
氏

か
ら
奪
取
し
て
い
た
も
の
を
宿
屋
氏
が
占
領
・
知
行
し
、
福
屋
氏
が
滅
亡
し

′
○

た
際
に
吉
川
元
春
が
獲
得
し
た
可
能
性
が
最
も
高
い
と
思
わ
れ
る
５
１

従
っ
て
、
「
付
立
」
　
に
見
ら
れ
る
　
「
永
安
　
三
百
貫
」
　
は
、
以
上
の
よ
う

な
古
い
由
緒
と
そ
の
後
の
激
し
い
争
奪
の
歴
史
を
経
て
、
永
禄
五
年
に
吉
川

元
春
が
泳
安
別
符
全
体
の
知
行
権
を
獲
得
し
た
も
の
を
指
し
て
い
る
と
推
測

７

さ
れ
る
。
。

第
二
に
、
永
禄
二
年
の
小
笠
原
氏
降
伏
に
伴
っ
て
、
毛
利
氏
に
よ
っ
て
収

公
さ
れ
、
毛
利
氏
か
ら
吉
川
氏
へ
宛
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
小
笠
原
氏
旧
領

で
あ
る
。
邑
智
郡
「
井
原
」
　
三
〇
〇
貫
「
河
本
」
　
二
〇
〇
貢
が
こ
れ
に
相
当

す
る
。
邑
智
郡
「
山
南
」
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
氏
の
権
益
も
存
在
し
た
が
、

元
春
以
下
毛
利
軍
が
石
見
国
へ
派
遣
さ
れ
た
弘
治
二
年
に
は
毛
利
氏
か
ら
出

羽
氏
に
「
山
南
半
分
」
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
吉
川
領
と
な
っ
た
時
期
や
契

０
０

機
が
定
か
で
な
い
。
。

第
三
に
、
永
禄
五
年
に
滅
亡
し
た
福
屋
氏
の
開
所
地
で
あ
る
。
宿
屋
氏
は
、

天
文
年
間
以
降
、
急
速
な
拡
大
を
遂
げ
、
天
文
二
十
四
年
か
ら
は
毛
利
氏
と

Ｑ
ノ

手
を
組
ん
で
強
大
化
し
て
い
く
。
が
、
永
禄
四
年
に
毛
利
氏
か
ら
離
反
し
、

翌
年
二
月
に
滅
亡
し
た
。
元
春
は
、
そ
の
福
屋
氏
旧
領
を
引
き
継
い
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

邑
智
郡
「
中
村
」
は
、
旧
小
笠
原
領
を
福
屋
氏
が
占
拠
し
た
も
の
で
、
永

禄
四
年
十
二
月
に
中
村
要
害
が
陥
落
し
て
毛
利
氏
支
配
下
に
入
っ
た
。

邑
智
・
那
賀
両
郡
を
ま
た
ぐ
「
市
木
」
　
は
、
康
暦
元
年
に
大
内
氏
か
ら
石

見
吉
川
氏
の
経
見
に
対
し
て
預
吋
ら
れ
た
経
緯
を
持
ち
、
至
徳
二
年
に
も
あ

０

ら
た
め
て
預
け
置
か
れ
て
い
る
㌘
し
か
し
、
安
定
的
な
知
行
権
で
あ
っ
た

と
は
考
え
が
た
く
、
石
見
吉
川
氏
が
吉
川
氏
惣
領
家
を
継
い
で
以
降
は
譲
状

等
に
も
見
ら
れ
な
い
。
貞
応
二
年
石
見
国
田
数
注
文
に
　
「
ふ
く
や
知
行
」
と

の
後
筆
書
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
の
福
屋
氏
本
領
の
一
部

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
福
屋
氏
滅
亡
に
伴
っ
て
吉
川
領
と
な
っ
た
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。
永
禄
十
一
年
艦
、
元
春
か
ら
家
臣
の
井
上
次
郎
右
衛
門
尉
に
三

町
八
反
分
が
宛
行
わ
れ
た
ほ
ほ
か
、
天
正
七
年
に
は
宮
庄
次
郎
五
郎
（
吉
川

経
菅
）
に
対
し
て
「
麦
尾
給
分
山
解
越
前
守
裁
判
之
地
」
が
宛
行
わ
れ
て
い

つ
‘

つ
▲

る
（
。那

賀
郡
「
波
佐
」
は
、
久
佐
郷
波
佐
相
に
あ
た
り
、
三
隅
氏
領
で
あ
っ
た

か

が
天
文
二
十
一
年
に
は
不
知
行
と
な
っ
て
い
る
（
。
不
知
行
の
理
由
は
わ
か

ら
な
い
が
、
福
屋
氏
の
拡
大
に
関
わ
る
可
能
性
が
高
い
。
従
っ
て
、
福
屋
氏

の
開
所
地
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

那
賀
郡
「
久
佐
」
は
、
貞
応
二
年
石
見
国
田
数
注
文
に
　
「
ふ
く
や
知
行
」

と
め
後
筆
書
が
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
福
屋
氏
本
領
の
一
部
と
考
え
ら
れ

４

る
５
２
　
福
屋
氏
滅
亡
直
後
に
石
見
国
衆
佐
波
氏
に
「
久
佐
之
内
」
二
〇
〇
貫

が
宛
行
わ
れ
て
い
る
。
惣
国
検
地
直
後
に
そ
の
直
前
の
佐
波
氏
知
行
分
（
毛

利
氏
給
与
分
の
み
）
を
記
し
た
佐
波
隆
秀
覚
書
（
「
開
聞
録
」
巻
７
１
　
（
佐
波

庄
三
郎
）
　
空
　
に
よ
れ
ば
、
「
九
十
式
貫
五
十
文
足
　
福
屋
久
佐
之
内
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
一
〇
〇
貫
余
が
減
少
し
て
い
る
。
「
付
立
」
　
の
吉
川
領
一

〇
〇
貫
に
つ
い
て
は
、
佐
波
氏
へ
の
給
地
二
〇
〇
貫
が
　
「
久
佐
」
　
の
全
体
で

は
な
い
こ
と
、
市
山
衆
井
下
氏
の
吉
川
氏
か
ら
の
給
田
が
早
く
か
ら
存
在
し

＄２



椀

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
（
よ
り
、
佐
波
氏
給
地
と
は
別
の
一
〇
〇
貢
が
、

福
屋
氏
滅
亡
後
に
吉
川
氏
へ
与
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
と

思
わ
れ
る
。

那
賀
郡
、
伊
甘
郷
」
は
、
益
田
氏
領
で
あ
っ
た
が
、
天
文
十
六
年
に
は
「
福

′
○

つ
－

屋
当
知
行
（
」
　
と
あ
っ
て
、
福
屋
氏
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
福
屋
氏
領
に
組
み

込
ま
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
や
は
り
福
屋
氏
の
開
所
地
と
考
え

ら
れ
る
。
元
亀
二
年
に
、
元
春
が
家
臣
の
森
脇
市
郎
右
衛
門
に
対
し
て
、
「
石

７

見
府
中
上
分
」
の
内
の
田
六
町
分
を
宛
行
っ
て
い
る
㌘

那
賀
郡
「
有
福
」
　
は
、
周
布
氏
領
と
さ
れ
る
が
、
長
禄
四
年
に
周
布
和
兼

に
安
堵
さ
れ
た
　
「
有
福
内
四
町
号
生
越
分
」
　
は
、
延
徳
二
年
の
安
堵
状
や
大

永
三
年
の
譲
状
に
見
ら
れ
る
　
「
有
福
五
分
壱
生
越
」
　
に
相
当
し
て
お
り
、
周

布
氏
知
行
分
は
有
福
の
一
部
分
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
福
屋
氏
の

本
城
で
あ
る
本
明
城
（
乙
明
城
）
　
の
城
下
と
言
う
べ
き
場
所
に
位
置
し
て
お

り
、
福
屋
氏
の
権
益
が
含
ま
れ
た
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
。
「
有
福
」
一

〇
〇
貫
分
が
吉
川
領
と
な
っ
た
経
緯
は
未
詳
で
あ
る
が
、
宿
屋
氏
の
開
所
地

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

那
賀
郡
「
阿
刀
」
は
、
貞
応
二
年
石
見
国
田
数
注
文
に
　
「
ふ
く
や
知
行
」

と
の
後
筆
書
が
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宿
屋
氏
本
領
の
一
部
で
あ
る
。
従

っ
て
、
や
は
り
福
屋
氏
の
開
所
地
と
考
え
ら
れ
る
。
天
正
十
年
以
前
よ
り
、

０
０

市
山
衆
井
下
氏
の
吉
川
氏
か
ら
の
給
田
が
存
在
し
て
い
る
㌘

邑
智
郡
「
市
山
」
　
は
、
南
北
朝
期
以
来
の
小
笠
原
領
で
あ
っ
た
が
、
福
屋

氏
と
の
抗
争
を
経
て
弘
治
年
間
頃
に
福
屋
領
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
福

屋
氏
が
毛
利
氏
か
ら
離
反
℃
た
永
禄
四
年
十
二
月
に
は
、
吉
川
氏
が
市
山
衆

ｑ
ノ

の
掌
握
に
成
功
し
て
い
る
㌘

那
賀
郡
「
来
田
」
　
は
、
貞
応
二
年
石
見
国
田
数
注
文
に
　
「
ふ
く
や
知
行
」

と
の
後
筆
書
が
付
さ
れ
て
お
り
、
福
屋
氏
本
領
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
や
は
り
福
屋
氏
の
開
所
地
と
考
え
ら
れ
る
。

邑
智
郡
「
日
和
」
は
、
小
笠
原
氏
領
で
あ
っ
た
が
、
天
文
二
十
二
年
か
ら

の
福
屋
氏
と
の
抗
争
の
主
要
な
舞
台
の
一
つ
と
な
っ
た
。
永
禄
四
年
十
二
月

に
、
福
屋
氏
か
ら
離
反
し
た
市
山
衆
井
下
氏
に
対
し
て
「
日
和
之
内
坂
屋
名
」

が
宛
行
わ
れ
た
際
や
、
永
禄
五
年
三
月
に
　
「
日
和
之
内
五
拾
貫
」
　
が
石
見
吉

川
氏
に
宛
行
わ
れ
た
際
に
は
、
毛
利
氏
と
吉
川
元
春
の
連
署
で
宛
行
状
が
遣

０

わ
さ
れ
て
い
る
持
の
で
、
吉
川
領
化
は
、
永
禄
五
年
の
福
屋
氏
滅
亡
以
後
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
天
正
七
年
に
は
、
吉
川
氏
奉
行
人
か
ら
吉
川
氏
家
臣
の

野
上
右
兵
衛
門
尉
に
給
田
が
打
ち
渡
さ
れ
て
い
る
。
。

「
奥
山
」
　
は
、
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
３
２
島
根
県
』
『
日
本
歴
史
地
名

大
系
３
３
島
根
県
の
地
名
』
と
も
に
、
佐
波
氏
家
臣
奥
山
氏
の
本
拠
で
あ
っ
た

邑
智
郡
佐
波
郷
奥
山
村
に
比
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
永
禄
二
年
十
月
十
一

日
奥
山
惣
百
姓
脇
中
書
状
写
（
島
根
県
立
図
書
館
架
蔵
謄
写
本
「
岡
本
文
書
」
）

が
、
小
石
見
三
宮
口
の
通
行
権
に
関
す
る
福
屋
氏
の
裁
定
を
受
諾
し
た
も
の

で
あ
る
の
で
、
那
賀
郡
の
山
間
部
に
「
奥
山
Ｊ
と
称
さ
れ
る
場
所
が
存
在
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
）
「
付
立
」
　
の
　
「
奥
山
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

２

が
、
場
所
は
特
定
で
き
な
い
。
。
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
先
の
奥
山
惣
百
姓

脇
中
書
状
か
ら
永
禄
二
年
の
　
「
奥
山
」
が
福
屋
領
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で

き
る
の
で
、
や
は
り
福
屋
氏
開
所
地
が
吉
川
領
と
な
っ
た
事
例
と
思
わ
れ
る
。

天
正
十
年
に
は
、
市
山
衆
井
下
氏
の
吉
川
氏
か
ら
の
給
田
の
存
在
を
確
認
で

８３

き
る那

賀
郡
「
自
角
」
・
邑
智
郡
「
日
工
」
　
に
つ
い
て
は
、
確
証
は
な
い
も
の

の
、
位
置
関
係
か
ら
み
て
滅
亡
前
の
福
屋
氏
領
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
既
述
の
よ
う
に
、
「
永
安
下
分
」
　
に
つ
い
て
も
、
福
屋
氏
領
が
そ
の

滅
亡
後
に
吉
川
領
化
し
た
一
例
（
正
確
に
は
知
行
権
の
回
復
）
　
で
あ
る
と
推

測
さ
れ
る
。
「
目
貫
」
　
に
つ
い
て
は
、
永
禄
十
一
年
に
ゾ
吉
川
氏
家
臣
の
井

４

上
次
郎
右
衛
門
尉
に
三
町
二
反
分
が
宛
行
わ
れ
て
い
る
持
。

最
後
に
、
上
記
の
三
つ
の
分
類
に
属
さ
な
い
も
の
、
詳
細
が
未
詳
で
あ
る



も
の
を
挙
げ
る
。

「
奥
郷
」
七
〇
〇
貫
に
つ
い
て
は
未
詳
。
永
禄
四
年
六
月
に
家
臣
の
市
川

５

春
俊
に
「
於
奥
郷
之
内
百
貫
地
」
を
宛
行
っ
て
小
る
侍
の
で
、
吉
川
領
化
は

こ
れ
以
前
と
思
わ
れ
る
。

適
摩
郡
「
湯
三
方
」
＝
「
温
泉
三
方
」
　
は
、
温
泉
津
を
除
く
残
り
の
部
分

の
温
泉
郷
で
あ
り
、
温
泉
氏
所
領
で
あ
っ
た
。
毛
利
氏
は
弘
治
二
年
以
降
、

石
見
国
に
お
け
る
最
重
要
拠
点
と
し
て
、
温
泉
津
の
確
保
に
努
め
、
尼
子
方

と
の
争
奪
を
繰
り
返
し
た
が
、
毛
利
元
就
は
、
永
禄
五
年
に
温
泉
英
永
を
撃

退
し
て
温
泉
津
を
掌
握
し
直
轄
化
す
る
と
と
も
に
、
温
泉
三
方
に
つ
い
て
は

吉
川
元
春
に
委
ね
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
天
正
五
年
に
は
、
石
見
吉
川
経
安

に
対
す
る
毛
利
氏
か
ら
の
給
地
が
開
所
地
不
足
に
よ
っ
て
滞
っ
て
い
た
た

め
、
皆
川
氏
が
　
「
温
泉
三
方
」
　
の
内
の
三
十
貫
分
を
石
見
吉
川
氏
に
与
え
て

′
○

つ
Ｊ

い
る
（
。

適
摩
郡
「
大
国
三
方
」
が
吉
川
領
と
な
っ
た
経
緯
は
未
詳
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
吉
川
領
化
の
契
機
を
特
定
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
が
、

推
定
通
り
と
す
れ
ば
、
小
笠
原
氏
・
福
屋
氏
の
旧
領
が
十
五
ケ
所
、
合
計
二

四
五
〇
貫
に
達
し
て
お
り
、
経
緯
未
詳
の
　
「
山
南
」
　
三
〇
〇
貫
・
「
奥
郷
」

七
〇
〇
貫
を
勘
案
す
れ
ば
、
石
見
国
吉
川
領
の
中
で
特
に
大
き
な
比
重
を
占

め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
で
も
福
屋
氏
旧
領
は
、
最
も
大
き
な
位
置
を

占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
天
正
十
年
前
後
に
、
吉
川
元
春
は
　
「
小
石
見
村
」
を
次
男
の
仁
保

７

元
棟
に
遣
わ
し
て
い
る
㌘
　
「
付
立
」
　
の
出
雲
国
の
部
分
に
見
ら
れ
る
「
小

石
見
之
代
所
」
　
「
小
石
見
衆
」
は
、
こ
の
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、

実
際
に
は
元
春
と
元
棟
の
所
領
の
交
換
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
元
春
に
付
き

従
っ
た
在
地
勢
力
が
存
在
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
「
小
石
見
村
」

も
、
滅
亡
直
前
ま
で
の
福
屋
氏
領
で
あ
り
、
元
春
が
福
屋
氏
旧
領
の
ほ
と
ん

ど
を
引
き
継
い
だ
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。

さ
ら
に
、
天
正
十
五
年
九
月
六
日
に
、
毛
利
輝
元
は
、
仁
保
元
棟
に
対
し

０
０

て
「
石
州
福
屋
式
部
少
輔
先
知
三
千
貫
地
」
を
宛
行
っ
て
い
る
㌘
こ
の
権

益
は
、
「
付
立
」
　
の
福
屋
氏
旧
領
と
基
本
的
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
少

な
く
と
も
「
付
立
」
作
成
時
点
の
吉
川
領
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
含
ま
れ

９ｔ
Ｊ

て
い
た
可
能
性
が
高
い
（
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
「
小
石
見
」
も
こ
れ
に

０

含
ま
れ
て
い
た
㌘
「
付
立
」
の
成
立
が
、
天
正
十
五
年
九
月
を
下
る
こ
と

は
、
あ
り
え
な
い
。

ま
た
、
二
十
五
年
も
前
に
滅
亡
し
た
福
屋
氏
の
旧
領
が
　
「
福
屋
式
部
少
輔

先
知
」
　
と
し
て
ま
と
め
て
給
与
さ
れ
る
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
ま
と
ま
り

が
実
際
に
基
本
的
に
維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
こ
の
間
に
福
屋
氏

旧
領
が
多
数
の
給
地
に
分
割
さ
れ
な
か
っ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
。
「
付
立
」
　
作
成
時
の
石
見
国
吉
川
領
の
主
要
な
部
分
が
　
「
宿
屋
式
部
少

輔
先
知
」
　
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
間
接
的
に
裏
づ
け
る
事
実

で
あ
る
。

＄４

周
防
国

周
防
国
の
吉
川
領
は
、
「
道
前
」
　
（
玖
珂
・
熊
毛
郡
域
）
　
に
お
け
る
五
〇

〇
貫
と
あ
り
、
こ
の
内
、
一
〇
〇
貫
が
備
後
国
久
代
氏
、
五
〇
貢
が
出
雲
国

宍
道
氏
に
給
与
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
付
立
」
　
末
尾
に
記
さ
れ
た
「
山
城

之
内
　
百
工
」
も
周
防
国
玖
珂
郡
山
代
郷
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
石
見

国
益
田
領
と
さ
れ
て
い
る
㌘
こ
の
結
果
、
吉
川
領
は
総
計
三
五
〇
貫
と
な

っ
て
い
る
。

周
防
国
の
吉
川
領
は
、
い
ず
れ
も
弘
治
二
・
三
年
の
防
長
侵
攻
後
に
毛
利

氏
が
掌
握
し
た
玖
珂
・
熊
毛
郡
内
に
お
い
て
、
毛
利
氏
か
ら
宛
行
わ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
永
禄
三
年
に
、
元
春
は
毛
利
氏
か
ら
　
「
於
防
州
山
代
五

箇
之
内
ゾ
下
畑
式
百
五
十
貫
、
阿
賀
百
五
十
貫
、
志
不
前
百
貫
、
都
合
五
百

つ
▲

４

貫
之
地
（
」
　
を
宛
行
わ
れ
た
。
「
道
前
」
　
五
〇
〇
貫
は
基
本
的
に
は
こ
れ
に



相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
天
正
九
年
に
元
春
か
ら
野
上
右
衛
門
尉
に
「
周

防
国
道
前
美
和
村
之
内
弘
中
彦
兵
給
田
八
町
式
反
半
三
十
歩
」
を
宛
行
っ
て

つ
Ｊ

お
り
㌣
　
こ
の
時
期
に
は
熊
毛
郡
美
和
郷
に
も
吉
川
領
が
存
在
し
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
ま
た
、
「
阿
賀
百
五
十
貫
」
　
に
つ
い
て
、
山
代
郷
五
ケ
の
阿

賀
村
の
地
侍
三
分
一
氏
に
対
す
る
毛
利
氏
の
給
地
賦
に
際
し
、
そ
の
抱
分
八

町
四
段
余
の
内
、
二
町
四
段
余
が
「
古
河
殿
江
渡
佃
」
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
よ
う
に
、
こ
の
地
域
で
国
衆
等
に
宛
行
わ
れ
た
給
地
は
、
既
存
の
権
益

か
ら
切
り
出
さ
れ
た
断
片
の
集
積
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
従
っ
て
、
「
付
立
」
　
作
成
時
の
　
「
道
前
」
　
五
〇
〇
貫
の
構
成
は
、
細
か

な
給
地
替
え
な
ど
を
経
て
、
か
な
り
散
在
的
な
部
分
を
含
む
複
雑
な
構
造
を

持
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
は
、
大
名
直
轄
領
か
ら
宛
行
わ
れ
る
給

地
に
共
通
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

出
異
国

出
雲
国
の
吉
川
領
は
、
「
付
立
」
　
に
は
十
四
ケ
所
、
計
一
九
八
六
貫
と
五

〇
俵
尻
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
は
、
す
で
に
吉
川
領
で
な
い
こ
と

を
示
す
注
記
を
付
し
た
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
実
際
の
吉
川
領
は
、

五
ケ
所
、
総
計
一
一
五
〇
貫
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
総
計
に
は
後
述
す
る
よ

う
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。

「
付
立
」
　
の
総
計
「
武
千
三
貫
か
」
と
い
う
数
字
が
ど
こ
か
ら
出
て
き
た

５

の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
五
〇
俵
尻
＝
約
一
七
貫
“
と
し
て
換
算
し
て
、

旧
吉
川
領
を
含
め
た
総
計
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し

こ
れ
は
、
「
付
立
」
　
の
他
国
の
総
計
が
、
実
際
の
吉
川
領
の
総
計
の
み
を
記

し
て
い
る
こ
と
と
異
な
っ
て
お
り
、
統
一
性
を
欠
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
、

「
付
立
」
　
の
性
格
を
窺
わ
せ
る
事
実
で
あ
る
。

出
雲
国
吉
川
領
の
特
徴
は
、
他
国
と
は
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
益
毎
に

ほ
と
ん
ど
別
々
の
経
緯
を
有
し
て
お
り
、
具
体
的
な
経
緯
の
わ
か
り
づ
ら
い

も
の
が
多
い
点
に
あ
る
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
、
経
緯
を
知
る
手
が
か
り
と

な
る
事
実
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

′
０

４

楯
縫
郡
「
平
田
」
（
が
吉
州
領
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
天
正
十
六
年
の
平
田

７４

保
熊
野
権
現
社
造
営
棟
札
銘
（
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
吉
川
領
と
な

０
０

４

っ
た
具
体
的
な
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
（
。

永
禄
五
年
に
出
雲
国
へ
侵
攻
し
た
毛
利
氏
は
、
い
く
つ
か
の
兵
韓
基
地
を

設
け
た
が
、
「
平
田
」
も
そ
の
よ
う
な
戦
略
拠
点
と
し
て
毛
利
氏
に
掌
握
さ

＜
フ

４

れ
た
（
。
元
亀
元
年
の
尼
子
勝
久
と
の
戦
争
に
際
し
て
も
、
「
平
田
」
　
は
引

き
続
き
重
雪
な
戦
略
拠
点
と
な
り
、
高
瀬
城
の
米
原
綱
寛
に
よ
る
攻
撃
を
受

０５

け
て
い
る
（
。

「
平
田
」
と
吉
川
氏
と
の
結
び
付
き
は
、
元
亀
元
年
十
一
月
十
八
日
、
吉

５

川
元
春
の
神
西
か
ら
の
陣
替
（
以
降
、
特
に
強
め
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

同
年
九
月
五
日
、
毛
利
元
就
の
病
状
悪
化
の
報
を
受
け
た
毛
利
輝
元
と
小
早

つ
▲

川
隆
景
は
出
雲
国
か
ら
帰
陣
し
。
、
出
雲
国
方
面
に
お
け
る
毛
利
氏
方
の
軍

事
指
揮
権
を
、
元
春
（
及
び
口
羽
通
良
・
宍
戸
隆
家
）
　
に
委
ね
た
。
以
後
、

「
平
田
」
　
は
山
陰
方
面
の
軍
事
指
揮
官
た
る
吉
川
氏
の
最
重
要
拠
点
と
な
っ

て
い
く
。

例
え
ば
、
天
正
三
年
に
因
幡
の
尼
子
氏
勢
力
の
掃
討
に
出
陣
し
た
吉
川
元

春
・
元
長
父
子
は
、
ま
ず
「
平
田
」
に
駐
留
し
、
出
雲
国
衆
の
三
刀
屋
氏
が

ｔ
Ｊ

出
頭
し
た
∬
よ
う
に
、
こ
こ
で
軍
勢
を
準
え
て
い
る
。
ま
た
、
天
正
八
年
に

は
、
闇
雲
国
古
志
氏
が
吉
川
元
長
に
「
御
供
」
し
て
「
平
田
」
　
へ
罷
り
出
て

４

い
る
。
よ
う
に
、
伯
者
国
南
条
氏
の
攻
撃
に
向
か
う
吉
川
元
長
が
　
「
平
田
」

に
駐
留
し
、
軍
勢
を
整
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
「
平
田
」
　
の
吉
川
領
化
が
、
吉
川
氏
の
軍
事
拠
点
化

を
前
提
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の

時
期
に
つ
い
て
は
、
元
亀
元
年
十
一
月
前
後
も
し
く
は
そ
れ
を
あ
ま
り
下
ら

な
い
時
期
で
あ
る
可
能
性
を
窺
わ
せ
て
は
い
る
も
の
の
、
決
め
手
と
な
る
史

８５



５５

料
を
欠
い
て
い
る
（
。

出
東
郡
「
う
や
か
ん
は
　
（
牢
屋
神
庭
）
」
　
は
、
「
高
勢
ノ
山
下
」
　
と
あ
る

よ
う
に
高
瀬
城
下
に
位
置
す
る
。
吉
川
領
化
の
経
緯
は
未
詳
。
元
亀
二
年
三

月
十
九
日
の
高
瀬
城
落
城
後
に
、
毛
利
氏
が
接
収
し
た
米
原
氏
旧
領
な
ど
の

中
か
ら
吉
川
氏
に
宛
行
わ
れ
た
給
地
と
推
測
さ
れ
る
。
「
安
房
守
給
」
　
と
あ

り
、
一
族
の
吉
川
安
房
守
へ
宛
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

意
宇
郡
「
大
庭
」
　
は
、
古
く
か
ら
の
神
魂
社
領
大
庭
保
で
あ
り
、
鎌
倉
期

以
降
は
杵
築
大
社
国
造
家
が
地
頭
職
を
獲
得
し
、
同
社
国
造
・
上
官
や
秋
上

氏
（
戦
国
期
の
神
魂
社
神
主
一
族
）
ら
の
細
分
化
さ
れ
た
知
行
分
が
存
在
し
、

「
守
護
不
入
」
を
認
め
ら
れ
て
い
た
。
天
正
七
年
八
月
に
仁
保
元
棟
（
元
春

′
ｈ
）

の
次
男
）
の
所
領
と
な
り
㌘
天
正
十
四
年
六
月
の
元
棟
領
付
立
に
は
す
で

７

に
「
不
知
行
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
が
、
こ
の
高
二
〇
〇
貫
は
、
吉
川
領
「
付

立
」
　
の
高
教
と
一
致
し
て
い
る
。

天
正
十
六
年
に
吉
川
広
家
が
　
「
領
分
寺
社
共
ｌ
こ
　
賦
課
し
た
　
「
新
庄
」
　
の

普
請
役
は
、
当
初
は
大
庭
に
も
課
せ
ら
れ
、
袖
魂
社
神
主
秋
上
良
忠
の
訴
え

０
０

に
よ
り
「
守
護
不
入
」
と
し
て
免
除
さ
れ
た
５
５
　
こ
の
普
請
役
は
吉
川
氏
「
領

分
」
　
に
賦
課
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
国
衆
・
有
力
寺
社
領
に
課
せ
ら

れ
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
「
大
庭
」
　
が
す
で
に
仁
保
元
棟
　
（
こ
の
時

期
に
は
繁
沢
元
氏
と
改
名
）
　
領
で
は
な
く
、
弟
の
吉
川
広
家
領
と
な
っ
て
い

た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
大
庭
」
　
が
、
仁
保
元
棟
領
か
ら
吉
川
領

へ
と
受
け
継
が
れ
た
契
機
や
時
期
は
、
未
詳
で
あ
る
。

大
原
郡
「
牛
尾
」
　
（
＝
淀
本
庄
・
淀
新
庄
）
　
は
、
「
出
雲
州
衆
」
　
牛
尾
氏

の
本
拠
で
あ
る
。
「
牛
尾
」
　
の
吉
川
領
化
の
時
期
や
契
機
は
未
詳
で
あ
る
。

永
禄
五
年
に
出
雲
国
へ
侵
攻
し
た
毛
利
氏
は
、
尼
子
氏
方
に
と
ど
ま
っ
た

出
雲
国
衆
の
所
領
を
開
所
地
と
し
た
が
、
「
牛
尾
七
百
貫
」
　
に
つ
い
て
も
いｎ

フ

侵
攻
後
間
も
な
い
七
月
十
八
日
に
は
備
後
国
山
内
氏
に
宛
行
わ
れ
て
い
る
５
５

ｎ
Ｖ

永
禄
六
年
四
月
に
は
、
「
牛
尾
半
分
」
が
山
内
氏
に
宛
行
わ
れ
て
い
る
“
が
、

前
年
に
宛
行
わ
れ
た
　
「
七
百
貫
」
　
の
半
分
が
再
度
宛
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、
戦
争
継
続
中
の
様
々
な
情
勢
・
戦
略
の
変
化
の
中
で
、
出
雲
国
内
の

開
所
地
は
な
お
き
わ
め
て
流
動
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

毛
利
氏
に
よ
っ
て
本
拠
「
牛
尾
」
を
開
所
地
に
さ
れ
た
牛
尾
氏
惣
領
家
（
信

濃
守
・
弾
正
忠
ら
）
　
は
、
永
禄
九
年
十
一
泊
の
富
田
城
落
城
ま
で
城
内
に
と

′
ｈ
）

ど
ま
り
、
一
貫
し
て
尼
子
氏
方
で
あ
っ
た
（
。

問
題
と
な
る
の
は
、
牛
尾
氏
の
庶
流
出
身
と
思
わ
れ
る
、
牛
尾
幸
清
　
（
次

郎
右
衛
門
尉
・
遠
江
守
）
・
久
清
　
（
太
郎
左
衛
門
尉
）
・
家
寿
　
（
宗
次
郎
・

豊
前
守
）
　
ら
尼
子
氏
家
臣
の
牛
尾
氏
が
、
永
禄
八
年
に
次
々
と
毛
利
氏
方
へ

投
降
し
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
尼
子
氏
当
主
の
意
を
奉
じ
る
文
書
に
署

判
し
た
尼
子
民
望
主
直
属
家
臣
で
あ
り
、
幸
清
な
ど
は
天
文
年
間
初
頭
以
来

２

の
重
臣
で
あ
り
ぐ
　
い
ず
れ
も
本
来
な
ら
ば
惣
領
家
よ
り
も
尼
子
氏
へ
の
帰

属
性
が
強
い
は
ず
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
内
の
牛
尾
家
寿
が
毛
利
氏
に
投
降

す
る
際
、
毛
利
氏
は
毛
利
元
就
・
輝
元
宛
行
状
と
毛
利
元
就
宛
行
状
を
発
給

し
て
　
「
牛
尾
」
　
を
宛
行
っ
た
が
、
元
就
宛
行
状
と
同
日
付
け
の
吉
川
元
春
添

状
に
　
「
牛
尾
之
事
、
悉
被
進
置
候
、
長
久
御
知
行
肝
要
侯
」
　
と
あ
る
こ
と
か

１
Ｊ

ら
、
こ
れ
は
「
牛
尾
」
全
体
の
宛
行
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
㌘
開
所
地

の
知
行
権
が
流
動
的
で
あ
る
要
因
の
一
つ
が
こ
の
よ
う
な
勧
降
策
に
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
元
春
が
牛
尾
家
寿
と
の
交
渉
の
前
面
に
出
て

い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

永
禄
十
二
年
に
尼
子
勝
久
が
出
雲
国
へ
乱
入
す
る
と
、
牛
尾
氏
惣
領
家
の

弾
正
忠
は
再
び
こ
れ
に
与
し
て
本
拠
を
奪
回
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
毛
利
氏

は
、
同
年
十
月
に
は
、
「
百
貫
新
庄
」
　
を
出
雲
国
衆
三
沢
為
清
に
宛
行
っ
て

朗

い
る
（
が
、
こ
れ
も
牛
尾
氏
の
復
活
に
対
抗
す
る
措
置
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
元
亀
元
年
四
月
、
毛
利
氏
の
猛
攻
に
よ
っ
て
牛
尾
要
害
は
落
城
し
、

弾
正
忠
以
下
は
討
死
し
た
。

そ
の
後
、
天
正
三
年
に
は
、
牛
尾
氏
本
領
内
の
諏
訪
社
　
（
現
須
賀
神
社
）
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拝
殿
鳥
居
が
、
「
牛
尾
豊
前
守
家
寿
・
同
大
蔵
左
衛
門
春
信
」
　
に
よ
っ
て
道

立
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
　
（
『
雲
陽
誌
』
）
。
ま
た
、
天
正
五
年
七
月
二
十

日
牛
尾
春
信
袖
判
・
牛
尾
家
寿
証
判
家
臣
連
署
奉
書
（
「
諏
訪
家
文
書
」
『
新

島
史
』
四
六
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
牛
尾
氏
家
臣
の
署
判
の
上
部
（
日
付
の
横
）

に
「
家
寿
」
が
署
判
し
て
、
諏
訪
社
の
諸
祭
礼
に
関
す
る
指
示
を
与
え
て
い

５

る
。
牛
尾
大
蔵
左
衛
門
尉
春
信
は
、
家
寿
の
子
息
で
あ
り
“
、
こ
の
時
期
に

は
因
幡
国
に
お
い
て
毛
利
方
の
最
前
線
に
在
番
し
、
尼
子
方
や
織
田
方
の
軍

勢
と
戦
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
元
亀
元
年
以
降
、
少
な
く
と
も
天
正
五
年
ま

で
は
、
「
牛
尾
」
　
の
内
六
〇
〇
貫
分
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
牛
尾
家
寿

・
春
信
父
子
に
よ
っ
て
知
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
牛
尾
春
信
の
実
名
は

元
春
の
偏
藻
と
考
え
ら
れ
、
家
寿
・
春
信
父
子
の
存
立
に
は
、
富
田
城
か
ら

の
投
降
以
来
、
吉
川
元
春
の
存
在
が
特
に
重
要
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。「

牛
尾
」
の
内
「
新
庄
」
一
〇
〇
貫
に
つ
い
て
は
、
天
正
十
九
年
十
月
に
、

毛
利
氏
家
臣
児
玉
元
信
に
対
し
て
「
伯
州
幣
地
代
所
」
と
し
て
「
三
沢
先
地
新

庄
村
」
二
二
七
石
余
が
宛
行
わ
れ
て
い
る
欄
。
従
っ
て
、
三
沢
氏
は
永
禄
十

二
年
か
ら
天
正
十
九
年
ま
で
の
二
十
年
余
に
わ
た
り
、
「
新
庄
」
を
知
行
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
れ
が
　
「
付
立
」
　
に
記
さ
れ
た
　
「
新
庄
分
」
一
〇

〇
貫
に
相
当
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
牛
尾
」
　
六
〇
〇
貫
の
吉
川
領
化
は
、
少
な
く
と
も
天

正
五
年
七
月
よ
り
も
後
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
直
接
の
契
機
も
未
詳
で
あ
る
。

春
信
は
、
天
正
十
四
年
十
一
月
の
豊
前
国
字
龍
津
城
の
攻
防
戦
に
お
い
て
討

即

死
し
、
そ
の
一
跡
は
吉
川
元
長
よ
り
牛
尾
源
五
郎
が
安
堵
さ
れ
て
い
る
（
。

意
宇
郡
「
竹
屋
神
納
」
と
島
根
郡
「
福
浦
」
に
つ
い
て
も
、
吉
川
領
化
の

経
緯
や
時
期
が
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
の
両
所
の
合
計
高
が
ち
ょ
う
ど
五
〇
貫

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
毛
利
氏
か
ら
同
時
に
宛
行
わ
れ
た
給
地
で
あ
る
可
能
性

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
在
所
の
一
部
に
つ
い
て
得
分
権
を
得
た
も
の
と
推
測

偲

さ
れ
る
。
「
竹
屋
　
（
＝
竹
矢
）
」
　
は
尼
子
氏
直
轄
領
で
あ
っ
た
（
所
で
、
天
正

９

七
年
に
は
仁
保
元
棟
）
（
元
春
次
男
）
領
も
存
在
し
て
い
る
㌘
天
正
十
四
年

〇

六
月
の
元
棟
領
付
立
。
に
記
さ
れ
た
「
山
代
　
鮒
㌘
内
」
三
二
貢
が
そ
れ
に
あ

た
る
が
、
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
吉
川
領
三
八
貫
と
は
別
の
権
益
で
あ
る
。
国

府
地
域
の
　
「
竹
屋
」
　
は
　
「
大
草
村
」
　
と
同
様
に
所
有
関
係
が
複
雑
で
あ
り
、

秋
上
氏
、
六
所
社
、
浄
音
寺
な
ど
の
多
数
の
抱
分
が
錯
綜
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
「
福
浦
」
　
は
美
保
郷
に
属
す
る
か
つ
て
の
守
護
領
で
あ
る
。
断
定
は

で
き
な
い
が
、
以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
を
勘
案
す
れ
ば
、
や
は
り
毛
利

氏
直
轄
領
か
ら
宛
行
わ
れ
た
給
地
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

島
根
郡
「
持
田
」
は
、
少
な
く
と
滝
天
正
六
年
三
月
二
十
日
以
前
か
ら
仁

７

保
元
横
領
（
元
春
次
男
）
　
で
あ
っ
た
＝
。
天
正
十
四
年
六
月
の
元
横
領
付
立

つ
▲

に
は
「
不
知
行
」
と
記
さ
れ
て
い
る
け
が
、
こ
の
高
教
三
〇
〇
貫
は
、
吉
川

領
「
付
立
」
　
の
高
教
と
一
致
し
て
い
る
。
「
持
田
」
　
の
右
傍
に
付
さ
れ
た
　
「
但

小
石
見
之
代
所
」
と
い
う
注
記
に
よ
れ
ば
、
「
持
田
」
は
、
）
天
正
九
～
十
年

つ
「
一

頃
に
「
小
石
見
村
」
が
元
春
か
ら
元
棟
に
与
え
ら
れ
た
際
け
、
交
換
さ
れ
て

吉
川
領
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、
「
付
立
」
　
作
成
時
点
で

は
末
次
元
康
　
（
元
就
八
男
）
　
領
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
「
但
持
田
分
代
所

元
康
よ
り
」
　
と
の
注
記
が
　
「
立
原
」
　
の
右
傍
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、

「
持
田
」
　
と
　
「
立
原
」
　
が
交
換
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

島
根
郡
「
森
山
」
　
は
、
元
亀
元
年
五
月
当
時
、
秋
上
幸
益
・
宗
信
父
子
が

在
番
し
て
い
た
森
山
城
の
所
在
地
で
あ
り
、
秋
上
父
子
は
野
村
士
悦
の
調
略

に
よ
っ
て
尼
子
勝
久
方
か
ら
毛
利
方
へ
現
形
し
た
。
境
水
道
を
折
す
る
森
山

城
は
、
以
後
毛
利
水
軍
の
重
要
な
拠
点
と
な
っ
た
が
、
天
正
五
年
に
は
　
「
秋

上
知
行
分
一
円
」
　
が
毛
利
輝
元
か
ら
仁
保
元
棟
　
（
元
春
次
男
）
　
に
宛
行
わ
れ

た
の
に
伴
い
、
「
肝
要
之
在
所
」
　
で
あ
る
と
し
て
　
「
森
山
」
　
は
元
棟
に
預
け

４

ら
れ
た
㌘
天
正
十
四
年
六
月
の
元
横
領
付
立
に
は
す
で
に
「
不
知
行
」
と

５

記
さ
れ
て
い
る
け
が
、
こ
の
高
一
〇
〇
貫
は
、
吉
川
領
「
付
立
」
の
高
教
と
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一
致
し
て
い
る
。
「
森
山
」
　
が
、
仁
保
氏
か
ら
吉
川
氏
へ
と
受
け
継
が
れ
た

可
能
性
を
窺
わ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
契
機
や
時
期
は
未
詳
で
あ
る
。
「
付
立
」

作
成
時
点
で
は
、
「
小
川
」
　
が
　
「
裁
判
」
　
し
て
い
る
と
あ
る
。
「
小
川
」
　
に

つ
い
て
は
、
人
物
を
特
定
で
き
な
い
が
、
毛
利
氏
本
宗
家
家
臣
の
小
川
就
秀

′
ｈ
）

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
㌘

大
原
郡
「
立
原
」
　
は
、
元
亀
元
年
に
は
末
次
城
番
を
引
き
請
け
た
野
村
士

悦
に
対
し
て
、
吉
川
元
赤
ら
毛
利
氏
の
　
「
御
四
人
」
　
か
ら
　
「
立
原
百
貫
」
な

７

ど
が
宛
行
わ
れ
て
い
る
㌘
既
述
の
よ
う
に
、
「
付
立
」
　
の
「
但
持
田
分
代

所
元
康
よ
り
」
と
の
注
記
よ
り
、
「
持
田
」
と
交
換
さ
れ
る
以
前
の
　
「
立
原
」

は
、
末
次
元
康
領
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
付
立
」
　
に
よ
れ
ば
、
そ
の

後
　
「
立
原
」
　
は
、
井
上
豊
前
守
と
吉
川
氏
家
臣
の
桂
春
房
に
与
え
ら
れ
た
と

さ
れ
て
い
る
。

島
根
郡
「
末
次
」
　
は
、
「
付
立
」
　
に
よ
れ
ば
、
小
川
氏
が
　
「
森
山
」
　
を
与

え
ら
れ
た
際
に
、
替
地
と
し
て
吉
川
領
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
天
正

九
年
に
は
、
毛
利
輝
元
か
ら
　
「
末
次
・
黒
田
百
貫
之
内
五
拾
貫
」
が
湯
原
春

▲
Ｕ
Ｏ

綱
に
宛
行
わ
れ
て
お
り
㌘
毛
利
氏
直
轄
領
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
吉
川
領

化
は
そ
れ
以
降
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
「
小
石
見
衆
十
人
被
遣
之
」
　
と
あ

る
の
は
、
石
見
国
　
「
小
石
見
」
　
が
吉
川
元
春
か
ら
仁
保
元
棟
に
遣
わ
さ
れ
た

後
も
元
春
に
付
き
従
っ
た
、
小
石
見
在
地
勢
力
と
考
え
ら
れ
る
。

能
義
郡
「
安
来
」
　
は
、
五
〇
俵
尻
と
い
う
高
教
か
ら
、
お
そ
ら
く
毛
利
氏

か
ら
与
え
ら
れ
た
給
分
と
思
わ
れ
る
。
「
付
立
」
　
の
　
「
安
来
」
　
の
右
傍
に
付

さ
れ
た
　
「
但
森
山
之
代
所
也
」
　
と
い
う
注
記
に
よ
り
、
小
川
氏
に
与
え
ら
れ

た
「
森
山
」
の
替
地
と
し
て
、
吉
川
氏
に
与
え
ら
れ
た
権
益
で
あ
る
と
考
え

０
ノ

ら
れ
る
。
天
正
十
四
年
六
月
の
仁
保
元
横
領
付
立
け
に
は
、
「
安
来
」
二
二

五
貢
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
別
の
権
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

０

「
付
立
」
作
成
時
に
は
、
す
で
に
能
義
郡
の
在
地
勢
力
と
思
わ
れ
る
用
「
里

田
善
内
」
　
に
遣
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
原
手
」
は
、
お
お
む
ね
意
宇
・
出
東
・
神
門
三
郡
に
相
当
す
る
地
域
の

総
称
。
お
そ
ら
く
毛
利
氏
か
ら
宛
行
わ
れ
た
散
在
給
地
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

は
、
「
付
立
」
　
作
成
時
点
で
は
、
伯
者
国
会
見
郡
　
「
外
江
」
　
と
と
も
に
、
奈

佐
久
介
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

意
宇
郡
「
大
草
村
」
　
に
つ
い
て
も
、
吉
川
領
化
の
契
機
や
時
期
が
不
明
。

高
か
ら
み
て
、
吉
川
領
は
そ
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
大
草

郷
は
、
出
雲
国
府
所
在
地
に
あ
た
る
国
衝
領
で
あ
り
」
　
鎌
倉
期
に
杵
築
大
社

国
造
家
領
と
な
り
、
秋
上
氏
ら
神
官
の
知
行
分
が
存
在
し
た
。
大
草
を
は
じ

め
と
す
る
国
府
周
辺
部
に
は
、
同
地
域
に
所
在
す
る
多
数
の
寺
社
領
が
散
在

し
て
お
り
、
知
行
関
係
は
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
る
。
戦
国
期
に
尼
子
氏
か
ら

牛
尾
氏
惣
領
家
に
宛
行
わ
れ
ヂ
尼
子
氏
討
滅
直
前
の
毛
利
氏
は
「
大
草
内

神
宮
寺
・
同
六
所
宮
・
宗
凛
庵
井
名
蔵
名
・
中
大
名
」
「
大
草
之
内
天
満
分
」

つ
▲

を
鰐
淵
寺
和
多
坊
に
与
え
ヂ
元
亀
元
年
に
は
和
多
坊
に
与
え
た
「
大
草
」

】
Ｊ

０
０

の
権
益
を
尼
子
氏
か
ら
寝
返
っ
た
秋
上
宗
信
に
与
え
た
（
。
「
大
草
村
」
　
の

吉
川
領
は
、
「
竹
屋
」
　
と
同
様
に
、
毛
利
氏
直
轄
領
か
ら
宛
行
わ
れ
た
給
分

で
あ
っ
て
、
得
分
権
を
有
す
る
の
み
の
権
益
と
推
測
さ
れ
る
。
「
付
立
」
　
作

成
時
に
、
毛
利
氏
配
下
に
属
し
て
い
た
安
達
十
兵
衛
の
給
地
と
な
っ
て
い
る

４

こ
と
は
、
そ
の
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
㌘

以
上
の
よ
う
に
、
出
雲
国
部
分
の
表
記
は
、
「
付
立
」
　
作
成
時
に
は
す
で

に
吉
川
領
で
な
い
も
の
を
多
数
含
ん
で
い
る
。
他
国
と
同
様
、
注
記
に
従
っ

て
他
者
の
知
行
分
を
差
し
引
く
と
、
「
付
立
」
　
作
成
時
点
の
出
雲
国
吉
川
領

は
、
「
平
田
」
　
三
〇
〇
貫
、
「
大
庭
」
　
二
〇
〇
貫
、
「
牛
尾
」
　
六
〇
〇
貫
、
「
竹

屋
神
納
」
　
三
八
貫
、
「
福
浦
」
一
二
貫
の
、
一
一
五
〇
貫
の
み
で
あ
る
。
こ

れ
が
、
冒
頭
に
掲
げ
た
出
雲
国
吉
川
領
の
総
計
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
と
な

る
の
は
、
出
雲
国
部
分
の
注
記
に
は
、
吉
川
氏
一
族
・
家
臣
と
思
わ
れ
る
者

（
「
安
房
守
」
　
「
桂
左
馬
　
（
桂
春
房
）
」
　
「
小
石
見
衆
」
）
　
の
給
地
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
毛
利
氏
か
ら
宛
行
わ
れ
た
も
の
か
吉
川
氏
が
宛

Ｓ８



行
っ
た
も
の
か
、
判
別
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
吉
川
氏
が
宛
行

っ
た
も
の
　
（
す
な
わ
ち
他
国
と
同
様
の
基
準
で
は
吉
川
領
内
）
　
で
あ
る
可
能

性
が
き
わ
め
て
高
い
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
「
付
立
」
　
の
記
載
は
著
し
く
統
一

性
を
欠
く
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
え
ず
、
吉
川
氏
と
の
関
係
を
特
定
で
き
な
い

人
物
（
「
井
上
豊
前
」
　
「
里
田
善
内
」
）
　
の
給
地
の
位
置
づ
け
も
わ
か
ら
な
く

な
る
。
た
だ
し
、
仮
に
こ
れ
ら
を
全
て
吉
川
領
に
含
め
た
と
し
て
も
、
二
〇

〇
貫
と
五
〇
俵
分
が
加
算
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

出
雲
国
の
吉
川
領
に
つ
い
て
は
、
他
国
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
個
々
の
所

領
ご
と
に
吉
川
領
化
の
経
緯
が
異
な
る
複
雑
な
構
造
を
も
ち
、
安
定
し
た
経

済
基
盤
が
少
な
い
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

５

在
番
と
し
て
同
城
に
在
城
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
㌘
天
正
五
年
に
は

吉
川
氏
家
怪
の
井
上
神
兵
衛
に
対
し
て
　
「
新
見
ノ
内
」

‘
Ｖ

れ
て
い
る
㌘

貫
が
打
ち
渡
さ

備
中
国

備
中
国
の
吉
川
領
は
、
九
ケ
所
、
総
計
一
四
四
二
石
。
確
認
で
き
る
限
り

で
は
、
哲
多
郡
と
英
賀
郡
に
集
中
し
て
い
る
。
「
新
見
」
七
〇
〇
貫
、
「
神

代
」
　
四
五
〇
貫
が
大
半
を
占
め
る
。

『
新
見
市
史
　
史
料
編
』
（
一
九
九
〇
年
）
　
で
は
「
菅
江
」
は
新
見
市
菅

生
、
「
岡
分
」
は
菅
生
字
千
原
に
比
定
し
て
い
る
。
「
そ
に
分
」
に
つ
い
て

は
、
永
禄
元
年
の
新
見
荘
曽
木
分
代
方
算
用
状
（
「
竹
田
家
文
書
」
二
七
（
『
岡

山
県
史
　
編
年
史
料
』
）
）
　
の
よ
う
に
、
新
見
荘
内
の
権
益
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
「
岡
分
」
「
徳
光
分
」
「
は
つ
田
」
　
の
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
が
新
見
荘
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

哲
多
郡
・
英
賀
郡
の
吉
川
領
は
、
天
正
三
年
の
三
村
氏
滅
亡
後
、
そ
の
遺

領
北
部
の
中
心
部
分
が
吉
川
氏
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
と
推
測

さ
れ
る
。
特
に
、
英
賀
郡
の
「
小
坂
部
」
「
布
施
」
が
美
作
と
の
国
境
に
位

置
し
て
い
た
こ
せ
は
、
吉
川
領
化
の
目
的
に
関
わ
っ
て
注
目
さ
れ
る
。
新
見

荘
柾
城
は
、
天
正
三
年
十
一
月
六
日
以
前
に
落
城
し
た
と
思
わ
れ
、
翌
天
正

四
年
二
月
二
十
五
日
以
前
よ
り
、
吉
川
氏
一
族
で
重
臣
の
今
田
経
高
が
新
見

伯
膏
国

伯
菅
国
の
吉
川
領
は
、
二
十
九
ケ
所
、
計
五
七
二
三
貫
。
こ
の
内
、
「
堺

村
之
内
」
三
〇
〇
貢
が
、
福
田
氏
・
池
上
氏
に
給
与
さ
れ
て
い
る
の
で
、
総

計
五
四
二
三
貫
で
あ
る
。
ま
た
、
「
付
立
」
　
で
は
出
雲
国
と
し
て
記
さ
れ
て

い
る
「
外
江
」
一
八
貫
は
ゾ
伯
者
国
会
見
郡
の
外
江
と
思
わ
れ
る
が
、
奈
佐

７

久
介
に
給
与
さ
れ
て
い
る
は
の
で
、
伯
曹
国
吉
川
領
の
総
計
に
変
わ
り
は
な

ヽ

　

○

ト
∨

備
後
国
神
辺
城
を
本
拠
と
す
る
杉
原
氏
は
、
永
禄
年
間
以
来
、
伯
者
国
に

在
国
し
て
毛
利
氏
に
よ
る
山
陰
支
配
の
一
翼
を
担
っ
た
。
天
正
九
年
十
二
月

に
杉
原
盛
重
が
死
去
す
る
と
子
息
の
元
盛
が
跡
を
継
い
だ
が
、
天
正
十
一
年

０
〇

五
月
、
元
盛
が
弟
の
景
盛
に
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
㌘
当
時

の
伯
者
国
東
部
に
は
南
条
氏
が
復
帰
し
て
お
り
、
長
引
く
京
芸
国
境
画
定
交

渉
の
中
で
、
秀
吉
が
、
境
界
領
域
の
伯
者
国
西
部
に
在
国
し
て
い
た
杉
原
景

盛
を
取
り
込
も
う
と
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
景
盛
に
宛
て
た
秀

吉
め
密
書
は
、
毛
利
氏
家
臣
岡
伯
者
守
の
縁
類
「
金
尾
」
　
に
よ
っ
て
奪
取
さ

Ｑ
ノ

０
０

れ
（
、
景
盛
が
離
反
す
る
と
の
情
報
は
毛
利
氏
も
把
握
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、

毛
利
氏
に
と
つ
て
、
難
航
す
る
国
境
画
定
交
渉
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
一
層
深
刻
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

天
正
十
二
年
の
八
月
初
旬
、
毛
利
輝
元
や
小
早
川
隆
景
は
「
杉
原
景
盛
事
、

元
盛
生
害
以
来
、
無
道
之
企
候
条
」
　
「
杉
原
兵
庫
頭
方
之
事
、
近
年
無
道
不

Ｏｎ
７

及
是
非
候
条
（
」
　
と
、
景
盛
を
強
く
非
難
し
、
出
雲
・
石
見
の
国
衆
を
先
勢

と
し
て
天
満
要
害
を
落
城
さ
せ
た
。
隆
景
は
、
景
盛
居
城
の
　
「
里
城
」
　
も
間

も
な
く
落
城
す
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
、
も
し
も
　
「
相
支
候
者
、
輝
元
可
為

８９



出
張
侯
」
　
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
毛
利
氏
は
全
力
を
挙
げ
て
杉
原
景
盛
を

討
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
景
盛
は
、
清
川
氏
に
よ
っ
て
出
雲
国
平
田
へ
連
行

さ
れ
、
八
月
十
六
日
に
殺
害
さ
れ
た
５
９
　
こ
の
時
期
に
毛
利
氏
が
杉
原
景
盛

を
一
挙
に
討
滅
し
た
理
由
は
、
秀
吉
が
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
に
苦
戦
を
強

い
ら
れ
戦
力
を
割
け
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
、
伊
予
方
面
に
お
い
て
毛
利

氏
・
河
野
氏
と
長
曽
我
部
氏
と
の
戦
争
が
深
刻
化
し
、
杉
原
氏
の
問
題
を
早

期
に
決
着
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。

「
付
立
」
　
に
現
れ
る
吉
川
領
は
、
こ
の
杉
原
氏
の
旧
領
が
大
部
分
を
占
め

て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
伯
者
国
の
杉
原
領
は
、
行
松
氏
の
所
領
を
引
き
継

い
だ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
伯
香
国
杉
原
領
の
分
布
や
実
態

を
窺
わ
せ
る
史
料
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ま
ず
旧
杉
原
領
を
引

き
継
い
だ
可
能
性
を
史
料
か
ら
窺
え
る
吉
川
領
に
つ
い
て
、
概
観
し
た
い
。

会
見
郡
「
八
幡
」
は
、
永
禄
十
年
に
杉
原
盛
重
が
坂
中
弥
六
に
「
相
見
郡

２９

於
八
幡
之
内
三
拾
五
貫
目
」
　
を
宛
行
っ
た
（
よ
う
に
、
杉
原
氏
の
伯
者
入
部

当
初
か
ら
の
杉
原
領
と
想
わ
れ
る
。
天
正
十
四
年
六
月
二
日
伯
州
相
見
郡
八

っ
Ｊ

９

幡
庄
内
安
国
寺
領
坪
付
（
は
、
吉
川
氏
家
臣
の
森
脇
春
親
が
署
判
し
て
お
り
、

吉
川
氏
が
安
芸
国
新
庄
西
禅
寺
に
遣
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

会
見
郡
「
小
松
」
に
つ
い
て
は
、
天
正
五
年
に
雲
光
寺
に
宛
て
た
　
「
会
見

４

郡
小
松
村
之
内
寺
領
分
坪
付
」
が
あ
る
㌘
　
こ
の
坪
付
の
差
出
に
は
、
「
入

江
隠
岐
守
」
　
「
長
左
衛
門
大
夫
」
　
「
山
根
三
郎
右
衛
門
」
　
「
梅
原
藤
左
衛
門
」

「
壇
上
監
物
」
　
の
玉
名
が
連
署
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
の
位
置
づ
け
は

困
難
で
あ
る
が
、
杉
原
氏
家
臣
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
「
陰
徳
太

平
記
」
　
に
杉
原
元
盛
家
臣
の
　
「
入
江
左
衛
門
進
」
、
「
安
西
軍
策
」
　
「
陰
徳
太

平
記
」
　
に
山
名
理
輿
　
（
杉
原
盛
重
が
跡
を
継
い
だ
人
物
）
　
家
臣
の
　
「
壇
上
監

物
」
　
が
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
明
ら
か
な
後
世
の
叙
述
で
あ
り
記
述
内
容
の

根
拠
は
乏
し
い
が
、
天
正
五
年
の
寺
領
分
坪
付
は
雲
光
寺
が
後
に
作
成
し
た

可
能
性
の
低
い
文
書
と
判
断
さ
れ
　
（
「
伯
菅
志
」
　
所
収
の
写
で
は
あ
る
が
、

内
容
的
に
は
後
世
の
作
為
を
見
出
し
が
た
い
）
、
人
物
名
や
名
字
の
一
致
が

意
図
的
な
も
の
と
は
考
え
が
た
い
。
ま
た
、
長
氏
は
、
備
後
国
人
の
名
字
と

同
じ
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
そ
の
庶
流
・
傍
流
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
い

ず
れ
も
、
こ
れ
ら
五
名
が
杉
原
氏
家
臣
で
あ
る
可
能
性
を
、
間
接
的
に
窺
わ

せ
る
事
実
で
あ
る
。
仮
に
こ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
に
小
松
村
内

の
雲
光
寺
領
は
一
〇
貫
ほ
ど
で
あ
る
の
で
、
「
小
松
」
　
の
大
部
分
は
杉
原
氏

領
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

会
見
郡
「
蚊
屋
・
新
原
・
黒
政
分
・
藤
女
分
」
の
内
、
蚊
屋
に
つ
い
て
は
、

天
文
十
四
年
に
　
「
相
見
郡
蚊
屋
庄
日
江
津
」
と
あ
り
、
日
吉
津
を
含
ん
で
い

た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
永
禄
十
年
に
は
杉
原
盛
重
が
比
江
津
神
主
職
を
預
け

５Ｑ
ノ

置
い
て
い
る
こ
と
（
か
ら
、
杉
原
領
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

会
見
郡
「
天
満
」
　
に
所
在
す
る
大
安
寺
に
は
、
杉
原
盛
重
の
も
の
と
伝
え

ら
れ
る
宝
筐
印
塔
が
あ
り
、
「
伯
者
志
」
所
収
の
盛
重
の
位
牌
銘
に
は
　
「
大

安
宗
江
大
居
士
」
と
の
法
名
が
み
ら
れ
る
。
同
じ
く
　
「
伯
香
志
」
所
収
の
天

正
十
一
年
三
月
二
十
日
の
　
「
天
万
村
大
安
寺
領
坪
付
断
簡
」
　
の
玉
名
の
差
出

人
は
、
杉
原
氏
家
臣
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
天
正
十
二
年
の
毛
利
氏
・
杉

原
氏
戦
争
に
お
い
て
天
満
要
害
落
城
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
決
着
が
つ
い
た
こ
と
か

ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
天
満
要
害
は
杉
原
氏
の
軍
事
拠
点
と
し
て
、
特
に

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
満
は
天
満
要
害
の
麓
に
位

置
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
天
満
と
杉
原
氏
の
結
び
付
き
の
強
さ
は
、
天

満
が
杉
原
氏
領
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。

会
見
郡
「
久
坂
」
に
所
在
す
る
瑞
仙
寺
は
、
伯
看
守
護
山
名
氏
の
歴
代
、

尼
子
氏
歴
代
に
よ
っ
て
、
安
堵
・
寄
進
を
受
け
て
藩
た
寺
で
あ
る
が
、
永
禄

ノ
ｈ
－

十
年
に
杉
原
盛
重
が
そ
の
寺
領
を
安
堵
し
て
い
る
㌘
ま
た
、
天
正
四
年
に

は
、
杉
原
氏
家
臣
連
署
に
よ
る
久
坂
の
内
の
瑞
仙
寺
領
二
十
七
貫
九
〇
〇
文

７

分
の
坪
付
が
作
成
さ
れ
て
い
る
㌘
久
坂
は
杉
原
領
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、

そ
の
一
部
が
瑞
仙
寺
領
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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汗
入
郡
「
縄
庄
」
に
つ
い
て
、
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
３
２
　
鳥
取
県
の
地

名
』
（
平
凡
社
）
　
六
〇
五
真
に
よ
れ
ば
、
元
亀
四
年
五
月
三
日
杉
原
盛
重
寄

進
状
（
「
光
源
院
文
書
」
）
　
に
見
ら
れ
る
「
汗
入
郡
桑
和
庄
」
　
は
「
名
和
庄
」

を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

以
上
が
、
杉
原
氏
旧
領
を
吉
川
氏
が
継
承
し
た
事
例
、
も
し
く
は
そ
の
可

能
性
の
高
い
事
例
で
あ
る
。

こ
の
他
、
吉
川
領
化
の
経
緯
が
未
詳
で
あ
る
も
の
も
多
い
。
例
え
ば
、
会

見
郡
「
福
萬
」
は
、
永
禄
十
二
年
に
出
雲
の
湯
原
春
綱
へ
毛
利
氏
か
ら
「
福

０
０

万
内
せ
き
せ
う
分
」
が
宛
行
わ
れ
て
い
る
け
の
で
、
当
時
は
毛
利
氏
直
轄
領

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
会
見
郡
の
「
阿
贅
」
「
星
川
」
「
柏
尾
」
「
境

村
」
（
現
西
伯
町
境
）
、
汗
入
郡
の
「
酉
庄
」
「
西
庄
之
内
」
「
確
言
」
「
大
坂
」

な
ど
も
、
吉
川
領
化
の
経
緯
は
未
詳
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
伯
者
・
因
幡
地
域
の
中
世
文
書
が
極
端
に
少
な
い
現
状
を
反
映

し
て
、
そ
も
そ
も
こ
の
「
付
立
」
以
前
に
は
史
料
に
現
れ
な
い
も
の
も
多
い
。

例
え
ば
、
「
大
塚
」
　
（
汗
入
郡
の
大
塚
と
思
わ
れ
る
）
、
会
見
郡
の
「
新
庄
」

（
八
幡
新
庄
を
指
す
と
思
わ
れ
る
）
　
「
兼
久
」
「
岸
本
」
「
細
見
」
　
（
和
名
抄

郷
名
で
あ
る
が
中
世
で
は
初
見
）
「
上
細
見
」
「
酉
新
庄
」
　
（
阿
賀
新
庄
を
指

す
と
思
わ
れ
る
）
　
「
小
波
」
「
橋
本
」
「
堺
村
之
内
」
　
（
現
境
港
市
）
　
「
今
津
」

な
ど
は
、
こ
の
史
料
が
初
見
で
あ
る

こ
の
他
、
「
漆
地
分
」
「
端
城
分
・
狩
野
分
・
四
日
市
分
・
書
持
分
・
山

口
分
」
「
細
屋
分
」
は
、
抱
分
を
表
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
だ
け
で
は
所
在

地
を
特
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
　
「
端
城
分
・
狩
野
分
・
四
日
市
分
・
吉
持
分

・
山
口
分
」
　
に
つ
い
て
は
、
四
日
市
分
が
会
見
郡
四
日
市
の
市
場
権
益
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
吉
持
分
は
近
世
に
大
庄
屋
を
勤
め
た
吉
持
氏
に
つ
な
が
る

有
力
な
在
地
勢
力
の
抱
分
と
思
わ
れ
る
の
で
、
会
見
郡
内
と
推
測
さ
れ
る
。

細
屋
村
は
日
野
郡
日
南
町
茶
屋
に
あ
る
が
、
関
連
は
未
詳
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
伯
者
国
の
吉
川
領
の
う
ち
、
吉
川
領
化
し
た
経
緯
を
確

認
で
き
る
も
の
は
、
す
べ
て
天
正
十
二
年
後
半
以
降
に
、
杉
原
氏
旧
領
を
引

き
継
い
だ
可
能
性
の
高
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
伯
香
国
の

吉
川
領
に
つ
い
て
は
、
杉
原
氏
旧
領
の
継
承
で
は
な
い
と
判
断
で
き
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
わ
ず
か
に
、
「
堺
村
」
　
「
外
江
」
　
に
つ
い
て
、

他
者
へ
給
与
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
見
て
、
杉
原
景
盛
討
滅
以
前
に
吉
川
領

と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
伯
菅

国
吉
川
領
に
、
他
の
国
衆
等
へ
の
給
与
分
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
が

吉
川
領
と
な
っ
た
時
期
が
、
「
付
立
」
作
成
時
点
か
ら
そ
れ
ほ
ど
遡
ら
な
い

こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。

隠
岐
国

隠
岐
国
は
、
一
国
全
体
が
吉
川
領
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
一
〇
〇
貫
分

の
み
が
出
雲
国
三
沢
氏
領
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
三
沢
氏
領
と
は
、
永
禄
十

二
年
十
月
二
十
二
日
毛
利
元
就
・
輝
元
連
署
宛
行
状
（
「
三
沢
文
書
」
）
　
に

よ
っ
て
、
三
沢
為
清
に
給
与
さ
れ
た
、
「
隠
州
之
内
重
栖
北
方
・
同
国
大
求
」

に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

隠
岐
国
が
吉
川
領
と
な
っ
た
時
期
は
定
か
で
な
い
が
、
天
正
十
三
年
に
吉

卵

川
氏
が
国
府
尾
八
幡
宮
を
造
営
し
て
い
る
（
の
が
、
確
認
で
き
る
最
も
早
い

時
期
で
あ
る
。
国
府
尾
八
幡
宮
は
、
隠
岐
国
支
配
の
拠
点
国
府
尾
城
の
鎮
守

で
あ
り
、
そ
の
造
営
主
体
は
隠
岐
国
の
統
括
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
一
方
、

天
正
十
年
八
月
に
噸
隠
岐
氏
が
隠
岐
国
惣
社
（
玉
若
酢
命
神
社
）
造
営
の
奉

０

加
を
募
っ
て
お
り
。
、
守
護
代
隠
岐
氏
に
よ
る
統
治
が
続
い
て
い
た
。
吉
川

領
化
の
時
潮
は
、
「
付
立
」
の
作
成
時
期
を
そ
れ
ほ
ど
遡
ら
な
い
も
の
と
考

０

え
ら
れ
る
。
。

９１



二
　
豊
臣
期
吉
川
領
の
構
造
と
展
開

（
〓
　
「
吉
川
広
家
領
地
付
立
」
　
の
史
料
的
性
格

従
来
、
「
付
立
」
　
は
天
正
十
五
・
十
六
年
頃
あ
る
い
は
天
正
十
九
年
の
吉

川
広
家
所
領
を
示
す
と
す
る
記
述
を
し
ば
し
ば
み
か
け
る
。
こ
の
　
「
付
立
」

が
、
「
藤
家
吉
川
正
統
叙
目
第
十
一
広
家
公
」
の
中
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、

『
大
日
本
古
文
書
』
も
「
吉
川
広
家
領
地
付
立
」
　
と
い
う
文
書
名
を
付
し
た

こ
と
に
想
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
加
藤
益
幹
氏
が
「
天
正
十
四
年
頃
」
と
推

０

定
し
た
“
よ
う
に
、
こ
の
「
付
立
」
の
成
立
は
、
広
家
に
よ
る
家
督
継
承
以

前
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

既
述
の
よ
う
に
、
「
付
立
」
　
は
、
天
正
十
二
年
後
半
に
毛
利
氏
に
討
滅
さ

れ
た
杉
原
景
盛
旧
領
が
伯
者
国
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
降

の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
一
方
、
こ
れ
も
既
述
の
よ
う
に
、
天

正
十
五
年
九
月
六
日
に
仁
保
元
棟
が
「
石
州
福
屋
式
部
少
輔
先
知
三
千
貫
地
」

を
宛
行
わ
れ
た
事
実
に
よ
っ
て
、
「
付
立
」
　
の
成
立
は
、
こ
れ
以
前
で
あ
る

こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
吉
川
広
家
が
元
長
の
急
死
に
よ
っ
て
家
督

３＜
Ｕ

を
継
承
し
て
か
ら
、
わ
ず
か
三
ケ
月
後
の
こ
と
で
あ
る
。
。

０

木
村
信
幸
氏
の
研
究
。
に
よ
れ
ば
、
吉
川
元
春
か
ら
元
長
へ
の
家
督
の
継

承
は
、
天
正
十
一
年
九
月
以
降
、
天
正
十
二
年
十
二
月
以
前
で
あ
る
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
元
長
の
死
去
は
、
天
正
十
五
年
六
月
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
付

立
」
　
の
作
成
時
期
は
し
ば
ら
く
措
く
と
し
て
も
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
内

容
は
、
吉
川
元
長
が
家
督
で
あ
っ
た
時
期
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

木
村
氏
が
作
成
し
た
目
録
に
お
小
て
、
こ
の
文
書
に
「
吉
川
元
長
領
地
付
立
」

０

と
の
文
書
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
秋
山
伸
隆
氏
の
作
成
し
た
目
録
に
よ
れ
ば
、
毛
利
氏
領
国
の

惣
国
検
地
に
先
立
っ
て
各
国
衆
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
所
領
付
立
は
、
天
正
十

四
年
前
半
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
付
立
」
　
も
そ
の
一
例
と
し
て
、

‘
Ｖ

Ｏ

目
録
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
。
「
付
立
」
が
、
毛
利
氏
が
惣
国
検
地
に
先
立

っ
て
国
衆
ら
に
提
出
さ
せ
た
、
こ
れ
ら
一
連
の
所
領
付
立
に
深
く
関
わ
る
史

料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
際
、
特
に
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
「
付
立
」

が
、
他
の
所
領
付
立
と
同
等
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
特
殊
な
性
格
を
持
つ
点
で

あ
る
。
年
月
日
・
差
出
・
宛
名
を
欠
い
て
い
る
点
は
、
案
文
の
み
省
略
し
た

可
能
性
を
残
す
も
の
の
、
権
益
の
所
在
す
る
国
名
を
誤
記
し
た
り
、
総
計
に

著
し
い
誤
差
を
生
じ
た
り
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
一
見
し
て
こ
の
「
付
立
」

が
、
内
々
の
覚
書
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

を
、
出
雲
国
の
所
領
に
つ
い
て
重
複
し
た
り
近
接
し
た
も
の
が
多
い
、
「
付

立
」
と
仁
保
元
横
領
付
立
と
の
関
係
に
触
れ
な
が
ら
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
基
本
的
な
こ
と
と
し
て
、
元
棟
は
、
吉
川
元
春
の
次
男
で
は
あ
る
が
、

毛
利
氏
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
周
防
仁
保
氏
の
当
主
で
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
「
付
立
」
　
と
の
重
複
が
、
「
不
知
行
」
　
分
の

「
持
田
」
　
「
森
山
」
　
「
大
庭
」
　
の
三
ケ
所
の
み
で
、
天
正
十
四
年
時
点
で
元

棟
が
知
行
で
き
て
い
る
十
一
ケ
所
に
つ
い
て
は
重
複
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
よ

り
、
明
ら
か
で
あ
る
。

次
に
、
元
棟
領
付
立
に
は
、
吉
川
元
春
か
ら
与
え
ら
れ
た
　
「
小
石
見
」
　
が

含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
毛
利
氏
と
の
関
係
に
お
い
て
給
与
・
安
堵

さ
れ
た
所
領
を
書
き
立
て
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
「
小
石

見
」
　
は
、
元
棟
が
　
「
領
分
聯
於
隠
置
申
者
、
可
罷
蒙
　
日
本
国
中
大
小
神
祇

神
罰
冥
蔚
悉
者
也
」
　
と
記
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
元
横
領
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
「
小
石
見
」
は
、
石
見
国
中
部
の
要
地
で
あ
り
、

元
棟
が
知
行
し
て
い
る
こ
と
を
　
「
隠
置
」
　
く
こ
と
な
ど
到
底
困
難
と
推
測
さ

れ
る
。
こ
れ
は
元
棟
が
、
元
春
か
ら
の
私
的
な
譲
渡
権
益
は
、
所
領
付
立
に

記
載
す
る
必
要
の
な
い
も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
付
立
」
の
記
載
権
益
の
選
択
基
準
は
明
ら
か
に
広
く
、
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ま
た
不
統
一
で
あ
る
。
両
者
の
単
純
な
対
比
に
よ
っ
て
、
各
権
益
の
位
置
づ

け
を
明
ら
か
に
し
づ
ら
い
理
由
は
、
こ
の
点
に
あ
る
。
「
付
立
」
　
に
は
、
実

際
に
は
吉
川
氏
の
知
行
分
で
は
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

う
ち
、
特
に
毛
利
氏
に
よ
っ
て
他
人
に
宛
行
わ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
正

式
な
付
立
か
ら
除
外
さ
れ
る
べ
き
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
に
こ
の

よ
う
な
過
去
の
吉
川
領
に
遡
っ
て
記
す
原
則
に
則
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
小
石

見
」
は
も
と
よ
り
、
伯
香
国
東
部
な
ど
の
権
益
も
記
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、

実
際
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
仁
保
元
横
領
付
立
と
の
対
比
か
ら
見
て
も
、
「
付
立
」

は
、
列
挙
さ
れ
た
権
益
の
選
択
基
準
す
ら
確
定
さ
れ
て
い
な
い
内
々
の
覚
書

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
で
も
、
そ
の
よ
う
な
性
格
は
出
雲
国
の
部
分
に

お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
例
え
ば
吉
川
領
の
中
に
は
吉
川
氏
自
身

が
吉
川
氏
家
臣
等
に
宛
行
っ
た
部
分
が
数
多
く
存
在
し
、
「
付
立
」
　
に
お
い

て
は
基
本
的
に
そ
れ
ら
を
含
め
て
　
「
御
領
」
　
と
し
て
記
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
出
雲
国
の
部
分
で
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
一
族
や
家
臣
へ
の
給
与

分
が
記
さ
れ
る
と
い
う
不
統
一
を
生
じ
て
い
る
。
従
っ
て
、
「
付
立
」
　
か
ら

で
は
、
他
国
と
同
じ
基
準
で
の
出
雲
国
の
吉
川
領
の
合
計
は
、
算
出
が
困
難

で
あ
る
。

「
付
立
」
　
が
、
天
正
十
四
年
の
一
連
の
所
領
付
立
と
深
く
関
わ
る
も
の
で

あ
る
と
し
て
も
、
提
出
さ
れ
る
付
立
の
下
書
き
・
素
案
に
類
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
付
立
」
　
の
取
り
扱
い
の
難
し
さ
を

示
す
と
と
も
に
、
あ
る
意
味
で
は
、
吉
川
氏
の
認
識
を
率
直
に
反
映
し
た
も

の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
安
芸
・
石
見
・
周
防
・
出
雲
・
備
中
・
伯
者
・
隠
岐

と
い
う
、
一
見
無
作
為
か
と
も
思
わ
れ
る
　
「
付
立
」
　
の
国
の
配
列
が
、
吉
川

領
形
成
の
年
代
順
を
ほ
ぼ
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
個
々
の
権
益
の

経
緯
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
さ
に
吉
川
氏
自
身
に
よ
る
吉
川
領
に
対

す
る
認
識
を
垣
間
見
せ
る
事
実
と
推
測
さ
れ
る
。

（
二
）
　
元
長
期
吉
川
領
の
構
造

「
付
立
」
　
に
記
さ
れ
た
天
文
十
三
・
十
四
年
当
時
の
吉
川
氏
家
督
の
知
行

す
る
領
地
の
総
合
計
は
、
高
の
記
さ
れ
て
い
な
い
隠
岐
国
を
除
く
六
ケ
国
に

お
い
て
一
五
八
〇
三
貫
と
な
っ
て
い
る
。

当
該
期
吉
川
領
の
構
成
は
、
お
お
む
ね
①
元
春
が
家
督
を
継
承
す
る
以
前

か
ら
の
吉
川
氏
本
領
に
相
当
す
る
と
推
測
さ
れ
る
も
の
、
②
毛
利
氏
か
ら
宛

行
わ
れ
た
給
地
や
替
地
、
③
毛
利
氏
の
侵
攻
に
よ
っ
て
降
伏
も
し
く
は
滅
亡

し
た
有
力
領
主
家
の
旧
領
を
引
き
継
い
だ
も
の
、
と
い
う
三
つ
の
性
格
を
各

々
色
濃
く
有
し
た
権
益
に
類
別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
基
本
的
に

は
毛
利
氏
に
よ
る
承
認
　
（
宛
行
・
安
堵
・
委
任
）
　
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
三
者
各
々
．
（
と
り
わ
け
②
と
③
）
　
を
区
別
す
る
明
確
な
基
準
が
あ
る
わ

け
で
は
な
く
、
中
間
的
な
性
格
の
権
益
も
存
在
す
る
う
え
、
性
格
を
特
定
で

き
な
い
権
益
も
多
い
。

ま
ず
①
の
、
元
春
が
家
督
を
継
承
す
る
以
前
か
ら
の
吉
川
氏
本
領
に
相
当

す
る
と
推
測
さ
れ
る
の
は
、
安
芸
国
山
県
郡
の
吉
川
領
の
大
部
分
で
あ
り
、

こ
れ
に
本
領
に
準
ず
る
石
見
国
永
安
別
符
下
分
を
加
え
た
部
分
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
総
計
は
、
二
七
〇
〇
貫
を
下
回
っ
て
い
る
。
前
掲
吉
川
領
総

計
の
一
七
％
を
下
回
っ
て
お
り
、
隠
岐
国
を
計
算
に
含
め
る
と
さ
ら
に
割
合

は
低
く
な
る
。

ま
た
②
は
、
多
く
は
、
安
芸
国
の
①
以
外
の
権
益
、
周
防
国
、
出
雲
国
に

お
い
て
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
節
の
推
測
に
従
え
ば
、
安
芸
国
で
は
八

二
三
貫
、
周
防
国
は
三
五
〇
貫
、
出
雲
国
の
　
「
付
立
」
　
作
成
時
の
吉
川
領
に

お
い
て
は
五
〇
貫
、
計
一
二
二
三
貫
ほ
ど
が
お
お
む
ね
こ
れ
に
該
当
す
る
。

出
雲
国
の
場
合
に
は
、
過
去
の
吉
川
領
に
つ
い
て
も
、
宇
屋
神
庭
、
立
原
、

末
次
、
安
来
、
原
手
郡
、
大
草
村
に
所
在
し
た
権
益
は
、
②
に
該
当
す
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
合
計
が
三
一
八
貫
と
五
〇
俵
で
あ
る
よ
う
に
、

い
ず
れ
も
小
規
模
で
あ
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
③
は
、
石
見
国
の
福
屋
隆
兼
・
小
笠
原
長
雄
、
備
中
国
の

三
村
元
親
、
伯
曹
国
の
杉
原
景
盛
、
隠
岐
国
の
隠
岐
氏
と
い
う
、
こ
れ
ら
四

ケ
国
に
お
い
て
き
わ
め
て
大
き
な
勢
力
を
有
し
、
毛
利
氏
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ

れ
た
り
、
毛
利
氏
に
降
伏
し
た
有
力
領
主
家
の
旧
領
で
あ
る
。
前
節
に
お
け

る
推
測
（
可
能
性
を
論
じ
た
も
の
を
含
む
）
　
に
よ
れ
ば
、
吉
川
領
化
の
経
緯

が
わ
か
ら
な
い
も
の
を
除
い
て
、
少
な
く
と
も
六
九
〇
〇
貫
余
に
の
ぼ
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
隠
岐
国
を
計
算
に
含
め
る
と
さ
ら
に
割
合
は
高
く
な
り
、
吉

川
領
全
体
に
お
い
て
最
も
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

石
見
国
の
場
合
に
は
、
吉
川
元
春
は
福
屋
氏
の
政
治
的
・
経
済
的
基
盤
を

継
承
し
、
か
つ
小
笠
原
氏
の
本
拠
を
押
さ
え
、
そ
れ
ら
を
基
本
的
に
維
持
し

た
ま
ま
天
正
年
間
に
至
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
石
見
国
最
大
級
の
国
衆

と
し
て
の
側
面
を
確
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
吉
川
氏

の
本
領
に
準
じ
る
意
味
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
、
領
主
権
力
と
し
て
の
吉
川
氏

の
実
態
的
拡
大
を
意
味
し
た
。
永
禄
五
年
か
ら
天
正
十
五
年
に
至
る
ま
で
、

こ
れ
ら
の
所
領
か
ら
　
（
吉
川
氏
家
臣
を
除
き
）
　
吉
川
氏
以
外
の
毛
利
氏
家
臣

・
国
衆
等
に
ほ
と
ん
ど
給
与
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
た

め
と
考
え
ら
れ
る
し
、
仁
保
元
棟
に
対
す
る
　
「
小
石
見
」
　
の
宛
行
　
（
正
確
に

は
交
換
）
　
が
毛
利
民
本
宗
家
の
関
知
し
な
い
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

こ
と
は
、
毛
利
氏
が
福
屋
氏
旧
領
全
体
が
基
本
的
に
は
吉
川
領
で
あ
る
と
位

置
づ
け
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

備
中
国
の
場
合
も
、
や
は
り
他
に
給
与
し
た
権
益
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
経
済
基
盤
と
し
て
本
領
に
準
ず
る
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る

が
、
こ
の
場
合
に
は
三
村
氏
旧
領
の
一
部
で
あ
る
。
備
中
国
北
部
の
吉
川
領

化
は
、
三
村
氏
の
政
治
的
基
盤
の
継
承
が
目
的
と
い
う
よ
り
、
対
織
田
氏
戦

争
に
お
け
る
補
給
線
や
軍
勢
派
遣
ル
ー
ト
と
し
て
、
陰
陽
を
結
び
、
安
芸
と

美
作
・
播
磨
を
陸
路
で
結
ぶ
戦
略
的
拠
点
と
し
て
の
側
面
が
最
も
大
き
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
天
正
七
年
の
備
前
国
字
喜
多
氏
・
伯
菅
国
南
条

氏
の
離
反
に
よ
っ
て
、
備
中
国
の
吉
川
領
は
、
最
前
線
の
軍
事
拠
点
の
一
つ

と
し
て
そ
の
重
要
性
を
飛
躍
的
に
増
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
天

正
七
年
十
二
月
に
出
雲
国
富
田
か
ら
伯
香
国
へ
進
ん
だ
吉
川
元
春
は
、
そ
こ

か
ら
南
下
し
て
備
中
国
へ
入
り
、
毛
利
民
本
隊
と
合
流
し
て
備
前
・
備
中
・

美
作
国
境
地
帯
一
帯
に
お
け
る
戦
争
指
揮
に
参
画
し
て
い
る
。
ま
た
天
正
八

年
九
月
三
日
に
安
芸
国
吉
田
を
発
し
た
毛
利
輝
元
は
、
備
後
国
山
中
か
ら
備

中
国
新
見
を
経
て
、
美
作
国
祝
山
の
救
援
に
向
か
っ
た
う
え
、
十
月
に
は
元

．
１
０
７

春
の
南
下
を
待
つ
た
め
暫
く
新
見
に
滞
陣
し
て
い
る
（
。
戦
力
の
分
散
を
効

率
的
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
山
陰
方
面
の
軍
事
指
揮
官
で
あ
る
吉
川
氏
の
拠
点

が
、
備
中
国
北
部
に
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
か
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
美
作
国
境
に
吉
川
領
を
配
し
て
い
る
こ
と
　
（
前
節
参
照
）
　
も
、
こ

の
こ
と
に
関
連
し
て
お
り
、
今
田
経
高
の
柾
城
在
番
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

備
中
国
北
部
の
吉
川
領
化
は
す
ぐ
れ
て
戦
略
的
目
的
を
持
っ
た
毛
利
氏
の
施

策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
付
立
」
記
載
の
伯
菅
国
の
場
合
は
、
吉
川
領
化
し
た
時
期
が
遅
い
た
め
、

そ
の
性
格
を
定
め
づ
ら
い
が
、
毛
利
氏
が
吉
川
氏
を
し
て
旧
杉
原
領
を
継
承

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
臣
政
権
と
の
国
境
線
を
確
保
・
守
備
す
る
最
前

線
の
防
衛
を
吉
川
氏
に
委
ね
た
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
天
正
十
年

代
の
吉
川
領
は
、
伯
者
国
か
ら
備
中
国
の
中
央
を
南
北
に
連
な
る
豊
臣
政
権

と
の
境
界
領
域
の
う
ち
、
北
半
分
に
相
当
す
る
部
分
を
占
め
て
お
り
、
ま
さ

に
防
波
堤
と
し
て
毛
利
氏
か
ら
厚
い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

な
お
、
出
雲
国
の
　
「
牛
尾
」
　
に
つ
い
て
も
、
領
主
家
旧
領
の
ま
と
ま
っ
た

吉
川
領
化
の
一
例
と
言
え
る
が
、
牛
尾
氏
の
出
雲
国
に
お
け
る
位
置
が
、
碍

屋
・
小
笠
原
・
三
村
・
杉
原
・
隠
岐
各
氏
に
比
べ
れ
ば
限
定
さ
れ
た
も
の
に

す
ぎ
ず
、
吉
川
氏
が
引
き
継
い
だ
旧
領
の
規
模
も
小
さ
い
。
石
見
国
温
泉
氏

旧
領
の
温
泉
三
方
な
ど
と
と
も
に
、
③
の
類
型
と
は
、
一
応
区
別
し
て
考
え
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る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
天
正
十
一
年
以
前
の
伯
曹
国
の
南
条
氏
開
所
地
に
つ
い
て
は
、

豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
南
条
氏
が
復
帰
し
て
毛
利
氏
領
国
外
に
位
置
し
た
た

め
、
「
付
立
」
　
に
見
ら
れ
な
い
が
、
天
正
八
年
以
降
、
吉
川
氏
に
よ
る
国
衆

等
へ
の
独
自
な
給
地
宛
行
を
確
認
で
き
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
き
て
お
り
、

有
力
領
主
家
の
旧
領
が
ま
と
ま
っ
て
吉
川
領
化
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、

石
見
・
備
中
・
伯
香
西
部
・
隠
岐
の
事
例
と
共
通
す
る
性
格
を
持
っ
て
い
る

と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
南
条
氏
の
開
所
地
に
つ
い
て
は
、
他
国
の
事
例
と

異
な
り
、
吉
川
氏
に
よ
る
宛
行
権
を
毛
利
氏
が
公
認
し
て
、
積
極
的
な
宛
行

約
束
に
よ
り
山
陰
方
面
の
国
衆
の
確
保
・
掌
握
に
努
め
ざ
る
を
え
な
い
き
わ

め
て
緊
迫
し
た
軍
事
情
勢
　
（
羽
柴
秀
吉
の
因
幡
侵
攻
）
　
に
規
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
従
っ
て
、
吉
川
氏
の
本
領
に
準
じ
る
と
い
う
よ
り
も
、
限
ら
れ
た

給
地
の
配
給
源
と
し
て
毛
利
氏
に
利
用
さ
れ
た
権
益
で
あ
っ
て
、
支
配
の
実

効
性
も
不
確
定
で
あ
る
と
と
も
に
、
疾
正
十
年
初
頭
に
は
、
す
で
に
明
所
の

０

な
い
状
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
㌘
特
殊
な
ケ
ー
ス
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。以

上
の
よ
う
に
、
元
長
期
の
山
陰
吉
川
領
は
、
石
見
国
宿
屋
・
小
笠
原
氏

旧
領
が
本
領
に
準
じ
る
大
き
な
意
味
と
比
重
を
占
め
て
お
り
、
こ
五
に
天
正

十
年
代
に
入
っ
て
急
遽
吉
川
領
化
し
た
伯
者
国
西
半
と
隠
岐
国
が
加
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
基
本
的
な
枠
組
み
が
構
成
さ
れ
て
い
た
。
「
付
立
」
　
に
見
ら

れ
る
出
雲
国
の
吉
川
領
の
削
減
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
毛
利
氏
に
よ
る
知
行

替
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
国
は
そ
れ
以
前
か
ら
一
貫
し
て
、
吉
川
氏

の
安
定
的
な
基
盤
と
な
る
部
分
が
限
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
伯
香
国
西
部
・
隠
岐
国
の
吉
川
領
化
は
、
備
中
国
北
部
の
吉
川
領

と
併
せ
た
そ
の
配
置
か
ら
み
る
限
り
、
豊
臣
政
権
と
の
境
界
地
域
を
確
実
に

確
保
す
る
た
め
の
毛
利
氏
の
施
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
正
十
五
年

九
月
に
、
吉
川
広
家
の
家
督
継
承
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
そ
れ
ま
で
吉
川
領
の
中

核
部
分
を
構
成
し
て
い
た
石
見
国
福
屋
氏
旧
領
が
仁
保
元
棟
（
広
家
の
兄
）

に
宛
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
伯
者
国
西
部
・
隠
岐
国
の
吉
川
領
化
に
よ
っ
て
、

吉
川
氏
の
経
済
基
盤
が
一
挙
に
拡
大
し
た
こ
と
に
対
す
る
調
整
を
、
広
家
の

家
督
継
承
を
機
に
実
行
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
い
わ
ば
、
元
春
の
時
代

の
吉
川
氏
自
身
に
と
つ
て
山
陰
地
域
に
お
い
て
最
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
た

と
思
わ
れ
る
部
分
を
、
毛
利
氏
は
的
確
に
吸
収
し
、
吉
川
氏
の
役
割
を
領
国

東
端
北
部
の
境
界
線
確
保
に
特
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
　
天
正
十
九
年
の
吉
川
領
再
編

豊
臣
政
権
は
、
天
正
十
九
年
三
月
に
毛
利
氏
に
対
す
る
知
行
目
録
を
遣
わ

し
、
吉
川
領
を
、
十
一
万
石
と
隠
岐
一
国
と
定
め
た
。
豊
臣
政
権
が
指
示
し

た
吉
川
領
の
所
在
は
、
「
安
芸
」
国
内
の
輝
元
「
近
所
」
　
に
お
い
て
無
役
に

て
一
万
石
、
伯
者
三
郡
全
体
と
伯
香
に
隣
接
す
る
出
雲
国
内
で
十
万
石
、
及

び
隠
岐
国
で
あ
り
、
富
田
城
へ
の
居
城
を
併
せ
て
指
示
し
た
。
同
年
五
月
、

毛
利
輝
元
は
、
こ
れ
を
惣
国
検
地
に
よ
る
「
減
得
之
辻
」
㌍
て
換
算
し
、
「
別

０

之
志
」
五
千
石
を
加
え
た
八
万
石
を
吉
川
領
と
定
め
た
。
。
毛
利
氏
が
用
意

し
ょ
う
と
し
た
「
別
之
志
」
五
千
石
に
つ
い
て
、
加
藤
益
幹
氏
は
「
現
虜
に

は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
、
他
の
一
族
に
廻
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
」

と
し
て
い
る
。

こ
の
大
規
模
な
配
置
替
え
後
の
吉
川
領
を
示
す
も
の
が
　
「
分
限
帳
」
　
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
「
分
限
帳
」
　
と
　
「
付
立
」
　
を
比
較
す
る
と
、
以
下
の
よ

う
な
点
を
指
摘
で
き
る
。

ま
ず
、
安
芸
国
は
、
豊
臣
政
権
の
指
示
し
た
　
「
無
役
」
一
万
石
に
相
当
す

る
部
分
に
あ
た
る
が
、
「
付
立
」
　
と
　
「
分
限
帳
」
　
で
は
、
吉
川
領
の
所
在
す

る
郡
が
一
致
し
、
安
芸
国
内
吉
川
領
総
計
に
対
す
る
各
郡
の
知
行
高
の
比
率

が
近
似
し
て
お
り
、
天
正
十
九
年
の
豊
臣
政
権
に
よ
る
措
置
は
、
基
本
的
に

は
旧
領
の
安
堵
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
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石
見
国
・
周
防
国
に
つ
い
て
は
、
「
分
限
帳
」
　
に
は
吉
川
領
が
存
在
し
な

い
。
特
に
、
吉
川
氏
が
最
も
早
く
か
ら
確
保
し
、
本
領
に
準
じ
る
意
味
を
持

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
「
付
立
」
　
に
お
い
て
吉
川
領
総
計
の
四
分
の
一
を
占
め

た
、
石
見
国
が
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
天
正
十
九
年
に
一
挙
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
天
正
十
五
年
の
福
屋

氏
旧
領
三
千
貫
の
仁
保
元
棟
領
化
が
最
大
の
画
期
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

出
雲
国
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
吉
川
領
の
存
在
し
な
か
っ
た

意
宇
郡
・
能
義
郡
が
、
一
円
吉
川
領
化
さ
れ
て
お
り
、
吉
川
氏
の
富
田
城
入

豊臣期吉川領の変遷
天 正１３・１４（吉川家文書６９４） 天正 １９以降 （分 限帳） 慶長 ５（吉川家文書１３４１）
国 郡 貫 記載書国 郡 石 国 高概数

安 芸国 山県郡
安南郡

佐西郡

３０３８

７０

２５０

安 芸国 山県郡
安 南都

佐 西部

４４９２．９３６
１７５．２０４７

３８９．３８３

安芸 国

計 ３３５８ １３５８ 計 ５０５７．５２３７計 ３０００石余

石見国 那賀郡

邑智郡
題摩郡

未詳

１３６０

１６４０
３８０

７００

石見国

計 ４０８０ ４０８０ 計 １０００石

周防国 道前 ３５０
計 ３５０省略

出雲国 楯縫郡

大鹿郡
意宇郡

島根郡

３００
６００

２３８

１２

出雲国

意宇郡全郡

能義郡全都

１４９８３

１４９４３

出雲国

計 １１５０ ２００３ 計 ２９９２６計 ６６０００石

備中国 哲多郡
哲多 ・英賀郡

英賀郡

未詳

４５０
７００

１６８

１２４

備中国 哲多郡 １１．８１．９５３

計 １４４２ １４４２ 計 １１８１．９５３

伯者国 会見郡

汗入郡

未詳

４２３８
１１１０

７５

伯菅国 会見郡全都

汗入郡全都

日野郡全郡

１８７８４
８４１４

９４６２

伯 菅国

計 ５４２３ ５４２３ 計 ３６６６０計 ６００００石余

隠岐国 ？ 隠岐 国 ？ 隠岐国 １２０００石

総計 １５８０３１５８５３総計 ７２８２５．４７７総計 １４２０００石余歎

煩雑となるので、ｌ市木」は邑智郡に含めて計算した。

「記載計」＝吉川広家領地付立に記された合計額

城
と
併
せ
て
、
豊
臣
政
権
独
自
の
判
断
が
最
も
色
濃
く
現
れ
て
い
る
部
分
で

あ
る
。備

中
国
に
つ
い
て
は
、
豊
臣
政
権
か
ら
の
指
示
に
全
く
見
ら
れ
な
い
点
が

と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
「
別
之
志
」
　
と
し
て
毛
利
氏
か
ら
与
え

ら
れ
た
部
分
に
含
ま
れ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
付
立
」
　
で
は

哲
多
・
英
賀
両
郡
に
及
ん
で
い
た
知
行
地
が
、
哲
多
郡
内
の
み
と
な
り
、
高

数
も
減
少
し
て
お
り
、
実
際
に
は
半
減
に
近
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

伯
菅
国
に
つ
い
て
は
、
「
付
立
」
　
の
吉
川
領
全
体
に
占
め
る
割
合
が
最
も

高
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
天
正
十
九
年
以
降
の
西
三
郡
全
郡
支
配
に
比
べ

る
と
遠
く
及
ば
な
い
。
杉
原
氏
旧
領
を
継
承
し
た
と
推
測
さ
れ
る
伯
者
国
の

吉
川
領
は
、
西
三
郡
の
中
の
一
部
に
す
ぎ
ず
、
出
雲
国
と
同
様
に
、
豊
臣
政

権
の
独
自
な
判
断
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
吉

川
領
が
伯
菅
国
西
半
国
と
出
雲
国
東
端
二
郡
と
い
う
場
所
に
設
定
さ
れ
た
背

景
に
は
、
天
正
十
二
年
以
降
の
吉
川
領
に
お
い
て
、
伯
者
国
会
見
郡
・
汗
入

郡
内
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、
毛
利
氏
領
国
の
東
端
北
部
を
押
さ
え
る
役
割

を
担
わ
さ
れ
て
い
た
事
実
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

隠
岐
国
に
つ
い
て
は
、
天
正
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
す
で
に
吉
川
領
化

し
て
い
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
実
質
的
に
は
、
天
正
十
九
年
に
そ
れ
を
安
堵

さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
天
正
十
九
年
の
吉
川
領
再
編
成
に
つ
い
て
、
豊
臣
政
権

の
意
思
が
最
も
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
点
は
、
伯
者
国
西
三
郡
と
出
雲
国
東

端
二
郡
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
領
域
に
お
い
て
一
円
領
を
作
り
出
し
た
と
こ
ろ

に
尽
き
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
点
こ
そ
が
、
天
正

十
九
年
の
吉
川
領
再
編
を
特
徴
づ
け
る
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。そ

の
一
方
で
、
そ
の
一
円
領
が
何
故
こ
の
場
所
に
設
定
さ
れ
た
の
か
に
つ

い
て
は
、
お
そ
ら
く
天
正
十
年
代
の
毛
利
氏
に
よ
る
境
界
線
確
保
策
の
一
翼
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を
吉
川
氏
が
担
い
、
そ
の
た
め
の
拠
点
経
営
に
す
で
に
着
手
し
て
い
た
こ
と

に
よ
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
、
安
芸
国
・
隠
岐
国
の
よ
う
に
ほ

ぼ
旧
領
を
安
堵
さ
れ
た
部
分
、
石
見
国
の
よ
う
に
毛
利
氏
に
よ
る
措
置
を
継

承
・
徹
底
化
し
た
部
分
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
に
、
毛
利
氏
が
独
自
に
「
別

之
志
」
と
し
て
安
堵
し
た
と
思
わ
れ
る
備
中
国
哲
多
郡
内
を
併
せ
て
、
吉
川

領
が
再
構
成
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

お
わ
り
　
に

冒
頭
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
舘
鼻
誠
氏
は
、
天
正
十
九
年
の
吉
川
領
再
編

を
、
「
戦
国
段
階
で
形
成
さ
れ
た
毛
利
領
国
の
領
域
構
造
を
そ
の
ま
ま
掌
握

し
、
こ
れ
を
豊
臣
政
権
の
も
と
に
編
成
し
よ
う
と
し
た
」
　
も
の
と
と
ら
え
、

そ
れ
を
戦
国
期
段
階
以
来
の
　
「
吉
川
領
支
配
の
強
化
」
　
の
延
長
線
上
に
位
置

づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
天
正
十
九
年
の
吉
川
領
再
編
は
、
従
来
の
毛
利
氏
の
領
国
構
造

と
は
、
一
線
を
画
す
き
わ
め
て
大
き
な
変
革
を
含
む
改
編
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
変
革
と
は
、
豊
臣
政
権
の
意
志
に
よ
る
毛
利
氏
領
国
か
ら
相
対

的
に
独
立
し
た
一
円
領
の
創
出
（
＝
準
領
国
化
）
　
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
国

五
郡
と
い
う
限
定
さ
れ
た
領
域
で
は
あ
っ
て
も
、
従
来
の
　
「
吉
川
領
」
　
の
内

部
構
成
や
吉
川
氏
が
担
っ
た
諸
権
限
の
及
ぶ
領
域
と
は
、
別
次
元
の
問
題
と

言
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
異
質
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
成
立
に
際
し
て
、
戦
国
期
吉
川
氏
の
基
盤
・
機
能
・
権

限
が
少
な
か
ら
ぬ
影
響
や
条
件
を
与
え
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、

天
正
十
九
年
以
降
の
吉
川
氏
が
、
吉
川
領
以
外
の
山
陰
地
域
諸
領
主
に
対
す

る
軍
事
動
員
権
を
保
持
し
た
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
豊
臣
期
吉
川
領

の
所
在
地
に
つ
い
て
の
基
本
的
枠
組
み
は
、
天
正
十
年
代
の
毛
利
氏
に
よ
る

吉
川
領
再
編
（
伯
者
国
西
部
・
隠
岐
国
の
追
加
、
石
見
国
福
屋
氏
旧
領
の
削

除
）
　
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
天
正
十
九
年
の
再
編
が
伯
菅
国
西

部
な
ど
山
陰
地
域
中
部
に
お
い
て
な
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
天
正
十
年
以
前
の
戦
国
段
階
の
継
承
と
は
考
え
が
た
い
。

従
っ
て
、
戦
国
期
以
来
の
吉
川
氏
に
よ
る
支
配
の
強
化
・
拡
大
の
延
長
線

上
に
、
天
正
十
九
年
の
再
編
を
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
正
確
で
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
再
編
は
、
吉
川
氏
に
従
来
に
比
し
て
毛
利
氏
か
ら
の
独
立

性
の
強
い
一
円
的
支
配
領
域
を
も
た
ら
し
た
が
、
戦
国
期
吉
川
氏
が
有
し
た

諸
権
限
の
及
ぶ
範
囲
・
領
域
（
舘
鼻
氏
の
い
う
「
山
陰
吉
川
領
」
）
　
に
比
べ

れ
ば
、
大
き
な
後
退
・
縮
小
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

以
上
の
事
実
は
、
毛
利
氏
領
国
下
に
お
け
る
吉
川
氏
の
位
置
づ
け
が
、
天

正
十
年
代
前
半
の
元
長
期
と
広
家
初
期
に
大
き
な
転
換
を
遂
げ
た
こ
と
を
窺

わ
せ
て
い
る
。
天
正
十
九
年
の
吉
川
領
再
編
と
は
、
そ
れ
を
直
接
の
前
提
と

し
て
実
施
さ
れ
た
、
毛
利
氏
領
国
全
体
の
構
造
に
関
わ
る
大
変
革
で
あ
っ
た

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

そ
の
際
、
特
に
重
視
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
戦
国
・
豊
臣
期
を
通

じ
て
、
吉
川
氏
が
毛
利
氏
か
ら
付
与
さ
れ
た
権
限
を
越
え
て
独
自
な
権
力
拡

大
を
図
っ
た
形
跡
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
領
国
化
に
準
じ
る
一
円
的

支
配
領
域
の
獲
得
に
つ
い
て
も
、
あ
く
ま
で
豊
臣
政
権
の
指
令
に
も
と
づ
く

も
の
で
あ
っ
て
、
吉
川
氏
の
意
思
に
よ
る
毛
利
氏
か
ら
の
相
対
的
自
立
を
窺

わ
せ
る
事
実
は
確
認
で
き
な
い
。

戦
国
期
大
名
権
力
の
地
域
支
配
を
考
え
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
権
力

と
権
限
の
厳
密
な
区
別
に
努
め
な
け
れ
ば
、
理
解
に
混
乱
を
招
く
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
点
が
き
わ
め
て
不
鮮
明
な
「
吉
川
領
」
　
「
吉
川
領
の
強
化
」
　
「
吉

川
氏
の
領
国
経
営
」
等
の
概
念
や
言
葉
は
、
少
な
く
と
も
戦
国
・
豊
臣
期
毛

利
氏
領
国
下
に
お
い
て
は
適
切
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。
本
稿
に
お
い
て
、

「
吉
川
領
」
と
い
う
言
葉
を
、
当
時
の
史
料
上
の
用
法
と
一
致
す
る
、
吉
川
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氏
の
独
自
な
権
力
基
盤
た
る
吉
川
氏
の
所
領
に
つ
い
て
用
い
た
の
は
、
そ
の

よ
う
な
理
由
に
も
拠
っ
て
い
る
。
吉
川
氏
の
行
っ
た
様
々
な
権
限
の
行
使
は
、

毛
利
氏
に
よ
る
領
国
支
配
の
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
確
認
し
て
お
き
た

い
。
そ
し
て
、
天
正
十
九
年
の
吉
川
領
の
再
編
と
富
田
城
入
城
が
、
富
田
城

主
と
の
　
「
二
元
的
支
配
」
　
の
克
服
な
ど
で
は
な
く
、
毛
利
氏
領
国
の
地
域
支

配
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
吉
川
氏
の
権
限
と
管
轄
範
囲
の
相
対
的
縮
小

に
他
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
事
実
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

註（
１
）
　
舘
鼻
誠
「
戦
国
大
名
毛
利
の
地
域
支
配
体
制
－
出
雲
『
富
田
』
の
検
討
－
」
（
『
歴

史
学
研
究
月
報
』
二
四
六
、
一
九
八
〇
年
）
、
同
「
戦
国
期
山
陰
吉
川
領
の
成
立
と
構

造
」
　
（
『
史
苑
』
第
四
六
巻
第
一
・
二
号
、
一
九
八
七
年
）
。

（
２
）
　
加
藤
益
幹
「
豊
臣
政
権
下
毛
利
氏
の
領
国
編
成
と
軍
役
」
　
（
『
年
報
中
世
史
研

究
』
九
、
一
九
八
四
年
）
、
『
千
代
田
町
史
　
通
史
編
（
上
）
』
（
二
〇
〇
二
年
）
　
三
一

九
頁
以
下
　
（
河
村
昭
一
氏
執
筆
担
当
部
分
）
　
な
ど
。

（
３
）
　
こ
の
　
「
吉
川
氏
知
行
目
録
」
は
、
「
藩
中
諸
家
古
文
書
纂
」
巻
十
一
（
松
浦
三

介
）
　
に
同
じ
も
の
が
収
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
『
広
島
県
史
　
古
代
中
世
資
料
編

Ⅴ
』
に
も
翻
刻
さ
れ
て
い
る
　
（
一
一
二
頁
）
。
ま
た
、
「
吉
川
家
中
井
寺
社
文
書
」
巻

十
で
は
、
「
吉
川
領
高
付
」
と
い
う
題
を
目
次
に
記
し
て
、
や
は
り
同
じ
も
の
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
　
「
松
浦
三
介
よ
り
差
出
内
」
と
の
注
記
が
あ
る
。
「
吉
川

家
文
書
」
　
の
　
「
文
久
追
加
七
巻
之
内
五
」
　
に
は
、
松
浦
家
か
ら
吉
川
氏
に
提
出
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
一
連
の
文
書
が
含
ま
れ
て
お
り
　
（
一
三
四
一
～
三
一
四
九
号
）
、
「
吉

川
氏
知
行
目
録
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
吉
川
家
中
井
寺
社
文
書
」
　
は
、

提
出
後
の
同
史
料
を
採
録
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
史
料
は
、
岩
国
吉
川
氏
家

臣
の
松
浦
家
に
お
い
て
作
成
さ
れ
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

な
お
、
『
広
島
県
史
　
古
代
中
世
資
料
編
Ⅴ
』
で
は
、
「
藩
中
諸
家
古
文
書
纂
」
　
か

ら
翻
刻
し
た
　
「
吉
川
氏
知
行
目
録
」
　
の
後
ろ
に
　
「
Ｏ
 
ｒ
　
」
内
ハ
　
『
吉
川
家
中
井
寺

社
文
書
』
ニ
ヨ
リ
補
フ
」
　
と
の
注
記
を
付
し
て
、
五
月
七
日
付
け
吉
川
広
家
書
状
を

翻
刻
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
「
藩
中
諸
家
古
文
書
纂
」
　
に
も
収
載
さ
れ
て
い

る
別
の
史
料
で
あ
り
、
「
吉
川
氏
知
行
目
録
」
　
と
同
時
に
松
浦
家
か
ら
提
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
「
吉
川
家
文
書
」
一
三
四
二
号
に
、
吉
川
広
家
自
筆
書
状
と
し
て
収
め
ら

れ
て
い
る
文
書
で
あ
る
。

（
４
）
　
　
「
吉
川
広
家
領
地
付
立
」
　
に
つ
い
て
、
原
本
　
（
吉
川
史
料
館
）
　
に
よ
っ
て
対

校
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
点
に
気
づ
く
。

本
文
は
、
全
体
が
十
五
枚
の
小
切
紙
様
の
小
紙
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
一

紙
ご
と
に
末
尾
下
部
に
何
枚
目
か
を
記
し
た
後
筆
と
思
わ
れ
る
数
字
が
あ
る
。
こ
れ

ら
が
、
上
段
に
奇
数
枚
目
、
下
段
に
偶
数
枚
目
の
紙
が
く
る
よ
う
な
上
下
二
段
に
貼

り
継
が
れ
て
表
装
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
の
表
題
　
「
御
領
付
立
」
　
の
み
は
、
小
切
紙
様

の
小
紙
と
は
別
の
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。
表
題
は
、
後
か
ら
追
加
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
本
文
と
同
筆
と
断
定
す
る
こ
と
は
留
保
し
た
い
が
、
書
体
を
見
る
限
り
、

表
題
・
本
文
と
も
に
、
天
正
期
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
て
問
題
な
い
と
思
わ
れ
る
。

「
御
領
」
　
と
あ
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
表
題
は
吉
川
氏
家
臣
に
よ
る
筆
記
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

明
ら
か
な
翻
刻
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
の
は
、
安
芸
国
　
「
吉
浦
」
　
の
　
「
七
十
貫
」
　
を

「
六
十
貫
」
　
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
一
見
　
「
六
」
　
の
よ
う
に
も
見
え

る
の
は
、
「
七
」
　
に
し
て
は
縦
線
が
左
側
へ
流
れ
す
ぎ
て
い
る
た
め
で
あ
る
が
、
こ
の

「
付
立
」
　
の
他
の
　
「
七
」
　
を
み
る
と
、
筆
者
の
癖
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、

子
細
に
見
れ
ば
筆
順
が
「
七
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
『
大

日
本
古
文
書
』
が
、
「
付
立
」
　
に
記
さ
れ
た
安
芸
国
の
合
計
額
　
「
千
三
百
五
十
八
貫
」

を
修
正
し
た
部
分
に
も
、
再
度
修
正
が
必
要
で
あ
る
。
「
付
立
」
の
合
計
額
の
誤
り
は
、

「
三
千
三
百
五
十
八
貫
」
　
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
最
初
の
　
「
三
」
　
を
書
き
も
ら
し
た

こ
と
の
み
で
あ
る
。
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「
雲
州
之
内
」
　
に
記
さ
れ
た
　
「
拾
八
貫
　
外
江
」
　
は
、
伯
者
国
外
江
と
思
わ
れ
る

が
、
「
桑
佐
久
介
給
之
」
　
と
い
う
注
記
は
、
「
奈
佐
久
介
給
之
」
　
が
正
し
い
。

次
に
、
『
大
日
本
古
文
書
』
に
お
い
て
「
奥
江
」
　
「
伊
甘
江
」
　
「
阿
■
　
（
■
＝
凸
版
に

よ
る
影
印
翻
刻
）
」
　
「
菅
江
」
　
「
新
原
」
　
「
君
政
分
」
　
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
文
字
に
つ
い

て
。
ま
ず
草
体
の
酷
似
に
よ
っ
て
実
際
に
は
　
「
江
」
　
と
　
「
郷
」
　
の
区
別
が
困
難
で
あ

る
た
め
書
体
の
み
で
は
判
断
で
き
な
い
　
「
奥
江
」
　
「
伊
甘
江
」
に
つ
い
て
は
、
「
奥
郷
」

「
伊
甘
郷
」
　
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
「
菅
江
」
　
に
つ
い
て
も
「
菅
郷
」
　
と
記
し
た
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
菅
生
を
指
す
と
し
た
場
合
、
ど
ち
ら
と
も
推

定
し
が
た
い
。
凸
版
影
印
で
示
さ
れ
た
　
「
阿
■
」
　
は
、
確
か
に
判
読
困
難
な
文
字
で

あ
り
凸
版
は
適
切
な
判
断
と
思
わ
れ
る
が
、
前
後
の
権
益
の
所
在
地
か
ら
　
「
付
立
」

の
筆
者
が
　
「
阿
刀
」
　
と
記
そ
う
と
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
「
新

原
」
　
の
　
「
原
」
　
に
つ
い
て
は
、
左
下
の
点
を
欠
い
て
お
り
、
書
き
損
じ
か
、
も
し
く

は
別
の
字
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
「
君
政
分
」
　
の
　
「
君
」
　
は
、
「
君
」
　
よ
り

も
　
「
黒
」
　
「
忌
」
　
「
着
」
　
な
ど
の
く
ず
し
に
近
い
文
字
で
あ
る
　
（
人
名
か
権
益
名
で
あ

る
の
で
　
「
忌
」
　
「
着
」
　
の
可
能
性
は
低
い
）
。

最
後
に
、
出
雲
国
の
吉
川
領
の
う
ち
、
「
但
小
石
見
之
代
所
」
　
「
但
持
田
分
代
所
元

康
よ
り
」
　
「
但
森
山
之
代
所
也
」
　
「
但
森
山
之
代
所
也
」
　
の
四
ケ
所
の
注
記
に
つ
い
て
。

『
大
日
本
古
文
書
』
の
翻
刻
で
は
、
左
右
ど
ち
ら
側
の
権
益
に
か
か
る
但
書
で
あ
る

の
か
確
定
で
き
な
い
が
、
原
本
に
よ
れ
ば
明
ら
か
に
左
行
の
権
益
に
添
え
て
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
「
但
小
石
見
之
代
所
」
　
は
　
「
持
田
」
、
「
但
持
田

分
代
所
元
康
よ
り
」
　
は
　
「
立
原
」
、
「
但
森
山
之
代
所
也
」
　
は
　
「
末
次
」
、
「
但
森
山
之

代
所
也
」
　
は
　
「
安
来
之
内
」
　
に
、
そ
れ
ぞ
れ
か
か
る
注
記
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
全
体
の
字
配
り
か
ら
判
断
し
て
、
こ
れ
ら
四
つ
の
注
記
は
、
一
度
全
体
を
書
き

上
げ
た
後
で
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
「
立
原
」
と
「
末
次
」

の
間
に
記
さ
れ
た
三
行
の
注
記
「
内
七
貫
井
上
豊
前
」
　
「
五
十
石
桂
左
馬
存
之
」
　
「
但

森
山
之
代
所
也
」
　
の
う
ち
、
二
行
ま
で
が
第
七
紙
に
書
か
れ
、
「
但
森
山
之
代
所
也
」

の
み
が
第
八
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
上
記
の
点
を
裏
づ
け
て
い
る
。

（
５
）
こ
の
う
ち
の
「
大
田
」
に
つ
い
て
は
、
永
禄
十
二
年
閏
五
月
二
十
八
日
筑
前

国
立
花
城
合
戦
敵
射
伏
人
数
注
文
（
「
吉
川
家
文
書
」
五
一
三
）
に
、
吉
川
領
か
ら
徴

発
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
鉄
胞
射
手
と
し
て
、
「
大
ヲ
新
二
郎
」
「
大
ヲ
六
郎
衛
門
」
を
確

認
で
き
る
。
大
田
の
吉
川
額
化
が
、
少
な
く
と
も
永
禄
十
二
年
以
前
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

（
６
）
山
県
郡
内
の
吉
川
領
の
変
遷
と
構
造
に
つ
い
て
は
、
『
千
代
田
町
史
通
史
編

（
上
）
』
（
二
〇
〇
二
年
）
二
九
九
頁
以
下
（
河
村
昭
一
氏
執
筆
担
当
部
分
）
に
お
い

て
、
千
代
田
町
域
を
中
心
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
原
慶
三
「
尼
子
氏
の
石
見
国
進
出
を
め
ぐ
っ
て
一
石
見
銀
山
、
吉
川
・
小
笠

原
氏
と
の
関
係
を
中
心
に
ー
」
（
『
山
陰
史
談
』
二
八
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

（
８
）
年
月
日
未
詳
毛
利
元
就
自
筆
書
状
（
「
大
阪
城
天
守
閣
蔵
文
書
」
＝
「
閥
閲
録

遺
漏
」
巻
５
－
１
（
毛
利
隠
岐
家
臣
松
岡
良
哉
家
蔵
）
１
）
。

（
９
）
三
月
二
十
四
日
毛
利
元
就
書
状
写
（
「
山
田
家
文
書
」
＝
「
閥
閲
録
」
巻
３
１
（
山

田
吉
兵
衛
）
Ｍ
ご
。

（
１
０
）
八
月
晦
日
毛
利
元
就
書
状
写
（
『
黄
薇
古
簡
集
』
藤
野
町
土
佐
屋
乗
易
所
蔵
）
。

（
Ｈ
）
錦
織
勤
「
吉
川
氏
の
歴
史
」
（
『
史
跡
吉
川
氏
城
館
跡
保
存
管
理
計
画
策
定
報

告
書
』
一
九
九
〇
年
）
、
木
村
信
幸
「
国
人
領
主
吉
川
氏
の
権
力
編
成
」
（
『
史
学
研
究
』

二
二
五
、
一
九
九
九
年
）
、
『
千
代
田
町
史
通
史
編
（
上
）
』
（
二
〇
〇
二
年
）
古
代

・
中
世
Ⅱ
国
人
の
成
長
（
河
村
昭
一
氏
執
筆
部
分
）
。

（
１
２
）
康
正
二
年
七
月
十
四
日
吉
川
之
経
安
堵
状
影
写
（
「
石
見
吉
川
家
文
書
」
一
〇
）
、

明
応
四
年
六
月
九
日
吉
川
国
経
安
堵
状
影
写
（
同
上
一
一
）
。

（
１
３
）
明
応
六
年
六
月
永
安
知
行
分
注
文
（
「
益
田
家
文
書
」
巻
八
三
）
。

（
１
４
）
天
文
二
十
一
年
六
月
二
十
八
日
三
隅
分
不
知
行
地
注
文
（
「
益
田
家
文
書
」
巻

二
八
（
『
大
日
本
古
文
書
』
二
八
四
）
）
。

（
１５
）
天
文
二
十
四
年
十
一
月
十
五
日
福
屋
隆
兼
書
状
（
「
吉
川
家
文
書
」
四
五
一
）
。

（
１６
）
も
ち
ろ
ん
、
天
文
十
年
以
降
、
「
下
分
」
が
石
見
吉
川
氏
に
よ
っ
て
一
貫
し
て

知
行
さ
れ
、
天
正
二
年
よ
り
以
前
に
吉
川
元
春
に
移
譲
さ
れ
た
可
能
性
も
想
定
で
き
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る
が
、
福
屋
隆
兼
が
　
「
上
分
」
　
と
特
定
し
て
い
る
こ
と
、
そ
も
そ
も
福
屋
・
永
安
両

氏
の
抗
争
に
吉
川
氏
が
介
入
し
た
こ
と
は
、
永
安
別
符
を
め
ぐ
る
長
年
の
永
安
氏
と

の
抗
争
が
直
接
の
原
因
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
隆
兼
が
述
べ
て
い
る
吉
川
氏
の
　
「
御
存

念
」
　
と
は
永
安
氏
の
侵
略
に
よ
る
知
行
権
の
後
退
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
な
ど
よ
り
、
吉
川
氏
は
福
屋
氏
滅
亡
後
に
よ
う
や
く
　
「
下
分
」
　
を
奪
回
し

た
可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
た
。

（
１
７
）
　
な
お
、
端
書
に
天
正
十
三
年
八
月
の
日
付
の
あ
る
小
笠
原
長
族
所
領
目
録
（
『
島

根
県
史
』
七
　
（
一
九
二
八
年
）
、
七
四
二
頁
）
　
に
、
「
長
安
七
ケ
所
」
一
一
九
貫
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
目
録
は
、
『
江
津
市
誌
』
な
ど
に
お
い
て
従
来
か
ら

指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
、
小
笠
原
氏
顔
全
体
の
規
模
が
あ
ま
り
に
も
大
き
す

ぎ
、
小
笠
原
領
で
は
な
い
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
な
所
領
が
多
い
こ
と
、
こ
の
段
階
の
毛

利
氏
領
国
に
お
い
て
田
積
・
分
米
高
を
細
か
く
表
記
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と

よ
り
、
明
ら
か
に
後
世
の
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
１
８
）
　
永
正
九
年
六
月
一
日
小
笠
原
長
隆
安
堵
状
（
「
庵
原
家
文
書
」
）
、
弘
治
二
年
四

月
七
日
毛
利
元
就
・
隆
元
連
署
宛
行
状
写
　
（
「
閥
閲
録
」
巻
４
３
　
（
出
羽
源
八
）
　
６
）
。

な
お
、
年
未
詳
二
月
二
十
四
日
毛
利
元
就
・
同
隆
元
連
署
書
状
写
　
（
「
吉
川
家
中
井
寺

社
文
書
」
　
四
　
（
東
崇
三
郎
）
）
　
に
よ
れ
ば
、
出
羽
氏
が
宛
行
わ
れ
た
　
「
山
南
半
分
」
　
に

当
た
る
と
思
わ
れ
る
　
「
山
南
之
内
百
五
拾
貫
」
　
は
、
永
禄
年
間
前
半
に
　
「
相
違
」
　
に

ょ
る
不
知
行
の
た
め
、
あ
ら
た
め
て
代
所
　
（
周
防
国
山
代
郷
内
）
　
を
宛
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
が
　
「
付
立
」
　
に
　
「
出
羽
へ
抜
申
候
」
　
と
記
さ
れ
た
　
「
百
貫
」
　
と
ど
の

よ
う
に
関
わ
る
の
か
、
未
詳
で
あ
る
。

（
１
９
）
　
佐
伯
徳
哉
「
戦
国
期
石
見
国
に
お
け
る
在
地
顔
主
支
配
と
地
域
経
済
秩
序
Ｉ

（
益
田
氏
庶
流
）
　
福
屋
氏
の
発
展
・
滅
亡
過
程
を
中
心
に
ー
」
　
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一

三
五
、
一
九
九
二
年
）
。

（
空
　
康
暦
元
年
八
月
二
十
三
日
大
内
氏
奉
行
連
署
奉
書
（
「
吉
川
家
文
書
」
二
三
〇
）
、

至
徳
二
年
十
月
十
九
日
大
内
弘
茂
預
ケ
状
（
「
吉
川
家
文
書
」
　
二
三
九
）
。

（
２
１
）
　
永
禄
十
一
年
六
月
二
十
二
日
吉
川
元
春
宛
行
状
写
　
（
「
藩
中
諸
家
古
文
書
纂
」

一
（
井
上
佐
大
夫
）
）
。

（
２
２
）
　
天
正
七
年
二
月
十
三
日
吉
川
元
春
自
筆
知
行
判
物
（
「
吉
川
家
文
書
」
六
九
三
）
。

（
２
３
）
　
天
文
二
十
一
年
六
月
二
十
八
日
三
隅
分
不
知
行
地
注
文
　
（
「
益
田
家
文
書
」
巻

二
八
　
（
『
大
日
本
古
文
書
』
二
八
四
）
）
。

（
空
　
永
禄
五
年
二
月
二
十
六
日
毛
利
元
就
・
同
隆
元
・
吉
川
元
春
連
署
一
行
状
写

（
「
閥
閲
録
」
巻
７
１
　
（
佐
波
庄
三
郎
）
　
１
４
）
。

（
２
５
）
　
天
正
十
年
十
一
月
十
四
日
吉
川
元
春
袖
判
奉
行
人
連
署
打
渡
状
写
　
（
「
藩
中
諸

家
古
文
書
纂
」
　
二
　
（
井
下
孫
左
衛
門
）
）
。

（
空
　
天
文
十
六
年
八
月
八
日
益
田
藤
兼
知
行
注
文
案
（
「
益
田
家
文
書
」
巻
七
五
（
『
史

料
集
　
益
田
藤
兼
∵
元
祥
と
そ
の
時
代
』
一
九
九
九
年
、
四
）
）

（
〔
二
　
元
亀
二
年
四
月
四
日
吉
川
元
春
宛
行
状
写
（
「
藩
中
諸
家
古
文
書
纂
」
十
五
（
森

脇
繁
生
）
）
。

（
”
ニ
　
天
正
十
年
十
一
月
十
四
日
吉
川
元
春
袖
判
奉
行
人
連
署
打
渡
状
写
（
「
藩
中
諸

家
古
文
書
纂
」
　
二
　
（
井
下
孫
左
衛
門
）
）
。

（
空
　
十
二
月
一
日
吉
川
元
春
起
請
文
写
　
（
「
藩
中
諸
家
古
文
書
纂
」
　
二
　
（
井
下
孫
左

衛
門
）
）
。

（
３
０
）
　
永
禄
四
年
十
二
月
五
日
毛
利
元
就
・
吉
川
元
春
連
署
宛
行
状
写
　
（
「
御
書
感
状

写
」
　
二
　
（
井
下
孫
左
衛
門
）
）
。
天
正
十
年
十
一
月
十
四
日
吉
川
元
春
袖
判
奉
行
人
連

署
打
渡
状
写
　
（
「
藩
中
諸
家
古
文
書
纂
」
　
二
　
（
井
下
孫
左
衛
門
）
）
　
よ
り
、
井
下
氏
給

分
の
板
屋
名
は
田
二
町
七
段
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
永
禄
五
年
三
月
二
十
六

日
毛
利
元
就
・
同
隆
元
・
吉
川
元
春
連
署
宛
行
状
影
写
　
（
「
石
見
吉
川
家
文
書
」
五
）
。

（
３
１
）
　
天
正
七
年
三
月
十
七
日
吉
川
氏
奉
行
人
連
署
打
渡
状
写
　
（
「
吉
川
家
中
井
寺
社

文
書
」
　
二
　
（
野
上
家
御
書
）
）
。

（
３
２
）
　
松
村
建
氏
は
、
年
未
詳
十
二
月
十
二
日
福
屋
隆
兼
・
杉
宗
長
・
龍
崎
隆
輔
連

署
書
状
写
　
（
「
岡
本
文
書
」
）
　
に
、
「
奥
山
十
八
ケ
郷
」
　
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
特
定
の
土
地
に
冠
せ
ら
れ
た
地
名
で
は
な
く
、
あ
る
領
域
を
慣
習
的
に
言
い
表
し

た
も
の
」
　
と
推
測
し
、
三
宮
神
社
の
氏
子
領
域
十
八
村
と
の
関
連
に
言
及
し
て
い
る
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（
「
中
世
後
期
の
村
落
と
土
豪
」
『
山
陰
史
談
』
二
三
　
（
一
九
八
八
年
）
　
六
六
頁
）
。
佐

伯
徳
哉
氏
は
、
こ
の
書
状
の
宛
名
の
一
人
に
　
「
小
国
和
泉
守
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
那
賀
郡
山
間
部
の
　
「
現
在
の
那
賀
郡
金
城
町
小
国
を
中
心
に
し
た
地
域
」
　
と
推

定
し
て
い
る
　
（
「
戦
国
期
石
見
国
に
お
け
る
在
地
領
主
支
配
と
地
域
経
済
秩
序
－
（
益

田
氏
庶
流
）
福
屋
氏
の
発
展
・
滅
亡
過
程
を
中
心
に
ー
」
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
三
五
（
一

九
九
二
年
）
　
五
三
頁
）
。

（
３
３
）
　
天
正
十
年
十
一
月
十
四
日
吉
川
元
春
袖
判
奉
行
人
連
署
打
渡
状
写
（
「
藩
中
諸

家
古
文
書
纂
」
　
二
　
（
井
下
孫
左
衛
門
）
）
。

（
豊
　
永
禄
十
一
年
六
月
二
十
二
目
吉
川
元
春
宛
行
状
写
（
「
藩
中
諸
家
古
文
書
纂
」

一
（
井
上
佐
大
夫
）
）
。

（
警
　
永
禄
七
年
六
月
二
十
七
日
吉
川
元
春
宛
行
状
写
（
「
藩
中
諸
家
古
文
書
纂
」
二

（
境
孫
七
・
市
川
家
御
書
写
）
）
。

（
曇
　
天
正
五
年
二
月
二
十
八
日
吉
川
元
春
宛
行
状
影
写
（
「
石
見
吉
川
家
文
書
」
一

四）。

（
３
７
）
　
年
未
詳
二
月
十
五
日
吉
川
元
奉
書
状
（
「
山
願
家
文
書
」
（
長
沢
洋
「
山
解
家

文
書
に
つ
い
て
」
『
広
島
県
立
文
書
館
紀
要
』
二
、
一
九
九
〇
年
）
一
）
。
天
正
十
年

十
一
月
十
四
日
吉
川
元
春
袖
判
奉
行
人
連
署
打
渡
状
写
　
（
「
藩
中
諸
家
古
文
書
纂
」
　
二

（
井
下
孫
左
衛
門
）
）
　
は
、
市
山
衆
の
井
下
氏
に
対
す
る
紛
失
状
で
あ
る
が
、
吉
川
氏

の
確
認
・
安
堵
し
た
井
下
氏
給
分
の
中
に
「
小
石
見
湊
大
と
い
付
茫
伐
増
二
反
」
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
　
「
湊
」
　
は
浜
田
の
こ
と
、
「
大
と
い
」
　
は
　
「
大
間
」
　
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

小
石
見
郷
の
経
済
的
中
心
機
能
を
吉
川
元
春
が
掌
握
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い

る
。
従
っ
て
、
元
春
か
ら
元
棟
へ
の
　
「
小
石
見
」
　
の
譲
渡
は
、
天
正
十
一
年
以
降
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（
粥
）
　
天
正
十
五
年
九
月
六
日
毛
利
輝
元
宛
行
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
５
　
（
毛
利
宇
右

衛
門
）
　
け
）
。

（
警
　
天
正
十
七
年
二
月
十
五
日
吉
川
広
家
宛
行
状
写
（
「
藩
中
諸
家
古
文
書
纂
」
四

（
大
草
藤
右
衛
門
）
、
同
十
一
（
松
浦
三
介
）
）
　
に
よ
れ
ば
、
「
中
村
」
　
「
市
木
村
」
　
は

依
然
と
し
て
吉
川
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
石
州
福
屋
式
部
少
輔
先
知
三
千

貫
地
」
に
属
さ
な
い
と
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
か
、
も
し
く
は
吉
川
氏
の
本
拠
か
ら

石
見
銀
山
方
面
へ
抜
け
る
主
要
幹
線
で
あ
っ
た
た
め
吉
川
氏
が
確
保
す
る
必
要
性
が

あ
っ
た
た
め
か
、
ど
ち
ら
か
の
理
由
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
４
０
）
天
正
二
十
年
十
二
月
九
日
玉
林
庵
額
打
渡
坪
付
写
（
島
根
県
立
図
書
館
謄
写

本
「
肥
塚
文
書
」
）
。
こ
れ
は
、
花
押
の
写
し
方
が
正
確
な
も
の
で
は
な
い
た
め
、
袖

判
の
人
物
を
特
定
で
き
な
い
が
、
連
署
し
て
い
る
「
繁
沢
次
郎
兵
衛
」
「
井
上
肥
前
守
」

「
繁
沢
助
兵
衛
」
は
、
繁
沢
元
氏
（
仁
保
元
棟
）
の
家
臣
で
あ
る
。

（
４
１
）
益
田
氏
の
山
代
に
お
け
る
所
領
に
つ
い
て
は
、
永
禄
十
三
年
二
月
九
日
益
田

藤
兼
譲
状
（
「
益
田
家
文
書
」
巻
三
四
）
に
「
三
百
貫
文
藤
兼
代
よ
り
知
行
」
と
あ

り
、
天
正
十
四
年
と
思
わ
れ
る
正
月
七
日
益
田
元
祥
領
付
立
（
「
益
田
家
文
書
」
巻
七

五
）
に
も
「
三
百
貫
」
と
あ
る
の
で
、
藤
兼
が
毛
利
氏
か
ら
宛
行
わ
れ
、
天
正
十
四

年
に
至
る
ま
で
知
行
し
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
讐
永
禄
三
年
十
月
二
十
一
日
毛
利
元
就
・
同
隆
元
連
署
宛
行
状
（
「
吉
川
家
文
書
」

四
六
〇
）
。

（
４
３
）
天
正
九
年
六
月
十
三
日
吉
川
元
春
宛
行
状
写
（
「
吉
川
家
中
井
寺
社
文
書
」
二

（
野
上
家
御
書
）
）
。

（
４
４
）
十
一
月
十
一
日
渡
辺
就
国
書
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
１
６
５
（
山
代
裁
判
三
分
一

惣
三
郎
）
２
３
）
。

（
４
５
）
一
俵
＝
三
四
〇
文
の
計
算
と
な
る
。
一
石
一
貫
の
換
算
に
従
え
ば
、
一
俵
＝

三
斗
四
升
の
計
算
と
な
る
。

（
４６
）
「
付
立
」
に
記
さ
れ
た
「
三
百
貫
」
に
つ
い
て
は
、
永
禄
十
二
年
八
月
十
二

日
尼
子
勝
久
宛
行
状
（
「
松
原
家
文
書
」
）
に
お
い
て
、
い
ち
早
く
毛
利
氏
か
ら
現
形

し
た
米
原
綱
寛
に
「
平
田
三
百
貫
」
が
宛
行
わ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
尼
子
氏
の
状

況
か
ら
み
て
、
こ
れ
は
「
平
田
」
の
全
体
の
知
行
高
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。

（
４７）
天
正
十
六
年
九
月
熊
野
神
社
棟
札
（
『
平
田
市
誌
』
一
四
三
頁
）
。

（
４
８
）
中
世
の
平
田
に
つ
い
て
は
、
井
上
寛
司
「
中
世
の
都
市
・
平
田
」
（
平
田
郷
土
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史
研
究
会
『
郷
土
史
ひ
ら
た
』
二
、
一
九
九
一
年
）
に
、
関
係
史
料
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
当
時
は
、
宍
道
湖
西
岸
に
面
し
て
い
た
水
上
交
通
の
要
衝
で
あ
る
。
も
と
も

と
出
雲
多
賀
氏
の
所
領
で
あ
っ
た
が
、
特
に
天
文
十
年
代
以
降
の
領
有
関
係
が
明
ら

か
で
な
い
。

（
４
９
）
永
禄
六
年
と
思
わ
れ
る
五
月
九
日
吉
川
元
奉
書
状
（
「
益
田
家
文
書
」
巻
二
九

（
『
大
日
本
古
文
書
』
三
一
七
）
）
。

（
空
元
亀
元
年
の
十
月
二
十
日
毛
利
元
就
・
輝
元
連
署
書
状
（
「
岡
家
文
書
」
（
『
史

学
研
究
』
二
〇
三
）
）
、
同
年
八
月
十
六
日
毛
利
輝
元
書
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
１

０
７
（
赤

川
次
郎
左
衛
門
）
１
３
）
。

（
５
１
）
十
一
月
二
十
二
日
吉
川
元
春
・
口
羽
通
良
・
宍
戸
隆
家
連
署
書
状
写
（
「
閥
閲

録
」
巻
１
０
０
（
児
玉
惣
兵
衛
）
警
。

（
５
２
）
九
月
五
日
毛
利
輝
元
・
小
早
川
隆
景
連
署
書
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
５

５
（
国
司

与
一
右
衛
門
）
１
３
）
。

（
５
３
）
天
正
三
年
四
月
二
十
四
日
三
刀
屋
久
扶
起
請
文
（
「
吉
川
家
文
書
」
六
一
一
）
。

（
５
４
）
天
正
八
年
の
十
二
月
十
四
日
古
志
重
信
書
状
（
「
坪
内
家
文
書
」
（
『
大
社
町
史

史
料
編
』
二
〇
一
六
）
）
。

（
５
５
）
永
禄
十
二
年
閏
五
月
二
十
八
目
筑
前
国
立
花
城
合
戦
敵
射
伏
人
数
注
文
（
「
吉

川
家
文
書
」
五
一
三
）
は
、
吉
川
領
か
ら
徴
発
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
鉄
胞
射
手
の
戦

功
を
列
記
し
て
、
元
春
か
ら
毛
利
氏
に
提
出
さ
れ
た
軍
忠
状
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に

「
冨
ノ
彦
八
」
を
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
平
田
」
は
、
安
芸
国
寺
原
荘
内
の

地
名
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
永
禄
十
二
年
以
前
に
出
雲
国
平
田
が
吉
川
領
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
も
の
と
ま
で
は
言
え
な
い
。

（
５
６
）
大
庭
保
覚
書
（
「
秋
上
家
文
書
」
『
大
社
町
史
史
料
編
』
一
九
七
八
）
。

（
５
７
）
天
正
十
四
年
六
月
二
十
二
日
仁
保
元
横
領
地
付
立
案
（
「
厳
島
野
坂
文
書
」
『
広

島
県
史
古
代
中
世
資
料
編
Ⅱ
』
七
九
五
頁
）
。

（
粥
）
八
月
二
十
六
日
小
坂
春
信
他
二
名
連
署
書
状
（
「
秋
上
家
文
書
」
『
大
社
』
二

三
八
七
）
。

（
５
９
）
　
永
禄
五
年
七
月
十
八
日
毛
利
元
就
・
隆
元
連
署
判
物
　
（
「
山
内
家
文
書
」
　
二
二

二）。
（
６
０
）
　
永
禄
六
年
四
月
二
十
八
日
毛
利
元
就
判
物
（
「
山
内
家
文
書
」
　
二
二
四
）
。

（
６
１
）
　
富
田
下
城
衆
付
立
　
（
「
佐
々
木
文
書
」
　
（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
編
『
戦

国
大
名
尼
子
氏
の
伝
え
た
古
文
書
－
佐
々
木
文
書
－
』
一
九
九
九
年
、
二
三
七
号
）
）
。

（
６
２
）
　
な
お
、
事
情
は
天
文
十
三
年
頃
以
前
、
家
寿
も
永
禄
二
年
頃
に
は
　
「
湯
原
」

を
名
乗
っ
て
史
料
上
に
登
場
す
る
。
い
ず
れ
も
花
押
の
一
．
致
に
よ
っ
て
、
湯
原
事
情

と
牛
尾
幸
清
、
湯
原
家
寿
と
牛
尾
家
寿
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

（
６
３
）
　
永
禄
八
年
六
月
一
日
毛
利
元
就
・
輝
元
連
署
宛
行
状
写
　
（
「
集
古
文
書
」
）
、
永

禄
八
年
六
月
十
一
日
毛
利
元
就
宛
行
状
写
　
（
同
上
）
、
永
禄
八
年
六
月
十
一
日
吉
川
元

春
書
状
写
　
（
同
上
）
。
「
集
古
文
書
」
　
所
収
の
牛
尾
茂
左
衛
門
家
文
書
と
は
、
牛
尾
氏

惣
領
家
の
子
孫
の
伝
来
文
書
で
は
な
く
、
牛
尾
氏
本
領
を
引
き
継
い
だ
家
寿
系
統
の

子
孫
の
伝
来
文
書
で
あ
る
。

（
６
４
）
　
永
禄
十
二
年
十
月
二
十
二
日
毛
利
元
就
・
輝
元
連
署
宛
行
状
（
「
三
沢
文
書
」
）
。

（
６
５
）
　
年
月
日
未
詳
吉
川
元
春
書
状
写
（
「
吉
川
家
中
井
寺
社
文
書
」
　
四
）
。

（
６
６
）
　
天
正
十
九
年
十
月
十
日
毛
利
氏
奉
行
人
連
署
打
波
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
…
（
児

玉
伝
右
衛
門
）
　
１
４
）
。

（
６
７
）
　
十
一
月
八
日
吉
川
元
長
書
状
写
（
「
集
古
文
書
」
）
。

（
６
８
）
　
神
魂
社
関
係
記
録
断
簡
（
「
秋
上
家
文
書
」
『
大
社
町
史
　
史
料
編
』
二
四
三

四）。
（
６
９
）
　
天
正
七
年
八
月
十
日
六
所
社
蘭
書
立
　
（
「
秋
上
家
文
書
」
『
大
社
町
史
　
史
料

編
』
一
九
八
〇
）
。

（
７
０
）
　
天
正
十
四
年
六
月
二
十
二
日
仁
保
元
横
領
地
付
立
案
（
「
厳
島
野
坂
文
書
」
『
広

島
県
史
　
古
代
中
世
資
料
編
Ⅱ
』
七
九
五
頁
）
。

（
７
１
）
　
年
未
詳
三
月
二
十
日
仁
保
元
棟
書
状
（
「
厳
島
野
坂
文
書
」
『
広
島
県
史
　
古

代
中
世
資
料
編
Ⅱ
』
七
九
七
頁
）
　
に
お
い
て
、
「
持
田
」
　
か
ら
厳
島
社
へ
神
田
を
寄
進
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し
て
い
る
。
「
仁
保
少
輔
三
郎
」
　
と
の
署
名
よ
り
、
元
棟
が
　
「
宮
内
大
輔
」
　
に
任
じ
ら

れ
た
天
正
七
年
正
月
二
十
六
日
（
「
閥
閲
録
」
巻
５
　
（
毛
利
宇
右
衛
門
）
　
警
　
よ
り
以

前
の
書
状
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
乃
）
　
天
正
十
四
年
六
月
二
十
二
日
仁
保
元
棟
領
地
付
立
案
（
「
厳
島
野
坂
文
書
」
『
広

島
県
史
　
古
代
中
世
資
料
編
Ⅱ
』
七
九
五
頁
）
。

（
７
３
）
　
年
未
詳
二
月
十
五
日
吉
川
元
春
書
状
（
「
山
解
家
文
書
」
　
〈
長
沢
洋
　
「
山
解
家

文
書
に
つ
い
て
」
『
広
島
県
立
文
書
館
紀
要
』
二
、
一
九
九
〇
年
）
一
）
。

（
閏
）
　
天
正
五
年
二
月
十
四
日
毛
利
輝
元
宛
行
状
写
　
（
「
閥
閲
録
」
巻
５
　
（
毛
利
宇
右

衛
門
）
　
１
６
）
、
天
正
五
年
四
月
三
日
吉
川
元
春
書
状
（
「
久
利
家
文
書
」
『
石
見
久
利
文

書
の
研
究
』
三
十
四
号
）
、
天
正
五
年
四
月
五
日
吉
川
元
長
書
状
（
同
上
三
十
三
号
）
。

（
７
５
）
　
天
正
十
四
年
六
月
二
十
二
日
仁
保
元
横
領
地
付
立
案
（
「
厳
島
野
坂
文
書
」
『
広

島
県
史
　
古
代
中
世
資
料
編
Ⅱ
』
七
九
五
頁
）
。

（
７
６
）
　
小
川
就
秀
は
、
天
正
十
三
年
の
日
御
崎
社
造
営
棟
別
銭
の
催
促
に
応
じ
る
旨
、

毛
利
氏
奉
行
の
妙
寿
寺
周
泉
に
伝
え
て
輝
元
へ
の
披
露
を
依
頼
し
て
い
る
　
（
九
月
二

十
六
日
小
川
就
秀
書
状
（
「
日
御
碕
神
社
文
書
」
『
大
社
町
史
　
史
料
編
』
二
〇
六
二
）
）

の
で
、
出
雲
・
伯
香
・
石
見
国
内
に
所
領
を
有
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
閥
閲
録
」

巻
５
１
　
（
小
川
右
衛
門
兵
衛
）
　
は
、
就
秀
の
子
孫
の
伝
来
文
書
と
思
わ
れ
、
そ
れ
ら
の

多
く
に
宛
名
と
し
て
現
れ
る
　
「
小
川
右
衛
門
兵
衛
尉
」
　
は
、
い
ず
れ
も
「
就
秀
」
　
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
人
物
が
、
天
正
十
三
年
の
五
月
一
日
吉
川
元
春
・
元
長

連
署
書
状
写
　
（
「
閥
閲
録
」
巻
５
１
　
（
小
川
右
衛
門
兵
衛
）
　
３
）
　
に
お
い
て
、
「
雲
伯
石

衆
」
　
の
一
員
と
し
て
四
国
出
兵
に
動
員
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
上
記
の
棟
別
銭
賦
課

の
対
象
範
囲
と
一
致
し
て
お
り
、
ま
た
就
秀
が
毛
利
氏
に
よ
っ
て
山
陰
側
に
本
拠
を

与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
就
秀
は
、
実
名
よ
り
み
て
、
も
と
は
毛

利
元
就
直
臣
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
侵
攻
当
初
の
永
禄
年
間
後
半
に
出
雲
国
支
配

の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
元
就
直
臣
層
の
一
人
と
推
測
さ
れ
る
。
子
孫
が
記
し
た

「
閥
閲
録
」
　
収
載
系
譜
書
に
、
元
就
か
ら
　
「
於
雲
州
知
行
三
千
石
拝
領
」
　
し
た
と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
高
は
と
も
か
く
、
何
ら
か
の
事
実
を
反
映
し
た
記
述
と

思
わ
れ
る
。

一
方
、
「
閥
閲
録
」
完
成
の
十
年
前
、
地
元
「
森
山
」
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
伝
承
に

よ
れ
ば
、
（
「
雲
陽
誌
」
（
『
大
日
本
地
誌
大
系
４
２
』
一
九
七
七
年
）
の
「
森
山
」
の
項
）

に
は
、
「
古
城
城
主
秋
場
伊
織
小
川
右
衛
門
と
い
ひ
つ
た
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
秋
場
伊
織
」
は
秋
上
庵
介
宗
信
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
誤
記
で
あ
る
が
、

「
小
川
右
衛
門
」
は
、
「
小
川
右
衛
門
兵
衛
尉
」
の
略
記
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
天

正
十
年
代
か
ら
約
百
三
十
年
を
経
た
後
の
伝
承
と
は
い
え
、
後
世
の
作
為
の
余
地
は

乏
し
く
、
森
山
城
に
小
川
就
秀
が
在
番
し
た
可
能
性
を
裏
づ
け
て
い
る
。

（
７
７
）
八
月
十
四
日
吉
川
元
春
他
三
名
連
署
書
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
１
２
３
（
野
村
作
兵

衛
）
３
０
）
。

（
警
天
正
九
年
の
四
月
二
十
二
日
吉
川
元
春
書
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
１
１
５
（
湯
原
文

左
衛
門
）
５
３
）
。

（
７
９
）
天
正
十
四
年
六
月
二
十
二
日
仁
保
元
横
領
地
付
立
案
（
「
厳
島
野
坂
文
書
」
『
広

島
県
史
古
代
中
世
資
料
編
Ⅱ
』
七
九
五
頁
）
。

（
８
０
）
永
禄
七
年
十
二
月
二
十
六
日
里
田
綱
貞
売
券
状
（
「
雲
樹
寺
文
書
」
『
新
修
島

根
県
史
史
料
篇
１
』
四
一
八
頁
）
。

（
８
１
）
永
禄
五
年
二
月
十
七
日
多
胡
久
盛
譲
状
写
（
「
毛
利
家
文
庫
諸
臣
証
文
・
多
胡

家
」
）
。

（
８
２
）
永
禄
九
年
五
月
九
日
毛
利
輝
元
宛
行
状
（
「
鰐
淵
寺
文
書
」
『
大
社
町
史
史

料
編
』
一
五
八
五
）
。
八
月
五
日
毛
利
元
就
書
状
（
同
上
一
六
〇
〇
）
。

（
警
元
亀
二
年
の
四
月
三
日
毛
利
輝
元
書
状
（
「
鰐
淵
寺
文
書
」
『
大
社
町
史
史

料
編
』
一
八
一
二
）
－
。

（
８
４
）
安
達
氏
は
、
近
世
に
は
岩
国
吉
川
氏
家
臣
と
な
っ
た
家
で
あ
る
が
、
安
立
十

兵
衛
尉
は
、
永
禄
～
天
正
年
間
前
半
に
か
け
て
、
美
作
国
な
ど
に
お
い
て
毛
利
氏
方

と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
り
、
戦
国
期
に
直
接
吉
川
氏
の
み
と
の
主
従
関
係
が
存

在
し
た
徴
証
は
み
ら
れ
な
い
。
十
兵
衛
尉
は
天
正
十
一
年
に
は
子
息
の
弥
三
郎
に
家

督
を
譲
っ
て
い
る
の
で
、
「
大
草
村
」
が
吉
川
氏
の
手
を
離
れ
た
の
は
、
そ
れ
以
前
で
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あ
る
可
能
性
が
高
い
（
「
吉
川
家
中
井
寺
社
文
書
」
四
（
安
達
十
郎
右
衛
門
尉
）
所
収

の
諸
文
書
に
よ
る
）
。

（
鋸
）
十
一
月
六
日
毛
利
輝
元
書
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
５
３
（
楢
崎
与
兵
衛
）
１
３
）
、

二
月
二
十
五
日
吉
川
元
春
書
状
写
（
「
藩
申
請
蒙
古
文
書
纂
」
一
（
今
田
）
）
。

（
８
６
）
天
正
五
年
二
月
二
十
六
日
吉
川
氏
奉
行
人
連
署
打
渡
状
写
（
「
藩
中
諸
家
古
文

書
纂
」
一
（
井
上
又
六
）
）
。

（
８
７
）
九
月
二
十
日
吉
川
元
春
書
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
１
０
７
（
井
上
宇
兵
衛
）
５
）
は
・

毛
利
元
就
直
臣
出
身
の
毛
利
氏
奉
行
井
上
就
重
に
対
し
て
、
就
重
の
給
地
「
と
の
江
」

を
奈
佐
日
本
介
の
宿
所
と
す
る
た
め
、
毛
利
氏
が
就
重
に
代
所
を
宛
行
っ
た
際
に
、

元
春
が
仲
介
役
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
外
江
の
中
に
吉
川
領
が
存
在
し
た
時
期
は

不
明
で
あ
る
が
、
天
正
十
年
代
に
至
っ
て
も
、
こ
こ
に
日
本
海
の
海
上
勢
力
奈
佐
氏

の
拠
点
が
存
在
し
、
そ
れ
が
毛
利
氏
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。

（
８
８
）
高
橋
正
弘
『
因
伯
の
戦
国
城
郭
－
通
史
編
－
』
（
一
九
八
六
年
）
。

（
８
９
）
年
月
日
未
詳
毛
利
輝
元
書
状
写
（
「
譜
録
」
二
宮
太
郎
右
衛
門
辰
相
（
『
広
島

県
史
古
代
中
世
資
料
編
Ⅴ
』
三
〇
九
頁
）
）
。

（
９
０
）
八
月
三
日
毛
利
輝
元
書
状
（
「
湯
浅
家
文
書
」
＝
「
萩
藩
閥
閲
録
」
巻
…
（
湯

浅
権
兵
衛
）
４
６
）
、
八
月
七
日
小
早
川
隆
景
書
状
（
「
湯
浅
家
文
書
」
＝
「
萩
藩
閥
閲

録
」
巻
１
０
４
（
湯
浅
権
兵
衛
）
７
９
）
。

（
９
１
）
八
月
二
十
日
小
早
川
隆
景
書
状
（
「
吉
川
家
文
書
」
九
八
七
）
。

（
警
永
禄
十
年
九
月
十
六
日
杉
原
盛
重
宛
行
状
（
「
中
曽
治
雄
所
蔵
文
書
」
（
『
鳥
取

県
史
中
世
』
響
）
。

（
９３
）
「
西
禅
永
興
両
寺
旧
蔵
文
書
」
『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
九
吉
川
家
文
書
別

集
』
二
五
。

（
９
４
）
天
正
五
年
十
一
月
七
日
雲
光
寺
領
坪
付
写
（
「
伯
香
志
」
（
『
鳥
取
県
史
中
世
』

３
１
９
）
）
。

（
９
５
）
天
文
十
四
年
十
一
月
七
日
豊
信
安
堵
状
（
「
蚊
屋
島
神
社
所
蔵
文
書
」
（
『
鳥
取

県
史
中
世
』
響
）
、
永
禄
十
年
三
月
二
十
六
日
杉
原
盛
重
預
ケ
状
（
同
上
（
同
上

捏
ご
）
）
。

（
９
６
）
永
禄
十
年
三
月
二
十
二
日
杉
原
盛
重
寄
進
状
（
「
瑞
仙
寺
文
書
」
（
『
鳥
取
県
史

中
世
』
響
）
。

（
９
７
）
天
正
四
年
十
一
月
三
日
久
坂
之
内
瑞
仙
寺
御
寺
領
分
坪
付
（
「
瑞
仙
寺
文
書
」

（
『
鳥
取
県
史
中
世
』
響
）
。

（
９
８
）
十
月
五
日
毛
利
元
就
・
同
輝
元
連
署
書
状
写
（
「
閥
閲
録
」
巻
１
１

５
（
湯
原
文
左

衛
門
）
１
５
）
。

１０１１００　９９
）　　　　　　）　　　　　　）

「
国
代
考
証
」
　
（
『
隠
岐
の
文
化
財
』
一
）
。

「
国
代
考
証
」
　
（
『
隠
岐
の
文
化
財
』
一
）
。

「
国
代
考
証
」
　
は
、
隠
岐
氏
の
滅
亡
を
天
正
十
一
年
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

確
証
と
な
る
史
料
は
な
い
。

（
竪
加
藤
益
幹
「
豊
臣
政
権
下
毛
利
氏
の
領
国
編
成
と
軍
役
」
（
『
年
報
中
世
史
研

究
』
九
、
一
九
八
四
年
）
。

（
聖
「
付
立
」
の
成
立
時
期
に
関
わ
っ
て
注
目
さ
れ
る
史
料
に
、
天
正
十
四
年
六

月
晦
日
吉
川
元
長
寄
進
状
（
「
神
護
寺
文
書
」
（
『
山
口
県
史
史
料
編
中
世
２
』
二
一

二
頁
）
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
周
防
国
熊
毛
郡
の
龍
生
寺
長
俊
坊
に
対
し
て
、
「
伯
州

会
見
郡
阿
賀
村
之
内
善
定
寺
領
拾
式
貫
之
地
」
を
寄
付
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
付
立
」

の
「
阿
賀
」
に
こ
の
記
載
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
「
付
立
」
の
成
立
が
天
正
十
四
年

前
半
以
前
で
あ
る
可
能
性
を
窺
わ
せ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
付
立
」

に
は
寺
社
領
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
く
、
ま
た
後
述
の
よ
う
な
「
付
立
」

の
史
料
的
性
格
に
も
規
定
さ
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
論
拠
た
り
え
な
い
。

（
１
０
４
）
木
村
信
幸
「
判
物
か
ら
見
た
吉
川
元
春
の
家
督
譲
り
」
（
『
芸
備
地
方
史
研
究
』

二
一
四
、
一
九
九
九
年
）
。

（
１
０
５
）
『
中
世
遺
跡
調
査
研
究
報
告
第
４
集
史
跡
吉
川
氏
城
館
跡
に
係
る
中
世

文
書
目
録
』
（
広
島
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）
。

（
１０６
）
秋
山
伸
隆
「
毛
利
氏
惣
国
検
地
関
係
文
書
目
録
（
そ
の
１
）
」
（
岸
田
裕
之
『
平

１０４



成
６
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
一
般
研
究
Ｂ
）
　
（
研
究
代
表
者
　
岸
田
裕
之
）
研
究

成
果
報
告
書
　
戦
国
大
名
毛
利
氏
関
係
史
料
の
調
査
と
研
究
』
一
九
九
五
年
）
。
吉
川

氏
「
付
立
」
　
の
同
目
録
へ
の
採
録
は
、
他
の
所
領
付
立
と
同
じ
性
格
の
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
た
結
果
で
は
な
く
、
関
係
史
料
を
広
く
採
用
し
て
利
用
に
供
す
る
目
的

で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

（
野
　
『
毛
利
輝
元
卿
伝
』
（
一
九
八
二
年
）
参
照
。

（
聖
　
二
月
二
十
七
日
吉
川
元
春
書
状
（
「
山
田
家
文
書
」
＝
「
閥
閲
録
」
巻
３
１
（
山

田
吉
兵
衛
）
　
６
５
）
。

（
哲
　
豊
臣
政
権
か
ら
の
指
示
に
つ
い
て
は
、
天
正
十
九
年
三
月
十
三
目
付
け
の
毛

利
輝
元
宛
て
豊
臣
秀
吉
朱
印
知
行
目
録
（
「
毛
利
家
文
書
」
九
五
七
）
　
に
お
い
て
、

一
拾
壱
万
石
　
　
　
　
　
羽
柴
吉
川
侍
従

此
内
壱
万
石
無
役
、
輝
元
於
近
所
、
伯
香
国
三
郡
有
次
第
、
其
外
出
雲
国

富
田
城
、
は
う
き
の
か
た
へ
か
た
付
、
都
合
拾
万
石
相
渡
、
と
た
居
城
コ

可
然
哉
之
事
、

一
隠
岐
国
　
　
　
　
　
　
羽
柴
吉
川
侍
従

と
あ
る
ほ
か
、
翌
日
付
け
の
吉
川
広
家
宛
て
黒
田
孝
高
自
筆
書
状
（
「
吉
川
家
文
書
」

一
二
一
）
　
に
「
貴
所
之
儀
者
、
伯
蓄
半
国
、
出
雲
＝
而
伯
州
之
た
か
ヲ
被
仰
付
、
以

上
拾
万
石
、
又
壱
万
石
於
安
芸
無
役
二
被
仰
付
候
、
隠
岐
国
も
同
前
二
候
、
戸
田
之

城
可
有
御
抱
之
通
　
御
意
こ
侯
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
毛
利
氏
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
同
年
五
月
十
四
日
付
け
の
吉
川
広

家
宛
て
毛
利
輝
元
書
状
（
「
吉
川
家
文
書
」
六
九
六
）
に
、
「
就
今
度
　
御
朱
印
成
下

之
儀
、
諸
国
検
地
減
得
之
辻
合
札
明
、
七
万
五
千
石
之
地
引
合
候
、
然
者
、
為
別
之

志
、
五
千
石
相
副
之
、
八
万
石
之
地
二
相
定
候
、
在
所
付
之
事
者
、
以
隆
景
一
談
之

上
、
可
申
定
候
」
　
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

（
〓
０
）
　
加
藤
益
幹
「
豊
臣
政
権
下
毛
利
氏
の
領
国
編
成
と
軍
役
」
（
『
年
報
中
世
史
研

究
』
九
、
一
九
八
四
年
）
。
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氏

関

係

史

科

目

録

一
、

凡
　
例

本
目
録
は
、
お
お
む
ね
十
七
世
紀
初
頭
以
前
の
吉
川
氏
関
係
史
料
を
採
録
し
た
。
具
体
的
に
は
、
文
言
等
に
吉
川
氏
当
主
・
表
・
家
臣
の
名
前
、
及
び

吉
川
氏
の
本
拠
地
（
大
朝
・
新
庄
・
日
山
・
富
田
な
ど
）
が
現
れ
る
も
の
を
、
採
用
の
基
準
と
し
た
。

一
、
仁
保
元
棟
（
繁
沢
元
氏
）
と
そ
の
家
臣
、
戦
国
期
の
石
見
吉
川
氏
の
関
係
史
料
に
つ
い
て
も
、
吉
川
氏
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
の
で
採
用
し
た
。
ま
た
、

江
戸
期
の
吉
川
氏
家
臣
が
伝
来
し
た
中
世
文
書
に
つ
い
て
は
、
中
世
段
階
に
お
い
て
吉
川
氏
と
直
接
関
係
の
な
い
文
書
に
つ
い
て
も
、
参
考
の
た
め
採
用
し

た
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
『
大
日
本
古
文
書
　
家
わ
け
第
九
　
吉
川
家
文
書
』
『
大
日
本
古
文
書
　
家
わ
け
第
九
　
吉
川
家
文
書
別
集
』
の
計
三
冊
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
も
の
は
全
て
採
用
し
た
。

一
、
年
号
の
記
さ
れ
た
文
書
に
つ
い
て
は
、
「
吉
川
氏
関
係
史
科
目
録
（
記
年
文
書
）
」
に
年
代
順
に
配
列
し
た
。
年
号
の
記
さ
れ
て
い
な
い
文
書
に
つ
い
て

は
、
年
代
が
特
定
で
き
る
も
の
も
含
め
て
「
吉
川
氏
関
係
史
科
目
録
（
無
年
号
文
書
）
」
に
、
日
付
順
に
配
列
し
た
。
無
年
号
文
書
の
こ
の
よ
う
な
配
列
は
、

特
に
写
文
書
の
中
な
ど
に
日
付
を
誤
写
し
た
も
の
が
含
ま
れ
る
た
め
、
必
ず
し
も
望
ま
し
い
も
の
と
は
言
え
な
い
が
、
推
定
年
代
に
幅
の
あ
る
史
料
を
編
年

順
の
目
録
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
容
易
で
な
く
、
利
用
に
も
不
便
で
あ
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
日
付
順
と
し
た
。

一
、
年
号
に
つ
い
て
は
、
元
年
を
「
１
」
と
表
記
し
た
。
ま
た
、
無
年
号
文
書
目
録
の
年
次
比
定
は
、
あ
く
ま
で
も
大
体
の
目
安
を
示
す
も
の
に
す
ぎ
ず
、
確

実
な
も
の
か
ら
、
推
定
年
次
に
近
い
年
代
と
い
う
程
度
の
も
の
ま
で
を
含
む
。

一
、
便
宜
的
に
西
暦
を
付
し
て
参
考
に
供
し
た
が
、
ユ
リ
ウ
ス
暦
・
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
と
の
正
確
な
対
比
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。

一
、
月
日
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
算
用
数
字
に
あ
ら
た
め
て
表
記
し
た
。
た
だ
し
、
「
晦
日
」
に
つ
い
て
は
「
晦
」
、
「
吉
日
」
は
「
吉
」
と
表
記
す
る
な

１０６

ど
、
適
宜
適
切
と
思
わ
れ
る
表
記
を
採
用
し
た
。
閏
月
は
丸
数
字
で
示
し
た
。

一
、
文
書
名
は
、
刊
本
を
引
き
継
い
だ
も
の
を
含
み
、
必
ず
し
も
統
一
的
な
も
の
で
は
な
い
。
宛
名
に
つ
い
て
は
、

と
、
人
物
比
定
の
結
果
、
名
字
と
実
名
の
み
を
記
し
た
も
の
と
が
混
在
し
て
い
る
。

一
、
文
書
群
名
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
略
記
し
た
も
の
が
あ
る
。

「
御
書
」
＝
岩
国
徴
古
館
蔵
「
御
書
感
状
写
」

「
藩
中
」
＝
岩
国
徴
古
館
蔵
「
藩
中
諸
家
古
文
書
纂
」

「
家
中
」
＝
岩
国
徴
古
館
蔵
「
吉
川
家
中
井
寺
社
文
書
」

「
閥
」
＝
山
口
県
文
書
館
蔵
「
開
聞
録
」

「
閥
遺
」
＝
山
口
県
文
書
館
蔵
「
閥
閲
録
遺
漏
」

文
書
上
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
も
の



一
、
刊
本
名
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
略
記
し
た
も
の
が
あ
る
。

「
吉
川
家
文
書
」
　
「
吉
川
」
＝
『
大
日
本
古
文
書
　
家
わ
け
九
　
吉
川
家
文
書
』

「
吉
川
家
文
書
別
集
」
　
「
石
見
吉
川
」
＝
『
大
日
本
古
文
書
　
家
わ
け
九
　
吉
川
家
文
書
別
集
』

「
毛
利
家
文
書
」
＝
『
大
日
本
古
文
書
　
家
わ
け
八
　
毛
利
家
文
書
』

「
小
早
川
家
文
書
」
＝
『
大
日
本
古
文
書
　
家
わ
け
十
一
小
早
川
家
文
書
』

「
閥
」
＝
『
萩
藩
閥
閲
録
』

「
閥
遺
漏
」
＝
『
萩
藩
閥
閲
録
遺
漏
』

「
広
島
県
史
」
＝
『
広
島
県
史
　
古
代
中
世
資
料
編
』

「
山
口
県
史
」
＝
『
山
口
県
史
　
史
料
編
　
中
世
』

「
鳥
取
県
史
」
＝
『
鳥
取
県
史
　
中
世
』

「
愛
媛
県
史
」
＝
『
愛
媛
県
史
　
資
料
編
　
中
世
』

「
兵
庫
県
史
」
＝
『
兵
庫
県
史
　
史
料
編
　
中
世
』

「
千
代
田
町
史
」
＝
『
千
代
田
町
史
　
史
料
編
』

「
大
社
町
史
」
＝
『
大
社
町
史
　
史
料
編
　
古
代
・
中
世
』

「
遺
文
」
＝
『
南
北
朝
遺
文
　
中
国
・
四
国
編
』

「
石
見
久
利
文
書
の
研
究
」
＝
『
立
命
館
大
学
人
文
学
研
究
所
紀
要
』
十
六

「
大
分
県
先
哲
叢
書
」
＝
『
大
分
県
先
哲
叢
書
　
大
友
宗
麟
　
資
料
集
』

「
中
世
の
益
田
」
＝
『
史
料
集
　
益
田
藤
兼
・
元
祥
と
そ
の
時
代
－
益
田
家
文
書
の
語
る
中
世
の
益
田
（
三
）
－
』

「
意
宇
六
社
」
＝
『
出
雲
意
宇
六
社
文
書
』

「
早
稲
田
下
巻
」
＝
『
早
稲
田
大
学
所
蔵
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
』
下
巻

一
、
刊
本
の
文
書
番
号
と
収
載
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
刊
本
を
一
つ
の
み
記
載
し
た
場
合
、
及
び
原
文
書
を
翻
刻
し
た
刊
本
を
一
つ
の
み
記
載
し
た
場
合
に
、

記
入
し
た
。
複
数
の
刊
本
を
採
録
し
た
場
合
に
は
、
「
刊
本
名
」
欄
に
、
必
要
な
情
報
を
盛
り
込
ん
で
こ
れ
に
代
え
た
。
ま
た
、
原
文
書
が
活
字
化
さ
れ
て

い
て
、
活
字
化
さ
れ
て
い
る
近
世
の
編
纂
物
等
に
掲
載
さ
れ
た
同
じ
文
書
も
併
せ
て
記
載
し
た
場
合
に
は
、
原
文
書
を
活
字
化
し
た
も
の
に
つ
い
て
「
番
号
」

「
頁
数
」
欄
に
記
入
し
、
編
纂
物
の
刊
本
情
報
は
　
「
文
書
群
名
」
欄
に
必
要
最
低
限
の
情
報
を
加
え
て
こ
れ
に
代
え
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
原

則
で
あ
り
実
際
に
は
活
字
化
の
状
況
に
応
じ
て
様
々
な
表
記
が
混
在
し
て
い
る
が
、
「
文
書
群
名
」
　
「
刊
本
名
」
欄
を
通
し
て
刊
本
の
情
報
を
提
示
し
た
。

一
、
本
目
録
は
、
な
お
整
備
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
内
容
の
摘
記
な
ど
を
省
略
し
た
た
め
、
あ
く
ま
で
も
史
料
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
よ
り
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
別
の
形
で
の
公
表
を
考
え
て
い
る
。
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乗［磨 ｉ汚暦 月 Ｒ すさ名 市名 官舎克曳 刊オニタ．乃び巻数） 蕃早 百計
】７Ｆ〉台ワ ｌワｎｎ １ ワ月鎌倉将宣（楯署）下す書 確倭ほｌ福♯Ｊ芋伶 人 吉 Ｉｌｌ妄甘善 ゴ＝ 豪甘善１ １ １
フＴｒｔニワ １ワ２六 】 １鎌倉将宣宥 （】緒経）下甘苦 薩Ｊ頁経・光 斉 川妄す書 斉 川安寸書１ ワ ワ

３ｔ二治３ １２４２１２ ２６三隅兼信議状 おとほうし（乙法師・永妄兼祐、藤左（三隅）兼
１寸の外層あり）

畠川家文書 吉 家文書２ １１２０ ２７６
４葦垂１ 】２４３１フ ７ｍ斎如周憐 別名加丸響」丑）実蛮二は宴 せいたかｒ財 各卸） 吉 日安甘書 毒 ｌ妄甘書フ １１３７ １ｎｌ
六 ワ ４４１１ ３三【温丙舎ｒ尊信）譲：ぼ ７．沫師 薩寿 子隠）秦村の外ｊ詩風り） 言 Ｉｌｌ妄甘卓 斉 」▲　▼　－ １１？１ ワ７８
● ４６＝ ３宝藤倉ヰ等量 （藤原備品ｌ）下甘 篠原 ７．操軒丸（永首巻祐） 甫 Ｊｌｌ署甘書 萬 妄‾甘さ ク １１クワ ワ７９
７官 ４ ４６】１ ワ１六浦足場行光 議ｌ頁７．漁師丸（太字養祐） 吉 日茅甘善 高 ｌ吉甘薯 ク １†？１ ワ７９
８す水石 ．６８ ７ １Ｒ聞古下知光 吉 Ｊ‖幸手能軋 害 １１１妄甘圭 ＝】＝ 【妄甘婁１ ワ１ク １８７
９す永１∩ ７：ｌ１∩ ５僧管掌（周防字訓名ｉ加丸）譲二伏 万 晶九 蘭防 紺基） 吉 日妄甘妻 斉 ｌ豪甘書２ ； ●
＝１弓／．等８ ５ｌワ ３平間芹〟、（盲信 ）自筆譲旺 せ子喋非 吉 日ｌ署‾軒さ ∃＝ 妄寸書２ １１４１ ●１１允≠‾－６ Ｒ ４ フ４屏 息円（丸字着一院緒妄）譲揉 卓ご申さ（孫藷 更） 斉 川安甘書 苗 署甘婁 ク １１ワ５ ；
１２徳治ワ ７ 】 ワ月…＝　こ 甘 ■青桐宥甘善 苗 旧署甘巷 ク １１３ｑ ３∩４
†１徳 ワ ７ ７ ●藤ｌ頁 寸 吉 Ｊ＝看官さ 吉 日妄甘善 ２ １１４〔 ３∩４
１４襟 ３ ｎＲ ● ワ∩闇てＦ宕媛仇ｊ語 吉 日安甘薯 嵩＝１者寸書 ク １１ワ５ ワＲｌ
１５ ３ ｎＲ１∩ ；六浦霹施行：は 藤一頁仔イ孫藷∇猷塵） 吉 川宥寸書 吉 日要す妻ク １１フー７ ワＲ４
一各 ３ 〔１１ ３屏 息円（永葛：蕃綜後者）譲二状宴 いやー鮎（弓朱‾郎） 善用安文書 士一日妄寸書フ １日沼 ●ｔ１７汗如 １ ？１∩ １Ｒ吉川－′ｌ、♪（提言 ）箋：状 斉川亨熊抽 ．ｒｊ拓鳥） 吉 日安甘書 喜一妄甘さ２ ■　■ ．９

ク∩戸ｌ１８盲下煮［：〉 ３ ４ フ∩傑†官衡教さ 金沢 引婚・蔀昼時敦 害 １１１妄寸書 善用安甘薯 １ ３ ３
ｔ甘俣 ｌ ７ ５ フ５吉日蕪圭 （経宥）∃酎☆ 苗 Ｊ＝路景 吉 日妄寸書 毒１日署甘さフ ｑ８９ ●フ∩す僅ワ ８ ４ ワ●北条高時 ・会沢 貞節適量土善 高 Ｊ‖妄■寸書 茜 宥寸書ク １１３８ ●

－ Ｒ １ワ後宇名聞際盲 童；首卜人知弄 首肯君 広 申 † １７４１
●ｌ〔 ３寓‖－ ．、（絃意１竜酎☆ 吉 侶蕪箭丸（結成） 吉 日署甘薯 青 署寸書 １ ワ１３ １８８

３ ■ｌ〔 Ｒ吉日－イ 提言）竜来：ほ 吉日義範 】荘成） 吉 日【宥甘善 吉 ｌ著す毒 １ ワ１４ ●■４ ■１〔 ３寓＝－ノ「路；富）漢推 吉 Ｉｌｌ亨籠丸 経鳥） 吉日ｒ富甘書 士 ｒ宥甘巷フ １ｎ３７ ワｎｆミ
５ ２∩１１ １８寓＝路鯖窟甘 きすく幸丸 吉川安寸書 ∃＝ 宴甘薯 １＿ ワ１６ １ｑｎ
６ ２２ ４ １３緒醒湖天与論旨 去ｉ首 卜人魂１育 青書百合甘薯 広 申Ⅴ １１ｆ〉
７７「 ワ ワワ１１ フ∩北星高給・合 副酵適量馴．ｊ諸 吉日益熊丸（結成） 吉川宥甘蕃 苔 青々「毒１ ク１３ １８Ｒ
８ ？ウ１１ ワ∩＿抽冬高踏・合 副掛鼠碧外語 斉川蕎能 き暴威） 吉日ｌ妾甘 さ 苗 豪甘薯 １ ワ１４ １８ｑ
■ ワ２１１ ワ∩北冬青晴・合 副酪風姿外題 斉Ｉｌｌ羊鞍 東雲与） 斉川家す書 甫 署‾甘さク ● ●∩ ワ４ ？ １３北条高時・令沢 自邸凄暑外題 吉日結景 吉日家甘薯 ＝ヒ 署寸書ク －；■ １６４
ＴＦ中ク ワ５ ｑ ？７１ｄ好運下無】光宴 喜一ｒｌ訝甘善 茜 穿寸書２ ＝１∩ ；；１下車ｎ ● ３ １Ｒ☆ｉ路官牒 教羊甜嘔†寺 青書百合‾甘毒 広島県吏Ｖ １】７

３ＴＦ中３ ● － １８唐ｌ防潮敢譲状 屈折朝露 吉日妄甘薯 吉日看寸書ク １１４ワ ３∩６
塞暦１ ●１ワ １∩右眉．永音別符以下帥辞職令す 吉日著す婁 苗Ｊ＝署‾ケ書ク １１１１ ワｑ〔

５圭暦３ ワ８ ４ １六右計大富Ｉ羊領看 ？衡教卓舞壬写 石 冒．茜Ｊ＝署寸書 吉１１ｒ署甘書馴集 １ １
●元子焦ワ ３∩ 六 ５ｌ臨書良基行召甘 寺Ｊ頁方；斤箭 人人絹働打寺Ｊ青紫感） 萬Ｊｌｌ茅甘書 嵩 妄寸書ク ＝４１ ●；
７ １ フ 厨防朝終代行俊吉 申：ば 茜Ｊｌｌ妄甘薯 害 ｒ　甘さク １１４４ ３ｎｑ
８ １ ｑ ６屏敷島（吉日結花妻）譲二状 斉川方衝 門‾太郎 吉日ｌ署甘善 吉 ｒ暮せ書２ １∩六７ ■
－ ３ ３１ 一 フ∩吉川終点青せ 斉川新報丸 （普ｊ姦） 苔目安甘善 苔 署‾甘書ク １∩４∩ ●●

４∩ ３３ ク ３吉日繹 貞譲服 ほう上沼）ごせん（ミ境養老釦前） 斉川著 す書 害 寄せ嘗２ ｌ〔５Ｒ ク３１
４ｌ ３３ ４ ●後熊甜菜宝 金旨 嵩Ｊ＝結尾 吉日宥 甘薯 幕 妄‾甘さク ｌｍＲ ２∩８
４ワ 、３ ３３ ５ ２７吉日拓馬窒息揉 衡基行所（許ｌ＿争ｌ） 青＝吉 で書 苫 宥甘てさ２　 ＿ ■　－ ワ∩８
４３ ３３ Ｒ ワ六宗旨屈１日代基善獣冨 圭淵村棚譜 宕眉＿妄＝妄‾ケ≠ ∃＝ 妄寸書馴集 フ １
４４ ．３ ３３ ● １７石眉屈旧代轟善書 永答一偶帥蘭 島溢代孫一太郎 斉＝家 寸書 署‾甘さク １１３２ ●
４５ ３４ １ ワ∩後翫甜天卓論旨 斉Ｊ＝裏芸薯 寓＝豪 甘書 署頂‾書ク ９９ｎ ●４６ ３４ ２ １ｎ屏昆；扁（吉＝擢了寄書）護：状 胃＝繹貞 斉＝妾‾許さ ｌｌ　　　　 ▼
４７看 ３４１？ ７後熊甜 芙皇裏金菖 苔＝絃清 南川署 甘書 ｑｑ六 ｉ暮甘８１
４８ 三フ ↑下 Ｒ ２∩雑講油断儒惟 播ｌ重富ｌ衛 甫＝安甘薯 ｑ別＿ｉ■甘１６〔
４９ 、．フ １５ ●ワ７紆和幸阪神 下す 甫＝接】措 吉川安 甘薯 吉 ４　キ■甘１６７
５〔 ’．ヮ １５ｌワ 只】裔防衛蕃 尤 １知暴行再（讃・円侶億輔車ｌ） 吉日ｒ萎甘≠ 吉 １１４ｑ　暮甘加〔

’．ヮ ３５ｌク ７寓＝師平 ｆ 衡基行所（ ［Ｒ信蔵．青托半ｌ） 幕＝宥 セ‾善 ▼　ｌ
呑 ● １ １ｑ久利赤波方需箋忠推 徴表好子芦芹（享 り） 女；紺萎寸書 く勧善フく久利与一女箇門） 石 久利甘薯の研管ｑ＿ｉｌ甘”４

３寺 治 ● １ クワ武関信念磐闇得催促旺 富Ｊ羊（周防）新庄 妄Ｉ‖者 甘書 一考 １１４ｆ弓＿ｉ暮甘舛８
る 、．３ － １ 吉日繹明宝点状 （許劃ｌ） 吉日安甘薯 吉 １〔６月ｉ■甘２３４

■ １ 斉川繹明宣盈状 （妻正劃ｌ） 吉日妄寸書 嵩 １∩６６＿ｉ書サワ１５
看 ≡３ ■ ワ ８女利フ蘇｝好顔肩宣 忠：ほ （詔掛ｌ） 久利家甘書＿壬釦善ワく久利与一女鯨門） 石眉．女利甘劃 ）研零１∩＿凍甘
看 ｔ．３ ６ フ ■葉斤同案 卓軍勢催侶揉 吉川ｌ有紀 粛．（’要；提） 吉日宥寸書 嵩Ｊ７＿ｉ暮サワ貝Ｒ

８石 、．３ 一 ３ Ｒ挑♯養成下す 吉＝裏芸女 吉日署甘書 吉日１∩２４＿毛利１５ワ∩＿　暮甘指ワ
右 ≡３ ６ １ －梯♯泰盛基書 屠ｌ賄朝署 素‖宥甘薯 喜 ＝用Ｒ　暮甘ウ８７

●●る ６ ３ ワ∩茜＝毒熊丸 書経 車旺 衡基行再 言１日寄甘善 素 控糊■ｕ敲　 ・

●
謹 ｔ．３ ● ３ ク４桃♯蒸感基書 ‾吉川扁熊 丸（書経） 斉川安す書 需 】∩４２＿凛セ‘加６

６：〉謹 ．３ ● ３ ３∩見料官業軍勢催標津 妄川岸熊 丸（ま一基） 嵩目安甘薯 茜 ６＿１暮セ●１∩３
６３苔 ■ ３ 寓＝扁観抽．（雪路）代婿饉景虎中腰 茜１日穿寸書 苗 １∩４６＿ｉ■甘３ｒ泌
６４看 ３ ● ４ ワ周防朝吉玉虫状 勧基行筋（挑♯泰盛書再半り） 寓‖署甘薯 吉 １１月７　禰甘３１：ｌ

●る ３ ■ ５ ７悟防手相 書 勧暴行筋（－Ｒ信億別事ｌ） 需用安寸書 青 】１月∩＿ｉ■甘１４ｑ
６６る ≡３ ● ５ ７周防 モ 復Ｉ基行煎（－円信蔵前半ｌ〕 吉Ｉ日暮甘善 高 １１ｆ；し１暮甘３５∩
６７る 一 ５ ｌｎ斉＝按針宣 モ 子細姦行所（．阿倍讃許半ｌ） 斉川安文書 苗 Ｒ ｌ暮甘１貫３

６８祥 ３ ● 只 １ワ久利赤濾公１看貫 忠：ば 弓勤基行筋（ト野１紹前 部） 女鮒署甘薯＿勧善フ（女荊ｌ与一斉衝門） 石 ＿久刺す彗の研零１Ｌ漕甘

朗 る ３ ， 只 吉川経【旧富川魚津 （ト野賭事詐ｌ判） 吉１日妄甘書 高 １ｎｆ汀＿１■甘３銅

７∩る ３ － ６ ■
斉川播時 モ 釘塵首 筋 音節悪評 糾） 吉日署甘薯 素 ＝１３３；暮甘１７Ｒ

７１隷 ３ ● ● ■周防朝宥宣．．：状 循】基行筋（讃・開店煮詰判） 善用安甘薯 甫 ▼　一ｌ
７２謹 － ７ ３斉川経久喜．．☆ 敏基行荊レｌ、偽薬令書躍争１） 寓目安寸書 萬 ９＿楕甘４∩フ

７３裡 ● ７ ワ∩鼠細面音　 感推 吉丁目猛攻 苗１日妄甘善 士 １ｎｉ曽甘４ワ∩
７４裡 ● ７ ワ∩鼠和暦蒸感揉 斉川繹朝 苗Ｊ＝妄寸１さ 幕 ｌ‖　　　 ▼　■　■
７ｆ；謹 ３ ｔ ７ 吉日繹明軍盈推 （ト野相萎 郵） 素Ｊ＝署‾㌻さ 喜 ｌ●；　　　▼１
７６謹 ● ； １月１免冒＿有指 ．．躇 和服・　 ・ ［Ｒ侶迂評判） ′卜旦‖妄評甘 －たＲ 寓寸書 Ｒ６１ｉ暮甘４４６

７７謹
●

８ １６屠鮪朝寄主．．推 勧轟行ｊ弔（書 圧） 吉日【寄寸書 斉 １１５４＿１暮‾ケ４４８

７８∃達 １ ， Ｒ －闇隋朝安富．．こぼ 趨】基行再（．円信蔵書謀判） 吉日【署甘善 吉 １１ｆｎ＿１曽甘４４７

７ｑ諌 ３６ ８ フ３斉川一條等差到揉 レト偲築・仝喜酎） 甫目安甘善 妄 ＝１１４　丑甘４５２
８〔隷 ３ ● ； 「７吉日路次宣．．魚津 御基行所（′ｌ、偲婁・全書再事ｌ） 吉日安寸書 嵩 １フ〉＿；暮甘４六７

８１る ３ － Ｒ ？ 見和算諒袖判藤津 青日経女 吉日者甘書 吉日‖１３∩＿１暮甘４５９

Ｒワ右 １ ● ８ ワ８庁斎‥暮叩 やｌ申二は 吉川拝購 吉日宴甘書 吉日ｒｎ　 暮甘４ｆ泊

８３石 ● ■ １１犀利 岩 斉川経路 吉日宴甘薯 茜 １４＿ｉ書す４７４

Ｒ４る ３ ● ■ 久刺糸満鮪　 宣宣 忠状 （詐半り） 久剰ｌ芽甘巷、勧善フく久刹与一着衡門〉 右日久刺せ善の研牢ｌク＿昔す

Ｒ５る ■ ● 吉＝扁鶴丸（書経〕代河内ミ首首宣忠状 初志行所（′卜促重合許事ｌ） 吉日家督善 素 １∩４７＿檀す４ｑｑ

８６ １ ■ － ㈲防紫繹申揉 吉ｌ目安‾軒書 害 】１４月　暮甘甜∩

８７ ３ ●ｌ〔 ３許和暦暴威揉 斉川霹斬 吉Ｉ日吉寸書 素 ｔ　　　 迅 ｌ●
８８ ．３ ●ｌ〔 ３腋剰 苗Ｊ＝斥銃 丸代 吉Ｉ‖妄甘垂 斉 ▼　ｌ
８ｑ 十１ ●ｌｎ １１腋剰壬 承服 斉＝亡心 （裏芸普） 吉日安甘薯 斉 １７＿ｉ暮甘引８

ｑｎ ３ ●１１ ３腋利尊 尤 南川繹感 菩１日宥‾釘睾 苔 乃５＿凛す ｍフ

９ｌ ．３ ３６１１ ８暴威 卜皇隊官 甘辛供僧学衆 音専有合寸書 広．． 申Ｖｌワ月　漕甘５３５

■ ．３ ●１１ ●
腋割算 ｌ羊．字・権：状 オ：蘭書‾針婁 正＿＿ ！■　　　　 －　▼　茫

１ ．４ ３７ ４ ５ ト野播着 直豹催イ封モ 展観丸代′卜抹方術門＝．郎 吉日案文書 害 柑 ｉ書甘６ｑ７

３７ ４ ３ｎ許和暦霧宣教備侶状 吉Ｊｌほ甚威 吉Ｉ‖署 セ‘書 甫 ■　　　 ▼　■ｌ

５ ．４ ３７ ７ ワＲ斉川繹久重点状 、偲妥一合輔車ｌ） 苗１日妄甘薯 吉 ２∩＿禰甘６３９
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３６９鳥享３ １４８ｑ ４ ？浦 卜馴買春書 幕 Ｊ＝蕃甚基 善＝安寸書 甫 ＝富甘さ１ ３∩８ ｔ３７∩馬 １４８９ ４ １４吉日経基播磨園岳♯罰：音謂 日枝 吉 日一路 非 吉＝苗寸書 吉日一着甘書２ １１ｍ 引７
３７１尾 １４８ｑ ● １吉日経基播磨闇福♯芹音譜 日枝 寓旧家寸書 甫 ＝郡 槽 ク 】３５２ 訂
３７フ〉馬 １４８ｑ ８ Ｒ卓対円／．青竜打☆ 吉 日ｒ；経基 甫＝婁甘書 斉川安文書１ ３４８ ３ｎｎ
３７：ミ馬 ３ １４８９ ８ Ｒ▲三遣　　　 －　▲ 吉 Ｉｌｒ経基 需Ｊ＝妄甘舌 吉 Ｊ＝妄寸書１ １４ｑ ３０
１７４証 ？ １４９∩ ワ ●吉日経基 自重知行覇行：状 士奪孫：た後ｉ門Ｅ寸 苔Ｉｌｒ宕寸１さ 甫 ＝安す善１ ３３ク ワＲワ
３７５明 、１ １４ｑ４１１ ■姜兼ｌ臥 青書推 仏涌寺昔′「ト幸 丙禅丸太　 両手 ＩＲ哉甘書 青 書＝署寸書 馴董 】４ １
３７６明 １４ｑ５ 一 ●斉＝ｌ郭繹者堵旺 后廉 祐 石冒．茜‖署甘毒 寓川安せ書馴隼 １１ ７
３７７明 、５ １４ｑ６ ６ ２ｎ＝【濫髄信聖打合 甫 Ｉｌ†萎ｊ宕 右旨寓＝ｌ署甘薯 舌 Ｊ＝蒙寸書馴隻 ７ｑ ７（ミ
３７８明 １４９７ ４ ●＝戌億音感†犬 ＦＲ中′卜十郎 ；韮中５　Ｆ口中波長衝 「ｒ鼻息申Ⅴ １ －

●明 １４銅 １ ６武 田・芹軌 ｑ二名；重量こは 手手ｌ臥 音 圭刺青せ書 手劇Ｉｍ ｌ
Ｉ●３８∩咽 １４ｑ９ ３ ７吉 日匠ｌ経自筆蔵 書甘 題居孫☆郎 吉日蒙甘書 吉 Ｉ＝宥甘善１ ３６４ ３ワ１

３８１明 、８ １４ｑｑ １ ｔ子隠髄侶葛封士 吉川治郁／少壷爵（団結） 需用者甘書 寓 ＝安甘書１
● ３２∩

３８ワ甘▲１ １５ｎｌ１∩ １ｑ基層東浦書経 周布青煮 閲】フ１厨有斉屋衝 闇３ １４盲
３８３す１■１ 】甜１１１ １４後相博天皇口青書 斉 川圧ｌ経 吉日宥寸書 帯 川安富書１

● ３１
…▲永了下６ －■ １ ワ６斉川弄繹知行前行揉 二宮 朱・六 二宮帽奏什卓 斉川安甘 毒馴圭 ３ワ４ ワ５ワ

３８ｆ弓永 ｌ● ｔ－ Ｒ 善 目元淫書状 弥 ／し 蓮中 １６　壷臨ｊ挿宕 広島 庭中Ⅴ １ １２７
３８６永 ｌ＿７ １５１∩１】 斉 川元経書服 一卜郎丘箇 夢中３石署 紐葛巻冨　 蓮中ワく石十郎鼻筋） 仁皇【旦申Ⅴ １ １１
３Ｒ７永 ｌ １引ｌ ● ‾大内素顔尉 モ 欠剰１５首長彷酎 久新芽甘書＿勧善ワ（久利与一素価門） 右眉．久利一　書の研零 １８
３Ｒ８永 ｌ● １下ｌ？ ３ 字雲居Ｉ人一枠嬰 尤 天野重利甘書 広島腹中Ⅴ １？ ユ４
；■永 ｌ■ １六１ワ ３ 妄芸虜衆凄墨嬰捕写 平官署甘書　 聞１２ｄ（平誓九郎丘後手〉５７ ★ 口走寓甘書１４ １６８ ●
■●永了Ｆｌｌ １六１４ ３ １】暴利弄紺 〒前行推 了石河一郎宕鮎 署中４　盲右Ｊ＝宥勧善 持二島直中Ｖ １ユ４
■友子Ｆ１２ １再１５ ４ ワ６大 内蒸卑下甘 善用拝塵 宗 旨高ｌ＝ｍ 吉 Ｉ＝宴甘書酬隻 ５１ Ｒ７
●永子Ｆｌク １月１月 ４ ■大 内監巷行 人；王室基善 闇円塵ク 右 旨＿寓＝安寸書 吉 Ｉ‖郡 槽 別塑 ６４ ６５
●永ＴＦ１３

● Ｒ ６圧ｌ令繁顛打源推 善用終曲 石見苔＝宥甘書 斉川安廿 毒馴集 ３３ ２７
３ｑ４永 Ｒ ー Ｒ ●闇ヰ竪 陪・和式参与・静間薫霹適量所稀帳 吉川結盟 右 日高ｌ＝富寸１さ 高 Ｉｌｌ夢甘書馴墜 ４ワ ユ４
■永 ３ ー ８ ６聞損堅籍・和式安岳・静間完結遺墨 日銀 吉 丁目線虫 宗 旨＿素‖ｌ署甘書 斉川宴甘毒別隻 ４ニ１ ４∩
■●永了Ｆ１４ １５１７ ワ １１吉 日弄ｊ区（弄；ケ）掛 合 汀Ｒ弟漁師 藩申 １＝汀ＦＲ孫介〉＿勧善ワ（汀［Ｒ十重彷〉 Ｊて皇直中Ⅴ 】 １４８
■永席１４ １月１７ ワ ●‾寓附荒経感服 森脇祐有 藩申 １６く査陥純音）＿　封書日義 ㌫乳丘谷） ｌ千島ｌ邑中Ⅴ ワ １２７

禍８永席１４ １５１７ ８ １■善 ＝Ｉ蓼太（経基）・閲霹・元結遺著寄進撒 滑〟ｌ寺蝕価和尚 源泉寺寸１さ　 妄申８く滑見辛ｊ萌箭ク：璽） ｌｌ口腹申 ¶Ｌ広島県中Ｖｌ １
■←永 １４ １５１７１∩ ワ８手・利元計樹状 ♯ ト捕 門酎 藩中１ ♯ ト併大貴 広島且申Ⅴ １ ８ワ

４ｎｎ永 ５ ； ７ １敵 中鹿妻毒服 闇開腹ク 宗 旨＿害目安す薯 斉川案文毒別隻 ７５ ７４

４０１永正１８ １５２１１０ ２６吉川国縫判物 石経守 石家文書、藩中２〈石七郎兵衛〉、家中３〈石家御書類
写）

広島県史Ⅴ １ ８７

４∩ワ永澤１８ １与？１１∩ ●苔 ＝矧 〒人；玉里等培：状 右絃等 蓮中水石十馳屡衝Ｌ 安中射右妄勧善溺写〉 広鳥偲 中Ⅴ ？ Ｒ７
４∩３大永４ １ｍ４ ３ 六吉 日霞壷行人 王室一拓行旺 宗鑑守 藩中ワく石十郎丘衝）＿芽中１く有 家く卸葛巻百三） 「た皇ｌ旦中Ⅴ ３ Ｒ７
４ｎ４享嶺２ － １ ？暴利弄許官 余書 出 豪中４　盲有Ｊ＝妄勧善
４ｎｆ；主題ワ‾ － ８ １４斉川 ｌ責紗 人１重量毒舌 雨樋手渡梁 丙ｊ蛍豪腕諒専 一Ｒ苗甘寒 吉 日ｒ訝 甘さ別巻 １５ １ワ
４∩６王浸３ １ｍｎ１１ ワＲ暴利元詳知行打滑津 善用手技＋ 解脱 １ 吉Ｉ‖署甘：さ 吉 日ｒ寄　 書１ ３８２ ＭＲ
４∩７享ｊ壷４ １下１１ ４ ワ８寓 ＝鎚霹知 〒嘱行旺 霜 猛者 藩中封右十郎丘彷）＿妄中３く石要衝＝卓毒舌冨） 「Ｅ皇庭中Ⅴ ４ ＲＲ
４ｒ）白享禄４ １ｍｌふ ■妾刺青許詔雅 吉 Ｉ目顔ｉ基 吉 丁目蒙甘書 高 Ｊ＝摘 １ ３８３ Ｒ４ｑ
４ｎｑ享練馬 】Ｒ３ワ ３ 円中経羞・新匹敵遺墨所領春巻 丙裡寺ｊ鰐渚 丙禅永踵両手旧蔵甘薯 吉 Ｊ＝安甘毒馴隻 １７ １３
４】∩享 ５ １５３ワ ３ 吉川塵　 三郎物 両社寺誤渚 署中７　女腹手許箭ク書類写
４】】享 ５ １ｍク ３ ｌｎ丙禅寺 好適審推推 雨樋書 近罷－　ゞ≡≡≡皿　　 ■１・塾 斉＝夢甘薯別隻 ， ｎ
４１ワ壬 ５ １５３２ ３ １∩后ｒ相好源壕暦甘 市襟元顔面寺 旧苛甘さ 甫＝安甘薯馴墜 １８ １４
４１３；芹 １再Ｒ４ ワ ワ７朴基行路毒筈嬉津 抽那 拍手 ｒ旧）沫美都神甜村有粋筋箭寸書 邑師直申 】∩ウ〉 ７２７
４１４貢 １袷４ ８ ３∩‾和布矧隆善推 棚捜 室 安中ワ ！蹄 卜富 ノ勧善♯格口妄徹さ

４１５天‾灯４ 】ｍ月 ● 大 内茶隆替状 斉 Ｉ＝勧 経 斉川安甘薯 苗＝ｌ妄甘さ１ ３Ｒ４ 判ｑ
４１６貢‾ケ４ 日宇痛 １∩ ＝円吉信外四名適量結語す 南桑青線 閣４６　′卜幸恵右篠貯可 己・・－ ４白 クワ７
４１７；露文５ ■ ７ １吉 日廃紺 〒布行：状 汀円▲次郎 藩中＝イ汀開孫宥・）＿弓勅書フ（汀［Ｒ十重衛〉 広島Ⅰ旦申Ⅴ １ １１１
４１８貢す５ ●１？ １３斉川塵経知行霜行：状 士篭孫十郎 蓮申１３　掩孫十・ ｒｒ鼻息申Ｖ 】 １１４
４１９天甘６ １５３７ ３ 】５★肉蒸隆専権推 １■１１りし低音 夢中２　野 卜妄 ノ勧善♯格 口富徳ｌ善

４２０天文６ １５３７ ５ ２３大 内義隆袖判下文 木部長頼
藩中１４〈木部柘ノし〉、家中５〈木部左門〉、衡書２〈木部
太郎丘彷）

４２１天甘６ １５３７】．１ ７吉 日圏接岸セ‾ ＝音標烏引購綱引 二苫憎寅什書 ‾占１日苛‾釘墓相一隻 ３６６ ワ７７
４：〉ウ；芹甘７ １ｆｎＲ ？ ？１吉 日蜘 行前行こ状 二宮太丁財ｌ 二宮幅奏什書 斉川訝甘薯馴隻 １ワＲ ワ黙３

４２３天文７ １５３８１０ ９大 内義隆袖判下文 吉川経典 石見吉川家文書 吉川案文書別集 ５２・－
Ｒワ

５７・
７７

４２４天甘ｑ １５４〔 ｌ ２∩壬剰協弄動物 青煮口中丘怒「「 藩中７　鳥加平丘描

４ワ六冨 １５４〔 フ ●吉 日†膣踪 訂行前行推 森脇肉箭★奏 徹さワ　査Ｆ詑＋・鮎方衡門 ＪＴ皇直中Ⅴ １ １４７
４２６貢 １ｆ；４∩１∩ １？暴利元詳解揉 ７右ｉ可罵郎方徳門 署中４ 市目安勧善 広島直中Ⅴ １Ａ４
４ワ７貢甘１∩ １月４１ １ １４妾刺青許藤津 ♯ 卜漉関都 越中１♯ ト某丘衝 広島直中Ⅴ １ ８６

▲　；羊す ▲ １ １４真 東目元甜尉 ☆ 下右ｉ可罵郎方箇門 夢中４　橋川貫徹善 ｒｒｌ生温申Ｖ １蛎

一　　●黒 ▼　● １５４１ ワ ●主 剤弄摘 ＩＭ敵城Ｒ辞 壬まＩｌ茅一甘さ 主剤ｌ萎甘 さ１ ワ８６
４３∩天■訂１∩ ▲ ワ ？？★肉蒸随感 尤 久剰渡路守 女東川芽‾甘さ＿　卸書ワ女刹与一岩礁 門〉 石戸女兼“憮 乃石耶霹 ワ１
４３１迦　 ● ▲ ４ １４☆内葉隠感状 伊併施米 聞９３伴 々大弓無職 門 閣３ １ ４ｆ；

４３ワ ▼　－ 】月４ｌ 只 １月間円随感書状 久刺激路守 女釧看官書＿勧善裏久刺与一斉循 門〉 石眉＿久利甘さの研零 －
４鵠 ：方甘ｌｎ １５４１１ワ 弓善用経鬼譲状＃清文 青Ｊ＝紐 冬 右目舌 Ｉ‖妾寸書 高Ｊ＝萎甘 さ馴皇 ２六 １５

４３４天骨 １∩ 】５４１１？ ３闇開隆盛真書 宗旨＿吉 日妄‾す巻 吉日安甘薯馴隻 ワ只 １８
４：娼 貢甘 １１ １貝４ワ １ 「壬刺青紺 〒覇行：状 弘五 郎方術門尉 仔闇．帯鳩霞再読寸書＿閤８日軋ナ郎東浦 門）３ 手代［Ｒ町 中 ●
４舗 某‾ケ１１ １ｆ１４ワ ３ Ｒ卓剰１弄紺 千覇行光 ＝＝声音甘 甜ｌｎｑ　＝声翔太彷門 闇ｈ ，１２
４３７貢‾釘１１ １員４ワ １ ８壬剰ｌ元謙知行前行：状 飯綱′卜＝鮎 甜ｌ柏　 餅打理末衡門 閣４ １
４Ｒ８貢‾甘１１ １萬４２ ３ Ｒ暴利弄紆知行前行推 ；線■■紆ｊ沓 戸・ｊ　 ・ ・・器ニ　 ・亡弓 Ｆ・・∃ Ｒ
４ユ９ ▼ １５４２（割 ●‾大内兼陸幕坊津 斉川塵経 吉日宥甘書 吉日案文書 １ ；， ３５１

４４∩天甘 １１ ｌ貝４ワ信） ●★内臓 〒人遮重　 真書 右官寓 ｌ＝豪マ書 吉ｌ日計 甘善削塑 ワ５ １８

４４１ヲ㌻甘１１ ▲ ６ １Ｒ‾大内葉隠知行幕行旺 斉川喫；経 害Ｉ目安寸１さ 吉日安す書 １ ３８７ ３５１

４４ワ貢‾甘１１ １５４ワ ７ ク８善＝閥繹書状 二宮太Ｔク財１ 二郡 書 ＝ｌロｌ皇申汀 １４

４４：１貢‾Ｆｌｌ 】六４フ１∩ ●厨子晴久書状 査陥ｌ【ｌ脚 幕‖†宥甘善 一年Ｉｌ†萎甘さク １４８１ ７ｆ弓６
４４４貢甘１ワ １５４３ ３ ？１‾た内妻陰細事ｌ宕 奮服 喜ｌ＝経冬 毛ぎ碁） 右昇斉 川安す書 青Ｉｌｌ署 甘書馴隼 与１ 開

４４ｆ；天せ１ワ １六４３ Ｒ ワ】‾方向騒基行 人道室墨書 幕日経 冬（経宕） 右冒．吉川安甘書 苗＝ｌ訝 甘卓馴集 ● ６５
４４６虻　▼ １六４３ 只 ６′卜旦＝盲手中碁堵：状 喜田丘衝‡討 藩申１３王Ｒ］′卜方徳門

４４７虻　▼ １ｆ；４：ｌ 只 ６′卜旦ＪＴｌＴＦ中毒封☆ 去円卓彷尉 藩中１：ｌ圭閉／卜方衡門

４４８貢‾甘１ワ １六４３ ８ １８大内蒸儒前行推 玉東‖弄紆 圭別宴甘さ 暴利安甘薯 １ ●
４４ｑ冨‾Ｆｌワ １５４３ ８ ？Ｒ吉日路筈 ｒ路冬 ）宣東経 臥中髄勝 （‾た内蒸隆評判） 右日．吉日看官さ 言ｆ１１署甘毒馴塑 ５５ ●

４六∩天甘１２ １５４３ ８臨 壬刺磋元柵帯紙 圭ま目元羞 吉日安す書 萬Ｉ日豪寸書 １ ４ｎｑ ３７４

４貫１天骨 １ワ １貫４１１∩ １‾大鉢†義隆官冶政孝推 吉Ｉ日経宕 絃冬） 右目．寓＝豪富書 善用賞す毒酬隻 ■ ６２
４六ワヲＦ甘１ワ １六４Ｒ１∩ ７妄＝経写 経冬 呈魚津 礼中腹賭（‾大所†葉陰妻正利） 右目．高＝宴す書 吉 日凌甘 さ馴重 月７ ●
４５３天す１ワ １５４３１∩ ● 批 棚　 ▲ 萬≠蘭招待経冬 ） 右旨吉日安甘 圭 吉Ｊ＝妄す古訓隻 届 ●●

４５４二万甘１２ １月４１１∩ １１攻創‾太郎淵 吏．互恵こば 乱中越賭ｒ☆ホＴ蒸臨書再挙ｌ） 女ま‖茅甘さ　 毒知善２く女利与一岩礁門） 石眉＿女御寸書の研零 ？１

４５５天一打１３ １５４４ 六 六寓＝塵　 打行行　 行行推 二苫大丁訂Ｔ 二宮帽寅 什善 盲与ｌ膵萎１「毒 馴墾 ■ ク７７

４ｆ；６貢‾Ｆ１３ １５４４ ７ ２５★内尭 各毒劃 モ 萩野末衝門尉 蓮中４（☆皇省二甜Ｌ勧善水天鳥清方術門）

４ｆｉ７：芹‾す１３ １５４４１１ ‾知内監奉行 人；重量竜田尤 女剰ｌ☆鮎漁師 久刑看官書＿勧善裏久利与一着衝門） 石 冒．女刺甘射 ）研項 ２４

４ｆ；８＝芹す１３ １５４４１ワ 北詳勝勢推 卓‡‖斉憲 善＝安富善 甫 １日妾廿 婁１ ４１６ ３７８

一　　●：茶甘 １４ １５４ｆ；†？ 屏辛清次奥書 壷臨【ｌ脚 宮中ｑ　房子妄肯甘書写　 轟陥罵＋

４６ｎ貢‾だ１４ １５４ｆ；ｌ？ 壬剰ｌ有蓋竹丁寄推 鼻輪薩開削 藩中９　呈杭照井循 門

４６１天甘１５ １貝４６ ７ ６吉川ｌ壬宿安手 Ｒ軒 吉川案文毒 首 Ｉ日豪甘 さ１ ４ワ３ ３８３

一　● 天甘１６ １５４７ ● ワ７暴利元許・斉川元薫請書知行前行旺 轟清弓矢八郎 連中１６　森脇雁首 広島ｌ邑申Ｖ ３ １２７

４ｍ 迦 ・ １５４７ ７ ｔ甫Ｉ‖貼 自筆＃已譜甘 圭刺青甜・吉日青森 ・壬利 隆弄 蒜Ｉ‖妄甘薯 害 Ｊ＝獅 １ ４２４ ３８５

４６４貢甘１６ ｌ戸；４７ ７ 吉日青森・圭刹隆弄 ・弄許１主著記譜す 斉川髄経 斉川案文書 苗 Ｊ目貫甘さ１ ４ワ只 ３８５

一　－ ‾美甘Ｉｆミ １崗７（ヲ） ？？斉川終世・経好・今円経高速量紀藷甘 甫 ＝嘉套 寓＝妄甘さ 吉 日ｌ宴‾甘薯１ ▲　　● ３８７

４６ｆミ貢‾甘１６ １六４７（ヲ） ６
Ｒ

∩
６

？
３

３

３

３

ｔ
６

「
７

∩
？

？
？

？
５

７
７

８
８

２

苗 ＝【講 義・壬兼＝臨弄・有卦 王室紀譜甘 吉 日経†路・ｉ姦好・今［Ｒ経富 南 旧家す書 苗 ＝ｌ夢寸書１ ４ワ７ ３８８

４ｆ；７ ▼　● １月４７（到 書 目元素・暴利弄詳適査　 知 〒妄堵状 新持確ナて（孫ナニナ） 安中４　新種萎蘭書 広島偲中Ⅴ １ １３３

４ｆミ８

４ｆミｑ
４７〔

４７１
４７ワ

４７３

４７４

４７５

４７６
４７７

４７８
４７ｑ

４＿８〔
４８１
４８：〉

４ＲＲ

４Ｒ４
４８ｆ；

４８６
４８７

４８８

■ ４８９

貢甘１６

二万‾ケ１６

貢甘１６
＝芹甘１７

天甘１７
貢甘１７

天文１７

貢甘１７
貢甘１７

貢甘１８
貢甘１８
貢ＴＦｌ只

天甘１８

ちＦす柑
天骨１８

貢甘１８
前 １８

天甘柑
天甘１８

虻 ▼ ＝
天骨１Ｒ

天文 １９

１５４７

】５４７
１６４７

１５４８
１只４Ｒ

１六４Ｒ

１５４８

１５４８

１馬４Ｒ
１５４９
１５４ｑ

１月４ｑ
１５４９

１月４ｑ

一●
１５４９
１５４ｑ

１ｆ；４９
１只４ｑ

１ｆｉ４ｑ
１５４ｑ

１５５０

８
８

●

●

●
■

６

】１

１１
ｌ
１

１
？

４
４

只
只

１１
１？

１？
１？

１

喜 Ｊｌｌ元妻・暴利元謙遜暑等堵托

吉 日元素・重利一芹謙遜量宕堵：状
斉 川元薯宵闇 状

手刹ｌ陰弄射 士
吉 日青森感服

善用元妻感状

吉川元善感状

吉 日青森・妾粛１弄許適量知行前行：状

斉川音素加帯推
吉 日青書ナｒ闇三伏

斉 ＝青書一字書出
吉 日正安善光

つめ圭推
■大内葉隠官途［眈蛍：状
大内闇瀾榊浄 ｌ等増派
福う久美細 腰

吉苫臨書墨書
吉 日経各 線宕）宣魚津

吉川繹好白等記譜甘
善用青森等培推

吉川青書前 行：ほ

吉川元春・毛利元就連署起請文

右十郎丘彷酎 （繹有）

二宮億要
右彦五郎

′トシ可内済丘衡 酎‾
益軒羅内新 案

壷臨弓矢八郎

石経有

査 蔑称八郎

件 々大味＋鮎
里抗議【和軋

二大村孫＝鮎

′卜：貯富推
仁んてんｌ＝
吉川弄妻

需用元衰
吉 日経冬 路宕）

吉 日発奮
訂「野隆風

要 屡弄拶
楕孫十郎

丑孫＋一郎

吉川程好

蓮中２く石十 離丘彷）＿書中扉言募勧善類写）

二ま憎奏什善
道中２ 石十儲丘彷

１卸さ１ ′卜附う円か 有子郎
御書２惑澗上部方術 門

蓮中１６く轟臨淋毒：）＿復ｌ書１（轟甘藷誓．重態）
津中２〈石七郎兵衛〉、家中３〈石家御芋類写〉、御 書２

く侍東本・か）
藩中１６森脇新首

蓮中】㍍併 々大丸＿尊徳〉＿妄中６（併 々大権卓鯨）
藩中９ 鼻杭照井衝門

閲１‘ミｑ 二大ｊ寸彦方衛門
蓬申１６森脇次郎兵衛
蓮庫１上蓋開′卜方借門

与キｌ＝萎寸書
寓 ＝安す善
右 冒＿吉日署甘書

吉 日ｌ凄寸書
石 冒．寓目安甘書

苗 １日豪寸書
藩中１３穣孫十
速中 １３繊孫十

吉川家文書、閤３８〈市川七右衛門〉１、閥１４０〈市川三

ｌ二＝＝

ｒｒ
吉

正

Ｊ壬

一丁

広

広

閲

広

苔
吉

妄

苗
素

幕
仁

ｒｒ
吉

門

島】且申Ⅴ
１日妄‾釘善㈲ｌ墜

皇庭中Ⅴ

旦 ｌ旦申Ⅴ

邑ｌ旦申Ⅴ

島頻史Ⅴ

鳥ｌ且申Ⅴ

４
皇ｌ且申Ｖ

Ｊ‖妄‾ケ書１
‖妄甘書１

Ｊ‖署甘書胃日豊
Ｊ目貫甘さ１

Ｊ‖署‾釘善㈲ｌ隼
侶芽甘薯１

鳥ｌ旦申Ⅴ

烏ｌ旦申Ⅴ
川４３７、新裁軍記 〈市川三右衛
終車誰甘）ｎク３６＿閣ク＿閤４

■
■

ｌ
２

４

１０

５

●

１

４１ｎ
４３ｎ

３Ａ
４４∩

●
４：１５

？

３

８９

２５５

１４７
１４８

１２７

８９

１２８

１２８

３７５

３９０
２７

３９７

３９３
１１４

１１５

－１１１－



４９〔 ‾モ 寸 １ｑ ● フ ■
壬 利 隠 元 詔 推 斉 ‖ 弄 妻 吉 Ｊ目安 甘 善 吉 川 安 甘 巷 １ ４４フ ３隅

４馴 天 甘 １９ １ｆ沃 ∩ フ １６ ＝ｌ＝ 青 森 知 行 前 行 ：ぼ ♯ トニケ 郎 女 権 子門 Ｅ寸（義 勝 ） 蓮 申 １ ♯ ト併 ‾大 貴 広 島 且 申 Ⅴ ２ ８フ〉

４９２ 天 甘 １９ １六月∩ ワ １６ 斉 ｌ弄 妻 知 行 前 行 ：ぼ ♯ ト汝 鮎 寮 彷 門 酎 （蓋 陳 ） 藩 中 ｌ ♯ ト休 ・太 秦 広 島 且 申 Ⅴ ３ Ｒ３

４９３ 天 す 】９ １桔 ∩ ワ １仁 斉 元 素 知 行 前 行 推 寄 居 宗 像 夢 中 １ 軍 屋 ｆ毛 細 垂 広 島 且 中 Ⅴ １ １３１

４９４ 天 す ● １桔 ∩ フ １占 高 潮 †寺轟 イ〒津 里 掃 与 汝 蓮 中 ｑ　 鼻 輪 砕 方 衡 門 広 島 ｌ旦 申 Ｖ １ １∩８

４９５ 天 す ● １５月∩ フ １６ ∃＝ ｒ元 素 東 沖 千前 行 推 烏 封１＋ 郎 岩 宿 門 尉 連 中 ７　 鳥 和 伸 ＝ 郎 「Ｅ皇 直 中 Ⅴ １ １ｎ４

４９６ 一天 す ■ １５５〔 ワ １日 吉 川 青 森 知 行 布 行 ：揉 相 対 匹ｌ酪 卑 衡 尉 寓 ＝ 署 什 善 吉 日 宥 甘 善 馴 隻 ７Ｍ ５４∩
４９７ モ で ■ １柘 ∩ １ １ 害 Ｊ＝弄 羞 詰己藷 甘 姦 臨 腐 二者 毒針 善 １ 森 脇 学 長 複 広 島 直 中 Ⅴ フ １４４

４９８ 天 甘 ● 】六月〔 ３ １１ 士 ｌ青 森 知 行 前 行 ：状 柏 村 四 郎 卓 衝 酎 甫 ＝ 家 什 書 吉 川 宥 寸 書 馴 隻 ７３４ ５４∩

４ｑｑ 羊 寸 ● １月５ｎ ４ フ４ 古 裏芸世 霹已∃昔甘 寄 居 弄 億 吉 日 【宥 寸 書 妄 Ｊ＝看 官 さ １ ４３８ ●■
甜 〔 ■ １桔 ∩ ７ ワ 手 ： 隆 弄 さ 服 ♯ ト常 任 ♯ ト甘 さ 「貫皇 庇 申 Ⅴ 六 ７９

５ｎｌ天 す １９ 】開 ｎ ７ １六 圭 防 音 ・弄 謙 遜 呈 書 経 素 Ｊ＝講 姦 吉 日 【署 す 巻 舌 旧 著 甘 書 １ ４４３ ４〔∩

５∩ワ 天 甘 ■ １柘 ∩ ８ １貫壬 陰 弄 ・弄 獣 道 書 寄 准 旺 厳 島 趨】祁 ・ 着 手 志 厳 烏 文 書 広 島 且 申 ｍ ワ∩

５∩３ 天 甘 ■ ｌ柘 ∩ １２ １１壬 霞 壷 行 人避 暑 打 庸 土中付 中 村 敬 汝 郎 蓮 中 ７　 中 才寸触 ＝ ＿ 「訂鼻 息 申 Ⅴ　 －
■●

印 ４ 羊 で ｌ朋 ∩ ｌ？ 】３ 吉 元 素 知 行 幕 行 状 真 綿 与 ニケ 藩 申 ９ 鼻 輪 照 井 衛 門 広 島 直 中 Ⅴ ２ ー●

５０５ 天 文 １９ １５５０ １２ １３吉 ノ 元 春 知 行 苑 行 ］犬 石 七 郎 兵 衛 尉 （経 有 ）
石 家 文 書 、 藩 中 ２〈石 七 郎 兵 衛 〉、家 中 ３く石 家 御 書 類

王 †
広 島 県 史 Ⅴ １２ ９０

５０６ 天 文 １９ １５５０ １２ １３ 吉 Ｊ 元 春 知 行 宛 行 状 石 彦 九 郎
石 家 文 書 、 藩 中 ２〈石 七 郎 兵 衛 〉、家 中 ３〈石 家 御 書 類

写 ）
広 島 県 史 Ⅴ １１ ９０

５〔７ 天 ‾百 １．９ ‖講 ∩ １ク １１ ∃＝ 青 書 知 行 前 行 ：伏 二 宮 傍 富 二 宮 帽 美 什 卓 斉 川 家 甘 毒 馴 隻 ３６８ ワ７８

六〔８ 貢 ‾甘 ｑ １５５〔 １２ ●
圭 禾 隆 弄 ・弄 計 遺 書 知 行 布 行 推 斉 川 青 森 ‾占 Ｉ一丁穿 甘 さ 妄 Ｊ＝竜 骨 さ １ ４４６ ４〔１

５∩９ 貢 ‾甘
● １盲５〔 １？ ２７ 幕 弄 羞 知 行 帝 行 推 汀 ［Ｒ′ｌ、☆ 郎 道 中 １１ 汀 ＦＲ孫 介 広 島 鳳 申 Ｖ ワ １１４

５１∩ ＝弄 す ワ １勺六１ １ １ 士 弄 義 和 行 前 行 推 認 ・永 四 鮎 兵 衛 尉 吉 日 署 什 書 吉 日 郡 槽 阿 １塑 ７Ｍ 六４１

占１１モ 寸 ？ １下六１ ３ ３ 斉 川 音 義 知 行 前 行 旺 武 永 関 配 丘 悠 尉 高 丁目妄 什 書 斉 川 家 督 書 馴 隻 ｍ ４ ５４１

５１：〉天 ‾訂 フ １ｆ済 １ ３ ５軍 歴 弄 傍 白 筆 書 服 両 社 寺 丙 禎 女 鹿 蘭 書 ＩＲ読 甘 善 幕 Ｊ目安 甘 毒 別 墜 ワ∩ １Ｒ

５１３ 天 ‾甘 ２ １舌５１ ３ １∩ 吉 卜芹 羞 自 筆 詔 泄 丙 】蛍 寺 丙 禅 永 塵 両 手 ＩＲ 箭 甘 妻 寓 ＝ 要 す 書 馴 生 ワ１ １６

六１４ ▼ １５５１ ８ ３ 幕 ｌ青 菜 藤 津 二 宮 修 一要 ニ 覚 宥 甘 舌 ‖ ＝コ ｌ旦 中 ロ １与

５１５ 天 文 ２０ １５５１ １０ ５ 吉 ノ 元 春 感 状 佐 々 木 弥 十 郎
滞 中 １３〈佐 々 木 九 兵 衛 〉、家 中 ６く佐 々 木 権 兵 衛 〉、御

さ １く併 々 太 孫 未 衝 門 〉
広 島 県 史 Ⅴ １ １１５

●
天 ‾ケ ク〔 １５六１ １∩ ５ 吉 川 一芹 嘉 麻 ：性 二 宮 傍 富 二 富 帽 奏 什 善 茜 ＝ 署 甘 薯 馴 隻 ３Ｍ ワ５Ｒ

萬１７ 天 甘 ワ １下与１ １∩ ５ 吉 Ｊｌ弄 斎 藤 状 写 相 対 四 郎 長 篠 尉 吉 日 妄 什 さ 吉 川 著 す 善 馴 隻 ７Ｍ ●

５１Ｒ ‾天 甘 ワ １ｆ；六１ １ワ １∩ 吉 日 青 森 柵 冠 浬 宇 ≠択 富 真 備 蓮 中 Ｒ　 宇 都 苫 ナこ方 後 手門

●
貢 甘 ワ １桔 ワ ４ １１圭 粛 弄 詳 細 割 前 行 給 錐 付 音 僻 耳 謙 光 聞 Ｉｑ　 児 宗 Ｐｑ郎 丘 徳 庁貞１ ４ｆ〕

朋 ∩ 寺 寸 ？ １５月ワ 六 ２∩ ／ト旦 日 陰 暴 動 行 軍 行 ：状 主 ［Ｒｒた東ｎ芋 藩 中 １３　 王 円 ′卜方 箇 門

５フ１天 甘 ワ １ｆ漬 ワ 六 ？１ ／卜旦 州 隆 景 暮 増 光 ：監 ［Ｒ★ 東口宇 藩 申 １３　 王 ［Ｒ′卜方 衛 門

５クワ 天 骨 ２ １５５２ ７ ●桂 静 雄 書 状 主 将 ・大 知昭平 連 中 ｌ　 圭 円 ′卜方 衝 門

只フ１ 貢 ‾す ワ １六月ワ ７ ●
吉 日 青 森 宣 魚 津 主 菜日陰 弄 （★ Ｆ印 書芋 書躍半り） 苗 丁目宕 寸 書 一斉 日 吉 寸 書 １ ●← 一

一
：芹 ‾甘 フ １５５２ ８ 苔 有 闇 ／＼幡 苦 朴 紗 建 て７榔 ｌ． 羊 イモ ｍ 汀 申

●

５２萬 貢 甘 フ １六５フ １１ ワＲ ‾た 内 甘善事 藤 津 吉 Ｉ‖弄 羞 苗 １ｒｌ妄 甘 さ 吉 川 署 甘 書 １ ５１∩ ４ｆ；６

一
天 骨 ク １六５２ １１ 苗 有 ［Ｒ 八 幡 宝 社 汐 冶 音 確 札 手 代 ［Ｒ甘 ｒ申 ワＲｎ

５２７ 天 甘 ２ １郁 ２ １ク ク８ ☆ 内 青 草 蒸 嘉 納 半 音 坊 津 吉 日 ；旺 宕 （庄 冬 ） 石 旨 ＿吉 日 署 甘 薯 斉 川 蒙 甘 毒 馴 隻 －● ●
ｍ ８ 虻　 ▼ １ｆ；六１ １ ３ 士 ｌ青 書 知 行 前 行 ：ほ 藩 中 １５　 査 臨 転 牛 広 島 直 中 Ⅴ １ １フ１

●貢 ‾Ｆ １封ｎ １ ４ 士 弄 羞 朝 百さ 出 拝 ｌ中 大 ；斤☆ 貴 道 中 ５　 円 陣 憬 塵 衡

耶 ∩ 天 ▼甘 ク １六５１ ク １∩ 苗 暮 雪舘 日 録 鮎 入人 音 南 川 安 甘 薯 茜 Ｊ＝郡 槽 ク １３開 六８ワ

５３１；モ 寸 １告５ユ ク １∩ 素 ＝ 喜 吉 舎 日 ｊ浸 ・ 嵩 １日署 ‾釘卓 吉 日 ｒ署 甘 薯 ク ■ 六８３

六Ｒフ 某 ‾す ワ ‖詳ｎ １ ３ 吉 川 青 森 知 行 前 行 推 ♯ ト神 長 衝 尉 連 中 Ｈ ♯ トマ ナこ）＿恒 ｌく♯ ト苫 丘 衝 ） 丁子 皇 ｌ旦 申 Ⅴ １ Ｒ六

５３３ 寺 ヤ １ｆｉ月１ ３ １ 宗 弄 嘉 知 行 覇 行 躇 樺 滑 踵 丘 衝 酎 藩 中 ５　 椙 浦 額 イト 広 皇 凰 申 Ⅴ １ ●ｔ

５３４ 天 文 ２２ １５５３ ３ ３ 吉 ノ 元 春 知 行 苑 行 状 佐 々 木 弥 十 郎
藩 中 １３〈佐 々 木 九 兵 衛 〉、家 中 ６〈佐 々木 権 兵 衛 〉、御

さ ＝ 併 々 大 孫 ：た 枯 門 ）
広 島 県 史 Ⅴ ２ １１６

５３５ ▼ ‖詳ｎ ３ ３ 斉 川 弄 妻 知 行 市 行 推 市 川 対 馬 守 署 申 ４　 高 Ｊｌ【看 視 ｌ卓 広 島 風 申 Ｖ ４ 】３５

●
モ モ １桔 ３ ３ ３ 吉 ＝ 青 煮 知 行 前 行 推 彦 綱 川 那 附 評 署 車 ４　 顔 持 寄 勧 善 丘 皇 ｌ旦 申 Ｖ ２ １１ヽ

５３７ 天 甘 １封ｎ ３ ３ 幕 弄 羞 知 行 前 行 躇 二 宮 一勝 要 二 宮 帽 奏 什 さ 妄 Ｊ＝蕃 寸 １さ 繁り隼 ● ワ６∩

… 虻　 ▼ １５５３ ３ ３ 斉 川 青 森 知 行 前 行 推 二 宮 億 普 二 宮 帽 奏 什 さ 斉 川 郡 措 矧 ｌ隼
● ワ７８

－貢 ‾サ ワフ １六月１ ４ ●
斉 川 弄 嘉 紀 藷 甘 平 誓 蕃斥力 郎 中 背 家 甘 薯 ＿閣 １クＡ（平 督 九 郎 丘 衡 ）ワワ ☆ Ｒ 褒こ＃ 寸 書 １４ ｑ５ 月６６

一●ヲ㌻甘 刀 １封ｎ
■

１３ ′卜旦 日 陰 最 前 行 ：状 主 拝Ｉ－た東口守 連 中 １３　 主 ＦＲ′卜方 徳 門

５４１天 ‾甘 １六月３ ■ １４ ′卜旦 日 陰 貴 酬 物 主 福 ★ 新 字 藩 申 １１ 王 Ｒ］′卜方 循 門

５４２ 天 ‾百 １六６１ ● １３ 福 光 久 美 書 状　 ■ 吉 ＝ 拓 事 右 目 ．善 用 宴 寸 書 害 Ｊ日豪 せ 竜 ㈲ ｌ皇 ３５ ；

５４３ 天 ‾甘 １ｆｉ５３ １∩ １８ 甫 ＝ 鋒 等 護 推 ．≠、ゑ い 女 右 眉 ＿吉 日 宴 甘 書 吉 日 百 官 豊 野 ｌ隻
● ■

５４４ 天 甘 １ｆｉ５３ １１ ●
穎 屋 賂　 厳感 覚 Ｉ睾 斬 丘 後 手 徹 さ ワ　 ♯ 下 新 紗

５４ｆ；耳 寸 １六ｍ １１
●
禎 陸 路 欒 麻 推 ｉ主　 眼 ＝巨 宮 中 ワ　 汀 円 安 所 蔵 勧 善

５４６ ヌ㌻甘 １ｆ沃４ ７ ３ ‾大 内 養 尾 部 融 贈 ゴ☆ 吉 Ｊ＝綴 字 右 巨 妄 Ｉ目貫 す 書 寓 目 安 文 書 別 隻
一 ●

５４７ 天 甘 １５５４ １∩ ●′卜旦 日 陰 青 知 行 前 行 推 呈 ［Ｒ★ 東∩守 越 中 １３ 言 開 ′卜方 種子門

５４８ 零 下 １ｆ；月４ １∩ ■′ｌ、旦 ＝ モ 基 行 人ｉ重 量 打 勝 坪 付 言 開 ・太 ‡ｎ守

５４９ 貢 ‾釘 ワ １ｆ；５４ １１ ５■大 内 巣 昏 寺 領 政 孝 状 斉 川 鐘 苛 右 日 吉 Ｉ‖茅 セ ●さ 高 Ｊ‖署 マ 篭 ㈲ ｌ豊 ６２
●

開 ∩ 天 甘 ク １耶 ４ １？ ２●苗 青 森 加 ：ぼ 聞 ６８　 耗 頁与 ＝ 宕 衛 門 閣 ク Ｒ

柘 ｌ天 甘 ワ １ｆ；月５ Ｒ ワ 壬 東川臨 ・芹 ・弄 紆 立正　 知 行 前 行 旺 東 女 弥 大 方 衡 門 越 中 】６　 美 女 丘 ／＼ 広 島 ｌ邑 申 Ｖ １ ●

開 ク 二万 ‾ケ フｄ １六柘 － ワ 吉 川 青 菜 ・暴 利 隆 弄 ・信１弄 好 適 墨 書 推 店 ｌ素 手 素 魚 弄 箸 だ・ｉ　　 告 泥 ■　巨占 紺 ３ １７ｆミ ５７ｆ弓

即 ｎ 弘 治 弄 １ｆ；５貝 ● ？
■
累 乗 元 許 古 雅 ぎ■▼ｉ　 －　　 】 …ヨ 一　 重　 一≡ 閣 ｉ暮 潜 １ １７ｆ）

５５４ 弘 治 １ １５５５ １０ １３ 吉 川 元 春 感 状 二 宮 杢 之 助 （経 実 ）
二 宮 家 文 書 、家 中 ９く御 家 中 差 出 伝 記 写 （二 富 木 工 助

書 出 ））
山 口 県 史 Ⅲ １６、広 島 県 史 Ｖ ｌ

桔 ５ 貢 ‾釘 ワ４ １ｆｌ桔 １】 ｌ六 遁 居 隆 嶺 増 打尤 南 ＝ 青 森 吉 Ｉｌｌ著 す 善 妄 Ｉｒｌｍ ｌ ４馬１ ４ｎｆ；

■
モ で ？ １封講 １】 ？１幕 青 書 自 筆 書 状 （ｊ雲居 陰 蕃 ） 幕 Ｉｌｒ宴 甘 書 吉 川 安 甘 薯 １ ４ｆ；６ ４ｎｑ

５５７ 天 骨 ク １封講 １？ －壬 兼 隆 一芳 書 推 寓 ＝ 弄 羞 害 Ｉｌ＿ｒ妾　 書 茜 Ｉｌｌ豪 す 善 １ ４ｆ汀 ４１ｎ

桔 ８ 弘 治 １ ＝詳箭 １ワ ●吉 日 青 森 官 途 書 出 汀 円 宗 和 郎 汀 口 看 官 さ

●弘 治 ワ １ｆ；六６ ３ １４ 壬 まｌ６各弄 知 行 前 行 ：ほ 中 村 ；ケ 桃 井 彷 門 藩 申 ７　 中 村 弥 二 広 島 ｌ旦 申 Ⅴ ｌｎ〔

Ｒ６∩ 弘 治
■ ３ １７ 壬 兼 元 許 妄 坊 津 大 部 修 理 亭 ； 宮 中 郎 大 部 方 門 〉．勧 善 ２く大 藷ほ一太 郎 丘 枯 ）

六６１弘 治
●

３ ク１手 射 陰 元 宕 墳 は 大 都 修 瑠 高 宮 中 貫く大 都 弁 門 ゝ 勧 噴 射 水 郭 汰 儲 ．卓 彷 ）

●
弘 治

■ ４ ク′卜 １随 喜 感 津 ′卜臭 ′卜宕 郎 徹 さ １ 王 ＦＲ平 和 郎

●
弘 治

●
Ｒ ８萬 Ｉｒ有 毒 知 行 覇 行 こほ 壷 打蕊 姦 毒 越 中 １５　 盃 陥 区牛 正 烏 直 中 Ⅴ ？ ｌワ１

汽６４ 弘 治
● Ｒ ■王 寺 隆 弄 知 行 前 行 こぼ 中 村 丹 郎 方 枯 門 藩 中 ７　 中 村 瞭 二 広 島 県 吏 Ⅴ ｌ〔∩

●
弘 治

●
Ｒ ■壬 利 露 壷 行 人凍 重 訂 源 坪 付 中 村 次 郎 方 衡 門 藩 中 ７　 中 村 弓矢＝ ＪＴ 畠 ｌ且 申 Ｖ ｌ〔∩

５６６ 弘 治
● １１ １Ｒ 内 ｌ越 路 涌 （随 意 ）打 謄 坪 付 中 青寸二 郎 方 複 門 藩 中 ７　 中 村 軟 ＝ ＪＴ 鼻 息 申 Ｖ １ｎｌ

●
弘 治

●
１？ ？？ ′卜等 】青 島 鰭 事 ｒ物 靖 子 斉 裸 守 安 中 ５く滑 子 栄 ）．穣一さ ワ（靖 子 ｆ右 介 ・）

届 ８ 弘 治
●

１？ ワ７吉 ｆ 弄 嘉 一 字 書 出 、＝・＝　税 ≡ 藩 中 ５　 棉 増 額 分

●●弘 治 ３ １黙 ７ ４ ？７ノト寄 席 尾 鰭 感 光 平 田 彦 長 衛 平 ［Ｒ宕 す さ ｒ鳥 【河 ！影 写 ） 阜 柑 邑 申 Ｒ １４６

５７∩ 弘 治 ３ １５５７ ●
高 ｌｌ丙 ／し低 音 官 巨好古重て７榔 ｌ． 手 代 円 一打 申

■

只７ｌ弘 治 １ １ｆ講 ７ １？ ワ 壬 ま 元 獄 外 ＋ 一 名 嬰 ’ほ 壬 刺 茅 寸 書 き 粛 ｌ銅 １
■

５７２ 弘 治 ４ １５５∈∋ ３ ３ 毛 氏 奉 行 人 達 著 書 状 久 利 盛 重
久 利 家 文 書 、背 中 ９〈久 利 与 左 衛 門 〉５、御 幸 ２〈久 利

与 一 捕 門 ）ｑ
石 見 久 利 文 書 の 研 究 ３２

５７３ 弘 治 ４ １５５８ ３ １６ 吉 ノ 元 春 夏 堵 状 木 部 源 十 郎
藩 中 １４〈木 部 祐 八 〉、家 中 ５〈木 部 左 門 〉、御 書 ２〈木 部

「太 郎 丘 衡 ）

広 島 県 史 Ⅴ ２ １１９

５７４ 永 禎 １ １届 ８ ７ １８ 幸 手 万 旬 ＝ 、ソ物 広 島 風 中 一 ●●
●

５７ｆ；太 線 １ １黙 Ｒ ； ２５ 萬 一芹 差 さ 津 連 中 ｌ ♯ ト休 士 貴 汚丁邑 ｌ旦 申 Ⅴ ４ ８１

●
弘 治 ４ ； ； 壬 鳶 弄 許 書 状 写 き 粛 ｌ署 甘 さ 壬 利 妄 甘 書 ワ ▲　 ● １：〉７

５７７ 弘 治 ４ １ｆｉＲＲ １１ ； 圭 兼 隆 青 白 箪 嘗 書 主 菜打者 甘 書 圭 刺 青 す 書 ワ ●　 ● １７１

５７８永 浸 ワ ■ ４ ？ 儲 ‖り 憾 袖袖　 －一太　 内内　 患 ≠ 三ご　　　 ヒニと三　 ■▲一三 迅 広 島 且 申 ＴＶ １

←
永 禄 １ｆ；５ｑ Ａ ワ ／ｕ低 苫 祈 祷 札 蘭 ＩＵ／＼偲 神 朴 銘 せ 「ｒ鼻 息 申 Ⅳ ワ

５Ｒ〔丸 根 ● ● １７ 椰 字 青 寵 願 書 厳 島 野 好 甘 薯 丘 鼻 息 中 ロ
●

１∩３４

六８１丸 根
■ ７ １３ 苔 Ｊｌ一斉 素 謡 ｌ拗 ♯ 饉 マ ；ヤ 鮎 蓮 中 ２ 伊 藤 由 箭

■　５８ワ丸 損 ■ ｑ ●
壬 ま 素 ＝ほ欝 碁 石 見 斉 川 安 富 書 寓 目 安 寸 書 別 集 ７ ４

５Ｒ３丸 損 ● ●
■

青 青 書 等 ：仕 ‡与 Ｉｌｌ絃 字 宗 旨 古 ｌ目安 ‾甘 薯 書 目 安 す 巻 馴 隻 １？ ７

開 ４ 友 一提 ３ １届 ∩ ワ １７ 王 手ｌ隆 蒜 ・言 紆 五 里 書 状 斉 川 青 菜 吉 川 安 甘 書 南 川 安 す 書 １ ４月８ ４１ｉ

只８５永 １ ●● ワ ワ７ ト野 イ古老 卓出☆ 素 １日青 羞 幕 Ｊ＝ 萎せ 書 吉 Ｊｌｌ萎 寸 書 １ ５ワ３ ４７７

；●永　 Ｒ ●● ワ ７ ト野 信 孝 毒冒モ 吉 川 元 素 寓 ＝ 安 甘 薯 吉 日 署 ‾軒 さ １
一 ４７月

Ｒ８７友 綾 ３ ●● ワ ７

５

Ｒ

３

１

Ｒ

４

１

ワ

７

６

４

８

８

２

６

５

５

５

ト野 信 老 妻 腰 吉 Ｉ‖弄 嘉 ∃享 Ｊ＝ｍ 素 ‖ 署 甘 書 １ ● ４８１

；；永 １ １ｆ；６∩ ４ 併 々 大 精 細 書 状 吉 日 青 森 甫 目 安 甘 さ 幕 Ｉｌｌ夢 寸 書 １ ５フ５ ４７ｑ

；■

梢 〔

●

－

●

甜 ４

●

■●

●

■；

５ｑｑ

６∩〔

６０１

６０２

■●

６∩４

６ｎ六

●ｌ■

永 禄 ３

永 授 ３

元 禄 １

元 禄 ３

永 禄 ３

永 鐘 １

丸 損 ３

永 横 ね

永 禄 ４

永 ｊ壷４

永 浸 ４

永 撞 ４

永 禄 ４

永 禄 ４

元 禄 ４

永 禄 ４

太 線 ４

太 線 ｄ

１．弓６∩

●●

１ｆ１６∩

１ｆ；６∩

●■

●■

１ｆ；６∩

１月６∩

●

１ｆ弓６１

■

●

１５６１

１５６１

●

１届 】

一

●

●

●

７

１∩

１１

１】

１ワ

１ク

１

（劉

１∩

１１

１１

１２

Ｉ？

ｌ？

１２

１ワ

吉 日 弄 嘉 ：椅 み：ほ

Ｊ＝♯ 八 億 富 青 紗 連 立 相 拝ｌ．

妄 ＝ 弄 嘉 一 字 さ ｆ圭

重 剰 隆 弄 ・・芹 静 適 量 行行 行行 状

汀 Ｒ 御 丘 徳 酎 ∩ 操 記 譜 す

幕 日 石 姦 字 法 服

吉 日 鶴 毒 軋 青 首 ）僧 侶剥 憤

壬 ラ川一芹 紆 ・信ｌ陰 弄 連 署 書 状

去 削 除 売 価 帯 状

厨 子 兼 次 代 官 ．掛 件 揉

鮪 ＿ｌ皇朴 ☆ 島 き吉 頼甜 ．冨
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６８０ 永 禄 １１ １５６８ ７ ７ 小 早 川 隆 景 ・福 原 貞 俊 ・吉 川 元 者 達 暑 禁 制 厚 狭 惣 八 幡
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●； 太 線 １１ １ ■； Ｒ ５ 臨 書 ・虐 Ｊ青 白 １妙 ・吉 日 元 素 避 暑 埜 削 烏 府 億 ・久 重 依 霹 靂 散 武 久 安 甘 舌 下 関 盲右申 Ⅳ ４６ ２３３
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７４：ｌ弄▲ワ １５７１ ● １Ｒ吉 日弄妻帝領書出 軍都思潮偏欄１ 藩申白孝司貌官財ｌ方箇門

７４４弄ｔワ １６７１１フ ７斉 川弄羞竹１与存推 仔伯羊秦 蓮中１：ｌ併伯与介

７４ｆ弓弄１フ １５７１１ワ １１吉川元奈官韻書腑 今田終忠 署申１∩　本票今［ロー貢什善

７４６元１２ 】５７１１２ ワ７厳島祉凛宮行列式書∇ 勝島野：貯寸書 ＪＴ鳥直中口 １３８４ Ｒ６７

７４７弄「「１ １只７ワ ｌ １ワ吉 日弄素価宗派 盃【監一太郎 藩中１６ 森脇侶儲

７４８弄ｔ㍑ １六７ワ １ １１差別新 書書状 【闘重盲官 藩中１ｎ 【＝拝Ｉ平 ケ東浦 門

７４ｑ寺暮Ｔｌ １Ｊ５７ワ ３ ワ７７　抑 頂 皇口官室 吉日有意 吉 Ｉｌｌ宥一甘さ 吉日妄甘毒 １ ６６ ４ワ
７５∩弄▲３ １ｆ；７ワ ３ ２８畔岩贈号嘗圭 手車寺ｆ覇１衰秦田 ｒて鳥ｔ旦申Ⅳ １

７５１元亀３ １５７２ ５ １８吉川元春・元資・小早川隆景連署感状 伊志春成
津中２〈石七郎兵衛〉、家中３〈石家郷書類写〉、御書２
（倖意表☆）

７ｆ；ワ弄ｔ㍑ １ｆ；７ワ ７ １３善用弄裏書状 甫日義億 道中ワ盲右肘署ｊ封書写 丑孫十

７戸〉３元１３ １只７ワ ７ フ３勤 卜人甘雲 持二鳥晶申 †
● ■

７５４元亀３ １５７２ ７ ２５毛利輝元起請文 山内隆通・元通 山内首藤家文書
大 日本古文書２４５、閥１３ノ１〈山内
妻護酔〉ク∩

７ｆ】只弄▲３ １ｆｉ７ワ ７ ワ８＝内陸涌 訂弄涌 玉里紀話寸掌 斉川／小壷磨；ケ郎・南川防河守 ‖ｌ何 首漣署甘書 ★ Ｒ太古甘書 １ｌ【内首儀妄甘書 ■　● ワｎｌ

７５６元亀３ １５７２ ８ １吉川元資・売春連署起請文 山内元通・隆通 山内首藤案文書 大 日本古文書２４７、閥１３ノ１〈山内
妾撞静）ワ１

７六７元１３ １５７２ Ｒ ワ吉日弄真布１帯状 －た貞 諾筋婁＋ 妄≡■■一　　　山′・ご　〟＝ｉ
７ｆｌＲ弄ｔ㍑ １５７ワ Ｒ ７吉川元素書状 屈１１昏羊署蒸弓／、 羊署要‾釘婁 ‾たネ＋訂「申 ；一●

７開 弄▲３ １六７：〉 ； ８壬刺緩青書推 官ｌ；告］卜ｌ皇女蓋 北 畠署甘さ ★朴訂ｒ申 １Ｒ４７

７６∩元▲３ １六７ワ ； ●吉川弄裏書推 同盲１青煮・・毒尉班蕃・ｌ員有元臣 手豪新 書 －た朴田丁申 １Ｒ４８ …●

７６ｌ元▲３ １ｆ；７ワ Ｒ １１需＝青森書状 同港手署兼弓／． 羊安安す善　 ■ 大社町中 １８５∩

７６ワ弄１３ １月７ワ ８ １４暴利牒・基行 人避暑書経 武広粟屋衝酎 手富豪甘さ 大社訂「申 １８ｆ；３

７ｆミ３弄１３ １５７ワ ８ １６壬利権青書推 毒 １１１有意 手富豪甘さ ★朴田丁申 １８ｆ；５

７６４元ｔ３ １六７ク Ｒ苗 ☆熊苦慮許 匿名 甚相室１愚書鋭 一　 ■〕藍藍盟　 － 広島直中Ⅳ ｌ

●
弄▲３ １５７ク１∩ ワｑ′、且日陰景・吉 日青森 立妥結請甘 樽♯方術門ｌ討 聞３５ ；書大官内 聞１ １７ ●

７６６青▲３ １ｆ１７２１ワ １壬‡日干掠 隆替 ・方ｉ斤弁・下野守・弄嘉 圭副署甘書 壬兼ｌ署甘書ク ４ｎ４ Ｒ４

７６７弄▲３ １六７フー１ワ吉 厳島裾廓拝礼 ★烏∃寺甘さ 正　＿但中Ｔ¶ ３１８

７６８元▲３ １６７ワ 羊手書臓 書目 手車寺 仁＋＋ｌ鼠申Ⅳ １ ●　●

７ｆ泊弄▲４ １５７：ｌ １ ４甫１１１元森官韻書腑 伸東森虚 藩申水石十駄鼻掛Ｌ安中３く石宥ｊ知事類写 ）

７７〔弄１４ １５７３ １ ４吉川元素官韻書招 二宮羞′妾 二宮帽奏什書 善＝安す婁馴隻 ３７７ ２Ｒ４

７７１元１■４ １六７３ ｌ ９幕丁目弄■沓軸 ：ほ ‖ｌ鳳楯丸 藩中１〔＝ｌ痕手読

７７２元▲４ １萬７３ ４ １７寓＝弄暮・ロ河浦巨・福原貞俊・′卜星川隆景適量善揉 兼吉元宮・回盲１弄武 関宮ミ　重層潤一長衝 甜１ ６４ ■

７７３弄１４ １只７１ 只 ■吉日元老善 尤 垂屋内箭永・脾罵＝鮎宕衛門尉 内議署寸書・ｌｌｌ□但寸書縫 ＿　甜関 内薩照丘衝）ワ

７７４弄１４ １５アユ 六昆 非大明神礼節硬骨碩胤 昔★日月神様刹． ☆顔訂ｒ申

７７ｆミ弄▲４ １５７３ ７ ７細字一妻詣厳島社寺箭勝物冶惰１拝甘 野好甘薯 「Ｅ鳥且申ｍ禍５・１８ｑ・１３３ ■ ＝）８ｎ

７７６弄ｔ４ １５７３ ● １斉川弄誓書状 穎Ｉ東京億 高１日豪Ⅴ書 甫Ｉ訝 甘書１ ６６∩ ●●

７７７元▲４ １５７丁ち ■吉 千年新官許蹄碓音様札 羊 拝肝ｒ申 ３ワ７

７７Ｒ元▲４ １５７３ １∩ １∩斉 ＝有意 柵＝名避暑禁制 垂尉書 要蘭書寸書 新 亀柁ｌ鼠申 ４１９

７７９元▲４ １月７３１】 １１吉 川際安層音量書状 轟陥妥宙・允・ｌｌｌ鳳善後宇 重 責圭次 郎ｌ妄ＩＲ哉寸書 （皇阿影二冨）

７８∩元▲４ １５７１１ワ Ｒ南 川元老善壮 １月罵二郎素懐門酎・要屋内読萩 内藤家督嘗 ・ｌｌ旧 但甘善鰭．閣ｑＲ（内藤照＿巨鯨）３

７８１天下Ｆｌ １月７３１ワ ｌｎ暴利磋元書状 ′卜旦＝隆景・吉川元素 右 日．斉川安す書 斉川安寸書馴集 １？１ １１六

７Ｒフ天市１ １５７３１ワ １１福原弄億・口羽涌島・吉日青森連署書経－ 野村十憎 聞１ク３　野村作丘徳 甜ｈ ■ ●
７８１元ｔ４ １ｆ５７３１？ 】５吉 日弄羞・ロ三田涌 昆・福ｌ専売修道妾宅打尤 ｌ【［口舌盲育 蓮申１ｎ ｌｌｒＦ中津寓語門

７Ｒ４二万ＴＦワ １六７４ １ １１吉川弄督官冷古津 自♯藤十 藩中１４　自♯薩盲右

７８５‾天子Ｆウ〉 １六７４ １ ●南川元奈官途書棚 蓮中７　中村孫＝

７Ｒ６貢了盲ク １５７４ １ ？１苗目元羞帝領書棚 汀拝ｌ宮内‾方ｌ始 汀［Ｒ紬 婁

７８７完了Ｆワ １月７４ ４ ５吉日経筈譲慄 高 １１ｒ猛者 右眉＿吉日ｒ吉‾す婁 音 署寸書別室
● １８

７Ｒ８貢洋ク 】Ｒ７４ ４ Ｒ宗日経字音甘 吉 日経安 宗 旨苔ｌ‖署‾百舌 萬 豪甘善買日生 ２７ －

７８ｑ：芹丁下ワ １５７４ ５ １７暴利題青書状 Ｒｌ中金粉丸 藩中５　円申源丘循

７ｑｎ貢 了下ク １ｆ）７４ 六 一吉日元素書状 垂犀元億 蓮中５ ［口中潰屡衛

７ｑｌ貢 了Ｆク １５７４ Ｉ １∩円公高次絹難村有 署中月 ［Ｒ〃１富・同志孫‾太郎

７ｑ２．天 子Ｆ２ １六７４ ● １Ｒ暴利磋青書状 固冶：化息女孝 北畠妄甘書 ーた朴田丁申 １８８３

７ｑ３零 下Ｆワ １５７４ ●ク∩‾た師給俊樹蜘掛芯愚書銘 下欄際 手代ＦＲ田丁申 ■

７ｑ４某ＴＦワ １５７４ ●クＲ苔１１１弄差憫 推 金柑′卜十鮎 蓮中５　Ｆ口中源長衡

■ 貢了下２ １Ｒ７４ Ｒ １５今［Ｒ八幡宮祉膀菌裡音棟札 手代［Ｒ訂「申 ●

７ｑ６天了Ｆワ １ｆ１７４ ８ ■葺‖音素蘭ｌ冠状 堺称∩ 芋茎中 １Ｒ土嚢釜方徳 門

７ｑ７貢了Ｆ２ １六７４ Ｒ ワワ吉川青菜知行前行：ほ 二宮億望 二宮憎・奏什善 吉 Ｉ妄寸書馴隻 Ｍｎ ●
７ｑＲ貢ＴＦワ， １５７４ ■ １４善＝元素書状 軍摩弄１貯 連中只　仔Ｉ中源屡衝

■　■言下Ｆワ １５７４ ●斉 厳島裾 廓楕札 一対蔚寺‾甘さ． －＝訓 ３１８

８∩〔天了下２ １６７４餌） ？？′卜旦Ｉｌ【隠せ・ｊ富Ｊ頁自修・口羽涌 昆・苗＝弄嘉 重量書経 源ｌ羞善 滑裏書 ｌｌｌロｌ旦申¶ ３４

８ｎｌ天下Ｆワ １日７４の） ワワ′卜旦 隆替・ｊ富Ｉ育貞億・口羽浦 島・吉日青森適量書状 滑義春 滑裏書 ‖ｌロｌ旦申¶ １六

Ｒ〔ワ．天了下１ １ｆ汀Ｒ ｌ ●吉川‾弄薫官１余さ出 ♯巌マニケ郎 蓮申２　伴謹由読

８∩３貢了Ｆ３ １Ｓ７戸〉 ｌ １六吉日元意 舌ケ：状 す：芳 合馬手甘善（皇国ｌ】乾写・島根庭河本）

８∩４▲芙荘３ １ｆ汀５ ワ ●
木花 八幡宮社靡清音確札 木棺 八幡神社榔 ｌ． 広島旦申Ⅳ ？１１３４

；● 貢洋３ １５７月 ワ≡・∫＝甫附青馬官ｉ余：さ拙 武永弥二郎 藩⊂如　 意永董介

８∩６一天了下３ １５７六 ３ 嵩目元裏書状 悍耳元 邑・♯ ト話者 主タ．♯袖朴甘書（鳥厨髭冨 ） 音字大計甘書

８０７天正３ １５７５ ４ ３堀立直正申１犬 国司元武・児玉元艮 堀立家諾文写
内海文化研究紀要第１６号５０、

ｒて島直中Ⅴ「煽 て７】３

８〔８貢符３ １５７５ ４ ２４＝ＴＴ屋久桂紀藷‾ケ 吉日有蓋†青首 吉日宴寸書 高一山　▼ ６１１ ５５ｎ

；一■天子Ｆ３ １ｆ１７ｆ；４ ●幕＝青森加 、状 柳ｌ火 馴′女署甘書 ★鮎訂ｒ申 １ｑｎｎ ４１２

８１∩天子Ｆ：１ １５７六 ５ Ｒ＝沢為虔記譜甘 吉日青馬 斉川家甘薯 苔Ｊ安甘薯１ ｔ　■ ■

８１１：芙１下３ １６７ｆ； 馬 ワ８戸井譜雪書経 きんち上せ 音刑 場 太宰府天満宮 吏料１５ フ４ｑ

８１ワ貢７下１ １Ｆ；７ｆ； Ｒ ワ８ｌｌ戌 畜宍Ｊ騨（活着）・臨終避暑紀語文 甫‖弄妻 吉日者寸書 需＝家甘薯 １ ５７７ 六１５

８１．３天ＴＦ３ １声】７ｆミ ７ －吉 Ｉ日石１計打序列憤 ＝漕財丁子鮎 越中１４く＝浦▲介） １勅書ワ（＝浦喫丘鯨）

８１４天詳３ １六７５ Ｒ １７幕 Ｉｌｌ青菜書状 Ｒ御蒜政友 Ｒ手打右京抽‡†寸書 ★礼訂「申 １９ｎｆ弓

８１６天下Ｆ：１ １５７５ ■ ｌワ苫 Ｍ有意一字一さ腑 塩屋孫ニケ郎 藩⊂如４く浅岸ヒ方衝門）＿勧善１（塩屋八賂青筋門）

引６買手Ｆ３ １６７ｆ；‖〕 １４′卜帽元ｉ甘露己藷甘 吉日元．妻・青馬 吉日安甘薯 苔 看寸書 １ ６１ワ 封氾

８１７某了下１ １５７ｆｌ１∩ １４意冬青綜紀 書文 菩Ｉ‖有蓋・青馬 吉＝家督書 士 ｌ妄甘書 １ ● ５５３

８１８天ＴＦ３ １５７Ｆｌ１∩ １４壷皇信ＴＦ外１４＿魚道書斎己妻主文 謄ｉ刀罵・一宮羞渚 苔 日豪‾甘書 素 ｌ宥甘婁１ ６】４ ５５４

引．
ｌ

卯天市３ １５７５ｌｎ ワ８吉川元長一：字書腑 伊藤滞京徳 門 藩中２　伊藤由一訪

８ワ∩貫了羊３ １５７ｆ；１１ １１重刑謹言善雄 了右１１ほ区好 閤 １５ｑ ／卜人　高大イ美東後手門 聞４ ？．　ワ７１

８フ１：完了Ｆ３ １六７ｆ；１１白魚 吉１１１青馬官韻書 出写 武永弥二郎 吉 日芽什書 吉 ｌ妄‾百舌帽＝隼 ７３４ ５４４

８ワ

８ワ．

８ワ
Ｒワ．

８ク
８ワ

Ｒ２
Ｒ２．

椚
８３

８：１
Ｒｌ．

８Ｍ
Ｒｌ

；
８３

８３

Ｒ３
８４

Ｒ４
Ｒ４

Ｒ４
…・聖

Ｒ４
Ｒ４

ワ天子Ｆｌ １ｆ汀５１１萬 厳島手回麻植札 一対蔚寺寸書 広 ｌ旦申ｍ １１８

３寄手Ｆ３

４貢ＴＦ３
６‾天了下３

６貢ＴＦＲ
７天芹４

Ｒ天ＴＦ４
９貢了Ｆ４

∩甫了Ｆ４
１天下Ｆ４

ワ天下Ｆ４
３：天子Ｆ４
天ＴＦ４

Ｒ吉子Ｆ４

６某ＴＦＦｌ
７貢７Ｆ５

８天７Ｆ５
訃天盲Ｆ只

∩貢了下５

１天ＴＦ５
ウ貢ＴＦ５

３寄手Ｆｆ；
一天了下５

Ｒ貢了下５
６二万洋５

１５７５

１５７ｆ；
ｌ六７５

１６７５
】Ｒ７ｆ弓

１ｆ；７６

■
１５７（ミ

■
●

●
１六７６
１５７ｆ；

１５７７
１Ｒ７７

１５７７
１５７７

１５７
１月７

１５７

１５７
１六７

１５７
１月７

１ウｌ ｌ南川元首書巻厨伯甫濠奥書 丙禅豪亜蘭書 ＩＲ読寸書 苔 妄甘登 別生 １ｑ７ １６７

１ワ

１ワ

１ワ
１

？
３

１１
１？

】ワ
１？

１？
１ワ

１
１

ｌ
１

７ １
７ １

７ １
７

７
７

７

．ワ１

．ワ１
．ワ３

１ｎ
Ｒ

１六

フ５

． ４
． ４

． ４
１１
１Ｒ

４
４

１

１．
１４

ワ４
？

？ １
ワ １

フ ワ

斉＝青森一字書棚

王制窟芹知行裔 千伏

斉‖音義ナ一顧 ：状
吉日青森官韻書用

吉日弄森官途書出
斉川元素 ・弄恩遇書写増派

寓＝青書紀話す
吉日青森・青馬逓室筈培：状

吉日元素 ・青馬適量妄堵状
斉川青森 ・青馬１重量知行前行：ぼ
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伴侶次 郎 藩中１Ｔｌ併伯音ク准

８６７貢ｌ６ ７Ｒ 六 フ∩害ＪｒＴ朋 打合 蕪円元祥 鵡Ｒ宕甘書巻３７ 中世の益［Ｒ Ｒ３
８６８貢【ｔ ７８ 方 ワ４裏手日蓮７「　堵堵は ‖　旦＝二郎丘徳 討 越中１〔ｌｌｌｌ旦マ＿巨撞子 ｒｒ畠直中Ⅴ ４ １】〔
８６９天正６ １５７８ ６ １第一富御宝殿僅札 宗像大社所蔵 宗像市史２ ５８１

－１
７０６

８７ｎ‾天下Ｆ６ １盲７８ ７ １Ｒ宗 弄嘉書状 蔚持平丘悠 ‘ 語録 や朗 １１１凰鐘后 ｌ
８７１天ＴＦ６ ７Ｒ Ｒ ５＝ニ需「Ｅ音詩己詰甘 恭一六書清 紺拍７　中日与未借 門 閲ク フ〔
８７２一夫了宇６ ７８ ８ １１＝ヒ ７ｒ馬書経 杏葉丘（森 陥嘉患） 祖ｌさ １森脇尊皇衡 広島但申Ⅴ

● １４６
１４ワ

８７３零ＴＦ６ ７８ ● １４士 暮雲状 今開経憲 署中１∩本案今拝ｌ際什書 広島庭中Ｖ １
８７４天昔 ６ ７８１？膳壷素 長一字書出 併々木弥十郎 連中相 伴々太九長嶺千）＿夢中６く併 々大権兵権子〉

●
８７ｆ；き正７ ７ｑ ？ １３幕 弄裏 白筈知行前行推 富 Ｉ手絡舌 吉日ｒ妄寸書 甫Ｊ＝妄寸書１ ■■８７６天子Ｆ７ ７ｑ ３ ３幕 ．嘉憫帯旺 妻紳 竹羊イモ 蓮中 １３楷♯滑子

８７７天昔７ ７ｑ １ １７弓考 行 人適量打ミ暦坪付 野 卜本屋街門尉 署 中ワ　野 卜宥 ノ壬釦書＝洋樋 口妄】鄭重
８７８天ｒ＿７ ７ｑ ４ １４吉 奈書状 壷打た嘉；轟 藩中 １月　査弱志！盛年
；　■：芳ｒ＿７ ７９ ５ ●高 鳥・■Ｈ十 蓮中５　円中膿丘彷
ＲＲｎ貢ｌ．７ ７９ ５ フ７＝ヒ 嘉豊津 湯原某紙 貯１１貫　ミ易ｌ育甘方衡門 紺３ ；
８∈…ｌ天ｌ．７ ７ｑ ● ●蕪 華茎 茸刈景灘 聞知巨富剖・女郎方衝門 閣１ 】∩ ８∩４Ｒ８ワ某了下７ ７ｑ ■ ●萬 青森紀 古‾す 呈岩＋修辞仇八タ． 聞知仁王刈‾女郎方彷門 閣１ １１ ８∩４
８８３天慣７ ７９ ７ フ７士 音義・兼渚弄俣・謄 刀尾・天野防音 ・杉原感書道墨書 ′ｌ、旦 日陰薯・ロ≡詞浦島・福原貞億 吉 日安す書 詩Ｊ‖妄‾釘書２ ■ ５５ク８８４天昔７ ● ； ６目漣＃積木衝門さ：ぼ ；ケう菱●羞麺 蓮中 １４ 塩屋上方衡門
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；；●‾天ＴＦ７ －１１ ？∩斉川弄嘉・隔†・芹鳥適量巨岩甘 羊妄宥甘さ ・大糾訂「申 ●； ４６１
８８７天了下７ 六７ｑ１１ ワ７卜侭Ｔｒ梯官冷害出写 款 卜与閃郎 欺 卜豪甘書 ★訃訂丁申 ■；● ４Ｆ；１８Ｒ８零ＴＦ７ 六７ｑ１ワ １４舌 ７「嘉・†‾保元棟・斉川掟舌 ・元馬連呈願書 勝島而★開始 厳島野：貯寸書 広丘且中 ロ ；　－ ４８１
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家中２〈元就公より信直へ当ル御書井信直幸〉、御書２

く♯か合方箇門）
８９１天盲下８ ｌ開∩ １ ？／卜旦 隆薯・斉川弄裏道墨書旺 漫Ｊ害毒細 聞 １１ｆｉ；鼻Ｊ亭甘方彷門 閣３ ４５
８９２天 ｌ８ ５８∩ ３ ２′卜阜 隆替・福原卓億 ・日刊涌邑・甫 １ｒｌ弄衰運墨禁削 照社 重機 社‾軒さ 蘭‖ｌ但東甘卓皇 ３＿豊作＃簡重 ワ
；●貢 ｌＲ 闊∩ ３ ？＝ヒ 羞仇 三二束適量禁削写 美作繰絆す書 屈ｌ‖ｌ庭７年甘書重 ３ ● ワ８６
掴４天 ｒ８ ５８∩ １ ５幕 青森書状 ５鼻Ｊ頁青沼 紺 １１ｆｌ湯原甘方後手門 Ｆ■・－ ５〔
８ｑ六＝右下Ｆ只 ５Ｒｎ １ １１苔 弄嘉書経 風音完成 閣 １ク１ 」乱右吉丘箇 閣３ ワ】∩ ＲＲ３

８９６天正８ １５８０ ３ １３吉ノｌ【元長知行宛行状 佐 々木弥七郎 藩中１３〈佐 々木九兵衛〉、家中６〈佐 々木権兵衛〉、御

さ１く伴々大孫宕循門〉
広島県史Ⅴ ３ １１６

８ｆ）７貢ＴＦ８ １ｆ泊∩ ４ １∩吉 川Ｔｒ裏書服 ５島原羞ｊ釘　 ■ 闇 １１５　主星庸甘方後手門 閣３ Ｒｌ
；■；貢ＴＦ８ Ｒ〔 ４ １六吉 言打 シ欝坪付 宇都宮羞佑 藩中８宇都宮大方悠門
錮９天了下８ ８〔 只 ｔ素 青書舌 状 屈ｌ太羞鶉 石見㈲太甘薯 皇絹】真申只 ６８１
９ｎｎ幸市８ Ｒ８∩ 只 ワ１萬 元羞さ推 屈ｌ二女真説 右 冒．闇志せ善

●■ 力こ　∈沐 柏∩ 六 ワ１萬 元素書状 都野ｊ眼中宇 ；韮中４　‾大畠省＝郎
●■ 力こ　∈鉢 ６８∩ 月 ワワ吉 元素書状 都野扁戒中等 ・三振匹ｌ鮎 連中４く☆畠省 ＝郎）＿租ｌ善ワく大鳥酒井衡門）
■● 有子Ｆ８ ５８∩ ● ４羽柴寄寓記譜‾新宝 憧ｌ音〃甘薯絹再読寸書 諸富すさ塞） 広島直中Ⅴ ？ ６ｎｆ；

９０４天正８ １５８０ ６ １２吉ノｌ元春舌状 猫額左衛門尉 閥１５８〈飯田与一左衛門経木原平蔵〉、語頭 た５〈田
鰐申苺） 閤４ ９ ２５７

９ｎｆｉ天了ＦＲ １５Ｒｎ ■ ワ１吉 ＿羞竜田士 器閉弄 董 蕪Ｒ看官善 中１甘の蕪円５４
●●一天下ＦＲ 隅∩ ７ ４士 姦書経 湯原去細 聞１１貫　５易ｌ育す方衡門 閲３

■９ｎ７零下ＦＲ Ｒ〔 ７ ２４吉 行 人適量善服 右 目結字 右 胃＿苗Ｉ川妄甘さ 吉川案甘薯馴隻 ３７ ■
←●；貢了下８ １Ｒ〔 Ｒ ワ１吉 ７「羞官冷書棚 書彦二郎 宮中　 青松 巣　 、

■●－天了下８ ８〔 ８＝ｌ＝ ′　ヽ 、ｌ更生者適量詰己藷甘 苗＝者寸書 斉川安す書 １
● ■ｑｌ〔貢了手Ｒ Ｒ〔 ■ １吉 ＿毒害推：ほ 布ｌ如ｊ抹抽朴鹿野園丁寺内所蔵す善 邑前厄申 － ７偶

別１貢了手只 ８∩ ■ ワＲ吉 露基行 人１重量書、状 ｌｌ＝且墨宕鯨門尉 日日邑署甘毒＿連中 １∩く【圧皇＋介〉 ｒｒ皇直音す老嬢瓢己宰ク ワ４ ８５
９１フ天昔 ８ ８∩ ● ●嵩 秦碁堵壮 ノト野財†ク准 連中４′卜野半☆＃ 広島ｌ旦申Ｖ １ ｑ４
● 言下Ｆ８ Ｒｎ１∩ Ｒ萬 三　一之． 高 ＝ｌ経首 石冒＿吉日ｌ宥‾針さ 吉日署甘善部ｌ集

● ●
９１４天７Ｆ宍 Ｒｎ１∩ ７‡ 大社遷宮儀式 入日々篭 社基行　 艶占抜寺・盲勝幸 ・：泰蓋蔚 借主妄甘さ ■大細町中 ワ∩（１４ ４ｆミｑ
● 吉子Ｆ８ Ｒｎ１∩ Ｒ吉 ．裏書服 蕪円青 畳 豪岳ＦＲ宥甘書巻３７
●　■貢７Ｆ８ Ｒｎ１∩ １３青 罵さ 十 ≡キーｌｌ綻筈 右胃＿吉Ｉｌｒ妄寸書 吉日看官善馴塑 ８ｑ Ｒｌ
９１７■天市８ ８∩１∩ ワ∩高 羞毒打士 膳止藤一大ま［守 道中４（障山路単素循 門）夢中４隈踵署 知者〉
９１８天下Ｆ８ ；●１∩ ？１宗Ｊ‖弄裏書推 鮨枯平長衝 藷 浸や再４ １日【旦き追Ｊ毒 ２
■　　●某了ＦＲ Ｒｎ川 ？７幕 元素書推 高ｌ日経等 石眉＿吉日妾寸 書 吉日ｌ妄甘善馴重 １７ １∩
←　一：弄ＴＦ８ Ｒｎ１∩ フ７＝ヒ 弄嘉毒打士 吉日ほ穿碁 右目＿斉川安す書 罵＝署甘書馴塵 ● Ｒｆ弓
－ ‾天了下８ ８∩１∩ ；吉 講義鷺事ｌ 芽申　 拝佑 豪・阿木孫・太郎

－ 天下Ｆ８ ８ｎ１∩ ワ８♯ ト羞普≠国号 ♯ ト暴徒 茶房苗 丁目蒙甘 薯 妄Ｊ＝妄　 善書 糾墜 １ｆ；∩ 】構
● 永７＊ ８ｎ】ｎ フ８素Ｉ弄嘉≠封モ 老Ｒ野貞盛中等 ・琳匹順Ｅ 衡書ワ一た烏酒井循門

一　一言下Ｆ８ ８∩】〔振 ＝ｒ名 ＝園樹状写 牛崖‾方１諸方惜門Ｅ寸 生＃甘書

９２５
天正

１鉢
１５８０１１ ７吉川元春書状 巌成寺・高勝寺・本革坊 佐革家文書 大社町史 ２００９

●　●天了ＴＲ １戸ＩＲｎ１１ ７茜Ｉ‖弄裏書庶 園冶北島女萱 北畠署甘薯 ‾舟紺町中 フ∩〔Ｒ
■ 貢ＴＦ只 Ｒ〔】１ 】７ｌｌ慮弓矢罵鮎・＝円内箭承・二宮右京漁連呈打滑津　 ■ 腐臭手簡ｉ書鮪 ｊ富農書甘さ（畠絹 ｌ旦右裾）
●　…＝芳子Ｆ８ Ｒ〔１１ 】７ｌｌ阪弓矢宕鮎・＝Ｆ口内盲た束・二宮着京推遺書書状 鰭泉書店ｌ漕士貴 ・喜説　 連一　 扇■さ星　＝・孟
■　　●貢ＴＦＲ ８〔１１ １７害 元森妄堵状 題長 春厨 蕾鮪 温良寺甘書 （島根且有讃）
耶〔貢ＴＦ８ Ｒｎ１１ ■’右 茄 姦劃 尤 貞折柘平丘格 弐姥墨や５４　日１隠鐘扁ぺ

一 天子Ｆ只 ８ｎ１】 ２ｎ仁保弄指事推服 款 卜方彷門酎 欺 卜者‾㌻さ ‾舞紺町中 ２ｎｌｎ ４７４
ｑ３ワ芙ＴＦ只 Ｒｎ１１ ワ〔′‾保元棟安 野適量墓室 軟 卜方借門酎 赦 卜者■すさ 大社甘「申 ワｎｌｌ ４７４
● 貢盲下Ｒ Ｒｎ１１ ワ∩√‾侵弄描茅 野適量巷光 緻 卜方複門酎 放 卜者‾ケ善 ‾た許訂「申 ワ〔１フー ４７４
９３４天盲Ｆ只 ８∩１１ ●杵垂一方紆聞軌跡遷宮次第 錯湘寺 ＩＲ酎 書 大利甘「申 ワｎ１４ ４７５
● 言下Ｆ只 ８∩１１ ２８桂圏＝基衡塞忠外一名六許無開音付：状 放 卜方箇門匡寸 ☆陸封‾大所袖朴闇係甘書 皇柑偲 八腐 乱申

ｔ １８８
■　■貢７Ｆ ８∩１？ ー幸目元鳥篭Ｈ尤、 吉川綴喜 宗旨甫 ＝蒙甘薯 ‡与１日宥甘薯馴隼 】Ｒ １１
■ 貢ＴＦ ８∩１？ ８斉Ｊｌ露姦行 人；重量書こほ 脚長与匹蘭 肝援忠相蔵 烏絹但申宍 ●；
■　； ；●１？ ■赤松敢 …　－ 吉日ｒ卓抜 高Ｉ＝宥甘さ 吉日芽寸「さク ｌ】１８ ワ７３
■　　●天下Ｆ９ Ｒｌ ｌ ク甫 弄羞官途書出 森脇新竹郎 蓮中１６　壷Ｒ蕊修苛

鋸∩貢了下 白１ ｌ １４告 ｌ青首 自筆膵名書出 南川繹言 善目安す書 古川宥甘書 １ ６７５ ６∩６
●一 言下Ｆ ８１ ｌ １４吉 ≠甚‾喜一字書出 要柵 マ方衡門酎 連中ユニ富護八

ｑ４フ貢了下 ８１ １ ●斉 霞轟行 人；重量制 ☆ ｒ訂太羞諌・二；ケ孫右衝門酎 石旨届ｌ太寸書
叫１言下下 Ｒｌ ？ ●寺考 弄嘉・青馬遺書書状 重層静光 批　　 ≡貢　 誹 ・∃
９４４貢ＴＦ ８１ ２ １＿六与与 元素官韻書出 択野触 和郎 手打書２一大皇主音方惜門
ｑ４５貢ＴＦ Ｒｌ ？ ２１吉 ・芹尾州諦：状 ＝ＦＲニケ郎市郎 藩中１ｈ ｌ＝田平沖右箇門

９４６天下Ｆ Ｒｌ 「 －甫 １弄意・青馬遥室豊北 宰】要紆う隼 之・・－　 ヨ員眉紺
９４７天下Ｆ 日１ ？ ●吉 １絃看護：状♯暦甘 嵩‖▲秦丸（嘉茎要） 石見斉 川安甘さ 嵩ｌ‖署‾甘さ別集 ワＲ ワ１
■‘；天洋 １

１

１
１

１
１

１
１

１
１

ｌ
ｌ

１
１

１
１

】
１

只１ ？ ●
７

７
１〔

１１

１５
ワｎ
ク〔

】
１３

１１

●
１？
ワ７

；
ワＲ

】３
ワＲ

害

吉
喜

害
素

壬
妄

苔
素

苔
甫

＝ｌ＝
壬

♯
吉

吉
屠

∃＝

拓宥謝 モ 毒‖▲毒力．（絃苫） 右眉＿甫 Ｉ‖署甘書 苗‖署甘書馴隻 ■ ？？
ｑ４９

●●

■
■

ｔ

．９５４
●
●●
ｑ六７

■；

●●
ｑ６∩

■●
■●

■●
ｑ６４

－●

貢
貢了下

天ＴＦ
天ＴＦ

天昔
天子Ｆ

天滞
天昔

天昔
貢ＴＦ

天昔
天芹

天下Ｆ
甫７下

天洋
某７下

貢ＴＦ

８１

８１
８１

８１
８１

８１
８１

８１
Ｒｌ

Ｒｌ
Ｒｌ

Ｒｌ
Ｒｌ

８１
Ｒｌ

Ｒｌ
Ｒｌ

１

３
Ｒ

４
４

４

４
６

■
６
７

７
７

７
７

Ｒ
８

講 姦
慧 ．

き霞‾

擾青首
弄・幕卓出

青馬．ｈ
弄鳥◆

蒜 姦
Ｆ⊆墨子

青森

崖ｌ
羞佳
弄羞

き姦‾
さ喜己

経書／

竜田☆
廿厨 ：状

元馬連室書経

一斗サ
増光
☆

ロー▲
青菜連署等増光

知行前 行：状
〒人適量書経

細 十
毒日貨

竜田モ
卓出☆

推

后ゑ書 出

′卜等Ｊ東尾緻・′ト笛原島治

悲喜手代蒜
壷８蕊真義・盛業丸

牛 ト＝Ｈ婁軋
草屋好捕・．短松丸

鳥古少与罵郎
膵：帥蛛宕郎

寄居静う隼
野 卜岩徳門酎

野 卜女徳門Ｅ寸
国富一斉僚・併廿音符・脾耳元 邑

蕃崖酔う隼
吉日ほ答碁

☆朴馴☆

璽柄′卜＝郎

萬Ｊｌｌて萎せさ

妄三－一 三・臼
越中１貫姦ｍ！区牛

夢中３ 寧居芹・勧善

（１Ｒ）八青書Ｅ待丸木†女丘箇所読甘さ
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９６６天７下 １月８１ｌ〔 ｌＲ苫 ｌ弄妾・青馬適量真書 円公偏前守 ． 題申５く円仏釘ｌ三郎）書中只（［Ｒ〃〉芽　 屈ｌ本孫一太郎〉
９６７貢了下ｑ １５Ｒｌ１∩ ２４高 線素 自筆甘薯 ♯ ト羞任・壷８盈羞朝 吉 １日宥甘薯 吉 日署甘書２ ｑ〔∩ ４９

９６８天正９ １５８１１０ ２４吉ノ経家 自筆覚書 盲Ｊ亀寿丸 （経冥） 石見吉川家文書 吉 家文書別集 ３０・
３１

２３・
ワ４

ｑ６ｑ：斉ＴＦｑ １５Ｒｌ１∩ フ４素 霹妾禰息自筆拝甘 苫 裏罫碁 石 戸高Ｊ＝妄寸書 素 署甘書馴隼 １４１ １１４
ｑ７ｎ貢ＴＦ ； １∩ 釦持碁 芹・＝ｌ乱打欝適量首婁 ■ 苗 経寄 石 冒＿吉Ｉｒｌ署寸書 苗 妄寸書削塑 １４８ １只３
ｑ７１天芹 Ｒｌ１∩ ワ 嵩Ｊ＝妻品著書酎士 あちも丁・▲秦・▲石・とく弔 宗 旨吉＝ｌｍ 吉 宥骨壷馴皇 １４∩ １３３
９７ウ〉天了下 Ｒｌ１∩ ワ 吉Ｊ＝鐘寄書服 羽柴毒苗 右骨吉川家督善 苗 豪甘善馴皇 １六】 ■
９７３天下Ｆ ８１１∩ フ 苗＝掟妄 自筆書状 苗 経等 石 日．吉日安甘書 吉 妄甘善別隻 １３７ １３１
ｑ７４＝天下Ｆ Ｒｌ１∩ ？７素Ｊ＝晃 姦毒打☆ 高 経書 宗 旨吉日ｌ妄‾ケ善 素 安甘薯馴隻 １ｎ４ 銅
● 零下Ｆ ； １∩ ？ 害 ｌ元愚書推 嵩 接筈 看官吉川宴甘書 苗 妄甘書別塑 １∩６ １ｎｌ
ｑ７６冨７下 Ｒｌ１∩ ワ 壬 磋青書推 嵩 裏芸筈 茶 毘吉日安甘薯 苗 署セ‾書馴隻 １∩７ １ｎｌ
ｑ７７貢ＴＦ Ｒｌ１１ １ウｌ益閑弄謹書推 高 綻筈 右 日吉ｆｒｌ富甘さ 高 妄甘善別室 １ク４ １１７
ｑ７８’天了Ｆ ８１１１ １Ｒ姦随意朝雲適量書経 柵 幸思 ‾斤冒＿袖鮎 抽士洒太市穎盲伯ｔ訂 卜伸嬰 再読文書 邑】狩ｌ邑申 ２∩８ ■
●　　●‾天下Ｆ ８１１１ Ｒｎ壬剰 窪青書推 需 遥答 石眉＿吉日安甘善 吉 日安文書別隻 ｌｎ∈～ ●
●；●天ＴＦ ８１１？ ？刑届書推 高 綴字 右 冒＿吉１ｒｌ署甘薯 苗 １日署甘巷馴墜 １ワ月 １１８
９８１天下Ｆ Ｒｌ１？ １∩善＝青森知行前行状 今Ｒ羞知 寄⊂如 今円帯刀什善

●； 貢ＴＦ ； １？ ２∩甫＝元書巻状 苔１ｒｌ経字 宗 旨１書目ｌて萎甘毒 ＝ｌ＝ 安す古訓隻 Ｒ４ ７ｑ
－； 天芹 ； １ワ＝ヒ 斉＝青馬書巻僧以徽史書 ・・・・－　▲憲凹　 ；Ｔｌ由　一 萬 署‾甘薯馴生 １１３ ●●
９Ｒ４天正 ８１ 天洋九生村【は一都帳 ｌ‖コ且甘書館所嘉す睾（村Ｉｌ膚稚胡伽旨） 広…直中Ｖ １ １２８３
－； 天下Ｆｌ〔 ； ．１ ？吉川弄妻帝編者刷 宇都宮羞休 藩申Ｒ　宇紺 碧大方衡門
ｑ８（ミ天正ｌ〔 ； １ ？∩′、旦 川路貴書推 苗 路字 有 旨再目安廿書 吉 日署甘書馴隻 ● １１３
９８７‾天ＴＦｌｎ Ｒ２ ワ １∩吉 ・講裏書腰 下右 妾億 藩中２寓Ⅲ懐瑞増托こ靖孫十
９８８天下Ｆｌｎ Ｒ？ ？ １１苗 青菜官途善用 轟 駄犬 越中１６轟臨管介

－；一天下Ｆｌ〔 Ｒ２ ワ １ワ′美春腐臭さ推敲写 高 ノトニ女郎（提要 ） 右 日高ｆｒｌ妄寸書 吉 妄寸書馴隻 ● １７ｎ
ｑｑｎ天斥Ｉｎ Ｒ２ ク １３吉日紆妄語す 高 ▲養 魚（ｊ区普）・万里苫養丸 右眉＿苗Ｉｌｌ妄甘馨 高 妄寸書別豊 １∩：１ ■●
ｑ． 言下Ｆ 〔 … ？ ●

苗＝青森・元尾道要看増派 願†－＝≡雲－ モ朽：総元顔面寺 旧哉甘者 高 芽‾ケ毒馴皇 ワ４ １７
■？零下Ｆ 〔 Ｒフ ワ フ∩苔 ｌ弄羞・元尾道書芸増派 嵩 経筈 右 目高一ｌｌ署甘書 苗 署甘さ馴隻 ８ｆミ ８∩
－３天芹 ∩ ８ワ ２ 沓 怪一筋 肖像審 家中３馨応周師 肖像響

●４天市 〔 Ｒワ １ １４善 ・芹羞・青馬遺墨毒服 苗 経等 石 昇吉日安文書 害 宴甘さ馴集 Ｒ７ 白１

●５天下Ｆｌ〔 ８２ ３ １７斉 弄憲・・諮騒乱宴さ推 苗 経碁 石眉＿善用安す書 吉 妄寸書馴隻 ８８ ８ワ
一，天下Ｆｌ〔 Ｒ２ ４ ｌ嵩＝青書毒打尤 今ＦＲ経高 宥中１∩本冥今 田壬什書
一７天下１０ Ｒ２ ４ Ｒ厳島神宮前常軌綺崩ヰ甘 枯弄休・横型源宕衡門酎・福階許 女 厳島野：貯甘薯 広島偲雇Ⅷ ； ＝】６∩
■；天芹 ∩ ； ４ ；壬 Ｆ妄一一條　 車中　 椎骨青物 幸甘 【員有元 良・要犀弄措 厳島野：貯甘善 広．＿但中 ロ １只Ｒ４ １〔儲
●ｔ天芹 ∩ ８ワ ４ １１壬 ｌ弄清志行 人適量厳島社音読官物絹り拝甘 棚守弄行・併武姜女・一重士寓・椰守青銅 厳島野：貯官舎 正＿＿直中 ¶ ● ｔ
１∩〔∩天芹 ● Ｒワ 六 １３苔 「禰 紀青書甘 ′一億ま内・大亜 阿 川羞利甘善 ・‾大信城天守邑８　蘭５く壬刹１牢未棲門〉 閲１ ３７ ●
１∩〔１天下Ｆｌｎ Ｒ？ ６ ４羽柴毒害紀藷甘 真東ｌ磋弄・吉日弄妻 ・′卜旦 日陰景 飯拝ｌ甘書 ｌｌロｌ旦申 ¶ １
１∩〔フ〉こモ市１∩ ８ウー ６ ■′、旦 川路景・吉日斉憲 ・暴利輝元連署紀讃文 伊智者女 ｌ甜２９　♯原孫方衝門 聞１ ４ ６９４
１∩〔３貢７Ｆｌｎ Ｒ？ ■ ３素 青首・宗主ｉ立韮知 行二前行躇 古書ｊ姦薯・▲毒丸（経書） 有 日吉‖穿寸書 吉 川宥■甘書帽日豊 ● １１
１〔ｎ４天７下１∩ 招 ■ク４☆【ｌｌ専属鎚棟札銘 ‾た‖ｌ幸‾大Ｉｌ肝「‾た１１１手筋盲た甘書 邑取ｌ邑申 一 ７８∩
１ｎｎ六＝モ市 ＝１ Ｒワ１∩ １１高 元素ナ草書出 歳暮孫十郎 ∫こ≡■■　 ・一　良二主
１∩〔６天昔１∩ ８ワ１ｎ ２３高 有毒・官弄尾道呈書状三 据 爵－ト鮎 圧ｌ冶手宮前‡轟‾育重婚写 ☆社町丁申 ２∩３８ ４ｑｎ
ｌ〔ｎ７天了下１∩ ８２１ｎ ワ４斉 青菜加 ：状 神事熊蒜 妄申５茸野堰ｌ太郎

ｌ〔∩８天芹＝１ Ｒ２１１ １４苗 【元森袖刺青＝露轟行 人達呈打勝旺 ♯下方患束 藩中２　♯下篠方衡門

ｌ〔ｎｑ二万盲羊 ∩ ８２１１ ●河野嘉楯・ｌ膵Ｒ‾芹芹乱罫書服 袖手朴 人 ‾育日抽許婚士柵太子Ｆ穎寵伯訂ｒ卜伴塾所蔵甘薯 邑節度申 ワ１∩ ■
ｌ〔１∩天昔】∩ Ｒフｌワ 某伽宗派 藩中 １６　召捕引手介

１〔１１天昔 ｌ ８３ １ ■
青 青謝 首さ出 併藤与丘衡 Ｅ三…　　　 …左：芸　－

１ｎｌク天了宇１１ ８３ １ ●茜 兼官官韻舌 出 姦臨歌津鮎 越中 相　姦臨拡牛

‖１１３天子Ｆｌｌ ８３汀） ｌワ苗 ｌ弄嘉・′卜旦削除最速宴紀請甘 伸官寄女 閲２ｑ　♯原孫方術門 甜１ ■ ■●
１ｎ１４貢γＦ】ｌ Ｒ３ ワ ●′‾僅弄椎書経 同義着祐・票Ｐロ郎 累 日．同志甘さ
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１２１３天 汀 １只 ｌＪ弓９〔 ワ クワ 青 首 訂
広 島 ｌ旦 中 一 ワワ∩ワ ●　 ●

１２１４ 天 子Ｆ ＩＲ １ｆ；ｑｎ ４ ＝ヒ ｔ 尾 山 八 幡 宮 社 稚 叢 音 揺 軋
手 代 ［Ｒ甘汀 申 －　●

１２１５ 天 子Ｆ １８ ●● ４ 寺 原 八 幡 宮 社 稽 港 市 棟 札 手 代 ［Ｒｔ町 中 禍 ８

●
天 昔 １Ｒ １５ｑｎ ■ ワ１ 八 雲 増 井 馴 ☆ ラ幸推 推 仕 １廿 与 ＝ 方 箇 門 酎 Ｊし卓 ：幅 抽 朴 体 重 箸 ‾針 善 大 利 訂「申 クワ６７ ●●●

１ ７ 貢 ７Ｆ ｌ只 ■一 ８ １∩ 八 雲 婚 社 馴 ′上 梓 推 ：ぼ 伴 僧 与 ＝ 方 衝 門 酎 八 雲 精 神 社 併 葺 宥 甘 書 大 利 訂「申
●； ６∩７

１ ８ 貢 ＴＦ ｌ只 ■● ｑ １８ 暴 利 穣 元 響 応 Ｒ芽 １ 許 宥 再 読 寓 寸 書 笠 ・休 葺 署 大 社 町 甘
● ８ワｑ

１ ●貢 ７Ｆ ｌ只 １開 〔 ｑ １Ｒ 善 臣 毒 甫 勧 虎 口 妻戸 手 刹 ｌ妄 甘 善 壬 剰 ｌ寄 甘 書 ３ ８６５ １１４

１．ワ∩ 貢 了下 １８ ｌ開 〔 ｑ １８ 暴 利 家 髄 備 前
広 島 直 中 丁 ワウワウ

●
１ １天 ７下鍵 －● １∩ ５ 吉 日 店 家 官 途 書 出 【＝［Ｒ次 郎 宕 郎 蓮 申 ｌ＿ｎ ｌ 開 平 ヤ 表 徴 門

１ ．ワ 貢 ７下 １８ ●● １∩
■ 吉 日 正 家 書 状 伊 東 養 成 藩 申 ２く石 十 郎 丘 鯨 ）＿妄 申 ３（右 署 勧 善 輔 写 〉

１ ．３ 天 了下１８ １月ｑｎ １∩ ● ＝ 吉 信 高 ・Ｔｒ意 重 量 綻 藷 甘 吉 日 店 家 苗 ｌ署 寸 書 苗 ‖ 署 甘 薯 ク
－　 ● ９∩

】 ．４ 天 昔 １Ｒ １ｆ；９∩ ｌク ８ 妙 案 寺 風 見 書 推 吉 Ｊ日経 普 石 ＿吉 日ｒ蒙 ‾ケ 睾 吉 日 安 甘 薯 馴 隻 １５７ １７∩

】 ．５ 雰 ＴＦｌｑ ● １ １１ 紫 沢 元 信 指 名 書 棚 Ｉ訂 オこ手 怯 風 速 ：署 す 書 （鳥 防 ！転 写 ・鳥 柁 但 伴 壷 村 ）

１２２６
天 正 １９

（ ｎ ｌ
１５９１ １ １１ 毛 利 輝 元 條 々 写 佐 世 与 三 左 衛 門 武 田 金 三 氏 所 蔵 文 書 ． 広 島 県 史 Ⅳ １ ９４９

１クワ７ 貢 了下 １ｑ － ？ ７ 吉 日ｒ帽 ≠打尤 官 許 寮 復 円 酎 蓮 中 １４ 音 墓 前

ｌ ８ 天 幕 １ｑ ● １ ６ 暮 蘭 書 貰 甜 ・伴 情 弄 裏 道 茎 裏 書 光 軍 産 彦 東 嶺 押 可尉 ・桂 方 患 助 斉 ｌ宕 甘 さ 吉 川 宕 寸 書 ク ｑ７５ １３７
１ ■冨 了Ｆ１９ ■ ３ １３ 畠 田 毒 詩 集 ｍ 知 行 日 塵漫 河 些 筈 芸 事 瀬 壬 署 寸 書 壬 剰 一貫 ‾百舌 ３ 購 ７

●
１ 〔 天 ＴＦｌｑ ● １ １３ 菌 胃 毒 害 美 都 知 行 目 線 手 手＝漣 〒 吉 ｌ富 ‾百 舌 斉 川 蒙 甘 書 １ １ク〔 ８６
１ １ 天 了下 １９ 一 ４ ワ∩妙 秦 春 情 ｌ息 巻 田舎 吉 日 経 賓 石 ．吉 日 家 督 書 斉 川 安 す 書 別 隻 １椚 １６７

】 ２ 天 ＴＦ１９ １５ｑｌ ４ ワ１ノト旦 ｍ 隆 替 さ 旺 吉 日 鋒 首 石 ．南 川 妄 寸 書 喜 Ｉｌｌ妄 甘 善 別 塑 １１１ １∩５
１ ３ 天 昔 １ｑ ｌ開 １

● １１壬 利 運 青 竹１帯 状 和 式 ；駄 作 （青 葉 ） 和 式 芹 太 郎 什 善 害 Ｊ日豪 甘 善 馴 墾
●ｔ

４∩８

１ ぢ
天 昔 １ｑ １ｆ；ｑｌ ８ １４ 嵩 Ｊｒｌ仁 者 竹一語 ：ぼ 縫 官 業 道 中 Ｒ　 内 こ貯 他 方 衡 門

１ ５ 天 子Ｆ１９ ● １∩ ←吉 １１１惰 相打 厨 廿 今 円 オ 律 藩 中 １ 今 ＦＲ他 方 後 ‡門

ｌ
●
貢 了下 １９ ● １１ １ ト絹 緒 言 記 譜 ‾ケ 後 藤 青 方 衡 門 酎 尾 山 口 庭 中¶ ４

ｌ ７ 二万 γＦｌｑ １ｆ；ｑｌ １１ †？芋 芸 闇 ‖ ｌ麒 ≡郡 中 原 村 内 打 謄 押 付 ｌｌ【［Ｒ甫 丘 衡 ｒ＝□ 旦 セ ‾書 経 許 諾 寸 書 仙 【同 署 甘 薯 ） 広 島 風 申 Ｖ フ ４ｎｑ

ｌ ； 天 昔 １ｑ １ｆｉｑｌ １１ †１ 帯 川 正 業 書 状 富 国 書 当 借 枯 妄 信 ｌ寺 甘 書 新 修 島 根 偲 申 ‾ ４ク４

ｌ ● 天 子Ｆ】９ １ｆミ勺ｌ １１ １４ 主 剤 露 義 行 人適 量 打 謄 坪 付 ‾た ＝呑 大 丁 財１ 藷 技 ・太呑 ＋ 酪 卓 掛 算 】妻 広 島 県 申 Ⅴ ３

１２４ｒ）天 ７下 川 ■ １ｌ フ∩ 主 剤 霞 姦 行 人道 暑 打 謄 坪 付 伊 藤 新 ＝ 隙 ｉ書 １ノク 伴 議 事斤読 閤 ｉ■ｉ崖 １∩

１フ４１ 買 ＴＦｌｑ ← １ワ ５ 卓 ：利 霞 義 行 人打 謄 坪 付 山 円 青 票 １１１拝ｌ署 寸 書 広 島 風 申 Ⅴ ３

１ 天 ＴＦｌｑ ■ １ワ １４ 手 ：利 ‡左 京 前 行 ：ほ 壬 刺 青 替 烏 ｌ存圭 末日甘 書 （元 許 イ〉￥差弄 慮 １訓 元 清 汀 ク 汚 す 広 島 県 申 Ⅴ ５ １７８

１ ３ 天 市 １ｑ 一 １ワ
ｔ
妾 仇 ・麦 信 遥 室 書 状 蔑 官 給 人 新 ケ 郎 替 ｌ【ｌ妄 甘 さ （塵 灰 ｌ！穀 冨 ）

１ ４４ 天 正 １ｑ ■ １２ １７ ′卜旦 川 路 貴 書 状 売 主書　 弄 ｌ畜 ｌｌ一口 且 甘 薯 鰭 拓 哉 甘 書 （謄 ｉ刀二 郎 方 衝 門 盾 ） 広 島 眞 申 Ⅴ ワ六 ３Ｒ８

１ ５ 天 市 Ｉｑ － １ワ フ∩ 吉 川 露 奉 行 人道 蕃 注 文 紺 屋 鼻 神 礼 再 読 甘 さ 邑 恥 且 中 ２５１

１ ●
天 ＴＦｌｑ ● １ワ ワ∩ 宗 一＝ モ 暴 行 人手丁謄 坪 付 鮒 岸 鳥 神 社 前 箭 寸 書 良 師 凰 中 ２月２

１ ７ ● ● １ ３ 斉 川 丘 安 官 冶 さ 出 有 【踊 折 六 海 中 １４　 樋 口 社 方 衡 門

１ 倉 天 ＴＦワ∩ ｌｆ弓ｑワ １ ５ 尊 停 ＝毒 素 辞 書 萬 Ｊ＝富 甘 書 吉 Ｊｌｌ署 甘 善 １ １ワワ ；■

１２４９ 天 正 ２０ １５９２ １ 喝 繁 沢 元 氏 書 状 周 存 東 宝 洞 泉 寺 文 さ 、家 中 ８〈洞 泉 寺 〉
山 口 県 史 Ⅲ 「洞 泉 寺 」５、広 島 県

申 Ｖ Ｆ ５ １５４

１ク５∩ ：芳 ７Ｆ２∩ １ｆ；９ワ １ 音 字 毒 ケ柁 善 出 愛 国 中 洞 些 声 円 債 音詩（苔 Ｊｌ肱 妄 ） 害 妄 甘 書 苗 Ｊ＝宕 寸 書 １ 】ワ５ ９ワ

】ワ 】 天 下Ｆ２∩ １ｆ；ｑワ １ 酋 停 壱 次 清 書 伯 蕃 ＝ 郡 ク 肉 河 婆 戸 田 倖 祥 （吉 川 広 喜 ） 苗 ｒ署 甘 書 吉 日ｒ署 甘 さ １ １２４ ●
１２ ？ 天 子Ｆク∩ ● ｌ 善 臣 春 吉 空 尉 ｌ 茜 妄 寸 書 吉 川 安 寸 書 １ １？１ ｑｎ

１ワ ３ 貢 ７Ｆ 只∩ ● ？ １８ 甫 附 正 寄 書 推 服 袖 魂 鈷 欺 卜者 －す 善 ☆ 社 町丁申 ワ舗 ５ ●；
ｌフ５４ 天 昔 ２０ ■ ク １Ｒ 斉 肘 「貫こ著 者 胃 （？ ）ｉ豆 喜 劇 ｆ 芹 厳 春 ；竿 勝 幸 甘 書 ｒ皇 図 艶 冨 ・島 根 但 邑 智 王報）

１ク ５ 貢 了下 ｍ ● ３ ７ 財ｌ長 居 青 書 旺 後 野 点 孫 ‾太 郎 隠ｌオ 毒　 舌書 島 野 ｌ影 写 ・烏 柁 慮 伊 志 村 ） 鳥 棺 直 中 ７ ７７１
ｌワ

●
‾天 ７Ｆ ク∩ ● ４ ；害 旧 店 看 官 冷 卓 出 慎 円 ′卜十 郎 藩 中 ３ Ｊ専 開 封 方 枯 門

１２５７
天 正

ワｎ＊
１５５１ ６ ２７ 松 田 珊 三 郎 大 刀 寄 進 状 秋 上 七 郎 大 庭 村 神 魂 神 社 文 書 島 根 県 八 東 郡 史 ６３ ２２７

； ‾天 ＴＦ ２０ － １ワ －
堅 洞 弄 ｌモナ招 請 は 松 元 こ１ 苦 ・・】・ｉ・壷 幸 ７ｑ　 松 ：左 官 ｉ青

１２ ● 天 下Ｆ ２∩ ■ 肝 明 出 陳 持 運 重 蔵 嶺 せ 誓 喜 妄 ‾軒 書 斉 川 豪 甘 薯 １ ７４フ ７１３

１？ ∩ ‾Ｆ 禎 フ － １ ワ７ 有 閑 三 成 さ 撒 吉 Ｊ＝蔵 人 ノ衣 高 ｌ妄 甘 さ 妄 Ｉ‖蒙 甘 さ １ ● ●●

１２６１ 文 禄 ２ １５９３ １ 豊 臣 勇 次 朱 印 状
羽 柴 冨 田 侍 従 分 領 出 雲 国 中 其 外 所 々 留 主

居 中
吉 ノ 家 文 書 吾 川 家 文 書 １ １２６ ９４

－
甘 浸 ワ ｌ朋 ３ １ 音 字 轟 々 集 日 月☆ 羽 築 苫 円 債 群 偶 絹 伯 蕃 ＝ ≡郡 王 外 厨 中 吉 音 寸 書 斉 Ｊ‖著 す 善 １ ７４Ｆ； ７１７

１？ ヽ ▼　　 ・ － ４ ？？ 紫 沢 元 踪 感 服 森 陥 黒 尾 衝 酎 連 中 １６ 森 隙 間 介

１？ ４ ▼　　 ・ ● ４ ク？ 紫 沢 元 踪 感 状 越 中 １６ 轟 隠 田 介

１２ 六 甘 禄 ２ ｌｆ；ｑ３ ４ フＲ 熊 谷 信 肩 書 状 青 首 能 谷 妄 一軒 さ 一方 Ｒ ：泰 ＃ ‾甘さ １４ １７ワ ●
１ワ ６ 甘 禄 ２ ● ６ ワワ 苫 ＝ ｌ惰 書 こば ま兼 寿 患 ☆ 連 中 １３く土豪ｉ書 メく） 夢 中 郎 楕 弁 ク 弁 〉

１？ ７ 甘 鐘 ２ ● ６ ワ 吉 日 け訂妄 重 光 姦 随 一 紙 京 衡 門 藩 申 １月　 轟 陥 区 牛

１？ ８ ▼　 こ ■ ６ ？ 苗 丁目広 安 藤 ：仕 相 調 ＿宕 衡 門 転封 〔和 式 鳥 好 ） 相 ＝走 芹 ☆ 郎 什 書 ＿蓮 申 ６く和 式 圭 静 ）＿勧 善 く和 式 ） 吉 日ｒ妄 甘 善 馴 皇
■　 ； ４６４

】２ ９ 甘 禄 ク ● ６ フワ 斉 Ｊ＝「㌃妄 ！蕪 ：操 二 宮 旦 介 （青 空 ） － 二 ま 伯 爵 什 さ 斉 川 安 す 巻 馴 隻 ４∩４ ３∩〔

】フ ∩ 文 禄 ワ ● 只 ７ 善 臣 寄 寓 朱 印 推 河 些 事 芸 偉 才器 （壬 剰 ｌ葡 元 ） 茜 Ｊ＝貰 甘 薯 寓 侶 豪 甘 善 １ ７４８ ■

１ １ ‾ケｊ痘フ ● １？ １１ 萬 Ｊ＝庸 一 字 書 出 今 田 孫 ；女 郎 海 中 １ 今 ［Ｒ他 方 衡 門

１ワ ク 甘 禄 ３ 】六ｑ４ １ ワ５ 害 Ｊ＝帽 ナｎ帯 推 宇 部 貸 金 ｉ集肺 璃 ． 越 中 Ｒ　 Ｆ軒 中 源 卓 衝

】 １ 甘 嶺 ３ １朋 ４ ４ ？？ 吉 日 ｌ「７二者 妄 【亨 三重 封 封 尤 ヨ箸′卜河 給 人 ・重 富 昆 得 人 竹 牛 妄 寸 書 ｒ丘 陵１Ｉ乾 写 ）

１２７４ 文 禄 ３ １５９４

＿１１
自 演 楠 娼 大 明 神 棟 札 銘

売 布 神 社 棟 札 銘 （山 口 県 史 編 纂 所 資 料 ・出 雲 国 諸 家

甘 さ ）
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１３５１ｌ夢一旨１フ １６〔７ ６ ；吉 紀話甘 如〉♯∫有井衡門 蓮中ｌ汗紛♯台介〉　毒針書く粕♯）

１３５２島尾１ク １６∩７柘 一嵩 善推 稽孫右 蓮申告樽ｉ首＋組長衝
１３５３慶尾１ク １甜７１２ ワＲ吉 広喜官ｉ余書出 吉Ｉ‖財ｌナこ 穿申ｑ　巷 ＝１踪什善

１３５４慶尾１５ １６１∩ ４ ワ３／ 姜作守甘薯 宥中＝石清＋郎）＿貰中３右妄御重溺写）
１１５５靡烏】５ １６１∩ ６ ２１吉 Ｉけ二者憫 ：状影冨 吉日▲‾太郎（洋書 ） 石 日吉目安甘薯 吉 署‾ケ毒帽１隼 １７ｑ １８８

・二　ぢ ●　■ ７ ●首同社 人数 一案鵬 許こぼ 洞婆読 人様御内相庸 芝 害 ｌ妄寸書 ＝ヒ 署‾ケ善２ ｑｌｎ ●
６９

７静思１５ ●　●１１ １６福師奉納宝刀†毒草 前原休閑弄診 £禾妄甘書＿闇３４（茸刈‾太郎方冒獣門〉６〔 壬弄看で‾書⊥ ｌワァ３
静思１７ １ｆミ】２ 六 ‘Ｒ害 正洋一字書出 二宮与ニケ 二宮帽貴什卓 吉日妄甘善男 ＝ ４６１ ●●慶尾１７ １６１ワ ５ ワＲ∃＝ ／、ｒ頂 謄：状 紛据膳 藩中１】松浦二介

〔＃尾】７ ｔ １ｎ 六吉 閥 克詣甘書 目綬 高Ｉ日豪甘薯 苔Ｉｌｒ著す書ク
● Ｆ８８ｌ腰烏１７ ● １ワ １３壬 壱許 ・官業 慧潅元適量半ｌ物 吉日．ＪＴ安 甜６ 手車＝伸熱 甜１ 角ワ ７６

フ静思１７ ● １フ １３卓禾ｒ毒許 ・同案瑞相窪弄適量争ｌ物写 吉日正家 閲６ 卓兼日揮塾 聞１ ３Ｒ ７ｆミ
１ｌ蓼馬１７ ● １？ １１吉川丘署 ・広芥・吉日彦次 郎適量需己話す 善臣＝河乎 安藷馴領 ・ｌｌｌロー旦中編塞筋申≡払
４慶馬１７ ● １？ フ５苗 広正一字書出髭写 吉日虫ニケ郎（ＴＦ富１ 石昇寓Ｉｒｌ妄甘さ 善用妄甘さ馴墾 １Ｒ〔 １Ｒ８

１３６５慶尾１宍 ■ ４ ワ４∃＝ －　　▲ ′卜／わ将 ★野壬乗‖署甘さ 普技 ・ｌｌｌロ但中指墓前申料
１３６６Ｊ蓼鳥１宍 ■ １∩ ワ１♯ 鹿骨善 一事 ・紋日表徴門 ・下 野 夢中】饉闇宣介

● 慶尾１ｑ １６１４】１ ＝ 士 け：安登守梓書 ーｌ春・冥ナ・松浦隈峠 吉 １看甘さ ；墓中１日松き者三介〉　妄中川 素 ｌ妄甘書ク ■ １ユ４７ ●■１３６８慶恩 柑 １６１４１１ １１苗 敵城中音所帯書 一彦・宗ナ・相浦繹１踵 音 ｌ署甘薯＿越中１日相浦了介） 妄中１∩ 音 妄甘卓 １１４９ ５７１
■■慶馬柑 １６１４１１ １１吉 広妾腹中辞書 留守居中 吉 署甘薯＿蓮申１１く松浦＝．介）＿夢中１∩ 告Ｊ＝署甘書 １３４８ ●●】３７∩慶長 １ｑ 】６１４ｌ】．１１士 帽 常幸 高 ｌ看官書 吉日ｒ　甘さ ｑ１８ Ｒ５

１３７】慶岳２∩ －１６１ｆｉ １ ７苗 左　 官官 金書出 名柄孫太郎 蓮申１６　轟Ｆ盆級 Ｔ
１３７２藤尾ｍ １６１ｆ； ４ １４壬 宗精磋元外－＋一名適量紀請甘 壬乗】．沌【 壬剰蒙セ１拾 １∩：ｌＲ Ｒ１７

１Ｉ蓼尾２∩ ｌｆミ１六 六 １ 正作官 余書出 二苫与汝 二宮帽奏什書 茜Ｉ署甘善胃墾 ４ｆ；ワ ■４蓼馬屋　 ∩ ● － １Ｒ寺与 根 書ゴ十
・■ ★野壬剰１宥セ‾善哉は壷・‖ｌロ慮中名逼塞謁申料

１ ５慶一巨？ １ ３吉 惰 什什闇 路 熊谷▲案 道 中ｑ　青巨谷マ丘後手
１ ６Ｔｒ如２ ｔ　　● ワ ｔ吉 二 今下野 藩ヰ １４　つｋ谷ナこ鮎
１３７７詔 ［２ ■　　● ● ４青 書状 吉 川六方惜門酎 勧善 甫Ｉ＝五 郎丘複

１３７８Ｔｒ東口ク ●　　● ６ ４苗 信ｌ名免許推 斉 川豊丘彷（安好） 宮 仔安旧蔵す薯 吉日富す善馴集 ３１４ 一●
１３７９元和２） １６１６ ６ ８吉ノｌ広家 自筆書状 九右衡門尉（祖式長好）・隠岐守（松浦家孝）祖式荘太郎什書 集 ６７１ ４８８吉川家文書
１３Ｒｎ些細２ １Ｆこ１６ ● ●吉 帽 什官譲与 日抜 広ＴＦ 甫 Ｊｌｒ署‾打者 吉 ｆ署寸書 ク １３６∩ 貫８４
１ １些細ワ １６１６ ７ １吉 ＴＦ官途書出髭写 害 Ｍ忠ニケ鮎ｒＴＦ普〕 右眉苗１１１署甘薯 高 Ｉ‖妄セ‾書馴墾 １Ｒｌ １８ｑ
１ ２７「和ク １６１６ ７ １６斉 自筆能書喜甘 ♯Ｉ頁四郎素描門酎 村本伴専守 壬 【署寸書 皐ま‖妄寸書３ １１８１ ●
１ ３些如ワ ●　　● ７ １６壬剰ｌ冥預招臨元）・信ｌ壱許適量旺 おｒトめ（吉川ｒＥ洋書ヲ蓮弄せ） 嵩 １署‾軒さ 苗 署‾甘さク １３７４ ●　一】 詔 ［２ １６１ｆミ ７ １７壬ま‖宗瑞磋元首書 「７こ音 圭 ｌ妄すさ 壬 富甘さ３ １１Ｒ４ Ｒｌｌ
ｌ ５Ｔ仁斎［３ １６１７ ４ ２４害 正家功臣 人数備 茜 ｌ署甘鼻 白ナｎ 幕 署寸書 ２ ？ ７Ｒ７

Ｔｒ手口１ １６１７ ４ ●松浦官隅 童 ・和式ナ未鯨門島好適墨書旺 名田烏イト 藩中１１汀隅孫介
１ ７弄屠ｍ １６１７ ４ ●宗 Ｊ 自筆申滞ｆ嘉條書 宗 Ｊ宥す各 自什ｌ 吉 日署す巻 ク ３ ８７∩１ ８些細３ １６１７ 六 １古 Ｊｌ 皇さ 茜 目方イト毒 冒．彦；ケ郎 茅中６
１ ■７「和３ １６１７ ５ １７吉 Ｉ 卦 や 今訂ｌ未 ；茎中１今洋ｌ孫方鯨門

１ ∩詔 ［３ １６１７ ● １神 尾！評１甘・喜藤吉信適量書経 生害中 福原署甘さ 題Ｊ育訝 甘さ　 ト ■ 只８
１ ｌ苛ま［３ １６１７ ８ ワワ苫 仁者善推 丁零閉マ丘彷 蓮中３ Ｊ青田割方彷門
ｌ フＴｒ東口４ １６１Ｒ ク臨 苔 広正夢領書出獣写 吉日ｌ丘都小壷磨ｒ７Ｆ富 ） 石 戸吉日【盲寸書 苗 Ｊ署‾ケ善馴塑 １Ｒフ ｉ●

些細４ １６１Ｒ ３ ワ４青 帽 新鮮得単打打首巻 脾貫首櫛「三才ｒ暴睦） 吉 ｌ署‾釘書 高 Ｊ茅‾針さ１ ７ワ６ ６７１
１ ４Ｔｒ細４ １ｆミ１Ｒ １∩ １ワ苗 ｊ集「ｒ訂茅）自筆蒜己∃書甘 伯患乎（結嘉１妻）・▲九東谷門【討（相モ仁尾好 ） 才日甘茶☆育Ｒ什皇 ；茎中６く和式妻鰭） 素 Ｊ妄甘さ馴墾 ６７：〉 ４穴Ｒ
１ ＲＴｒ細５ １ｆ；】ｑ 六 １言 上帽 葛巻 尤 二富源・か 藩申１二宮雲暮ハ
１ ●Ｔｒ釦５ １６１ｑ ● クＲ吉 ＪてＴＦ人数婁 壬利茅甘書 壬 富甘さ３ 】１ｆミ６ ４７ｌ

Ｔｒ　ｎ六 ｔ　－ ８ クＲ壬 磋青首善 壬兼‖妄甘書 圭 郡 槽 ワ ７７ｆ； ●１ ８弄釦７ ● ８ ワ吉 広帯締書 声‖＋・丘後手 妄 署什さ 吉 ｌｒ豪甘書 訓告 ７１ワ 耶Ｒ
垂至［只 ● １ ？高 正家紀藷甘 寓＝益＿巨鯨酎 ・吉 ＝六方彷門酎 ｉ勤≠ 吉 日五郎丘徳

１４ｎｎＴｒ東口Ｒ ● ３ ６卓 基盤漣元智領書棚 繁沢弄霞 聞５ 壬兼日宇素描門 聞１
● ６４

１４ｎｌ官女２ ● ■ ■苗 諒妾卓出士 惨＝朝貞 戸・▼∃７　峻‖権方衝門 甜？ ｌ ４１ワ
１４ｎ２官永１１ １６Ｍ （ヲ） ワ４ 「ｒＴＦ且 卜官書 善＝看官書 吉＝ｌ萎廿 き１ ワｎｆ； １７４
１４〔３官ブｋク ● ■８ １１壬 壱許祁ぼ悍順竹†判衆適量櫨１前節付マ 音節惣沢弄 露 蘭５ 圭剰宇宕衡門 甜１ ３４ ６〔
１４〔４官ヵニク １ｆミク月 ● ７吉 正夢善推 森脇十 方循門 蓮 １６ 森脇綿汀

１４ｎｆ弓青光ク ● ｔ １４古 「請 書ナ尤 ‘ 古川十仲守 看 川 太票今福ｌ毛什巷
１４∩６官女２ ■ ● １４嵩 ｒ７こ寄書打合 －－－…左丁・亡二∃詣 夢中４（作闇苛祖ｌ毒）連中】３（作闇音ク推 ）
１４（）７官永ク ● ● １４苫 正夢卓出☆ 如＼♯出方衡門 勧善　 如〉♯

１４∩８宮水ク ● ■ １４言 正家印判服 ｌ 綴☆離京 蓮亘コｌｎ 【＝隣接 ＝
１４∩９官女２ Ｉ ｑ １４吉 「㍗茅〔口封ｒ推 【正巳肘展 藩申ｌｎ＿ｌｌ正巳一年
１４１∩官女ク ● ● １４苗 業 汀誘引書状艶写 吉日勘弁衡門Ｅ寸（ＴＦ宴） 右 日吉＝署甘書 苗 署甘書 隻 １ｆミＲ １８１
１４１ｌ宮水３ ●　　● ３ １苗 広市官韻書出 和式士Ｉ磁ＴＦ（７下島） 和式三拝‾太酪什善 宗Ｊ紬 さ買＝ ■　６５４ ４７７
１４１２菅永９ ｌｆ；３フ ５ ２Ｒ壬 肝官韻書出 ｌ員耳計穿 閣１ワ５　塀耳斉丘鯨 聞． Ｒ ６７ｆ；
１４１３官永１１ １ｆミ３４１１ ワ妾 毒削　 ：ぼ 青ｌ＝阜鉛 汀た塞） 嵩Ｉ目貫 甘さ 茜Ｊ妄寸書ク ■ ６７ｆ弓
１４１４宮元１ワ ● ５ ｌ青 丘ＴＦ一：字書出 二苫大丁財１（７下富） 二宮帽美什善 甫 宴甘巷馴隻 ４６１ ３３７
１４１５ ニ　　　　　ー １６４：〉１∩ ｌ妾兼毒肝官途書出 壬‡‖膣＝ 聞６角　番・鼻旨九軋末衡門 聞 １ ５１５
１４１６宮水ワ１ １６４４１１ １１＝敗馬 琴甘薯 古Ｉ＝睾患佑 石見吉日案文書 茜 妄寸書 重 １六１ ●１４１７了Ｆ僅３ １ｆミ４６ ｌ ７素Ｊｌ 一字書出 和式宗方彷門 討行Ｆ好） 和式芹☆ 郎什さ 斉 看‾釘善 ＝ ■　■ ４８∩
１４１Ｒ一蓼筈１ １６４Ｒ ７ －春Ｉｌ ＿衝嘗書 河 卜女方衡門 苗 妄什さ 高 宕甘さ 隼 ■　ｍｌ ■１４１９官文５ ●　● ？ ；斉 什官譲与月珪 吉日監物ｌ打た塞） 妄 一．▼　⊥ 苗 １－　▼　一 ■ 再Ｒ月
】４２ｎ音甘月 １ｆミ６Ｒ ？ ワＲ士 塵書 目ｊ浸 宗 蒙甘書 高 署す書 １Ｍ箔 ■　■

音甘１∩ １６７ｎ １ ●吉 青書 目線 苫Ｊ妾甘 さ 斉＝宴甘書
■ ６１４

猛青７ １６７９ ４ ＝ 圭 穿１訪弄狩 人合舘話】打：ほ， 木型瑠右衛門 茜ｌ＝署■せ琶 青＝安す書 １ワＲ７ ４９３
毒正号７ １６７９ ４ １１手 安要道書経 吉川式部 ・ｌｌｌ［軒二．郎方衝門 南川署‾針さ 吉Ｊｌ一．九■Ｌ－ １ワ８Ｒ ４９４
膏永１ １７∩４１？ｌフ６手 甫 「仁者領書出 手亨＝ＪＴ椙 聞５ 壬利宇右衝門 聞１ ６６ ６６

１４ 明治１ワ １８７ｑ ● 】４満開旬蒸滞請書 善用公御家令 吉ｌ妄寸書 吉＝妄セ「善ク 】４ｆミ月 ７４ｆミ

－１１９－



吉 川 邑ヨ係 史 目 録 （無 年 号 文 書 ）

和暦 丙ｆ替 月 日 ‾好古名 市名 ‾灯さ許名 刊本 二名（及び 巻数） 番号 盲数

１ １ １手 元許自室書状 吉 日ｒ元素 吉 日１貫す書 吉 日宴文書２ １２７０ ４７２
２ｒ天 子Ｆ３） １５７５ １ １圭 ｌ輝元書状 粟屋許光 細書 １要 層＋ 組長衝

３ １ １圭 磋元素 人（宍戸踪）目蓋消 息（断簡） 芹馬（斉川広某） ‾斉川署文書 斉川署‾Ｆ書２ １３９３ ６７０

４（慶 長２０） １６１５ １ １吉川広 正書状

伊葉（

配（益
（家好）

（祖式
町家成

吉川家勝）・勘左衛 門（吉川経実）・内

田家敏）・左京（香川家景）・桂右近

・今下野（今田春政）・祖九 右衛門
長好）・二兵介〈二言長英）・隼人（今
）

祖式荘太郎 什書 吉川家文書別集 ６４７ ４７２

５ｒ天 す２３） １５５４ １ ２壬封隆元自筆書状 隆景 壬剰ｌ著す書 毛利宴甘書２ ６６４ ３９８
６（天 盲Ｆ８） １５８０ １ ２斉川青書・′卜旦 ＝隆景避暑書状 湯原妻鯛 閣１１５　湯原す方衡 門 閤３ ４５ ４３９
７（天 荘１５） １５８７ １ ２大友蒸緒書状 吉川治寵少慮 苔 丁目家す書 吉川麦‾文書１ １０３ ７５
８ １ ２饅巨竜；欠書：状 羽柴雇州倖詳 斉 川署す書 吉日署す書１ ８２０ ７７７
９ １ ２吉川如業（て芽　 白筆書服 広子Ｆ 甫 上目貫‾好古 吉川安‾釘書２ １３３１ ５４５

１０（永 禄５） １５６２ １ ３吉川青森書経 ♯下 三郎卓衝 討・新長衝尉 勧善２　♯下孫方 術門民寸

１１（天 盲Ｆ１７） １５８９ １ ３音ｌ亨毒長者：状 吉川広妄 吉 川妄‾文書 吉川家文書２ ８ア３ ２９
１２ １ ３筈巨竜善果日】推 汚Ｉ築新〕鍾偉才滞（斉川広；豪） 斉 川安▼文書 吉日安す書１ ７９４ ７５８
１３ １ ３首臣秀吉朱日１派 三田些新丁子俸詳 （吉川広三豪） ‾斉川貰‾文書 斉川貫て暮１ ７９５ ７５８
１４ １ ３皐利冥瑞（寸座弄 ）自筆書：状 吉日美濃守（Ｊて芥） 甫 川要す書 帯川三菱す書２ １３８５ ６５６
１５ １ ３‘斉川広正夫 人（毛利氏）自筆消 息 おｌノも・おち 斉 川安す書 ■吉日家‾釘喜２ １４３８ ６９７
１６ １ ３吉川広一下寺：状 二兵介（二言馬貫） 二宮帽奏什 書 吉日三菱す書別集 ５０３ ３５５
１７ １ ３吉川広正書状 二宮兵介（馬貰） 二言帽美什 書 甫Ｊ目貫す書別集 ５１５ ３６０
１８ １ ３苔Ｊ＝広家書状 軒半兵 貰中５　斬持 久害

１９ １ ３幕＝広家書状 謂九右・三介 藩中６　花王Ｅ圭雑

２０（永禄５）＿１５６２ １ ４卓刺青紆・恒ｌ隆元避暑書状 蕪［Ｒ篠兼 苔ＦＲ安す書 大 日本寓す書２２ ３１８ ２８４
２１（永禄５） １５６２ １ ４吉日青森・毛利 弄詳・恒ｌ隆元避暑 妄増光 益円藤業 益円安‾打者 大 日本虐 ‾釘婁２２ ３０２ ２６９
２２（天 了Ｆ６） １５７８ １ ４′、旦 ｌｌ隆景書可犬 湯漁将宗・序ｌ元宗 閣１０４　湯洩権兵衛 闇３ ３４ ２５８
２３ １ ４大蔵邸窟（大 野治長一駐）消 息 きつ ‖くら人（吉日広喜） 吉 Ｊ＝；豪‾釘喜 吉日安す書２ ８４１ ５
２４ １ ４大蔵府Ｊ愚（大 野治長母）消 息 きつ ‖くら人（斉川広菱） 吉 川三菱‾釘書 胃＝１貫‾訂書２ ８４７ １０
２５ １ ４片桐 貞随喜状 吉 川侍祥 告 Ｊ目安す書 吉川家■文書２ ８５５ １５
２６ １ ４片桐 貞隆書：状 一斉蔵 人 弓考Ｊ＝芽‾釘喜 苫Ｊ目安‾釘書２ ９３４ １００
２７ １ ４言 広家書状 二兵介（二宮暑貰） 二宮博夫什 書 吉日安‾文書別集 ４４８ ３２８
２８ １ ４＝ヒ 広家書１犬 有［Ｒ半介 安 中５　折 持久書

２９ １ ４＝ｉ＝ 信正書耳犬 二与ユ欠（二宮て麦妄） 二宮帽美什 書 吉川家‾打者別集 ４６８ ３４１
３０ １ ４寓 ＪＴ洋書こ状 二言兵介 （恩讐） 二言帽夫什 書 苫丁目安‾茫書馴隻 ４７０ ３４２
３１ １ ４＿’告 広正喜揉 二丘介 （二宮鼻音） 二言帽 美什 書 吉川家‾釘毒㈲ｌ隻 ４７４ ３４３
３２ １ ４＝ヒ ｌ広正喜揉 二言兵介 （長買） 二言博 夫什書 斉川家文書別隻 ５１２ ３５９

－　３３ｒ永禄５） １５６２ １ ５圭 隆元書状 舗洞胡藤業 蕪 同家‾好古 大 日本肯す書２２ ３０３ ２７０
３４ｒ永禄１３） １５７０ １ ５罵Ｊｌ元春自筆書状 磋弄 毛利て麦す書 毛利芽‾釘喜３ ７８８ １
３５（永禄１３） １５７０ １ ５＝ヒ 売春自筆書状 壬利賞す 書 暴利安文書３ ７８９ ■２
３６（天子Ｆ７） １５７９ １ ５精円議案書状 秋 月殿 閤７９　杉十郎弄衛 門 聞２ ３０ ７８２
３７（天芥８） １５８０ １ ５手．剰￥蓬青書：状 湯原妻綿 闇１１５　湯原す方衡 門 閣３ ３１ ４３５
３８（天了Ｆ９） １５８１ １ ５′卜旦Ｊｌｌ隆貴書］犬 吉 ＦＲ弄 勝・森陥意義 藩 中１５　森陥安牛

３９（天ＴＦ１２） １５８４ １ ５甫 【元長・恒ｌ弄妻遺墨書］犬 ５島原薫綱 ・信ｌ弄綱 閤１１５　湯原文弄衛 門 閤３ １６０ ４７０
４０ １ ５＝ヒ ｌ弄奈古派 ♯孫兵 譜 抜 い２４　♯ 卜ｌ陽政 ４

４１ １ ５善臣秀吉朱印状 三河斐吉 川侍祥 吉Ｊ＝妄す巻 吉＝三菱す書１ １３７ １０４

４２ １ ５手禾淫売書］犬 郡 野弓矢四眺 復Ｉ書２　大畠清方術門

４３ １ ５本多・了下信書：伏 吉 川蔵 人 吉 川安す巻 吉日家す書２ ９４１ １０６
４４ １ ５＝ｌ＝ 広洋書寸犬 二宮塵介 （長一葵） 二苫 帽美什書 吉川安‾打者㈲ｌ隻 ４７２ ３４２

４５ １ ５＝ヒ ｌ広正書状 二言 兵介 （長芋） 二宮帽美什書 吉川家文書別業 ４８０ ３４６
４６ １ ５吉川広正喜状 二宮兵介 （長音） 二宮帽夫什喜 吉Ｉｌｌ妄‾文書別集 ４９２ ３５１

４７ １ ５某日∫てＴＦ書：状 二言 兵介 （扁貰） 二宮博夫什書 吉１＝貫す書買‖隻 ４９６ ３５３
４８ １ ５士 広子Ｆ書：状 二苫 屋介 （長貫） 二宮情夫什書 吉川家文書別業 ５１１ ３５９

４９ １ ５寓 広子Ｆ書：状 二宮 長介（・島貫） 二言博夫什書 吉川貫す古河ｌ隻 ５１４ ３６０
５０（永ｊ藻５） １５６２ １ ６手 弄許書：状 ｌ月：有静秋・♯ ト静専 藩中１１（寺本肋右循門）４．嶺１書２く寺本沈着衡 門〉２

５１（天ＴＦ３） １５７５ １ ６山名尊国書状 吉 川元素 閤３８　青石川上右衝 門 閤２ ３ ５９
５２（天子Ｆ８） １５８０ １ ６吉Ｊ弄善書：伏 湯 原意綱 閣１１５　湯 原‾打方衡門 閣３ １４５ ４６７

５３（天荘９） １５８１ １ ６＝ヒ 元素 自筆書］犬 ‖考川元首） 一斉川家什書 吉川家‾文書別隻 ７３７ ５４６
５４（天ＴＦ１２） １５８４ １ ６＝ヒ 弄裏書状 浄 書寺馴火 秋 卜家文書 ‾七社町 中 ２０６９ ５１３

５５（天下Ｆ１２） １５８４ １ ６ゴ＝ 売春書状写 枚 卜方衝門 秋 卜家文書 大社町史 ２０７０ ５１３
５６ １ ６岸禾義昭衡内書 三田些偉才詐（広芽） 吉川家‾訂喜 斉川署‾釘書 １ ７３０ ７０２

５７ １ ６尊 臣秀次直吉 ≡召集戸田侍祥（斉 川広 宴） 斉川芽‾訂喜 ■吉川宴文書 １ ８２７ ７８１

５８ １ ６片桐 Ｒ．元書状 羽 些吉川倖鮮 斉川安す善 吉日貰‾釘墜２ ９３９ １０５

５９ １ ６毛利輝元直状 佐 石（佐世元嘉）
多巽文書、関連 １ノ１〈多軍兵右衛門〉４、防長風土注進案

１８ｐ３４１
早稲田下巻 ７９６ ６７

６０ １ ６本 多拝信善耳犬 吉 川蔵人 吉日妄す書 吉川宴す書２ ９４２ １０７

６１ １ ６士 如業（広家）自室書耳犬 二 兵介（二宮長芋） 二宮博美什書 吉川家‾茫書 馴隻 ４０６ ３０１

６２ １ ６吉 ＪてＴＦ書：状 二 苫一巨介（・旨貰） 二言帽美什喜 吉Ｊｒｌ藁す書 別隻 ５０５ ３５６

６３ １ ６甫 広正書状 二言丘介（長芋） 二宮帽美什書 吉川家‾釘書㈲ｌ隻 ５１３ ３６０

６４ １ ６苔 広安善耳犬 村山大美 手譲り案文産・諸家・村 山書霞一丈

６５ １ ６＝ヒ Ｊて安 ？書状 あてなし 藩申１１松浦浦＝介〉．貰中２く松浦 葡太駅〉

６６（‾灯明１０） １４７８ １ ７大 】▼　　　　－ 吉川経基 吉Ｊ＝署す書 斉川宴‾釘書 １ ６５ ４０

６７（永禄５） １５６２ １ ＿７手 降元書］犬 佑藤元貰 閤９７　件藤 又右衝門 閣３ ６ １０６

６８（天 了下３） １５７５ １ ７寓 元素書：状 棄岸計光 勧善１ 雲居＋ 郡長衝

６９（天 盲Ｆ７） １５７９ １ ７屈 義昭 卸内書 吉Ｊ＝膨河守 吉Ｊ＝芽す書 吉川家文書 １ ５０４ ４４７

７０ｒ天 市７） １５７９ １ ７真木 ー＝賜　 －－　＿ 吉日ｌ膨河守 吉川家文書 苔 Ｊ＝；麦す書 １ ５０５ ４４８

７１（天 ＴＦ９） １５８１ １ ７／卜等 原長篠 書耳犬 二郎右衝門酎（′卜等庸長治） 斉川安す書 吉川芽‾釘菩１ ６１７ ５５９

７２ １ ７益 円弄祥 当知行韻書音 元首 益田安文書農７５

７３（腰馬２０） １６１５ １ ７士 広家 自筆書状 謂九（神式 長好）・二丘（二軍長音） 開式芹太 郎什書＿藩中６く神式真綿〉 吉 川豪す善 男り集 ５７９ ４１７

７４ １ ７真幸義元‾宮古川桁閻 斉川如兼広家 闇ｉ事３の３　大貫新 京衝門 閤ｉ書漏 １９ ２１７

７５ １ ７＝ヒ 広家書 揉 二神方 藩申３　二宮神方徳門

７６ １ アゴ＝ ．（圭利）故意（５謙】栢）白筆書ゴ犬 永興寺 丙禅永輿両手 【Ｒ箭‾釘喜 吉 川署‾灯書 別隻 ２９６ ２３４

７７ １ ７言 広 １下書 状 二宮塵介（長音） 二富帽奏什書 吉 川麦す巻 別隻 ４９０ ３５０

７８ １ ７善 広正書 状 二宮長介（馬貫） 二言博夫什書 吉 川署す書 別集 ４９１ ３５０

７９ ‾１ ８閤 弄蔵書 推 冨局勝手代鳳 安中９　冨屡竜藍フ肋

８０ １ ８＝ヒ 元善書 ］犬 森陥奈義 藩中１５　森陥繁年

８１ １ ８首 秀 次朱 印状 三同些戸Ｒ］侍詳（吉川広宴） 吉川家文書 吉 川家文書 １ ８２８ ７８１

８２ １ ８大蔵瀾Ｉ届（大 野治長 １監）‾消息 きつ川くら人（斉＝Ｊて安） 苔 １日署‾釘喜 享紺旧家‾訂書 ２ ８４２ ６

８３ １ ８大儀 凛Ｉ展（大 野治馬 慮）消息 きつ 附くら人（吉川広貰） 甫 １日宴甘書 吉 ＝家一文書 ２ ８４９ １１

８４ １ ８片相目元書経 斉川前 人 苔 ＝ｌ安‾釘善 吉 日貰 ‾好古２ ８５６ １５

８５ １ ８年 頭祝儀進物】結節耳犬 吉川家文書 罵 丁目家 す書２ ８６２ ２０

８６ １ ８片相貞隆書：状 吉蔵 人 吉川安す書 吉 川妄‾釘喜２ ９３５ １０１

８７ １ ８毛禾（甫 昇）尉：持書：状 永輿寺 丙禅永輿両手 旧蔵文書 吉川家文書別条 ３０１ ２３７

８８ １ ８吉川長松丸（広重）書￥犬 和式八 郎弄衝 門（拝 島） 和式芹太 郎什書 吉日家文書別業 ６５９ ４７９

８９ １ ８黒田長政書状
吉川勘左衛 門・今田土佐守 ・香川又左衛
門・種方馬助

家中？

９０（永禄５） １５６２ １ ９重刑弄許書：状 藩中６　和式 莫描

９１（天下Ｆ７） １５７９ １ ９蔵ＦＲＦ牌清書￥犬 吉 日青森 吉 川家文 書 吉日家文書２ １４６３ ７４３

９２（天市８） １５８０ １ ９＝ヒ 元葉書］犬 湯原書綱 閤 １１５　湯原‾訂右衝 門 閤３ １４６ ４６７

９３（天γＦ１５） １５８７ １ ９ゴ＝ 元長書状 ♯ 卜妻貰 藩 申１♯ ‾卜董卓衝

９４（天７Ｆ１５） １５８７ １ ９＝ｌ＝ 元展墓揉 査 四丘 （森陥四 郎丘衡尉） 藩 中１６　森陥縞汀 広島県更Ⅴ ５ １２５

９５（文：禄３） １５９４ １ ９喜 広家 自筆書揉 謂九右 （神式・昏好） 和式芹 太郎什書、藩中６く和式裏話臣） 吉Ｊ＝著す書馴集 ６７５ ４９１

９６

９７
９８

ｒ慶馬１７） １６１２ １

１
１

９

９
９

／卜
ゴ＝

甫

信義軍忠付市

加美（広貫）日筆書 ：状
広家書扶

澗素手 （有毒静カ）

広瀬石眉．守

閣１１０ ′卜Ｊｌｌ吉右衛 門
丙禎女 鹿蘭専一Ｒｊ諾‾釘書

安 中１ Ｊてｉ拷！黙許蕗勧善

閤３

吉川著す書矧１隻
１

３０４
３５５
２３９

９９ １ １０壬 弄許書才犬 苔 Ｊ目元妻 藩 中１０　ＬＵＦＲ平次右衡門

１００

１０１
１０２

１０３
１０４

１０５
１０６

１０７

１０８
１０９

１１０
１１１

１１２
１１３

１１４
１１５

１１６
１１７

１１８

（天ＴＦ４）
（暦長８）

（慶長２０）

（弓山台３）

（天７下９）

（天ｒＦ１２）

（冨永６）

１５７６

１６０３
１６１５

１５５７

１５８１

１５８４
１６２９

１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１０

１０
１０

１０
１０

１０
１１

１１
１１

１１
１１

１１
１１

１１
１１

１１
１１

１１
１１

ｉ考

＝ヒ
吉

壬

善
’告
毛

毛
壬

壬

甫

＝ヒ

ヨ
圭

＝ヒ

＝ヒ
寓

＝ｌ＝
言

元素書耳犬

弄善書：状
弄奈古状

宗瑞礎元書状
広家 白笠書状 ・

広澤書斗犬
元常吉：状

元許 白簑書状
弄許・一頭隆元適量書１犬

元就書状 ・
元春書状

弄裏書葺犬

寺鳶王■書ｌ犬
覇儲二等堵］犬
如兼 ㍑罠引 自筆書状

広重書状
広家書揉

広楢書は

∫て安善：状

♯ 卜委任 ・山 県婁右衛 門冨寸

♯ 卜孫兵 衛尉
ｌ瓢本業祐
蟹沢 弄氏

祖九 右（祖式長好 ）・二丘介（二宮長貫）
蕪 円弄：祥

吉 諷正頼

斉川元春
諮問議案

吉１＝奇書
森陥秦毒

森陥薫 貞
帰．三毛「鰐．市 ♯又右

前原許甜
杉四郎弄り卵翫臼削 ・謂九右（神式恩好）

二官長介
滑ｉ刀長・併１廿弄基 ＿

今‾玄

藩 中１０ ＬＵ痕＋介

詔 主義い２４ 井 卜勝甜 ５

石 諸岡本文書
閣５ 手利芋 右衡門

謂 式荘太郎什書．藩 中６（開式塞繊〉
蕪円安文書巻７０

閤１４８ 下）輝十 屋衡
甫 Ｊ＝安す巻

閣７ 益［Ｒ点滅中
妄 中９ ゴ野本絡ヨリ差出

藩 申１５ 森 陥！区年
藩 申１６ 森 陥揺 ｉＴ

手 利家文書
閤４１ 患犀原弓爾四郎

神 式芹太郎什書

二 宮帽奏什書
閤１２３ 野村 作兵衛
防長風十シ幸進峯
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１１９ １ １１＝ヒ 広家書状 宇苓 藩中８　芋『訊苫六方衝門
１２０ １ １１∃＝ 正家書：状 野藤方 藩中９　野村屡右衡門

１２１（天す１９） １５５０ １ １２手 ｌｌ弄計・斉 川元素連署記譜一丈 吉 Ｊ＝経好 閣３８　市 川十右 板門 閤２ １ ５９
１２２ １ １２胃 ｌ元森書状 金子大和守 舎子買‾訂薯（皇阿髭冨）
１２３ １ １２斉 青書書状 合字大和守 合子安文書（鳥阿穀：引
１２４ １ １２吉Ｊ元素書耳犬 湯原妻綱 闇１１５　湯原す芹彷門 閤３ １２０ ４６１
１２５天 子Ｆ「１ １ １２吉川売春書状 山 県毒右衡 門尉 藩中１０　山県＋介
１２６ １ １２＝ｌ＝ 広家書状 ＝照兵 藩中１４　三浦 １介
１２７ １ １２青 書広家書状 阜船械 中司三 長船村清議所蔵文書 音符肯簡 集巻貰＋四 １ ２４４
１２８（永禄５） １５６２ １ １３手 元就煎状 ′卜原 美作守 広島大学所箭′卜原す書 ｒＥ鳥庭中Ⅳ １ ２６
１２９（永禄５） １５６２ １ １３＝ヒ ｌ売春書操 ′卜原美作守 ‘広島大学所蔵′卜原文書 】て鳥度申Ⅳ ４ ２７
１３０（永 禄５） １５６２ １ １３斉 【元奈古揉 ／卜原美作守 広島大：筆所蔵′卜原文書 広 島県一申Ⅳ ５ ２８
１３１ｒ永禄５） １５６２ １ １３言 一元裏書耳犬 １寝業 益ＦＲ妄‾釘書 大 日本肯 甘書２２ ３２０ ２８６
１３２（永禄１２） １５６９ １ １３歴 義昭都内善 吉 川野河三甲 吉川賞す書 甫 目安‾文書１ ８１ ５４
１３３（永 禄１２） １５６９ １ １３屋 義昭衡内妻 吉 川膨河守 吉川家て書 吉 川家‾釘書１ ４６９ ４２０
１３４（永禄１２） １５６９ １ １３ ト野信照・一色藤長避 暑奉書 吉 川静河守 吉日ｒ安す書 吉 川貰す 書１ ４７０ ４２１
１３５（永 禄１２） １５６９ １ １３ ト野信鳶・一色藤長避 暑奉書 吉 川駿河守 ・ 吉日ｌ茅‾好古 甫 丁目安‾釘書１ ４７１ ４２２
１３６（天 下羊８） １５８０ １ １３吉 川弄薫・元長連署書 状 ／卜谷 内読 ・闇本妻議 ・二宮十 （郎）兵衛 右眉．暦†二本す喜

１３７（天 正９） １５８１ １ １３吉川 程青書状 宇都宮春依
藩中７〈内藤権兵衛〉ミ御幸 １〈内藤八郎右衛門〉、藩 中８

く宇都宮六方衛 門〉

１３８（天 『１０） １５８２ １ １３善 Ｊ元屡自室書推 屠伯東確 西禅永喫 両手旧箭‘文書 吉川家文 書別集 １７９ １５２
１３９ １ １３甫 元裏書寸犬 隈安甘書 山 口県史Ⅲ ５
１４０ １ １３＝ヒ ｌ元長日墓室状 以徽 丙禅永塵両手旧前文書 吉 丁目妄叉 書別隻 ４６ ３７
１４１（文 禄２） １５９３ １ １３′卜 行長書］犬 吉蔵 吉川家文書 吉 日芽‾文書 １ ７４７ ７１８
１４２ １ １３手． 淫売書状 神式熊手代 和式安‾好古∴藩中６く神式表裏哉） 山 口県更Ⅱ ６
１４３（慶長１１） １６０６ １ １３毛 宗 瑞輝元 書こ状茎 手剰１家文書 壬利；家す書４ １２５７ ４１
１４４ １ １３辛 土屋数直垂書 吉 川監物 （口：芸） 吉日蒙‾文書 吉川家文書 １ １８６ １４０
１４５ １ １３＝ヒ 如業（広麦）善旺 永垂寺 丙雄太署両手ｒＲ読す書 吉 川麦文書 別隻 ２８０ ２２２

１４６ １ １３吉ノ広家 書状
松葉右 （松岡長佳）・祖九右（祖式長好）・二

兵介 （二宮長英）
祖式荘太郎什書、藩中６〈祖式嘉織〉 吉川家文書別集 ５７０ ４１０

１４７ １ １３与考 広家 書状 新田孫兵衛 藩中１３　葺［Ｒ′卜方衝 門
１４８ １ １３甫 広家 書状 せん斎 藩中３　二軍神方術門

１４９ １ １３罵 広家 書状 二長介 藩中３　二宮新井衡門
１５０ ｌ １３寓 広家書 揉 休竺 藩中５く梓主旨十郎兵衛〉、衡書 く梓主音〉

１５１（永 禄１２） １５６９ １ １４高橋鎧種 書状 吉弘左衛 門大夫 ・大神治 郎少輔 幸谷達順氏収蔵文書
広島頻史Ⅳ３ｐｌＯＯ９、大 日本
史料１０－１ｐ８０４、太宰府天満

宮史料１５ｔ〕２２０

１５２（天 了下９） １５８１ １ １４甫 ｌ弄鼻 白筆 書揉 ■斉川繹家 右眉．吉川家‾釘書 一吉川家‾Ｆ吉相日生 １３２ １２５
１５３（天 ＴＦ９） １５８１ １ ‾１４甫 青馬 ・弄：秦適量香寺犬 斉川繹安 石 見吉＝家文書 吉川家‾文書 別集 １３４ １２８
１５４一天 ７下９１ １５８１ １ １４苫 元首 ・弄裏道呈書才犬 吉 Ｊ＝経；豪 石 野．吉Ｊ日豪文書 斉川著す書 胃‖集 １３５ １２９
１５５（天 ７下１０） １５８２ １ １４甫 青書書：状 梓薫育 署 中４　額居家郷書

１５６（天 了下１５） １５８７ １ １４＝ヒ 経書書 状 ♯ 卜裏書 盲書中１ ♯ ト音卓衝
１５７（天 盲Ｆ１５） １５８７ １ １４甫 元兵書状 符牒丘 （持主首薫育） 藩 中５　樺ｉ首煎介 ｒＥ鳥 庭中Ⅴ ３ ９７
１５８ １ １４罵 元展墓状 併 々大弓矢十・耶 署 中６　イ方々大権塵徳
１５９ １ １４苫 元愚書：状 査一右 （盛陪一 郎右衝 門酎） 藩 中１５　森陥！露草 広島虞 史Ⅴ ５ １２１
１６０ １ １４本 多ＴＦ系中書†尤 吉 Ｊ＝蔵 人粛 斉 川安 ■好古 斉川貰‾釘薯２ ９４６ １１０
１６１ １ １４吉 日加美 （ｒＥ買）書：揉 二丘イト（二宮馬富） 二 宮憎夫什書 ‾斉川家‾好古 別隻 ３８８ ２８９

１６２ １ １４甫 広家書状 塙昔 藩 中１４　塙岸権六
１６３ １ １４＝ヒ 広家書 状 二甚方 藩 中３　二宮神斉衡門

１６４（天１下３） ’１５７５ １ １５青 ｌ青馬書状　 － 璽犀計器 細 書１ 要屋＋眺＿巨循

１６５（天正９） １５８１ １ １５吉Ｊ元春 ・元長連署書状 道誉・朝加・市雅
島根県立博物鮨所蔵文書、藩 中２〈市川家御書写 境孫

十）

１６６ １ １５吉 Ｊ元首吉富犬 ♯ 卜孫兵衛 尉 藷 抜 い２４　♯ 卜勝政 ９

１６７ １ １５斉 川広家書状 藩 中３　ヒ田弥藤治

１６８ １ １５▲芹川広正喜状 二言兵介 （恩讐） 二 宮帽夫什書 甫 Ｉ目貫‾好古 別隻 ４９３ ３５１
１６９（永禄６） １５６３ １ １６吉 川元素書状 促音謙歌 闇８４　児 不穏十 郎 闇２ ６７ ８７２
１７０（永禄７） １５６４ １ １６毛 ｌ弄隷書腰 要犀謙一斤 閤３３　璽屋；新一卓衝 閣１ １０ ７８２
１７１（永禄１２） １５６９ １ １６甫 元嚢 ・′卜与 川隆景連 署書状 堀立壱岐守 堀 立家 謂文写 内海文化研究紀雪第 １６号 ６８ １０３
１７２（天下Ｆ４） １５７６ １ １６喜大 鳥聞党墨 書 害 Ｊ‖鯵河守 斉川；家‾文書 斉川；麦す書 １ ４９７ ４４２

１７３（天１下９） １５８１ １ １６苔 Ｊ弄善書 才犬 盲石目ｌ秦傍 ・愚問丁盲下勝 ・朝桔素弄 藩 中２　市川家例唱巧：穣孫十

１７４ １ １６真木 鳥昭光書 状 吉 日元暮 甫＝；家‾好古 吉川安甘書 １ ５３４ ４８４
１７５ １ １６′ト阜 日経景 ・吉 川売春連 署書状 ′卜ＦＲ村偏前守 併誓文書雀 大 日本 史料第＋詣 クー ８０３
１７６ ＿１ １６斉 Ｊ売春 自筆書状 ｌ眉．盲右（脾耳元首） 毛利家‾好古 皐利家‾好古３ ７９５ １１

１７７ １ １６青 ｌ青馬 自室書は 讃原孫丘衡 Ｅ討（元 馬） 圭剰；表す書 壬剰ｒ；麦す書３ ８０３ １８
１７８ １ １６胃 ｌ元長書状 併称十 （休 々木弥十部） 安 中６　佑 々木権兵衛 広島虔 史Ⅴ １ １３６

１７９（す禄４） １５９５ １ １６苫 臣秀吉 朱印揉 羽柴吉川侍 詳 吉日；家す書 吉 日安す巻 １ ７７０ ７３８
１８０（‾Ｆ禄４） １５９５ １ １６音 胃葡青 菜ｍ：状 洋才築吉 日侍詳 苔Ｊｒｌ芽‾釘書 斉川貫‾釘喜１ ７７１ ７４０

１８１ １ １６＝ヒ 広家 書揉 山 県市長衡 藩中１０　Ｌ山県‾斤フ進

１８２ １ １６＝ヒ Ｊて安 善寸犬 二言匹ｌ＿巨衛 藩中３　二宮十郎兵衛

１８３ １ １６吉＿ 広了下書 ：状 二盲石」訊（署署） 二宮帽美什書 斉 川要す書 胃‖隻 ４６９ ３４１
１８４（欝等４） １６５１ １ １６松平 階級状 壬利 一互井†判 衆八名 閣２６　児罵外記 閣１ ２４ ６３２

１８５（天 す９） １５４０ １ １７大内義 隆判物 吉 Ｊ‖篇蚤蒐 右眉．■芹Ｊ目安▼好古 斉 川貰す巻 河ｌ隻 ５４ ５８

１８６（永 禄１２） １５６９ １ １７／卜旦 川隆景・斉 川元裏道 著書才犬 休藤天美 併催俣分際す垂▲閤１０射赤川 勘兵衛 〉３５ 大 日水 中∋粒１０－１ロ８３５＿閤３

１８７（弄 １２） １５７１ １ １７圭 ｌ貢 献者操 ノト与 川隆景 ・吉 川元春 閣５　毛利宇石板 門 閣１ ４ ５２
１８８（天 下Ｆ６） １５７８ １ １７胃 Ｊｌ元 義幸状 今一口経高 安中１０　本宗今 ＦＲｌ壬什書

１∈∋９（天 正副 １５８０ １ １７寓 Ｊｌｌ青 森書状 児雫許芙 閤１００　塀雫照・卓循 忘Ｔ３ ３５ １８０
１９０（天霹１０） １５８２ １ １７拝薫育 書：状 煽 房事助 買中４　瑞犀家郷書

１９１ １ １７一声‖ｌ元首書派 男親丁要斤六 藩中４　組一種内

１９２（慶長３） １５９８ １ １７尊 書宇＝亮胃先日コ：状 三羽嘆吉 日侍 祥 吉日ｌ貫‾好古 吉 川家文書 １ ７８２ ７４９

１９３（慶岳１１） １６０６ １ １７士 ｒ広；夏日筆書：状 ♯ 原四郎右 衡門尉 暴利貰す書 圭別宴す 書４ １２５８ ４２

１９４（慶長１１） １６０６ １ １７＝ヒ ｌ青書夫 人熊谷氏消息 わかさ 卓利家一丈書 圭利；麦す 書４ １２５９ ４３

１９５（慶恩１１〕 １６０６ １ １７ゴヒ 【広；家蒙臣適量請書 ♯ 原四郎右 衛門 壬利賞す書 手剰ｌ署‾打者４ １２６０ ４４

１９６ １ １７吉 【広家書状 竹腰 藩中１６　歪 Ｆ罷揺 汀

１９７（永禄１２） １５６９ １ １８苗 ｌ元素・′卜＿引 １１勝 景連署書状 併催青雲 佑確保介監す書．閤１０８く赤 川勘兵衛拍６ 大 甘木 申料１０－１【）８３６、閣３

１９８（一天符９） １５８１ １ １８＝ヒ 【元最善状 岡本蕃義 右眉．闇ｌ本‾釘巷

１９９（天子Ｆ９） １５８１ １ １８苔 【元素書状 阿木煮 詰巨・三；欠絵有 徳門 石眉．闇ｌ本‾好古

２００（天ＴＦｌＯ） １５８２ １ １８＝ヒ 【元書巻耳犬 今 ［口許高 安中１０　本案 今ＦＲ毘什書

２０１ １ １８ゴ＝ 一元青書耳犬 闇本 妻諸島 石見岡本‾文書

２０２（膠岳１２） １６０７ １ １８∃＝ 【ｒＥ妄自筆書†犬 四人 和式芹太儲 什書＿き雪中６く和式某籍臣） 斉 Ｊ＝安‾好古㈲ｌ隻 ５８１ ４１８

２０３ １ １８ー専 義正書状 吉 川元蓉 斉川要す書 甫 ＝安す 書１ ６２３ ５６３

２０４ １ １８斉 広安眉 筆書才犬 神 式カ．右衝門酎（長 好） 謂式苅：太郎什書∵藩 中６（和式宴撼〉 斉 川夏す 書別集 ７０４ ５１４

２０５ １ １８苫 ｌ】て家書：状 わ くの 弁 藩中８　竿毒狐宮六方衡門

２０６（永禄１２） １５６９ １ １９松 久覇者：状 甫 川元書 斉川家‾史書 吉 川家す 書２ １４８３ ７５７

２０７（元１２） １５７１ １ １９暴 元許書状 吉川元素 阿川壬フ糾す書＿闇５く壬禾日宇右箇門） 闇１ ２ ５１

２０８（元亀２） １５７１ １ １９吉 元寄書状 多巽元竜・長屋元定
多巽文書、閥 １４４〈洞玄寺 〉４、防長風土注 進案１８〈第１２神

琶下村〉Ｄ３３１
早稲 田下巻 ７５８ ５６

２０９（天了下８〕 １５８０ １ １９告 元素書経 岸玄蕃弁 勧善２　岸源五郎

２１０（天了下８） １５８０ １ １９一斉Ｊ売春書状 大 二度与三 藩中４　大 夏欝次 郎

２１１ １ １９吉川拓青書 状 ♯下方農承 藩申２　♯下孫弄衛門

２１２（天７下１６） １５８８ １ １９苫臣萄う考朱印］犬 吉川蔵 人件（広宴） 吉川署‾釘書 吉 川署 ‾甘薯１ １１２ ８１

２１３ １ １９害Ｊ広安善状 藩申５　竹下棒大美

２１４ｒ永禄１２） １５６９ １ ２０′卜旦日陰景・吉川弄書道著書†犬 併催弄芋 Ｊ芹藤俣介際す書＿閤１０８く赤川勘兵衛〉３９ 大 日本史料１０－１ロ８３７、閣３

２１５ １ ２０小早川隆景書状 乃 兵 乃美文書、乃美 文書正写
新 熊本市史１６４、広島県史

Ⅴ－３０

２１６ ■１ ２０∃＝ 売春書状 森 甲華甲 ；扶家す書 芸 偏班‾斤申研究１５７ ２６ ２３

２１７

２１８（天ＴＦ３） １５７５

１

１

２０

２０

＝ヒ
如

元首書二状
書状

森 脇妻忠・怖々木弥十 郎・堺源

柳 沢弄政

家中６ Ｊ方々大権．兵衛

防暑風十推進室 １５（貰７舟大盲石村） 防長風十うヰ進軍１５

－２１９

２２０

２２１
２２２

２２３
２２４
２２５

２２６
２２７

２２８
２２９

２３０
２３１

２３２

２３３
２３４

２３５

２３６

（天す８）
（永歳７）

（永禄１３）

（天子Ｆ２）
（天了下８）

（天洋９）
ｒ天下Ｆ９）

１５３９

１５６４
１５７０

１５７４

１５８０
１５８１

１５８１

１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１

１

１

２０

２０
２０

２０
２０

２０
２１

２１
２１

２１
２１

２１
２１

２１
２１

２１

２１

２１

甫
寓

吉
寓

甫

＝ヒ
松
甫

皐
毛

∃＝
吉

ゴ＝
∃＝

言
苫

亭

吉

広家 自筆書状
加美（正家）書斗犬

如券（信委）白董書状

ｌて盲下妻：状
広家書状

「こ家書推
繹滴書状
元害毒状
弄隷書推

元隷書状
元素書状

元素吉富犬
弄真書：状

青煮書］犬

弄裏書：状
青森書状

元暮春状

青書書状

方介（斉 川ｒてＴＦ）
永卑

才日カ．右（神 式長好）

二宮塵介（屠貫）
隠岐守
併尊前守

一吉川興拝
山毘足部承

阿曽沼ｒＥ毒
雲居元陣 ・塀耳元 臣

♯ 卜弄教

′卜侶信義
悍耳元Ｔ

湯原羞綱
松 卜袖 手昆畠

弄行

湯洩治郎大夫

松 卜神 事尾島

言Ｉ目安‾釘書

丙裾永卑両手 旧蔵す書
和式芹・太郎什葛∵藩中６（和式慕紹章〉＿御書く開式〉

二冨帽美什書 ・
連中１１松浦 竿介

藩申１３ 件々木多助
吉川家文書

閤３１ 山［Ｒ甫塵循
閤４８（師一首沼六方撞〒門）１＿閤３５く阿 曽澗二 郎三郎〉６

閣１２６ ♯ 卜董卓衝
闇９３ ♯ ト右徳門

闇１１０く′卜目貫右衝 門〉２」閣１１０く′卜＝肋幕藩門）４
閤１１５ 湯原す方撞子門

閤１１５ 湯原‾㌻方術門
（ｌＲ）高葺部松 卜社 神駄犬畠出雲節前文書

厳島野コ貯す書

湯浅家文書

高葺郡松 卜紆神 散大畠出要所読‾文書

吉 川家‾史書２

ｉ ′型 戸 主】
斉川宴す巻別隻
苗上目菱す巻別隻

一斉目安‾文書１
閤１

闇２
閤３

闇３
閤３

闇３
閤３

鳥取県更
広島ｌ罠更 Ｈ

国立歴史民族博物館研究
報告第２８集

鳥取底史

１３０９

２４２
６２７

４８７

４０６

４４

２３
１３

３４

８０
１５８

８４０

４９

１５８

５１６

２００
４５４

３４９

３７１

７４３

６９７
３８

４３６

４５１
７４９

４８４

２４３

ー１２１－



２３７ １ ２１吉 川弄長書 †犬 樺藤兵（措 ｉ首春雷）． ；誓中５　樽主旨架介 広島県更Ⅴ ４ ９７
２３８ １ ２１吉 川正家 自室書揉 常う円陣 両横永鬼面寺 ＩＲ嘉す書 斉 川貰 ‾釘書㈲ｌ隻 ２０５ １７３
２３９ １ ２１吉 川広家書 状 有芋斤兵・看いち・農窯 藩申４　大塚清次郎

２４０ １ ２１吉 ＝広家書 扶 宇苓 藩中８　宇毒択富大方衡 門

２４１ １ ２１吉 川広家書状 十右彷門 藩申９　熊谷肋．芹衡 門

２４２（永禄５） １５６２ １ ２２吉 川弄裏書 状 ′、原美作守 広島大学所嘉′卜原文喜 広島県史Ⅳ ６ ２８
２４３（天下Ｆ９） １５８１ １ ２２吉 川売春書 状 ｌ訂本妻鶉・＝次孫兵衛尉 石眉．岡本文書

２４４（天下Ｆ９） １５８１ １ ２２吉 川弄最善 揉 森陥薫毒 藩中１５　森日罷繋年

２４５ １ ２２青 Ｊ＝元最古 状 湯原元締 閣禰２の１ 湯Ｉ頁‾打方衡門 闇指■漏 ４ ４４
２４６ １ ２２ヒ俣元棟書封犬 森脇秦毒 藩中１５　森”罷繋年

２４７ １ ２２吉 川青馬善 推 森随一郎右衡門酎 藩申１５　森陥繁年

２４８ １ ２２毛利糧青書 ：状 東マ＋郎 防愚見 十さヰ推茎 １９（第８漢河村 ク１〉 防長風十注進扁 １９ ２２５
２４９（欝長３） １５９８ １ ２２吉 川広家鷹 派 さ 川ゝ次郎弄衡門 藩中１４　広瀬二兵衛

２５０ １ ２２青 Ｊ＝広家書 状 言方京・情惣休 御毒１乳五未練門

２５１（元１２） １５７１ １ ２３吉 川元素書 ：状 湯ｌ素意綱外 耳名 閤１１５　湯原文方術門 ≠・・－ １０８ ４５８
２５２ｒ天 ＴＦ８） １５８０ １ ２３圭剰ｌ淫売書状 益円篠業・隔ｌ弄謹 益円安‾釘書 大日本古‾釘喜２２ ３３０ ２９５
２５３ １ ２３吉 日元首書 こ状 鎗河二郎弄衛門酎 勧善２　鈴川十兵衛

２５４ １ ２３■邑肝売春書 状 井 卜薫芋 藩中 １♯ ト書兵衛

２５５ １ ２３吉 川斉憲書 ：状 ことよｌノきつ 譜綬 あ１２２粟屋 如紀 ２１

２５６ １ ２３吉 日広家書状 一宮大宮育Ｔ 伴吉神社文書 作‾芹神社申料 ２６７ １９９
２５７ １ ２３苔 Ｊｌｌ広家書 揉 二重介（二言看貫） 二宮博美什書 甫附菱‾文書別集 ４１３ ３０７
２５８ １ ２３吉 ＝広家書 状 封半兵 署中５　訂持 久菩

２５９（永禄 １２） １５６９ １ ２４歴末日蒸描都 内書 吉川青書 京都大学 所蔵狩 野亨焉す書 広島ｌ具申Ⅴ ３
２６０（弄■．３） １５７２ １ ２４吉日弄裏書 推 裔一方宮内少撼 閣４７　裔一方カ．弄衛門 閤２ ４３ ２４１
２６１（天 市３） １５７５ １ ２４太 ［Ｒ士引蓬る正書】尤 吉川青煮 吉川芽す書 甫Ｊ＝芽‾釘喜１ ５９１ ５２４
２６２（天 ＴＦ１５） １５８７ １ ２４大 谷甫緋曾書 中村 二郎方衛門酎 中村‾釘書 卓産虞申３ ３２ ２６０
２６３ １ ２４吉川広家書状 言草 人（斉川豪戚）・祖九右 （稲武長好） 和式荘太 郎什毒∴藩中６く神 式憲縄〉 ー　　　 ▼　　 ■　－ ６６６ ４８４
２６４（天す２２） １５５３ １ ２５手＝刺青隷書状 斉川青煮 藩中 １０　Ｌ山崎梅 子

２６５（永禄 １２） １５６９ １ ２５′、旦Ｉｌｌ隆景書状 甫＝元薫 併催俣介 臣‾訂書．閤１０８く赤川勘兵徳）１８ 閤３＿大 日本 史料１０－１Ｄ８９２

２６６（永 禄１２） １５６９ １ ２５′、阜Ｉｌｌ隆景・吉 川元 書道墨書、状 併藤弄冨 佐藤保介氏文 書．閤１０８く赤川新兵徳）２８ 閤３ 大 日本 智料１０－１Ｄ８９３

２６７ １ ２５斉川元素外＝名避暑状 国司右京：亮 毛利家文書 壬剰豪骨壷３ ８４１ ５３
２６８ １ ２５斉川弄裏書状 ■ 今円結 忠 安中 １０　本宗今ＦＲ毘什書

２６９（慶岳２） １５９７ １ ２５′、旦川隆景善揉 繁沢弄 【壬 閤５　圭禾＝宇右衝門 閤１ ２４ ５７
２７０ １ ２５吉川広家書状 今 卜 今井 芽中 １０　本宗今［Ｒｆ蚤什昔

２７１ １ ２５吉川広家書状 洒大方 藩中２　洒 八郎右寺斬門

２７２（元亀３） １５７２ １ ２６吉川元春吉状 正林庵 尊経 闇・武家手鏡
尊程閣文庫威 武家 手鑑
釈文 付艦讃

下ノ

２０
１７９

２７３（天子Ｆ３） １５７５ １ ２６山名潔順杵拓苫）書：状 吉川青森 吉 日安 す書 善 貰‾訂書１ ５８０ ５１７
２７４（天了手３） １５７５ １ ２６山名ｌ壬政書：状 吉川青森 斉 川；豪す書 苫 安す書１ ５８５ ５２０
２７５ １ ２６赤♯幸三家書：状 斉 川青書 吉 川家文書 苗 安‾釘書１ ８６ ５８
２７６一天１下８） １５８０ １ ２６吉日売春′卜旦川隆景連署：状 平藤 毛利 藁一灯書 卓剰芽す書３ ８４３ ５６

２７７ １ ２６青Ｉｒｌ弄憲書：状 塀」周 圭利 署す書 壬劇 宴文書３ ７９８ １３
２７８ １ ２６吉日弄愚書、状 江宗兵 江 ＦＲ；豪甘書

２７９ １ ２６吉川弄屋書托 盛大硫 （森陥義朝） 藩 中１６　森陥権兵衛 広島県中Ⅴ ２ １２６
２８０ １ ２６′卜旦Ｊ＝隆景書†犬 粟屋元 樺 手弄目安旧蔵諸家‾釘圭 山口 県中Ⅱ ４７
２８１＿（慶長１２） １６０７ １ ２６暴利宗瑞（磋弄）日豊書 ：状

▲
言 Ｊ目貫「文書 吉Ｊｌ賞す書１ １９８ １６６

２８２ １ ２６有戸．卓 郵　貯類書服 河 卜久右衝門 吉 川家什書 士 貰‾文書別集 ７１９ ５２９

２８３ １ ２６吉川広家 自筆書状 休介 （斉 川広ＴＦ） 斉川安甘書 甫 安す書２ １３１０ ５１６

２８４ １ ２６’告Ｊ＝広；家書：状 有理 安 中１ 飯ＦＲ四眺塵板

２８５ １ ２６吉川広家書状 内訳 ・隠岐・二郎＝＿ 藩 申１１松浦＝介

２８６ １ ２６吉日広家書状 言方‘宗・騰無休 藩中１３　棟新 玉方術 門

２８７ １ ２６卓弄日義】許自室書状 吉 日末 尾介（ｒＥ某） 再Ｊ＝藁す書 士 安■文書２ １４１４ ６８１

２８８（永禄６） １５６３ １ ２７犀利義輝都内書 ’吉川駿 河守 吉川貰す書 甫 ▼ ４６４ ４１６
２８９（永禄６） １５６３ ‾１ ２７ ト野信孝奉書 吉 川齢 河守 帯川安す書 苫 宴す書 １ ４６５ ４１７

２９０（天正８） １５８０ １ ２７
吉川元春・口羽通長・福原貞俊・小早 川隆景運

墨書状
馬屋原 兵部大輔 閥４１ 馬屋原瀬 四郎 閥２ １２ １１９

２９１（天了Ｆ９） １５８１ １ ２７吉川元長書状 （斉川祥一吉） 安中９（貯木格ヨり差出〉．大野壬・別語ま最

２９２（一天了下１４） １５８６ １ ２７′卜阜日陰景・吉川売春・斉川元長吉揉 ｌ員有元兼 僻耳家文書＿閤１７（児罵三郎右衡門〉２６ 山 口県申Ⅱ４９、閲１

２９３ １ ２７苔Ｊ＝青森書状 ♯ ト孫長衡酎 吉削浸い２３　♯ ト景う隼１４

２９４ １ ２７吉川青馬書：状 森臨一郎右衛門ｌ討 藩中１５　森陥繋単　　 一

２９５ １ ２７甫Ｊｌｌ広家書状影写 勘方（吉 川抒署 ） 右眉．甫Ｉ＝；要す書 苔 芽■釘毒㈲ｌ隻 １６１ １７５

２９６ １ ２７吉川広家書状 二宮兵介（愚書 ） 二宮憎夫什書 甫 要す書 別隻 ４４５ ３２７

２９７ １ ２７言 １ｒｌ広家書揉 孫四 家中１０　本業今問ｌモ什書

２９８ １ ２７甫 ＝ｌ「こ軍書：状 卒ク弁 藩中８　宇都宮六方衡門

２９９（永禄４） １５６１ １ ２８幸利隆元書状 苫‖ｌ元老 帯川安一丈書 弓考 ｌ貰‾好古１ ６３９ ５７５

３００（永禄４） １５６１ １ ２８暴利弄許 自室書 状 吉川青書 二宮帽美什書 ■告Ｊｌ；麦文書 別集 ３２７ ２５４

３０１（弄１■３） １５７２ １ ２８吉 Ｊ＝青書書推 内藤青菜 閤７６　中島神兵衛 閤 ８ ７２４

３０２ １ ２８荻野 官洋書 状 市川∃椎姿承（終業） 吉川家‾釘書 苔 家一灯圭１ ８７ ５９

３０３ １ ２８聖薄際道清書状 斉川斉憲 言＝芽‾釘喜 甫 安‾釘喜１ ５７３ ５１２

３０４ １ ２８暫譜際ｉ削尊書］犬 吉川侍祥 斉川；豪す書 甫 安 ‾更書 ２ ８９２ ４４

３０５ １ ２８吉川元長書状 森精一郎右衝門酎 藩中１５　森陥繁牛

３０６（慶長９） １６０４ １ ２８福原且牒堰一言１弄蔽適量富者 壬別宴‾釘喜 手弄ｌ賞 す喜 ３ １１７１ ４９３

３０７ １ ２８苫 上目Ｊて家書 ’状 水彦弄 安中５

３０８ １ ２８吉 川広家書 拭 松等右・二兵介・吉宗右 藩中ｌく今 Ｆ口裏長箇）＿安中８

３０９ １ ２８吉 川広家 書状 隠岐 藩申１１松浦 ＝介

３１０ １ ２８罵 Ｊ＝広家 書：状 黍 話中８　宇部冨六．＃衝 門

３１１ １ ２８吉 川口二軍書］犬 牢番 藩申８　宇都二軍六 方衝門

３１２（弄 １２） １５７１ １ ２９卓寿目元 ５謙書：状 吉 １日青煮 閤５　暴利竿右衡門 閣１ ２ ５１

３１３（元亀４） １５７３ １ ２９吉川元 著書状 国司元武
周防国分寺文書、防長風土注進案１０く第５６古文書之２１〉

１９、防長寺社証文 〈周防国分寺〉５４

山口県史Ⅲ「周防国分寺」

４９、防長風土注進 案

１０ｔ）３９３．聞４ｐ３０６

３１４ １ ２９児玉暮稗書状 椰守】妻秋（育厨） 厳島野：貯‾釘書 広島県嬰Ⅱ １０６７ ６４２

３１５ １ ２９吉Ｊ＝青書書耳犬 ｉ青メく尊大官瑞 さ瞥メく寺す書 （島回数写）

３１６ １ ２９手利ヨ運青書：状 二‾太（二宮太郎右衡門 扁相） 譜重量　二宮太郎宕衡門馬相 ｒＥ鼻ｌ星申Ⅴ ４ ３０６

３１７ １ ２９吉日広家書状 租 二介 藩中 １１ 松浦二介

３１８ １ ２９■斉川広家書状 隼 人・九右衝門 藩中６　開式薫 哉

３１９ １ ２９吉川Ｊて家書：状 杢ク 弁 藩中８　宇都宮‘六方衛門

３２０（慶長２０） １６１５ １ ３０名利宗瑞輝元書状 立節繁沢元 ｌ壬 闇５■壬芳川宇右彷門 闇１ ３１ ６０

３２１ １１０
ロ

吉川如券（広家）自筆書 状 二言情夫什 書 吉川家文書別集 ４０３ ２９９

３２２ １臨 ■芹丁目青森書状 斉 Ｊ＝青馬 ；家中９　こ貯オこ；格ヨり差 出

３２３ １臨 甫１ｒｌ青書古雅 森 繹蒜市 郎右衛 門 藩 申１５　森Ｆ請繋年

３２４ １晦 吉川元長書状 龍生寺宗誉 神護寺 文書

山 口県史 Ⅲ「神護寺」１２、防

長風土注進案７〈第 １５塩田
村）ｐ２９６

３２５ １晦 雪雲讐院主首清書斗犬 斉 川元素 吉川藁す書 胃Ｊ＝家す巻 １ ５７６ ５１３

３２６ １拝島 弓考川広家書状 二宮神 方術門酎 藩中３・二冨神方衡門

３２７ １晦 斉川広安善状 黍 藩中８　宇都宮六方衝門

３２８ １臨 苔 Ｊｌ伽 業（広貰）冒筆書：状 友 軍 丙禅太腹両手旧箭‾釘喜 苔 Ｊ目安‾訂孝 則隻 ２６６ ・２１４

３２９（永ｊ畏１１） １５６８ １ 益ＦＲ篠業・同売祥吉田出頭礼儀次第 益円安す書巻３３

３３０（天７Ｆ２） １５７４ １ 暴利淫売 白箋書状 三原：肺二級窄文書 ｒＥ烏 庭中Ⅳ ２

３３１（天正８） １５８０ ２ １
小早川隆景 ・口羽通長・福原貞俊・吉川元者達

暑書状
湯 原春綱 閥１１５　湯原文左衛門 閥３ ４８ ４４１

３３２（天了下９） １５８１ ２ １吉川元暮 自筆書状 斉川ｉ径舌 甫Ｉ目安す巻 苫Ｊ＝豪‾釘書２ １２２９ ３９５

３３３ ２ １斉川青馬書状 隋昔風十注進展 防長 風十注 進簑７ ２９６

３３４ ２ １′卜見 目隆景暮雪犬 塀耳元 邑・♯ ト紺青・牧羊許 ‾斤 て家中４（筈達家勧善）＿御 者１く妄達十重衡）

３３５ ２ １′卜旦 Ｊ日陰貴書：状 児罵弄長 ・♯ ト５静電・胆石許「斤 安中小首達家御書 〉．毒針書１く妄達＋兵衛〉

３３６
３３７

３３８
３３９

３４０
３４１

３４２
３４３

３４４
３４５

３４６
３４７

３４８
３４９

３５０
３５１

３５２
３５３

３５４

（天 盲Ｆ１６）

一首‾丈３）

（元 禄５）
ｒ天 ＴＦ３）

（天芥１８）
一天ＴＦ２０）

ｒす禄２）
（文禄５）

（慶岳６）

１５８８

１６６３

１５６２
１５７５

１５９０

１５９２
１５９３

１５９６

１６０１

２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２

２
２

２
２

２

１

１
１

１
１

１
１

２
２

２
２

２
２

２
２

２

２
２

２

喜 Ｉ【ｌ広家書状

苗 ＝ｌｒＥ了Ｆ書 ：状

吉 川広家書 状
吉 川広家書 状

斉 川広；家書 ：状
吉 野イ暴利）放棄（許 精）書］犬

吉 川Ｊて挿 （ｒＥ薫）書’状
卓剰ｌ弄甜書 二ほ

山．名首 尾†書 ：状
吉 川元素 訂茎書状

善 ＝青森 書状
吉 川元著書状

帯 川青馬書状

′卜見目隆景喜］犬
聖 譜際遅滞書状
丹 羽石平操書：状

帯 川広家書：状
蟹沢元氏書状

福島ＴＦ馴書経

伊官営三 郎

大原獣道

泄太郎弄衛門尉
奉プ弁

声粧十兵衛

二軍卓宥・（恩讐）
開式≡Ｅ都少至誠（署長衡）・花式掃都 助
吉川元憲

山県蓄右衡門酎

金子大：和守

舎子措都助
繁沢元氏
吉Ｊ‖倖祥

苗 Ｉ‖偉祥 （広貰）
松妄（松岡長倖）・二重 （二宮長実）

椰守弄；斤将 腎
吉川広豪 ・揺原広俊

閤５０ 飯ＦＲ与一方徳門

閤ｉｔ３の１ 雪昇孫 右衝門
き誓申１３ 振柁十郎方衝門
藩中２ 泄 八酪右衛門

；書中８ 宇部冨六方衝門
喜＝貫什書

二宮帽美什書
和式妄す書＿藩申６く和式某系蘇〉＿聞５５く開式右 衝門八）３

吉川家‾釘婁

二宮博夫什書
藩中１０ 止目星十介
金子安’文書 （烏園丁獣写）

金子署‾好古 （島国ｌ影写）
闇５ 毛利字幕衡門

告Ｊ＝署す書

甫 Ｊ＝安文書

二言帽美什 書
厳島野節す 書

福原案文書

閤２

閤１

苔 １

苔 Ｊ
山
苔 Ｉ

甫 Ｊ

閤１

苔Ｉ
甫ｊ

苫Ｊ

Ｊて．
福 ．

暮漏

ｒｌ安‾軒書 馴隻

ｌｌ署‾釘書㈲ｌ集
ロｌ艮中ロ
ｌｒ署 す書 １

ｌｌ芽す書別集

ｌｌ署す書２
ｌｌ芽す書１

ｌ【安す書別集 ・
亀庭中 Ⅱ
庸家‾茫書 卜

８
４０

７２７

５５４
１

▼５８９
３４１

２６

８９３
７１２

４０１

１３０６
５

２８７
１４４

５３３

３８４

５２３
２６１

５８

４４
６５８

２９８

８１４
７３

－１２２－



３５５ ２ ２吉川如兼（広家）自室書斗犬 西堂 西禅永蟹南寺 ｒＲ箭‾釘書 吉 川家て書別集 ２９２ ２３１
３５６ ２ ２斉川ｒＥ安善寸犬 十右衡門罠寸 藩中１３付那曹水）∴家中５く土竜弁才弁〉

３５７（元亀２） １５７１ ２ ３斉川元奈書状 湯原意綱 閤１１５　湯 原す芹衝 門 閤３ １１０ ４５８
３５８ ２ ３吉川元老書状写 璽犀孫次郎 閤７３　粟屋孫次郎 閤２ １６ ６７７
３５９ ２ ３吉川青島書状 金子大和守 金子賞す書（鳥瞑丁影写）
３６０ ２ ３真木皇昭一粁書状 吉川元善 吉川署す書 吉 川菱‾文書１ ５３５ ４８４
３６１ ２ ３真木剋曙光き 汰－ 吉川元妻 吉川貫す書 斉 川貰‾文書１ ５３６ ４８５
３６２ ２ ３畠山昭腎善根 吉川弄妻 吉川家文書 吉 川家‾文書１ ５５１ ４９６
３６３ ２ ３六角蒸垂古津 吉川青菜 告丁目安す書 吉 川家文書１ ６２５ ５６５
３６４ ２ ３撃譜隙遅滞書状 吉川倖絆 吉川家文書 吉 日；麦す書２ ８９４ ４５
３６５ ２ ３吉川祥青書状 ♯ 卜裏書 藩中１ ♯ ト音兵衛

３６６ ２ ３吉川広安巻数弁償米近事 視軒 下一久 厳島野据‾釘書 ｌて烏庭中 Ｈ ８５１ ４９０
３６７ ２ ３吉川広家書状 二兵介（二軍 長芋） 二言帽美什書 苫 Ｉ目貫す書別隻 ３９０ ２９０
３６８ ２ ３吉川広家書状 二重介（二宮 苫冨） 二言帽寺什書 吉 川蒙す善別隻 ４３２ ３１８
３６９ ２ ３吉日広；家書才犬 藩中１ 今阻甚兵衛

３７０ ２ ３吉川広家嘗圭 藩申１ 今Ｒ］甚長衡

３７１ ２ ３‘斉川広家書状 山県毒右彷門 藩申１０　山県＋介 広 島虞史Ⅴ １ １１２
３７２ ２ ３吉日１広家書：状 螺イ蒜操守 藩中１３　棟茂三部

３７３ ２ ３吉川広家書状 環七郎右箇門 藩中１３　情茂二眺

３７４ ２ ３弓有川広家書状 視力．宕 藩中６　謂．式嘉著避

３７５ ２ ３吉日広家書状 野藤弄衛門 藩中９　野村奥右破 門

３７６（慶長６） １６０１ ２ ３■斉川広家・福原広俊適量書寺犬 ；既存太 福原寡‾文書 福 原家‾好古　 ト ６ ７３

３７７（承応３） １６５４ ２ ３毛利許精善根 二言大丁助（了下貰） 二冨相手什喜 ｉ　 ｌ型一…　壷 ５３５ ３７４
３７８（延官８） １６８０ ２ ３壬刺繍広書耳犬 斉川内ｊ霹靂折（広紀） 吉川家文書 吉＝家文書２ １２８６ ４９２
３７９（天ＴＦ８） １５８０ ２ ４吉川元善書状 今拝膵㌫富 安中１０　本宗今ＦＲｌ吾什書

３８０ ２ ４吉川元善書ｙ犬 舎子大；和守 金子著す書 （烏伊ｌ艶写）

３８１ ２ ４毛利宗瑞輝元書耳犬 立節繁沢元氏 閤５　圭利宇右衝門 閣１ ２８ ５９
３８２ ２ ４吉川広家書状 苔平右衛門 安中３　今 ＦＲ苓 Ｔｌ什書

３８３ ２ ４吉川広家書状 海応手 安中８　洞泉寺

３８４ ２ ■４吉神 話割 引犬 今ＦＲ暮倍 藩中１ 今 阻仲 方術門

３８５ ２ ４吉川広正室状 二甫肋（二言貰冥） 二宮帽美什書 吉川家文書別集 ４９４ ３５２

３８６（天す ８） １５３９ ２ ５鼠子祥 久書状 言＝輿霹 苔 ｌ目貫‾釘喜 帯川安す書１ ３６８ ３２８
３８７（天 す８） １５３９ ２ ５屏．子詮 久川音久）書状 吉川輿拝 吉 川宴す書 吉川家文書１ ３６９ ３２９

３８８（天‾丈８） １５３９ ２ ５河 副久盛書状 吉川輿繹 甫 ‖１宴す書 斉川安‾好古１ ３７０ ３３０

３８９（天文８） １５３９ ２ ５河 副久盛書葺犬 苫圧九郎兵衛尉 ・塊雅楽助・森脇柘有 ・吉
川終世

吉川家文書 吉川家文書１ ３７１ ３３１

３９０（天‾Ｆ８） １５３９ ２ ５内ＦＲ黍安善］犬 森ｌ臨祐有・吉日繹世 吉 川；家‾文書 吉川家‾釘喜１ ３７２ ３３２

３９１（天す ８） １５３９ ２ ５内田泰家 書状 森陥祐有 甫 ＝要す 書 甫＝麦■好古１ ３７３ ３３４
３９２（天す８） １５３９ ２ ５屏手絡久喜状 斉川七郎長箇 酎 経有） 藩 中２　石七 郎塵衝 ｒて鼻ｌ旦中Ⅴ ５ ８８

３９３（天す ８） １５３９ ２ ５河 更別久眉・書状 ’斉川十 駅長衡 冒寸（鋒有） 藩 申２　石十部 長衝 広島県申Ⅴ ６ ８８

３９４（天す８） １５３９ ２ ５■内ＦＲ泰安 善斗犬 吉Ｊｌｌ十厳重衡 酎（洋右） 藩 申２　石七 郎兵衛 広島展史Ⅴ ７ ８８

３９５（天正５） １５７７ ２ ５
吉川元春・口羽遠見・福原貞俊 ・小早川隆景連

著 書耳犬 充所之無 閤１２３　大多和惣兵衛 閤３ ３２ ６３２

３９６ｒ天７下９） １５８１ ２ ５′卜早川隆景書揉 苫丁目弄套 安 中４り≡犀軍都書）＿家中５く青 松巣〉

３９７（天子Ｆ９） １５８１ ２ ５■斉川売春書状 †河本薫詔も 石眉．闇：表す書

３９８（天ｊ下９） １５８１ ２ ５吉日監孝行 人達著書状 闇本妻藷塾 右眉．間ｌ本 文書

３９９（天下Ｆ９） １５８１ ２ ５圭利権弄書状 馬岸弄冨 闇８２　長居助兵衛 閤２ ６ ８２４

４００（天ＴＦ９） １５８１ ２ ５吉川青馬書：状 山間寄 宿 藩 申１０　山［Ｒ平次表衡門

４０１ｒ芙７下１２） １５８４ ２ ５弓考川元首 日登書：ほ 丙禅丈■蘭 （蘭伯東確） 西禅永興両手旧蔵‾文書 苔丁目；麦す巻 別集 １８４ １５６

４０２（天７下１４） １５８６ ２ ５吉川元最善状 棚守夫衡 門（ママ）大 美（兼行 ？） 厳島野：貯文書 広島 風申Ⅲ ８４４ ４８６

４０３ ２ ５吉川青森書揉 永姿寺す巻 山 口県史Ｈ ６

４０４ ２ ５吉川元老書状写 粟犀孫次都 闇７３　零 屋孫次 郎 閣２ １７ ６７７

４０５ ２ ５斉川元首 白墨書耳犬 屠伯東確 丙禅永華南寺ｒ口前す書 斉川貰‾宮古帽日量 ４５ ３６

４０６ ２ ５吉川元素書：状 森 陥一 郎右 裾門Ｅ寸 藩申１５　森陥繋 牛

４０７ ２ ５需丁目青馬書状 森 陥一 敗右 衝門酎 亨望中１５　森 ｌ防繁牛

４０８（天盲下１８） １５９０ ２ ５吉川広家書状 蔵妄評等 藩中５　武妄衝

４０９（‾文禄２） １５９３ ２ ５音声毒素矢上訂］犬 三胡坐斉 川侍絆留守居中 ■斉川菱‾釘書 ■吉日安す 巻１ ７８３ ７５０

４１０ ２ ５苫臣秀吉朱印状 吉 川ははかた 吉＝１署‾釘喜 吉 川妄す 書１・ １４５ １０８

４１１ ２ ５某府安中連署奉書 吉 日美濃守 （ｒＥＴＦ） 甫＝ｌ宥‾釘喜 斉 川芽す 書１ １８３ １３８

４１２ ２ ５斉川広；家書：状 萬勒 方（搭署） 苔Ｊ＝申料餌所願す書 山 口県申Ⅱ ９ １４３

４１３ ２ ５吉川広家 自室書状 相九 右衡門Ｅ寸（和 式馬好） 謂式荘‾太郎什書＿連 中６く神式茎描〉 斉 Ｊ＝安‾史書馴集 ６６８ ４８５

４１４ ２ ５吉川Ｊて安善：状 今肋右 藩中１ 今田孫弄衝門

４１５ ２ ５吉川広家書状 藩中７　中村緋平

４１６ ２ ５吉川広家書状 内藤右衝門 藩中８　内館仲井衝門

４１■７ ２ ５斉川 て安書派 平－ト右 ；雪中９　熊谷助方術門

４１８ ２ ５吉川広正書状 二冨大Ｔ】軌（７下冨） 二富帽奏什書 南 川署 ‾丈書別隻 ４８１ ３４６

４１９（長享２） １４８８ ２ ６飯屋清青書状 斉川駿河守（締基） 吉川吉て書 市 川；家す書１ ３４３ ２９５

４２０（馬葺２） １４８８ ２ ６飯屋清青書状 吉日格言祁助（路非） 貫目家■丈さ 苔封＝妄‾釘喜１ ３４４ ２９６

４２１（永禄３） １５６０ ２ ６ｉ斤衝棺蒙古二状 青‖ｌ青書 吉川安‾好古 罵 上目安す書１ ６５８ ５〔葺９

４２２ ２ ６吉川経書書状 隈ｌ二転業祐 宕 胃．同ｌ本す書

４２３ ２ ６一斉＝経書書推 相官恭助 藩申１４ ’定蕃箭 「仁尾庭中Ⅴ １ １２０

４２４（天荘１５） １５８７ ２ ６葺大鳥聞・光書：状 甫＝ほ要言 吉川家‾甘苦 吉川安す書１ ７３１ ７０２

４２５ ２ ６繁沢元氏書状 孝明 匠ｌ音寺す書 広島県申Ⅳ ４ １７０

４２６ ２ ６・吉川広家 自室書状 屠伯東確 丙禅永界面寺 ＩＲ蔵す巻 一斉川；家‾文書別隻 ２０３ １７１

４２７ ２ ６一斉日加兼 （広安）日量書：状 丸腰寺 丙種永畢両手 一口箭す壬 斉川要す書別隻 ２８５ ２２６

４２８ ２ ６ｉ　　　　　　　　　　　ど 山九方・有新屋 藩中４　大成∃折畳循

４２９（永禄１３） １５７０ ２ ７苫川元素 白筆書４犬　 ■ 兼．芹 毛利家‾甘薯 壬弄目貫‾釘喜３ ７９０ ３

４３０（永禄１３） １５７０ ２ ７ノト旦 Ｉ＝隆景書揉 青書 妾剰１安‾文書 姜剰ｌ案文書３‘ ８３７ ４７

４３１（永禄 １３） １５７０ ２ ７ロ三田涌 良書１尤 右京高 圭剰ｌ署す書 手末日て豪す書３ ８５３ ７３

４３２（天 γＦｌＯ） １５８２ ２ ７洋書青書：状 士喜犀弄葺 安 中４　塙 摩安勧 善

４３３（天 ＴＦ１４） １５８６ ２ ７椰守克行譜取裏書 市禎寺 厳 島野節 す書 広島県申 Ⅱ １４６４

４３４ｒ天 了下１４） １５８６ ２ ７椰守元行書状茎 森精雑後守 野ゴ万す書 広島Ⅰ旦申ⅠⅢ １２２ ７２３

４３５ ２ ７吉 日元春 吉状 ♯ 卜薫倖 藩 中１（♯ 卜葺右衝門〉▲衡書２（井 卜享右衝門） 広島眞 申Ⅴ １ ８５

４３６ ２ ７吉 川青森書状 差隠薫毒 藩 申１５　森脇繁華

４３７ ２ ７斉 川弄裏 書状 宇都宮書抜 藩 中８ ：宇都宮六方衡門

４３８ ２ ７枚方農助 首書写 美作寓簡隻拝鰹 下巻 ８５

４３９ ２ ７吉 日広著 書雪犬 ■含か 話 中９　熊谷又兵衛

４４０（天了下３） １５７５ ２ ８犀利秀昭 梯１内妻 吉 川野河守 吉 川安‾好古 与考＝安す巻 １ ４８９ ４３６

４４１（天ＴＦ３） １５７５ ２ ８真木 劇昭光春雲 斉 川勝河守 吉 川家文書 吉 １＝藁す書 １ ４９０ ４３６

４４２（天７下１０） １５８２ ２ ８拝薫育書 】尤 塩 犀元葺 家中４　塩屋家後Ｉ書

４４３（天了宇１２） １５８４ ２ ８吉 川青煮 ・元最遠 墨書状 斉 川；経書 吉日家す巻 言 上目安‾釘喜２ １２４４ ４３９

４４４ ２ ８吉＝元素書］犬　 － ♯ ト孫 虐衝尉 譜重量い２３　♯ 卜東光 １６

４４５ ２ ８吉川元長書状 神護寺文書 山 口県史 Ⅱ「神護寺」９、琵

進案７（第１５塙畏村〉

４４６ ２ ８真木烏脚光書状 斉川弄嚢 甫 ‖ｌ寅て書 萬 Ｊ＝安す書 １ ５３７ ４８６

４４７ ２ ８盲犬烏阿・光書ヰ犬 吉１＝青書 一斉日豪文書 吉 川署‾釘書１ ５３８ ４８６

４４８ ２ ８真木島昭光書状 斉川元老 斉 川安す書 斉 川貫文 書１ ５３９ ４８７

４４９ ２ ８真木皇昭光書状 斉川元素 貫 目ｌ芽す書 ■斉川家文書１ ５４０ ４８８

４５０ ２ ８真木鼻阿う隼書斗犬 斉川青森 甫 Ｊ目貫す書 吉 川家 文書１ ５４１ ４８９

４５１ ２ ８六菌養表書状 吉日元蓉 吉 川貫マ書 弓考川著す書１ ６２６ ５６６

４５２ ２ ８苔１１【広家書推 洒太弄 藩中２　沖 八郎右 徳門

４５３

４５４
４５５

４５６
４５７

４５８
４５９

４６０
４６１

４６２
４６３

４６４
４６５

４６６

４６７

４６８

４６９
４７０

４７１

４７２
４７３
４７４

４７５

４７６

（弄和９）
（天す１８〕

（天下Ｆ３）
（天７下８）

（天 市８）
（天 芥９）

（欝長 １１）

（永禄１２）

（天子Ｆ９）

１６２３

１５４９
１５７５

２
２

２
２

８

８

９
９

‘吉日広軍書１犬
呑隅元祥 自筆書状

毛利隆弄 自室書状

′卜阜 日陰貴書才犬

苓ク弁
森束麿（森陥烹歴守）・伴侶 農（伊藤元利 ）

隆景
冨屋大枚肋

藩申８ 宇部冨六 方衡 門

斉 川；麦す 書

手靂‥看て 書
芽 中９ 官 房鶴 フ助

罵 丁目安‾釘書１
壬利 著す書２

２１１
５８５

１８１
２７４

１５８０
１５８０

１５８１

１６０６

１３５Ｄ

１５６９
１５８１

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２

２
２

２
２

２
２

２
２

２

９
９

９
９

９
９

９
９

９
９

９

■９
９

９
９

１Ｄ
１０

１０
１０

１０

甫 目元展
吉日元展

吉日元素

吉川斉憲
吉川元春

吉 日１経‘言■
等圧ｌ寺東

盲 目ｌｒＴ妄
宕誹口元

１謀円弄Ｊ

吉川広

暴利宗

吉 川広
吉 川－て
吉 川広

／少弐頼
毛 利弄
吉 日１弄

帯 川弄
斉川如 、

書：状
書状

寄進状
善斗犬

書：状
‾書：状

、浄書：状卓二状

荏書：状震壬冨
淀雪 （芋 川際）消 息髭写

家 書状

瑞 磋売・信１秀計 連署書状

著書：状
安善状
安・広 市１重量書］犬

尚書１犬

詳書：状
裏書Ｈ尤

責苦：状
業（広 家）自筆書 ：状

合ｊ暑Ｉ萎

森臨奈義
勝宿神 羊

山ＦＲ出璧守
法泉寺

井下方 展承

千澗為 虔
謂ナ．（神式長好）
重夫 （森陥京 歴守）

ひ・ろ貫（正家 ）
松妄右 （松 岡長僅）・祖九右（祖式長好）・二

長 介（二宮長莫）

甲嬰守
謂 九右

柑 妄右衝門酎・堺次郎方術門尉

需 Ｊ＝搭叢
居達＋兵億僚杵信泰）

手雫＝青庸
市川薫傍

才日九右（神 式馬好）

合長寺‾好古（鼻
藩 中１５ 森日詰繁

Ⅱ１知弥１中計鹿野
山間貫 ‾釘書（ＬＵ

閤６２ 十肝＋丘
藩中１ ♯ ト享卓

二派す書（音大
謂式芹太郎什書

石野．甫Ｊ‖て家す書
石冒．■芹Ｉ目貫す書

祖式荘大部什書

暑ｌ持去利家‾釘喜

藩中６ 謂式某
言雪中８ 竿；軋冨 ′

藩申１ 今開基 一
吉川貫す書

香川安す書＿家
厚賀尊重栗‖

藩中２ 盲右目安′
神式芹太 郎什書

瞑１髭写 ・島根県河本）

年

町寺内所蔵‾文書

ロ風‾更書館）
衡

＿衡髭 写）

二九
繕巨

六方衝門
兵衛

申４く等連署御書〉＿勧善１く妄凄 ＋兵衛〉

御者写 靖孫十

皇取県申

閤２

■斉川宴す書胃‖隻
斉川家す古河ｌ隻

一 Ｌ型 芦表

吉川家文書別集

下関市 中Ⅳ

斉 川ｌＯ１４．ｉ■す １７８４

Ｌ山口県更ⅠⅠ

甫 目貫文 書間ｌ隻

４０

１４

５８３
１８３

１８４

５７１

２０

１３

６４

７０９

４２０
１９０

１９０

４１１

１２０

３ ４６７

－１２３－



４７７ ２ １０吉 川広家 書状 二与次（二宮貫冥） 二宮憎美 什書 吉川貰‾文書馴集 ３５０ ２６７

４７８ ２ １０吉 川広安白筆書揉 二言帽美 什書 斉川賞す書馴隻 ４１４ ３０７
４７９ ２ １０‾斉川広家書状 二重介（二宮長芋） 二宮憎夫 什書 斉川安す巻馴集 ４２９ ３１６

４８０ ２ １０吉 日広家書状 祖九右・松＝介・■中彦方 署 中５　中村安

４８１ ２ １０ｉ　　　　　　　 －　べ 真孫．卓 藩 申１３　言Ｆ口′卜方術 門

４８２ ２ １０吉 川広；家書］犬 二兵介 藩 中３　二宮新弄衝門

４８３ ２ １０吉 日広；家書：状 藩 中５・γ「下種大美

４８４ ■２ １０吉 日広正書状 洒／少方 藩 申２　洒八郎右衝門

４８５（天す １６） １５４７ ２ １１吉 川興経書状 壬利右農三甲（青野） 苔 Ｉ目安 す書 甫Ｊｌｌ要‾釘喜１ ４１８ ３７９
４８６（天 す１６） １５４７ ２ １１吉 伸矧酎 引犬 手利少鯖太 眺（隆弄） 一斉目安 文書 寓 Ｉｒｌ案文妻 １ ４１９ ３８０
４８７（天 ‾茫１６） １５４７ ２ １１斉 川輿拝書斗犬 ′少虫翁ン欠耶 ‾告丁目貫 す書 吉日蒙‾釘書 １ ４２０ ３８１
４８８（天 子Ｆ３） １５７５ ２ １１′、旦 日陰景・ロ三田涌 臣・福原 貞倍 速董卓］犬 官房大炊肋 安 中９　苫屋篭星ク訂Ｔ

４８９（天 正３） １５７５ ２ １１小早 川隆景丁口羽通長 ・福原 貞俊 連署書状
佐久艮余助 ・八田善五郎 ・同名右衛門尉 ・

林甚介・大津俵与方術門尉 ・善成幸
家 中９　冨屋岱之助

４９０ ２ １１斉 川弄愚書揉 森ｌ臨一 郎右腹 門酎 藩 中１５　森陥繁 年

４９１ ２ １１聖譜 際清浄書状 吉 日蔵 人訝 う考Ｊ＝家■文書 吉川家す書２ ８９５ ４６
４９２ ２ １１吉 川広家書状 熊野別 火 熊 野神を卜す書 出雲音字大社 文書 ６ ８８９

４９３ ２ １１吉 日ｌ広家書は 二塵介 （二宮鳥芙） 二軍帽美什書 吉川家文書 別集 ３８４ ２８７
４９４ ２ １１寓＝広安自室書状 平誓元忠 中背案文善 大 日本古文 書１４ ２２１ ６７０

４９５ ２ １１吉 川広家 ？書状 謂九・中彦 家 中５　中村署

４９６ ２ １１斉 川 て芽書推 洒少弄 藩中２　洒八郎右衡門

４９７ ２．１１斉川広家書状 香 ク弁 藩中８　宇都宮六方衛門

４９８ ２ １１斉川広家書耳犬 垂平右 藩申９　桑原太淳　 ‾

４９９ ２ １１手＝利壱計自室書状 美濃守 （斉川広去） ‾斉川安‾好古　 ■ 吉川家文 書２ １４１５ ６８１
５００（天 す６） １５３７ ２ １２屏子祥久白芸者：状 吉 川寒路 吉川著す書 吉 日菱‾文書１ ５９ ３６

５０１（天 正５） １５７７ ２ １２吉川元春・福 原貞俊・小早 川隆景連署書状 豊嶋対馬守
山口博物鮨蔵文書、閥８２〈長屋勘兵衛〉７、閤１４６〈豊嶋 半

右衛門）３
山 口県史 Ⅲ ５

５０２ ２ １２盲 目青煮柵３名達者書状 山 円Ｉ蔓郁承 山［Ｒ貰‾訂薯（山口県‾釘書館）

５０３（天 γＦ２０） １５９２ ２ １２妙案寺悟ｌ最古こ状】影写 広家 石見吉川家文書 吉 日ｌ安‾Ｆ書馴集 １５４ １６８
５０４（慶長８） １６０３ ２ １２壬封【磋青白筆書：状

▲
吉日署‾百舌 吉 川家‾釘書１ １９７ １６４

５０５（慶馬１０） １６０５ ２ １２吉日ｌＪて了下１さ、状 謂カ．右 （和式阜好） 和式荘太郎什書 吉 川家文 書別集 ６４８ ４７３
５０６ ２ １２葺大鳥闘う書状 吉 川売春 弄Ｊ＝家‾文書 吉 川家一丈書２ １２９９ ５０１

５０７ ２ １２圭利輝元書状 青 ｍ′トン欠耶（繹貫） 吉日史料館所蔵文書 山口県寧Ⅱ ５ １４３

５０８ ２ １２斉川広家 自室書状 丸顔 西禅永輿両手旧蔵す書 斉 Ｊ＝家督 善別隻 ２２２ １８７

５０９ ２ １２吉日広家 白慧書状 謂 九（神式長好）・山九（山愚書推） 和式荘大都什書∵藩中６く和式真綿） 吉 川妄す 書馴隻 ６９３ ５０６

５１０ ２ １２斉川如券（ｒご安）白筆 書斗犬 二 宮兵介（長芋） 二冨帽美什書 ｉ　　 型　 ・ － ４３１ ３１７

５１Ⅰ ２ １２吉日広家書：ほ 作 右 藩中１６　森陥紹藍江

５１２ ２ １３才考宗愚書製伸二名適者毒書 毛 利右馬頭 暴利安す書 卓弄目安 ‾釘喜１ ２１１ １８２

５１３（弘治２） １５５６ ２ １３壬乗＝弄静書：状 悍罵紆軟 閣８４ １且有蒲七郎 閣２ ２９

５１４一弘治４） １５５８ ２ １３卓剰ｌ元隷書揉 吉 日元素 閤５　妾刹ｌ宇 右鯨門 閣１ ３ ５１

５１５（永禄５） １５６２ ２ １３卓剰ｌ隆弄・弄詳述著書耳犬 ′、笹原長鰭 ′卜等原文書 山陰．帥域研苓！２ ３ １３

５１６ ２ １３森脇馬首さ状 多習イ蒜前笥こ 査陥安‾釘喜 七 ；†町 中 ２５１４ ７８２

５１７〔天了Ｆ８） １５８０ ２ １３′卜早目隆景・‘斉川元素連署書状 湯 原春綱 閤１１５　湯原す方衡門 閤３ ’ ４９ ４４２

５１８ｒ天７Ｆ９） １５８１ ２ １３吉 日霞青書推 宇 者王宮薫佑 藩申８ ：字都冨六方衡 門

５１９（天了Ｆｌｌ） １５８３ ２ １３婆［ＲＲ器軍書派 吉日青書 喜Ｉ目貫‾釘喜 ’告Ｊ＝；豪「文書２ １４７１ ７５０

５２０ ２ １３‘斉川元首書：状 糸島甘要斤六 藩中４　韻官権 内 広島県史Ⅴ　 － １ ９４

５２１ ２ １３吉 日「ｒ安善：状 森作右 藩中１６　森陥描シ工

５２２ ２ １３吉川広一下古書犬 二宮兵介（愚書） 二言帽美什書 ‾吉日貫文書別集 ４７１ ３４２

５２３（天正４） １５７６ ２ １４毛利右馬頭輝元 書１犬 元春 鰐淵寺文書
大社町史１９１４、鰐淵寺文書

の研賓３０７

５２４（天子ＦｌＯ） １５８２ ２ １４斉川元妻・元長連署書状 金与川 ｌ次郎方術門酎 藩申１６く幾 日う呈ク肋〉＿御書２く鈴川十兵徳〉

５２５（天正１４） １５８６ ２ １４小早川隆景書斗犬 井又右　 手市　 鵜新右 乃美文書、乃美文書正写
新熊本市史７３、広島県史Ⅴ

－３６
５２６ ２ １４吉 日青森豊 津 譜塵最あ１２２粟屋 如紀 ２０

５２７ ２ １４斉 川青馬富 者 汀［Ｒ囲幡守壬外 安中２　汀 Ｒ］安 所蔵衡蕃

５２８ ２ １４吉 日如巻 （口：貫）書†犬貫之写 和泉（斉川正業） 右眉．甫 川貰‾釘喜 斉川貫す善男＝隻 １７４ １８５

５２９ ２ １４斉 川広家書 ：状 妄十朗方・河久右 吉 川家什書 一斉目安‾訂婁㈲ｌ隻 ７１８ ５２９

５３０ ２ １４斉 川広家書状 査作右 藩申 １６　森陥繕臣江

５３１ ２ １４吉 ＝広て家書 １犬 新京衝門・藤方衝門 藩中９　野村 」廷右衡門

５３２ ２ １４吉 川広正雪状 二冨二木丁肋（７丁字） 二宮帽 美什書 斉川萎す喜馴隻 ５０８ ３５８

５３３（永禄９） １５６６ ２ １５吉 川売 春′卜見川隆景連署把清文 平習要斤九郎 平背安 す書 大 日本貴官妻１４ ９６ ５６７

５３４（永禄 １１） １５６８ ２ １５小早川隆景自筆書状 乃臭素勝 浦家文 書、防１１〈浦図書〉３２ 小早川家文書２ ４１

３２
（付
録）

５３５（永 禄１１） １５６８ ２ １５毛利元紆・恒ｌ糧弄適 量書、状 湯洩元宗 闇１０４　湯沌権兵衛 閣３ ２６ ２５６

５３６（弄１３） １５７２ ２ １５害Ｊ＝青煮書経 ロ三回涌 邑 闇４７　苗‾斤九方後 門 閤２ ４１ ２４１

５３７（天 ＴＦ８） １５８０ ２ １５′卜旦日陰景・苔 ＝元 裏道著書状 湯原暮綱 閣１１５　湯原文 方術門 聞３ １３４ ４６５

５３８ ２ １５吉日元春書状 山 ｌ旦婁右衛 門酎 山風貰‾釘喜＿藩申１０く山 風彦 丘衝） Ｊて皇 眞音‾Ｆ書簡 紀専２ １ ８０

５３９ ２ １５吉川弄長日簑書状 丙裾 永輿両手１Ｒ蔵‾釘喜 苔目安文書別集 ５５ ４３

５４０ ２ １５吉日弄昌白誓書：状 以徹 丙禅 永塵両手１口前す善 斉川豪‾文書別隻 １２２ １０６

５４１（静思３） １５９８ ２ １５打ｌ篠清正書揉 言箭 吉川家文書 斉川安‾釘喜２ ９５８ １２４

５４２ ２ １５斉川広喜書：状 謂九右 ・中彦弄 署 中５　中村家

５４３ ２ １５胃Ｊ＝口：家書：状 井 卜京 】藍 藩中１ ♯ ト為盲琶

５４４ ２ １５吉川広家書状 松三介 藩中１１松浦 ＝介

５４５ ２ １５苔Ｉｌｌ広買喜：状 三すけ 藩申１１松浦 て介

５４６（‾文一下２） １４６７ ２ １６細川ｌ牌青書１犬 吉 川（弄経） 吉川家文書 帯 川安官主 １ ３１１ ２６４

５４７ ２ １６吉日青森書’ほ 飯 ［Ｒ素 意・元著 閣１３２（餅 閤十 郎右衡門〉＿安中１〈餅 円四郎兵 衛〉 閣３ ２５

５４８ ２ １６吉川売春尊 書嘗 併茸家文書 大社町 中 ２１９７ ５７３

５４９（‾文禄４） １５９５ ２ １６山中長」貯書：状 ≡靭帯 川俸鮮 与考Ｊ＝家▼文書 吉 日安 ‾釘書１ ７７２ ７４０

５５０ ２ １６斉Ｊ＝加薬（広安）白叢書：状 美膿 （吉 川ＪＴ芥） 吉Ｊｌｒ著す書 苦 ＝家 文書２ １３３３ ５４６

５５１ ２ １６斉川知美（広安）自筆書才犬 永塵寺 西禅永車両寺 旧箭‾釘喜 苫 Ｉｒｌ安 ‾灯篭相川塾 ２８２ ２２４

５５２ ２ １６吉川広家書状 ７日力右・申彦方 家中５　中村家

５５３ ２ １６甫Ｉｌけて；家書：状 松二介 藩中１１松浦 ＝介

５５４（弓／治４） １５５８ ２ １７卓利隆弄・弄紆１重量書：状 甫＝青煮 有眉．苗Ｊ署‾好古 吉 川家 文書別集 ９ ５

５５５ ⊥‖コ
ｒ永禄１２） １５６９ ２ １７本願寺兼併書状 吉日元素 厨加 卜人後ｌ善札宴暫 大 日本 史料１０－１ ９４１

５５６（天下Ｆ９） １５８１ ２ １７吉日元意 自筆書状 ‘ 吉日弄昆 吉川家文書 吉 川家 す蕃２ １２２３ ３８９

５５７（天下Ｆ１３） １５８５ ２ １７吉Ｊ＝弄意書は 官ｌ右 日撞Ｉ碕神朴‾釘喜 大社田丁寧 ２１０８ ５３５

５５８ ２ １７吉川元善書：状 生行事 鰐淵寺す喜 鰐淵 寺「文書の 研零 ３８６ ６６３

５５９ ２ １７■吉川青馬書：伏 ♯ ト責任・ｕ＿ｒ度量右衝門尉 藩中１０　山県＋介

５６０ ２ １７吉 日「こ署書才犬 謂ナ右・件々力丘・中彦 芹 安中５　中村妄

５６１ ２ １７斉川広家書状 有薪卓 藩中４　大塚新兵衡

５６２ ２ １７吉川広家書状 藩中８　宇都宮大 方術 門

５６３ ２ １７吉川広家書状 孝允 藩中８　宇部冨六 方衡 門

５６４ ２ １８吉川屈ｌ経 自筆書 状 丙禅寺 丙禅永常両手 ｒＲ蔵‾釘蕃 苔 Ｉ目貫‾灯書別集 １９ １４

５６５（弘治４） １５５８ ２ １８斉川元素書三伏 吉川終等 石眉．吉 川家一文書 吉 川家文書別業 ９４ ８７

５６６（永禄 １０） １５６７ ２ １８口羽浦 島書状 杉原隆盛 閤５３（大型右衡 門八〉▲家 中５く杉原長方衛 門） 闇２ ２

５６７（永禄 １３） １５７０ ２ １８卓刺青許暮雪犬 重刑漣弄 壬剰１署‾更書 壬利家す書１ ３６９

５６８（天 下Ｆ１２） １５８４ ２ １８‾斉川元春吉状 芋郡冨秦佑 藩中８　宇都宮六 方衛門

５６９ｒ天 下Ｆ１３１ １５８５ ２ １８礪♯官 爵胤扶胡貰 ▲：：ほ 薫 ｌ目元長 吉 日１貰‾釘喜 ■吉日安す書１ ６５９ ５９０

５７０（天 了手１３） １５８５ ２ １８北 島久安善推 休草丘ラ祁／少童顔 一方王家す書 大礼【町中 ２１１０ ５３６

５７１ ｌ ２ １８吉 日青 菜・序†元長連 署書状 有畑冨一太郎 相月．蟹一 監所蔵文書（東大 乾冨）

５７２ ２ １８吉 日元 森書状 斉 川ｉ孝‾吉 吉 川家 ‾釘喜 吉日貰‾文書２ １２３０ ３９８

５７３ ２ １８士 侶元春書状 森Ｉ依≡若狭 入；首 藩 中１５　森臨繁年 ∫て鳥ｌ旦申Ⅴ ６ １２２

５７４ ２ １８吉 川元春書状 森院裏 白 藩中１６　森陥描江

５７５ ２ １８吉日青馬日登■封犬 闇伯貫深 丙禅永 壁面寺旧蔵‾文書 斉川貰‾文書馴集 １２７ １０９

５７６
５７７

５７８

５７９
５８０
５８１

５８２

５８３

５８４
５∈～５

５８６
５８７

５８８
５８９

５９０
５９１

５９２
５９３

５９４
５９５

（慶長３）

（永禄１２）

（永禄３）
（永禄３■）

１５９８

１５６９

１５６０
１５６０

２
２

２
２

２
２

２

２
２

２
２

２
２

２
２

２

２
２

２
２

１８
１８

１８
１８

１８
１８

１９

１９
１９

１９
１９

１９
１９

１９
１．９

１９

１９
１９

２０
２０

′卜阜川隆景書１犬
手弄‖漣元自筆書状

壬利磋青白笠書状
吉川広家書状

吉＝広家書状

斉川広家書状

吉川元春・小早川隆景連署書状

′卜旦川隆景・吉川売春連署書：状
斉川青森書揉
甫＝元素書：状

斉川青煮書：状
苔 １１１青書書：状

吉日青書書１犬
三園書手■玄！静白芸者￥犬

一考附加養（広貫）自筆書状
吉 川ｒて軍書：状

吉 ＝広家書状
吉 日広義摺封犬

屈末日義輝都 内書
ト野信孝奉 書

滞空
広家
広家

宗与

：ぎ孫長
カ．右‘

佐 藤

福 ♯．
吉川

（言 上‖
吉川

♯下弓
弄誓

∫て家

館棺 ．
兵介

有新 一
吉川ｉ

吉川

諾顔

衝門・丘介 ・三介

元実

出愛甲
経書

緒言 ）
宗軍書

父；ｉ

・＿一舗 二

丘
台郡少盲絆（元素）

野河守（元秦）

語録 源；刀＝郎弄衛門盾

吉川家文書

一斉日豪‾釘圭

藩中１ 今Ｒ］募兵衝
藩申１３ 王［Ｒ′卜弄衝 門

藩中６ 開式塞 瀧

佐藤保介氏文書、閤 １０８〈赤 川勘兵衛〉３４

藷ま浸 福♯＋ 郎兵衛信 之

帯川豪‾釘喜
苗１ｒｌ署‾釘書

家中９ ゴ野本格ヨリ善出
藩中２ ♯下孫方術門

譜佼 や５４ 山県鐘扁 １２
丙禅永畢両手１Ｒ嘉す書

丙禅永車両手 隙爵文書
藩申１３ 頒柑十儲 方術門

諾中３ 二宮新方術門
藩中４ 大塚新兵衛

吉川宴‾釘圭
甫Ｊ＝家す書

広島県更Ⅴ

吉日家文書 １
吉日家文書２

閤３、大 日本史料１０－１「佐

藤保介 ｂ９４５

広島 ｌ最中Ⅴ
甫 目貫す書 ２

吉川家文書 ２

ｒｒ鼻 ｌ邑智Ⅴ

吉 日ｌ安‾軒書別集

斉 川宴す 巻馴隻

苫 Ｉ目安‾釘書１
吉川家文書１

２２

７２３

１２０３

４４
１２３１

１２３２

２

３３
２８７

４１１

４１２

３８７

６６７

３６７

３４６
４０１

４０６

８６

２４
２２７

３７５

３７６

－１２４－



５９６（永禄１３） １‾５７０ ２ ２０吉川元素 自筆書］犬 潅元 暴利 ；麦す書 卓利安‾釘喜３ ７９１ ４５９７（天７下３） １５７５ ２ ２０山名普国書状 ∃＝ 弄憲 吉 川家文書 吉川貰‾釘喜１ ５９０ ５２４

１１９５９８一天了宇１０） １５８２ ２ ２０春Ｊ書継書状 ∃＝ 終妄 石 見吉川妄文書 吉川家文書別集 １２６
５９９ｒ天盲下１１） １５８３ ２ ２０斉Ｊ＝Ｔｒ愚書推 剃首尾松 閣６６　剰習作方箇門 閣２ ４ ５５４

２ア４
７４４

６００（天了Ｆ１３） １５８５ ２ ２０吉Ｊ７「愚書耳犬 二宮（」貯署） 二宮帽美 什書 吉川安す善別集 ３６２
６０１ ２ ２０吉Ｉ亘葦●ノト早川隆景連墨書 揉 Ｌ山間邑郡承 閣３１ ＬＵＦＲ甫卓衝 闇１ ４９
６０２ ２ ２０吉川売春書状 森‡臨弓矢二郎 藩中 １５　森書院！区年 ‘ｒて鳥 眞申Ⅴ ８ １２２６０３ ２ ２０吉Ｊ７丁長吉才犬 稽主首書睾 藩申５く槽ｉ首栗介〉、猫舌１く積 措マ右衡門〉

６０４（文禄４） １５９５ ２ ２０藤尊意靡書１犬 吉日倖祥（正家） 吉川蒙文書 吉川家文書２ １３０１ ５０２６０５ ２ ２０奇問寺烹ま■自筆書状 広家 吉川貰す書 弓考Ｊ＝安‾灯書２ ９ア３

・７２２

１３５

５３１６０６ ２ ２０甫Ｊ広芽書：状 吉川家什書 吉川家す書別隻
６０７ ２ ２０吉Ｉ広家書推 ♯原弄以 閤ｉ■３の２　江木与一右後門 閤ｉ■漏 ５ １９７６０８ ２ ２０善Ｊ広寄書：状 松等右・謂 九右・二兵 介 藩中１ 今田甚兵衛
６０９ ２ ２０甫Ｊ広家書揉 洒太弄 藩中２　沖 八郎右衡 門
６１０ ２ ２０吉Ｊ広家書状 芋卒 藩中８　宇都宮六方衡 門
６１１ ２ ２０吉川広家書推 苓ク弁 藩中８　宇都宮六方板 門

８５

４１２

６１２（弘治４） １５５８ ２ ２１吉 川刀二意書］犬 宗Ｊ繹妄 石見吉川妄す巻 吉川芽す書別集 ９２
６１３（永禄３） １５６０ ２ ２１王制 ７「許・同降弄適量状 元 暮 吉川家文書 吉川安甘薯１ ４５９
６１４（天ＴＦ３） １５７５ ２ ２１豊川元長自筆書状 庸伯 東確 西禅永興両手 旧蔵‾釘書 斉川宣す書別集 １２１ １０４
６１５（天ＴＦ９） １５８１ ２ ２１持書 房書状 積層 苓助 貰中４　額属領 瀾嘗
６１６ ２ ２１苔 Ｊ元著書状 中；扶右農・弁 中萩芽‾好古 畠柑展史▲新 修島根 県史
６１７ ２ ２１苔 Ｊ７Ｔ青書二状 イ方々木弥十儲 安中６ 併々大権兵衛

３９
６１８ ２ ２１吉 ＪｌｌＴｒ長日重苦１犬 丙禅寺 丙禅永畢両手 Ｉ口前す書 罵 Ｊ＝妄 す書１訓隻 ５０
６１９ ２ ２１二言 寺澤書状 安中９　官房１温フ肋

６２０ ２ ２１青 Ｊ如業（広妄）自筆書：状 永輿 両横永常両手 ＩＲ嘉す書 吉 川署 ‾Ｆ書罵り集 ２５５ ２０７
６２１ ２ ２１吉 如兼（広妄 ）自筆書†犬 女鹿 丙禅永車両寺 旧読‾好古 甫 ‖ｒ芽す書馴隻 ２９１ ２３１６２２（天７Ｆ３） １５７５ ２ ２２吉 川７Ｔ薫書：状 山 田出璧守 閤３１ 山田苫屋衝 閤１ ５３ ７４５
６２３（天 芥９） ‘１５８１ ２ ２２吉 川元奈書状 等♯冥昨 藩中４　笛♯浄右箇門
６２４ ２ ２２吉川 元裏書：状 藩中１６　森 院撼汀
６２５ ｒ２ ２２吉川元長吉 揉 諾申３　本源臣与照方衝 門
６２６ ２ ２２甫Ｊ元鼻 白笠 書状 屠伯東確 西禅永髄両手 ＩＲ蔵す書 苔 Ｊ‖；麦す 書馴集 １６７ １４４
６２７ ２ ２２苔 ＝７Ｔ長者：状 湯原元綱 閣漕２ノ１ 湯原‾打方衡 門 闇ｉ書漏 ３ ４４
６２８ ２ ２２右［Ｒ＝戚書：状 再読 人 甫Ｊ＝宴‾丈書 吉 川貫す 巻２ ９３１ ９８
６２９ ２ ２２弓考＝広著書］犬 休苫前守 安中６　休々大権兵衛妄
６３０ ２ ２２告 Ｊ＝Ｊて軍書：伏 御崎 日鶴Ｉ右京神社‾釘書 大社【町中 ２２２５ ５８６
６３１ ２ ２２吉川 ｒＥ家書推 査作右 藩申１６　森 陥織汀
６３２ ２ ２２吉 日広家書耳犬 香弁 藩中８　軍都冨六方衡門
６３３ ２ ２２吉川 広家書状 杢弁 藩申８　軍都胃六方箇門
６３４（拳ｊ最１３） １５７０ ２ ２３暴利元隷書状 妄達＋丘衝 酎（信泰） 春日安す書＿安中４（筈ｊ重安猫舌〉＿御書１く等 達＋卓衡〉 山 口県申Ⅱ １４
６３５（水禄１３） １５７０ ２ ２３井 卜許軍書状 ・． 等速＋卓衝 尉（信泰 ） 春日芽す巻、安 中４（宕連署卸書〉．勧善１く妄 達＋長衡〉 山 口県申Ⅱ １５
６３６ ２ ２３犀利義昭勧 内蕃 ＝ヒ 一元妻 斉Ｊｒｌ妄す書 斉川署‾貯蓄１ ５３０ ４８２
６３７ ２ ２３屋弄日義昭御 内書 斉 青馬 吉丁目安‾釘喜 斉 川安‾好古１ ６５４ ５８７
６３８（天洋１１） １５８３ ２ ２３天野降雪書状 浄書寺・秋 卜方衡門 尉 秩 卜安す書 大社訂「申 ２０４１ ４９１
６３９ ２ ２３甫Ｊｒｌ元鼻 白笠 書状 何者斎 丙禅永髄両手ｒＲ蔵す書 て斉川貰‾釘書別集 １５３ １３１
６４０ ２ ２３■吉川一打「 善書 状 伊東暮成 藩中２（石十駅長衝〉．安 中３く有家視Ｉ書類写〉
６４１ ２ ２３吉川弄長書経 伊 ．、案成 右妄 文書．連中２く右十て郡長徳）．安中３く有 家 打書類写）
６４２ ２ ２３繁沢元 監書経 １耶 方ｉ斤斗乎腎 厳島野節す書 広島 県史Ⅱ １３０７ ８１５
６４３（永禄３） １５６０ ２ ２４圭利隆７Ｔ・元許連署書状 Ｈ 元ｊ右 安中４　■豪藁復Ｉ書
６４４（天７Ｆ３） １５７５ ２ ２４山名富買腰 目茶昔）幸二状 ∃＝ １弄妻 吉日ｌ安 す書 吉川家文書 １ ５８１ ５１８
６４５（天正罰 １５７５ ２ ２４山名 ｌモｉ持古：状 胃 ｌ弄書 吉Ｉ目貫Ｙ 書 甫 Ｉ＝妄す書 １ ５８６ ５２１
６４６（天７Ｆ３） １５７５ ２ ２４頚屡首綜書１犬 ∃＝ ．意 斉Ｉ目貫‾釘婁 苔 日夏‾好古１ ５９４ ５２７
６４７（天下Ｆ３） １５７５ ２ ２４増尾尊願書状 士 ｌ弄書 吉 川安 す書 甫 Ｉ＝妄文書 １ ５９５ ５２８
６４８（‾天ＴＦ３） １５７５ ２ ２４‾乳酪尊緑書状 吉 ．妻 甫 １日妄‾好古 吉川貰す書 １ ５９６ ５２９
６４９（天市３） １５７５ ２ ２４山名粛願（ｊ茶尊）書才犬 毛 右馬頭 （ヲ違元） 罵 Ｊ目貫す 書 甫 Ｉｌｒ安す書２ １２６０ ４６４
６５０（天下Ｆ３） １５７５ ２ ２４Ｌ山名 Ｆモ甜書：状 卓 ｌ右馬頭 （‡座元） 吉 日ｌ妄一灯喜 斉川署す巻２ １２６２ ４６５
６５１（天了下３） １５７５ ２ ２４籍犀首線書躇 妾 ｌ 甫 Ｊ目貫‾釘婁 吉日１安す書２ １２６３ ４６６
６５２一天ＴＦ３） １５７５ ２ ２４埼犀首ま叢書†犬 卓 ｌヲ産弄 ■芹Ｊ＝家‾丈書 帯川妾す書２ １２６４ ４６７
６５３（天了下１３） １５８５ ２ ２４吉川元善書は 保革季清 併革；豪‾文書 大社訂「申 ２５２１
６５４ ２ ２４吉日売春書状 金子半右衝門尉 令子安‾好古（烏『ｌ影写 ）
６５５ ２ ２４弓有川元裏書推 ヨ蓮弄 愚府壬利 家す書一十・ 下関７右中Ⅳ ２ ８１
６５６ ２ ２４吉川元著書状 Ｌ山ｌ旦養右衝門 酎 藩中 １０　山ｌ邑＋介
６５７ ２ ２４吉川元裏書揉 弄清 長府毛利署 ‾釘喜子二 下関盲石申Ⅳ １４ １３０
６５８（天霞１８） １５９０ ２ ２４普臣秀吉朱印状 尾州尾崎飯臣留守 ｌ斉中 吉 ｌ目貫す 書 胃Ｊ＝著す書 １ １１５ ８３
６５９（慶長３） １５９８ ２ ２４打†篠清正書状 甫嘉 吉 川安す書 斉川著す書２ ９５９ １２４
６６０ ２ ２４吉川ｒＥ；家書：伏 合又右 舎子安甘書 （烏阿髭：引
６６１ ２ ２４吉日ｒ広家書：状 苫∩次 官仔喜好） 冨仔安 ｒＲ蔵一灯書 吉日妄‾好古㈲ｌ隻 ３１７ ２４７
６６２ ２ ２４吉日ｌ「Ｅ；家書：伏 松 溜中１１松浦 ＝＝介 ▲安 中２く松浦竜太郎〉
６６３（永禄３） １５６０ ２ ２５計紺蒸題衡内善 吉Ｊ治さ純／少鰭 吉 日家文書 吉川署‾訂喜１ ５２２ ４７７
６６４（天符３） １５７５ ２ ２５吉川元著書揉 今田掟高 藩中１ 今 田仲 方衡門
６６５（天下Ｆ８） １５８０ ２ ２５吉川元善書揉 今ＦＲ薫屯】 安中３　今 仔Ｉ有 ７１什書
６６６（天了下１６） １５８８ ２ ２５吉川広家書揉 山ＦＲ侶愛 甲 閤３１ ＬＵ開幕兵術 閣１ ６３ ７４６
６６７ ２ ２５暴利淫売書：状 広麦 安中３　璽屋 際壬打書
６６８ ２ ２５斉川広安善推 芋季ク弁 藩申８　宇＝瓢宮 六方衡門

６６９ ２ ２５吉川広家書状 十茶番門 藩中９　熊谷助 方衡門
６７０（天す１６） １５４７ ２ ２６未済広丘言 卜状 与＝右衝門尉・右京幕 毛利家‾釘書 圭利一安す書２ ５８９ ２８１
６７１（永禄１２） １５６９ ２ ２６卓利潅元・元微速著書：状 喜連＋兵衛酎 信萎） 香 川；家す書＿妄中４く等速宴御蕃）＿御者１く妄達＋兵衛〉 Ｌ山口県申 Ⅲ １６
６７２（永禄１２） １５６９ ２ ２６′卜見川隆景書揉 筈音＋兵衛尉（信奉） 家中４（妄 ｉ章安雄Ｉ書）＿勧善１（等達十 兵衡）

６７３（天洋９） １５８１ ２ ２６吉Ｊｒｌ元奈古壮 湯ｌ窯元綱 閤１１５　湯原‾丈方衝門 閣３ １６２ ４７１
６７４ｒ天了Ｆ９） １５８１ ２ ２６帯川元愚書推 汀［Ｒ宗丘衡酎 汀ＦＲ要す書＿安中２（江 ［Ｒ署 所箭１勤書）

６７５（天ＴＦ１３） １５８５ ２ ２６梓春忠書こ状 軟 卜方術門 秋 卜；豪す書 犬社【町中 ２１１２ ５３７
６７６ ２ ２６吉＝弄秦書］犬 山ｌ見当折九那 弓封書２　井か・合方衝門

６７７ ２ ２６斉川元長者］犬 吉川家什書 吉川家文書別集 ７３９ ５４７
６７８ ２ ２６一斉川元長 白董書状 周伯東確 丙禅丸顔両手 ｒＲ嘉 す書 吉川安す書別隻 １７４ １４９
６７９（暦長１５） １６１０ ２ ２６吉Ｉ＝広；家書こ状 二内方 閤７５　＝浦内方衝門 閤２ ９ ７２１

６８０ ２ ２６豊臣秀吉朱印状
井上書兵衛尉・十川孫右衛門尉 ・佐 々木九

兵衛尉・山形 九方衡門尉・尾坂踵中守
吉川家文書 吉川家文書１ ７８４ ７５１

６８１ ２ ２６暴利糧元袖判恒ｌ臣欄１判衆 道書書斗犬 閤９２　波多野源兵衛 閤３ ２８ ３０
６８２ ２ ２６吉川広家 ？書状 署中２　相浦署

６８３ ２ ２６吉川広家書状 謂九右・体力．卓・申彦弄 安中５　中村署
６８４（元１３） １５７２ ２ ２７吉川売春書状 北島安す書 大計訂「申 １８３４ ３８１
６８５（天ＴＦ３） １５７５ ２ ２７太田増確証書状 士 青書 吉 Ｉｌｒ妄す書 斉川宴す書 １ ５９２ ５２５
６８６ｒ天了Ｆ３） １５７５ ２ ２７太四埼潅証書状 卓 【右馬頭（元計） 吉 日ｌ賞す書　 ＿ 斉川署‾釘婁２ １２６５ ４６８

６８７ ２ ２７大西高森・大西覚用達著書状 吉ノｌ
阜Ｊｌ

駿河守・福原出羽守・口羽下野守・小
弄衡門助 乃美文寺 新熊本市史 ６４ ６０２

６８８（天盲Ｆ９） １５８１ ２ ２７斉川元著書］犬 山ＦＲ出愛守 Ｌ山間差す書．闇３１く山Ｒ］’告兵衛〉６５

６８９ ２ ２７吉日弄裏書］犬 ｌ卸本兼柘 石 戸．闇本‾釘書
６９０ ２ ２７斉川元長 自筆書状 周伯東確 西禅永輿両手 ＩＲ箭 ‾文書 斉川妄す書別集 ４２ 、３４
６９１（天子Ｆ１５） １５８７ ２ ２７吉川経書書］犬 ♯平丘（♯ 卜薫貰） 藩中１ ♯ ト音 丘箇 広島庭中Ⅴ ３ ８１
６９２（天ｒＦ１７） １５８９ ２ ２７団扇１元蔵書状 目敏崎 日衡硲神朴‾釘喜 大社町中 ２２５４ ６００
６９３（文禄２） １５９３ ２ ２７字書冬青安外十六名適量 嬰才犬 吉 日ｌ安一軒書 吉日宴す書１ １３６ １０１

６９４ ２ ２ア吉川広家書状
九右

佳）

衛門（祖 式長好）・妄右衡 門（松岡長

・三介（杉浦家孝）・兵介（二宮長芙 ）
祖式荘太郎什書、藩中６〈祖式嘉織 〉 吉川家文書別集 ５７２ ４１２

６９５
６９６

６９７
６９８

６９９
７００

７０１
７０２

７０３
７０４

７０５
７０６

７０７
７０８

７０９

７１亡ｌ
７１１

７１２
７１３

７１４
７１５

７１６

７１７

（天了下１１）

（天ＴＦ１２）
（天了下１３）

（天 ＴＦ１２）

（慶長 １２）
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２８
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２８
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２８

２８
２８

２９
２９

２９
２９

２９
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言Ｉイ

苫Ｉｌ
斉Ｊｌ

苔Ｉｌ
春Ｊｌ
害Ｊｌ

罵Ｊｌ

苔Ｊｌ
ト野

吉Ｊ【
裏手

吉Ｊｒ
吉Ｊｌ

吉Ｊｌ

吉Ｊｌ

吉Ｊｌ

吉ＪＩ
美希

中村
吉ＪＴ

弄Ｊｌ
吉Ｊｌ

言 Ｊｌ

１広安善推

ｌ広家書状
１広署書状

ｌ広；家書才犬
ｌ蓉継書状

ｌ売春書状
ｌ元妻書：状
ｌ売春書状

信孝善根
ｌ元裏白箋書状

ｌ１１産弄善書犬
ｌ広家書状
ｌ広家書状

ｌ信委書斗犬

ｌ広家書叛

ｌ広家書斗犬

けて安善状

ｌｌ弄許書１犬

、蕃緑書状
【青書書１犬 ▲

【青馬自室書‡犬
ｒ元首書：状

ｌ広家書状

松川

森イ

稽孫
わく

士窟居
宇１凱
♯

森瀾

苔Ｊｒ
屠†

苔Ｊｒ
今妄

松妄
方「１

今平

武＋
罵右

査 麒

二 宮
♯

信一網
次 覇
今 ＦＲ

．弄

乍右

、右のせう

．杢助富養成
卜書写

品薫狭守

ｌ元素・′卜早川隆景
日東確

ｌ元素

・謂ナ．・二兵 ・三介
右

・カ．方

（今 田春 知）

＿丘裔円

羅ノトニ郎
右京進

卜意一葵

．軒イ吉 Ｊ＝経 書）

平右衝門尉・神式九右衛門酎 長好）

藩中１１松♯・台介

藩中１６ 歪【臨織汀

藩申５ 樺ｉ首＋ 郎長篠
藩中８ 宇部冨六方衝 門

安中４ 塩犀安衡書
藩中８ 宇都宮六方衝 門

藩申１ ♯ ト董卓衡
藩中１５ 歪陥繁牛

吉川家文書
西禅永興両手 旧箭 す書

併葺安文書
藩申１ 今田某兵術

藩中１ 今田甚兵衛
藩中１０ 山県十介

藩中１３〈佐 々木松助〉、‘家 中４〈小河内源兵衛家〉、御書 １
く小川光松〉

藩中５ 置妄衝
藩中７ 中村鍾平

藩申１５ 森Ｒ詣！野牛
吉日ｌ；家す書

藩中１ ♯ 卜葦兵彷
西禅永興同寺 旧蔵‾釘喜

山県妄す書

和式芹太 郎什善、藩申６く謂式薫雑）

Ｊて皇ｔ昆史Ⅴ

苔目安‾釘喜１
吉ｌ＝嘉す書馴隻

大社田丁史

吉川家文書１

吉 川妄‾文書馴集
広島県音‾打者鰭紆苧２

吉 川；麦甘書馴隻

７
５２８

１２８
２５２２

６０５

８７

１６
５６９

１２２
４８０

１０９

５４０

７２

８３
４０９

ー１２５－



７１８ ２ ２９斉 ＝広 家書揉 持孫五・栗源二・ＬＵさ青右 藩 申１０　山 【旦不

７１９ ２ ２９甫 Ｊ＝「ｒ家書：状 十保守・内訳・ｉ首与・苓 弁 藩 中２　柵八郎右徳門
７２０（天す３） １５３４ ２ ３０弘 中隆葉書 ：状 森陪き謙弁 甫 Ｊ＝；要す書 吉日三菱‾だ書１ ３８９ ３５３
７２１（天荘９） １５８１ ２ ３０苫 ‖ｌ元 愚書 ：状 閣本妻藷巨 右 冒．闇二本す 喜
７２２ ２ ３０斉 川７丁愚書 ’状 梓議長 藩 申５く樽道額介）．勧書１く梓道マ右裾門〉 広島県申Ⅴ ５ ９７
７２３（天‾丈３） １５３４ ２泥 弘申降兼吉 揉 毛利弄謙 斉 川芽‾好古 吉日家文書２ １２５８ ４６１
７２４ ２掩蓋 吉 日元老書状 二言書〉専 藩 中３　二宮 神方鯨門

７２５（天正１７） １５８９ ２喝 桂春忠預ケ置状 今福与三左衡門尉 岡本家文書 （患囲影写 ・島根県伊 南村） 新修島根県史ｐ５２１、島根県
史７ｐ７７０ ５２１

７２６ ２晦 斉川広 家書］犬 泄権介 藩 申２　洒 八郎右後手門

７２７ ２略 吉川広家書状 二＿卓介 藩中３　二冨 為雄
７２８ ２晦 寓 ＝正家蕃推 梓伸展・桓†与三兵・信一五郎卓 き誓中４　拝平 八
７２９ ２日喜 斉川広家書状 今か 藩中９　熊谷 又兵 衛
７３０ ２晦 斉川広妄書、状 熊八方衝門 藩中９　熊谷 又兵衛

７３１ ２海 香川書方１蔚門書状 河 卜久弄衝門 吉川家什巷 吉日ｒ妄す書別隻 ７３０ ５３６
７３２ ２臨 吉 日イ毛利）謝意（許精）書：状 二兵介（二宮愚書） 二宮帽美什 書 吉川家文書別隻 ５３７ ３７５
７３３ ２ 卜 吉Ｊｒｌ弄鼻 白筆書は 報恩院 丙禅永壁面 寺ＩＲ箭す書 斉川著す古河ｌ隻 １５５ １３３
７３４ ２ 斉川広安善：状 桂方農・松妄 右・ニ兵介 ・＃室長 藩中１ 今開基卓抜
７３５ ２ 吉川広家書状 等十郎弄・河久右 藩申４　河 卜肋有徳 門
７３６ ２ 吉川広；家書富夫 謂九右・二卓介 藩中６　神式真綿ｉ
７３７ ２ 寓眉．甜菜書 状 相弔耶方 ． 藩中１１松浦 二介

７３８（弓山台３） １５５７ ３ １毛利７Ｔ洋書：ほ 脾不詳軟 閤８４　押．罵爾十郎 閤２ ７
７３９ ３ １毛利弄隷書才犬 吉日元素 安中２　野 卜家ノ卸吉井格 口藁偲Ｉ書

７４０（天了下５） １５７７ ３ １腋別業昭衡内書 吉川弄妻・′卜与 川方術門併 ′卜旦 １日萎‾好古 ′卜旦肛露文善１ ２２８ ２１９
７４１（天荘９） １５８１ ３ １斉川元善書状 同志書詫・＝＝欠松 岩衡門 右眉．ｒ河本‾釘書
７４２ ３ １吉川元素書経 真杭内蔵弁 藩申９　黒杭照弄衛 門 広島県暫Ⅴ ３ １０９
７４３ ３ １吉川元春書状 仔原長都承 藷技 ｔノ７２　斥原信存 ３

７４４ ３ １手利確元壬†犬 棚守房蘭 厳島野据す書 広島腰痛Ⅷ ６０３ ３６４
７４５（天言下２０） １５９２ ３ １′卜旦川路貴書状 繁沢弄庄： 一萱　　　　　　 一　二　＝＝ 闇１ ２３ ５７
７４６（慶長４） １５９９ ３ １吉日広家 自室書揉 謂九（和式阜好） 和式荘大都什書＿藩中６く和式羞揺〉 甫 Ｊｌｌ芽 す巷別集 ６７９ ４９４
７４７ ３ １饅臣秀吉朱印揉 弓有川倖祥（Ｉて安） 吉川家文書 吉 川家 ‾好古２ ９８３ １５６
７４８ ３ １吉川広三家書：状 二 神方 藩中３　二軍神方衝 門
７４９（永禄５） １５６２ ３ ２毛末日弄戴：・恒†隆元遺書婁揉 売 春 益田家文書 大 日本 古文書２２ ３２１ ２８７
７５０（永禄５） １５６２ ３ ２熊谷信盲首巻：状 閣６８　相原与三右衡門 閤２ ６ ５９７
７５１（永禄１０） １５６７ ３ ２層別蒸昭都内書 吉 日静河守 吉川家文書 吉 日安 す書１ ４６８ ４２０
７５２（天７下８） １５８０ ３ ２吉日元素等速量空尉聞． 美作総社文書 闇山 庭肯す書集３ ２ ２８３
７５３（天正１０） １５８２ ３ ２吉川元屡書托 丙禅寺 （層伯官房 ） 西禅永輿蘭寺 旧蔵す書 吉 日ｌ貫 す士別隻 １０７ ９１
７５４一天洋１１） １５８３ ３ ２斉川元奈古揉 ｌ取水蒜詭 石眉．闇二本‾釘書

７５５ ３ ２吉川元春吉揉写 竹永 四郎長衝尉 吉日家什書＿；雪中５く武永妻介〉 吾 川家 文書別集 ７３４ ５４２
７５６ ３ ２吉川加美（広安）自筆書 寸犬 永輿 西禅永興両手 貯蔵文書 吉 日家文書 別集 ２８４ ２２５
７５７ ３ ２吉川信委書’状 祖九右 ・松妄右・二卓介 藩中１ 今拝Ｉ甚兵衛
７５８ ３ ２吉川広家書状 松妄右 ・謂九右・次郎弄・富与右・二兵介 藩中１く今［Ｒ募兵衡〉＿家 中８

７５９ ３ ２斉川広買春：状 山石屋板 酎 藩中１０　山県‾斤ク推
７６０（弘治３） １５５７ ３ ３圭弄目元許書］犬 脾不詳軟 閤８４　脾罵漕 十眺 閤２ ８ ８５７
７６１（永禄５） １５６２ ３ ３吉Ｊ＝青森書経 儒者弄業 閣１２１ Ｊ育苗 斉卓衡 閤３ １９５ ５７９

７６２（永禄１１） １５６８ ３ ３小早川隆景 自筆書状 乃兵 浦家文書 小早川家文書 ２ ４２
３３
（付
録）

７６３（永禄１１） １５６８ ３ ３′卜旦＝隆景書才犬 乃美宗膳 閤１１ 浦 隈†書 閣１ ３３ ２７２
７６４（永禄１３） １５７０ ３ ３甫 １１１元素書：状 湯原弄紺 閤１１５　湯 原‾丈．芹彷門 閤３ ３０ ４３４
７６５一元１２） １５７１ ３ ３壬 刹ｌ元秋吉揉 湯原羞綱 閤１１５　湯原文 方術門 閣３ １２ ４２８
７６６ ３ ３風刺義昭勧内書 斉 川弄憲 ‾告Ｊ＝安‾好古 斉川妄す書 １ ５３１ ４８２
７６７（天子Ｆ８） １５８０ ３ ３吉 日青菜書状 盲詐Ｒ弄 貞・森陥意義 藩 申１５　森 陥安 牛

７６８（天７Ｆｌｌ） １５８３ ３ ３子 安義広書状 大堀柑＝火 秋　 卜要す書 大社町 史 ２０４４ ４９２
７６９（天 子Ｆ１４） １５８６ ３ ３斉 川弄裏書：状 山内隆涌 Ｌ山内首 藤；麦甘書、閤 １３ノ２く山内望遠殿）６７ 大 日本肯‾文書 １５ ３０２

７７０ ３ ３吉 川元春書状 神西左京亮
閤遺２の４〈大玉新右 衛門〉２、関連３の３〈大玉新 右衛門〉

１０、津中１４〈神西平次兵 衛〉、防長風土注進案１９〈第１５殿
散村〉

関連漏、防長風土注進案

１９ｐ４３１

７７１ ３ ３斉 川元奈古揉 森臨書毒 藩 中１５　森 陥！匡牛
７７２ ３ ３吉 川広家書 揉 少弄 藩 中２　柵八郎右衝門

７７３ ３ ３吉川 広正書 状 祖ノし郎左衛 門（祖式正長）・久津「市右衛
門（安ユ欠）・義久兵衛 （森脇家友） 祖式荘 大部什書 吉川家文書別集 ６５６ ４７８

７７４（育永 １４） １６３７ ３ ３壬剰ｒ毒許汀ｌ箭：状 熊谷許優 閣４２　熊谷与右衛 門 閣２ １７ １２７
７７５ ３ ３甫 ＪｌｌＪＴ緋 （広羞Ｈ引犬 二宮大丁肋 （市芋） 二言帽 美什書 ‾告Ｊ＝家督圭別室 ５５３ ３８３
７７６ ３ ３毛利覇訂 白蓋書耳犬 美濃守（斉川広裏） 斉 川妄 て書 吉川家‾文書２ １４１６ ６８２
７７７（永禄５） １５６２ ３ ４吉 Ｊｌｌ元裏書 ：状 益円 呑 ［Ｒ署 ‾釘婁 大 日本寓す巻２２ ３２２ ２８８
７７８（元■．２） １５７１ ３ ４斉 川斉憲書 斗犬（礼紋 付） 大願寺 大願寺 ‾釘書 広島県 申ⅡⅠ １６０ １２９１
７７９（天 γＦ４） １５７６ ３ ４武♯妙言 ・羽柴秀吉 連署書 扶 甫Ｊ＝青書 吉 日ｌ安 ‾打者 吉日麦‾釘圭２ １４７５ ７５２
７８０（天 ＴＦｌｌ） １５８３ ３ ４築 円陣安善 ：伏（写） 葺大鳥玄審東 山 口 右府中罠俗皆料餌嘉一打者・一万代三菱す書 ＬＵロ庭中 Ⅱ ２６ ９０２
７８１（天 ＴＦ１４） １５８６ ３ ４吉 Ｊ目元古書 ：状 山内防涌 山 声ｌ首 藤；家す書、闇１３ノ２く山内蘭帽那６８ ‘大日本肯す書１５ ６８
７８２ ３ ４武♯妙三善状 斉Ｊ＝元薫 甫 Ｉ目安‾文■書 吉川宥‾釘書１ ５６１ ５０４
７８３ ３ ４５同築覇青書 才犬 斉川青煮 吉 日賞 す書 吉川署文書１ ５６２ ５０４
７８４ ３ ４吉 川元長 自筆書状 Ｊ育伯甫∋露 丙社友 畢両手ＩＲ盲琶‾釘書 ■芹目安文書馴隻 １７３ １４８
７８５ ３ ４王手日揮元書 状 広安 藩中 １１ 松浦三介
７８６ ３ ４吉 川て買春 推 藩中９（久津歴毒素衝門）＿安 中５く久津度市弁〉

７８７ ３ ４吉 川広家書 状 野藤 藩中９　野村 旦有徳門

７８８（天 洋８） １５８０ ３ ５善 Ｉ＝青葉書 ：伏 湯原元ｉ苛 閤１１５　湯原‾敵方衝門 閣３　 ‾ ５０ ４４２
７８９ ３ ５斉 川青書書 ヰ犬 ｌ配本業祐 右眉個†本文 書

７９０ ３ ５吉 川元素善 一犬 案居き謹靡弁 閤７４　要岸縫殴 閣２ ７４ ７００
７９１（天 了下２０） １５９２ ３ ５吉 川広家書状 卜野介・和泉守・河内守・寄 寓守 貰中 １０　本冥今仔耶モ什書

７９２（慶長１１） １６０６ ３ ５吉 Ｉ＝広麦 自室書状 甫 Ｊ＝三菱‾釘書 吉川麦一灯書２ １３４３ ５６２

７９３ ３ ５吉川広家 自筆書状
九右衛門尉（祖式長好）・九 左衛門尉（山県
毒確） 祖式荘太郎 什書、津中６〈祖式 嘉織〉 吉川家文書別集 ６３９ ４６４

７９４ ３ ５苗 Ｊ＝広家書 状 松妄・吉宗右 藩申１ 今 開基兵衛

７９５ ３ ５古川広家書 状 小越（小坂春信）・井善兵
藩中１〈井上書兵衛〉、御書１〈井 上半大夫〉、家中５〈井上
助七郎〉．安 中１０〈本 家今田氏什書〉 広島県史Ⅴ ５ ８２

７９６ ３ ５寓 ＝ｌｒＥ家書 ：状 租＝イト 藩中１１松 浦三介

７９７ｒ弄■．３） １５７２ ３ ■　６大方宗麟書 状 ト着京Ｅ安中 卜著す書 大損底兼帯叢書４ １４５６ ２３４

７９８（元■．３） １５７２ ３ ６一大方宗臆書 ：状 薄綿弓里子Ｆ少哺 麒揉写 大分県集暫叢書４ １４５７ ２３５
７９９（弄ｔ３） １５７２ ３ ６大方冥綴喜 揉 石英殴 覇條‾釘書 大槌眞葬帯叢書４ １４５４ ２３２

８００（元１３） １５７２ ３ ６大方安布１判 衆道董：状 五条殴 罵條‾釘喜 大分県兼帯叢書４ １４５５ ２３２

８０１（天ＴＦ８） １５８０ ３ ６寓 ＝ｌ元素書 才犬 兼雪元首・兼雲元緑 閤５２　兼青石郎丘衡 閤２ ４３ ３２１

８０２（天正１１） １５８３ ３ ６
神魂社別火 秋上久国・同神主長 忠・浄書 寺恵

彗遥著書状
種与三兵衛 秋上家文書 大社町史 ２０４５ ４９３

８０３（天 ７Ｆ１６） １５８８ ３ ６昔 ｌ宇葡甫 ｉ宮津 ′卜旦Ｉ＝隆景・甫Ｉ＝広安 ′卜旦 目安す書＿閤１０く腎［Ｒ等１妻）１１４ ′、阜‖家文書１ ４９２ ４６６

８０４ ３ ６貫 目ｌＩて家書 ：状 目敏隙 （旧）会眉．≡耶陰円村標ＦＲ監所蔵文書 鳥取ｌ昆更 ３２８ ８１１

８０５ ３ ６今ＦＲ妻屯Ｉ書 ：状 目敏右京弄甜 ｒｌＲ）会 野．郡 隠円村播ＦＲ配所蔵文書 鳥取県史 ３２９ ８１１

８０６ ３ ６吉 川広家書 揉 日徴崎 日細石斎神社‾軒書 大礼町中 ２３７８ ６９３

８０７ ３ ６吉 川広家書 状 ♯責卓 藩申１（♯ 卜董卓衝〉＿安中５く井 卜助十郎〉

８０８ ３ ６吉 川広家書 ：状 ♯ 卜久大美 藩申１（♯ ト音卓衡〉∴安中５〈♯ 卜助十郎〉

８０９ ３ ６苔 丁目広家書 状 盲新京後手門酎 藩中１４　宜審議

８１０ ３ ６吉 川広家書 揉 謂九右・二兵介 藩申３　二宮新井衛 門

８１１ ３ ６吉 川広家書 状 平支点 連中９　熊谷 マ兵衝

８１２ ３ ６吉 川広家書 状 量平幕 藩中９　垂原太淀

８１３ ３ ６苔 Ｉ【ｌ広裏書 †犬 和式照井衝門（正好） 神式芹太 郎什書 苔 Ｊ＝；麦文書別集 ６６３ ４８１

８１４ ３ ７憲治高 書書 状 卓；紺／少ｊ紆太 郎（緩弄） 言 ＝１著す書 吉 川家文書２ １２６１ ４６４

８１５（天 子ＦｌＯ） １５８２ ３ ７梓棄７害書：状 塩屋杢 軌 貰申４　煽岸安勧善

８１６（天 ｒＦｌＯ） １５８２ ３ ７ 森陥憲毒・大垣 右 京：弄） 藩申１５　森陥 落牛

８１７
８１８

８１９
８２０

８２１

８２２

８２３
８２４

８２５
８２６

８２７
８２８

８２９

８３０

８３１
８３２

ｒ天 下Ｆ１２）

（天７下２０）

（天正２０）

（天す８）
ｒ天す８１

（天 ＴＦ９）

（天正１１）

（天 盲Ｆｌｌ）

１５８４

１５９２

１５９２

１５３９

１５３９
１５８１

１５８３

１５８３

３
３

３
３

３

３

３
３

３
３

３
３

３

３
３

３

７
７

７
７

７

７

７
７

７
８

８
８

８

８
８

８

甫 Ｊｒｌ元首書 ：状

吉川元長 自筆書状
苔 １ｒｌ弄長吉 ：状

′卜旦 Ｉ＝隆景 書：状
円隈」軌右衝 門酎 モ存書‡犬

繋沢元民業堵 状

罵 丁目広安善：状
吉 日広家書状

吉 Ｊｌｌ「Ｅ寄書：状
屏．子；経久書三伏

屏手許 久書 状
吉 丁目青馬 自室 書揉

吉川元春 ・元長連署書状

吉 日売春書状 写

吉 川元善書 扶
吉 Ｉｒｌ元長吉 撒

香Ｉ日暮緋・森陥一郎右衝門【討
報恩際

暦本富竹

山汗柑引冒
助長

後野名孫太郎

有福宗次儲
今か

熊八方・要点宕・平 十内
吉川輿拝

某日喫繹
官伯青薙

久利盛勝

浄書寺東岸・神手放 卜島忠・別火方衝門
湯原暮綱

山中安倍・件々大弥十都

藩申１５ 森陥！野牛
丙禅永華南寺 ＩＲ読‾釘書

右 胃．１訂本‾釘喜
藩中１０ 山ＦＲ平 次右衝門

同志著す書 （最阿】影写・島根県伊 南村）

岡本家文書 （島囲影写・島根県伊 南村〉

藩中４ 大濠新兵板
藩中９ 熊谷文責循

藩中９ 熊谷 又長衡
甫＝芽‾釘書
吉川麦す書

丙禅永畢而寺 １Ｒ箭‾釘喜
久利家文書、藩中９〈久利与左衡 門〉、御 幸２〈久利与一石

衝門〉

軟 卜安一軒奮
闇ｉ■２の３ 湯原文末衛門

安中６ 併々二木梅丘撞子

広島県史Ⅴ

苫 Ｊ＝家 一丈書別隻

鼻柁県更７
新 修島根県史ｐ５２１、島根県
史７ｐ７７２

吉 日ｒ芽‾釘書１
吉 日安 す書１

ｉ ▲盛 ≡壷

石 見久 利文書の研究

大社訂「昏
闇許漏

９

１６５

３７４

３７５
８６

３５

２０４６

４

１２２

１４２

７７２

３３４

３３５
６９

４９４

９９

－１２６－



８３
８３

３
４

３
３

８斉Ｊｌ

８吉Ｉ【

ｌ元最善状

１広家書揉
考仙軒

垂平
闇６８ ＝隅勘宕衝門
道中 垂 原‾太Ｊ甘

閤２ ６　 ５８８

８３５（長芋２） １４８８ ３ ９仔売誓書状 吉川繹基 　 ９　 ノ、．撮
帯川一±文書８３６（永禄１１） １５６８ ３ ９ 隷書揉 書目元暮 　 柔
圭那妄 旧蔵諸家文書

て芹

山

＝変甘苦１

ロ眞申 Ⅱ

３５７ ３１３
９

８３
８３

７（天ｒＥ８）

８（天了下９）

１５８
１５８

０
１

３
３

９壬利子窟Ｔｒ書１状

９′卜等原屠軟書斗犬

森陥妻零
市川妻僚

藩中１５ 森陥繋牛
苔 ｌ

２

８３
８４

９（天ＴＦ９）

０（天下一９）
１５８１ ３ ９′卜寄 席鼻軟・間岳治連署青書

ｌ竹 、ム
Ｊ＝；豪す巻

斉川芽文書

ｌ芽す巻１

麦‾Ｆ書１

６１

６２

９ ５６０

０ ５６１

１ ５６１
４ ５１２
３ ４０６

１ ４８７

８４
８４

ｌ
１

１５８１ ３

３

）【書：状

三尊■■ 、

市 川暮俊 吉川家文書 甫 川；豪甘昔１ ６２

２ ＿］犬 吉 川７ｒ書 吉＝家‾釘書 胃 日豪文 書１ ５７
８４３ ３

３

９

９

春 自室書状

意書こ状

吉 川繹言　　　 ｌ 甫Ｊ＝妄す書 斉 川；要す 書２ １２３

８４４（天 洋１５） １５８７ ３ ９ 長月筆 書揉 拝方術門大 手・月罵一郎右衡門酎
士野原御つ ぼね

閣１７　児罵＝郎右衝門 閤 １ ６
８４

８

５ ３ ９ ｌ正家書状　二ｔ 、 ｒｒ ．、 つ
倖尊前

吉川家‾文書

安中６ 停々大権兵衛麦

吉 日安文 書２ １２５２　 ４５７

４

８４

６

７

３

３

９
９

藁 ＿耳犬

家書推

ニイ芸右
森作右

藩 中１ 二＝浦 晶汀
藩 中１６ 森脇織江

８４

８４

８

９

３
３

９吉Ｊｌ

９甫Ｊｒ

１広家書状

ｌ広家書は

柵太方

謂九右
藩 中２ 柵 八酪寓語門
藩 申６ 和式憲 織

８ ⊥　 ・　　　 １▲　 ｌ 丘‘
８５１
８５

（長芋２）

（天甘 ）
１４８８ ３ １０亘目鼻経書状 吉川経基 吉 日茅什書

吉 Ｊ＝署一灯書

ｌ家文書別隻

【；豪す書１

７２

３５１
３ ５３１

３０４

６ ３３６２

８５３

　 ８
（ｋ禄１２）

１５３
１５６９

９ ３　３ １
１０
０河副久感・湯厘圭清適著書状

壬 川‾▲　 ‾’ ■■ 、

吉川輿鋒 吉川家文書 甫目貫す書１ ３７
７ ．弄７Ｔ５許・問題フド適量 ＿撲　‾］■■ 禾 八右京亮 閤３７　中川与右衡門 閤２ ３０　 ２０

５ １５７８５４（天下Ｆ
３ １０卓

士
許＿状 椰守 寓顕 厳島野：貯文書 広島県更 Ｈ ２３

８５５
８５６

８ ７

　 ｒ＿８）
（天７下９）

１５８０

１５８１

３

３

１０

１０

裏書†犬

憲書二状

森脇 春着

森脇 書毒

藩中１５ 森陥繋牛

藩中１５ 森陥繋年

５ す歳 ３ １０与考Ｊ＝元妻書経 合蝶 庵借着禅師 今星亨マ書 新 修畠柁虞 史
８５８
８５９

（ ネ・２） １５９３ ３

３

１０

１０

せ 同寺東‡■書状
Ｊ ■■■■ ■亡、

椰守 方ｉ斤衛将腎 諸所所蔵厳島す壷 ｒｒ 県史Ⅲ ２４ ４９８

１４９０繁沢Ｔｒ霞＿†犬

こ ‾ ■亡 、

棚守 方１斤斗乎腎 厳島野源‾釘書 広 県申 ⅠⅠ １３０８ ８
８６０ ３ １０繁沢刀・畏＿、状　士 、■亡 、 蓋明 厚ｌ了７寺す巻 広 庭中Ⅳ ５

１６
１７８６１

８６２

３
３

１０

１０
尤 ＿：状

家 書状

戸津妄兵衛
平二右衡 門

－■●
藩申９ 熊谷助弄衡門

０

８６３（水禄４）

了下

１５６１ ３ 苔 Ｔｒ裏 白董書：状 粟屋元億 二宮憎奏什書 一斉 ｌ家文書 別隻 ３４６ ２６４
８６４

８６５

（天 １４）
（天了Ｆ６）

１５７６

１５７８

３

３

１１
１１

別号書：状

薫卓二状

吉川Ｔｒ薫

今閉経高・妻侶・繹忠

吉川ｌ芽‾釘喜

安 中１０ 本宗今仔一覧什書
苔 貫‾釘婁１ ５７１ ５１１

８６６（天市９） １５８１ ３ 言 暮 自筆書状 吉川経書 吉 日家‾訂書 甫 ｌ；看官書２ １２３４ ４０９
８６７
８６８

８６９

３ １１ 義昭御 内書 吉日弄屠 吉 川家文書 苫 署‾釘書 １ ６ ５８６
４６４

３
３

１１
１１

７裏書書 状
‾裏書：状

末次右衝門酎 束；欠：豪箭 ．１象 県 申８ ５２

８７０ ３ １１ 春書状 いなは袋へ

湯原奮細

江 田家文書＿貰申２（汀円安 所蔵衡書〉
閣ｉ■２の３ 湯原す方衝門 閤ｉ■漏 ６

８７１
８７２

（天下Ｆ１４） １５８６ ３

３

１１
１１

苔

：ゴ＝

長書状

愚書状

嘉島首藤卓徳子戸村 諾中７　中村着京 衝門 １００

８７３ ３ １１善 三■書状 湯原妻綱 閤１１５　湯原‾文末衝門 閣３ １６３ ４７１

８７４
‾３

１１憲薫寄進は写 一千郡言責佑

国造

藩中８ 宇都冨六方 衛門

隈岐家文書
８７５

８７６

３
３

１１
１１

ノト阜

吉 ｌ

川隆景書状写

広家書状

♯孫兵 ≡藩主壷　♯ ト孫丘衝勝政 広島県史Ⅴ ５ ２３３

８７７ ３ １１苔 家書状 松せ右・二長 介・吉惣右

冨 太郎方・勘弄 ・松妄右 ・今孫四

藩中１ 今田某塵徳
藩中 止、［Ｒ甚丘後手

８７８

８７９

３

３

１１

１１

吉 川広家書状

吉 川広家書推

　 ／１ ■■丁 ′ヽ
南方 妄兵衛尉・湯 洩十左衛門・三戸助兵
衡 ・大草勘介 ・和田次郎右 衡門

１ 「

藩中１４ 南方治右衛門

８８０ ３ １１吉 川 ∴
広正書状 ■

久左衛 門尉

二長介 （二宮長芋 ）

藩中３ 二宮神弄衡門

二宮帽妥什書 吉 川；家す巻別隻 ４５１ ３３０
８８１（７丁和６） １６２０ ３ １１壬利＝亮甜書斗犬 ニ冨兵介 （長貰）・粟屠十朗兵衛（安蘇） 二宮憎美什書 盲考Ｊ家 文書別隻 ４０８ ３０３
８８２（水禄 １１） １５６８ ３ １２′卜旦 日経景書推 兵都承 刀一美‾釘善 宴斤熊本 ７有申 １５７ ６３６
８８３

８８４
８８５

（天 霹８） １５８０ ３
３

３

１２
１２

１２

吉 日繹言書状 宇都宮森 俵 藩中８　宇都宮六方衛門

真木皇昭光書状
士 肝元鼻 白室 ■■ －

再開右衝 門伴 再開；豪‾茫書巻６５

＿状 庸伯貰薙 丙種水圏両手Ｉ口前す善 苔 Ｊ案文 書別隻 ３７ ３０
８８６

８８７

３

３

１２

１２

甫 Ｊ＝

音 ｌ宇

元長吉揉

秀吉朱印状

今拝ｌ嚢知

きつ Ｊｒｌｌ－ｌ′う母（熊谷 毘）
家 中３ 今田帯７「什蕃
吉 川安 す書 吉川貫す書２ ９８４ １５７

８∈‡８ ３ １２圭利題７丁目筆書 状

＝ヒ

信委 －　　　　 ▼ ・ 苔 ｌ貰す巻２ １１９８ ３６０
８８９

８９０

３
３

１２
１２

【１ｒ＝て貰書：状

吉日広家書揉

四郎丘衝・†日展
太郎方術門Ｅ寸

；書中２ 符仲 平

連中２ 洒 八郎右衡門

８９１ ３ １２吉川広家書状 樽ｉ首二兵衡 藩中５　持主首弄崇介

８９２

８９３
８９４

３

３

１２

１２

斉川広署書］犬

苔ｌ【ｌ広家書状

‾芹Ｊｌ 茅

中市有・璽信濃

中村石右衝門
藩中７ 中村鍾平
藩申ア 中村純平

８９５（‾１４） １５７
３ １２ ｌ広 書善 夫

苔Ｊｌｒ‾嚢■■ 、

７日九・杏 ・有与 ５書中８　宇部富六 方衛門

８９６ ７「
一天ＴＦ８）

　 ３
１５８０

３

３

１３

１３

　 ７丁 ＿：状
吉川弄長書状

山間昔引百
仔々木弥上部

藩中１０ 山［Ｒ平 次右衝門

貫中６ 併々大権丘衝８９７
８９８

３

３

１３

１３

罵ＪｒｌＴｒ裏書：状
吉川元長吉揉

て新 手
吉 日ｒ拓妄 ・

二宮帽奏什書

石眉．甫 ＝署‾文書
斉

吉

ｌ貰文書河ｌ隻

ｌ；家‾訂書別集
３３２

９３
２５６
８６

８９９ ３ １３士 ＿白筆書：状 周伯 東薙 丙禅友軍両手 旧嘉す書 吉 日安す書別隻 ４３ ３５
．９００

９０１

３ １３∃＝

甫

日豊書’状 Ｅ　＝＝＝才ざ・ 西禅永奥両手 ＩＲ箭 す書 甫 Ｊ菱文書別集 １４７ １２４

９０２（す禄 ５） １５９６ ３

３

１３

１３

ｌ元 素・云最適 著書状
増 ＦＲ長 盛書状

一念ト・▲
吉 川」等祥（広署 ）

全長寺‾文書

吉川家文書

要斤僑農相県申

甫 目安‾好古１ ７８９
４９８
７５５

９０３
９０４

（‾釘禄 ５） １５９６ ３ １３せ 園寺 甫‡■自筆書：状

一考ＩＩＦ壬 ′‾ ’

広喜 素Ｊ＝妄す書 寺等 ｌ妄す善１ ７９０ ア５６

９０５
３
３

１３
１３

Ｊ ＿．垂ｒＴ人達著書：伏

真部１輝 元書状

佐 々木 蔵法師

粟屋話 方

復Ｊ書１ 件々木孫右衝門

閤３３ 璽 岸蔚一兵 撞〒
広 島ｌ旦申Ⅴ
閣 １

１

４８

１４７

９０６

９０７

３
３

１３

１３
吉 日広家書 状

胃Ｊ＝広家書 揉 桔五 郎兵傭８名　 主外各船 頭衆
藩中１３ 責 ＦＲ′卜方術門

藩中４ 梓平八
９０８ ３ １３斉川広挿 （に某）善一犬 二言屡介 （昌軍） 二宮帽美什書 胃 Ｊ＝藁す巻 馴隻 ５５５ ３８４
９０９

９１０
（天す２０） １５５１

３

３

１４
１４

河副久眉 ・湯原幸ｉ音速墨書 状

皐利元就書状

森陥稀有 ・吉 丁目拝聞

１有川元素
吉 川安す書
苔 丁目三菱‾灯書

善 Ｊｌ

甫 Ｊｌ
ｒ貰す書 １
１安す書 １

３６６
４４７

３２５
４０２

９１１（ブｋ禄５） １５６２ ３ １４手 ．書状 弄憲 呑 ＦＲ宴甘書 大 日本肯す ■■２２ ３２３ ２８９９１２（水禄１０）

（、禄

１５６７ ３ １４■芹 斗犬 山拝Ｉ罠郡承 閤３１ 山田古臭衝 閤１ ２７ ７３９

９１３

９１４

水 ・１２） １５６９ ３
３

１４
１４

苔Ｊ＝

多箪

・′卜与川隆景適量 書耳犬

．、書：状

♯ 卜源右衝門 酎・件武彦弄 衡門酎

芸・≡… ＝」＝…

閣３８ ♯ ト彦方衝門
森 陥宴 す書

貯２
大社町「更

２７
１４９６

５４
２３２

９１５

９１６

（天霞８）

（天正８）

１５８０

１５８０

３

３

１４

１４

＝ヒ

＝ヒ⊂コ
書

書状

・口羽通長・福原貞俊・小早川隆景連

≡′茎・・

楢崎三河守 ‘

貰 中６　仔 々大権兵衛

閥５３　楢崎与兵衛 閤２ １７ ３４０

９１７

９１８

（天１下９） １５８１ ３
３

３

１４
１４

毛利 違７ｒ書］犬

吉川売春知行苑行状

甫Ｉ川経書 吉 日ｌ安す書　 ■ 吉川家文書２ １１９０ ３５０
武北』摘郎卓衝 尉 吉 丁目安什書 甫 ‾灯喜別集 ７３４ ５４１

９１９ １４苔 知行茶行は写 武永四郎塵徴尉 寓 Ｊ目安什書 甫 す吉男‖隻 ７３４ ５４１
９２０（天市１９） １５９１ ３

３
３

１４黒田孝高 自筆書状 三回箭（斉川広安） 吉川家文書 斉 ‾釘書１ １２１ ８８
９２１（天市１９） １５９１ １４異国孝高 自筆書状 春日ｌ意表採 言 Ｊ＝安す書 吉 す書１ ６９５ ６３７
９２２ １４吉 日ｌ広妄吉田犬 新兵衝酎 西禅永踵両手 旧箭‾釘喜 １考 す書別隻 ２１０ １７７
９２３ ３

３

３
３

３

１４＝ｌ＝ 状 ∩岸新兵衡尉 家中２　大鰐椋岸要斤兵 衛
９２４ １４寓 才犬 和尚 安中８　洞泉寺
９２５ １４吉 川広安書才犬 二神 方 ’ 藩中３　二軍神方術 門

９２６ １４吉 川Ｊて；家書：状 二冨其 方衡門酎 藩中３　二言神方衝 門 広島県申Ⅴ ２ ９３
９２７ １４士 １犬 蕎竹 藩中７　中村佑

９２８ ３ １４胃 巻舌：状 長都 （吉 日洋貰） 石 胃．苫Ｊ目貫‾好古 言 芽‾Ｆ書馴集 １７２ １８３
９２９（応永 １３） １４０６ ３

３
３

３

１５山名漁 民書状 吉 日彫河 守 罵１日安‾釘書 苔 安 す書１ ２４６ ２１２
９３０ １５壬削 除Ｔｒ・７Ｔ詳述署 書状 熊谷信 肩・高 盲首 安中２　弄許・公よ射貫直へ 当ル毒封書井信 直書
９３１（一天洋１８） １５９０ １５吉 川広家書 状 併 々大平 兵衛尉 藩中１３　併 々大平卓衝

－　９３２（天 荘２０） １５９２ １５毛利輝元 自筆書状 ｒトろ藁（広安 ）‘ 吉川家文書 甫 ；豪す書２ １１９９ ３６１

９３３ ３

３

３
３

３
３

３
３

３
３

１５吉川如兼 （広家）書状 青伊貨守 （吉川家勝 ）・吉喜兵衛（吉川家
好）・井甫（吉 侶奮貫） 宮圧家旧蔵文書 吉ノｌ 文書別集 ３２０ ２４９

９３４ １５富川広家書 揉 藩中３　市村祥読
９３５ １５斉川広家書状 中五右衛 門 ；蕃中７　中村ｉ維平

９３６（永禄１２） １５６９ １６′　ヽ 景 ・吉川７主意適 量書ゴ尤 休藤元芙 閤１０８　赤 目助長 衡 闇３ ３３ ３３Ｄ
５５

４８

９３７（北嶺１２） １５６９ １６詩才 ．真書⇒犬 ♯ 卜源右衛 門酎・併置彦方 衡門酎 閤３８　♯ ト彦．芹衡 門 閤２ ３０
９３８（天７Ｆ６） １５７８ １６′、圭Ｊｌ隆景書：状 妙毒手 卓利家 文書 手封署‾訂書３ ８３８
９３９（‾落後３） １５９４ １６甫Ｊ 筆書状 謂九右（才日式鼻好） 神式露 太郎什書＿芋茎中６く神式妻蓄蔵） 甫 ‾好古㈲ｌ隻 ６７６ ４９２

４９４９４０（す禄５） １５９６ １６斉Ｊ 白董卓状 謂カ．右（和式長好）・槽 与右（福富薫 鼻） 和式露 太儲 什書．藩中６（神式裏話〉 胃Ｊ茅‾釘書 別隻 ６７８
９４１ １６吉Ｊ ｒ広安）白筆書耳犬 永製 西禅永兇両 寺旧箭文書 甫Ｊ家す書 別隻 ２９０ ２３０
９４２ １６吉川広家書状 二併 藩中３　二言 要斤方衝門

９４３（元亀３） １５７２ ３

３

３
３

３
３

３
３

３
３

３
３

１７小早川隆景・福原貞俊・口羽通良 吉川元春達

著書状
足立十兵衛 家中 大 日本史料第十締 之八 ３５８

９４４ １７貫目如萎（Ｊて蔓）書状 髭写 ：和泉Ｈ与川洋貫） 石眉．吉 日ｒ穿す書 吉川藁す書馴集 １７７ １８６

２９７
７４９

９４５（馬芝２） １４８８ １８吉川路う円翳揉 株屋厘助 吉 日ｌ署す書 善書 す書１ ３４５
９４６（ブｋ禄１３） １５７０ １８綿［Ｒ信長書状 斉Ｊ＝弄秦 胃Ｊ目貫す書 寓Ｊ穿‾釘書２ １４７０
９４７ １８ｌ員苓７た良外二名連署書状　　　　　　　　　 ′、幸作滑守 閤４６　ノト寺忠右衛門 閣２ ４６ ２２７

１６０
９４８（天子ＦｌＯ） １５８２ １８卓利溝 Ｔｒ目蓋書ば　　　　　　　　　　　　　　 ′、早目隆景・吉川元薫 帯川芽‾釘書 盲有川；豪す書１ １９５
９４９ｒ天盲Ｆ１９） １５９１ １８字書 多秀家書状 甫 丁目Ｊて芽 吉日ｒ安す書 斉川芽す巻２ ９２６ ９４
９５０ｒ天 γＦ１９） １５９１ １８字書 多秀家書状 甫 Ｊ＝Ｊて妄 吉川家文書 吉川家文書２ ９２７ ９５
９５１ｒ永 禄１２） １５６９ １９′ヽ旦 Ｉ隆景・ミキ目元套連署書、状 ♯ ト源右衝門 闇３８　♯ ト彦方衝門 閤２ ３８ ５７

６４９５２（天 ｊ下６） １５７８ １９犀利義 昭都内書 弓有川静河守 斉川芽‾釘書 一考目貫一訂書１ ９２
９５３（天 了Ｆ６） １５７８ １９葺大 鳥阿、覚墨書 斉 川駿河苛亡 苔Ｊ＝安甘書 苗 ＝買す喜１ ４９９ ４４４
９５４（天 正８） １５８０ １９吉 川７Ｔ善書１犬 読 Ｒ］弄 貞・森脇奈義 藩中１５　森脇繁牛

一１２７一



９５５（天符 １１） １５８３ ３ １９手家義広書状 ． 軟 卜大枚助 秋 卜家文書 大計ｔ町中 ２０４７ ４９５

９５６ ３ １９喜木島昭光古寺犬 吉川元薫 吉 川家‾釘書 う考目安す圭１ ５４２ ４８９

９５７ ３ １９毛 ．書４犬 甫＝元素 藩申 １３く楷♯源 三〉、安中５く桜♯貰 ク助）

９５８ ３ １９吉 ＝ ・－ 周伯東薙 西禅永輿両手 １Ｒ蔵す書 斉川署セ‾毒㈲ｌ隻 １６９ １４５

９５９ ３ １９吉 日ｒ弄長者：状 汀ＦＲ董卓衡尿寸 藩 中１１く汀 汗丁孫介 〉 広島虞史Ⅴ ４ １１４

９６０（慶長８） １６０３ ３ １９吉川広家 白董 卓状 相九（和式長好） 和式荘太 郎什書、藩中６〈和式嘉繕臣〉 斉川安す書別集 ６１３ ４４５

９６１ ３ １９甫 （Ｊて安）白笠寺ゴ犬 「ｌ「１ 西禅永顔 面寺旧嘉文書 ■斉川安す書別集 ２４９ ２０４

９６２ ３ １９苫 書斗犬 李廿・ 藩 申８　宇 都宮大方衝門

９６３ １３３６ ３ ２０体液秀晴 外讃 帯川展熊丸（芙繹） 斉 丁目芽‾釘書 吉川１０４３、ｉ甘す２９２

９６４（弘治２） １５５６ ３ ２０毛利元就 書状案 熊谷信直
熊谷家文 書、閥２７〈熊谷帯刀〉９、家中２〈元就 公より借直－

へ 当ル勧善丼 信直書〉
大 日本古文書 １４ １３１ １３４

９６５（永禄１２） １５６９ ３ ２０／、旦 附隆景・吉川元裏道墨 書：状 ♯ 卜源右衛門酎 閣３８　♯ ト彦方術 門 閤２ ３１ ５５

９６６（天ＴＦ９） １５８１ ３ ２０吉 日経麦 自室書状 青首新市 郎 石 見吉 川家 文書 ■斉川安す書馴 集 １４５ １４２
９６７ｒ天了下１３） １５８５ ３ ２０壬利プ産青 書：状 青書 蕪 ＦＲ妄‾釘婁 宍道田丁安中ゴ技芸扁 １９２ ５０３

９６８（天了下１４） １５８６ ３ ２０新修手招 可書状 吉川元長 吉 日ｌ署甘 苦 吉川家文書 １ ６７１ ６０１

９６９（天７下１４１ １５８６ ３ ２０新修手招 可書：状 吉丁目弄恩 貫 目ｌ貫 す書 苔 目安す善 １ ６７２ ６０２

９７０ ３ ２０居禾日義昭 衡内書 斉川元首 胃 Ｉ＝安 す書 斉 川安す巻 １ ６５５ ５８７

９７１ ３ ２０（二俣弄枝 番揉 椰亡羊ｌ貢卓狩・弄行 厳 島野ゴ方‾釘喜 広島眉雇Ⅷ １２９９ ７９７

９７２ ３ ２０Ｌ川見套棟 書推 珊ｌ守 厳 島野：貯す書 広島 一旦中Ⅱ １４６８ ９５０

９７３（文禄２） １５９３ ３ ２０宮部継清 書拭 吉川蔵 人件 苔 Ｊ＝家 ‾Ｆ書 吉Ｊ＝妄‾釘書 １ ７１３ ６５９

９７４ ３ ２０宗 ／▲軍 書推 松妄右・吉宗右 藩 中１今 ＦＲ其卓衡

９７５ ３ ２０善 ／▲；家書ゴ犬 手公言右 藩 申１今 開基兵衛

９７６（天洋２） １５７４ ３ ２１屋 郁軌和室 吉日ｌ鰐河司三 吉 Ｊ＝貰す書 斉 川貫す書 １ ７４ ４９

９７７（天了手３） １５７５ ３ ２１ 書：伏 重刑右馬頭（元謙） 素 Ｊ目安す書 善 ＝家督書２ １２６６ ４６９
９７８（天了下９） １５８１ ３ ２１吉 ．善 書状 等♯宗昨 藩 申４　笥欄僧名 衝門

９７９（天下Ｆ１３） １５８５ ３ ２１圭 青 書：状 青煮・青馬 子 安署す書 大子十町 中 ２１１６ ５３９

９８０（天て下１４） １５８６ ３ ２１‘芹 書：状 緩曹饉塵衡尉 藩 中７く中村毒右衡 門〉、家 中５（中村栄三郎〉

９８１ ３ ２１ゴ＝ ．裏 書：ほ 羞杭宗右衛門尉 藩 申９　里杭！照井衡門

９８２（‾完了Ｆ１５） １５８７ ３ ２１＝ヒ 書揉 雲居許うヒ 安 中３く璽層 Ｆ蚤１軋書〉．衝書 く要屡十 郎兵衛〉

９８３ ３ ２１士 書状 右拓有 右 署‾釘喜＿藩中２（右十組鼻嵐Ｌ 家中３く右妄御者誉否写〉

９８４ ３ ２１甫 乱筆書状 暦伯東確 西 禅永輿両手旧蔵す書 吉 川要す書 馴隻 ５２ ４０

９８５ ３ ２１壬 青書：状 ＬｈＲ］出璧守 閤３１ Ｌ山間吉 丘衡 闇 １ １４ ７３７

９８６ ３ ２１苫 安善揉 松罵 鮎方 安 中２　松浦寿太郎

９８７ ３ ２１＝ヒ 芽書：状 松五郎弄 署 中２　松浦竜太 郎

９８８ ３ ２１士 ／▲；豪 ？書１犬 場末歴守 藩 中１３　情 茂八

９８９ ３ ２１幕＝広安善］犬 藩 中３　本：肺与照弄衛門

９９０ ３ ２１吉日広家書状 柱石 離農 藩中４　拝平八

９９１ ３ ２１苔Ｊ＝広て家書：状 宏ｌ蓄 藩中５　竹下樺太美

９９２ ３ ２１甫眉．（圭剰ｌ）故老昭紋精）書状 二・卓介 （二宮長音） 二宮帽奏什書 ｉ　　 型　 ・ ＝ ５３０ ３７１

９９３ ３ ２１甫眉．放棄書：状 松浦 罵鮎方術門 藩中１１松浦 マイト

９９４（永禄１２） １５６９ ３ ２２手 書状 ヒ保 元ｌモ 阿川毛利す書▲閣５く毛利 竿右衡門〉 閤 １ ７ ５２

９９５ ３ ２２吉川元春外四名連署書］犬 湯洩 治郎大夫 湯漁家文書
国 立歴史民族博物館研究

報 告第２８集 ４５ ２４２

９９６ ３ ２２士 ．薫・′卜旦帖隆景連署書状 貞億 ・浦 島 ♯ 卜‾好古＿藷壷乱 、２８く♯ 卜弄感・）５６ 広 島県史Ⅴ ９ ８０

９９７（天７下１０） １５８２ ３ ２２士 ．意書こ状 実主音方ｉ斤弁 譜表浸ｔ，３９　共済広慶 突 ｉ首田丁寧史料 霜 １８７ ４９６

９９８（天ＴＦ１２） １５８４ ３ ２２皐 元書状 壬弄目元謄写　 ７ち美除塵女 天野手利‾文書 広島県申Ⅴ ９９ ６４

９９９（天霞１５） １５８７ ３ ２２吉 幸二状 丙禎 寺（周作Ｉ甫】露） 丙禅永華南寺 旧蔵す書＿安中７（永廃寺 所読フ書類写〉 吉 日て麦す善男り集 ９３ ７８

１０００ ３ ２２壬 、ヨ慧糧青書‡犬 章箭蟹沢弄露 閣５　卓利 牢右徳門 閤１ ２９ ５９

１００１ ３ ２２甫 軍書：状 朝半 丘 妄中５　斬持久菩

１００２ ３ ２２寓 妄 ？書二は 養右・与一旦 藩中１６　森陥権兵衛 ｒＥ烏【星申Ⅴ ３ １２６

１００３ ３ ２２吉 ん家書†犬 苫屋郁大輔 官署甘書・暴利博物絹所蔵 山口県申 Ⅱ１９＿大社訂「申

１００４（‾文明１９） １４８７ ３ ２３赤松甜誹ｌ書耳犬掌 告Ｊ日影河守 一斉目安‾釘婁 斉 川妄す蕃１ ３０３ ２５６

１００５（天‾だ１１） １５４２ ３ ２３吉川経典‾言 卜状 間［Ｒ隆鷹・洞 間頻回 右 胃．吉＝家文書 吉 川署‾軒書馴隻 ７１ ７１

１００６（弘治３） １５５７ ３ ２３ 書：状 脾再訂軟 閣８４　児不穏十郎 閤２ ９ ８５８

１００７（永禄１２） １５６９ ３ ２３ 昭都内書 寓Ｊ川野河守 ■斉川安す書 吉 川妄す巻１ ４７２ ４２３

１００８（永禄１２） １５６９ ３ ２３ ・一色漂鳥適量奉書 ト野休涯守信東 吉 日ｌ貰‾釘書 吉川；家す書１ ４７３ ４２４

１００９一束禄１２） １５６９ ３ ２３足利蒸聞細内書 聖背隈（主音増） 斉川貫す書 吉Ｊ＝妄‾文書１ ４７４ ４２５

１０１０（永禄１２） １５６９ ３ ２３ ト野借景・一色藤最適暮春書 岩坊御坊 斉 川署‾好古 斉川要す書１ ４７５ ４２５

１０１１（弄１２） １５７１ ３ ２３吉Ｊ＝青菜昔：状 拝謝官・児耳元展 閤１１５　湯原‾丈方術 門 閤３ １１４ ４５９

１０１２（天７Ｆ４） １５７６ ３ ２３士 ．春吉状 都野弥三郎 ！罠淵寺‾文書 大社訂「申 １９３６ ４２９

１０１３（天了下４） １５７６ ３ ２３＝ヒ ．裏書：状 宍主音隆農 威淵寺‾釘喜 大 計Ｅ汀申 １９３７ ４２９

１０１４（天了Ｆ８） １５８０ ３ ２３′卜見 川隆景書 状 要層偏渾ｒ守 閤７４　璽犀】緩【謬 閣２ ８５ ７０２

１０１５（天子ＦｌＯ） １５８２ ３ ２３吉 １日青書書：状 鎗川‾大敗方衝門尉 ・其外書簾 中 肛　 ・て・ 十 兵衛 ・

１０１６ｒ天芥１１） １５８３ ３ ２３甫 ．意卓二状 神寺井衡門酎・別火長門守 軟 卜貰す 書 大計‡町中 ２０４９ ４９８

１０１７ ３ ２３ 日量 蕃】犬 以徹 丙禅女腹 両手ＩＲ箭す書 罵‖ｌ家す孝則隻 ５３ ４１

１０１８（天下Ｆ１９） １５９１ ３ ２３／卜旦 Ｊ隆景判 物 零岸許うと・呑Ｊ＝薫き探 妄 申３　雲 居監視Ｉ書

１０１９（元和９） １６２３ ３■２３吉川如兼 （ｒて安）自筆書］犬 美濃（吉川広正） 吉 川貰文 ：さ 吉川家文書２ １３２４ ５４０

１０２０ ３ ２３吉川 ｒＥ宴■■：状 苫首：蒙・等庸・符滴描・・佑九兵 ∋書中２　符 仲平

１０２１ ３ ２３甫 ム家 書二状 宇杢 藩 中８　宇 都宮六方衛門

１０２２ ３ ２３ ／１家書 、状 垂平岩 藩 中９　垂慄太ミ甚

１０２３ ３ ２３寓 利）甜菜（頁瞥摘）書状 ー丘介（‾富岳芋） 二宮帽美 什書 斉川安す巻 胃‖集 ５２０ ３６５

１０２４（永禄６） １５６３ ３ ２４主剤 弄隷書状 青森 茶 Ｒ］賞す 嘗 大 日本肯す書２２ ３０８ ２７５

１０２５（天 下Ｆ８） １５８０ ３ ２４ 青書：伏 吉川青書 闇１１５　湯 原す方 徳門 閤３ ３２ ４３５

１０２６（天 下一８） １５８０ ３ ２４卓 青書状 湯原秦網 闇１１５　湯 原一打ノキ衝門 閤３ １３２ ４６４

１０２７（天 ＴＦ８） １５８０ ３ ２４ 書１状 森臨薫溺 吉富中１５　森陥！区年

１０２８ｒ天子Ｆ１３） １５８５ ３ ２４苫 ．案書：状 益［Ｒ右衡門 件（弄祥） 呑［Ｒ安す書巻３８ 宍遅町 史史料縮 １９３ ５０４

１０２９ ３ ２４＝ｌ＝ 裏 白誓書推 貫 目経書 甫 貰す書 吉川家‾釘書 ２ １４２３ ６８６

１０３０ ３ ２４吉 日青菜書状 （呑Ｒ］詔業） 蕪円安文書巻７０

１０３１ ３ ２４吉 書耳犬 森 Ｆ諾意壱 藩中１５　査 陥繁年

１０３２ ３ ２４ゴ＝ｍ弄責苦］犬 森 陥二欠耶四郎（薫 貞） 藩中１６　森脇磯 汀

１０３３ ３ ２４吉川元善書：状 等♯宗昨 藩中４　等欄滑 右徳門

１０３４（天子Ｆ１９） １５９１ ３ ２４′卜 隆景書状 春 侶妻継 ・粟屋許光 家中３　璽犀ｌ茹釘書

０３５ ３ ２４′卜 隆景書抜写 吉 日和泉人言（感】末・　寄 石胃．罵‖ｌ賞す書 苔 ｌ貫‾好書別集 １１３ １０８

１

１０３６
３ ２４加藤清正書状 甫 箭人 胃Ｉ目安す書 １考‖一家す 書２ ９６０ １２５

１０３７ ３ ２４星田長政書状 二宮長介 家中９　細安中差出伝記写 （二宮木 丁新書 出）

３ ２４言＝　 業　 麦　 白　 ＝碧 犬 丙菅 丙禅永福両手 旧箭す書 甫 ｌ蒙す竜㈲ｌ隻 ３０３ ２３８
１０３８
１０３９ ３ ２４

　 ＿ム

Ｌ安善推
洒勝弄衛門尉 藩中２　抽八 眺右板門

１０４０ ３ ２４ ム安善：状 宇不弁 藩申８　宇都宮六方衛 門

３ ■■ 、 ＝ヒ声　 ・卓ｉｉ ・ 元 車・‾告＝元 ｒ　　　　　　　 ．岩　 、 ／、 史　 １
１０４１

１０４２

ユＪｒ１２
（永禄６）

１５５６

１５６３
３ ２５圭 書†犬 青書 菊杯Ｉ宴‾釘喜 大 日本肯す書２２ ３１０ ２７６

ｒ天了Ｆ） ５下 巷ゴ尤 ′１ヽ旦 ・篠Ｊ頁・ロ５同・言 ｌ【 閤３９　桔壷井衝門 閤２ ２３ ７１

１０４３ ｌ＿８ １５８０ ３ ２ 音 書：状 幕Ｊｌ憎盲人：芹（広；豪） 甫Ｊ目安‾釘書 吉 日芽す書２ ８６４ ２２
１０４４

１０４５

３
３

２５
２５

家書耳犬 少弄 藩申２　洒 八駄本衡 門

寓 書：状 重昭稀有 復Ｉ書１ 森陥半丘徳 月二鳥眞申Ｖ ４ １４５
１０４６

１０４７
（カく禄６）

（弄こ１２）

１５６３

１５７１

３
３

２６
２６

書巻：状
れ什

日御崎 日射碓神社文書 大社訂「更 １８０８ ３６７

１０４８（天ＴＦ２） １５７４ ３ ２６与考 青煮薯：状 円公高二ケ 家中５　円公安 ・闇本孫太郎

１０４９（天言下２） １５７４ ３ ２６ＦＲ 領珊付 立＃ 吉川元素裏判 ＦＲ公；冨ユ欠 て安中５■ＦＲ公；家・ｌ河本孫太郎

ガ 谷　　 口 ｙ　　　 １８　 １２ ｙ羊１　 １８ ３４４
１０５０

１０５１

（天盲下１４） １５８６ ３
３

２６
２６

ｈｈ
喜 １【１売春 白笠書状

卜責任 伸一名適量■：揉

二宮大丁助

日脚崎

二冨帽美什昔

目敏右京神社文 書

吉日軍す巷間ｌ隻

大社訂「昏

３７５

１８０９

２８３

３６７
１０５２

１０５３
１０５４

１０５５

１０５６

１０５７
１０５８

１０５９
１０６０

１０６１
１０６２

１０６３
１０６４

１０６５
１０６６

１０６７

１０６８

１０６９

１０７０
１０７１

１０７２
１０７３

１０７４

１０７５

（慶長 １５）

ｒ永禄６）
（永禄６）

（永禄６１
（永禄１３）

（天子Ｆ２）

（天正１４）

（弄１３）

（天芹３）
（天下Ｆ１４）

１６１０

１５６３

１５６３
１５６３
１至７０

１５７４

１５８６

１５７２
１５７５

１５８６

３
３

３
３

３

３

３
３

３
３

３
３

３
３

３
３

３

３

３

３
３

３
３

３

２６
２６

２６
２６

２６

２６

２６
２６

２６
２６

２７
２７

２７
２７

２７
２ア

２７

２７

２∈∋

２８
２８

２８
２８

２８

井

吉 川
吉 川

▲芹‖ｌ

安 国

吉日ｌ
斉 川
吉川

斉川

吉川
吉＝
吉川

吉川

吉川
吉川
害＝

吉川

吉川

卓劇

幸手ｌ

‘芹Ｊ＝
葺大

竹円
吉川

弄善 書：状
‾裏 書１犬

呈杭惣右衡門尉

富ふくはゝ

藩中９ 皇 杭惣弄衛門

譜ｊ最に１９ 蝉川朝巣 ７
Ｔ「
‾善 書揉 ♯ 卜又方術 門 藩 申１♯ トヒ方衡門
Ｔ「

寺志積善状

広家書‡犬

広安嘗書

ｒて；家書派
広家書状

ｒＥ言下書：状
青書書：状宴
元善書揉

青書書状
売春書状

青書書：伏
青書書：状

元春外三名連署書写犬

元長書状

【元隷書状
ｌヲ運弄・弄許適量蕃：状
売春・′卜星川隆景連署書状

剋昭光奉書
芹鐘書揉

元善書状

今玄

犀許

二内

二丘
竿奉

才日刊．

′卜原
益洋一

′卜原
野村
山ＦＲ

久利

湯洩ｉ

多貨

吉川
要犀

山ｌ皇
甫Ｉ‖

苫Ｉ‖
等達

（今田春政）・桂左 馬（春房）・棄彦（棄

光）・呑兵（香 Ｊｌｌ春継 ）

方

介

弁
右 （了日式馬好）
芹 馬助

藤兼
弄 馬助

十 憎
出雲守
徹っ ばね

台都大夫

元 忠

青煮・口羽 婦長
弄勝

貯相
静河守

元尾
信黍

吉ノ

閤７

藩
藩

藩
７日工

広＿
幕

益
閣１

闇３
久手

湯テ

多
茎１

家
璽

ｆ・頁
甫Ｉ

言Ｉ
号

ｌｌ家文書

５ ＝浦内芹衝 門
中１ 今円孫弄衛門
中３ 二軍為雄

申８ 宇都宮大方衝門
式 芹太郎什書

亀大学戸片言琶′卜原文書
円安‾釘書

［Ｒ夏文書

２３ 野ホ「作丘衝
１ 【＿＿Ｕ閉幕 ．旨衡
ｌ一貫す書．藩 中９く久利与弄衛門〉

曳家文書

巽文書、関連 １の １く多巽兵右衛 門〉１１、防長風土注進

８Ｄ３４２
申９ 貯木格ヨり差出
屡安す書

１３３ 山県四郎二郎
【ｌ妄‾釘喜

ｌｌ貫首書
申４〈妄遠倭瑚Ｉ書）▲１勤書１〈暮ｉ幸＋兵衛）

吉川家文書２

閤２

吉川案文喜 別隻

∫て鳥 ｔ最中Ⅳ
大 日本寓す書 ２２
大 日本古文書 ２２

闇３
闇１

石眉．久剰１‾百舌の石汗覇王
国立歴史民 族博物館研究

報告第２８集

早稲 田下 巻

山 口底昏Ⅱ
閤３
吉 川妄‾釘喜１

吉 川署す巻１

９７４

１０

６５１

１８
３１１

３１２
１４
３４

４１

４６

７９９

１９
２０

４９１
６７３

１３６

７２１

４７５

３６
２７７
２７８

６１９
７４１

２４３

６８

８１５

４３７
６０３

－１２８－



１０７６

１０７７（天了羊１５） １５８７

３

３

２８

２８

吉 Ｊ

＝

ｌｌ元葉書］
静香弓考集

尤
印状

朝桔 高明

吉 川経書
さ書中２ ♯下祥箭
吉川安‾打者 吉 Ｊ＝；豪す書１ ７０６

１０７８（天盲下１５） １５８７ ３ ２８大 谷甫淋毒状 吉 川洋 書 甫丁目安す書 罵 茅 ‾文書１ ７０７ ６５２

６５２
３３１

１０７９

１０８０（天す１１） １５４２
３
３

２８
２９

甫

沼

Ｊて一丁書：状
廃 園・間円隆替 避暑書状

二重 介（二貫首貰 ）
吉 日拝典

二軍帽美什書

石 胃．斉川菱‾灯さ
再

甫

１貰 す書別集

ｌ家 文書馴集
４５３

７０１０８１（天 す１１） １５４２ ３ ２９沼 常 圧ｌ・間田 隆盛 連署裏書 石見吉川家‾釘喜 斉 貰 す書別隻 ７１ ６９
７１
２７９

１０８２

１０８３
ｒ水棲６１

（永禄６）

１５６３

１５６３

３

３

２９
２９

圭

言

一汀・甜書 三伏

元素書 １犬

青森

桑 田藤業
呑仔Ｉ芽‾好古
益円安す書

大 日本 肯す書２２
大 日本 １キ‾好古２２

３１３
３１４

１０８４（フロ１２） １５７１ ３ ２９手 フド静 ・恒ｌ磋Ｔｒｉ雲量 書斗犬 ′卜首席与 ユ欠郎 重大安す書 ２７９

４３１

１０８５
１０８６

３
３

２９

２９
杉原盛事書 状 弄薫 質淵寺す書 大社町 中 １９４０

手利溝７「書 状 粟屋許■方 閤３３　粟屋勘兵 衛 闇１ ５９ ７９４
１０８７ ３ ２９斉 Ｊ元長 自筆書 揉 上上徹 西禅 永髄而寺旧ｊ諾す書 斉 貫 ‾好古馴隻 ５８
１０８８

１０８９

（天正１８）
（元利４）

１５９０
１６１８

３
３

２９
２９

豊 臣

卓寿

毒詩集 印耳犬

ｌｌ秀激 白笠書推

羽柴新仔 」等祥（広妄）
Ｊて；家

貫 目茅す巻

‾斉川署 す巻
告

言

ｌ要 す書 １

【貰 す巷 １
１１６

７２７

４５

８３
６７３

１６

１０９０ ３ ２９苔 広家書状 桑原惣弄衝 門（許軟力 闇ｉ■３の２　桑原十 鮎太 郎 ｌ甜ｉ■漉 ５
１０９１

１０９２
（天汀１０） １５８２

３

３

２９

３０

ラ与Ｉｌ

卓弄

ｌ広家書状

日蓮青書 状：Ｅ

７日功．右
脾：有謙■方

藩 中６（和式嘉男恭）＿勧善（謂式〉
厳島野館甘さ 広 島県史Ｈ ５２５

３

３２１０９３ ３ ３０甫Ｊ７善書書 状 森臨薫採守 藩 中１５　森陥繋牛 ２

１０９４（天正１４） １５８６ ３ ３０毛利輝元書状 多箪元忠
多巽文 書、関連１の１〈多軍兵右衛門〉１８、防長風土注進

案 １８Ｄ３４０ 早稲田下巻 ７５９ ５７

１０９５ ３ ３０甫 ７ｒ青 白筆書１犬 闇伯東確 丙禅永 畢両手旧嘉す書 吉川家す書 別隻 １０９ ９３
１０９６（天正１２） １５８４ ３晦 書 元寄書状 児玉垣法士 広島県 立歴 史博物頗所蔵文書５、閥１９〈児玉四郎兵衛 〉

４５
広島県立歴史博物館研究
紀要ロ３４ 閤１ ４５ ５２４

１０９７ ３晦 吉 広家書状 いけ太弄 藩申２　泄 ノし那右衝門

４０３
１０９８（天‾丈２０） １５５１ ３ 言 Ｔｒ著書揉 辛利弄計 甫 Ｊ目安す書 斉川芽文書１ ４４８
１０９９（天７下１０） １５８２ ３ 吉Ｊ７ｒ青 白筆書］犬 ・≦－ 西禅永輿両寺 ＩＲ妄琶す巻 ‾芹町家文書別隻 ９４ ８１１１００

１１０１

３

３

斉川広貰巷］犬
吉Ｊ＝広家書状

山玉屋 ・
符源介・体力．丘

藩中１０ 山県‾方フｉ色

藩中２ 符仲平

１１ ８６０
１１０２（弘 治３） １５５７ ４ １手 ．常吉状 脾苓静軟 閣８４　児不穏十 眺 閣２
１１０３（一丁ｒ１２） １５７１ ４ １一考 元春吉状 口羽義 臣 閤３２　口羽衝十 閤１ ２８ ７６４１１０４（天 ＴＦ８） １５８０ ４ １斉 一丁ｒ　 善書 犬 湯原意細 閤１１５　湯原す方衡門 閤３ １４８

１０１

４６８

６５
１１０５一天 了下１２） １５８４ ４ １苗 元善書状 さくらを壬打っ ばね 天野壬刺す書 広島Ⅰ旦申Ⅴ
１１０６ ４ １喜 ．長自筆書状 周伯東確 西禅永髄両手 ＩＲ盲琶す書 青Ｊ；看官書馴隻 １８０ １５３
１１０７ ４ １吉 ▲妄書’ほ 桂市郎長・休九兵 藩中４　拝平 八

１１０８ ４ １う考 ｌ広家書推 苓 フ弁 藩中８　宇都宮六方衡 門
１１０９ ４ １吉 広作目誓書］犬 謂 九右（開 式恩好） ７日式芹太郎什書 青 ｌ蒙す書別隻 ６∈き３ ４９８

２６１１１１０（長芋３） １４８９ ４ ２浦 誹ｌ芳書状 吉 川野河三軍 甫Ｉ目貫‾訂書 ＝ヒ ｌ貰‾好古１ ３０９
１１１１ ４ ２壬 ．隷書状 Ｌ＿ＵＦＲ青ｉ官 連中１０　山仔Ｉ平次宕 紡門

１１１２ ４ ２ロ 南島書：状茎 平 併静フ・井 卜蹴雪 村Ｌ山家蔵群書 ｒて烏！最中Ⅴ ３ １２６７

５９
１１１３（天 市１０） １５８２ ４ ２吉 ‾Ｔｒ妻′卜阜日陰景連書状 軍 内諺 妾利；豪‾文書 圭 貫 す巻３ ８４５
１１１４一天 ＴＦｌＯ） １５８２ ４ ２士 ７Ｔ薫・ノト旦 日陰黄道墨書状 †員羊青Ｔ 圭利家‾好古 圭 安 ‾釘喜３ ８４４ ５７
１１１５ ４ ２甫 ．裏書推 冨 屏店前守 藩申３（冨犀武弁衛 門）．家中９〈冨岸岱 ク助）

１１１６ ４ ２斉 ．長自重書状 報 恩院 西禅永輿両手ＩＲ萌す書 苗 ｌ；家‾宮古別隻 １０８ ９２１１１７ ４ ２∃＝ Ｊて軍書：状 ♯藤長 ＃原家文書 Ｊて 大学 文学部紺碧纂舶 １７５ １８４
１１１８（：天子Ｆ１８） １５９０ ４ ２音 戸青 苗矢印：状 羽柴新仔 倖祥（広安） 青書＝菱す：さ 苫 ｌ安 ‾甘苦１ １１７ ８４１１１９（慶長３） １５９８ ４ ・２手剰輝 元白箋書状 広貰 甫Ｉ＝署す巻 甫 ｌ；看官書１ ７２４ ６６８
１１２０（慶長４） １５９９ ４ ２呑阿一打？王書状 抒本元甫 圭利家‾灯書 手 賞 す書４ １２７０ ５９
１１２１ ４ ２Ⅱｌ藤）青洋書］犬 甫蔵 人 吉川安文書 一斉 ▼　－ ９６１

５１７

１２６

１１２２ ４ ２吉見 （毛利）政春（就頼）書状

今田忠左衛 門・祖式 八郎左衛門・山県又兵
衛 ・吉田大兵衛 ・今田助右 衛門・宇都宮 木

工允 ・松浦五郎左衛 門・山田神兵衛・吉 右
近・吉◆右衛門 ・森脇三郎 右衛門・有福◆

左衛門・松岡妄右衛 門・二宮 兵介（長実 ）・
堺九方術門 ・堺＋右 衝門・香 川清

二宮恒夫什書 吉川家 文吉別集 ３６２

１１２３ ４ ２吉 ム軍 書派 塀．助弄 藩中１１ 児市弥 ＝
１１２４ ４ ２善 広家 書：伏 甚 ＝那 藩中８　宇都宮大方衡門

１１２５（永禄１３） １５７０ ４ ３毛利輝元 書状 元春 鰐湘寺文書 大社町史 １８１２、岸淵寺文書

の研零２４６

１１２６（元亀２） １５７１ ４ ３毛手輝元 ・元就連署書状 吉川元春 鰐淵寺文書 鰐淵寺文書の研究２６８、大
社町 史１８３８

１１２７ ４ ３甫 ．意外 四堰逓増引犬 要岸内箭承　 美雪方衝門Ｅ寸 暴利１貰‾訂書 妾郡安す書３ ８４２ ５５
１１２８（Ｔｒ１４） １５７３ ４ ３天野隆雪 ・冨宙元欺通宴 善推 ′卜旦 Ｊｌｒ隆景・吉川元暮 閣１２３　野村作丘徳 閤３ ３２ ６２３
１１２９（天洋１２） １５８４ ４ ３暴利輝元書 状 萬Ｊ＝弄薫 山内首藤妄文書＿閤１３ノ１（Ｌ山内芸産貯）３２ 大 日本肯す書 １５ ２７６
１１３０（天一丁１６） １５８８ ４ ３沌野長吉 昔蹄 書 状 ．一吉川広家 甫Ｉ＝貰‾好古 甫 ＝貰す書２ ９２９ ９７
１１３１ ４ ３繁沢弄 毘書１犬 珊守方ｉ斤１乎腎 厳島野坂す書 広島 ｌ昆更Ⅱ １３０９ ８１６
１１３２ ４ ３壬利漣元書状 謂式熊千代 和式妄‾Ｆ書、藩 申６（開式真綿〉 山 口県申Ⅱ ７
１１３３ ４ ３毛利宗瑞 （磋弄）日登古城 広ＴＦ 一考Ｊ目貫す巻 ■斉 ；麦‾釘書２ １３８８ ６５８
１１３４ ４ ３害＝地券 （∫て貰）白筆書］犬 永頻 丙禅 永塵両手ＩＲ箭‾Ｆ書 嵩 ｌ妄‾百舌 馴集 ２６９ ２１５
１１３５ ４ ３斉 ｒｒ署書二状 森作右手鼓 藩 中１６　森Ｒ蒜織 汀
１１３６ ４ ３斉 ｌて軍書二状 宗喜 藩 中４　梓菜八
１１３７帽／▲治３） １５５７ ４ ４圭 ｌ元隷書状 僻耳鮮秋 闇８４く脾耳禰 十耶）１２ 閣２▲新裁富ま己ロ４７３
１１３８ ４ ４要 ．種書状　 ＿ 合子方衝門大 美 金子賞す書 （島田ｌ影 写）

１１３９ ４ ４＝ｌ＝ 弄裏書：状 金子方衝門大 美 舎子安‾宮古 （烏阿影 冨）
１１４０（天下ＦｌＯ） １５８２ ４ ４圭 輝元書状 伴官署久 闇５０　防汗Ｉ与－・方術 門 閣２ ２
１１４１ ４ ４言 弄裏書状 要暦青竜 閣７４　璽屋靂謹厨 閤２ ７８ ７０１
１１４２ ｒ４ ４言 青馬 白筆書：状 以徽 丙禅永車両 寺１Ｒ箭甘書 吉 宥‾好古 別隻 ７０ ５３
１１４３ ４ ５毛利降元書状 源ｉ刀汁ｌ璧苛： 薫別浸　滞；刀＝敵方衝門直 広． 眞申Ⅴ １５ ３８４
１１４４（弄１３） １５７２ ４ ５き哉ＦＲ信長善根 甫Ｊｌ一斉妻 吉 川家文書 甫 Ｊ＝芽す書 １ ７７ ５１
１ノ１４５（天ＴＦ８） １５８０ ４ ５吉 売春書状 宇Ｌ比熱露承 闇８８　♯原＋ 組方彷 門 闇２ ９ ９２９
１１４６（天盲Ｆ８）‘ １５８０ ４ ５手． 漣弄さ撒 宇ＬＵ久借 闇Ｔ８８　♯原＋ 耶方術 門 閤２ ８
１１４７ ４ ５一斉肝元春 日笠書経 幕［Ｒ弄社富吉 日監七尾かさ細っ ばわ ′ヽ呈 Ｉ＝安す書 ′卜旦 Ｉ＝妄す書 １ ３８９ ３３８
１１４８（天盲Ｆ１５） １５８７ ４ ５‾大谷言継書１犬 吉 日ｌ経書 吉 川署‾好古 胃 貫首書 １ ７０８ ６５３
１１４９一天ＴＦ１６） １５８８ ４ ５沌野馬苔（長政）書］犬 吉 日けＥ家 吉 日†安す書 甫 ｌ；家▼文書２ ９３０ ９７
１１５０（慶長５） １６００ ４ ５花ｊ責主首薫（騎ク）書１犬 広安 吉 川家文書 甫 ；家‾好古２ ９７１ １３３
１１５１ ４ ５士 広家書：状 二四卓・ＬＵ市長・貰要斤右・井藤弄 藩 中１０　ＬＵｌ昆‾斤フ推

１１５２ ４ ５吉 広安善才犬 森 羅飛 旨守 藩 申１５　査陥！堅牛
１１５３ ４ ５甫 広正書状 二丘介（二宮長芋） 二言帽美什 喜 苔Ｊ＝安文書 別集 ４７３ ３４３
１１５４ ４ ６手．ｌ弄隷書推 青書 防長 嵐十拝 准妄 防長風十注進屠 １ １０７

１１５５（天子Ｆ２） １５７４ ４ ６武闘勝】給書推 辛 目冊隊河守 吉 日；麦‾文書 告 麦‾文書 １ ８３ ５５
１１５６ｒ天了下１１） １５８３ ４ ６岸刑ｌ蒸鰐卸内妻 詩才目元意・弄馬 吉＝ｌ署‾釘喜 甫 賞す書２ １２９８ ５０１

１１５７（天盲下１９） １５９１ ４ ６′、阜川路貴書：状 吉川広家 吉 日ｌ］家Ｙ書　 ‾ 苫 安す書２ １２１１ ３７４
１１５８ ４ ６■芦‖ｌ広貰 自筆書三伏 二＿巨介（二宮鼻音） 二宮憎美什 書 斉 安‾好古 別隻 ４１６ ３０９

１１５９ ４ ６手刹ｌ宗瑞輝元書状 熊谷ｉ首領 閤１２７　熊谷彦右徳 門 閤３ ５１ ７１６
１１６０ ４ ６寓 けこ青書代 伴侶前・芋；欠眺右・申箭右 藩中２　符仲平

１１６１ ４ ６甫 広 家書 状 今孫・有肋右・謂九右 藩申６　謂≡こ雲】磯

１１６２ ４ ６甫 広；家書：状 季允 藩申８　宇部冨六 方板門

１１６３ ４ ６斉川広家書状 平十右 藩中９　熊谷勘弁衝門

１１６４（馬享２） １４８８ ４ ７浦 卜馴宗書状 吉川房拝 幕Ｊ＝安す書 吉 冒す書２ １１１９ ２７４

１１６５ ４ ７ ′ヽ旦＝ｌ弓Ｊｌ青書：状 吉Ｊ＝経基 苔Ｊ＝安‾釘薯 吉”；豪文書 １ ６０ ３７

１１６６ ４ ７輿化寺某書状 吉川繹基 苔Ｊ＝署す書 甫 安す書 １ ３５８ ３１４

１１６７（永禄１２） １５６９ ４ ７甫 元薫り卜星川隆景連署書状 塩草 声崎守 堀王家謂文 写 内海文化研軍紀要第 １６号 ■　７０ １０４

１１６８（天了Ｆ２） １５７４ ４ ７手 ヲ蓮元書才犬 野村十憎 野村宴す書 ＿閣１２３く野村作．兵衛〉１０ 日本雁 更１１９ ２０
１１６９ ４ ７苗 売春書状 匡ｌ音ｔ弄讃≡ 闇４６　′卜青魚右衡門 閤２ ４７ ２２７

１１７０ ４ ．７∃＝ 青書書：ほ 森月菰裏 白 藩 中１６　垂ヨ蒜継汀

１１７１ ４ ７ヒ侵弄摸書１犬 多智彦二郎 ♯ 原案‾更書 広島大学文学部紀箸 笠４９ ２１２ ２００

１１７２（天符１６） １５８８ ４ ７珊藤さ青一丁書］犬 吉日Ｊて菱 吉 Ｉ目貫す書 甫 芽す書２ ９６２ １２６

１１７３（天了Ｆ１６） １５８８ ４ ７福島７Ｆ馴善根 斉川Ｊて署 買 上目安‾釘書 斉 妄す書２ ９６４ １２８

１１７４（欝長１１） １６０６ ４ ７善 広家 自室書状 松暮・吉宗右 害 Ｉ目安‾釘喜 甫＝家す書２ １３４６ ５６５

１１７５ ４ ７■告 広家書状 藩 中８　早着；冨六 方衡門

１１７６ ４ ７井原元板書状 今ＦＲ長任 閤１２７　熊谷彦右衝 門 閣Ｔ３ ５０ ７１６

１１７７ ４ ７宇都宮大Ｔ・介書：状 久読手 丙禅永畢両 手ＩＲ箭す書 甫 署‾訂書別隻 ３２ ２４

１１７８ ４ ７吉川広正書状 二重介（二宮烏有） 二宮憎美什書 一斉 安す書馴集 ４８８ ３４９

１１７９ ４ ７＝ヒ 広裏書：状 吉内嘉助（Ｊて紀） 吉 川家文書 斉 芽す書２ １４６０ ７３９

１１８０（永禄１０） １５６７ ４ ８手 元就書状 湯原妻綱 慰Ｔｌ１５　湯原す方衝門 閤３ １０１

１１８１

１１８２

１１８３

１１８４
１１８５

１１８６

１１８７

１１８８

１１８９

１１９０

（天下Ｆ５１

一天ＴＦ１６）
一天市１６）

（天下Ｆ１８）

（永禄 １１）

（永禄 １２）
（元１３）

１５７７

１５８８

１５８８
１５９０

１５６８

１５６９
１５７２

４

４

４

４
４

４

４

４

４
４

８

８

８

８
８

８

８

９

９
９

壬

吉ノ

了れ

福 ．
‡壬

吉 Ｊ

吉ノ

詩才
害 Ｊ

吉 Ｊ

≠産弄書：状

元著書状

瞥洋書状

正則書状
育・′卜衡書信 １重量巷］犬箋

ＪＴ署偉業等ｉ反事

如兼（広家）書状

青書書：ほ
青森 ・′卜与 川隆景達著書状

売春自筆書状

熊谷許

越中守

吉川広

吉日ｌ広

大庭神
椰守方

二言兵
衝＿安

森陥薫

山拝Ｉ出
言上‖弄

葺

（石程有）

吉
；家
幸

ｉ斤将腎
介（長実）・粟屋ロロロロ （七郎兵

林）

＝轟
璧守

督（元 首）

閣１２７ 童谷彦方術 門

石家文書、藩中２〈石七郎兵衛〉、家 中３〈石家御書類写〉、
御書２〈伊京 杢允）

害 Ｊ＝著す書

甫 Ｊ＝貰甘書
軟 卜貫す書

！許島野好‾好古

ニ苫恒夫什書

藩中１５ 重陽繋年

閤３１ ＬＭ訪露兵衛

貫 目ｌ安す書

閣３

広島県史Ⅴ

吉日萎す書２
吉川家文書２

一大事十田丁申
広島ｌ邑智 Ⅱ

吉川家文書別集

閤１
甫 ノーｌ安‾好古２

１５

１３

９６３

９６５
２２６５

８５２

３４８

１０

１２２１

７０９

９０

１２７

１２９
６０５

４９０

２６５

７３６

３８３

ー１２９－



１１９１

１１９２

（天γＦ８）

（‾夫ＴＦ９）
１５８０
１５８１

４

４

９

９

斉
森

元善 書状
春期 書状

森脇嚢毒
山円盲盲官

藩中 １５ 森陥！区牛

山［Ｒ蒙肯す書

１１９３（天了下９） １５８１ ４ ９斉 川７「薫 ・７「最適著書状 山Ｒ］雪盲専 藩中 １０　山田平次右衡門
１１９４

１１９５
（天ｊ下１６）

（天γＦ１６）

１５８８
１５∈‡８

４
４

９
９
蜂符習宴赦書経

草野ｉ斤擢 ほ 政 書 状

吉川広安

甫Ｉ‖Ｊて貰
吉川家文書

吉日家文書
言Ｊ

甫Ｊ

ｌ貰‾釘書２

【妄す書２
９５７

９６９

１２３

１３２１１９６（天子Ｅ１９） １５９１ ４ ９：字書 多義家書揉 斉川広家 吉川家‾釘喜 胃 妄‾釘喜２ ９２８ ９６
１１９７

１１９８
（元和２） １６１６ ４

４

９

９

苔Ｊ
尾

ｌｌ広家 自室古津
藤一代書状

九右・隠岐
吉蔵 人

和式苅：‾太郎什書」藩中６く和式 羞繊〉
罵Ｊ＝貫す書

苫Ｊ
吉Ｊ

ｌ貰す書河ｌ隻
１；奏す書２

６７０
９７０

４８７
１３３

１１９９ ４ ９吉川広家書推　　■■ ’ 杢弁 藩中８　宇毒訊冨六方衝 門

１２００

１２０１
（応ヒ２）

（天正８）

１４６８
１５８０

４
４

１０
１０

武円信

吉川垂

臼瞥 ＿状

．真書才犬

斉川次郎三郎（元繹 ）

湯原森綱

吉川家文書

閣１１５ 湯原文方術門
吉＝家‾釘喜１

閣３
６１

５１

３８

４４２１２０２
０３

（天７Ｆ９）

（天下ＦｌＯ）

１５８１
１５８２

４

４

１０一斉

寓

愚書：状

屠 ｒ司‾ １

山Ｆ口舌子宮 藩中１０　Ｌ山間平淡宕衝 門

１２ ｌ １０士 ・首Ｔｒ書道量書耳犬

■■ ’

湯原妻綱・信ＩＴ：綱 閣１１５　湯原‾丈寿衝門 閤３ ５２ ４４２
１２０４

１２０５
（天下Ｆ１２）

（天了下１２）

１５８４

１５８４

４

４

１０

１０
【Ｊ

斉Ｊ

【
ｒ

暮 ＿状
長 日筆書状

森ｌ臨意竜
以 徽

∋著申１５ 森打蕊安牛

西禅永輿両手 ＩＲ蔵す書 吉 川家‾更■亡胃‖集 １１７ １００
１２０６（天子Ｆ１４） １５８６ ４ １０羽柴秀吉某日刀犬

甫 ｌ‾　 ‾ －　 ■ｌ ■

′卜星 川隆景・斉 川元素 ・元長 甫目安‾釘善 ■ 胃 １ｒｌ妄す 書１ ５６５ ５０７
１２０７

１２０８
２０９

４
４

１０

１０
Ｊ

壬禾
手禾

７「書・Ｔｒ古道署 ＿寸犬
ｍ産‾書 尤

畿河 （二 郎弄衝門ｆ討） 勧善２　鈴川土屋衛

　 一刀ｒ ｌ

ｌ計精■：状

洒 ＦＲ篠丘衝 Ｅ寸 藩中１３　体液陣五部

１ ごム ４ １０ ▲　■■、、 永輿寺 西禅永興両手 旧蔵す巻 吉 Ｊ安‾打者別集 ２９８ ２３５
１２１０

１２１１

（弘治２）
（永禄１３）

１５５６

１５７０

４

４

１１

１１

壬禾

織［Ｒ

ｌｌ７ｒｊ許 ＿斗犬

イ言最善斗犬

斉 川７「秦
吉 川元素

藩中６ 謂式墓描
吉川署‾釘婁 吉 川家文 ■■１ ７６ ５０

１２１２

１２１３

４
４

１１
１１

吉川緯

′卜阜Ｊｌ

言書状

ｌ隆貴書富夫

今 田締高

て７雪斎
安中１０ 本宗 今ＦＲ臣什書
幸利妄す書 卓禾ｒｌ三菱す 書２ ７６３ ５２１

１２１４（欝写 ２） １６４９ ４ １１圭利秀許書状 手劇ｌ甜■方外 四名 閤１０　野 口］看貫 闇１ ２６０ ２４３

１２１５

１２１６

４

４

１１

１１

吉 川広洋書才犬
苔 ＝広貰 ？書才犬

謂九右衝 門酎（神式長好）
松 ＝介

神式芹一太郎什書

安 中２ 松浦安

吉川貫「文書 馴集 ６４９ ４７３

１２１７ ４ １１言 広貫書：状 平二右 藩 申９　熊谷ｊ折方衝門
１２１８
１２１９

（す 明１５）

（天 ７下９）

１４８３
１５８１

４
４

１２

１２
妄

胃

毒行違量揉

元暮自室書揉

斉川膨河守

吉川元長
吉 川芽す巻

一斉日豪文書
吉Ｊ

幕Ｊ

ｌ貰す書 １
ｌ；豪す書２

３１６

１２２４

２６８

３９０１２２０ ４ １２苔 憲巷：状 樺山備中亡評 槽 ＬＵす書 広 県更Ⅳ ９ ８６２

１２２１

１２２２
（慶長２０） １６１５

４
４

＿１２
１２甫

弓考

元長書状
広家書状

大型中滞／少鋪
又次腰れ各日広拝）

家 中５ 彬 原．卓方術門

苔 丁目貰す 書 吉日蒙す：土２ １３０６ ５１１１２２３ ４ １２告 †て家 書：状 山五重 藩 中１０　山 県‾斤フ准
１２２４ ４ １２言 広家 書揉 二長介・重源右・山八郎弄 藩 中１０　山 県‾斤フ推

１２２５

１２２６

４

４

１２

１２

甫

甫

広家 書状

広家書状

はやと・九右衝門 用割啓守
新井・十伴・内訳・四 郎兵 ・杢 ク弁

藩 申６ 神 式塞揺
藩 中８ 宇 都宮六方衛門

１２２７ ４ １２苫 広；家書１犬 杵作州 譜ｊ浸い７０　♯原次 郎芹衡門久 信
１２２８（永禄６） １５６３ ４ １３斉 ７「薫書］犬 丙禅寺 １封書　 森陥半兵衛 広島県申Ⅴ ５ １４５
１２２９（元ｔ２） １５７１ ４ １３暫譜 ｉ首清書 ：状 吉Ｊ＝斉憲 吉 川家文 書 苫亨ｌ貰す書１ ５７０ ５１０１２３０

１２３１
（７Ｔ暮３）

（天正朗 ．

１５７２

１５８０

４

４

１３

１３

居辛

ＬＵタ■

ｌ 開祖 内妻

甜書 状写
柳沢元政
台東因幡守

闇２１ 柳沢愚僧

台東‾甘薯
閤１

広島虞史Ⅳ
５８

１２

５６１

８ア４１２３２（天荘８１ １５８０ ４ １３吉 Ｊｌ 薫香状 宇山久信 閤８８　♯原十那芹衡門 閤２ ９
１２３３（天言下ｌＯ） １５８２ ４ １３′卜阜 隆景書 揉 粟屋－７「樺 閤１２５　宍戸議長衡 閤３ １５ ６８０
１２３４ｒ天芥１２） １５８４ ４ １３手 ‡窪Ｔｒ書状 （吉 川元薫） 山内首ｌ淫安 す書 大 日本１キす蕃１５ ２９０
１２３５ ４ １３寓 裏革首書：状 久利感陣 久利家‾Ｆ書　 藩申９　久末‖与 斉衡 門 有声久刺す書の研カ＝
１２３６ ４ １３斉 元憲書状 信盲曹 Ｌ山内首藤麦甘書

　　　　　 ＝，Ｔ．
大 日本７キ‾釘婁１５ ４６

２７５ ２２０
１２３７ ４ １３甫 意書：状 藩中１ ♯ ト仁方 衛門

１２３８ ４ １３胃 薫書三伏 ♯ 卜弥十那 詔書責い２３　♯ ト音うヒ５０
１２３９ ４ １３告 薫書：状 斎‾万富内少壷頗 語録 み９０　毒‾斤芽即ウ６

１２４０ ４ １３吉 量書状 細屡次郎芹衛門昆寸 藩中３　細侠 偏弄衝 門
１２４１ ４ １３壬 プ窟Ｔｒ書：状 楢崎す書 広 島県更Ⅳ ２ ５２２
１２４２ ４ １３甫 Ｊて家書こ状 松妄右 藩中１ 今開幕丘衝

１２４３ ４ １３苫 ｒＥ芳書：ほ 今せ右・吉宗 右・井董卓 藩中１く今 田茅屋衡）．安中８
１２４４ ４ １３吉ＪＪて家書：状 山五兵衛尉 藩申１０　山風一片ク進

１２４５ ４ １３甫Ｊｒｌ広；家書］犬 木丁允 藩申８　宇部冨六方衝 門
１２４６ ４ １３吉Ｊ広芽書：状 わ くの☆ き誉中８　宇１覿富六方衝 門

１２４７ ４ １３吉Ｊｌ広芽書：状 季 弁 藩中８　宇＝試買六方衡門
１２４８（天子Ｆ８） １５８０ ４ １４再ＪＴｒ裏書才犬 薫育 元締 閤５２　兼吉五郎兵衛 閤２ ４４ ３２１
１２４９（天子Ｆ１３） １５８５，４ １４吉 愚書：状 木型 美作守 安中５ほ 原点方衝 門）．㈲書２く木梨輝右衡 門〉
１２５０ ４ １４甫 善書：状 井 卜弓矢＋郎 譜抜 い２３　♯ ト音光 ５１
１２５１ ４ １４甫 一良書撒 各勧 中 ，藩中７（中村姜右裾 門〉、安中５く中村栄 二郎〉 広 島県申Ⅴ ２ ９９
１２５２ ４ １４′卜阜 隆景書経 摸美 景涌 書削浸　礁業東尾景 秋 広 島虞 吏Ｖ ５ ２４５
１２５３（天‾丈１８） １５４９ ４ １５雪景隆著書状 卸禅 寺策雲 吉川著す書 吉 川家文書 １ ６０６ ５４１
１２５４（水棲５） １５６２ ４ １５毛利７「貯・珂降元連署書状 益 ＦＲ右衡門佑 幕［Ｒ署す書 大 日本肯‾好古２２ ３２４ ２９０
１２５５（永禄６） １５６３ ４ １５壬弄 洋書：状 元老 蕪円安す巻 太 日本肯す 書２２ ３１５ ２８０
１２５６（水禄６） １５６３ ４ １５斉Ｊ 秦書：状 牒葉 呑円 安す書 大 日本古文 書２２ ３１６ ２８１
１２５７（天７下５） １５７７ ４ １５熊谷信肩書推 山内弄涌 Ｕ＿１内首藤貰す書 大 日本肯‾文書１５ ３２０
１２５８（天了下８） １５８０ ４ １５斉Ｊ売春書状 湯原羞瀾 閣１１５　湯 原文末衛門 閤３ ３５ ４３６
１２５９ ４ １５電 瞥隈 首清書状 新仔 侍従（斉 川広家） 吉川貫て書 害 Ｊ安文書２ ８９６ ４６
１２６０ ４ １５二宮意次書 状 山Ｆ口舌 ｉ百 山円安肯す書
１２６１（天ＴＦｌＯ） １５８２ ４ １５／卜旦Ｊｌ隆景書状 梓許官 ・同一弄：邑 閤８０　照ｌ吉方 術門 閤２ ４０ ７９５
１２６２ ４ １５熊谷信直書状 隆涌 Ｌ山内首篠貰‾釘書 大 日本７キ文書 １５ ２７３ ２１８
１２６３ ４ １５熊谷信置書状 降涌 山内首藤安‾好古 大 日本７与す書 １５ ２７４ ２１９
１２６４ ４ １５寓 ．裏書：ば写 武永 四郎長 衡尉 斉 川妄什書∵藩中５く常永葦介〉 幕 Ｉ目安す書 別集 ７３４ ５４３
１２６５ ４ １５苔 裏書１犬 等♯宗昨 ；雪中４　等♯滞京衡門
１２６６ ４ １５喜 薫・元長 ・（二俣元棟 連署書状 吉川経書 吉 日家文書 ＝ｌ＝ ｌ安す書２ １２３５ ４１２
１２６７（甘禄 ５） １５９６ ４ １５屠▲吏ＴＦ；麦外 －＿名適量墨書 青 ＝倖祥 （Ｊて安） 善 ＝安す書 甫 ｌ豪‾釘喜２ ９８６ １５８

１２６８ ４ １５吉ノ広家 自筆書状 はやと（今田家成）・九右衛門尉 （祖式長
好）・隠岐守（松浦家孝 ） 祖 式荘太郎什書 吉ノｌ家文書別 集 ７１４ ５２５

１２６９ ４ １５＝ヒ 弄京内情川舟崇潤訂 ‘耳 卜刑部少輔書状 竹募大１掛少撼 竹 芙；看官書（鳥『ｌ影写 ）

１２７０ ４ １５吉 川広安 善：状 藩 中１１ 児有寿三 郎
１２７１ ４ １５胃 ＪＪて安 善：伏 洒大方 藩 申２　柵 八郎右衝門
１２７２（永享 １２） １４４０ ４ １６氏名 夫謹 挙：状掌 ｉ折尾大和守 吉 ＝家‾文書 吉川家文書 １ ２５９ ２２１
１２７３（天‾丈２３） １５５４ ４ １６圭 隆青 白筆書：状 卓傍 毛 利家文書 手利妄す書２ ６６５ ４０１

１２７４（永禄 １） １５５８ ４ １６毛 隆元 ・元就連 署書状 吉川元春
久 利家文書、藩中９〈久利与左衛門〉、御幸２〈久 利与一右

衝 門〉
石見久利文書の研究 ２９

１２７５ ４ １６甫 ．真 書：状 県有元兼 ・併１廿弄裸 併 革家 文書 大社町中 １８３９ ３８４
１２７６ ４ １６‘芹 際轟 行 人蕃：状 椰守 厳 島野節 す書 ＪＴ．．県史 Ⅱ １２９６ ７９４
１２７７ ４ １６島津 忠平 書：状 吉川売春 苫 Ｊ＝安す書 胃Ｊ冤‾訂書１ ７２ ４７
１２７８（腰屠 １１） １６０６ ４ １６甫 Ｉ‖広三夏日筆書’状 相九右 （和式長好） 和式芹太 郎什毒∵藩中６く和式董描〉 吉 ｌ安文書削集 ５８４ ４２０
１２７９ ４ １６甫 如業 広安自筆書：状 卸商 ＝＿人 ′ ＿ヽ已‖ｌ貫 ‾好古 ′ヽ旦目貫‾甘薯 １ ３９１ ３４０
１２８０ ４ １６甫 Ｊて芽 白董書：状 好惣菅 （烹窪） 丙禅永劉 両手ＩＲ箭‾軒書 言Ｊ＝安‾好古別宴 ２１６ １８２
１２８１ ４ １６斉 如業 （広芽）日量書斗犬 永興寺 丙禅 永巌 両手旧蔵文書 甫Ｊ＝署す音別集 ２８１ ２２３
１２８２（永禄 １０） １５６７ ４ １７告 ｌ元素 自筆書］犬 ロ三朝要 旨 卓利安‾釘書 壬剰安‾好古１ ３７１ ３８３

１２８３（永禄 １２） １５６９ ４ １７書Ｊ元春 外三名連署書状 一一言御社司中 美作 中山神社文書 岡山県古文書集３ｐ２７８、美
作舌簡集注解下ｐ１２７

１２８４（天 子Ｆ８） １５８０ ４ １７甫 ｌ元薫 ・′卜旦 日陰景 適量苦汁犬 楢崎弄兼 閤５３　楢崎与丘衡 閤２ ２２ ３４１
１２８５ ４ １７斉 責 苦推 仁保弄様 藩 中４　等 ♯滑右衝門

１２８６ ４ １７甫 長 日筆書寸犬 何有斎 丙社友髄両 手旧蔵す書 吉Ｊｌ；豪す書馴隻 １６４ １４１
１２８７ ４ １７毛 ｌ漣青 書二枚 蕎１純斎 白♯貰‾軒喜 Ｌ山口県申 Ⅱ ２８
１２８８ ４ １７士 【広家 書状 山五重 藩 申１０　Ｌ山県‘方フ推
１２８９ ４ １７吉 Ｊ一丁青 書け わく 藩 申８　宇 都富六．有徳門

１２９０ ４ １８圭別製青 書ゴ尤 吉 川家文書 嵩Ｊ＝豪す彗２ １２６９ ４７２
１２９１ ４ １８善 Ｊ元春 吉状 伊官円薫法 閣精麦文書 大計訂「申 ２１９９ ５７４
１２９２ ４ １８斉 川弄裏書 操写 伊誓［Ｒ薫ミ湊 間 者子安 所持 肯書類冨 大社甘「史 １８８１ ４０４
１２９３ ４ １８手 輝元蕃 扶 弄妻 物】邪神許す書 新 修島根虞申 ５０９
１２９４ ４ １８圭 【潅青書 才犬 杉原マ笥 郎（元憎） 閤５３く木梨右裾 門八〉∴麦中５く杉原兵弄衛 門〉 閣２ ６ ３２８
１２９５（天符 １６） １５８８ ４ １８苫 臣勇次書 状 吉川広家 斉 Ｊ＝安す書 斉 要す書１ ７１０ ６５６
１２９６〔慶長２） １５９７ ４ １８手刹輝元 自室書状 広藁 苗 目安す巻 苔 家す書１ ７００ ６４５
１２９７ ４ １８男洋一蒙古 白筆書 ：状 甫箭 斉 川署す書 吉 日署‾釘書２ ９４９ １１２

１２９８（慶長２０） １６１５ ４ １８吉川広家 自筆覚 書
一席（今田程忠）・はやと（吉川 家成）・下野
（今田春枚）・勘左〈吉川経実）・宗 尤（香川

羞継）・方京 （香川三菱景）

祖式荘大部什 幸、藩中６〈祖 式嘉 織〉 吉川家文書別集 ７０８ ５１６

１２９９ ４ １８甫 広家書状 森飛 藩中 １５　森ｌ臨繋牛

１３００ ４ １８斉 川Ｊて；家書：状 森作右 藩中 １６　森【院議賢汀

１３０１ ４ １８斉 Ｊ弄裏書：状 富家す書・妾利博物鰻所蔵 大 子†町中 ２１９８ ５７４
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１３１２ ４ １９吉川広家書状 松 て介 藩中４く隠岐半右 衡門〉＿安中４く隕峠；泰衡書 〉
１３１３ ４ １９吉川広家書状 祖九右 ・得与 ・芋大Ｔ 藩中６　開≡宴揺
１３１４ ４ １９吉川広洋書］犬 謂九右 （和式馬 好） 祖式音大儲什書 吉川家‾文書別集 ６５３ ４７６
１３１５ ４ ２０光信書状 興化寺 言上ｌｌ；麦す書 吉川家文書１ ３５９ ３１５
１３１６（永禄１２） １５６９ ４ ２０吉日Ｔｒ意・′卜旦川隆景適量婁揉 伴藤青 菜 閣１０８　赤Ｊｌｌ勘．卓箇 闇３ ３０ ３２９
１３１７（天正６） １５７８ ４ ２０吉川元春小早川隆景連署書状 冷泉元 満・香川 光景 冷泉家文書 山口県史Ⅱ１４、広 島県史Ｖ

「香川 １６
１３１８（天 了下７） １５７９ ４ ２０毛利輝元書状 脾零′トニ那 閤１７　僻耳二郎右衝門 閣１ １３ ４７７
１３１９（天 了下７） １５７９ ４ ２０吉川元春書状 林腎吉氏旧栽て書 山β真綿域研零２・♯ ト音訂 ３ １８
１３２０（天 洋１１） １５８３ ４ ２０壬：糾ｌ吉相 法事書 暴利妄甘書 卓禾 ▼　＿ ３４９ ３６５
１３２１ ４ ２０吉 川売春蕃 揉 山洋けＨ璽守 閤３１ 山ＦＲ青畳 撞〒 閤１ ５４ ７４５
１３２２ ４ ２０青 Ｊ＝Ｔ裏書 ：状 間ｌ二木意識 右眉．Ｉ計本官書
１３２３ ４ ２０斉 川云長 自筆書状 以徹 丙禅永踵蘭寺ＩＲ盲管す書 善 ｌ芽‾文書馴集 ４０ ３３

１３２４（文禄４） １５９５ ４ ２０吉川広家書 状 松妄〈松岡長佳）・二兵（二 宮長実）・祖九
（神式長好） 祖式荘太郎什書、藩 中６〈祖式嘉織〉 吉ノ 家文書別集 ６０５ ４３９

１３２５ ４ ２０吉川広家書 状 二丘介 （二軍長１君） 二言帽美什書 士 【署 す古郡隻 ３７８ ２８４
１３２６ ４ ２０清水豊治青 卜書 了嵩玄蕃 圭利；家‾好古 裏手ｌ安甘書４ １２７２ ６４
１３２７ ４ ２１皐剰１弄５浄書１犬 （吉Ｊ目元煮） 藩申１０　山風杏
１３２８（天了下４） １５７６ ４ ２１六角蒸垂書］犬 吉川売春 吉川家‾好古 吉 川貰 す書１ ６２７ ５６６
１３２９（天霞１０） １５８２ ４ ２１毛利輝元書状 ≡≡＝＝　≡ 藩 中１０　山洋一平次右衝門
１３３０（天ＴＦ１５） １５８７ ４ ２１音 声毒害某 日刀犬 ′卜星 川隆景 ・斉川天馬 ／卜旦 ＝安す書．閣１０〈腎 ＦＲ寄寓〉１２４ ′卜阜 Ｊ＝貰 ‾釘喜１ ４６８ ４０５
１３３１（天了下１５） １５８７ ４ ２１茎（ヒ保弄棟）書：状 藩 中１ 井 卜（二方撞子門
１３３２ ４ ２１吉川経書書経 ♯下方展示 藩 申２　♯下孫方術門 広島 県申Ⅴ ３ ８６
１３３３（鹿屋４） １５９９ ４ ２１吉 川広署 日量書状 謂九右 （和式長好） 神式 芹太郎什書∵藩 中６く和式圭綿〉 甫 Ｊ目安 頂‾書 別集 ５９７ ４３３
１３３４ ４ ２１吉川広家書状 ｉ首与 藩 申１１ 松浦三介
１３３５ ４ ２１吉川ｌて罫書：状 二長介 藩 中３　二冨 為雄
１３３６（天一丈１８） １５４９ ４ ２２音景随喜奉書 寓＝治都少鰯 斉 川：要す書 吉川家一丈書 １ ４３１ ３９０
１３３７（天‾丈１８） １５４９ ４ ２２青煮隆著書推 苔Ｊ＝弄妻 斉 丁目；家‾釘書 斉 川；麦す書 １ ６０７ ５４１
１３３８ ４ ２２森臨書親書：状 ♯ ト土方 鰐淵 寺す書 十字十町 中 １８１７ ３７０
１３３９（天下Ｆ６） １５７８・４ ２２吉川元裏書：状 湯原弄綱 闇１１５　湯原‾貫井衡門 閤３ １３５ ４６５
１３４０（天下Ｆ９） １５８１ ４ ２２吉川元奈書揉 湯原暮綱 閣１１５　５易原す 芹彷 門 閣３ ５３ ４４３
１３４１ ４ ２２斉川元著書状 雲居訂一うヒ 安 中３　雲居 氏蘭 書
１３４２（文禄２） １５９３ ４ ２２音 声壱喜美 印：状 汚ｔ些筈芸宰相 壬利 署‾釘喜 手乗ｌ麦一軒圭３ ．８９２ １５４
１３４３（‾釘禄４） １５９５ ４ ２２音 声秀吉朱 印状 羽柴南川偉才滞 吉 川家‾釘喜 甫 吉て書 １ １３３ ９９
１３４４一文禄４） １５９５ ４ ２２捲野恩吉（長政）・木下 書経連書添状 三河築斉 川侍祥 吉 川家文書 胃 １署す書 １ ７７３ ７４２
１３４５ ４ ２２尊 臣秀吉朱 印状 羽柴吉川侍祥 吉 日ｒ妄す書 苔 安す書 １ １４３ １０８
１３４６ ４ ２２羽柴毒害書状 吉丁目経書 吉 川家 ‾釘喜 甫 署す書 １ ７８ア ７５４
１３４７ ４ ２２吉Ｊｌ伽 兼（広麦）書：ば 戸十丘衝（戸川） 斉 川家什書 寓 １看て書 馴隻 ７２５ ５３３
１３４８ ４ ２２吉川如棄（広家）日筆書揉 永畢 西禅 永興両寺旧蔵‾訂書 吉川安す古 河ｌ集 ２７９ ２２２
１３４９ ４ ２３河副久感・・湯原幸酒連署書状 森陥稀有・青Ｊ日経世 吉 日ｌ；麦文書 吉日安文書 １ ３６５ ３２２
１３５０ ４ ２３圭別路青書：状 欄守肩厨 厳 島野茸 す書 Ｊて烏 県史Ⅱ ４１０ ２５７
１３５１ ４ ２さ壬刺青洋書派 吉１１１青煮 閤ｉ■５の２　妾剰ｌ隕好 日相 同昆哉 閤ｉ書漏 １ ３２３
１３５２ ４ ２３楢崎元兼書状 積層卒助 安 中４　煽 屋署御書
１３５３（天子Ｆ１２） １５８４ ４ ２３熊谷信遺書状 隆涌 Ｌ山内‾旨饉妄 ‾文書 大 日二本肯す書 １５ ２９５ ２３８
１３５４（天子Ｆ１３） １５８５ ４ ２３伊集際東棟書状 吉日元老 貫 目ｌ要す 書 苔Ｊ看て書 １ ６２４ ５６４
１３５５ ４ ２３吉川売春書状 大島平方衡門酎 ｒ【Ｒ）高書 郡松 卜社神職大畠出雲所蔵文 書 邑】狩ｌ最中 １５９ ７４９
１３５６ ４ ２３吉川青馬 白筆書：状 庸伯東藷 ‾ 丙禅永兇 両手旧蔵▼文書 斉川妄‾文書帽‖隻 ５１ ４０
１３５７（慶長１２） １６０７ ４ ２３斉川広家書状 ／卜手元了苓 閤４６　′卜寺盈右衛 門 閣２ ６２ ２３０
１３５８ ４ ２３甫＝加美（て家 書推敲写 和泉（甫目許貫） 右眉．吉 日ｒ安 甘書 甫 ｌ；麦す書 胃目星 １７６ １８６
１３５９ ４ ２３吉川広安 自室善推 丙嘗（烹確） 丙禅永塵 両手ｒ口前す書 甫 ｌ貫‾好古 別集 ２２３ １８８
１３６０ ４ ２３吉＝Ｊて；家書：伏 藩中２．符仲 平
１３６１ ４ ２３吉Ｊ＝】て安善二状 濯中５　ノ打‾下樺太美
１３６２（廣荘３） １４５７ ４ ２４監名東謹書状 苔Ｊ＝ク裏革 吉 川家 す書 甫 ｌ茅す巻 １ ２８４ ２４２
１３６３（永禄３） １５６０ ４ ２４聖譜隈道増書１犬 吉Ｊ＝元素 吉 日ｌ安‾好古 胃 ｌ署‾訂薯１ ５６８ ５０９
１３６４（天芥１０） １５８２ ４ ２４吉川元長書状 吉日ほ写等 石眉．斉川芽 ‾釘古 苔 貫す書 胃‖集 ９８ ９１
１３６５ ４ ２４犀利義昭都 内書 甫Ｊ＝青煮 貫 目１貰 ‾好古 苔 安す書 １ ４９８ ４４３
１３６６ ４ ２４■芹Ｊ＝青書書二状 鳥州一貫大貫盲１ 伴甫 神社 す書 仔甫神社 史料 ２１９ １６３
１３６７（天芥３） １５７５ ４ ２５吉川売春書状 湯原薫綱 闇１１５　湯原す方祢 門 閣３ １２５ ４６２
１３６８（天芥８） １５８０ ４ ２５吉川売春書状 森Ｆ請書毒 藩 中１５　森陥繋牛
１３６９ ４ ２５斉川斉憲書：状 ♯孫・卓 譜抜 い２４　♯ 卜陣政 ６
１３７０ ４ ２５吉川元長 自重書状 屠ｌ伯東確 西禅 永楽両手 １口前す書 斉川安す書 阿１集 １３３ １１４
１３７１ ４ ２５吉川広家書状 ■Ｆ美作守 藩中２（石十郎兵衛〉∴家中３く石芽 知者頸写〉
１３７２ ４ ２５吉川広家書状写 首与＿廷衛 官優美家斉す 圭写 大社日丁申 ２５４２ ７９１
１３７３（永正１２） １５１５ ４ ２６間Ｒ］卑フ書：状 吉Ｊ＝経塵 石眉．’吉日ｌ安‾文書 ■芹 安す書 別集 ７２ ７１
１３７４（永芥１２） １５１５ ４ ２６間Ｒ単フ書：状 甫；据丹後守 石 胃．甫 ‖ｌ署‾釘喜 言 ｌ妄す舌 馴隻 ７４ ７３
１３７５（丸損１１） １５６８ ４ ２６圭剰ほ産青書：状 楢崎二河守 閤５３　楢崎与丘衡 閤 ６ ３３８
１３７６（天γＦ９） １５８１ ４ ２６′卜寄席長治・長待避著書状 市川棄借・斬抒高明 苗 Ｉｒｌ妄す書 胃 賞す書 １ ６２２ ５６２
１３７７（天７Ｆ１３） １５８５ ４ ２６島津蒸久書状 吉Ｊ＝駿河守 甫 Ｊ目貫‾釘書 青 ｌ署‾訂書 １ ７３ ４８
１３７８ ４ ２６吉川元春書状 楢崎安一丈書 ・山 口県史編纂所史料
１３７９ ４ ２６斉川元善書状 ＝原瀬餌掛野‾釘書 広島 風更Ⅳ ６
１３８０ ４ ２６壬剰ｌ淫売書：状 ′卜専売武 閣４６　′卜寺忠右衝 門 閤４ ２８
１３８１ ４ ２６吉川弄裏書状 多官元忠 多冒す書▲貯ｉ■１の１く名字兵右衡門〉６２」防長風十注進 呈稲仔丁下巻 ７７１ ６０
１３８２ ４ ２６吉川元善書状 汀ＦＲ田幡守 藩申 １１ 江円孫介 広島虞 史Ⅴ ３ １１４
１３８３（天ＴＦ１５） １５８７ ４ ２６吉川元裏書状 体々大平丘鯨酎 安中６　休々 水橋属備
１３８４ ４ ２６吉川元長吉：伏 家中４　市 川家御書

１３８５ ４ ２６吉川元長書状 多習元忠 多誓‾灯さ」阻凛１の１（多首長右衝門）６６、仔方昔風十注進 阜稲ＦＲ下巻 ７７２ ６０
１３８６ ４ ２６吉川広家書状 垂原惣方術門（甜微力 閤ｉ■３の２　垂原十那太 郎 閤ｉ■漏 ６ １６３
１３８７ ４ ２６吉川広喜書状 Ⅰ！†言宕 藩中 １今 ＦＲ某．卓彷

１３８８ ４ ２６吉川広家書状
児助左・朝藤兵・福 三右・山又右・原 三右 ・
久四郎兵・井彦兵・三浦佐左・塩仁者・二 山

九□・水郭弄兵

藩中 １４　三浦亀介

１３８９ ４ ２６吉見（毛利）託類 書状 ・
吉七兵衛・二言兵介（長英）・粟屋七郎兵 衛
（家林 ）・有福助左衛 門・松浦三介 ・森脇三
郎右衝門・香川漕介・今田忠方衡門

二言憶夫 什書 吉川家文書別集 ５１８ ３６３

１３９０（天了下１０） １５８２ ４ ２７斉川元馬 自室書］犬 丙‾斤寸て】習†白甫確） 丙禅永塵両手 １Ｒ嘉す書 喜Ｊ＝麦す一さ矧１集 １１１ ９４
１３９１（天了羊１０） １５８２ ４ ２７′卜与川隆景書状 ノト関宮内太薗 師恩 風十沖推 茎８く貰１７＝井村〉 防長 風十注進案 ８
１３９２ ４ ２７吉日青森・同元恩遇墨書］犬 脾盲石 ′卜野貰す書 ★～十町 中 ２２００ ５７５
１３９３ ４ ２７吉川青煮・信ｌ弄長ｉ東署巷：状 同音ｌ右京覇： 目敏‡請神社 文書 「大社訂「史 ２２０１ ５７５
１３９４ ４ ２７貫目元森書揉 森隔意毒 藩申 １５　査臨繁年

１３９５（天正１７） １５８９ ４ ２７整沢元良書揉 次郎丘 汀ＦＲ安す書

１３９６ ４ ２７端午祝儀進物語取状 （きつかはくらん 人） 苔 Ｉ目貫す 書 う考＝；麦す書２ ８５９ １８
１３９７ ４ ２７吉日広家書状 松妄・吉宗 右 藩中 １（今開基塵板）＿安中１０

１３９８（永禄１２） １５６９ ４ ２８辛牙‖輝元書状 赤穴右京茶　 ‾ 闇３７　中日与右衡 門 閤２ １２ １７
１３９９一天ＴＦ９） １５８１ ４ ２８吉川弄青書斗犬 郡野械中守・新右衝門尉 初音 ２　大儀清廉傭 門

１４００（天了手１０） １５８２ ４ ２８吉日弄岳 自室書経 屠伯東疲 丙禅丸顔 蘭書【ロー諾‾釘書 苔Ｊ＝；麦す書 馴集 ７９ ６２
１４０１ ４ ２８甫＝元薫・／卜早川隆景避暑書状 業方・要き護 ：隠正家詔文写 内浦文化研顎紀 要第１６号 ７１ １０４
１４０２ ４ ２８ノト旦‖隆景・吉川弄妻 重量書 推 喜連イ言募 安中４（喜連安卸書〉．ｉ勅書１（喜一垂＋丘衡〉

１４０３ ４ ２８吉川売春書状 篠右衝門酎・大丁助 闇１書３の２　高洲弥 ＝ 闇Ｔｉ■５展 １３ １６１
１４０４ ４ ２８斉Ｊ目元裏書：状 北島少鰭７〔郎 北 島家 文書 大社Ｅ汀申 １９４３ ４３２

１４０５ ４ ２８山県春次善扶 椰亡群青壁語・弄行 厳島 野燈す書 広島 県昏Ⅱ １４６７ ９４９
１４０６ ４ ２８大聖隊長政・禅師祥久・」耶守元行適量書１犬軍 ♯ 卜禾丁弁（妻倖） 厳 島野坂‾文書 広＿．凰史Ⅲ １６１３ １１０４

１４０７（‾文禄２） １５９３ ４ ２８善臣秀吉朱印状 ５胡些事芸宰相 壬剰ｌ署 ‾釘書 妾 貫‾釘書３ ８９３ １５５
１４０８ ４ ２８尊臣秀吉朱印状 繁沢売氏 阿 目差剰１‾貯蓄＿閣５〈壬利享有衝門） 閣１ ５２ ６４

１４０９
１４１０

４
４

２８
２８

吉川広家書状

斉川広寄書派 竹谷書方衡門

藩 中１４ 音暮箭

連 中２伸濯 由一証

１４１１ ４ ２８吉川広家書状 内藤平方衛門尉 遷 中７　内藤権兵衛

１４１２

１４１３
１４１４

１４１５

１４１６

１４１７
１４１８

１４１９
１４２０

１４２１
１４２２

１４２３
１４２４

１４２５
１４２６

１４２７
１４２８

１４２９
１４３０

戌

（永禄１）

（永損１２）
（天盲Ｆ５）

ｒ天す１８）
（弄和４）

（康γＦ３１

ｒ天７Ｆ８）
（天了Ｆ９）

（天荘１２）

１５５∈‡

１５６９

１５７７

１５４９

１６１８

１４５７
１５８０

１５８１
１５８４

４

４
４

４

４

４
４

４
４

４
４

４
４

４
４

４
４

４
４

２８

２８
２８

２９

２９

２９
２９

２９
２９

２９
３０

３０
「「
晦
晦

海

甘謹
晦

晦

吉Ｊ＝広蒙
蓄閑牛

首犀ｊ軌

吉川元春

壬利隆弄
手剰ｌ降元

吉川売春
壬寿昭差弄

寓 胃．（圭
吉日ｌ広安

阿６各青書
毛利毒許

吉川広家
餅屋為教
吉川弄

吉川元長
熊谷信ｌ

斉川霞‡

吉川広家

書：状■

蒜＝
内書状

書状

．書状

．・弄許避暑書状
・／卜旦＝隆景適量書 斗犬

．書：伏利）許無善 一犬
書状 ■

：ほ

．日筆書状書：状
書：状

善書：状

≡ ・二
直吉状
奉行 人主菜墨書 ：状

書：状

甲田妄房守朋２名
謂九右・二兵介

久利盛重

甫Ｉ＝元素
居辛青草

♯ 卜演者衡門
熊谷隷書

二宮大丁助 （ＴＦ一案）
菅甚＿定番
斉川青煮
秀元

あて灯ｌてむｌ一

苔河方術門天美 （フ繹）
森随意毒
厨伯甫藷

山内隆涌
屠†本妻滋

権介

５写中８宇 都宮大方術門

益 円；豪‾釘書
安 中９苫 屋電皇ク助
久利 家文書、津中９〈久利与左衛門〉、御幸２〈久 利与一右

衝 門）

春 日家文書
却新 生所∬（王岩＝寺〉

閣３８ ♯ ト彦弄衡 門
閤１２７ 熊谷 彦寓語 門

二宮 帽奏什書
藩 中４ 菅 ：芹」軌

斉 川貫す書
馬 府垂利家す善＝一

藩 申１１ 松浦竿介
斉 川家叉書

藩 中１５ 森脇屡牛
西禅 永輿両手旧箭‾好古

山内首藤著す書＿闇 １３ノ２（山内妻謙殿〉７８
右眉．暦本マ書

藩 中２柵 ノし那右後抒『

石見久利文書の研究

山 口県更Ⅱ
広島虔 史Ⅴ

閤２
閣３

斉川宴‾好古 別隻

吉川家‾訂善 １
下関市 中Ⅳ

斉Ｊｒｌ三菱す巻 １

斉ノーｌ安甘古 河ｌ隻

太 白本了キ‾打者 １５

３９

１

１
３２

１７
５２４

６０８

５

５６

１４２
２９８

５６

７０９
３６８

５４２

１２５

３４

１２０

一１３１－



１４３１（天洋１２） １５８４ ４ 吉川売春書状 森脇次郎四 郎 藩中１６　森陥揺汀

１４３２（天正１０） １５８２ ４ 吉川元鼻 白蓋 書状 以徹 西禅永輿同 寺旧蔵‾釘蕃 吉川家文書別条 １１０ ９３
１４３３（慶長２０） １６１５ ４ 吉川広家 自筆 富者 和式芹太 郎什書 吉川安‾茫書馴隻 ７０９ ５１８

１４３４一天洋２） １５７４ ５ １音譜院尊新書 状 毛利淫売・吉＝元素・′卜早川隆景 譜；豪‾文書某 ・二Ｔｌ犀文書 三刀犀氏と子の城 ｉ挑 １１８ ５２
１４３５（天了宇８） １５８０ ５ １杉原盛青書状 ｌ訝伯孝守 閣８２　暦ｌ六丘衝 閣２ １７ ８３９

１４３６ ５ １
小早川 隆景 ・福原 貞俊 ・口羽通長 ・吉川元春連

著書状
冷泉元満 冷泉案文 書、閥１０２〈冷泉五郎〉４９ 山 口県史 ⅠⅠ １７・

１６５

１４３７（天洋１３） １５８５ ５ １吉川元首 ・恒ｌ元蕃連署書状 湯原養朋・同弄綱 閤１１５　湯原す斉徴 門 閤３ ８３ ４５２

１４３８（天ＴＦ１３） １５８５ ５ １吉 日弄馬 ・信†売春連署 書状 ′、侶右衝門兵衛尉 閤５１ ／卜目方衝門丘衛 闇２ ３ ２９２

１４３９ ５ １吉 日青菜書］犬 桜♯源＝郎 藩中 １３　楷♯源三

１４４０ｒ甘禄４） １５９５ ５ １苫 臣秀吉朱 印状 洞婆斉川侍詳 斉 川芽文 書 吉川安す書 １ ７７４ ７４３

１４４１ ５ １首 臣秀頼衡 内書 一斉川倖絆（ｒて貫） 罵 ＝菱‾釘書 一斉川安す善２ ８３６ ３

１４４２ ５ １徳 川秀 忠衡 内書 斉川蔵 人 ‾吉川妄す 書 吉川家‾文書２ ８８５ ３９

１４４３ ５ １吉川広家 自室首書 本 卜州（本名了下妻維） 吉 川署‾軒書 斉川署す書２ ９１５ ７２

１４４４ ５ １襟川ｌ毒 息衝内書 吉日箭 人（広安） 帯 川安す 巻 吉川家‾釘妻２ １２９４ ４９８

１４４５ ５ １吉 川如券 （正賞）白筆書状 確丙菅（烹確） 西禅永 興両手旧扁写す書 胃丁目安‾文書 別集 ２４３ ２００

１４４６ ５ １斉 川正家 自室書耳犬 二冨帽 美什書 吉川ほ訂文竜帽‖隻 ４３８ ３２３

１４４７ ５ １吉 川広家書状 美漕守 ；家中５　中村家

１４４８ ５ １斉 川広家書服 森作右 藩 中１６　森防毒鞋江

１４４９ ５ １吉 川ｒＥ家書ゴ犬 森作右 藩 中１６　森脇磯汀

１４５０ ５ １斉 川広三家書：状 太郎方術門 酎 藩 中２　柵ノし那右衡門

１４５１ ５ １吉 日広家書状 太郎弄 藩 中２　泄八酪右衝門

１４５２ ５ １斉 川広案Ⅱ１冠］犬 藩 申３　二宮神方衡門

１４５３ ５ １吉 ＝広家書状 ：ホ； 藩申８　宇部冨六方衛門

１４５４（弘 治２） １５５６ ５ ２毛利 弄許書揉 降貰　 弄薫 刺背治都方術門信綜麦都‾丈 ・誕＝＝・▲ ４３９

１４５５（永禄２） １５５９ ５ ２′、阜川隆貴書：状 尾崎 岳上梓暴利妄‾釘婁 二二 下関市 史Ⅳ ８ １２８

１４５６（元１２） １５７１ ５ ２吉 川元素舌：状 憲一片言 内少 輔 閤４７　裔‾斤九 芹衛門 閤２ ４４ ２４２

１４５７ ５ ２一斉＝青煮書］犬 森陥一 郎右 衝門尉 藩中１　 査 暗安牛

１４５８ ５ ２吉川元長書状 森脇一 那右 衡門尉 藩中１５　森 陥繁牛

１４５９ ５ ２吉日元展墓状 各】勤中 藩中７く中村暮有徳 門）・＿安中５く中村栄 二郎〉

１４６０ ５ ２・首ｌ宇毒斉朱ｍ推 三羽葵吉 川侍祥 ■芹丁目茅‾好事 吉 日貰‾釘喜１ １４０ １０６

１４６１ ５ ２普臣秀１精細内書 吉 日倖祥（Ｊて妄） 吉川家文書 吉 川家文 書２ ８３７ ３

１４６２ ５ ２音ｌ字義輔衡内妻 吉 川侍祥（ｒて貰） 吉川貰甘書 吉 日家‾釘書２ ８３８ ４

１４６３ ５ ２徳川秀忠御内書 斉川前 人 一斉Ｊ＝麦‾文書 吉 川家文 書２ ８８６ ４０

１４６４（慶長２０） １６１５ ５ ２圭禾‖宗瑞潅元書揉 宍戸青緑 聞１ 宍戸 美濃 閤１ １１ ２５

１４６５ ５ ２吉Ｊ‖広家書：状影写 長都（吉 日符買） 石眉．斉川妄す書 吉 川芽‾訂書別婁 １７３ １８４

１４６６ ５ ２吉川広貫 首筆書状 零う早手 西禅永興両手 旧ｊ詐‾釘書 吉 川家文書別集 ２０４ １７２

１４６７ ５ ２吉川広家書状 名柄十方衝門 藩中１６　森陥絨汀

１４６８ ５ ３郷間閂引甜・元行適量書状美 ♯ 卜甚右＿巨衡酎 厳島野坂一丈書 ｒこ与良寧 Ⅱ １６１４ １１０４

１４６９（永禄５） １５６２ ５ ３吉川元素 白筆書亨犬 毛利元許・降元 毛利菱‾文書 手利家す書２ ７７９ ５３９

１４７０（天洋１０） １５８２ ５ ３′、星川隆景巷三伏 村 卜元幕 村 卜‾好古屋代 島、閣２２（村 卜図書）３９ 蓉娃ｌ最中 ２３０７ １１２６

１４７１（天ＴＦ１３） １５８５ ５ ３：仲島マ太 郎書状 体長少　 御　 所 佑茸家‾釘書 大計日汀中 ２１２５ ５４３

１４７２（天下Ｆ１３） １５８５ ５ ３北島久章 ・序ｌマ太 郎書雪犬 （イ芹葦） 併葺豪す書 大計田丁申 ２１２４ ５４３

１４７３ ５ ３斉 川弄裏書耳犬 軍都冨憲佑 藩申８　軍都冨六 方衛門

１４７４ ５ ３三田柴壱苫美 田：状 吉川元長 吉川家文書 吉川家文書１ ６５６ ５８８

１４７５ ５ ３尊 書宇秀吉美 田’状 羽柴吉川侍祥 吉川家文書 吉川家文書１ ７９６ ７６０

１４７６ ５ ３尊 臣勇吉 朱印状 吉日倖祥（広安） 吉 川家文 書 斉川；麦文書２ ９８５ １５７

１４７７（膠長１０） １６０５ ５ ３斉 川広家 書状 二兵介（二軍看貫） 二言帽 妥什書 吉日家文書別集 ４０５ ３００

１４７８（慶長２０） １６１５ ５ ３吉 川広家 書１犬 謂九右（祖式長 好） 和式 荘太部 什書∵藩中６く開式嘉織〉 吉川軍す書別隻 ５６７ ４０８

１４７９ ５ ３斉 川如巻 （「仁者）白筆書状 永興 丙禅 永腕両手ＩＲ箭す書 吉川家文書 別集 ２２７ １９１

１４８０ ５ ３吉 川如業 （広家）書：状 二言丘介 （長貰）・要 犀十 駅長衝（安林） 二言 帽美什書 吉川家文書 別集 ３８６ ２８８

１４８１ ５ ３吉 日なロ業 （ｒＥ安）書斗犬 二重介 （二宮長音）・粟十 郎兵衛（粟屋家 二宮 帽夫什書 斉川案文圭 馴隻 ３９２ ２９１

１４８２ ５ ３吉 日広家書：状 洒太 眺芹衛 門尿寸 藩 中２　洒八酪寓衝門

１４８３ ５ ３徳川秀忠書状 吉 Ｉ＝蔵 人 大 野壬郡安‾Ｆ書譜佼・山口県史錆某所 史料

１４８４ ５ ３阿 茶窟（徳 川家康 側亨神尾氏）消息 きつかわくろうと＝考川広家） 吉 川署‾好古 吉川軍す書２ ８５４ １４

１４８５ ５ ３徳川秀忠卸内書 斉 川美濃『Ｚ（広ＴＦ） 吉日家‾釘圭 斉 川安す書 １ １６９ １３２

１４８６ ５ ３徳川家一光御内書 苫 甘美腰守 （広 荘） 吉川家文書 吉 川家文 書１ １７２ １３３

１４８７ ５ ３徳川家綱卸内蕃 吉 川腎物†（広老） 吉日ｌ芽‾釘書 吉 川家文 書１ １７５ １３４

１４８８ ５ ３徳川綱吉都内書 吉 ＝内箭助（ｒこ系己） う有川要す書 吉 川看て 書１ １７モ‡ １３５

１４８９ ５ ３苫ｆ符：芝中道墨壷書 吉 日内箭助 甫Ｊ＝安す書 吉 川安‾釘喜１ １８９ １４２

１４９０ ５ ３預り膵麦光復Ｉ内書 吉 川美漉守（広正） 芋川購家‾釘書 斉 川貫す書２ １２９２ ４９８

１４９１ ５ ３苗眉．（壬 利）放棄 （許類）書耳犬 二兵 介（二富岳貰）・奨十郎兵衛 （粟屋家 二軍帽美什書 吉 ＝家文書別集 ５２６ ３６９

１４９２ ５ ４毛利元蹴書状 神式掃 都助 謂武家‾釘書＿藩 申６く神式薫籍Ｅ〉 山口ｌ昆申 Ⅱ ２

１４９３（元一３） １５７２ ５ ４′卜阜川路貴書：状 ‘富円弄欣 ・天 野降雪 閣１１５　湯原す方彷門 閣３ ２５ ４３２

１４９４ｒ天了盲５） １５７７ ５ ４貫目元素書状 宇Ｌ山大盲琶承 閤８８　♯原＋鮎．有衡門 閤２ １１ ９２９

１４９５（天了下１０） １５８２ ５ ４′卜旦丁目隆景書は 冷泉元満 ）会見；家す巻．閣１０２ノ１く冷 泉五郎〉５８ 山口県史 ⅠⅠ ２６

１４９６（天下Ｆ１３） １５８５ ５ ４吉川青書 自筆書状 益［口元祥青苗川氏 ′卜旦 ｌ‖て菱す書 ′卜早川署す書１ ３８８ ３３７

１４９７ ５ ４吉川売春書状 盃統一郎右衛門 藩申１５　森陥緊牛

１４９８ ５ ４森脇四郎丘徳義舛寄 進拭写 隠岐照社周凄 隠岐署文書

１４９９ ５ ４暴利ヲ蓬青書：ほ 若芽 吉 日安す書 吉川家文書２ １２７３ ４７４

１５００ ５ ４饅臣秀吉朱印状 吉日侍祥 菩 ＝家文書 斉川貫‾釘喜１ ７７５ ７４３

１５０１ ５ ４大下寓隆漆状 汚ｌ些吉日倖祥 斉 Ｉ目安‾釘書 吉川；家甘書１ ７７６ ７４４

１５０２ ５ ４菖胃毒青菜 ｍ：状 汚ｌ些斉川侍祥 吉 日１萎‾釘喜 罵Ｊ目安‾史書１ ７９７ ７６０

１５０３ ５ ４徳川宴 鹿細 内書 吉州債祥（口二；豪）－ 吉 川貫す 書 吉川家文書１ １６１ １２７

１５０４ ５ ４豊 臣壱鯖衡 内書 吉川倖祥（－て；家） 苫 ＝家’文書 斉川て家す書２ ８３９ ４

１５０５ ５ ４徳川壱 忠衡 内喜 吉日蔵 人 吉 川家文 書 斉川芽文書２ ８８７ ４０

１５０６ ５ ４’吉川広軍書 ほ むく允 藩 中８　竿 郡宮六方衛門

１５０７ ５ ４吉 川広家書 揉 わく允 藩 中８　宇 都宮大弄衛門

１５０８（天 正９） １５８１ ５ ５春 帖書経書状 山ＦＲ青首官 山洋一家 ＃‾好古

１５０９（天 ＴＦ９） １５８１ ５ ５斉 川元首書：状 山ＦＲ雪盲冒 藩 中１０　山ＦＲ平次右衡門

１５１０（天 了ＦｌＯ） １５８２ ５ ５鵜飼 弄扁書 状 同†照弄 闇ｌ安‾釘書 数学研零２０３ ３３

１５１１一天 ＴＦｌＯ） １５８２ ５ ５梓妻 帯者：ば 塙雇苓助 ・「 １山甚丘 安 中４　焉屡安勧善

１５１２（天 ７下１２） １５８４ ５・ ５吉 川売春書は 姦面責毒 藩中１５　森 陥繁牛

１５１３ ５ ５吉 川元春書状 山 県董宕衝 門酎 山県安一丈書 広島虞立 文書館紀要２ ２ ８０

１５１４ ５ ５二山美濃守春永妄堵状写 吉 円苗 四郎・河本肥後守 隠岐家文書

１５１５（す 禄２） １５９３ ５ ５毛利緩売自簑書状 持：安 吉川貫‾打者 甫ノーｌ宣す 書１ ７１４ ６６０

１５１６ ５ ５徳目軍歴壬打内書 吉 日蔵 人併（ｒＥ貰） 甫＝家▼文書 斉 川妄‾釘喜２　 ・ ８７８ ３４

１５１７ ５ ５徳川家康都内書　 ． 吉 川蔵 人頭（広安） 吉日安す書 吉 川家‾釘圭２ １２９５ ４９９

１５１８（弄和５） １６１９ ５ ５斉川如巻（広芽）白筆 書１犬 永 興寺 西禎永髄両手旧箭す書 帯 川家す 巻馴隻 ２２８ １９２

１５１９ ５ ５吉川ｒＥ菱如兼書こ状 木 原弄斬 閤檀３の１ 雪月．孫右 衝門 闇ｉ一滴 ８ １４１

１５２０ ５ ５吉川Ｊて貰書：状 二 神方 ；書中３　二宮神方術門

１５２１ ５ ５吉日広家書状 芋 杏 藩中８ ：宇都宮六方衛 門

１５２２ ５ ５吉川広家書：状 卒 允 濡中８　宇部富六方衝 門

１５２３ ５ ６妾剰ｌ弄許 目蓋書：状 苗＝弄督（青馬） 寓丁目；麦す書 吉 川家文 書２ １２７２ ４７３

１５２４（‘芙ＴＦ６） １５７８ ５ ６吉川青煮書耳犬 児雫獄’方・大庭瞥業 閻１２５　内藤棄斤有徳門 閤３ ２ ６８３

１５２５（天了下６） １５７８ ５ ６吉川元春吉状 内藤元ｌ紆 閤１２５　内藤新右衝門 閤３ ２８ ６８９

１５２６（天７下１５） １５８７ ５ ６斉川元長書状 Ｌ山県暮右衡門酎 藩申１０　山風＋介

１５２７ ５ ６吉川天馬 自筆書状 屠ｌ伯東確 西禅永輿両手 旧箭す書 斉 川宣す書別隻 １８１ １５４

１５２８
１５２９（慶長１１） １６０６

５

５

６

６

増Ｒ］岳格外二．各連署揉
本 多ＴＦ紳書：伏 ＿

斉川侍従（ｒＥ妄）

福原広俊

甫 丁目妄す書
閤８ 福原肘農

吉川家文書２

閣１

１４７６

３３

７５３

１５０

１５３０

１５３１
１５３２

１５３３

１５３４

１５３５

１５３６
１５３７

１５３８
１５３９

１５４０
１５４１

１５４２
１５４３

１５４４

１５４
１５４

１５４
１５４
１５４

１５５

１５５
１５５

１５５
１５５

５ ６徳 川家康都 内書 吉日蔵 人譜 甫 ＝安す書 吉日安‾釘喜１ １５８ １２５

（弘治２）

（永禄 １１１

（永禄 １２）

（永 禄１２）
（天 芥４）‾

（天ＴＦ４）

（天ＴＦ１８）

（静長６）

５

６
７〔永禄５）

８（丸損５）
９（天子Ｆ５）

０（天ＴＦ６）
１（天ＴＦ６）

２（天了Ｆ９）
３（天 γＦ１３）

４（一天ＴＦ１５）

１５５６
１５６８

１５６９

１５６９

１５７６
１５７６

１５９０

１６０１

１５６

１５６
１５７

１５７
１５７

１５８
１５８

１５８

－５

５
５

５

５
５

５
５

５
５

５
５

５

５
５

５
２

２
７

８
８

１
５

７

６

７
７

７

７
７

７
７

７
７

７
７

７
７

７

７
５

５
５

５
５

５
５

５

吉 日加券 （ＪＴ家）日量書１犬

圭刺青許書 ：伏
重刑癌青書 推

臼杵鑑達吉 状

大方宗 鮫書状

八大 首イ言古 ：状
八木信慶書１犬

暴末日磋青書揉
吉日弄暮書状

音ｌ宇零青菜日１：状
吉Ｊ＝毘知行 Ｒ佼

吉日広家書状
吉川如巻（広安）白筆 書状

寓＝広安 自重書状
吉川広家 自筆書二ほ

甫‖ｌｒＥ安善こほ
鉦吉附託暮 自筆書状

鉦吉川元春書状

８ 野毒甜書派

８犀利義昭都内書
軋富木鳥昭一猟轟書

８吉 日青菜昔寸犬
８吉川元長 ・恒ｌ弄：秦ｉ車墨書状

８善 臣秀吉朱 印状 写

永興
宍戸隆家・吉川青煮

森桔暮 忠

相良殿

米原平 内丘衡 ｆ討（綱曹）

‾斉川青書
甫 川売春
仁保弄・棟弄ｌ喜

吉 川経 書
間†峰 吉川侍祥（広家）

美濃 （甫 附信 正）
松等 ・苫；宗右

永腕
ｉ首与

暴剰ｌ隆元
今仔Ｉ搭高

吉川元素
幕＝隊河守

吉川駿河守

山［Ｒ吉盾
湯原元瀾

毛利踵弄・′卜旦帖方衡門休・吉日元首

西禅永興蘭

闇 ５ 暴利
勧善 １東北

相良家 文書

米 原す喜、

吉 川貰す書
帯川安‾文書

閣５ 暴利
安中９（鰹木

一斉‖１萎‾好古
藩中１１く松

藩申１１松
吉川家文書

斉川豪一灯蕃
西禅永興両

蓮中１１松

手利家‾釘善
安中１０ 本
吉 日１安す書

吉川貰‾好古
吉 川家‾釘書

藩中１０ ＬＵ
閣１１５ 揚

′卜星 川家御

寺旧蔵て書

宇右衡門
語草兵衛

：家中４く米 原家勧善〉

：宇右徳 門
格ヨり書出〉１、手代闘３７２「大野暴利譜技 】

浦二介）＿安中１０

滑 子介

寺 旧蔵‾文書

浦 ＝介

票今Ｒ引責什書

［Ｒ平 ン欠右 衝門
原‾丈方衡門

什書写＿閤１０（撃円妄房）２５１

吉川；家す書別隻

閤１．要斤義軍 記頭 ４０

大 日本古文書５相見家文

書ナー

吉川家文書 １

吉川家す書 １
聞１

苔Ｊ＝；表す書 １

「ｒ烏 庭中Ⅴ

吉 日貰‾釘書２
吉 日；豪甘 書２

‘吉川家一丈善別隻

姜弄‖て豪‾軒善２

‘告＝家‾釘書１
吉 川署す書１

害＝家文書１

問３

／卜早目蒙す書２

２７８
５

５２４

５９９

６０１
８

１１８

１

１３２１

１３４
２４

７８

５４

５１
５１

８

２２１
５２

５８０

５３３

５３５
５２

８４

１１２

５３５
２ ５６２

８ ２０３

３ ５４４

８ ４９４

８ ４７２
９ ４７３

４ ４５２

２ ３８０

ー１３２－



１５５５（天正１５） １５８７ ５　　８豊臣秀吉朱印状 毛利右馬 頭 小早川左衛 門佐 吉川治都少

輔 毛 利家 文書 毛利家文書３ ９５２ ２３３

１５５６ ５ ８寓 Ｊ広署白筆献立青書 吉 川家 す巻追加 吉川家文書別集 ３ ５５２
１５５７
１５５８

５

５

８

８

苔
∃＝

広家書状
広家書状

宗 的

名石 胃．守
藩 中１３ 喜 田′卜弄徳 門
藩 中１６ 森 陥娼抒丁

１５５９
１５６０

５

５

８

８

告
甫

口：安善才犬
広家書拭

洒少弄

宇都宮備前守
藩 中２ 柵八郎右衛門
藩 中８ 宇 部富六方衡門

１５６１ ５ ８甫 （手厨川敵意（許婚）書 ば ニ兵介（二宮岳貰） 二宮帽 美什書 帯川安す古賀‖集 ５２５ ３
１５６２

（弓／こム ）
５ ９毛 ＬＴｒ書 状 吉川 壬利毒 す書 圭利貫す巻１ １８８ ６８

１６２
１５６３
１５６４

）【３
禄５）

１５５７

１５６２

５

５

９

９

手
言

ｌ７ｒ５講書 ：状
ｌ売春書 揉

口羽桶屋 ・しＰ．不詳歌

♯下妻斤兵衛尉

閣８４ 脾羊禰七郎
藩中２（♯下祥嘉〉」勧善２く♯下 新段〉

閤２ １５ ８６２

１５６５

１５６６

（
（

禄６）
禄１２）

１５６３

１５６９

５ ９吉 元老書状 藤業 益ＦＲ安す巻 大 日本肯文書２２ ３１７ ２８２
５ ９需 ７丁真書状 件藤元芙 閤１０８　赤川助兵衛 閤３ ４０ ３３１

１５６７（７Ｔも４）

（天７Ｆ

１５７３ ５ ９斉 ７「善書 状 粟屋元播・脾耳元 臣 閤９８　内藤惣塵衡 閤３ ２ １２１
１５６８
１５６９

　 ｒ＿６）

（天『１０）

１５７８

１５８２

５

５

９

９

屋禾
卓禾

蒸開祖 内書
輝元書状

斉川勝河守・同治郁／少輔（元長）
村 卜武吉・「司元宗

吉川家文書

村 卜‾文書屋代 島．閤２２〈村 卜図書〉１６
青Ｊｒｌ安「文書１

晋ｔ膚鳳中
７９

２３０９
５２

１１２７
１５７０ ５ ９∃＝ 如券（広家）白筆書状 永圏 西禅永輿同寺 ＩＲ盲琶‾釘書 吉川署す書馴集 ３０２ ２３８
１５７１ ５ ９斉川広菱如兼書状 木原売斬 閤ｉｔ３の１ 盲眉．孫右衡門 閤ｉ■漉 ６ １４
１５７２ ５ ９甫＝Ｊて家書耳犬 太郎弄 藩中２　柵八 郎右衡 門 ０
１５７３（貞享１） １６８４ ５ ９安中墜

１

言訳ＴＦ煮・墨書 吉川内蔵助（広紀） 吉川貰す書 吉川家文書１ １８７ １４１
１５７４

１５７５

（７丁も１）
（天７下８）

１５７０

１５８０

５

５

１０

１０

凧有元長・山足許′欠・♯ 卜意思連著書状
主用売春 自筆書状

大野憲盾・枚方・大汚毒 康　 ‾

吉川繹言
三大安大野‾釘喜
吉川家す書

新編春日叢書
斉川貫す書２

１４
１．２３９ ４２３

１５７６（天荘１０） １５８２ ５ １０圭弄胴違了書書 状 内藤弄童顔 閤１２５　内藤要斤右衝 門 閣３ １９
１５７７

１５７８
（実芥１３） １５８５ ５

５

１０

１０

春日意
吉川弄

緋書⇒犬
長書状

ｉ烹房事助
拝 マ＋郎

安中４ 培居安勧善

藩中４ 拝始末衡門

１５７９（慶長３） １５９８ ５ １０誰ン可元景書揉 広 喜 斉川】麦甘書 吉Ｊ＝芽‾釘喜２ ９７２ １３４１５８０ ５ １０青Ｊ広家書操 二 神方 藩中３　二言神．右衡門

１５８１（弘治２）

、ム

１５５６ ５ １１毛利元就書状 隆家 刑大 元 春 宍戸家文書・山口県文書館 新裁軍 記ｐ４４０、島根県史８

ｐ１５５
４４０

５１
１５８２（弘 治２） １５５６ ５ １１毛利 元謙書経 吉 日弄嚢 閤５　毛利芋右裾 門 閤１ １
１５８３（ 禄１２） １５６９ ５ １１大方宗 厳書推写 一 万闘酪都 少甜‖遺業 ） 大方安‾灯昔日浸 大分 県葬帯 叢書２ １１５２ ２７
１５８４（ ｊ量１２） １５６９ ５ １１大友宗 厳重揉写 阻 化石 斤将 腎（鋸 忠） 大方安す書ま浸 ★分 痕葬帯 著書３ １１５３ ２８

２９１５８５（ 禄 １２） １５６９ ５ １１大友宗 綴喜撒写 蝶次郎兵衛尉 大方家督書抜 大｛書風葬帯 著書４ １１５４
１５８６（ 禄 １２） １５６９ ５ １１大友宗 厳書状写 峰郡長 産助 （鐘泰）・将 郡申稀少輔（鑑種） 岐都‾文書 大船 庭牛帯 若妻１ １１５１ ２７

２９１５８７（ 禄 １２） １５６９ ５ １１大友宗 麟書状 石 粂 覇條‾釘書 大分 県葬帯 叢書４ １１５５
１５８８（永禄 １２１ １５６９ ５ １１大友宗 鰭古津 田 尿中汚太輔 円屏甘書 大与書風束帯 叢書４ １１５６ ３０
１５８９（水棲 １２） １５６９ ５ １１大方宗 妊書斗犬 神代長 島 花 同文書 大場 Ⅰ具備哲 叢書４ １１５７ ３１１５９０ ５ １１斉Ｊ７善書書 状 塀孫六 藩 中１３　楕毒方衡 門
１５９１ ５ １１手烹Ｊ家康都 内書 吉 日蔵 人（広；家） 貫 目ｌ貫す 巻 甫川妄す書２ ８７９ ３５
１５９２ ５ １１吉 ＪＪて芽掻 Ｊ菅 神式芹太 郎什書＿藩中６く神式真綿） 吉川貫す巻 馴集 ７１３ ５２５
１５９３ ５ １１苗 広家書状 要＋兵 ；家中３く室岸在宅封書〉＿衡書 く要犀十 郎兵衛 〉

１５９４ ５ １１罵 広家書揉 喜孫丘 藩 申１３　責耶ノト方衡 門
１５９５ ５ １１＝ヒ ＪＴ；家書は 謂九右 藩 申６　謂 ≡Ｅ真綿

１５９６ ５ １２壬 尊Ｔｒ自筆嬰 ：状 吉川経基 吉 川家文書 吉川家す書 １ ５７ ３５
１５９７（天す１６） １５４７ ５ １２甫 輿経書状 壬剰ｌ′少甜太 郎 吉 Ｊ＝安す書 斉川；麦す書 １ ４２１ ３８２
１５９８（７Ｔ１３） １５７２ ５ １２胃 Ｔｒ意書：状 宵闇弄欽・天野陸軍 閤１１５　湯原す方徳 門 閤３ １１７ ４６０
１５９９（天下Ｆ４） １５７６ ５ １２せｒ罫寺蕪王■書：状 胃重罪 巻子本 厳島‾釘書 【＝訓 ８１ １２２
１６００ ５ １２ヒ保７Ｔ様書状 椰守方ｉ斤将腎 厳 島野坂す 書 広島一旦史Ⅱ １８１２ １２８２
１６０１ ５ １２吉 ．書巻推 金子妄す巻 （鳥図寮Ｚ写）

１６０２ ５ １２吉ノｌ元春書状 全埋庵・三次志摩守・綿貫左馬亮・木次対

馬守其外書未 申 全長寺文書 新修島根県史 ４９８

１６０３ ５ １２吉ノ†ｌ元長書状 神護寺文書 、防長風土注進案
山 口県史 Ⅱ１０、防長風土注

進案７〈某 １５塩田村〉ｐ２９６ ２９６

１６０４ ５ １２吉川元長書状 神護寺文書、防長風土注進業
山 口県史 Ⅱ１１、防長風土注

進案７（第１５塙田村〉Ｄ２９６

１６０５ ５ １２告Ｊ了意義書 状 森脇一郎右衡門尉 藩中１　 森陪 臣年
１６０６ ５ １２苫Ｊｌ広安善‡犬 洒太方 連中２　洒 八郎右 衛門
１６０７ ５ １２吉 Ｊて軍書：状 洒大方 藩中２　洒 八郎右 衡門
１６０８ ５ １２吉 広家書推 松四郎弄・謂九右 藩中６　神式茎織
１６０９ ５ １２嵩 ｌ広家書：状 申石右 藩中７　中村維平
１６１０（‾文明５） １４７３ ５ １３屈 蒸政雄Ｉ内書 吉日次郎三部 弓考‖ｌ安‾釘喜 ■吉日貫甘書１ ５３ ３２
１６１１（水禄２） １５５９ ５ １３岸 養種衡内書 ミキＪ＝治存Ｒ／少孟蔚 苫 Ｊ目安す書 吉川家文書１ ４６１ ４１４
１６１２ｒ永禄２） １５５９ ５ １３ 卜野信幸墨書 斉川治章祁少至誠 吉 日ｌ貫す巻 吉日妄す書１ ４６２ ４１４
１６１３（天ＴＦ３） １５７５ ５ １３指事書：状 吉＝野河苛こ 苫丁目安す書 ▲芹Ｊ＝貰‾釘書１ ４９２ ４３８
１６１４ ５ １３斉Ｊ弄：意書：伏 Ｌ山県許次 石貫‾軒碁．藩申２く石十部長衛〉．家中３く石家郷書類写 〉
１６１５ ５ １３吉Ｊ＝青森書状 溝田議長衛尉 藩中１３　伴う店陣五郎
１６１６ ５ １３吉川売春書状 山木公「維 申守事 ｌ 藩中２く右十 削兵衛）＿安中３右安 封書 矯写） 広島虞史Ⅴ ・ １４ ９１
１６１７ ５ １３′卜阜Ｊ＝隆貴書ば 藩申１３　葺仔レト方板門
１６１８ ５ １３ノト旦日陰貴書状 苔丁目斉憲 １毘淵寺‾釘喜 ！語淵寺す巻の‡肝零 ２５３ ５３７
１６１９ ５ １３／卜旦川隆景書：状写 勝誅庵 飯ＦＲす書 ＪＴ鳥ｌ具申Ⅴ ６ ２７
１６２０ ５ １３′卜与川隆景・福原 貞俊・斉川売春連署書状 妙 寿寺 手斤目安‾釘薯 毛利家‾文書３ ８４６ ６１
１６２１（天盲冨１９） １５９１ ５ １３妙秀幸暦泉書：状 吉 ＝結実 石眉．吉川家文書 岩　 ・型ｌ・＝ １５５ １６９
１６２２（天 子Ｆ２０） １５９２ ５ １３士 ｒＥ買春：状 ト野入道・河 内入ｉ首・和 泉入ｉ首 安中１０　木宗今闘【吏什書
１６２３ ５ １３∃＝ 広軍書、状 脾肋方 ・ 藩中１１くｌ眉．耳弓矢＝〉＿貰中５く草野家）
１６２４ ５ １３斉 Ｊて萎書１犬 ＋右 衝門尉・木 丁弁 藩中１３く上郡青水）＿安中５く情弁才允〉
１６２５ ５ １３斉 広家書状 宇 都宮備前守・森陥飛巌守・二宮停滞守 藩中８　宇都宮大方術 門
１６２６ ５ １３徳 川秀忠御内妻 斉 川倖祥（広；麦） 斉川署す書 斉川家‾釘書１ １６３ １２８
１６２７ ５ １３某書 才尤 政 Ｊ弔 藩中１３　貢円′卜方衡門
１６２８ ５ １４弘新 書状 ‾斉川（経基） 吉川賞す書 吉１【ｌ貫‾釘喜１ ３４１ ２９１
１６２９（天す２３） １５５４ ５ １４手剰 弄隷書状 壬 利弄妻 閤６３　奔７キ房九郎右衝門 閣２ １

１６３０（永禄 １２） １５６９ ５ １４田北京 印書状 相見殿 相良家文書
大 日本古文書５相良家文

書クー ５３０ ５８６

１６３１（元１ １） １５７０ ５ １４′’、阜 ‖隆景 書才犬 野村十 憎・居立信義 闇１２３　野村作兵衛 閤３ ２０ ６２０
１６３２（天 下Ｆ１２） １５８４ ５ １４甫 善書 揉 山 内隆涌 山内首藤三菱す巷．閤１３ノ２く山内縫段）６６ 大 日本＃す書１５ ２９９
１６３３（天 下Ｆ１３） １５８５ ５ １４士 青書書 １犬 森 臨四郎＿卓衡酎 藩中１６　森打羅諸賢汀
１６３４ ・５ ｒ１４吉 川元善書 状 森 陥隈峠 守 勧善２　森脇七郎方衡門

１６３５（天 ＴＦ１９） １５９１ ５ １４壬封ヲ蓮青書 ：伏 寺考‖けｒ藁 吉Ｊ＝安富善 吉 川家文書１ ６９６ ６３８

１６３６（慶長１９） １６１４ ５ １４吉ノ広家 自筆書状
松安右 衝門尉（松 岡長佳〉・祖九右衛門尉

（神式農好）
祖式荘大部什書、津 中６〈祖式嘉織〉 吉 川家文書別集 ５９１ ４２５

１６３７ ５ １４甫 広家書 状 ′ヽ碓 ・ざ日九右 藩中６　和式墓場

１６３８ ５ １４幕 広家書 状 芋次郎兵 ・掃＋右 ・中石右 藩中８　宇都宮六方衝門

１６３９ ５ １４甫 軍書 ：状 藩申９　熊谷ｉ首帽
１６４０ｔて明１９） １４８７ ５ １５＝ヒ 裏 白簑感状 靖孫右衡 門ｌ討 苔Ｊ＝蒙す喜 吉 川家文書１ ３３０ ２８１
１６４１（天す１８） １５４９ ５ １５青果降着書 状 高Ｌ山寺 倖者 禅師 吉川貰甘書 苫 丁目；麦一丈書１ ４４１ ３９８
１６４２（弄１１） １５７０ ５ １５吉川売春書 揉 ：；＝＝　≡ 藩中１０　山間平次右裾 門

１６４３ｒ元１２） １５７１ ５ １５糾三同元侶書 才犬 吉 川元暮 吉川家文書 斉 川安す書１ ６３２ ５６９

１６４４ ５ １５毛利輝元書 状 二宮肝 属 藩中３　二宮神弄衝門 広 島風史Ⅴ １ ９３
１６４５（慶長１８） １６１３ ５ １５吉川広貰書 斗犬 濯太 郎右 ・入与 ＝＿兵 閣５４　入汀十郎 弄衝門 閤２ ５０ ３５８

１６４６ ５ １５吉川広家書 揉 宗与 藩申１ 今［Ｒ甚兵衛

１６４７ ５ １５甫 広家書 揉 森作右 遷中１６　森陥撼汀

１６４８ ５ １５’告 ｒＥ妄書１犬 洒太弄 藩申２　柵八郎右衛門

１６４９ ５ １５告 ＝広安善 耳犬 有要斤丘 ・有 八宗 藩中４　大塚清次部

１６５０（売電１） １５７０ ５ １６暴利弄甜書：状 淫売・元薫・隆景 毛利宴甘書 毛利 家文書２ ５７３ ２５５
１６５１（‾も１） １５７０ ５ １６毛利元隷書状 淫売・弄書・隆景 壬射１安‾釘喜 毛利 家‾文書２ ５７４ ２５６

１６５２（‾ｔｌ） １５７０ ５ １６手 弄許書］犬 Ｅ各賞・弄妻 暴利芽す書 手劇ｌ貰す書２ ５８１ ２６８
１６５３（‾１１） １５７０ ５ １６圭 弄許書：伏 手雪目饉 寺 皐禾日夏‾文書 卓弄目安‾文書２ ５７２

１６５４（‾１１） １５７０ ５ １６ゴ＝ 売春書状 山田マ 罵那 連中１０　ＬＵ隅平操右衝門

１６５５一天盲下３） １５７５ ５ １６＝ヒ 青書卓二状 山［Ｒ出雲守 閤３１ 山間苗丘 衡 閣１ １１ ７３６

１６５６（天７Ｆ９） １５８１ ５ １６告 繹家 自筆書状 看官∃折石那 石戸．吉川安甘善 与有川家‾茫書別隻 １４６ １４７
１６５７（天ＴＦ９） １５８１ ５ １６斉 元長書状 鈴河二 郎方鯨 門酎 御書２　鎗川十兵衛

１６５８ ５ １６吉神 話割引 犬 妄同寺烹‡■ 富 †軍安【Ｒ箭す巻 一斉Ｊ＝安す善部ｌ隻 ３０９ ２４２

１６５９ ５ １６甫Ｊ＝元長者推 珊守１亨顕 厳島野好‾好古 広島県更Ⅲ ８４５ ４８６

１６６０
１６６１

１６６２

１６６３

１６６４
１６６５

１６６６
１６６７

１６６８
１６６９

１６７０
１６７１

１６７２

（慶長６）

（天芥３）
（天７下９）

（天丁下１３）

（天ＴＦ１９）
（甘禄２）

１６０１

１５７５

１５８１
１５８５

１５９１
１５９３

５
５

５

５
５

５
５

５
５

５
５

５
５

１６
１６

１６

１６
１６

１７

１７
１７
１７

１７
１７

１７
１７

苔Ｉ

香Ｊ
香ノ
書￥

苔Ｊ

吉Ｊ
幕Ｊ

壬

弓考Ｊ
善Ｊ
毛

吉Ｊ
煮

善Ｊ

弄烏有す

探書派
四郎右衛門家口 ・香川又 左衛門春絶遠暑

ム貫 ？書状
ムγＦ書は

．春書状弄書こ状

．真書三伏写
．秦書］犬弄書揉

．青書］犬‡犬

ユ安善ゴ犬

次太（冨仔書直）

「「東前言１

壕産二右衝門

二宮兵介（鼻音）
山間出雲守
粟屋元播

塀貫井右衡門
森ｌ航飛鮭守

閤１苦手妄
山ｌ良計慶

丙禅寺（屠伯東済）
両耳 人

斉 川官業斗鰭読す書＿署 中９く‘斤徳公言仔薫富江 祐下初巻〉

両社 永革両手ＩＲ嘉す書

藩 中１４〈塩 屋ヒ左衛門〉、御幸１〈塩屋 〉

藩 中１１ 松浦二介

二言 帽美什書
閤３１ 山間青畳衡
閣９８ 内藤惣兵衛
羊安 肯‾丈書写７．

藩 中１６■森打落仔介

手芽 要す書
藩 中１０ 山 乱射方術 門
西禅 永興両手阻前文書

安 中３璽 摩監制書

Ｌ山口ｔ旦

吉 Ｊ＝萎

寓 ‖ｌ麦
閤１

閣３
大字十【町

広島 県
大社【町

■斉Ｊ目安

昏ⅠⅠ２＿広島県 史Ｖｌ

す書阿１集

‾文書別隻

申

更Ⅴ
中

文書別集

２
３４

４５６

１３
１０

２１３１
１

２墓３０

３０

２５

３３３

７３７
１２３

５４６
１２８

５４６

２２

－１３３－



１６７３（慶長２０） １６１５ ５ １７吉武 人■ 一宮書状 三野村舎洞Ｉｌ山遍照手技界隈所蔵文 書 音薇肯簡集拳第 十 １０ １６６
１６７４ ５ １７士 広家 書状‾ 十右衡門 家 中５　掃弁フ・介
１６７５（天‾丈１９） １５５０ ５ １８甫 ｌＴｒ裏 書斗犬 ♯ ト憲一壬 藩 中１く♯ 卜葺右箇門〉＿㈲書２く井 卜享右衛門〉 Ｊて鳥一旦申Ⅴ ２ ８５
１６７６（Ｔｒ１３） １５７２ ５ １８苫 円７丁秋 ・天野陸曹避暑書１犬 湯原書綱 閤１１５　湯原‾打方衡 門 閣３ １０９ ４５８
１６７７（天ＩＥ８） １５８０ ５ １８吉 川７「書巻 伏 湯原薫細・回弄細 閣１１５　湯原す方衝 門 閤３ ３７ ４３７
１６７８（天正９） １５８１ ５ １８苫 Ｊ経書書状 市川意億 藩 中２　肩 肘藁衡書写　 靖孫 十
１６７９（天ＴＦｌＯ） １５８２ ５ １８苗 １Ｔｒ善書 ‡犬 山田雲直 濯 中１０　山ＦＲ平次右箇門
１６８０（天正１３） １５８５ ５ １８苗 ｌ一刀意義書 状写 蒸広 官ｌ讃 手要所持古書類写 大社町中 ２１３２ ５４７
１６８１（天了Ｆ１３） １５８５ ５ １８脾罵妻‡誓書 ：状 蒸ｌて 手安安 ‾釘喜 ★才＋町中 ２１３３ ５４７
１６８２ ５ １８甫 Ｔｒ裏書 扶 山県蓋右衛門尉 山 県賞 す書＿５雪中１０くＬ山県彦兵衛） 広島県立文書飴 紀要２ ６ ８１
１６８３ ５ １８′卜与 川隆景 書†犬 貢仔丁与 ＝＿右徳門 諾申 １３　喜円′卜方衝 門
１６８４（甘禄５） １５９６ ５ １８吉 川広家書 状 つ ほね ；家中２　野 卜家
１６８５ ５ １８甫 Ｊ広家書状 二長介（二 宮恩貰） 二宮相手什 巷 吉川家‾丈書馴隻 ３５２ ２６８
１６８６ ５ １８寓眉．（重刑）放棄（許 妻削書：状 二宮長介（長音） 二宮帽美 什書 吉日１妄す書馴隻 ５４２ ３ア８
１６８７（万治１） １６５８ ５ １８神 弄勝者：状 親犬隋大某（壬剰ｒ滞広） 吉 Ｊ＝署‾文書 与考川署‾文書１ ２０８ １７８
１６８８ ５ １９圭 弘元書状 吉川（経基 ヵ） 皐剰ｌ署‾釘巷 卓利家す書１ １８８
１６８９ ５ １９手． 隆弄・弄肝連署書１犬 雇璃那酢評・方衛門ｆ討 安中５く循手業）．勧善２（循子 市允）

１６９０（天７Ｆ４） １５７６ ５ １９ ■
若者三伏 苗ｌ日野河笥三 吉川安す書 斉川家す書１ ８８ ６０

１６９１（天子下９） １５８１ ５ １９寓 霹安善推 看官要斤五郎 石 胃．甫 Ｊ＝安‾釘喜 一斉目安‾宮古別集 ， １４３ １３７
１６９２（天下ＦｌＯ） １５８２ ５ １９壬 潅元書状 山風青光 閣１２９　山県照兵衛 閤３ ８ ７４９
１６９３（天下Ｆｌｌ） １５８３ ５ １９羽柴覇罵書 状 甫Ｊ目元薫 胃 ｌ目貫‾好古 吉川安文書１ ５６３ ５０５
１６９４（天７Ｆ１２） １５８４ ５ １９吉川青煮吉富犬 ＝ 白衡ｌ請神社文書 大社町史 ２０７３ ５１５
１６９５ ５ １９甫 青森書経 森協業井守 ∃封書２　森陥七 郎方術門
１６９６ ５ １９＝ヒ 元着古状 森陥奈義・采女允 藩申 １５　森ｌ臨繋年
１６９７ ５ １９斉川元善書：状 轟沈四 藩中１６　歪ｌ臨繍汀 ｒＥ鳥ｌ星中Ⅴ ２ １２４
１６９８ ５ １９苗Ｊ青森書推 二宮億軍 藩中３　二宮神 方術門
１６９９ ５ １９斉Ｊ元長書推 伊東養成 有家す書．藩中２く右十 駅長衛 ）＿安中３〈有 家御書類写 〉
１７００ｒ天了Ｆ１５） １５８７ ５ １９昔【字義甫ｉ官：状 ′卜阜Ｊ＝隆景 ′卜旦 目貫す書＿閣１０く腎円寄寓〉１５５ ′卜与川妄す書１ ４９７ ４６９
１７０１（天子Ｆ１６） １５８８ ５ １９苫臣秀吉都内書 吉日広；家 吉日安‾釘書 吉川家文書１ ７８８ ７４５
１７０２（‾文禄４） １５９５ ５ １９苫臣秀吉朱印状 ５同嬰甫Ｊ＝侍従 胃Ｊ＝；家す書 吉川家‾釘書１ ７７７ ７４４
１７０３（‾文禄４） １５９５ ５ １９捲野罵言（・昏政）・山中長俊連署添 扶 寺与Ｊｒ一夏甘書 吉川家文書１ ７７８ ７４５
１７０４（慶長２） １５９７ ５ １９′卜旦川隆景 自室書状 （蟹沢）元Ｉ蚤 甫Ｊ＝署‾釘喜 吉１ｒｌ菱す書１ ２０１ １６９
１７０５ｒ弄抑３） １６１７ ５ １９苔 広安 自室書経 需戒後（楢原 広億） 二宮Ｊ憎美什書 吉川家文書別条 ４３６ ３２０
１７０６ ５ １９苫 広家書は 二 着京 藩中３　二宮董介

１７０７（天す２３） １５５４ ５ ２０卓 隆青書耳犬 中村二郎斉紡門 藩申７　中村孫 ＝

１７０８（天下Ｆ５） １５７７ ５ ２０寓Ｊ弄愚書１犬 福 原話頭 闇１３０　福原忠兵衛 閤３ ５ ７６４
１７０９ｒ天下下１３） １５８５ ５ ２０苔Ｊ弄愚書推 閤ｉ苦手貫 平安貫す書 大社訂「申 ２１３６ ５４８
１７１０（す横５） １５９６ ５ ２０甫１日Ｊて家書：状 ト州・泉州 安中１０　本宗今拝耶蚤什書
１７１１ ５ ２０貫目加美（ｒｒ妄）自筆 書状 永 常・滑臭 ・∋折首 丙社友湖面寺 １Ｒ読す書 貫目署１‾書別集 ２７１ ２１７
１７１２ ５ ２０苔Ｊ＝Ｊて軍書二伏 併 音節一帯 家中６　イ方々大権丘徴 募
１７１３ ５ ２０吉 ｌ広家書：ほ 山＝郎．芹 山洋Ｉ妄一年す書４．藩中１０く山ＦＲ平操有徳 門〉

１７１４ ５ ２０青 ｌ広家書状 森 院（つ（つ 藩中１６　森陥芽綴汀
１７１５ ５ ２０■斉川広家書状 伴 侶 藩中２　符仲平

１７１６ ５ ２０苔Ｊ口：正 自筆書状 苔 芹農ｊ軌（広某） 吉日ｌ安‾文書 う考目貫‾釘書２ １４４４ ７２２
１７１７（弄 １３） １５７２ ５ ２１天野防誓書才犬 湯 原妻綱・ｌ可弄鋼 閣１１５　湯原‾丈方衝門 閤３ １２４ ４６２
．１７１８（天 正ぶ １５７７ ５ ２１松田冨楷書状 吉 Ｊ＝青森 吉川家す書 吉川蒙文書１ ６０２ ５３７
１７１９（天正ぶ １５７７ ５ ２１松田誠保書経 善 ＝青菜 ■芹Ｊｒｌ；豪す書 吉川家‾釘薯１ ６０３ ５３８

１７２０（天子Ｆ５） １５７７ ５ ２１租Ｒ宗俣書揉 吉 川元嚢 苔Ｊ＝安す書 吉川家‾釘書１ ６０４ ５３９
１７２１一天 ｉ下８） １５８０ ５ ２１吉Ｊ＝青書書躇　　 ＿ 同一：本妻諸声 石眉．闇本す巻

１７２２ ５ ２１
小早川隆景・福原貞俊・口羽通長・吉 川元者達

暑さ揉 浄 音寺 北畠家文書 大社町史 ２０７４ ５１６

１７２３（天了羊１１） １５８３ ５ ２１苫Ｊｌｌ弄妻・元長与東署書：伏 熊 谷伊誓守 河円；豪文書ト 山口県申 Ⅱ ２
１７２４（天 ＴＦ１２） １５８４ ５ ２１言 ｌ売春書状 森 臨書覇・森 Ｆ罷一 郎右衡門 藩中１５　森脇繁牛
１７２５（す 禄２） １５９３ ５ ２１音詩覇青菜印］犬 ． 羽 柴吉＝侍群 胃Ｊ目安‾茫書 斉川；看官書１ １２７ ９４
１７２６ ５ ２１ノト阜日陰貴書１犬 広 家 斉川家‾文書 吉川家文書２ １２１２ ３７４
１７２７（万治い １６５８ ５ ２１貴酬溜ｒＥ書：状 斉 川美濃三甲 吉川蒙す書 帯川署甘書１ ２０７ １７７
１７２８（万治．１） １６５８ ５ ２１悍耳ク拝外二名１芳墨：状 今 ＦＲ肋右衡門ｆ討 甫＝ｌ育て書 斉川豪す書１ ２０９ １７９
１７２９ ５ ２１吉”ｌ加美広家 自筆書は 新 ＋郎・弓朱＋ 郎 ′卜早目安す書 ′卜見目安‾文書１ ３９２‾　３４０

１７３０ ５ ２１‾告Ｊｌ ▲　－ 二 長介（二宮鼻音） 二宮帽美什書 吉川ほ訂文竜柑‖隻 ４１９ ３１０
１７３１ ５ ２１＝ｌ＝ ｌ広著書：状 十一方権子門 藩申１６　森月罷；離汀

１７３２ ５ ２１言 ｌｒて著書才犬． 「「∩ ・「「「「 藩中６　謂≡Ｃ真綿

１７３３（天 子Ｆ９） １５８１ ５ ２２甫 元葉書推 簡ｌ本書識 有 声．阿木す書
１７３４（天ＴＦｌＯ） １５８２ ５ ２２熊／信肩書：伏 需 清 厳島野：貯‾灯書 ・ ＪＴ真一畳字 Ⅱ １０５２ ６３２
１７３５（天盲下１０） １５８２ ５ ２２苫 ｌ売春書状 書手方衡門大美 屈ｌ安甘苦 中学研笥；２０３ ２∈～ ７６

１７３６（天 ｊ下１６） １５８８ ５ ２２言 １「ｒ妄書：伏 璽 屋諾う隼 家中３　要暦 Ｆ毛細書

１７３．７（慶長２） １５９７ ５ ２２壬 磋青書†犬 繁沢 弄ｌ壬 閤５　圭弄＝芋 宕衡門 閣１ ２１ ５６

１７３８ ５ ２２黒 長政冒筆書：伏 吉 川 甫Ｊ＝宴‾史書 吉 川芽‾釘書２ ９５３ １１９
１７３９ ５ ２２＝ヒ 【雲呑行 人適量書：状 簡丁右 （屈ｌ本意書絵ヵ） 右胃．阿木‾釘喜

１７４０ ５ ２２主剤防青書揉 児玉許欣 閤８４　僻耳弓爾十耶 閣２ ５５
１７４１ ５ ２２苫 広家書：状 十佑・内訳 ・里 人・四郎兵衛・†芹尊前・宇：杢 藩申８　宇都宮六方衡 門

１７４２（天 甘２３） １５５４ ５ ２３苫 売春熊谷信直連著書扶 澗 璧寺有線 滑璧寺甘書 ＪＴ鳥【足留Ⅳ ３１ １１１
１７４３（天 子Ｆ４） １５７６ ５ ２３一色議長書†犬 斉 川元素 斉Ｊ＝家す書 吉 日家文書１ ５５９ ５０１

１７４４（天 正潮 １５８０ ５ ２３吉Ｉ‖弄裏書†尤 山ＦＲ雪盲官 藩申１０　山ＦＲ平採石衡 門

１７４５（天 盲下１０） １５８２ ５ ２３甫Ｊ青書書計犬 砺ｌ宗方衡門尉 砺ｌ；家‾好古 官学研賓２０３ ２９ ７７

１７４６ ５ ２３甫 弄妻仲＝名避暑善根 大 官坊 清水寺‾釘書 宴斤修島根県史 ４６０

１７４７ ５ ２３＝ヒ 元素書揉 舎 子方衛門大貴 舎子安文書（鳥原ｌ敷写）

１７４８（天 子Ｆ１８） １５９０ ５ ２３昔 毒害朱印状　 ‾ ′卜阜川路景・■芹ｍ広安 ′卜旦＝家‾文書 ′卜旦目安‾釘喜１ ４５１ ３９４

１７４９ ５ ２３甫”広家書状影写 ■斉鼻郁少】綿（苔 ＝１７Ｆ署） 石眉．甫 Ｉ目貫‾好古 う有川貫す書別集 １７１ １８３

１７５０ ５ ２３一斉 如券（広安）日量 書状 永 常 開襟女装蘭寺 ＩＲ盲琶‾釘書 斉 川署 ‾好古胃＝隻 ２３４ １９５

１７５１ ５ ２３＝ヒ 広安善ナ犬 伊 巻作 藩申２く石十 郎兵 衛〉、家中３く有家衡書 類写〉

１７５２ ５ ２３言 広正書状 二 宮兵介（長芋） 二宮帽美什書 ｉ　　 四　 ・芸 ４∈∋２ ３４６

１７５３（甘妄５） １４４８ ５ ２４伊勢書斎（貞園）書才犬 甫 １ｒほ軍イ言 吉Ｊ＝家一軒書 吉 川家 文書１ ２７６ ２３４

１７５４（天す２３） １５５４ ５ ２４手剰弄浄書推 吉 川元春 野坂‾好古 広島県更ＨＩ １２０ ７２１

１７５５（永禄７） １５６４ ５ ２４′卜旦川路景・吉日青書・壬兼＝元許適量書状 夫 ｉ斤宗久・′卜寺青 煮・情拝借 閤４６　′卜章魚右衡門 閣２ ３９ ２２５

１７５６（元亀１） １５７０ ５ ２４
吉ノｌ
著書

ｌ元春・福原貞俊・口羽通艮・小早川隆景遵
揉

大 野高直・大垣 秀康 三木家大野文書 新 編香川業苦 １９ ６４４

１７５７ ５ ２４累乗元許書状 和 式掃都助 視武家文書、藩申６く神式慕識 ） 山口ｌ旦中 Ⅱ ３

１７５８（天了下４） １５７６ ５ ２４六角蒸垂書：ほ 斉 川青煮 盲宇目ｌ署‾釘善 吉 Ｊ＝妄‾釘書１ ６２８ ５６７

１７５９（天子Ｆ４） １５７６ ５ ２４壬 窟弄書状 青 書 屠淵寺す書 大 社【町史 １９４５ ４３３

１７６０（天霞６） １５７８ ５ ２４犀 義昭㈲内書 斉 川膨河守 甫Ｊ＝宴一丈書 ■斉川安す書１ ５２０ ４７４

１７６１（天下ＦｌＯ） １５８２ ５ ２４壬 潅弄書：状 山県青光 閤１２９　山風照兵衛 閻Ｔ３ ７ ７４９

１７６２ ５ ２４苔 売春書状 旛 ♯十郡長徴Ｅ寸 譜抜　 目野；軌饉由景挿 Ｊて烏ｌ最中Ⅴ ４２ ３４５

１７６３ ５ ２４寓 青書書］犬 斬 桔高明 家中５　青松巣

１７６４ ５ ２４壬剰‡産元書状 謄ｉ刀馬 閣４６　′卜青魚右裾門 閣２ ２６

１７６５（天洋１８） １５９０ ５ ２４阜臣秀吉某日１状 情 婦 屋噸　 ′卜早川隆景・同峰　 吉 川広安 斉川要す書 吉丁目貫首書１ ７３２ ７０６

１７６６ ５ ２４北島久幸善書犬 併葺－■清 併葺妄す善 大計日汀寧 ２５４６ ７９２

１７６７ｒ‾文禄４） １５９５ ５ ２４阜臣秀吉朱印状 羽柴吉川 侍祥 ‘芹Ｊ＝安‾野暮 吉川家‾好古１ ７７９ ７４６

１７６８ｒす禄５） １５９６ ５ ２４滝野昆言（烏政）・山 中長俊達 書漬は 青†ｌｌ侍祥 苔 １ｒｌ安甘書 言上目安‾釘喜１ ７８０ ７４７

１７６９（す禄５） １５９６ ５ ２４吉川広要吉：伏 ′卜械レｌ、こ貯書信）・相力右（和式長好） 才日式芹太 郎什書 甫目安文書別隻 ６０２ ４３７

１７７０ ５ ２４ ＝≡≡≡長政 自筆書：状 甫１日 吉 Ｊ目貫す書 吉川署す書２ ９５４ １１９

１７７１

１７７２

１７７３
１７７４

５

５

５

５

２４

２４

２４

２４

壬剰

吉Ｊｌ

胃Ｊｌ
士Ｊｌ

ｌ芋窪青 白筆書：状（前後閣）

ｌ広家書状

ｌ広家書状

ｌｒて；家書：状

隼人・内記 ・勘左衛 門・宗尤 ・ロロ・下野守・

但馬守

山＝郎弄
水郭宗飯

官庁安 ｒＲ箭‾茫書

家中９ 香川氏什書

藩中１０ 山開平次右衝門
藩中１４ フ‡瓢拓 八

斉川妄‾Ｆ書別隻 ３０６ ２４０

１７７５

１７７６
１７７７

１７７８

１７７９
１７８０

１７８１
１７８２

１７８３

１７８４

１７８５

１７８６

１７８７

１７８８
１７８９

１７９０
１７９１

１７９２
１７９３

（天‾丈８）

（弄１２）

（天市１６）

（慶長２）

ｒ天‾定８）

（天‾Ｆ２３）

（天霹１３）
（天芥１３）

ｒ一天ＴＦ１３）

（天子Ｆ１５）

１５３９
１５７１

１５８８

１５９７

１５３９
１５５４

１５８５

１５８５
１５８５

１５８７

５

５
５

５
５

５
５

５

５

５
５

５

５
５

５
５

５
５

５

２４

２５
２５

２５
２５

２５
２５

２５

２５

２６
２６

２６

２６
２６

２６
２６

２６
２６

２６

斉川Ｉて家

内ＦＲ赤芽

吉川元誓
吉川繹言

苫臣秀吉ｌ
蟹沢元氏

帯川広妄
斉川－て；豪

吉川広家

有様信等・
壬手＝旺弄

小早川隆
蕃書状

吉 日青書

吉川売春
脾甫義輝

吉日元棄
菖胃毒害

犀利ｌ義昭
芸大鳥聞

春光

書］犬
卓二状

書経

子宮‡犬
書：状

書：状
書状

書状

内田義家連署書状
書：状

景・福原貞俊・口羽通長・吉川元者達－

書：状

書：伏
書こ状軍
書状

朱印状

白筆書：伏
業主惹こ状

抽太弄
吉川経世・森陥祐有

大原弄冨

官業斤右衝門Ｅ寸

′卜旦目方衡門併・斉川蔵 人 ．
広豪

二＿巨介（二 冨一落書）
二塵介（二 言一昏￥）
松妄右（松 岡長佳）・祖九右 （祖式長好）・二

卓介（二宮 長一芙）
斉川終１サ・歪臨祐有

中村二郎方術門

浄音寺

蒸ｒて
屈一括子安

手妄
里杭内雇転廿、

嶋津長屋頭
広家

ＪＴ安

藩中２ ｉ

吉川安す

閣漕３の
藩申１４

′卜旦 目貫
苔 丁目貰す

二宮憎奏

二宮帽妥

二宮情夫

吉 Ｉ目貫‾Ｆ
藩中７

富家文書

手看貫‾Ｆ
手富家す

羊看貫‾Ｆ
藩中９

烏さ重安す
吉川家文

吉川家文

牌八郎右衝 門

書

１ 吉日．孫右衝門
音蕃蔵

‾釘書＿閤１０（腎Ｒ芋妄】貢）１６１
書
什書

什書

什書

書
中村孫 子

・毛利博物繕所 蔵

書
書

書
黒杭惣 方術門

書
書

書

吉川家‾釘書１

闇ｉ■漏

′卜早川宥す巷１
一斉Ｊ＝豪‾釘書１
吉川家文書別集

一斉Ｊ＝萎‾好古河１集

吉川家文書別集

吉川家文書１

大社町史

寸；十町中

大言＋町中
十；†町中

島津家文書１

吉川妄す書１
斉川署‾釘書１

３７８
８２

４９６

７０１
３５５

４１１

４２６

３７９

２０７５

２１３８
２１３９

２１４０

３７９
１３０
１３１

３３８
１４７

４６８

６４６
２７０
３０６

３１４

３４０

５１６

５４９

５４９
５４９

３６７
９７
９８

－１３４－



１７９４（‾文禄３） １５９４ ５ ２６吉Ｊ１広家書は 視力．右（和式馬好） 神式荘太郎什書＿藩 中６く神式塞織〉 ‾吉川家 ‾釘書㈲ｌ集 ６４１ ４６６
１７９５ ５ ２６′卜旦 Ｉｌ隆景 白董 卓耳犬 ＪＴ；麦 吉 Ｊ＝家す昔 吉 川家 文書１ ２００

４０９
１６８
３０３

１７９６（一丁仁和６） １６２０ ５ ２６圭禾一義甜書：状 二宮丘介 （長音） 二宮 帽夷什善 吉 日安 ‾Ｆ書別集
１７９７ ５ ２６吉Ｊ広；家書ゴ犬 森作右 藩 中１６　森 ｌ臨織汀
１７９８ ５ ２６吉Ｊ口：；家書才犬 甫大兵柵１０名 （洒一太郎斉など） 藩 中２　洒八郎右衝門

１７９９ ５ ２６苔 広家書揉 松四郎斉衡門 ・謂九右衡門 藩 中６　和式玉；離
１８００ ５ ２６甫Ｉ広家書状 祖九右 藩 中６　謂 ≡亡妻苫哉

１８０１ ５ ２７大内薫経書状 吉日元意 吉 日家 ‾好古 吉川署「文書２ ９８８ １６０１８０２（フＴ１３） １５７２ ５ ２７毒手７「洋書：状 隆景・計停・涌 良・弄妻 脛淵寺‾釘喜 索淵寺す巻の研究 ２５６ ５４０
１８０３

１８０４

５
５

２７
２７天

村修理 霞弄親書 状

野騒音・毛利 元秋連署書状

元暮 詔書重か４７　拝将ク
鋸淵寺 信淵寺甘書 大神甘「瑳ｌ １８２４ ３７３

１８０５

１８０６

（天 ７Ｆ７）

（天 下Ｆ１４）

１５７９
１５８６

５
５

２７
２７

吉川一打妻書：状

吉川元長官書

湯原森繍 閤１１５　５易原‾打方衝 門 閤３ ３８ ４３７
署中６（併々・大権兵衛Ｌ 勧善１く件々末孫右衡門〉

１８０７ｒ天 下Ｆ２０） １５９２ ５ ２７尊臣秀次朱印状 洞奥戸ＦＲ倖群（吉川広宴） 吉川妄文書 害＝安す書 １ ８２１ ７７８
１８０８（慶 長８） １６０３ ５ ２７甫 広家書状 謂 九右（神 式長好） 謂式芹大部什書 、；書中６く神式真 綿〉 斉川署文書別集 ６９８

１１８２
５０８
５０９

１８０９（元 細２） １６１６ ５ ２７∃＝ 広家書状 槽 伊青　 山胃長衝 毛利家‾釘書 壬利家‾好古３
１８１０ ５ ２７甫 正家書状 戸 十兵（戸 川） 苔 １日妄什書 吉川家文書別隻 ７２４ ５３２１８１１ ５ ２７士 正家自筆書状 二 丘介（二富 岳芋） 二宮帽美什書 吉川案文書別集 ４３０ ３１６
１８１２ ５ ２７斉 広 家書状 平 十右 藩中９　熊谷勘弁衝 門
１８１３ ５ ２７斉 広家書状 野村藤井衝門 藩申９　野村嬰右衡 門

７２７
１８１４ ５ ２７甫 広正自室書経 言 方馬助（広圭） 吉川家文書 吉川家文書２ １４４９１８１５（水根５） １５６２ ５ ２８吉 Ｔ 裏白董書状 隆弄 毛利家文書 毛利家文書２ ７８４ ５４４
１８１６（水棲６） １５６３ ５ ２８＝ヒ 露壷行 人達著書状 層†本 業祐 右眉．価ｌ二本‾釘蕃

２４３
１８１７ ５ ２８出羽７「寄 書状 吉 川元 暮 斉川安す書 斉川安‾釘喜１ ３１１
１８１８ｒ天 荘３） １５７５ ５ ２８山名君 鷹（祐音）・民政連署書状 苔 丁目青書 斉川妄す書 吉川宴す書１ ５７８ ５１６
１８１９（天 盲Ｆ３） １５７５ ５ ２８山名許 Ｊ四（祐首）・監政道墨書状 吉 Ｊ目元秦 斉川妄‾釘書 吉川安‾文書１ ５７９ ５１７
１８２０（天 ｒ巨３） １５７５ ５ ２８太臣埼輝証 書拭 斉 川弄・秦 吉日芽す書 辛目購豪‾釘書１ ５９３ ５２６
１８２１（天７下８） １５８０ ５ ２８小旦 日陰景書状 湯原奈綱 閤１１５　湯原す方衝門 闇３ ３９ ４３７
１８２２（天て下１３） １５８５ ５ ２８吉Ｊ繹言古 ：状 信一；苦手茅 羊署芽‾好古 大子＋肝「史 ２１４１ ５５０
１８２３ ５ ２８璧州仔陀奥際 戚相手フ事 両復Ｉ所 肯ｉＴ相成相手‾釘喜 農相痕八‘吏郡申 ４９ ６０２
１８２４ ５ ２８嵩Ｊ広家 集書 各 中 藩申１ 今田甚兵衛
１８２５ ５ ２８罵Ｊ＝広家書状 石忠介 ；書中３　二言清方術門

１８２６ ５ ２８書ノ広家書状 土佐守 ・勘左衛門 ・内言己・松四郎左衛門 ・宇
杢 藩中８　宇都宮六左衝門

１８２７ ５ ２９毛 隆弄 ・元就連署書状 狩子葉操守 安中５（滑子栄〉＿復Ｉ書２く得手市弁〉
１８２８（天下Ｆ■６） １５７８ ５ ２９甫 元長 自箋書 状 （屠伯東薙） 丙樺太閻１苛寺旧蔵文書 斉Ｉ目安甘苦別隻 ３６ ２９
１８２９ｒ天７下１３） １５８５ ５ ２９’告 ７主意書状写 井 卜訂正 山口県‾好古鰭所一読‾文庫 （♯ 卜孫丘衛月那 女） 広島虞史Ⅴ ９ ２３５
１８３０ ５ ２９苫 広家如葉書 既 大原弄斬 閣ｉ■３の １ 雷眉．孫右裾 門 閤；■漏 ９ １４１
１８３１ ５ ２９吉Ｊ広家書状 宇苓債 藩中８　軍都王宮六方衛門
１８３２ ５ ２９斉Ｊ広正喜状 謂カ．右（凋王Ｅ恩好） 神式芹太郎什書 甫 Ｊ＝麦す書馴隻 ６３６ ４６２
１８３３ ５ ２９苔 ｒてγＦ善書犬 謂 八郎弄（和式正長）・査久兵（森陥安方） 謂式芹太郎什書 吉 川看て書馴集 ６５７ ４７８
１８３４（欠損１１） １５６８ ５脂 手 Ｔｒ許・同権元遵墨書推 ゴ克て７亭将軍 煽寺家諾す写 内海文化研零紀宰第１６号 ４１ ９９
１８３５（水禄１２） １５６９ ５鴨 苔 ７「嚢・′卜旦 Ｊ【１隆景避暑 善は 作篠青雲 閣１０８　赤 川助長 板 閣Ｔ３ ２６ ３２９
１８３６一天ＴＦ６） １５７８ ５晦 苔 Ｔｒ長 日筆書 †尤 以徹 西禅永輿両手旧嘉す書 吉 日ｌ貫 す書別隻 ８２ ６４

１８３７（慶長２０） １６１５ ５晦 吉川広家 自筆書状
勘左（吉川経実）・宗尤 （香川春 継）・下野

（今田春政）・九右 （祖式長好）・妄右（松 岡
鼻任）・左京 （香 川家景 ）

祖式荘太郎什書、・藩 中６〈祖式嘉織〉 吉川家 文書別集 ５９２ ４２７

１８３８（慶長２０） １６１５ ５喝 吉川広家 自筆書状
宗尤（香川春継）・勘左 （吉川程 実）・下野

（今 田春政）・九右衡 （祖式長好 ）・冥右（松
同展佳）・左京 （香 川家 長〉

祖式荘太郎什書、藩 中６〈祖式嘉織〉 吉川家 文書別集 ５９３ ４２ら

１８３９ ５晦 斉 ム；家書］犬 二丘イト（二宮長芋） 二 軍帽美 什書 言 丁目豪‾甘薯別隻 ４２４ ３１３
１８４０ ５晦 ＝ヒ ム家書状 野信 二 宮博夫什書 吉 日家‾文書馴集 ４４１ ３２５
１８４１（天了手１３） １５８５ ５ 喜Ｊ売春書状 森脇四郎兵衛尉 藩 中１６　森ｌ臨繊汀
１８４２（文禄３） １５９４ ５ 吾川広喜 自室書経 （後閣） ７日式芹 太郎什書 吉 Ｊ＝安す 書馴隻 ６７７ ４９３
１８４３ ６ １′卜阜日陰景 自室書状 隆弄 圭利 家す書 卓利著す 書３ ８１７ ２７’
１８４４ ６ １寓 酷奉行 人達墨書光 脚本憲議 右眉．同一本 す書
１８４５（天ＴＦ１４） １５８６ ６ １士 元愚書状 併々大平重版 酎 安 中６　併 々大権塵衝
１８４６ ６ １斉 売春古拙 神 …好寺 ‾軒書 Ｊて鳥ｌ昆申Ⅴ ２ １２３７
１８４７ ６ １屈 義昭都内書 吉川弄妻 胃 １一丁貫‾軒書 吉 川家文書 １ ４７６ ４２６

１８４８ ６ １吉川元長書状 神護 寺文書 、防長風土注 進業
山 口県史 Ⅲ１３、防長風土 注

誰某７ ２９６

１８４９（慶長１０） １６０５ ６ １吉川広家 自筆書状

隼人（今田家成）・勘左衛 門（吉川継実）・宗

尤（香 川書経）・左京 （香川家景）・下野・億
前・九 右衝門尉（祖式長好）・貢右衡 門尉

（松 岡長佳）・宗右衛門尉 （苫田家重）・兵介
（二宮 長芙）

祖式荘太郎 什書、藩中６〈祖式嘉織〉 吉川家文書 別集 ５９４ ４３１

１８５０ ６ １吉Ｊ広芳書：状・ 二卓介（二宮馬貰） 二宮憎夫什 書 吉 日ｌ妄一丈書 馴集 ４００ ２９７
１８５１ ６ １苔眉．（圭利 ）故意 （紆∃措）書：状 二言兵介（昂富） 二宮帽妥什 書 胃 Ｊ目安‾訂重 刑隻 ５４１ ３７７
１８５２ ６ １甫＝広貫書耳犬 総出方 藩中 １１ 松♯台介
１８５３ ６ １斉川広家書状 わく 藩中８　宇＝凱宮六 方衡門
１８５４（す 明５） １４７３ ６ ２吉Ｊ景繹書状 吉川治郡少蜜爵（元締） 吉 日ｌ貰‾釘婁 吉川家文書 １ ３８０ ３４２
１８５５（永 禄１１） １５６８ ６ ２手刺青静・同輝元連署書状 内藤獄ｌ藻 閤 １２５　内藤新右衡 門 閤３ ２２ ６８７
１８５６（元１ １） １５７０ ６ ２＝ヒ ．書書：状 湯原薫き函 ’ 闇１１５　湯原‾更方術 門 閤３ ２０ ４３１
１８５７（天 下Ｆ９） １５８１ ６ ２苔 経安嘗書 香Ｉ‖妻継・山中貰信 右眉．吉 日家 甘書 １有川署す書 別隻 １４９ １５４
１８５８（天 了羊９） １５８１ ６ ２甫 際暴行 人達墨書揉 照ｌ本意譲 石眉．ｒ訂二本す 書
１８５９（天 ７下１０） １５８２ ６ ２苔 ．善書：状 今田拝高 安中 １０　本案今円 露什書
１８６０（天 下Ｆ１３） １５８５ ６ ２言 ：長日筆書状 厨伯東確 西禅永輿両 手旧盲写す書 言 Ｊ目安す書 馴集 ７３ ５６
１８６１ ＿　６ ２＝ヒ 弄裏書揉 斉田 牛 民家す書 出雲古窯氏の歴 史と子の仲 ３９ １０７
１８６２ ６ ２吉 川元暮春状 山Ｒ］出雲守 閣３１ 山Ｒ］言丘徳 閤１ ５０ ７４４
１８６３ ６ ２吉 Ｊ青書書：状 要層甫ク介・・姦臨書 貞 藩中１６　森陥ｊ篠江

１８６４ｒ天 了下１８） １５９０ ６ ２音 声毒斉集Ｅ口：ほ ′卜旦日陰景・吉日広；豪 幕 丁目宴‾釘喜 吉 川安す書 １ ７３３ ・７０６
１８６５ ６ ２言 広喜 書状 藩申１３　情孫十

１８６６ ６ ２苔 広罫書撲 宇卒 藩中８　宇都宮六 方衝門
１８６７（天 ｉ下４） １５７６ ６ ３下 惰廉書］犬 ′卜阜川隆景・福原 貞俊・口羽浦 島・吉川弄 知新集所収徳 栄寺 広島県 更Ⅴ １ １４４３
１８６８（天 子Ｆ７） １５７９ ６ ３天 野降雪・毛利元 秋連署書状 隆景・貞借 ・涌 邑・青煮 閤３８　♯ ト彦方衝門 閤２ ２４ ５４
１８６９（天 了羊９） １５８１ ６ ３手弄 輝元自筆書状 青森 寺考目貫す書 胃川芽す書 １ １９６ １６３
１８７０ ６ ３甫 ＝元奈古推 （森陥薫香 ） 藩中 １５　轟陥！区牛 広島 Ⅰ具申Ⅴ １０ １２３
１８７１（慶長 １０） １６０５ ６ ３苔 Ｉ広家自筆書状 才日ナ．右（謂 式馬好） 和式苫太 郎什書 斉川芽‾軒書 別隻 ５９５ ４３２
１８７２ ６ ３‾斉 ｌ広；家書：状 二重介（二軍 岳芋） 二宮憎夫什昔 市川；家す書 馴隻 ４２８ ３１５
１８７３ ６ ３＝ｌ＝ ｌ広家書状 妄聞手 家中３　粟屋 ｌ毛細 書

１８７４ ６ ３甫 りて妄春光 松筈右 藩申１ 今 ＦＲ某兵 衛

１８７５ ６ ３寓 ｌ広家 書状 森陥久＿巨種子 藩中１５　森陥久大貴

１８７６（永禄 １１） １５６８ ６ ４壬寿磋弄 ・元就逓 著書状 万福寺庸冨 閣１６５　山代裁判　 威崇寺 閤４ ８ ３９３
１８７７（天 ＴＦ９） １５８１ ６ ４甫 ｌ元素書状 層ｌ本妻熟 右 胃．闇二本‾釘喜
１８７８（天 子Ｆ９） １５８１ ６ ４ゴ＝ ｌ元愚書：状 山ＦＲ雪盲官 藩中１０　山間乎 次右衝門

１８７９ ６ ４ゴ＝ １言責書：状 山二名首園 ！霞淵幸‾釘書 大礼町 史 １９４７ ４３４
１８８０ 天 芥１５） １５８７ ６ ４暑 ｌ宇竜馬書：状 吉日荘官 甫 Ｊ＝要す書 甫 附署‾釘喜２ ８６５ ２２
１８８１（天 芥１５） １５８７ ６ ４疋認許最善状 ‘斉川拝舌 斉 Ｊ＝妄す書 吉 日宣す書２ ８７４ ２９
１８８２ ６ ４吉 ｌ青 首自筆善：状 周伯東確 西禅永興両手 ＩＲ箭 甘善 －　 ・型｝；韮 ５９ ４６
１８８３ ６ ４∃＝ ｌ青 馬書ｌ犬 甫Ｊ日揮‾吉 安中９　貯木格ヨリ差 出

１８８４ ６ ４苔 ｌ青馬垂：状 件々大祐高 藩中１３　一方々大 名肋

１８８５ ６ ４’斉 ｌ広家書状 琴芝右 安中３　要犀氏御 者

１８８６ ６ ４∃＝ 広正喜状 二兵介（二宮 長音） 二宮帽夫什喜 吉川家‾更書 馴隻 ４６０ ３３５

１８８７ ６ ５寓 ｌ青 書書写犬 山ＦＲ酪前承 ＬＵＦＲ安甘書 （山 口凰‾釘書館）

１８８８（永禄 １２） １５６９ ６ ５小早 川隆景・吉川 元春連署状 相良殿 相良家文書
大 日本古文書５相良家文
善意 － ５３２ ５８８

１８８９（元ｔ ｌ） １５７０ ６ ５冨 ［口元秋 書状 湯 原妻綱 ・ 閤１１５　湯原文弄衛門 闇３ １０２ ４５６
１８９０（元ｔ２） １５７１ ６ ５圭禾ｌ元秋 吉揉 湯原意綱 閤１１５　湯原す方衡門 閤３ ６ ４２７

１８９１（天下Ｆ３） １５７５ ６ ５圭寿輝元書 状 一肌沢 弄蹄 闇２１ 細沢謬「魯 閤１ １８ ５５３
１８９２（天１下９） １５８１ ６ ５吉
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善書 、状
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弄書 揉

降景 書揉
長書状

吉朱 印状
吉宗 印状

害某 日コニ状
瑞磋 弄：書：状

安善 ：状
家書 状

家書状
洋美 人（卓利 踪）白董消 息

春書 耳犬

暮感 †犬

妄達 信泰 ｌ

♯助 －ト

′卜阜 Ｊ＝隆景
苫眉．了下精

権道 暮雲
斉 川ｒて安・′卜早 川隆景

′卜旦 ＝隆景・吉 ＝広家

′卜阜 川隆景・斉 川「ご安
■斉川広家

二丘介 （二富岳 軍）
休 庵

’吉宗右 ・松寄寓
おち・おｌ一も

塩屋豊 後守

富犀孫 次郎

；家中４（妄〕垂家郷書）＿衡蕃１〈喜連＋兵 衛〉

藩中＝＃ 卜書鼻衛Ｌ 家中５く♯ 卜助 十那〉
吉 日貫‾釘婁

嵩眉．す書

藩申５ 樺道架介
吉Ｊ‖て豪‾釘喜

斉Ｊ目安‾釘書
薫Ｊ‖；家‾好古
閤１６０－１ 露町 人

二宮帽奏什書
閤ｉ■２の２ 宮城 八酪有徳門

藩中１ 今仔Ｉ甚兵衛
苔Ｊ＝芽す書

藩中１４〈塩屋権六〉、藩中 １４〈壇屋 仁左衡門〉、御書１〈垣
犀八郎右衡門）

藩中１４く塙屡仁方衡門）＿勧善 １〈塩屋八郎右衛 門）

広島風 史Ⅴ
吉日家文書 １

山 口ｌ星空Ⅱ

吉川家文書 １

斉川貰す書 １
吉川妄す書 １
閤４

吉川妄‾史書別隻
閤ｉｔ漏

吉日芽す書２

１
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３

７３４

７３５
７３６

３
４１８

１０

１４３７

８１

６０９

７０７

７０７
７０８

２７９
３１０

７３

６９５

－１３５－



１９０８（天 下Ｆ９） １５８１ ６ ６苔 Ｊ元展墓状 醇公備前守 藩 中５く円公初１三郎〉．安中５〈閑公安　 阿木孫一太郎〉

１９０９ ６ ６∃＝ ．憲書、状 【鷹隙 久；抑著 す巷＿藩中９〈久利与弄衝門〉 石眉．久利‾文書の研零 ３７
１９１０ ６ ６吉 Ｊ ．妻・′卜早 川隆景連署書状 森 右衡 門・森陥∩ 那右衡 門 藩 中１６　森脇仔介

１９１１ ６ ６∃＝ ＿長吉］犬 措 春雲 藩 中５　槽ｉ首額介
１９１２ｒ天 了Ｆ１５） １５８７ ６ ６菖 臣車馬書状 告 経書 ■斉川安 ‾釘書 斉川安す書２ ８６６ ２４
１９１３（天 正１５） １５８７ ６ ６王Ｆ［口許最善状 吉 ｌ経書 吉 川家 文書 斉川貰‾釘喜２ ８７５ ３０

１９１４ ６ ６吉 ノ広家書状 久手盛勝
久利家 文書、藩中９〈久利与左衝門〉、御書２〈久利与一右

衝 門〉
石見久利文書の研究 ５２

１９１５（永禄 １０） １５６７ ６ ７居 義昭 衡内書 屈ｌ漕手東心 防長 寺社許すく春山常栄寺〉２８＿防長鳳 十注進美 １３ 聞４Ｄ２１７、防長 風十注ｉ偉業
１９１６（永禄 １１） １５６８ ６ ７卓 ま産元日筆書耳犬 告 ｌ元素 吉 川家 文書 甫 妄す書２ １１８１ ３３８
１９１７（永禄 １１） １５６８ ６ ７手 輝元自室書状 寓 元素 甫 丁目藁 ‾文書 甫 宥す書２ １１８２ ３４０

１９１８（永禄 １２） １５６９ ６ ７毛 元就・同輝元連署 状 相見殴 相良家 文書
大 日本古文書５相良家文

書クー ５３３ ５８９

１９１９（天 忙３） １５７５ ６ ７糟 屋音緑書状 甫 Ｉ青森 吉 川家 文書 言 ｌ豪す善 １ ５９７ ５３０
１９２０（天 ｒＦ１５） １５８７ ６ ７普 臣秀長書状 賂猫背家政 吉 川家 文書 ∃＝ 妄‾文書２ ８６７ ２４
１９２１ ６ ７壬 輝元書状 沓岸徳兵衛 ・沓屈紀伊守 薫別浸く２９　苔犀 貞冒り３
１９２２（甘禄５） １５９６ ６ ７甫 Ｊて蒙 古：状妄 源飛（謄ｉ刀馬） 吉 川家 ‾釘書 ■芹 三菱す書 １ ６９８ ６４３
１９２３ ６ ７苗 加美（広妄　 自筆書状 二宮兵介 （長芋） 二宮 博夫什書 苔 安‾文書 別集 ３８２ ２８７
１９２４ ６ ７苫 広家書状 二＿巨介（二軍長芋） 二宮帽 奏什書 幕 署‾釘卓 別隻 ４１２ ３０６
１９２５ ６ ７苫 広家 書：状 ′＼四郎 安 中４　武Ｒ］新井衡門

１９２６ ６ ７士 広家書 ：状 二介 藩 中１１ 松浦＝介

１９２７（永禄 １１） １５６８ ６ ８′　ヽ ｌｌ隆景自筆書状 内蔵承 毛利安 す書 姜芽＝麦す蕃３ ８２０ ３０
１９２８（元ｔ ｌ） １５７０ ６ ８＝ｌ＝ 元妻善雄 士見て７亭好守 堀立豪 語文写 内海‾釘侶肝奔紀誓 第１６号 ７３ １０４
１９２９（天 ＴＦ９） １５８１ ６ ８甫 青 森書 揉 山［Ｒ青首 藩 中１０　ＬＵＦＲ平Ｊ欠右衝門

１９３０（天 霹１０） １５８２ ６ ８杉原 景盛書 状 湯原妻瀾 閣１１５　湯原文 末衡門 閣３ １７５ ４７３
１９３１ｒ天 下Ｆ１５） １５８７ ６ ８王ＦＦＲ許展墓 推 甫 詳言 苔 丁目安 す書 吉日菱す善２ ８７６ ３１
１９３２ ６．８孝和 漣元書 状 晃 一 方衡 門尿寸 芽 申４　等 速蒙毒卸蕃

１９３３ ６ ８字 間寺薫王事書状写 仏漕手 「県内す喜編 ｌ．捕１雷（仏言警手） 広島県 更Ⅴ １７ １４５２
１９３４ ６ ８毛利 輝元自笠書状

▲
吉 川家 文書 士 ｌ；家甘書２ １１９３ ３５５

１９３５ ６ ８甫 Ｊｌ広家 自筆書状 需光寺 西禅永 興両手ＩＲ箭叉書 享年 妄‾甘薯別集 ２１３ １８０
１９３６ ６ ８苫 ＝ｒこ家 書耳犬 義一右・停ｌ「「「「 藩 申１５　森 ｌ臨繁牛

１９３７ ６ ８吉 Ｊｌ広；家書４犬 樺藤兵 藩 中５　持主首芳巳介

１９３８ ６ ８言 Ｊｌ広安善状 九右・隠岐 藩 中６　神式蓑雑

１９３９ ６ ８苫 広安善状 奉ク弁 藩 中８　宇都宮六方衛門

１９４０ ６ ８甫 広正喜状 濾弥長 吉 川家 什書 苫 家督圭 別隻 ７２６ ５３３
１９４１ ６ ９二 山祐感書状 吉川輿繹 吉 川貰す書 言 安す巻 １ ４０５ ３７０
１９４２（永禄 １１） １５６８ ６ ９甫 Ｊ元春自筆書状 圭禾輝元 手利害て書 壬 貫‾訂喜３ ７９２ ６
１９４３（弄：≠ １） １５７０ ６ ９福 原貞俊・ノト早 目隆景避暑書扶 国富ｌ青煮 ・児玉元展 閣９２　天野五 郎方 衡門 閤３ ５ １９

１９４４（天 ＴＦ６） １５７８ ６ ９居末日義昭御内書 ‾芹Ｊ影河守 ・信ｌ治都少蔀 （元長） 言 Ｊ＝署‾釘喜 苔Ｊ＝妄‾釘書 １ ５００ ４４４
１９４５ ６ ９山名苫国解状 写 牛 尾大箭弄衝 門尉 隻 ７年‾釘書

１９４６（天 了下９） １５８１ ６ ９甫 元農畜状 山ＦＲ雷置 藩 申１０　山間平次右衝門

１９４７（慶長 １０） １６０５ ６ ９苔 広安ｌ妃話す ♯唐四郎右衝 門 毛 利家文書 毛 署‾釘書 １ ３６５ ３７８

１９４８ ６ ９斉 広家さ揉 多誓元 忠 ♯原家文書 広 大学文学 郭結宰筈４９ ２１３ ２００
１９４９ ６ ９吉 「Ｅ軍白筆書状 謂九右 （開式長好） 和 式扇：太眺什巷．藩 中６く開式某織〉 斉 署‾甘薯 馴隻 ７００ ５１０

１９５０ ６ ９寓 ∩：妄舌代 二兵介 藩 中３　二宮新弄衛門

１９５１ ６ ９■斉川広家書：状 和さ併５障 藩中６　和式稟織

１９５２ ６ ９吉 川広安善推 等 屡・響竹 藩申７　中村佑

１９５３ ６ １０尻子匡†久書才犬 幕 興繹 甫‖ｒ署‾釘書 苫 家 す書１ ３９３ ３５８

１９５４ ６ １０尻子誠久書状 苔 興繹 甫‖ｌ貫す書 ∃＝ 吉て 書１ ３９４ ３５８

１９５５ｒ永禄１１〕 １５６８ ６ １０士 【元暮 自室書状 圭弄漣弄 妾利家す書 手 安 ‾釘喜３ ７９３ ９

１９５６ｒ天て下３） １５７５ ６ １０斉 元春吉状 柳沢元政 闇２１ 柳 沢劇憤 闇 １ １９ ５５３

１９５７（屡岳１８） １６１３ ６ １０‘芹 ｌＪて安善：状 入与 ＝長 閤５４　入汀十那方衡門 閤２ ５１ ３５８

１９５８ ６ １０寓 地券（広家）自筆書斗犬 祖九右衛 門尉（謂式 長好） 和式芹太郎什書．藩中６（神式某織〉 吉 川家 文書馴集 ６２９ ４５６

１９５９ ６ １０苔 広家書状 中罵右衡門 藩中７　中村 挿平

１９６０ ６ １０苔 広軍書：状 十併 守・宇杢 藩申８　宇都宮六方衝 門

１９６１（嘗盲Ｆ６） １４６５ ６ １１辞 芹園肋書推 吉川元繹 弓考Ｊ＝家す書 ＝ヒ ｌ豪 ‾釘婁１ ３１０ ２６３

１９６２ ６ １１屏子晴久 目蓋蕃：状 告 塵経 告＝貫す書 青 署 ‾Ｆ書１ ６４ ４０

１９６３ ６ １１屏子匡一久書経 甫 裏革 斉川芽す巻 苗 妄 す書１ ３９５ ３６０

１９６４ ６ １１河詠久唇・湯原書漕ｉ軍書書斗犬 ▲芹 繹 胃Ｊ目安▼文書 斉 安 ‾釘婁１ ３９９ ３６４

１９６５ ６ １１河副久鷹・湯原幸主音適量書：状 森 稀有・斉 川繹 †廿 斉丁目安‾釘書 甫 署 す書１ ４００ ３６５

１９６６ ６ １１河静ｌ久感書：状 苔丁目拝聞・森 陥 右有 苔 Ｊｌｌ要す書 幕 家 す書１ ４０１ ３６６

１９６７（天す２３） １５５４ ６ １１重刑ｌ隆弄・元詳述著書状 戸．輩音篠守 右Ｒ］壬利家藷 広．．庭中Ⅴ ２ ２１３

１９６８（弄１■１） １５７０ ６ １１圭剰一元歴書：状 宇山久信 閣８８　♯原＋郎方術門 閤２ １８ ９３０

１９６９（天盲下８） １５８０ ６ １１苫Ｊｌ元首卓二状 層ｌ本意藷塾 石眉．暦ｌ本文書

１９７０（天子Ｆ９） １５８１ ６ １１吉 弄馬養行 人１著墨書 †犬 諾うと′卜＝耶・′卜坂永方術門酎 右眉．苔 Ｊ＝妄‾釘喜 吉 Ｊ育て書別隼 １４４ １４２

１９７１（天７下９） １５８１ ６ １１甫 【元嚢 自室書状 罵 元首 吉川家‾釘喜 一斉Ｊ妄す書２ １２２５ ３９０

１９７２（天ＴＦ９） １５８１ ６ １１甫 元妻・経書・（二俣元枝道著書状 苗 青馬 斉川安す書 斉 貫す書２ １２２６ ３９２

１９７３（天７下１２） １５８４ ６ １１吉 売春書状 ♯ ト書写 藩申 １♯ ト書兵衛

１９７４ ６ １１苔 １日青書書ば 森素志 ・新関 合音寺す書 （島瞑ｌ影写 ・島根県河本）

１９７５ ６ １１吉田元素書推 ′卜鴨弓単正忠 藩中 １６　森陥修箭

１９７６ ６ １１寓 Ｉｌ青森書揉写 苫マ十郎 富餞美安＃文 章写 大社町中 ２２０３ ５７６

１９７７ ６ １１吉川元長書状 山厘′卜七郎 藩中 １０　山県マ．鼻筋

１９７８（天子Ｆ１８） １５９０ ６ １１一声‖ 広家書状 和式暑好 和式芹太 郎什 書 斉川貰す書阿ｌ隻 ６１７ ４４７

１９７９ ６ １１繁派弄 監書耳犬 棚守井桁将罵 厳 島野好一釘喜 広島県史 Ｈ １３１０－　８１７

１９８０ ６ １１吉 川広家書派 要斤介 安 中４　武屈 新井衝門

１９８１ ６ １２屏子誠 久巻 紙 一斉Ｊ堪繹 斉 Ｊ＝家す巻 苔 ｌ家‾釘蕃１ ３９６ ３６０

１９８２ ６ １２河副 久感 ・湯原書主音三貴著書 ：状 害Ｊ巌搭 斉 丁目芽‾釘書 苗 １宴す書１ ４０２ ３６８

１９８３ ６ １２河雇訓久昏 ・湯原幸浦連署書状 ∃＝ 搭十掛・森陥稀有 斉 １日署‾釘喜 吉 ｌ貰‾好古１ ４０３ ３６８

１９８４ ６ １２河 久霹 書才尤 甫 経世・姦陥祐有 吉 川三菱‾釘書 斉川安す書１ ４０４ ３６９

１９８５（天す９） １５４０ ６ １２手 隊元 書状 屈ｌ富源四 郎 闇５１ 国書マ右衝 門 閤２ ２ ３０４

１９８６一天文 １２） １５４３ ６ １２大 内葉 陰書推 喜ＦＲ手松 丸 藩 申１３〈言 円′卜方衝門）．勧善１く言 開平 四郎〉

１９８７一天‾茫２３） １５５４ ６ １２圭弄日陰青 書１犬 中村二 郎方衝門 藩 中７　中才寸孫＝

１９８８（天了Ｆ４） １５７６ ６ １２告 Ｊ元暮 外＝名適量書経写 讃三円方農助 ７キ今消息集 神茶日展史背料編 ３

１９８９（天了Ｆ９） １５８１ ６ １２様薫１罫書撒 山［Ｒ青 ｉ官 山ＦＲ；麦肯‾釘喜

１９９０（天 荘９） １５８１ ６ １２相 原元盛暑状 談 ＝　＝ ＬＵＦＲ芽肯す書

１９９１ ６ １２壬 輝元 書撒 青書 余 子署す書（鳥瞑１！艶冨 ）

１９９２（慶長 ２） １５９７ ６ １２甫 広安 善：状 ！区洞弄 ｌモ ・ 阻５　手刷厚 着簡 門 閤１ １３ ５４

１９９３（慶長４） １５９９ ６ １２∃＝ 広家 書状 琴芝右 勧 書く零屋＋ 駅長彼）．貰中３〈粟屋） ｒＥ烏ｌ真申Ⅴ ４ １４３

１９９４（慶長 ６） １６０１ ６ １２吉 川広家 自筆書状 寝所普 （闇伯青雲覆） 丙 禅永畢両手ＩＲ箭‾釘喜 斉 菱文書馴 隻 ２０７ １７４

１９９５ｒ慶長 ２０） １６１５ ６ １２幕 Ｊ如巻（広安）白雲書１犬 美ｉ鼻（斉川Ｊて正） 斉川芽‾釘書 ■芹 安す書２ １３２３ ５３７

１９９６ ６ １２圭剰ｌ毒青書、状影写 斉 川和泉守 （芥貰） 右 胃．吉日家文書 苔 妄‾釘書㈲ｌ隻 ・１６９ １８１

１９９７ ６ １２斉 地券（広家）自警書三伏 美 、濃 （苗 １日広ＴＦ） 斉川案文書 甫 ｌ三菱す巻２ １３２０ ５３３

１９９８ ６ １２言 正家書斗犬 要＋ 丘（璽屋て豪戚）・二兵介（二宮暑実） 二宮帽夫什書 苫 １妄す書馴 隻 ３７９ ２８５

１９９９ ６ １２甫 広家書：状 ‾丘 （‾富岳貫） 二言相手什書 甫 ｌ貰す書別 隻 ３８３ ２８７

２０００ ６ １２罵 広喜書状 竹隋 （森臨書 貞） 藩中１６　森Ｆ罷描章汀

２００１ ６ １２苫Ｊ広家」■状 柵買 方 藩中２　洒八郎右衝門

２００２ ６ １２告Ｊ広葛 書封犬 若新 藩中４　大成新星衡

２００３（甘明１４） １４８２ ６ １３大内Ｉ妄　 評適量 犬 喜 野河守 甫Ｊ貰て書 ‘芳 一ｌ藁‾釘蕃１ ３４６ ２９８

２００４（天す２３） １５５４ ６ １３き＝弄隆青書：状 清掃 越後守・中村 二組斉衝門 ；書中７　中村孫 二

２００５（‾１■２） １５７１ ６ １３
芸Ｊ青煮書：状 恩 屡弄冨・名誓元磯 閤７６　中島神 長衡 閤２ ６ ７２４
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２００７
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２００９
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（元１４１ １５７３ ６ １３岸禾ｌ義昭都内書 吉 Ｊ隊河三軍 吉川て豪甘書 甫 Ｊｌ安す書 １ ４８２ ４３１
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甫Ｊ
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手禾
素手
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苔 Ｊ
善 Ｉ
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２０３２（慶長１０） １６０５ ６ １４吉川広家 自筆書状

隼 人（今 田家戚）・寮右衛門尉 （吉田家重）・

勘左衛門尉（吉川 継芙）・二兵介 （二署長
実 ）■・左京（香川家景）・備前 守・宗尤 （香川

春継）・九右衛門尉 （祖式長好）・妄右衡門
尉（松岡長佳）・勘右衛門尉 （原景仇）・下野

守（今田善政）・内蓋己（益田家敬）

祖式荘太郎什幸 吉川家文書別集 ７１０ ５１９

２０３３ｒ慶長２０） １６１５ ６ １４吉 川広家書状 吉 宗右（幕 ＦＲ貫首 ）・ニ兵介 （ニ富農冨） ・・■・・・一 百美什書 吉川家文書別集 ４２５ ３１３
２０３４ ６ １４吉 川加美（広安）目蓋書状 永興寺 丙 】葉蘭寺 ＩＲ蔵す書 斉川；家す巷別集 ２３３ １９４
２０３５ ６ １４吉 日如兼（広安 ）白誓書：伏 永 畢寺 丙 畢蘭寺 ＩＲ箭‾釘書 与有川貫す昔馴隻 ２７７ ２２０
２０３６ ６ １４吉 川広家書状 宇次 郎右・中覇右 ・掃十右 藩中８く宇都宮 六方衛門〉＿；家中５くｉ青弁 フ廿・）

２０３７ ６ １４薫 ｍｒＥ安善１犬 洒太 郎弄 藩申２　洒 八郎右衝 門
２０３８ ６ １４吉 川広家書状 松 四郎方・聞損．右 藩申６　才日式裏茅擾

２０３９（永禄５） １５６２ ６ １５手．利元貯蓄状 斉 川弄薫 閤１０３　都 野十 兵衛 閤３ ５ ２５０
２０４０（永禄５） １５６２ ６ １５毛利 元許書状 璽 屡元借・山足許凍 藩中１０　山風杢

２０４１（永禄７） １５６４ ６ １５暴 利元静竜北 ′ヽ専 売武 閣４６　′卜寺忠右衛門 聞５ ３８
２０４２（永禄１１） １５６８ ６ １５毛利 元静白筆書耳犬 苗 ｌ目元秦 ‘芹 マ書 言Ｊ＝安‾釘書２ １３６９ ６４６
２０４３（弄丸３） １５７２ ６ １５ 卜野信寄書：状 吉 川治 郁少豊前 寓 て書 斉＝６４０＿大 日本 史糾１０－８
２０４４ ６ １５犀利義 昭㈲内妻 吉 川元薫 苔 ‾釘書 斉川貰す書１ ５３２ ４８３
２０４５ ６ １５主 剤弄秋書耳犬 譜ｊ最　托市 郎右衛門俣ノ「Ｊ 広島風昏Ⅴ １５ ２６６
２０４６（天下Ｆ１８） １５９０ ６ １５音 声毒喜美印状 屋崎 ｉ書婿　 ′卜旦川隆景・岡崎∵吉 日†て；家 ′、旦川安す書 ′、与川安文書１ ３７１ ３２６
２０４７（す禄２） １５９３ ６ １５土着［Ｒ音感書：状 斉川倖絆 吉川家文書 吉日家‾釘書１ ７１５ ６６１
２０４８ ６ １５吉 川如棄（広家）自筆書耳犬 丙菅 丙 興両手 ＩＲ箭す書 ■斉川貫す吉男‖隻 ２８３ ２２４
２０４９ ６ １５吉 ＝始業（Ｊて貰）書：状 二丘 介（二言馬首 ） 一 百美什書 吉日安す巻阿１集 ３８５ ２８８
２０５０ ６ １５吉 日広家書状 苓 フ弁　 ■ 藩中８ ：宇部冨六方 衡門
２０５１ｒ天す１７） １５４８ ６ １６大 内義隆書状 出羽 東方衡門尉 安中４　古豪磁Ｉ喜

２０５２（天す２３） １５５４ ６ １６圭 弄‖隆青書躁 中村 二郎二芹衡門 話中７　中村孫 ニ
２０５３（永禄５） １５６２ ６ １６屏．子義久別物 森 陥孫＝＿郎 安中９　尻手家斉す 書写　 森森脇一票十

２０５４（永禄１１） １５６８ ６ １６卓 利元就眉 筆書耳犬 ▼ 壬 す書 壬弄日吉‾釘喜２ ５５１ ２３９
２０５５（天ＴＦｌＯ） １５８２ ６ １６斉 川元最古三伏 発 行 厳 好す書 Ｊて烏庭中 Ⅲ ８４３ ４８５
２０５６（天盲Ｆ１３） １５８５ ６ １６森脇蓉調書状 首 長郡▲太垂鋸 富家す書・島根庭教育委 音会所 箭 大社町中　 ‾ ２１４５ ５５１
２０５７（天盲下１３） １５８５ ６ １６吉日元裏書状写 首 長郁太亜 宵債券安肯甘童写 大社町中 ２１４４ ５５１
２０５８ ６ １６吉川売春書状 山田尾部承 山仔Ｉ著す書（ＬＵロ虞‾訂書館）

２０５９ ６ １６暴利漣弄善推 令 子方衝門大美 合子安す書（鳥原†影写）
２０６０ ６ １６甫＝元馬券数井偵米近事 椰：芋１看毒語・弄行 厳島野館文書 Ｊて皇【星更 Ⅱ ８４６ ４８７
２０６１ ６ １６■吉川元首古書犬 洞泉寺 ㈲義幸‾釘薯＿安中８（５相見手 許箭 フ写） Ｌ山口県 申Ⅱ８＿広 島県更Ｖ６

２０６２（元和９） １６２３ ６ １６暴利宗瑞漣元 日笠善雄 岳門守 ．暴利夏甘書 重刑家‾文書４ １４２０ ３０４
２０６３ ６ １６斉 川Ｊて芽幸二状 森絃後 （嘉男 ）・二神．芹 連中３　二言神方衝 門 広島県 史Ⅴ ４ ９４
２０６４ ６ １６斉 川†て貫巷ゴ犬 体力．丘・董卓 ・有要斤兵 藩申４∵大：炭新玉衡

２０６５ ６ １６吉川広安善派 素庵 藩中５　竹下樺太美

２０６６ ６ １６盲 川広家覚書

隼人・雫石 衛門・勘左 衡門・兵介 ・左京・偏

前守・家作 ・九右衛 門・蓑右 衛門・勘左衛
門・下野守 ・内記

津中６　祖式嘉織

２０６７ ６ １６斉川広安書］犬 億前 藩中８　宇都宮六方 衛門

２０６８ ６ １６吉川ｒＥて家書：状写 首長郁大撼 貰儀美家斉官 主写 大利甘「申 ２５４９ ７９３
２０６９（天「丈８） １５３９ ６ １７屏子詮久書状 斉川畢搭 吉 育て書 甫 １【１安す書 １ ３７７ ３３７
２０７０（天す８） １５３９ ６ １７河副久感・湯原寺清適著書状 森陥祐有・寓＝ｌ；経世 吉 芽‾釘書 吉川家‾釘書１ ３９７ ３６１

２０７１（天文８） １５３９ ６ １７河副久愚書揉 吉川経世・森陥稀有 弓考 育て書 苫丁目安甘書１ ３９８ ３６３

２０７２ｒ‘芙ＴＦ９） １５８１ ６ １７斉川鋒家書斗犬 青首要斤五郎 有 声．斉 川芽‾好古 吉川家‾文書別 集 １４７ １４９
２０７３ｒ天７下１３） １５８５ ６ １７吉日青菜書推 首長郭太城 竹下夏‾好古 大社田丁更 ２１４６ ５５１
２０７４ ６ １７吉川元暮書状 ♯孫＿巨 譜ｊ長い２３　♯ ト東署 １２

２０７５ ６ １７斉川元素書：状 鷹淵寺 嵯淵寺す巻 大社田丁寧 １９４８ ４３４
２０７６ ６ １７吉川元春書状 森陥三芳三操守 藩 中１６　森脇雑汀

２０７７（天荘１５） １５８７ ６ １７（二俣弄棟書経 丙禅モ軍（屠伯東礎） 丙禅永贋ｌ両 手旧看守甘書 吉 川家文書 別集 ２８ ２１
２０７８ ６ １７佑１廿元羞書状 隠岐卸公領照雄下 中 等置貰す書 （鳥原丁影写 ）

２０７９ ６ １７斉川†て軍書：状 神式カ．右衡門・二宮卓介 ・原敬有徳門 藩 申６　才日式墓綿
２０８０ ６ １７吉川広正喜揉 和式九有徳門酎 （洋 昆） 謂 式ヨ芋太郎什書 －　 ・型－；童 ６５８ ４７９
２０８１（永禄５） １５６２ ６ １８吉川元蕃 自筆書状 隆元 貴 酬芽▼宮古 卓利署‾釘喜２ ７８５ ５４５
２０８２（永禄５） １５６２ ６ １８吉日売春 白董書状 隆貢 暴 利署甘苦 暴利；家す書２ ７８６ ５４６
２０８３（永禄５） １５６２ ６ １８暴利隆弄・元許避暑書状 山風洋二☆・国吉１静信 閣５５　同音１与一斉衡 門 閤２ ７

２０８４（弄亀４） １５７３ ６ １８福原元億・ロ三田涌 邑・吉川元素適量 書：状 楢崎 三河笥： 稽 山宙賞す薯＿閤５３　楢崎与兵衛 閤２ １１ ３３９
２０８５（天了下２） １５７４ ６ １８毛利輝元書状 仔１高井島 北 島軍す書 大計甘「申 １８８３ ４０４

２０８６（天下Ｆ９） １５８１ ６ １８斉川元書書状 山ＦＲ吉肩 藩 中１０　山ＦＲ平次右衡門

２０８７ ６ １８斉川青煮・弄長避暑書４犬 山仔寸書肩 藩 中１０　山開平次右衝門

２０８８（天下Ｆ１６） １５８８ ６ １８吉日広家書揉 ＬＵ；芦峠 藩 申１０　山県別井 衡門

２０８９（天了下１８） １５９０ ６ １８善臣秀吉朱印状 ／卜早 目隆景・甫Ｊｌｌ∫て貰 ′卜旦＝芽す書 ′卜星 川安 す書１ ４６０ ３９９

２０９０ ６ １８吉日広家書耳犬 竹中＋．卓衡 藩 中５　武等衡

２０９１（天‾文１７） １５４８ ６ １９吉川元善書：状 今ＦＲ好意 御書１ 吉川肋．組長衝

２０９２（永禄５） １５６２ ６ １９吉川元書 自重書揉 隆弄 圭利家文書 手利家 文書２ ７８１ ５４１

２０９３ ６ １９言＝元老書状 山県許次 藩申１６　末永兵 八 Ｊて鳥ｌ旦申Ｖ ３ １２９

２０９４ ６ １９苔丁目青煮書：状 ♯ 卜孫兵衛尉 譜重畳い２４　♯ 卜ｆ解放 ７

２０９５ ６ １９源ｉ刀長官書 閣２ち　謄揚太 郎芹 軒門 閣 １ １７ ６８６

２０９６（慶長５） １６００ ６ １９斉川広貫 目蓋書：状 謂九右（神式暑好）・宗 源右 開式芹太郎什書 苫 Ｊ＝安 ‾史書別集 ６２４ ４５１

２０９７（欝長１１） １６０６ ６ １９吉川広家 自筆書状 松三＿介 甫 貫す書＿藩 申１１く松浦 了介）．安中１０ 甫 Ｊ＝；家す書２ １３４５ ５６５

２０９８ ６ １９砺含勝青書：状 吉日ほ琶人 弓考 安す書 告 Ｊ＝藁す書２ ９５６ １２１

２０９９ ６ １９甜年書：伏 苫 芽‾釘書 吉 日署セ‾巷２ １４８０ ７５６

２１００ ６ １９吉川広家書状 冥ナ・相馬・＝介 ；書中１１松浦 耳介

２１０１ ６ １９斉 川広家書状 ●＝ ；苺中８　写コ眺苫六方衝門

２１０２（天‾訂１８） １５４９ ６ ２０′ト等原音徳書］犬 卓剰ｒ／初級次郎 甫 安文書 一斉日豪文書１ ４３２ ３９１

２１０３（天す１８） １５４９ ６ ２０′卜等原長徳書状 卓剰【 罵 藁す墓 言 上目貫‾釘蕃１ ４３３ ３９２

２１０４（天す １８） １５４９ ６ ２０′卜寄席長雄書状 三当≡書拙≡■ 喜 署す書 斉 川貫‾釘書１ ４３４ ３９２

２１０５ ６ ２０圭利元隷 書揉 元憲 譜 ｌノ６６　下 鰐持紆 ７

２１０６ｒ天下Ｆ１２） １５８４ ６ ２０吉川元長 吉揉 ；巳－・了 ′卜野安す巻 一大事＋町中 ２０７９ ５１８

２１０７ ６ ２０吉川売春書 状 贋淵寺生行事 ｊ鰐淵寺す書 鰐淵寺‾好書の 研零 ３９６ ６７１

２１０８ ６ ２０吉 １日青書書 ：状 吉 日緯言 安中９ ：貯木椙ヨり姜トＨ

２１０９ ６ ２０吉 Ｊ＝青馬圭推 右械 申守 右；家‾釘書＿藩 中２く右十郎兵衛〉＿安中３（石貫徹書類：引

２１１０ ６ ２０吉川元兵書 状 伊七兵
石家文書、藩 中２〈石七郎兵衛〉、家中３〈石家卸書類写〉、

御書２く伊意杢 允〉

２１１１（天 ＴＦ１８） １５９０ ６ ２０善 臣秀吉朱 印状 瀞得 点噸 ／卜旦 Ｊｌｌ隆景・闇峰　 吉川広家 ′卜旦川家甘書 ／卜旦川；豪‾野暮１ ４５７ ３９７

２１１２ ６ ２０吉川広家 白笠書状 才日九右 （和式尾好） 和式芹太 郎什書＿藩中６く神式真綿） 甫Ｉ＝茅‾百舌馴隻 ５８５ ４２１

２１１３ ６ ２０甫 Ｊｌ胤 巻 （広芽）自筆書斗犬 謂九右 （謂式馬好） 神式芹太 郎什書 斉川安甘書柳ｌ隻 ６２８ ４５５

２１１４ ６ ２０吉川如兼 （信委）書：状 二長 介（二言恩讐） 二言帽美什書 ‾芦‖＝安‾文書別集 ４３５ ３２０

２１１５ ６ ２０吉 川広家 書状 洒太 弄 藩中２　泄 八郎右衝 門

２１１６ ６ ２０寓眉．（壬利）故意（蹴循）善 書犬 二重介 （二宮長貰 ） 二宮帽秦什書 吉川家文書別条 ５３３ ３７３

２１１７（長芋 ２） １４８モき ６ ２１】接薫育高 陪書：状 甫 ＝経基 吉 １＝妄‾釘喜 ■吉日て麦す書１ ３４７ ２９９

２１１８ ６ ２１毛利 隆元 書状 曹助 八 育防松崎天満宮誰‾丈 ・・遊＝＝・▲ ５０８

２１１９ ６ ２１Ｌ山県意次 ・森 ｌ院長 貫通墨書：状 バ、原阜前守 益ＦＲ安す書巻３７

２１２０（元１３） １５７２ ６ ２１斉 川元素 書：状 野村 十悦 閣 １２３　野村作卓彷 閣３ １６ ６２０

２１２１（天下Ｆ９） １５８１ ６ ２１吉 川売春 書状 同一本 意≡畿 石眉．ｒ河本す書

２１２２ ６ ２１吉 日青菜 書状 蓄 汗弄 王 再拝Ｉ安‾軒書巻３７

２１２３ ６ ２１吉 川元 裏書状 山屁婁右衡門酎 Ｌ山ｌ皇軍‾好古　 ・ 広島県立文書貼紀 要２ ８ ８２

２１２４ ６ ２１吉 川売 春書状 森 臨書壱 藩中 １５　査陥笠年

２１２５ ６ ２１吉 神話 割引 犬 二宮 妻滑 藩 中３　二宮神 方衡門

２１２６ ６ ２１吉 日弄 長者三伏 春 Ｊｌｌ薫耕・森 陥一敗右衝門酎 連 中１５　森陥安牛

２１２７ ６ ２１吉 川元長書状
伊栗田春法・井上春佳・熊孫二・土佐・井上
００・森 臨；欠郎四郎

藩 中１６　森脇職江　 －

２１２８ ６ ２１吉川経書書状 宇⇒狐官憲佑 藩 中８ ！字毒狐冨 六方衝門 Ｊて烏 ｌ皇更Ⅴ ２ １０８

２１２９（天了下１８） １５９０ ６ ２１苫臣秀吉朱印状 ′卜阜川隆景・寺号‖Ｊて芽 ′卜旦 丁目宴 ‾釘喜 ′卜見 目妄す書 １ ４５５ ３９６

２１３０ｒ文禄２） １５９３ ６ ２１吉Ｊ＝広妄書：状 二停滞（二宮俊貰） 二言帽美 什書 吉川家文書 別条 ３５８ ２７２
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吉川元

併１廿弄

吉川広

罵Ｉ＝如
吉Ｊ＝広

斉川元
罵＝ｌ弄

吉川弄

安 自筆首書
妄 白簑書：状

青書：状
青書状

書紀藷‾訂
裏書二状

王者二状

家書状

業（口二芽）自重書：状
；家書１犬

葉書］犬
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長吉壮

九右‘

熊谷
元長
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妙寿
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田家
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中島
中島

′卜野

衝門Ｅ寸（謂式鼻好）

Ｊて音

平方衝門ｆ討
寺・平体甜ク ー

卸公儀領所 比国六鮎右衛門 酎・公す
人（今田家威）・同勘左（吉川 経実）・同

（益田家敬）・同 左宗（香川家 景）・宗尤
ｌ書経）・今下 （今田春政）・吉宗右（吉

重）・松 茸右（松 浦長佳）・祖九右 （祖式

・伊備 前・二兵 介（二宮 長実）・原勘右
）

寺
耶＝＿

弄 貞
貞ＴＦ

太郎右 衡門酎

祖式芹太 郎什書

和式三拝太 郎什書＿藩申６く和式某斉避）
聞４２ 熊谷与右箇 門

紫 蘭徴７年鱈ｊ諾す書
藩 申７（内藤権兵衛〉＿１封書１く内藤八郎右１斬門）

手：割安ＩＲ読諸家文書
等青安 す書（島周ｌ影冨 ）

祖式荘大部什書、藩中６〈祖式嘉織〉

丙禅永輿蘭書旧箭す書

藩中８ 宇部冨六方衡門
閤７６ 中 島神長衝

閣７６ 中 島神一重衛
漸書１ ′卜野太郎右衛門

吉川家文書 別集
斉 Ｊ＝家す書 別集

閤２

広島 風史Ⅴ
山 口県申Ⅲ

吉川家文 書別集

甫 Ｉ＝署‾軒書馴隻
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２１４４ ６ ２３吉Ｊｌ元首 自筆書 ：伏 屠伯東確 西禅永興両寺 Ｉ口前す 薯 吉川署す書別集 ７５ ５７
２１４５ ６ ２３士 経‾ぎ書：伏 安中３　今ＦＲ首 刀什書
２１４６（天子Ｆ１６） １５８８ ６ ２３ｌ 薫種書ゴ犬 信淵寺 鰐淵寺‾釘善 大社訂「嬰 １８６２
２１４７（慶長３） １５９８ ６ ２３士 広豪 自室書推 謂式九右衝門Ｅ寸（岳好） 和式芹太 郎什書＿藩中６く神式薫ｉ哉〉 喜Ｊ家す蕃別隻 ６００ ４３５
２１４８ ６ ２３青 ｌ広家書揉 垂平素 藩申９　桑原太ｉ重
２１４９（天芥９） １５８１ ６ ２４手 産Ｔｒ書斗犬 児軍書様 吉川家文書 吉 川芽す書２ １１８３ ３４２
２１５０ ６ ２４寓Ｊ売春書状 金子大和守 金子家す書 （烏阿髭冨）

２１５１（‾文禄２） １５９３ ６ ２４饅臣秀次朱印状 羽柴戸田侍祥（‘斉川広家） 吉川；表す書 吉川；家甘書１ ８２４ ７７９
２１５２（慶長２） １５９７ ６ ２４裏手漣元 自室書状 広家 斉Ｊ＝芽す善 ∃＝ 麦文書２ １２００ ３６１
２１５３（慶長２） １５９７ ６ ２４甫Ｊ広家書状 腎 鼻 圭利；家す産新幣輝令 ・夫妄 口：．＿県史Ⅴ １０ ４０４
２１５４ ６ ２４貫目広；家自室書寸犬 謂九右（開式長 好） 和式苅：‾太郎什書＿藩中６く和式妻織 ） 言Ｊ＝；表す書馴隻 ５８７ ４２２
２１５５ ６ ２４斉 広家書状 安中１Ｄ　本宗今円監什書
２１５６ ６ ２４言 （手 利）謝意 （計類）書状 二兵 介（二宮長 署） 二宮帽夫什書 吉 川貫す巻別隻 ５４３ ３７８
２１５７（天盲下８） １５８０ ６ ２５′卜旦日陰景書状 湯 原書 網 閻１１５　湯原文弄 衛門 閻３ ４１
２１５８（天荘８） １５８０ ６ ２５′卜旦日陰景書状 害 耶完 勝・森臨書 毒 藩中１５　森院繁年
２１５９ ６ ２５善 ．著書状 桜 井源 三郎 藩中１３　桜♯源三

２１６０（天正１６） １５８８ ６ ２５苫Ｊ広家書状 久利盛 勝 久利家文書、藩中９〈久利与左衛 門〉、御書２〈久利与二右
衝門〉 石 見久利文書の研究 ５０

２１６１（天正１８） １５９０ ６ ２５吉Ｊｌ広家書状 久利盛 勝 久利家文書、藩中９〈久利与左衛 門〉、勧善２〈久利与一右
衛門） 石見 久利文書の研究 ５３

２１６２ ６ ２５士 ｌ広宥書二状 才日ナ．右 藩中６　花王Ｅ董描

２１６３ ６ ２５苔 ｌ広正吉：状 二言兵 介（馬貰） 二宮博美什書 胃 Ｊｌ貰‾更書馴隻 ５０７ ３５７
２１６４（弘治２） １５５６ ６ ２６手 １貢献・降元連署書状 吉 日斉 憲 山 口博物館読‾釘書 Ｌ山口虔申 Ⅱ ７
２１６５ ６ ２６寓 【元誓書状 宇部言 責伎 藩申８　宇都宮六方衝 門
２１６６（天荘８） １５８０ ６ ２６‾告 ｌ元首書二状 山［Ｒ雪 直 藩中１０　Ｌ山間平淡 右鯨門

２１６７（一天７下９） １５８１ ６ ２６苔 ．青書］犬 山ＦＲ青 一首 ；書中１０　山ＦＲ平次 右衡門
２１６∈ヲ（慶長２） １５９７ ６ ２６き： 輝元 自筆書状 広家 吉日安す書 吉 川家‾茫書２ １２０２ ３６６
２１６９（慶長１１） １６０６ ６ ２６与考 広家 自筆書状 謂九右 （神式長好） 和式芹太 郎什書、＿藩中６（神式老嬢 〉 吉 川家文書別集 ５８８ ４２３
２１７０ ６ ２６甫 ｌ広家書状 塀肋方 藩申１１く脾罵弥 子〉＿家中５く草野宴〉

２１７１ ６ ２６甫 広 家書派 謂九右 ・松四郎弄 藩中６　ア日＿式基雑
２１７２ ６ ２６斉 ⊥純（広裏）書状 二言兵 介（岳’要） 二宮帽奏什書 吉 川安す書別集 ５５７ ３８５
２１７３ ６ ２７陶 瞥書：状 ＝浦弄 衛門尉 勧善２　三浦惣鼻筋

２１７４（天洋１２） １５８４ ６ ２７苔 元素書経 今 田経 高 安中１０　本宗今円監什書

２１７５ ６ ２７甫 青煮蕃］犬 児耳元 昆 紫淵寺す書 大計 Ｅ汀史 １８６３ ３９６
２１７６（天 了下１３） １５８５ ６ ２７′、旦日陰景書状 〉今泉元 渚 ）今泉；麦す書．閤１０２ノ２く冷 泉市郎）９５ 山口県中 Ⅱ １１３

２１７７（慶長７） １６０２ ６ ２７吉川広家 自筆書状 祖式九 右衛門尉〈長好 ）・二嘗兵介 （長英）・
原勘右 衛門尉（景仇） 祖式荘太郎什書 吉川 家文書別集 ６１４ ４４５

２１７８ ６ ２７‾吉川広家書状 十休 藩中８　宇都宮六方衛 門

２１７９ ６ ２７吉Ｊ広洋書⇒犬 二軍丘 介（馬冥） 二宮憎夫什書 吉 川家文書別集 ５１６ ３６１
２１８０ ６ ２７吉日広抑（広裏）書ゴ犬 開式ナ．右衝門（荘良） 開式芹太 郎什書 吉 川家‾文書別集 ６６０ ４８０
２１８１（天す１１） １５４２ ６ ２８杉隆首巻状 ‘芹Ｊｌｌ髄 繹 苔Ｉｒｌ妄‾釘婁 甫 Ｊ署‾釘薯１ ３９０ ３５４
２１８２（永禄１） １５５８ ６ ２８甫 ｌ元素書状 屠蒜青 葉 閣１２１ 屠ｌ有害兵衛 閤３ １９８ ５８０
２１８３（永禄２） １５５９ ６ ２８＝ヒ ｌ元素 自室領文盲 卜野鼠都大朝 信孝 ） 一斉川家文書 言 妄‾好古１ ４６３ ４１５
２１８４（永禄２） １５５９ ６ ２８甫 ｌ青書 白雲請‾灯茎 卜野臣都大美 ■斉川家文書 甫 要す巷１ ４６３ ４１６

２１８５ ６ ２８足 義昭御内幸 柳沢元 政 柳沢文書、閥２１〈柳沢 靭負〉１
閥１、岡山県史編 年史料

ｐｌ１８３
２１８６ ６ ２８岸 薬阿壬釘内書 （前後蘭） － 冨ＪＴ宴旧箭頂‾書 吉 事ｌ家す書別集 ３０５ ２４０

２１８７（天子Ｆ７） １５７９ ６ ２８斉ろ 景盛書状 横 山備 中守 稽ＬＵす書 「こ…風中Ⅳ １４ ８６５
２１８８（天正副 １５８０ ６ ２８森 春期書状 （山Ｆ口舌 ｉ宮） ＬＵＲ］蒙古一丈書

２１８９（天７下１０〕 １５８２ ６ ２８吉 一元意書：状 椰守扇 田・椰守 弄行 厳島野節す書 広島県更 ⅠⅠ ８３８ ４８２
２１９０ ６ ２８言Ｊ青書書：ほ 層ｌ本意藷巨 右眉．圏二本す書

２１９１ ６ ２８吉 青煮書：伏 森臨書親 藩中１６　森臨権卓板

２１９２ ６ ２８暴弄輝元書状 御崎 許卸描神社‾貯蓄 大社町史 ２０８０ ５１８

２１９３ ６ ２８′卜旦‖隆景舌己話す 杉原隆盛 閤５㍍木製右衡門 八〉＿芽 中５く杉原長方衝 門） 閤２」広 島県史ＶＤ１３６

２１９４（慶長６） １６０１ ６ ２８寓 ｌ広家 自筆書状 二重介（二宮長 一葵）・謂九右（謂式暑好） 二軍相手什書 寓 安‾灯書別集 ３９８ ２９６

２１９５（慶長１１） １６０６ ６ ２８吉 Ⅰ広安 自筆書寸犬 謂九右（和式馬 好） 神式芹太 郎什書、藩申６く神式 薫縞〉 喜 吉て書馴隻 ５８９ ４２４
２１９６ ６ ２８苗 「＝安善才尤 水谷新右衛門 藩申１４　メく谷六 日６

２１９７ ６ ２８喜 広家書状 森作者 藩中１６　森ｌ折緩江

２１９８ ６ ２８吉 広家書状 措孫右 藩申５　樽ｉ首＋ 凱兵衛

２１９９ ６ ２８一斉 広安 ？書４犬 宇杢 藩中８　宇都宮六 方衡門

２２００ ６ ２８苔 広家書状 宇二郎塵 藩中８■宇都宮六 方衡門

２２０１ ６ ２８甫 「こ貰書経 わくの弁 藩申８　宇部富美 方衡門

２２０２（腎ＴＦ６） １４６５ ６ ２９屋 義政都内書 吉川次部 ＝ 郎 苗 Ｊｌｌ署す書 言Ｉ妄■打者１ ３１２ ２６５

２２０３（天７下８） １５８０ ６ ２９■斉 元素書：状 草刈吉継 閣３４　葺刈太郎弄衝 門 閣１ １６ ８０６

２２０４（天正９） １５８１ ６ ２９吉ノ元長書状
牛尾次郎右衛門尉・大塚右京亮 ・塩屋木工
助・野津（野村ヵ）藤内・宇 山管長衝酎

藩中 １４〈塩屋仁左 衝門〉、御幸１〈塩屋八郎 右衛門〉

２２０５ ６ ２９▲芹 繹青書：状 村竹（村木）九 郎右 憩門買寸・木部 源兵衛 安 中５（大都斉門〉＿御書２く木部 太郎兵衛〉

２２０６ ６ ２９‾告 弄妻書状 菅拙弓誉 閤５７　蛙 ｍ権方衝門 閤２ １

２２０７（天７下１８） １５９０ ６ ２９尊 臣秀吉朱 印状 ′卜早川隆景・吉日広家 ′卜阜 ＝安 ‾釘書 ′卜旦目安‾文書 １ ４５３ ３９５

２２０８（天７下１８） １５９０ ６ ２９尊 臣秀吉朱 印状 ′１、旦＝隆景・■右肘広家 ／卜阜 目貫 す書 ′卜阜川署す書 １ ４５６ ３９７

２２０９（慶長 １０） １６０５ ６ ２９吉川広家 自筆書 状

隼人（今田家威）・勘左衛 門尉 （吉川継実 ）・

宗尤（香川春継）・下野守 （今田春政）・備前
守・冥右衛門尉（松岡長佳）・九右衛 門尉

（祖式長好）・勘右衛 門尉 （原景仇）

祖式荘大 部什書、藩中６〈祖式某織〉 吉川家文書別集 ７１２ ５２３

２２１０ ６ ２９’斉 Ｊて芽 蕃：状 今平右 ；家中３　今間者Ｔｌ什書

２２１１ ６ ２９ Ｊて貫首書 安 中６　併々大権塵衡豪

２２１２ ６ ２９甫 広家 集書 安 中６　怖々大権長衡安

２２１３ ６ ２９甫 広家 書状 謂九右・源右 藩 中６　和式業績

２２１４（元和５） １６１９ ６ ２９ ｒＥ洋書状 謂九右（謂式馬好） 謂式芹 太郎什書 吉 日ｌ芽‾丈書 別隻 ６５２ ４７５

２２１５（天 了下８） １５８０ ６ ３０手 淫 売書揉 森随意壱 藩 申１５　轟陥！落牛

２２１６ ６「「 苗 青 菜書状 藩 中１５　轟陥繁 牛

２２１７一首永 １２） １６３５ ６苫 軟 卜芋 屈ｌ神環神湊‾吉 卜書 大 鹿村神魂神社す書 島根 県八「東邦申 ７９ ２３５

２２１８（永禄 １２） １５６９ ６晦 毛利 元就・同輝元連署書 状 隆景 ・元春
関５６〈三戸 平左衝門〉３、閤１６３〈厚狭裁判〉２、防長風土

注 進案

閤２、関４、防長 風土注進案

１５ｔ〕１８９

２２１９（永禄 １１） １５６８ ６泥 卓弄 弄甜・信ｌ運青 菜墨 書揉 赤 目元零 ・雲居弄勝 ・馬♯元馴 閤３２　禾 ＝；断妊由 閤１ ３２ ７７３

２２２０ ６晦 胃 青菜・′卜旦 ｍ隆景連署書状 厚ｌ右 ・僻耳 ≡削浸い２８　♯ 卜弄感 ５７

２２２１ ６晦 斉憲・福 原貞億 適量書状 子安 羊麦芽‾釘書 大社肝「申 １８４４ ３８７

２２２２（ｋ禄 １１） １５６８ ６晦 苔 青書■ヒ］犬 森臨書毒 藩中１５　森陥 繁牛

２２２３
７

（天 正９） １５８１ ６晦
森下 道誉・中村春続 ・斬枝春元 ・山県就慶 ・野

四書 実・長闇正 勝・吉川繹家運著 書状
香川春継 ・森脇春期 石見吉川家文書 吉川家文 書別集 １４２ １３６

２２２４ ６晦 青菜書：状 盲石川薫借 藩中２　市川家蘭嗜項∴撮孫十

２２２５ ６脂 青馬自室書：状 以徽 西禅永興両手Ｉ口前す書 甫 ｌ豪一丈書別隻 １１５ ９８

２２２６（慶 長７） １６０２ ６晦 １考 広；表白笠寺１犬 雪一光寺 丙禅永興両寺ＩＲ読甘善 苗 芽‾軒書別隻 ２１２ １７９

２２２７ ６
下
伏

吉ノ元長自筆警状 以徹 西禅永興両寺旧蔵文書 士⊂コ 家文 書別集 ５４ ４２

２２２８（永 禄５〕 １５６２ ６ 手 弄静白筆暮書 手 車＝騒音 暴利芽‾釘喜 手こ弄安‾文書２ ６９１

２２２９（永禄１１） １５６８ ６ 降元害（大内霞）消 息 斉 川青書 吉日家文書 苔 貰す 書２ １２１６ ３７８

２２３０（ｋ禄１１） １５６８ ６ 霞 ■＿　＝ 手利；麦す巻 毛利；豪す 巷２ ７４２

２２３１ ７
ｒ天下Ｆ１３） １５８５ ６ 苗Ｊ‾阜▲・揉 樺 渚森吉 藩中５　持主首額一介

２２３２
ｌ

（天子Ｆ１５１ １５８７ ６ 某（Ｔｌて ＿
斉 川経書）書二状 山風董右衡門露寸 藩中１０　山県＋介

２２３３ ６ う宇目（二俣弄横寺、状 三原城戒窄‾宮古 （風音二原高等学校 所箭） 広尾 ｌ邑智Ⅳ １６ ４９８

２２３４（慶長２） １５９７ ６ 告 広夏 日筆書］犬茎 吉川貫‾釘書 苔 貫す 書２ １２０１ ３６３

２２３５ ６ ＝ｌ＝ 広家書状 松 寄寓 藩中１ 今田甚兵衛

２２３６（天文１８） １５４９ ７ １管長隆著書：状 ｆ再横寺管彗 ‘斉川妄す書 苔 １安‾茫書１ ３９１ ３５５

２２３７（永禄５） １５６２ ７ １圭刹隆元 自筆常吉 暴利家文書 卓 ｌ安■釘喜２ ７５７

２２３８ｒ天γＦ６） １５７８ ７ １ｆ二俣弄横洋米ｉ反事 椰 守胃毒語・元行 厳島野ゴ方‾釘喜 ｒｒ＿ 眞史Ｈ １２９７ ７９４

２２３９ｒ天子Ｆ６） １５７∈‡ ７ １杉原感電書状 脾耳元業 児不文書＿闇１７くしＦ．羊三郎右衛門）８ 山 口県更Ⅷ ４０

‾夫γＦ 粛毛唐唇音・　 野路青ｉ車重 ′卜旦ｍ隆景・∃＝侶元素 ｌ零す書　 １７（僻耳千　古右衡 『９ 山 口ｌ見辛 ４１

．２２４０

２２４１
２２４２

２２４３

ｒ ｌ＿６）
ｒ天下Ｆ６）

ｒ‾完了Ｆ６）
（天子Ｆ８）

１５７８

１５７８
１５７８

１５８０

７

７
７

７

１

１
１

１

才ろ
斉毛

苔Ｊ

原感電書状

原盛雲・芙野隆盲適量書†犬

ｌｌ斉憲書：状

児苓′卜次郎

隆景・元素
今 閉経高

閤１７ 僻耳竿郎右衝門

閤１７ 脾罵＝那右衝門

安中１０ 本案今［Ｒ臣什書

閤１
闇 １

８
９

４７６
４７６

２２４４

２２４５
２２４６

２２４７
２２４８

２２４９
２２５０

２２５１

２２５２
２２５３

２２５４
２２５５

２２５６
２２５７

（天洋１０）
（天ｉ下１１）

（天芥１８）

１５８２

１５８３

１５９０

７

７
７
７

７

７
７

７
７

７
７

７
７

７

１

１
１
１

１

１
ｌ

１
１

１
１

１
１

１

累乗

托
害Ｊ

喜ｌ

∃考Ｊ
苫Ｊ

′卜
告Ｊ
吉Ｊ

甫Ｊ
吉 １

吉 １
害Ｊ

苔Ｊ

朋蓮青書］犬

妻忠書状
【ｌ元薫書］犬

ｌｌ元羞書は

ｌｌ青森書揉
１１元首書経

旦川路貴書ヰ犬
１１広；家書三伏
ｌｌ口：；家書推

１１広家書状
ｌ【広家書状

ｌｌ広家書状
１１広家書揉

１１広家書揉

♯ 原元尚・熊谷 許吉

河ｌ火長門三軍

官ｌ盲１右京茶
同着

井 卜妻冥
冨 一宇薫貫

広署
謂九・松署 ・再宗・二兵・松＝

今忠弄

森作右
細大弄

太弄
垂平右

♯原案文書

秋 卜妄‾釘喜
目釘蹄神社

日御許神社
藩申１（♯ 卜

冨ＪＴ冨 ＩＲ一読
安中３ 雲居

藩申１ 今ＦＲ
藩中１ 今問
蓮中１０ Ｌ山県

藩中１６ 轟院
藩中２ 柵 八

藩中２ 洒八
藩申９ 桑原

て書

て書
葺丘 衝）＿家中５－く♯ ト助七 郎）

‾好古
毘勧善
甚．鼻筋

仲井衡門
半ｌ方衡門

一′三±眺右衝 門

郎右衝 門
太王室

広 島大学す：筆都折宇島４９

大社ｌ町中

’大社町史
犬 社【町中
広島虞史Ⅴ

吉川貫す巷間ｌ隻

４２

２０５４
２０８１

２０８２
２

３１２

１２１

５０３
５１８

５１９
８１■

２４３

－１３８－



２２５８ ７ １苔 広 洋書 ：状 二丘介（二宮馬貰） 二 宮帽美什書 喜 安‾好古 胃＝集 ４５９ ３３５
２２５９ ７ １甫 ｌ広真書 才犬 堕　　 ・瑚　　 表 二宮 帽奏什書 甫 貰‾釘書脚ｌ隻 ５４９－３８１

２２６０（永禄５） １５６２ ７ ２再 元暮春状 大浦際 丙禅友軍両専一口前す書 寓”麦▼文書 別ｌ集 ２３ １７
２２６１（永禄１２） １５６９ ７ ２′、阜 ｒｌ隆景 ・吉川売春連 署書揉 溜右衝門 （平体計 ク）・内箭承（要屡元播） 閣３９　拝養方擢子門 閤２ １４ ６９
２２６２一天了下６） １５７８ ７ ２吉 川弄妻 ・／卜星川隆景連署 書状 要屋内読承 ・岬．雫市 允 閤１７　児不買郎右 衝門 閣１ １０ ４７７
２２６３（天荘９） １５８１ ７ ２吉 川元老書状 湯原暮細 閤１１５　湯 原‾文末衝門 闇３ ６０ ４４４
２２６４ ７ ２斉川元長書状 舎子大和守 令子署 ‾釘喜（鼻阿影写）
２２６５ ７ ２斉 Ｊ元長 自筆書 状 上Ｊ徽 丙 禅永圏両手ＩＲ蔵文書 言Ｊ＝貰‾文書㈲ｌ集 ６０ ４６
２２６６ ７ ２吉 川元春 自筆書 状 隆元 貴 幸目貫 て書 手利署‾釘薯２ ７８２ ５４３
２２６７ ７ ２士 広家書状 才日九右 藩中６（神式墓ｊ離〉＿御者 く神式）
２２６８（天‾文２３） １５５４ ７ ３∃＝ 元裏書状 ・≡；歪 ・三 闇Ｉ５６　赤大九駄弁徳門 閻２ ４
２２６９（天子Ｆ３） １５７５ ７ ３斉 元長書状 福原静≡呼 閣６７　福原二 郎右描 門 闇２ １３ ５７１
２２７０（天言下ｌＯ） １５８２ ７ ３壬 漣元書：状 ♯原元尚 ・熊谷許亘 ♯原安 甘書、閣４０く♯原藤兵衛 〉２１ 広島大学‾文学部陥己宰第４９ ４３ １２２
２２７１ ７ ３盲右 繹好書状 ‾ 智Ｊ欠 汀円安 文書

２２７２ ７ ３∃＝ 弄裏書状 舎子貫 ‾文書（島田†影冨）
２２７３ ７ ３青 元善書：状：Ｅ 竹女囚 鮎塵衡 芹寸 吉 川家 什書＿藩中５（武永書介） 吉川；家す書 即ｌ隻 ７３４ ５４２
２２７４ ７ ３甫 元薫書状 山田出雲守 閤３１ 山［Ｒ首長 徳子 闇１ ５１ ７４４
２２７５ ７ ３青 元裏書慄 市川書傍 藩中２　市川安勧善写　 経孫 十

２２７６ ７ ３幕 元素書状 宇覇王苫蓑俵 藩 中８　宇都宮六方衛門
２２７７ ７ ３斉 広家書状 十イ芹守・苫前守 安 中６　怖々大権兵衛安

２２７８ ７ ３＝ヒ 広家書状 ＬＵ市長 藩中１０　山 ｔ旦‾斤ク推

２２７９ ７ ３吉 Ｊて宴書 ’状 森作右 藩 中１６　森 陥新 手凱

２２８０ ７ ３斉 広安善雅 太方 藩申２　泄八郎右鯨門

２２８１ ７ ３盲与 広家書 揉 平二右 藩申９　熊谷助方衡門

２２８２ ７ ３苔 ｌ広家書 揉 合か 藩中９　熊谷又属 衛

２２８３（弘治２） １５５６ ７ ４手 元隷書 推 吉川元暮 藩申１３　併滑 降市郎

２２８４（永禄１２） １５６９ ７ ４斉 売春書 状 今田経忠 安中１０　本冥今 仔耶蚤什書

２２８５（元１３） １５７２ ７ ４山内 随涌書 ：状 ′ヽ旦 Ｊ＝隆景 Ｌ山内首藤安‾汀書 大 日本 寓す善１５ ３９８
２２８６（天芥３） １５７５ ７ ４一色議長書 状 吉 Ｊ＝膨河守 甫Ｊ目安 す書 甫 ；豪す書 １ ５６０ ５０２
２２８７ ７ ４武ＦＲ音信書 経 斉 Ｊ＝】防河守こ 鋸淵寺■文書 大 町 中 １９５０ ４３５
２２８８ ７ ４肩三ｆ召音信書 経 同音ｌ青煮 ・児耳元業 環淵寺 ‾文書 大 訂「申 １９５１ ４３５
２２８９（天子Ｆ８） １５８０ ７ ４＝ヒ ｒ青煮書 ］犬 湯原妻綱 閤１１５　湯原す 方術門 閣３ ６１ ４４５
２２９０（天子Ｆ９） １５８１ ７ ４苫 ｒ元秦 自筆書：状 吉川繹言 甫Ｊ＝署‾釘書 斉 川署 ‾釘喜２ １２４１ ４３３
２２９１ ７ ４寓 Ｊｌ元素書状 市 ＝妻僚 藩中２　市川家御書写∴ 篭孫 十

２２９２ ７ ４甫 広家書 状 二兵介（二宮馬首） 二富帽黄什書 吉 川家 ‾好古別隻 ３８０ ２８５
２２９３ ７ ４享 Ｊ広家書状 洒太方 藩申２　柵八郎右衛門

２２９４ ７ ４■芹 ｌ広家書状 不弁 き書中８　宇都宮大方衝門

２２９５ ７ ４開式九右後 門書：状 杉四郎弄衛 門 藩申１４　広瀬二 丘衡

２２９６ｒ永正１５） １５１８ ７ ５間同塵 ク書 ：状 苫 Ｊ＝繹韮 石胃＿喜川著す書 吉 事＝妄 ‾好古別集 ７３ ７２
２２９７一天甘２３） １５５４ ７‾　５壬 隆売春状 中村ニ☆耶斉衡門 藩中７　中村孫＝

２２９８ｒ永禄１２） １５６９ ７ ５毛利ｌ元就書状 山ＦＲ雪置 ＬＤＲｌ安＃す書．藩 中１０く山円平次右衝門〉

２２９９（天正６） １５７８ ７ ５
苫Ｊｌ
墨紀

【元春 ・小早川 隆景・口羽春好 ・宍戸 隆家運
詩文写 日野五郎 ・立原源大兵 衛・山中鹿助 右田毛利語録 島根県 史８ ７５４

２３００（天正７） １５７９ ７ ５
吉川元春 ・口羽通長 ・福原 貞俊・小早川 隆景連

著書状
神門家旧蔵文書 大社町 史 １９７７ ４５８

２３０１ｒ天 子Ｆ８） １５８０ ７ ５苗 弄長書 状 福！行方板 門 閤１５８　飯関与一方衝門捕∴木原平箭 閤４ １１ ２５７

２３０２ｒ天 洋８） １５８０ ７ ５甫 元森 書経 森陥責苛 遷中１５　査 陥！区牛

２３０３ ７ ５甫 Ｊｌ元裏書：伏 山 ｌ良書右 衡門酎 Ｌｌ＝昆妄‾文書 広 島県立‾文書絹紀専２ ９ ８２

２３０４ ７ ５卓封 珪青書こぼ 藩申２　南川麦蘭眉竃∴隋孫十

２３０５ ７ ５甫 青馬書状 同業 右眉．阿木す書

２３０６（天 ＴＦ１８） １５９０ ７ ５普 臣秀吉 朱印 状 潜 得 点噸　 ノト旦Ｊｌｌ隆景・閻峰　 吉 川広宴 ′卜旦 ＝ｌ！豪す書 ′卜阜川買‾釘書１ ３６９

２３０７（天 ＴＦ１８） １５９０ ７ ５替 臣秀吉朱聞 状 ′卜星 川隆景・甫 Ｊ‖正賞 ′卜阜 侶安文書 ／卜星川；麦‾文書１ ‾　３７０ ３２５

２３０８（天 下Ｆ１８） １５９０ ７ ５尊 臣秀壱牒ぼ桐仁 ′卜与 川隆景・甫 Ｊｌｌ広家 ／卜旦 町家文書 ′卜阜旧家文書１ ４６１ ４００

２３０９ ７ ５＝ｌ＝ １加美（「Ｅ麦　 白筆書推 美濃 （胃 附広了Ｆ） 吉 Ｉ＝要す書 ■芹 安す善２ １３２２ ５３６

２３１０ ７ ５書 Ｊ広家書状 佐々木源兵衛尉
藩中１３〈佐 々木松助〉、家 中４（小河内源兵衛家〉、御 者

（」、日光松〉

２３１１ ７ ５一考‖広家書状 三宗兵 藩中１４　三浦１介

２３１２ ７ ５青 広家書状 森作右 藩申 １６　森陥織江

２３１３（天ＴＦ９） １５８１ ７ ６甫 ｌ元首巷行 人達著書状 山Ｆ口舌丁ぎ 山間蒙古甘圭

２３１４（天７下９） １５８１ ７ ６苫 Ｊ元長書状 山ＦＲ雪盲官 藩中 １０　山ＦＲ平次右衝門

２３１５（天正９） １５８１ ７ ６吉 元著書状
国司右京亮・佐世与三衛門尉・児玉三郎右

衛門尉
別火家文書 大社町史 ２０２２ ４８４

２３１６ ７ ６喜 弄暮書状 吉川経書 藩 中１４　崖菜箭 広島貞史Ⅴ １ １１９

２３１７ ７ ６苔 弄薫嘗：状 （市 川意 億） 藩 中２　了右目署毒針書 写　 情孫十

２３１８ｒ天子Ｆ１５） １５８７ ７ ６大 寓；隙書は 吉川拝舌 斉 川署‾釘喜 吉日家文書２ ９３２ ９９

２３１９ ７ ６幕 経書書：状 才寸卜右京幕 村 卜安‾好古（鳥原ｌ貫之写 ・隠峠）

２３２０ ７ ６吉 広家書状 謂九右 藩 中６　開式裏績

２３２１ ７ ６吉 許紀書状 二宮丘介（長吉） 二宮憎 奏什 帯 甫 署す書 別集 ５４５ ３８０

２３２２（永禄９） １５６６ ７ ７
吉川元春・小早川隆景・福原貞俊・口羽通見違
墨書状 写

内藤元奉 内藤家文 書 広島大学文学部紀要第４９

拳
９９ ６０

２３２３（天下Ｆ１３） １５８５ ７ ７吉川弄裏書：状 甫問責勝・槽ｉ首薫看・井 卜責任・大雄寺禅 諾 中５く槽諸寄Ｅ介）．御書１く稽清 文右衛門〉

２３２４ ７ ７吉川元善書状 市Ｊ＝薫俊 藩 中２　市川安都電弓∴躁孫十

２３２５ ７ ７う有川緑青書状 闇本妻祐 右眉眉ｌ本‾好古

２３２６ ７ ７！匹沢元臨書雪犬 評丙営（闇伯東藷） 丙 禎永玉田両手旧盲琶‾好古 甫 Ｊ蒙す書 別集 ２９ ２１

２３２７ ７ ７手 休書：状 汚ｌ蔵（吉日広貫） 帯 川申粧帽酢軒読‾釘書 山 ロ足更Ⅱ ３ １４２

２３２８ ７ ７苔 如老（Ｊて妄）白筆書１犬 ＪＴ了Ｆ 苔 上目貰‾釘喜 青 ｌ貫‾文書２ １３３２ ５４６

２３２９ ７ ７甫 て家寄進状 要斤出展鼻▼百舌 広 県史Ⅲ ６９ ２７９

２３３０ ７ ７苫 加美（広；麦）書 ゴ犬 二丘介（二宮農事） 二 言帽美什書 苔 Ｊｒｌ貫甘書 別隻 ３８９ ２９０

２３３１ ７ ７士 広貰書１犬 軍事 話 中８　宇部冨六方衝門

２３３２ ７ ７善 広家書状 宇不 藩 申８　宇都宮大方衝門

２３３３（弄：和５） １６１９ ７ ７甫 如業（ｒご貫）書］犬 和九右（神式長好） 神 式芹太郎什書．藩 中６く和式蓋諸賢〉 苗 ｌ家‾好古帽＝隻 ６４５ ４７０

２３３４ ７ ８山中手盛書状 （断簡） ；責篠；断介 貫 目ｌ貰て書 苗 茅‾更書 ２ １４７８ ７５４

２３３５（天ＴＦ８） １５８０ ７ ８弓考Ｊｌ青書書、代 天野臨書 閤７３　‾天野或 居 閤２ ４ ６８１

２３３６（天ＴＦ８） １５８０ ７ ８■旨粧売春書状 山ＦＲ育子官 藩申１０　山間平次表衡門

２３３７（天下Ｆ８） １５８０ ‾７ ８某（吉日弄意力）れ‾源坪 付 山ＦＲ昔一宮 藩中１０　山田平次右衝門

２３３８（天下Ｆ８） １５８０ ７ ８斉川元素書状 大谷玄審 査 藩申１０　ＬＵ円平次右衛門

２３３９（天下Ｆ８） １５８０ ７ ８′卜阜川路貴書推 森陥薫香 藩中１５　森 脇繁 年

２３４０（天７下９） １５８１ ７ ８苔 弄馬垂行 人達墨書４犬 ＬＵＦＲ雪 盲官 ＬＵＦＲ家１キ‾釘喜

２３４１（天７Ｆ９） １５８１ ７ ８∃＝ 弄愚書：状 ＬＵＦＲ昔 ｉ宮 山円署肯す書．藩 中１０〈山円平次右衛門）

２３４２ ７ ８諸粁口信愚書 状 ／卜旦 川方術 門（芹（隆景 ） 吉川芽す巻 罵 ‖ｌ家 ‾釘喜２ １２６７ ４７０

２３４３ ７ ８甫Ｊ元素書状 査陥一 郎右 衝門 藩中１５　森脇歴 年 ・

２３４４ ７ ８吉 日経書書状 宇部苫薫‡有 藩中８　芋切眉美方 衛門

２３４５ ７ ８甫 Ｊ経書書状 宇部軍書 佑 藩申８　宇都宮大方衝門

２３４６（天正 １０） １５８２

７（

１０

カ）

８吉川氏奉 行人達著書状 野上右衛 門尉 家中２　野上家ノ御者井樋 口家御書

２３４７（天 子Ｆ１８） １５９０ ７ ８音 ｌ字義 苔集ｍ才犬 吉 川広家 貫目１妄「更書 苔 Ｉ安‾更書１ ７３７ ７０８

２３４８ ７ ８一斉 広 家書状 査陥 石戸．守 ｉ封書　 森 陥半兵 衛

２３４９ ７ ８＝ヒ 広家書状 停伯 太郎方術門 藩中１３　併伯青畳衡

２３５０ ７ ８甫 Ｊて安善：状 宣孫 塵 藩中１３　葺円′卜方衡門

２３５１ ７ ８＝ヒ
吉

広寄書服

「ご軍書 尤

泄太 弄

十休 ・内許 ・木Ｔ
藩中２ 柵八 眺右衝 門

藩申２ 柵 八郎右衡 門２３５２

２３５３

７
７

８
８苔

１

／▲ ］

広家書状
日陰景・吉川‾秦う車喜一：状

二宮 甚弄衛門

喜如 際

藩中３ 二宮神方衝 門

勝間ＦＲ家す書 山口県更 Ｈ ９
２３５４（永 禄１１） １５６８ ７ ９′　ヽ 　　 了ｒ　 ＿－

‘‾人ｉ貴書ゴ■†犬

　 Ｔｌ‾
浄 書寺・別火 秋 卜；家す書 大計【町中 ２４７３ ７５１

２３５５
２３５６（弄１１） １５７０

１５７１
１５７２

１５７１

１５８０

１５８７
１５８７

１５９０

１５９０
１５９４

１５９５
１５９５

７

７

９

９

毛
吉

ｌＥ．奉行　 ＿
青煮書：状

一条滑綱 闇漕１ノ２　一 条甫助 ． 閤ｉ■漏 ２ ４２

２３５７
２３５８

２３５９
２３６０

２３６１
２３６２

２３６３
２３６４

２３６５
２３６６

２３６７
２３６８

２３６９
２３７０

２３７１

２３７２

２３７３
２３７４

２３７５

（元１２）

（弄１３）

（元１■２）
ｒ天ＴＦ８）

（天７下１５）

（天洋１５）

（天正１８）

（天７下１８）
（文禄３）

（‾Ｆ禄４ト
（甘禄４）

７

７
７

７
７

７
７

７
７

７
７

７
７

７

７

７

７
７

７

９

９
９

９
９

１０
１０

１０
１０

１０
１０

１０
１０

１０

１ｂ

１０

１０
１０

１０

胃川青森書］犬
警手机斎闇梓書１犬

松浦活日宗静鐘信書派
吉＝加美（広；家）自筆重 光

吉川広家書状
暴利元許 自筆書状

暴利弄紆・ｒ訂隆弄１章書手己藷‾丈
吉日売春書推

苔丁目弄真書：状
吉日青書・′卜阜日陰長与重量こ状

斉川青馬書状
圭刹溝元書状

毛利輝元書状 ＿

′卜星川隆景筈：状

豊臣秀吉朱印状

昔ｌ宇奄苔某日］：状
豊臣秀吉朱印：状

善臣毒害朱印：状
前［Ｒ玄以外 ＝名１重量添 ：状

山ＦＲ雷了百

手；豪蒸広
！区沢音節元 一壬

弥首座
拙者右

熊谷信直
都野刑都ノ少童顔

山ＦＲ出雲守
福頼方術門

中門土方
伊東養成

吉川経書
よＬの 原御つ ばね

上ｌノの 原
清洲とまり羽柴筑前侍 従（小早 川隆景）・岡
崎とまり羽集新仔侍併 （吉川広家 ）

′卜旦 日陰景 ・盲宇目Ｊて；豪
吉川侍祥
羽柴吉川倍詳

斉川侍従

山円安肯す書＿藩中１０く山田平次右衝門〉

手安安文書

闇５ 壬利竿右裾門

豪朽禅友軍両手 旧蔵 す書
藩中１ 今拝Ｉ甚長 衝

■熊谷家文書＿闇２７〈熊谷帯刀〉５
き仔多野；豪‾文書 （山 口虞口可東 田Ｔ）

閣３１ 山田斉卓衡
閤１５８ 飯田与一方衡 門紺 大原平蔵
吉 日安す書 ＿閣１６０－２（萩町 人 ：胤逓孫右衛門）１

宗家す昔 ．藩中２（石七 郎兵衛〉∴家中３く石貰勧書 類写〉

吉 川家‾文書
斉 川署 ‾釘書

斉 Ｊｌｒ宥 ‾釘喜

吉川家 文書

甫 目安 ‾釘奮

斉 川妄 ‾釘書
貫 目妄 す書
吉 ＝家 文書

大字
閤１

寓１

大

閤１
閣４

甫Ｊ

甫Ｊ

苔 Ｉ
胃Ｊ

吉ノ

甫 Ｉ
斉 ｌ

吉 事
斉Ｊ

＋訂「申

ｒｌ貰す書馴集

日本再文書１４

ｒｌ安‾釘善２

ｌ†安‾釘書２

ｌｌ妄文書 １
ｌ†家‾釘喜１

ｌ一家文書 １

ｌｌ冨甘書 １
ｌｌ家で一書 １

ｌ一貫‾文書 １
ｌｌ宴す書 １

１８４５
３６

２７５

１２６

３０
１０

１４６４

１１９１

６８８
６８９

１１９

７３８
７６１

１３５
７８１

３８７

６１
２１９

１３１

７４０

２５７
７４４

３５３

６２１
６２２

８６

７０９
７３０

１００
７４８

－１３９－



２３７６（勝馬３） １５９８ ７ １０毛 輝元直状 児耳元信 聞１０１ 脾不一院右衡門 閤３ ４ １９５
２３７７ ７ １０手 ヲ運Ｔｒ書経 山県椛後守 藩中１０　山痕又長衡 「ご烏【旦申Ⅴ ５ １１０
２３７８（房長５） １６００ ７ １０害Ｊ広安 自室書状 謂 九右（褐式長好 ） 神式、：荏太 郎什書．藩中６く和式某ｊ哉） ■斉川安‾更書馴隻 ６２５ ４５２
２３７９（慶長１０） １６０５ ７ １０併世元裏書状 熊 谷玄零獄吏 閣１２７　熊谷彦右衡門 閤３ ４７ ７１５
２３８０ ７ １０青 広家書：状 森 月猥ｉ首辞 藩中１６　森陥揺汀
２３８１ ７ １０胃 了「善書 犬 森 臨書 貞 藩中１６　査陥描汀

２３８２ ７ １０斉 正家書状 二 神芹 藩中３　二宮神弄衛門
２３８３ ７ １０苫 広安善耳犬 二 長介 藩申３　二宮新方術門
２３８４（水禄１２） １５６９ ７ １１卓 漣Ｔｒ・７「許雲量書 状 斉円、ソヤ‾文書 宗 像市 中２ ５１５ ５９１
２３８５（元ｔ２） １５７１ ７ １１苔 ｌＴｒ薫書：ほ 山ＦＲ出雲守 閤３１ 山Ｒ斉兵衛 閤１ ３２ ７４１
２３８６（天了下４） １５７６ ７ １１苔 ｌＴ裏書：状 艶 ＝　＝ 藩中１０　山間平次右衡 門
２３８７（天子Ｆ６） １５７８ ７ １１圭 蓮７「書寸犬 天 野元放 闇２　卓利蔚篠 閣１ １２
２３８８（天子Ｆ１３） １５８５ ７ １１う考 売春書状 ♯ 卜責倖・樽遅春蚕 藩中５槽遅黒介 ）．衡 書１く樺主首マ右衡 門〉
２３８９一天盲下１３） １５８５ ７ １１吉 ｌ元暮書状 槽講 書雲・♯ ト責任 藩中５く格ｉ首郭介 〉」御 書１く措諸又右衡 門）
２３９０ ７ １１吉川７「妻書経 満 願寺 Ｌ山口屁文書館所蔵‾文書 （手．利：豪‾打者 ） 広 島県史Ⅴ ６ １２４０
２３９１ ア １１斉川元春書状 Ｌ山県董 右衡門Ｅ寸 山県貰‾釘書＿藩中１０く山県彦兵衡） 広 島県 立文書絹紀誓２ １０ ８２
２３９２ ７ １１胃 元寄書状 満 願寺 帽村山安ｉ反董 広 島県史Ⅴ ６
２３９３ ７ １１吉Ｊｌ元長 自筆書状 西禅永塵両手旧盲琶‾釘善 斉 川貰す 書別集 １１４ ９７
２３９４ ７ １１言 ｌ弄長自室書経 ｌ月．宗美濃守 圭弄目安‾釘書 卓利署‾訂書３ ８０１ １６

２３９５（天 正１５） １５８７ ７ １１吉ノ程言書状 久利盛勝 久利家文書、藩 中９〈久利与左衛門〉、御者２〈久利与一右

衡門〉 石見久利 文書の研究 ４９

２３９６（天 ７羊１８） １５９０ ７ １１尊臣秀吉矢部状 ′卜阜 Ｊｌｌ隆景 ・’斉川正家 ′卜旦Ｊ目貫‾打者 ′卜旦 目安 ‾釘書１ ３５２ ３１５
２３９７暦 長８） １６０３ ７ １１吉 広表白筆書托 謂ナ．右 （和式馬好） 和式荘‾太郎 十善　 藩　 ６（神式茎描） 青 １　 て ■▲馴隼 ６９９ ５０９
２３９８ ７ １１甫Ｉ広妄書：状 呑 文斉 ・件九兵 安中６　併々大権兵衛安

２３９９ ７ １１士 広家書状 伊仲尾 藩中２　符仲平 ‾
２４００ ７ １１士 広家書状 二甚弄 藩中３　二苫神方衝門
２４０１ ７ １１青 ｒＥ安善１犬 苓 ク弁 藩申８　宇宥ミ冨六方衝門
２４０２ ７ １１士 広家書状 卒 允 藩中８　宇・瓢富六方衡門
２４０３一天 了下６） １５７８ ７ １２吉 一元薫白董書：状 一色藤長 寓Ｊｌ貫‾釘喜 帯 川三菱す 巻２ １４６６ ７４７
２４０４（天 ｉ下９） １５８１ ７ １２吉Ｊｌ弄裏書推 ＿山県差右衛 門酎 山県家す書　 藩 中１０（Ｌ山県彦丘箇〉 広 島県立 文書鮨紀要２ １１ ８２
２４０５（天 ｉ下１２） １５８４ ７ １２′卜旦川隆景・吉川売春連墨書状 口羽弄可 閤８８　口羽 匹順Ｅ五郎 閤２ ８ ９３５
２４０６（天 了Ｆ１４） １５８６ ７ １２毛利 氏墨行 人１雲量書：状 椰守 ・椰守弄行 巌尾野節す書 ｒＥ息 ｌ邑智ⅠⅠ １０６３ ６３９
２４０７ ７ １２青 Ｊ青煮書：状 山 県庸政 閣８４　 児玉魂十 郎 閣２ ６８ ８７２
２４０８ ７ １２壬利 輝元書状 吉 川元一昏 吉川安す書 吉 川藁甘 書１ ６４３ ５７８
２４０９（元如 ９） １６２３ ７ １２苔 ＝加美 広喜 書状 才ろ四 日６方 （杉闇市兼）・謂九右（開式馬好） 和式芹太郎什書＿藩 申郎 和式羞繊〉 吉 川家一灯書別隻 ６４６ ４７１
２４１０（青 徳２） １４５０ ７ １３飯屋為教養書 吉 川膨河守 （篇苗信） 吉 ｌ安す書 帯 川署‾貯蓄１ ２６２ ２２４

２４１１（天文 １６） １５４７ ７ １３吉ノ 経世自筆事書状 与三右衝 門尉 （井上有景）・三郎右衛門尉

（児耳元＿良）・藤右衡 門酎（実 歴元宗）
書Ｊ家文書 吉川家文 書１ ４２２ ３８２

２４１２（天 ＴＦ８） １５８０ ７ １３甫 元素・同繹 言連署書状 今接尾麒書記 今昔寺‾釘喜（鳥原ｌ髭写・島根県河本）
２４１３（天 ＴＦ８） １５８０ ７ １３胃 売春・序Ⅰ詳 言連署書状 新関 ・内平方・宇彦右 合音寺す書（鳥図】影写・島根県河本）

２４１４（天 下Ｆ８） １５８０ ７ １３苔 ｌ青煮書］犬 宇山大蔵承 閣８８　♯ 原＋ 払方衝 門 閤２ １０ ９２９
２４１５（天正剖 １５８０ ７ １３∃＝ ほ孝吉書：状 市 川薫俊 藩申２　市川家御竜書 ：情孫 十

２４１６（天正９） １５８１ ７ １３書ノ 元長奉行人達著書状
堺七郎右衛 門・福原七郎右衛 門・田岡勘 兵

衛尉 山田蒙古文書

２４１７（天 了下９） １５８１ ７ １３甫 青馬書耳犬 山ＦＲ雲置 藩中１０　山田平次右衝門
２４１８（天 了下１５） １５８７ ７ １３′卜旦 仰隆景書状 吉 日繹言 罵Ｊ宴甘圭 斉 川安す 書１ ６９０ ６２３
２４１９（す禄２） １５９３ ７ １３苫 臣秀吉黒部状 巻子本厳島文書 広島 【昆申Ⅲ ９１ １３５
２４２０（文禄２） １５９３ ７ １３音 戸竜一芹集ｍ：状 ■ 羽柴妄芸宰相 毛利要す書 毛利家文 書３ ９１７ １７９
２４２１ ７ １３壬剰ｌ濱弄書揉 粟屋源次部 勧善１ 雲居＋防兵衛

２４２２（慶長５） １６００ ７ １３毛 氏老臣連署状
榊原式部大朝 （康敢）・本多佐渡守（正信）・

永♯右ｉ斤大夫 （白元） 吉川案文書 吉川家文 書２ ９１１ ５９

２４２３ ７ １３吉 伽 養（広妄）自筆卓二状（前閣） 丙裡永兇両手ＩＲ読‾文書 帯 川芽‾釘喜別隻 ２７０ ２１６
２４２４ ７ １３斉 広家書揉 休尊前守 安中６　佐々木権兵衛家

２４２５ ７ １４士 緒言書状 大都源兵衛 尉 家中５（大都方門）＿毒封書２ 大吉太郎兵衛〉

２４２６（天 子Ｆ１８） １５９０ ７ １４長 正家書状 ′卜旦 日陰貴 ・苫 ‖広安 ′卜旦 １１妄す巻 ′卜早 目宴 ‾訂書 １ ４２７ ３７３
２４２７（慶長５） １６００ ７ １４寓 広家自室書躁 榊原式部大輔 甫 ｌ要‾訂喜 ■吉日家文 書２ ９１２ ６１

２４２８ ７ １４吉ノ 広家自筆書状 四郎兵衛 （児玉元理）・備前守（宍戸元続）・
意庵 吉ノ家文書 吉川家文 書２ １３１２ ５１８

２４２９ ７ １４甫 ｌ如兼広家書状 平習元 忠 平誓買す嘗 大 日オこ肯 す書１４ ２２２ ６７１
２４３０ ７ １４苔 広家書耳犬 篠「「衝門 藩中１４　神丙 平次兵衛
２４３１ ７ １４苫 広家書状 洒太 藩申２　洒八郎右徳門

２４３２ ７ １４苔 Ｊｌｌ正家書］犬 請伊予 藩中２　抒孫十
２４３３（天 子Ｆ４） １５７６ ７ １５村 卜弄■告外１４名ｉ重量注進１犬 脾罵青 島・児罵春稗 ・暦†甜菜 暴利貰甘書 壬利芽‾文書１ ３３８
２４３４一天 盲下９） １５８１ ７ １５斉 川元最古扶 森 陥彦卓衡 勧善２　森脇太兵衛
２４３５（天 ＴＦｌＯｌ．１５８２ ７ １５吉 日Ｆ吏泰行 人主著著書：状 ・〒・喜　 麺 安中４　煽層貰勧善

２４３６（天 子Ｆｌｌ） １５８３ ７ １５北 尾久著書は 秋　卜馬 門守 欺 卜家督善 大礼田丁申 ２０５６ ５０４
２４３７ｒ天 盲下１－４） １５８６ ７ １５甫 ＝経書書状 ♯ 卜京 歴 藩申１ ♯ Ｈ二方衝門

２４３８ ７ １５苔 Ｊ・売春古代 今 Ｆ口裏知 買中３　今ＦＲ青ブ１什蕃
２４３９ ７ １５罵 Ｊ元愚書状 大 野次 郎方 衡門酎 三木家大野文書 新編香 川叢書 ２０ ６４４
２４４０〔天 盲下１８） １５９０ ７ １５普 臣秀吉朱印状 ／卜旦 ＝隆景 ・斉 川広家 吉川家‾釘喜 吉 川家文 書１ ７３９ ７１０
２４４１（天 了下１８） １５９０ ７ １５善 臣秀吉朱印状 ′卜旦 日陰景 ・斉 川広家 ノト＿星‖ｒ安す書 ′卜星 川家 一丈書１ ４５４ ３９６
２４４２ ７ １５毛 利秀隷書状 広家 藩申１１松浦 三介

２４４３ ７ １５吉Ｊｌｌ王家Ｆ連署書：状 洒権助 藩中２　柵八酪右衝門

２４４４ ７ １５甫 広家書状 有新 藩申４　大量家新兵箇

２４４５（ｌ妻子Ｆ２） １４５６ ７ １６′卜 ｌｌ腰三平喜：ほ 吉 ＝方複 門天美イブ繹） 吉日１萎‾釘書 吉 日安‾釘喜１ ２８１ ２３８
２４４６ ７ １６甫 Ｊｌｒ元裏書才犬 Ｌ山県婁右徳 門酎 山ｌ旦安‾釘書 広島厘音■打者鰻紀讐２ ３ ８１
２４４７ ７ １６＝ヒ 元長書状 和 名瑞栄芸 紫淵寺‾好古 環淵寺す 書の研賃 ３７１ ６４９

２４４８ ７ １６吉 経青書：状 （村 卜右京；霹） 村 ト一丈書 新修皇柁偲 史 ５２７
２４４９ｒ■天符１８） １５９０ ７ １６音ｌ宇毒苔先日刀犬 斉 川広買 斉川貰‾好古 吉 川家■文書１ ７４０ ７１０
２４５０ｒ天 一丁１８） １５９０ ７ １６音 ｌ宇萄青某日つゴ尤 ′卜早 目隆景 ・吉 日広家 ′卜旦Ｊ＝；家す書 ′卜＿引 Ｉｒ穿 す書１ ４５０ ３９４

２４５１（天 ７下１８） １５９０ ７ １６叢臣秀吉朱印状 ′卜星 川隆景 ・吉 川広安 ′卜旦‖ｒ芽‾釘書 ′卜旦 Ｊ＝安 ‾好古１ ４５９ ３９８

２４５２（慶 長４） １５９９ ７ １６毛 輝元自筆書状
妄 国寺 （烹複）・益 玄（益 田元 祥）・格式（福

康広俊）・涯飛（渡 苅長）・軍兵 （甲田元農）
吉川家文書 吉川家文 書２ ９０１ ５０

２４５３（慶長４） １５９９ ７ １６卓 ト綴弄自筆書：状 Ｊて芽 吉川 ｌ家督圭 貫 目貫首 書２ ９０２ ５１

２４５４（慶馬８） １６０３ ７ １６＝ｌ＝ 広貫目望書二伏 和式芹‾太郎什書∵藩申６く和式真綿） 吉 Ｉ＝家す 書別集 ６９６ ５０７
２４５５（慶長９） １６０４ ７ １６東條式部卿法印書状 福誠後 席康広億） ■芹Ｊ＝安‾文書 吉 川安す 巻１ １５９ １２６

２４５６（元 和９） １６２３ ７ １６吉川如兼（広 家）自筆書斗犬
四郎左衛 門尉（杉岡 正兼）・九右衛門尉 （祖

式長好）・兵介（二宮長実）
祖式荘太郎什書 吉川家文 書別集 ６３３ ４６０

２４５７ ７ １６末長 良味書：状
▲

苔 家‾文書 吉 日妄す 巻１ １５７ １２４
２４５８（育 子Ｆ４） １４６３ ７ １７霞．名東往昔：状 苫 Ｉ日次 郎三凱 ＝ｌ＝ 【貫‾好古 吉 川家文 書１ ３３７ ２８８

２４５９（官 ｒＦ４） １４６３ ７ １７佑波彦四郎（？）書経 高二ケ（吉川基裏革） 胃 ；家す書 斉 丁目安す 書１ ３３８ ２８９
２４６ロ（習 ＴＦ４） １４６３ ７ １７餅屁ク種書：状 斉 川ユ欠耶＝那 苔１＝芽す書 貫 目要す 書１ ３３９ ２９０

２４６１（天 下下９） １５８１ ７ １ア‾告 元素書状 山県養 右衡門酎 山風署す書＿藩 中１０くＬ山県彦兵権子） 広 島県草す書餌紀誓２ １２ ８２

２４６２（天盲宇９） １５８１ ７ １７士 青菜薯：状 山県着京衝門罠寸 藩中１０　山県十介

２４６３（天盲手９） １５８１ ７ １７甫 売春書状 都 野椛中等・宕後手門 藩中４（大畠省 ＝郎）．勧善２く■た象酒井衝 門〉

２４６４（天子Ｆｌｌ） １５８３ ７ １７甫 青書・元 首適量書１犬 三浦 弄衝門尉 濯中１京 三浦ｔ介〉」御書２（三浦惣兵衛）

２４６５（天盲下１１） １５８３ ７ １７再 際壷行 人達著書推 千庸方衡門Ｅ寸 ；雪中１小 三浦ｔ介Ｌ 御嘗２（＝浦惣兵衛〉

２４６６ ７ １７甫 青書書斗犬 ′卜大Ｔ 壬利；家‾更書 壬栗＝宴す 書３ ７９６ １１

２４６７ ７ １７甫 覧奉行 人避著書才犬 暦†本妻識 石冒．阿木‾史書

２４６８ ７ １７’芹 青森さ状 案 屠完動静弁 閤７４　要 居き謹厨 閤２ ７５ ７０１

２４６９ ７ １７士 元鼻白筆書状 厨伯東確 丙 永翠両手旧蔵す書 甫 丁目貫す 書別集 ４８ ３８

２４７０ｒ慶長４） １５９９ ７ １７末二欠（毛利）元康 白筆 書†犬 益 玄（益円弄祥） 吉 安文書 一斉日豪文 書２ ９０５ ５３

２４７１（慶長１３） １６０８ ７ １７衡供衆役者 衆等否名 告Ｊｌ貰‾釘書 吉 日１貰１‾書２ ９８１ １４９

２４７２（弄和２） １６１６ ７ １７＝ヒ 「打算白筆書こぼ ♯ 原四郎表徴門酎 】酢あ伊専守 壬 貫‾釘書 毛利貰‾釘圭３ １１８５ ５１３

２４７３ ７ １７壱Ｊ広家自筆書状
松 美（松岡長佳）・二兵（二宮長英）・祖九右
（和式農好）

祖式荘大部什書、藩中６〈祖式嘉織〉 吉川家文 書別集 ６４０ ４６５

２４７４ ７ １７甫Ｊ広家書揉 児助弄 藩申１１く脾耳弥 二）＿芽中５く葺野案〉
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ｊ新円・五右 衛門・丘介

介（長芋 ）
邑

ｉ斤宿将覧

‾告Ｊｌ

斉Ｊｌ
帽杉

防馬

甫ＪＴ

二名古
山ＦＲ
藩中

藩中
甫１１

寓Ｊｒ
喜Ｉｌ

剣持
拝原

藩中
藩申

二冨
格畑
番手

ｌ署‾好古

ｌ貫て書
さ陰鬱す書

風十注進茎 １０く筈７４再一文書３９）
一貫て書

岸市博物館所蔵‾釘書

家す書（山 口県甘書館）

１５ 森臨繋牛
８ 軍都冨六方撞子門
【宴甘書

ｌ家す書
ｌ貫て書

；家‾釘書

、妄‾釘書
６ 和≡嘉描

９ 熊谷マ塵衝
帽夫什書

ＴＦ太 郎毘旧蔵‾釘婁

本厳島‾釘婁

吉 川妄‾打者１

吉 川家文 書１
鳥棺 【最中８

防長 風十注准案１０
斉 川要す 書１

吉 川家 文書２
苫 Ｉ目安 ‾釘蕃２

‾吉日家文書２

山口虞史Ⅱ
山口県中 江

吉 川著 す書別隻

広島県更Ⅴ
広島ｌ畏史ｍ
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５

５６４

９０３

９０６
９０７

６
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５４６
１

８０

４７５
５８３

７６５
５９２

５０６

５２

５４
５６

３８０
６１３

１２１

－１４０－



２４９４（弄亀２） １５７１ ７ １９吉川元書巻寸犬 Ｌ日嗣出雲守・森陥弄馬茶 ・手元玄蕃茶 閣３１ ＬＵ［Ｒ吉丘衡 閤１ ３１ ７４１
２４９５ ７ １９吉川元春書状 金子方衛門大束 ・同′卜次郎御宿所 合子す書 要斤修島根偏 更 ５０９

２４９６（慶長５） １６００ ７ １９寓Ｊ広安善状 謂九右（神式馬好） 和式露太 郎什 書 斉川安す書買‖集 ６３０ ４５７
２４９７ ７ １９吉川広家 自筆書状 謂九右（神式長好） 神式芹太 良６什 書 吉日家文書別集 ６８９ ５０３
２４９８ ７ １９萬Ｊ＝広家書状 三伝右 藩申 １４　二王者ｉ晶江
２４９９ ７ １９斉川広家書状 森作右 諾中 １６　歪陥篇哉江

２５００（天 ４） １５７６ ７ ２０六角義勇書状 吉川青菜 吉 ＝ｌ妄て書 吉日家文書 １ ・６２９ ５６８
２５０１（天 ８） １５８０ ７ ２０吉川元素書状 湯原嚢綱 閤 １１５　湯原文方術 門 閤３ １５４ ４６９
２５０２（天 ＿８） １５８０ ７ ２０′、阜日陰景・福原元俊連署書 扶 湯原妻綿・塙岸弄葺・′卜河元蹄 て家中４くゴ烹房安ｊ封書〉∴家中９く書仔右衡門）

２５０３一天 ＿８） １５８０ ７ ２０斉Ｊ元書巻：状 ′、川右衝門兵衛尉 閣５１ ′卜‖右衛門兵衛 閤２ ４ ２９３
２５０４（天 ＿８） １５８０ ７ ２０車券輝元書状写 粟屋孫次郎 閣７３　粟犀孫次儲 閣２ ２１ ６７８

２５０５（天 ＿８） １５８０ ７ ２０ノ、阜日経最善状 森陥秦壱 藩 中１５　森陥！匡牛

２５０６（天 ９） １５８１ ７ ２０＝ヒ 弄長吉耳犬 ′、野太 献茶衡門 尉 御書 １′卜野・太郎右衡門

２５０７（天 ＿１３） １５８５ ７ ２０甫 売春書状 辛利元康　 ＿ 厚狭 暴利

２５０８（天 ＿１３） １５８５ ７ ２０士 元善書状 寓闘弄勝・樺ｉ首意曹・券 卜意倖 藩 申５く持主首栗介〉、御室１く稽運又右衛門〉

２５０９（天 ＿１５） １５８７ ７ ２０士 経書書状 ♯ 卜平屋衡 窪 中１く♯ ト音兵衛）．安中５く井 卜肋七郎〉 ｒこ烏 ｌ星申Ｖ ４ ８２
‘２５１０ ７ ２０吉 広届ほ引犬 ♯孫兵衛 藩 申１♯ 卜又六

２５１１ ７ ２０壬 輝元幸二状 山県踵後守 藩 中１０　山 県又兵 衛
２５１２（慶妄４） １６５１ ７ ２０圭 綱広好古 村 卜肝義 閤３５　村 卜′卜源太 閤１ ４ ８３８
２５１３ ７ ２０士 広正喜揉 謂式照井衝門 （正好） 神式 芹太郎什書 苔 安‾灯善 部ｌ隻 ６６２ ４８１

２５１４ ７ ２０吉 広正喜揉　 ＿ 二宮兵介 （馬貰） 二宮 帽奏什書 苫 麦す書 馴隻 ４５５ ３３２
２５１５ ７ ２０＝ヒ 許紀書状 二宮兵介 （長芋） 二宮 帽美什昔 ＝ヒ ；麦文書 別集 ５５０ ３８２

２５１６ ７ ２１壬 隆元書状 併置：弥五郎 ・中村弥二 郎 藩 中７　中村孫＝

２５１７（永禄１２） １５６９ ７ ２１手： 清元 ・元就避暑老壮 等速＋兵衛尉 （信奉） 香 田家文書＿安中４く喜連家郷書〉、御書１く等速＋兵衛〉 Ｌ山口県史ⅠⅠ １９

２５１８（永禄１２） １５６９ ７ ２１壬 糧弄 ・元許連署書状 妄音＋兵衛尉 （信泰） 春 拙家文書＿安中４ 等速安勧善）、勧善１（等速＋卓衡） Ｌ山口風昏ⅠⅠ ２０

２５１９（弄：１２） １５７１ ７ ２１苫 弄裏書雪犬 宵円元轍 ・天野隆書 閤１０９　赤 目斉 右鯨門 閤３ ６ ３４６
２５２０（天正封 １５７５ ７ ２１＝ヒ 売春書状 大坪甚平衡 （Ｒ）八竜郡徳丸着寸仔屋久兵衛所蔵文書 鳥取 県更 １２２ ７３５

２５２１（天ＴＦ６） １５７８ ７ ２１吉 川経書書状 今ＦＲ繹意 安 中１０　本案今 田監什書

２５２２（天 ＿９） １５８１ ７ ２１森‡臨書妻戸書］犬 山ＦＲ香 南 山仔Ｉ安肯す書

２５２３（天 ＿９） １５８１ ７ ２１吉川元長吉状 山円柑引百 藩申１０　山［Ｒ平次右衛門

２５２４一天 ＿９） １５８１ ７ ２１吉 Ｊ元愚書状 宍ｉ首方ｉ斤・介 譜技 ｔ′３９　宍道広慶 宍描町 史史料編 １８２ ４９１

２５２５（天荘１３） １５８５ ７ ２１羽柴秀吉古 根 ′、旦 川隆景 ・一斉目元鳥 ′、旦目安文書▲閤 １０く腎 ［Ｒ三言肩〉１２８ ／ 旦ヽ 日豪文書１ ２８１ ２５９

２５２６（天７下１３） １５８５ ７ ２１羽柴覇青書 状 煮汁 ′、見目家■文書▲閣１０く腎 ［Ｒ等戻）１３０ ′ヽ旦 目安‾釘喜１ ■２８２‾　２６０

２５２７ ７ ２１士 元素 ・元最適著書状 森陥一 郎右衡 門尿寸 藩中１５■森脇繁 年

２５２８ ７ ２１甫 売春書 揉 宇覇王言責佑 藩中８　宇都宮六方衛門

２５２９ ７ ２１■告 元長吉 揉 舎子方衛 門大 美 令子安甘書（鳥阿影写）

２５３０ ７ ２１机Ｆロー 久書 ：状 粟屋謹右衝 門屠寸 胃丁目；豪す書 吉 日芽す巻１ ６３３ ５７０

２５３１ ７ ２１吉 日加美 （広喜）書†犬 二兵介 （二軍長音） 二宮帽奏什書 吉 川家‾宮古馴隻 ４２３ ３１２

２５３２ ７ ２１甫 広家 書状 藩中４　大漢字斤．鼻筋

２５３３ ７ ２１苫 広家 書状 内野藤右衡 門 藩中８　内据仲井衡門

２５３４ ７ ２１苫 広；家書ヰ犬 野藤弄衛 門 藩申９　野村屡右衝門

２５３５（弘治２） １５５６ ７ ２２毛 ｌ元就 書状 熊谷信 直 家中２　弄甜■公より侶直へ 当ル御蕃井信 肩書

２５３６（永禄３） １５６０ ７ ２２手劉弄紆 ・魔 元適量 書状 元素 徳ＬＵ臣本城九 駅弁循 門貰有 ク言正す 要斤裁 冨 沢 ６０∈‡

２５３７ ７ ２２卓封 隆元 書状 藩中１０　Ｌ山県又丘衛 広島県史Ⅴ １ １０９

２５３８（永禄９） １５６６ ７ ２２′　ヽ 【ｌ隆景・吉 川弄嚢ｉ筆書書１犬 屏．子倫 久 併々禾‾文書．閣２９〈佐々木舎 人）１３ 山口県更 Ⅱ ７

２５３９（天 了羊８） １５８０ ７ ２２寓 元素 書揉 湯原套 綱 閣１１５　湯原す方衝門 聞３ ４２ ４３８

２５４０（天 ＴＦ９） １５８１ ７ ２２甫 元最 善状 山 度董 右衡門Ｅ寸 山偲安す書＿藩 中１０く山県彦兵衛〉 「こ真庭音‾丈書館紆曹２ １７ ８４

２５４１（実 在１２） １５８４ ７ ２２斉 元鼻 白笠書状 何者 （厨伯薫薙） 西禎永輿両手 旧盲琶‾釘書 斉川安す巻別集 ６７ ５２

２５４２ ７ ２２士 元春吉拭 森 ｌ臨一 敗右衡門Ｅ討 藩中１５　森Ｆ詰繋牛

２５４３ ７ ２２苫 元長 書状 藩申１３　併々木カ．兵衛

２５４４ ７ ２２′、旦 ＝隆景書経 脾耳元 長 貰中５　青松菜

２５４５ ７ ２２尖 野胃才寸書服毒 ノト旦 目方衝門休（隆景） 斉Ｊ＝安す書 吉日安‾文書２ １２６８ ４７０

２５４６ ７ ２２吉川広家書状 久利盛 勝 久利家文書、津中９〈久利与左衛 門〉
石見久利文書の研究、広島

虞史Ⅴ
５４

２５４７ ７ ２２吉 【広家書状 謂九 右衡門・宇 季・松 四郎弄衝門 藩中８　宇都宮六方 衛門

２５４８ ７ ２２斉 広家書状 竿苓 藩中８　一字郡富六 方衝門

２５４９ ７ ２３多姐弄衛門酎知行常吉 森 陥宗二郎 吉 事目安‾釘書 寓‖ｌ安す書２ １４８４ ７５８

２５５０（永禄９） １５６６ ７ ２３吉日青書・′卜阜＝隆景達者書状 屏子倫久 閤２９　休々犬舎 人 閣１ １４ ７０７

２５５１（永禄１１） １５６８ ７ ２３暴利ヲ産元・弄許；東署書：状 芸州蕃衆中 暦ｌ郡家す書 山 口県中 Ⅱ ２

２５５２ ７ ２３卓利一産弄・弄許主要書書は 盲有＝妻借 藩中２　下右目貫徹 書写 ｉ慧孫十

２５５３（弄１３） １５７２ ７ ２３顧如 卜人書状 吉Ｊ目元奈 「窮如 卜人す妄 １ 広島県 申 Ⅰ ２１６２

２５５４（芙７下６） １５７８ ７ ２３壬 癌青書雅 粟屋許光 安中３　雲居圧倒嘗

２５５５（天正釘 １５８０ ７ ２３手 ヲ運青書：状 轟陥意義 藩申 １５　歪陥繋年

２５５６（天ＴＦ９） １５８１ ７ ２３罵 売春書状 山県着京衡門Ｅ寸 山 県安‾釘書∴藩中１０く山 県彦兵衛〉 広島県立文書繕紀要 ２ １３ ８３

２５５７（：天γＦ９１ １５８１ ７ ２３＝ヒ 元老書状 山ｌ是革右衝門Ｅ寸 Ｌ山県妄‾訂書．藩中１０（山 県ｉ彗丘衝） ｒｒ島 尾て７す書 鮨紀 学２ １４ ８３

２５５８（天符９） １５８１ ７ ２３吉川氏奉 行 人達著書状 等♯宗昨 藩 申４　等♯薄着 衝門

２５５９（天ＴＦ１３）‾１５８５ ７ ２３斉川弄真書操 播播青竜 富木誠凍 郎戸芹箭す巻 最前 【最中 ２０２

２５６０（ヲ∈了Ｆ１３） １５８５ ７ ２３壬弄輝元書状 赤目等ｉ斤・重厚元展・仔原大和守 仔原家文 書 山 口ｌ皇史Ⅱ ８

２５６１ ７ ２３吉Ｊ元嚢音域耳犬 宗作 藩 中４く等♯漕有徳門〉、御者 〈筈♯〉 Ｊて烏 県申Ⅴ １ ９５

２５６２ ７ ２３吉川氏奉行 人道呈書葺犬 冥作 藩 申４く等♯漕右衝門〉、衡書 く等♯） ｒこ鳥 ｌ昆申Ⅴ ２ ９６

２５６３ ７ ２３害Ｊ売春書状 粟屋欝周東 閤７４　頚層闇 殿 閣２ ７６ ７０１

２５６４ ７ ２３吉川青森書状 福循方術門酎 ‖Ｒ）宮本誠二女郎久米都合吉町 所蔵 文書 鳥取 ｌ最中 ２０２ ７６２

２５６５ ７ ２３害＝青馬書状 斉川掟言 家 中９ ］定本格ヨり羊出

２５６６（慶長１３） １６０８ ７ ２３南開弄祥 自室書状 森兼（森Ｆ罷束藍守） 苗 Ｊ目安 す書 甫 Ｊて豪一灯喜２ ９８０ １４５

２５６７（弄：和３） １６１７ ７ ２３吉 ＪＴ７Ｆ書†尤 二重介（二宮阜貫） 二言帽美什書 吉 Ｉ妄‾好古馴隻 ４５４ ３３２

２５６８（元 ロ５） １６１９ ７ ２３斉 如券（広家）白筆書：状 永興 丙禅 永朝雨寺ＩＲ箭す書 甫 ｌ；豪す 書別集 ２３７ １９７

２５６９（元 口６） １６２０ ７ ２３甫 加美（広家）書寸犬 二塵介（二言与軍） 二宮博夫什書 甫 ｌ家 す巻別隻 ４２０ ３１１

２５７０ ７ ２３苔 広麦茶行状 筈庸 藩中７　中村佑 広 ．県更Ⅴ １ ９９

２５７１ ７ ２３∃＝ Ｊて寄書：状 今助右衡門 藩中１ 今円孫方衝門

２５７２ ７ ２３吉 広家書状 芋萎 藩中８　宇都宮六方衡門

２５７３ ７ ２３＝ヒ【コ 広家書状
松四郎左衛 門・祖九右衛 門・意庵 ・棄信濃・

中村五右衛 門
渾中７中村純平

２５７４ ７ ２３士 広安善托 有新兵 藩中４　大旗新兵衛

２５７５ ７ ２３吉川広家書状 藩中２　伊藤由箭

２５７６ ７ ２３寓眉イ壬末日）甜菜 静 摘）書状 二宮兵介 （馬貫） 二宮帽美什善 ｄ＝ ｌ貫文書馴集 ５２９ ３７１

２５７７ ７ ２３吉Ｊｌ広正書状
祖式八郎左 衛門（正 長）・原勘右衛門 （景

仇）・森臨久兵衛（家友）
祖式荘太郎什書 吉ノｌ家文書別集 ６６５ ４８２

２５７８（永禄１１） １５６８ ７ ２４甫 元素書］犬 森陥薫毒 ・♯ 卜与 マ右衡門（元景） 藩申１５　森陥繁牛 Ｊて鳥！長安Ⅴ １１ １２３

２５７９（弄１２） １５７１ ７ ２４′卜旦 日陰景 ・吉 日青菜 ・毛利元詳 述墨書１犬 芙ｉ斤宗 久・山ＦＲ満曹 閤３１ 山円吉兵衛 閤１ ２８ ７４０

２５８０（元１３） １５７２ ７ ２４山内弄涌書：状 室犀弄種 Ｌ山内首藤署甘書 大 日：木南‾訂喜１５ ４１３

２５８１（元１４） １５７３ ７ ２４犀 蒸昭勧 内書 吉 川元蕃 ・′卜星 川降景・毛利 輝元 閤２１ 柳 沢訂憎 閤１ ５ ５４９

２５８２（天市９） １５８１ ７ ２４甫 青馬書 、状冨 併葦長 都少産 ‡†箋洞絹許占‾釘圭写 ・仔葺安 大社田丁寧 ２０２３ ４８５

２５８３ ７ ２４偏緑 園１乱才掛取達注文 熊野部那智大計す書 （瀞山酎蓉威 半文書） 広島県更Ⅴ １８ ９９０

２５８４ ７ ２４′卜旦 日陰貴 書耳犬 真 田又凍都 藩中１３　苦闘′卜．芹衡門

２５８５ ７ ２４吉 川広家 書状 宗 与 藩中１ 今田甚塵衝

２５８６ １３７８ ７ ２５たうかん鷲別犬 ｌノやうけん（将驚） 寓＝家文書 甫Ｊ安一軒喜２ １１０７ ２６４
２５８７（永禄７） １５６４ ７ ２５大方 宗厳粛己話‾丈写 竹 村扁或前守・束鳥治都少輔 吉 日署甘書 斉Ｊ茅す書１ ７０ ４５

２５８８（天 下Ｆ４） １５７６ ７ ２５屈禾 蒸昭繍Ｉ内巷 吉 日野河守 吉Ｊｌｌ安‾文書 苔 貫す書 １ ５１６ ４７１
２５８９（天 ＴＦ４） １５７６ ７ ２５ 卜野毒政・真木 島昭光連署奉書 吉 川隊河守 吉＝家文書 甫Ｊｌ宴■好古１ ５１７ ４７１

２５９０

２５９１

７
７

２５
２５

斉
ゴ＝

売春書状
元長書状

朝 柁平兵衛

宇 都宮暮俵
濯ｊ浸や５４ 山風漣扁 ３

藩中８ 牢⇒駅冨 六方衡門

２５９２

２５９３
２５９４

（天 芥１６） １５８８ ７
７

７

２５
２５

２５

後
士

喜

戚天皇 口官案
家景臣逓蕃奉書

吉 川ｒＥ貰
戸川十丘衝

暴利豪文庫 ・夫；家

斉 川；家什書
苔 Ｊ【ｌ安す書 別隻 ７２８ ５３４

三交 ．
Ｊて；麦書：状

松等宗 藩中 １今 ［Ｒ甚丘衡

邑県更Ⅳ

日太 一キす喜１５

、防長風土注進案

ｌｌ育て書３
立 歴史民族博物館研究

告 第２８集

ｌｌ安‾軒書別隻
【ｌ安す書１

暴 風十５年推宰１９

毛家す書２
ｌ【署‾釘喜１

ｌｌ軍す巻１

１１

４
６

４１２

１６４

８０２

３５

６１８
３６７

６４６
８９

９０

４８９
８５９
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４７１

１７

２４０

４４７
３２７

４３０

６２
６１
６２

２５９５
２５９６

２５９７
２５９８

２５９９
２６００

２６０１

２６０２
２６０３

２６０４

２６０５

２６０６
２６０７

２６０８
２６０９

２６１０
２６１１

２６１２
２６１３

２６１４

（永禄１）

（元１１）

（元１■３）

（天正７）

（天子Ｆ９）

（天芥１０）

（天正１６）

（‾文禄３）

（永禄７）

（弄１２）
ｒ天７下４）

（天市６）
（天芥６）

１５５８
１５７０

１５７２

１５７９

１５８１
１５８２

１５８８

１５９４

１５６４

１５７１
１５７６

１５７８
１５７８

７

７
７

７
７

７

７

７

７
７

７

７

７
７

７
７

７
７

７
７

２５

２５
２６

２６
２６

２６

２６

２６

２６
２６

２６

２６
２６

２６

２７
２７

２７
２７

２７
２７

吉
吉

大
才そ

士

Ｌｕ

毛

甫

＝ｌ＝
胃

花

甫

一斉
甫

河
卓

苫

甫
歴

責

広家書状

広家書状
義隆書状

感軍書状
青森書状

弄涌古書犬

輝元書状

弄岳書：状
元善書］犬

元長 自筆書状

又七書状

広家書揉

ｒＥ芽書：状

Ｊて貫 日茎書］犬（前闇）
久魯・湯原書ｉ青主監墨書：状
弄許書こ状

元意書：状
青森書撒

蒸昭都 内書
憩昭光奉書

♯室長
泄権助

樺山備前 入主管
天野隆雲

吉川元誓（青馬）

下野守（口羽通良）

久野：和泉守・体裁雇凍・張大丁弁・湯原元

山ＦＲ雲直
福孫

道悦様

卜州・拝芹■太・河州・泉 州
伊東嚢戚

謂九右（才日式長好）
森陥祐有 ・吉川経世

ＬＵＦ口舌 ｉ官

一條主音謂
直江大景綱
吉川駿河：評

吉川駿河守

藩申 １（♯ ト吉兵衛〉＿署中５く♯ 卜助十那）

藩中２ 柵 八郎右衝門
閣６２ 来原利右衝 門

樺 山す 巻
閤９２■天野九郎弄衛 門

山内首藤著 す書
常栄 寺文書、防長寺社証文 〈香山常柴 寺〉１０ｐ２１４、防長

風土 注進案く第２５卜宇野令〉６ｐ１４２
閤１１５ 湯原‾丈夫 衡門

藩 中１０ 山間平次右衛門
壬弄目貫す書

湯洩 案文書

安 中１０ 本案今 闘霞什書

有家 す書．藩申２（石 十那兵衛〉＿安中３く右 委細書類写〉
開式芹太郎什書．藩 中６く和式薫綿〉．卸書 く神式）
斉＝家文書

藩中１０ 山間平次右衝 門
防暑風十拝推妄１９く篭１５殿散 村）

ト杉藁す書
吉日妾文書

吉川家文書

闇２

ｒて．
閤３

天

閥４

閤３

手栗
国 、

報

与写Ｊ
甫 Ｊ

田方

Ｈ

一斉Ｊ
吉 Ｊ

－１４１－



２６１５ ７ ２７／＼旦日陰景書状 臼名 内慶長 ・藤一Ｒ＝徳 入ｉ首・（責闘犬）和守 藩中１３　烹ＦＲノト方衡門

２６１６（天洋８） １５８０ ７ ２７士 青森書状 脾耳元 臣 閣１１０く′卜ｍ葺右衡門）４＿閤１１０（′卜川肋右後門）５ 閤３

２６１７ ７ ２７
小早川隆景・福原貞俊・口羽 通良・吉 川元 春連

≡＝
国司右 京亮 長府毛利家文書一四 下関市史 Ⅳ １６ ６２

２６１８（天 盲下１３） １５８５ ７ ２７羽柴秀吉書状 ′、旦 ＝方紡門仔・吉 川治 郡少童顔 吉川安‾文書 吉 川家文 書１ ９６ ６９

２６１９（天 芥１３） １５８５ ７ ２７吉Ｊ元鼻 白筆書状 闇伯東 確 丙禅永革両手 ＩＲ盲琶‾灯喜 吉 川安 ‾文書買‖集 ７６ ５９
２６２０（天 荘１３） １５８５ ７ ２７′、阜日陰貴書：状 謄ｉ刀右 胃．守・脾耳＝那右衛門尉 児不安す蕃＿閣１７く好．罵三郎右衝門〉２４ 山 口ｌ真申Ⅱ ５７

２６２１（天 了手１４） １５８６ ７ ２７＝ヒ 元裏書］犬 ヒ保弄 棟 阿＝手刺す書．閤５く暴利芋右衡門）９

２６２２ ７ ２７士 【元春吉状 森 陥奈 義 ５雪中１５　森口詫繋牛

２６２３ ７ ２７ ′ヽ旦川隆景・‘斉川元憲う重量善書犬 ′、平 原・富永 右 胃．′卜寄席文書 山 地域研零２・♯ ト音“訂 ４ １３

２６２４ ７ ２７吉Ｊ青馬 自筆書揉 庸伯東 確 雨樋永車両寺 ＩＲ葡‾文書 喜 要す巷河ｌ隻 １９５ １６５

２６２５ ７ ２７苫臣秀吉朱印状 三河築看 貫宰相 毛利署‾釘圭 手 貰す巻３ ９１９ １８１

２６２６（慶長１１） １６０６ ７ ２７吉 ｌ広宴 自室書揉 横型景 邑 ′、旦川安‾好古 ′、旦Ｊ＝萎‾釘書１ １４８ １３９
２６２７ ７ ２７∃＝ ｌｒて芽書：状 今 田忠弄衛門 藩中１ 今［Ｒ仲方衛 門

２６２８（天‾茫１い １５４２ ７ ２８吉 ｌ畢裏革碑二状 二宮ノ貯‘美 二宮相手什書 吉 川家叉書別集 ３２６ ２５３

２６２９（天‾丈２４） １５５５ ７ ２８毛利元隷書 状 吉 川元 蕃 同盲一貫す書 Ｌ山口！見頃 ⅠⅠ １

２６３０（元１３） １５７２ ７ ２８山内隆涌古雅 苫 Ｊ目元 妻 山内首藤豪文書 太 白：泰１キ‾釘書１５ ３９９

２６３１（元一３） １’５７２ ７ ２８山内隆涌書：状 斉 川弄 督（青首） 山内首藤署‾釘書 大 日本肯す書１５ ３９９

２６３２（天正４） １５７６ ７ ２８山口好衛書状 吉川元 春 鰐湘寺文書
大 社町史１９５８、鍔淵寺文書

の研賃 ３４６

２６３３（天正７） １５７９ ７ ２８
吉ノｌ
墨書

１元春・口羽通艮・福原貞俊・小早 川隆景連
状

内藤元 奉・長井親 房 閻５８　内藤次郎左衛門 閤２ ７ ４１７

２６３４ｒ天７Ｆ９） １５８１ ７ ２８＃ 卜者信書：状写 寓＝繹妄 石眉．吉 日ｒ著す書 吉日家文書別集 １２９ １２３

２６３５（天子Ｆ９） １５８１ ７ ２８杉原景盛書状 山間柑 ｉ官 山ＦＲ芽１年す巻

２６３６（罵言Ｆ９） １５８１ ７ ２８＝ｌ＝ ．馬書状 ＬＵ円曹頂■ 藩申１０　山［Ｒ平操右 鯨門

２６３７（天ｊ下９） １５８１ ７ ２８吉 ．長吉］犬 冥ｉ首方１斤允 ≡潜重責ｌノ３９　美浦広慶 突ｉ菅野「史史料編 １８３ ４９２

２６３８（天下Ｆ９） １５８１ ７ ２８寓 売春書状 大利㈲ｌ火 河ｌ火安‾文書 大利・町中 ２０２６ ４８６

２６３９ ７ ２８苔 元素雇冊ト 大畠 （Ｒ）高茸郡松 卜社神万散大鼻「Ｈ空所箭‾釘書 邑取風更 １６１ ７４９

２６４０ ７ ２８甫 ．長 自筆書状 周伯東確 丙禅永頃両手 ｒＲ読す書 う考川貫す書馴隻 １８３ １５５

２６４１ ７ ２８ノ ｌ隆景圭推 喜与・山惣 ・♯後 藩申１３　葺Ｒ］′卜方衝門

２６４２ ７ ２８士 ｒＴ青書抹 ｎｎ・ｎｎ ・ｎｎ・ｎｎ・九右衝門・季プ弁 盲書中６　和式墓織

２６４３ ７ ２８＝ｌ＝ 「こ貰書ゴ尤 中覇右 藩中７　中村】維平

２６４４ ７ ２８＝ヒ 広志書状 和式照方衡門（了下好） 和式芹太儲 什書＿藩中６〈和式裏撼） 苔丁目妄す書馴隻 ６６４ ４８２

２６４５ ７ ２９斉 輿経書 状 木Ｔ⊥肋 藩中３く二宮為謄Ｌ 衡書く二宮）

２６４６ ７ ２９壬弄弄隷書状 和式熊千代 祖式芹太 郎什書∵藩中６く神式真綿〉 山 口県申 Ⅲ ４

２６４７（：芙７下７） １５７９ ７ ２９喜 丁目弄薫 白筆書 は 吉川繹‾吉 富仔安 【Ｒ読 ‾釘書 苫 家文書胃日生 ３１３ ２４５

２６４８（天ＴＦ９） １５８１ ７ ２９吉川繹家 自筆書 状 １寿丸・あちゃこ・かめちよ 石眉．吉 川貫 ‾好古 甫 貫‾Ｆ書㈲ｌ集 １３８ １３１

２６４９（天正射 １５８１ ７ ２９二宮書清書状 吉川弄毒 山ＦＲ妄肯‾灯書

２６５０（天盲下１１） １５８３ ７ ２９羽柴壱苔寺寸犬写 子糞斎 ‘大円‾釘書 兵産庭 中９ １ ８６

２６５１ ７ ２９士 広家書状 才日九右 盲書中６　謂式薫躇巨

２６５２ ７ ２９寓 広麦 ？書 三伏 宇：杢・介 藩 中８　宇部苫六方衝門

２６５３ ７ ３０士 広著書：状 有新 藩 中４　大塚新兵衝

２６５４ｒ長芋２） １４８８ ７晦 苔 黒澤書 状 一斉丁目繹光・増長届脚ｌ 苔 丁目貫 ‾好古 ■斉拙家文書 １ ３５２ ３０６

２６５５（弘治２） １５５６ ７仔駐 ｉ厨 手 管悍申状宴 赤河弄久 滑空寺 す書 広島 風史Ⅳ ３２ １１２

２６５６（天 子Ｆ９） １５８１ ７仔岳 弓考 経安 自室書推 誓言新五郎 石眉＿吉川家文書 善 ｌ安す士 別集 １３６ １３０

２６５７（天 了羊１２） １５８４ ７晦 吉 青 森・信ｌ青馬避暑書状 和 多坊 鷹 淵寺‾宮古 大 町 史 ２０８４ ５１９

２６５８ ７晦 斉 ｒｒ安善：状 洒太弄 藩 中２　柵八郎右衝門

２６５９ ７晦 ∃＝ 広琶ほ引犬 申石右 連 中７　中村維平

２６６０ ７「「 士 元 書書状 二（冨）・「 １ 藩中１６　森 院織 汀

２６６１ ７「「 甫 丁目弄 裏書：ほ 森隔意 貞 藩申１６　森脇蘭 汀

２６６２ ７ イ胃僅ｌ書 ：状 下石川又十 郎（妻俊） 桑原羊凍都 ｉモＩＲ蔵す書（烏阿寮壬写）

２６６３（慶 長４） １５９９ ７ 壬 禾椚蓮青白筆書状 吉日ｌ安一軒書 某 日安文書 ２ ９０４ ５３

２６６４（慶長１０） １６０５ ７ 熊 谷元直罪状 藩 Ｉ粛広俊 篠原芽‾釘喜 凍 原貰す書　 ト １ ５２

２６６５（ｌ夢長１０〕 １６０５ ７ 暴利緩弄書状 福原家文書 福 原家す巻　 ト ６ ５８

２６６６ｒ天 ‾更３） １５３４ ８ １士 売春書状 ′、幸作津守 闇４６　′卜幸 恵右衝門 闇２ ５０ ２２８

２６６７（元 ｔｌ） １５７０ ８ １皐禾老蛋青書：状 ′卜旦 川隆景 ・福原 貞俊 ・口羽涌 臣・吉 日弄 閤９２　天 野ナ．郎．芹後門 閤３ ８ ２０

２６６８（天 ７下１） １５７３ ８ １屈禾日義昭衡内書 吉 川駿河守 甫＝１安す書 ’芹 ｌ妄す 書１ ８２ ５５

２６６９（一天了下１） １５７３ ８ １一色ｌ耀尋奉書 吉 川駿河守 苗丁目署‾釘喜 甫 ｌ宥マ 書１ ４８４ ４３２

２６７０（天 了下１） １５７３‾８ １岸利蒸阿郷内書 甫 ‖ｌ青 書 閤２１ 郁洞 野才色 閣１ ８ ５５０

２６７１天 洋４）‾ １５７６ ８ １吉川青書書：状 山同書子音 藩中１０　山ＦＲ平操右衡 門

２６７２（天了下５） １５７７ ８ １ 蒸‡摺衡内書 吉 川青書・′卜旦 Ｊｌｌ隆景・毛利鐘 弄 斉Ｊ＝家‾宮古 ・ 甫 １署 マ書１－ ７５ ４９

２６７３（天７下１２） １５８４ ８ １ 淫売書耳犬 吉 川弄妻 安中２　野 卜貰 ノ勧善＃樋 口家郷書 ｒＥ 県嬰Ⅴ １ １３０

２６７４ ８ １幕Ｊ元長書状 熊 野矧ｌ火 熊野神事十す書 Ｈｌ空 音宇大計す書 ５ ８８９

２６７５（慶長５） １６００ ８ １真ＦＲ加水（孝高）白重苦 ：状 トロイエ（広家） 甫１日貫す書 苫 Ｊ貰 す書２ ９５０ １１２

２６７６ ８ １ 兼（ＪＴ署）‾日登書 ’状 「「犀 丙社友圏帝寺 旧蔵‾好古 斉 Ｊ；家‾茫書別集 ２２５ １９０

２６７７ ８ １ 萎（信委）書状 二 兵介（二宮 昆要） 二宮帽一幕什書 一斉Ｊ家‾文書別隻 ３６０ ２７３

２６７８ ８ １ 広家書状 佑音仔「 家中６　怖 々大権卓衡安

２６７９ ８ １ 広家書状 牢 番弁 藩中８　宇部富六方衡 門

２６８０ ８ １斉川広家書推 杢フ弁 藩申８　宇都宮大方衡 門

２６８１（天一丈１９） １５５０ ８ ２毛利元就 自筆書状 ‘芹＝ｌ 吉 日雷マ 書 甫目貫す巻１ ４４４ ４００

２６８２ ８ ２ 弄甜書：状 弄妻 ≡潜重量み１ 二♯督紀 １

２６８３（天芥４） １５７６ ８ ２ 題元書状 卜斉考蹄 ト彬宴‾釘喜 卜杉家文書２ ６４８ ６４
２６８４ｒ天１下１２） １５８４ ８ ２固 弄：蔵書：状 巨細崎・本 願 目敏右京神社す書 大計ｔ町中 ２０８５ ５２０

２６８５（天洋１３） １５８５ ８ ２ 青馬書状 ♯ ト責任・槽ｉ首薫軍・大王好手禅誓 藩中５　槽ｉ首額 介

２６８６ ８ ２吉川青菜書状 ′卜鳥居 ′卜昆甫‾文書 太宰Ｉ符：天満宮 中料＿１５ ２９０

２６８７ ８ ２斉 川元奈古状 山ＦＲ雷肩 藩申１０　山［Ｒ平次右裾門

２６８８ ８ ２士 斉憲書：状 ・ 汀ＦＲ次郎方衝門酎 藩中 １１（汀 円孫 介）３＿御書２（江ＦＲ十兵衛〉３

２６８９（天芹１６１ １５８８ ８ ２天野弄珍書状 湯原元締 閤 １１５　湯原‾打方衛 門 閣３ １３９ ４６６

２６９０（応永１１） １４０４ ８ ３山名満氏書 揉 吉日ｌ繹 胃． 吉 川家 ‾釘喜 甫Ｊ一貫す書１ ２５５ ２１７

２６９１（天盲下１） １５７３ ８ ３屈禾ｌ蒸聞卸 内妻 吉川青煮 閤２１ １抑｝尺靭匂 闇１ ８

２６９２（天汗６１ １５７８ ８ ３苔 Ｊ斉憲書状 今円；繹高 安 中１０　本冥今 円Ｉ壬什書

２６９３
ｌ

ｒ天７下９） １５８１ ８ ３ 青馬萎 行 人道呈書状 山ＦＲ育子官 山口］貰 肯す書

２６９４（天１下９） １５８１ ８ ３ 青馬書 揉 山［Ｒ看盲音 藩 申１０　山開平次右衡門

２６９５（天 子Ｆ１２） １５８４ ８ ３壬乗ｍ産青書 ：状 湯洩将宗 閤１０４　湯捲権兵衛 閤３ ４６

２６９６（天 下Ｆ１４） １５８６ ８ ３洞 築秀吉細内妻 斉川元素 闇２８　涯揚太郎 方術門 閤１ １２ ６８５

２６９７ ８ ３Ｌ山県十方衝門書：状 山・‥殴 山ｌ昆署‾釘喜 広島県 、／‾Ｆ書 鱈紀等２ ２５ ８６

２６９８ ８ ３ 経書書：状 音新着衝 門酎 藩中１４　音 審議

２６９９ ８ ３ 精（‡産元　 日　 卓二状 介 甫 ＝ｌ口：ＴＦ 甫 １１育て書 甫 ｌ貰マ書２ １３８０ ６５３

２７００ ８ ３
フ穴
広家書状

貢弄 藩中２　柵八耶右衡門

２７０１ ８ ３吉 広家書状 有∃折卓 藩申４　大坂新屡衡

２７０２ ８ ３吉川ｒご安善：快 藩中４　河 卜霊代太

２７０３（天了Ｆ９） １５８１ ８ ４杉原景盛書：状 ＬＵＦＲ看 官官 山河家斉‾文書

２７０４ｒ天了下１０） １５８２ ８ ４Ｊキミ珂青竜書は 吉 日ｌ弄嚢 再＝１著す書 言 ｌ安 ‾釘書１ ６３４ ５７１

２７０５（天市１２） １５８４ ８ ４′卜旦川隆景書状 井原元尚 ♯原家文書 ＪＴ 大 学す学部紀苧菓４９ １４２ １６９

２７０６（天７下１２） １５８４ ８ ４′卜早川隆景書：状 ♯原四郎 閤４０　♯庸議長衡 閤２ ５４ ９３

２７０７ ８ ４等成摂津守書状 等圧ｌ寺（甫球） 苔 １１１貰す書 甫 Ｊ家 ‾釘書２　　　　　 ■些 １２８９ ４９６

２７０８ ８ ４宗義調書状案 稲川殿 対馬寮家文書 「諸家引着」 日本女 子大学紀要文子 部３

４・西村寺子
１５０ ６７

２７０９ ８ ４素盛円書状案 橋川殿 対馬宗家文書 「諸家 引着」 日本女 子大学紀要文子 郡３

４・西村 寺子
１５４ ６８

一三・■■ 宇都宮喜成‾ 申８　牢　 富六 ‘‾
２７１０

２７１１
（慶長５） １６００

８

８

４

４
ｌｌ広家 自筆書状

土州（今田経忠）・大信 ・左馬助（種書房）・

祖九右（開式長好）・♯書兵 ・有少
祖式喜太郎 什書、藩中６〈祖 式塞織〉、御幸〈祖式〉 吉川家文書別集 ６３１ ４５８

２７１２

２７１３

（慶長 １０）
（長芋２）

１６０５

１４８８

８

８

４

５

磋元書：状

長路書才犬

福原広俊

樗孫右徳門

福原家文書

苔 Ｊ＝妄す書
諸

有Ｊ

原賞す書 卜

ｌ【家’文書１

５
３５３

５７

３０８

２７１４

２７１５
２７１６

２７１７

２７１８
２７１９

２７２０
２７２１

２７２２
２７２３

２７２４
２７２５

２７２６
２７２７

２７２８
２７２９

２７３０
２７３１

２７３２
２７３３

（愚書３）

（永禄 １２）

（永禄 １２）
（元■．１）

（天下Ｆ６）
（天了下６）

（‾完了Ｆ７）
（天 了下７）

（天 ７下７）
（天 了下１２）

（天 了Ｆ１４）

（文禄５）
（慶長２）

１４８９

１５６９

１５６９
１５７０

１５７８

１５７・８
１５７９
１５７９

１５７９
１５８４

１５８６

１５９６

１５９７

８

８
８

８
８

８
８

８
８

８
８

８
８

８
８

８
８

８

８
８

５

５
５

５
５

５
５

５
５

５
５

５
５

５
５

５
５

５
５

５

８

広 洋書雪犬

義 久書状

橋埜寺

森陥孫 二郎

苔 Ｊ＝夏す喜

；家中９ 屏子安肯文書写 森 陥寄 十

苔１ｒｌ貫す善 １ ３５０ ３０３

６

弄貯・外耳タ．適量詰己話す宴

弄紆 †司ヲ産弄主菜書初行茶行：状掌
弄隷 書１犬

薬阿 細内書
広 ｉ嘉霹己話す

保 管蕃

書
潅 元さ揉

元鼻白筆書状
秀吉朱印状焉

元素書状
青書書二状

弄愚書：状
恩書：状

広家書状
広家書状

広家書状
広家書状

ヽ ◆
高書喬＝河守

㌍閂野 卜絵介

ノト見 目隆景・福原 貞俊 ・口羽涌 良・嵩目元
吉川治郡少豊前（弄長）

赤一穴右京；霞

森瞳奈義

膚伯東確
妄同寺 里仔憫１鰐廟Ｆ富木右兵衛 入婿

ＬｕＦＲ糾雪苛こ
ＬＵ仔Ｉ出璧守
捕 鯨

様方 農（書房）
今平 岩

洞泉 寺

重剰ｌ著す書

壬弄＝安 す書
紫淵 寺‾好古

吉 川家‾賢者
閤３７ 中 川与右衝 門

軟 卜著す書
秋 卜家文書

藩 申１５ 森脇潔 牛
西 禅永興両手ｒＲ読‾釘書

暴利安‾文書
山ＦＲ署‾茫書（山口県す書結）

山ＦＲ安‾打者（山口県‾文書鮨）
藩中７ 中日三郎右衛門

吉川家文書
家中３ 今［Ｒ帯刀什書

安中８ 洞泉寺
藩申１ 今宙甚兵衛

藩中４ 河 卜某代太

卓諸

卓
鰐こ

苔 Ｊ
閤

大字
大字

苔 Ｉ

手

ゴ＝

【ｌ妾す書 １

利家甘書 １
淵奪す書の研零

ｌｌ！家す書 １

２
＋訂ｒ申
封町史

ｌｌ安‾釘喜別隻

利家’文書 ３

侶家‾釘婁１

２４２

２４３
２５６

９４
２０

１９７８

１９７９

６３
９５０

６９９

２１２

２１４

６７
１９

４５９

４５９

４９
２２８

６４４

ー１４２－



２７３

２７３

５（天す２２）

６（天す２３）
１５５
１５５

３
４ ８

８ 涯 提 慧 折 二 ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ 項 禦
長官室＿藩中 １〈井 トマ六）＿同（♯ 卜募兵衡） 山 口県更Ⅱ １

２７３

２７３

７（永禄６）

８（天 洋５）
１５６
１５７

３ ８
７ ８

６重出売春 書状

６ ト野勇敢 書状

Ｊ欠那方術門

ｈ意 思

藩中７ 中村孫 一
衡蕃１ 轟陥半卓衡

７ ８７１
５　 ６７

２ア３９（天 芥６） １５７８　８ ６圭木 島昭光奉 ■■ ．、新＋ 凱

／Ｊ ‾

古末文書 ｒご鳥眞暫Ⅳ

２７４０（天１下７） １５７９　８ ６吉川元愚書状 Ｊｒ治都 り輔 ７「長）
方　 ′■

吉川家文書 吉川安す巻１ ９

２７４

２７４

１（天正７）

２（天芥１３）

１５７

１５８

９ ８

５ ８

６吉川元長書状

６壬利輝元書躁

森脇彦兵衛

佐 々木弥七郎

勧善２ 森脇太兵衛

藩 中１３く佐 々木九 兵衛〉、家中６〈佐 々木権 兵衛〉、御書１
く佐々木孫右衛門〉

２７４３（天洋１９） １５９１　８ ６毛利輝元古津 幕下‖Ｔ仁尾

口：

吾 川購豪‾Ｆ書 吉川家文書１ ６４９　 ５８２
２７４
２７４

４（文禄２） １５９３　 ８ ６妄同寺青誹書推 堂

Ａ

貫
侶広喜

；安中３　要層 毘衡書
５（す禄５） １５９６　 ８ ６う考川広家 自室古津 闇１２１ 周布古屋衛 閣３ ２１７　 ５８４

２７４６（慶長４） １５９９　 ８ ６手利糧元▲寸犬 ７孫弄・有助 右・謂九 右（神式 長好） 神式汁太 郎什書 甫 Ｉ＝三菱す書矧ｌ隻 ５９６ ４３３

４　 ９９２７４７ ８ ６斉川広家書状 卓制 覇７丁

隼 人 某 ‘

閣９６　勝間田権弄衡門 闇３

２７４

２７４

８

９（永禄 １２） １５６
　 ８
９ ８

６吉 見（毛利）故意 （許顛）書状
７壬弄日露奉行 人吉既

・わ方衝 門・内訳 ・九右確〒門

二重 介（二言 唇音）
長松 ‾太郎 ‘ ‾■→

藩中６ 開式雲 磯

二宮憎夫什書 吉 川家文書別 隻 ５２７　 ３７０
２７５

２７５

０（弄１３）

１（天 芥９）
１５７
１５８

２ ８
１ ８

甘吉川元善 書瀬

７斉 川元春 吉状
園

山

㍍． 方種子門・一＿軍内蔵助

叢 羊安

山口県文書鰭所箭す善 （毛利家す崖）
子安安文書

広島 県史Ⅴ

大計【町中 １８４

７ ２１４

６ ３８８

２７５

２７５

２（天正 １２）

３

１５８４ ８

８

７毛利輝元書状

７吉川弄書 自筆書 状

県書宕衡 門酎 山県家す巻∵藩申 １０く山 県彦兵衛 〉 広島廃立文書 鮨紀 要２ ４ ８１

脇
∃＝

右折 允．粟蒜 光　　 畏 ●株

川広安

家中３　粟屋氏御書

２７５４ ｒｌ　　ム ／、　　　　 書 ′ヽ　　　　　　 １ ０ ３３９

３ ６８６・２７５５（慶長７） １６０　８
２ ８

７伊 ＿＿巴書法書状

７吉川広；夏日筆書ゴ犬

石口彦兵衛尉

和九右（神式盲好）

坪 内；要す書 大社町史 ３９
２３６２７５

２７５７
６ ８

８

７吉川広家書揉

７斉川広安善耳犬

　 工．
宇部冨備前守

野藤方板門

神式汁 太郎什 書＿藩申６く開 式董縄〉
藩 中８ 宇都宮 大方衡門

吉川家文書馴隻 ６１５ ４４６

２７５８
２７５９

（永禄３）

（ｋ禄３）
１５６０

１５６０

８

８

８犀利蒸潅衡内妻
ト野信

野河守（元素） 藩 中９ 野才寸嬰 右衝 門
吉 川安‾打者 吉川安文書１ ４１３‾２７６ ７

（、禄
訓ｌ卜瞥Ｈ言草重吉 野河守（升：嚢） 吉川；豪‾好古 吉川茅す書１ ３７６

０
２７６１

２７６２
２７６３

２７６４

２７６５

永 ３）
（元１３）

（天７下３〕

１５６０

１５７２
１５７５

８

８

８

８

８

８

卜野信孝書状

毛利 輝元書状
吉 川弄羞・仁保充棟連署書状

斉川静河守（斉憲）

屈１港ゴト阜

’斉川看官書

北島安文書
吉川安す書１
大祐町 中

． ４１４
４１５

１８４７

３７７

３７７
３８９（天子Ｆ３） １５７５ ８ ８ ト野義政・真木 島昭光連署垂■ヒ 餌食せ胃守 阿川卓刺す書．防暑寺神訴す（瑠璃光寺〉 閤４ ２ ４５２

（天 芥７）
（天 ＴＦｌｌ）

１５７９

１５８３
８
８

８
８

　　 ．１
斉 川弄裏書］犬

手利輝元 書状

苫

格

Ｊ＝ｔ野河守！

二本備前 苛こ

吉川家す書

播本‾文書

吉 川家 ‾釘書１

長屋 県史Ⅸ
５０６

２
４４９

２７６６ ８ ■８吉 川元老 古津 冒立弥 三郎

螺 音亭時 評

安中４（せ連署猫舌）、衡書 １く喜連十兵衛〉

堀立夏詔文芸 声一遍‾Ｆ什研顎：
２７６７
２７６８

８ ８斉 Ｊ＝７善書書 状
士　 ‾

脾市市佑 （元一） 圭栗＝妄す書 　　 ．紀夢 貰１６卑
卓利；家す書３

６６
７９７

１０３

２７６９
８
８

８
８

【川云春書状

毛利淫売圭推

森陥義 貞
元薫

藩申１６ 森 月罷雑 汀
汀ＦＲ；麦‾好古

１２

２７７０

２７７１

８ ８計和秀昭衡内 妻 寓 Ｉ元妻 吉川安す書 吉川安富蕃１ ５２６
２７７２（す禄２） １５ ８ ８ ト野信孝書撲 吉川元素 吉川安 文書 吉川安文書１ ５２７ ４７９

４８０２７７３
２７７４

（磨■長５） ９３
１６００

８
８

８
８

せ聞手煮沸・林甜長・樺円７「漕連署書状
徳 Ｊ【倭 康善一犬

闇布長次

男ＦＲ甲斐守 （恩赦）
閤１２１ 周布吉兵衛
吉 川妄 す書

閤３

吉川麦甘薯１
２１８
１４６

５∈ほ
１１０

２７７５
８ ８吉川如業（広芽）書二状

青Ｊ

二冨介（二宮長署） 二宮帽 夷什書 甫Ｉｒｌ軍‾訂書別隻 ３９６ ２９４
２７７６ ８

８

８

８

ｌｌ広家書状
吉川広安善揉

二兵介（二宮屡冥）

松‾ ノゝ

二宮帽夫什書　　’ ‾■ノゝ　 一‾」● ‾斉川安‾訂書馴集 ４４０ ３２４

２７７７
２７７８

８

８
８
８

吉川広家書状

吉川広家書状

／１‾●ＪＴ帯隈

有要斤・有 し右

藩申１１（松浦 一′－〉＿安 中２く松浦竜太郎〉
藩中１６ 森陥綿汀

２７７９
２７８０

８

８
８
８

吉川広家書推

斉川広家書揉

／ 藩中４ 大坂新兵 衝

藩中４ 大庄新兵衝

謂 ．右 藩　 ６　神式吉ｊ離
２７８１
２７８２

２７８３

８
８

８
８

弓有川広芽書斗犬

吉 川広正書状

＝ヒ ■■

垂平 右

二与 次（二言 家雲）

藩申９ 垂原太う革

二宮帽秦什書 甫 Ｉｒｌ貫 ‾釘書馴隻 ４８５ ３４８
２７８４ ８

８
９
９

【‖Ｔｒ愚書状

梓末尾 ・春 又芹 運著書状

桑原 伊誓守
、物

藩中９　桑原太淳

２７８５ ８ ９吉 川如 萎（広蒙）自筆書状 ［Ｒｔ刀′ハ＿、太郎

ｋ輿寺

竹英軍‾貯蓄（皇屈丁数：引　　　　　ヨ■

２７８６
２７８７（永禄 １２） １５６９

８

８

９

１０

与考川広 安善‡犬

′卜与 川隆景・吉 川‾春 連署書状

７
名十方衡 門 丙禅北部両手旧嘉す ＿

藩申１６ 森Ｉ賂織江

吉 川家文書 別隻 ２５８ ２０９

２７８８
２７８９

（天与３） １５７２ ８ １０　　 「「 ‾７「 １ ．＿
毛利演元首堵 推

飯ＦＲ素意
国連手蔓蒸弘

闇１３２ 飯 田十郎右衛門
子 安署す巻

閤３
大社町丁申

１７

１８４９

８０３

３９０

２７９０
８
８

１０
１０

市川春俊書状

山名詔Ｊ配（許昔）書：状

椰守 厳島野鮨‾軒書 Ｊて烏 痕申Ⅱ ９６４ ５６３

２７９１

２７９２（天下１９） １５９１
８
８

１０

１０

「ｌ．、．、、
山名民政書経
吉川広家書推

Ｔｒ意
弄嘉

苔 ＝妄‾好古

吉 川貫‾訂書

苗 Ｊｌｌ貰す書 １

吉 日安す書 １
５８２
５８７

５１８
５２１

７ して霜
■■ 謂式長好 神式ヨ芋太郎什毒∵藩中６（和 式宴揺〉 吉川安文書別隻 ６１９ ４４８

２９３

２７９４

　 ５）

（欝長８）

１５９６
１６０３

８

８

１０

１０

増園長盛 ＿：状
吉川広家 自室善頭

広安

与力 （神式長好）・＝ニノゝ（椙浦藁葺）
吉 川要す 圭 吉川家文書２ ９３３ １００

２７９５
２７９６

８

８

１０

１０

吉日加美（信署）書 ：状
吉川如巻（広安）■■尤

プ．＿　 ノｌ ノ 或
右（神式長好）

／：ゝ

和式芹太儲 什書＿藩申６く和 式真綿）

和式芹太 郎什書∵藩中６く神式 宴描 〉

吉日家文書別隻
吉日家文書別隻

６１０
６４２

４４３
４６６

２７９７
２７９８

８

８

１０

１０

　 ム ＿］
重出広家書状
吉川広家書揉

＿卓 Ｊｌ（二宮長芋）
指：又

二苫帽美什 書

藩中１３ 桜♯源 ＝

甫Ｊ＝署す古訓隻 ３９３ ２９２

２７９９ ８ １０　 Ｌ
士 川広家書状

責孫兵 藩申１３　喜ＦＲ′卜方衡門

２８００

２８０１（冒 市６） １４６５
８ １０
８ １１

ｒｌ ム
吉 川広正喜揉

細川‖勝‾■■１犬

平十右衛門

二重介（二宮 岳一軍）

霜中９ 熊谷肋芹衡 門

二苫帽奏什書 胃Ｊ＝妄す書別隻 ４４３ ３２６

２８０２

２８０３

（永禄５）

（弄１３）

１５６２

１５７２

８ １１

８ １１

　 ７丁＿

吉 川元著書状

斉 川‾秦 書：状【

甫 ‖欣 那 一臣民

井下 三郎兵衛・同新兵衛・寺本玄挙允・岡
本大 蔵允

吉 日ｌ育て書 吉川家‾釘書１ ３１３ ２６６

藩中２〈井下祥蔵 〉、藩中１１〈寺本助右衛門〉

２８０４（天 ＴＦ９） １５８１ ８
　 Ｔ「　 与
吉 川‾長 一‾ 、 ■■ 、

国造羊安 信一借手家所持 キ書類写 大計町 中 １８５０ ３９０

２８０５

２８０６

（天市９）
ｒ天子Ｆｌｌ）

１５８１

１５８３

１１
８ １１

８

Ｔ「 ・ｒ司Ｔｒ書道 呈＿ｙ犬
吉 川元屡 ・同売春連 署書状

多陀寺清 一：、

湯原妻綱
湯原元締

閣１１５ 湯原す．芹衝門

闇１１５ 湯原‾仁方衡門

閤３

閤３
６６

６７
４４７
４４７

２８０７ ｌ
（天芥１２） １５８４ １１

８ １１
　 ヒ 一 円＿こ状
苔 Ｉイ１弄長 日筆書：状

瑞雲寺 ・秋 卜長門 守・同弄衛 門尉
暦伯甫究

紋 ト；家‾釘書

西禅永輿両手旧蔵す書

大社訂「中

吉 川署 ‾Ｆ書馴隻
２０５７

６５
５０５
５０２８０８

２８０９
８ １１吉 日弄書 ・′卜与川隆 景避暑書１犬

竺引届に＝
林泉群山 内弄紘 閤１１１ 山内長 石耶 閤３ ６ ３７８

２８１０
８ １１ノ、、′原７Ｔ持書：状 保革長都少撼 伴葺；要す書　 ’ 大社田丁寧 ２０２７ ４８６

２８１１ ８ １１

８ １１

斉川Ｔｒ妻書：状
吉川元長書状

桔－７「忠 藩中５ 間中源兵衛

藩中７ 中村孫＝

２８１２

２８１３

８ １１吉川広家書状　■■ 井書兵 藩 中１〈井上書兵衛〉、卸書１く井上半大夫〉、家中５〈井上

助七郎 〉

２８１４
８ １１吉川広喜 ＿状

∃＝　 ■■ ’

一伝右・二四長・ＬＵ五兵 藩 中１０　山 偲‾斤ク推

２８１５

２８１６（、禄 ）

８ １１

８ １２

【Ｊ‖広安 ＿：状
犀利直冬 白筆書：状

　■■：、

孫兵

吉Ｊｌ

衝Ｅ寸
叩耶可（終業） ・

藩 中１３ 吉祥Ｉ′卜弄衛 門

甫 丁目；豪す書 吉川家文書２ １０２３ １９２

２８１７ 力こ １２
（、禄 ）

１５６９ ８ １２屏手隙久 ＿１犬

屏子

米原平内兵衛芹寸（鋼管） 米原す巻、安中４く米 原署御書） 大社町 中 １６８４

２８１８ 水 １２
（天了宇２）

１５６９
１５７４

８ １２
８ １２

ｐ． 勝久書：伏

毛利輝元書状

米原平内兵衛尉 紺青）

章二州景芳雄

米原文書 ．妄申４く米 原妄勧善）
閤３４ 苦刈太郎方衝門

‾七社町■中
閤１

■１６８３　５
８０２

２８１９

２８２０

（慶長４） １５９９ ８ １２
８ １２

黒田長政書状 斉川著す書 斉川茅す書２ ９０８ ５７
吉川広家 ？善書犬 松＝介 安中２　松浦安

２８２１ ８ １２斉 川広家書状 洒太弄 藩中２　洒 八郎右循 門

２８２２
２８２３

８ １２

８ １３

吉 川広喜 書状
問田胤世書状

＼

久利又次郎
藩中４ 河 卜墓代▲太

久利家す巻＿勧善２〈久利与一右箇 門〉 石野．久刺す昔の研賓 ２６
２８２４一天す８） １５３９ ８　１３松 田繹 演書推 ∃＝ 繹 吉川安‾釘喜 吉川妄‾好古１ ４０７ ３７２
２８２５（天す８） １５３９ ８ １３赤 八うと清書二状 経 斉川賞す書 斉Ｊ＝安富舌１ ６３５ ５７２
２８２６
２８２７

（天 下８）

（天 ＴＦ９）

１５８０

１５８１

８ １３

８ １３

吉 川７Ｔ意書状
吉川元 暮春状

森
言

毒 藩中１５ 森陥！区牛

安中９ 据本格ヨリ差出

２８２８（天 洋１０）

天 ＴＦ ）

１５８２ ８ １３杉原７「賞書状 ．陣 閤凛３ノ２ｒ嘉洲弥 ＝＿ 閣ｉ■漏 ６ １５９

２８２９

２８３０

（ １１４ １５８６ ８ １３
８ １３

斉 川７「長 書状

吉川元春書 揉

‾斉胃．広措

天 野降車

苦界文書∵村野暴利家文書

安中４ 武闘妄勧善
Ｌ山口県更 Ⅱ ８

２８３１ ８ １３吉 Ｊ＝７書暮春 状 森陥意 貞 藩中１６　森 陥】離汀

２８３２（慶長３） １５９８ ８ １３斉川広家書推 二神弄 藩中３　二宮神有権〒門 広島風中Ⅴ ３ ９３
２８３３ ８ １３吉川広喜 ‾？書：状 二神 四 安中６

２８３４ ８　１３吉＝広家善根 あて打Ｔてなｌノ 藩申１１松浦竿介
２８３５ ８ １３吉川広家書推 積孫右 藩中１３　靖孫－ト

２８３６ ８　１３苔＝ｒて妄書耳犬 奉 藩申８　宇部富六方衛門

２８３７（寛文３） １６６３ ８‾１３毛利家家老連署状 吉川式部（正両）・吉川 内記・苦 杯藤兵衛・

松岡半右衝門 尉・森脇 又兵衛 吉 川家文 書 吉川家文書２ １２７８ ４７７

２８３８（弘治３） １５５７ ８ １４吉川一刀善書 ：状 高士拒右後手門屍寸 閤１２１ 屑箱斉丘衡 閤３ ２９１ ５９９
２８３９ ８ １４勤借手芦尊書状 毛利陸奥守（隆元） 言 Ｉｒｌ安‾釘喜 吉川家‾釘書２ １２５９ ４６３
２８４０（元亀１） １５７０ 　 ／８ １４ Ｊ、早川隆景・口羽遠見・福原貞俊・吉川元蕃連

著書状
野村士悦 野村家文書 、閻１２３〈野村作兵衛〉３０ 日本歴史１１９ １５

２８４１（７ｒｔ２） １５７１ ８ １４卓 兼題Ｔｒ書 状 屈丁稚 慰Ｔ５５　園■罰与一茶衡門 閤２ １４ ３７４
２８４２（些 ｔ３） １５７２ ８ １４卓利 監壷行 人道墨壷書写　　　　　　　　　 －武広景雲 園叢手安戸芹持貴 書類 写 大社町史 １８５３ ３９１
２８４３（７ｒ１３） １５７２ ８ １４毛利 氏巷行 人適量養書 閤遣手宴 手蔓芽‾釘喜 大計訂「中 １８５２

‾３９１

２８４４（天 １下８） １５８０ ８ １４斉 川Ｔ仁尾白筆書￥犬 闇伯甫確 丙禅永顔面寺 ＩＲ蔵文 書 ‘ 吉日芽す書別隻 ９１ ７６
２８４５ ８ １４吉 川Ｔｒ薫 書］犬 空 相寺弘西牽侍：夜間下 尊樹寺で書 新修島根偲 史 ４２０
２８４６（農馬３） １５９８ ８ １４内藤 屠竹 降春吉状 内藤弄；豪 貯９９　内藤′卜源‾太 閤３ ６９ １６６
２８４７ ８ １４吉 川広家書 揉 ♯ 卜久大貴 藩中１（♯ 卜青 畳衡〉．安中５く井 卜肋十 郎〉
２８４８ ８ １４吉 ＝広安善 は ＝介 藩中１１く松浦二介〉．芽中２用が新野太郎〉
２８４９ ８ １４青 Ｊ＝広安善状 太 藩中２　柵 八郎右衝門

２８５０（弓山台３）・ １５５７ ８ １５吉 川売春書状 屠有青 葉 閤１２１ 周布菩兵衛 闇３ １８９ ５７８
２８５１（永禄１１） １５６８ ８ １５吉川元羞書 経 森陥薫 香・♯ 卜与三右衝門 藩申１５　森陥安牛

２８５２（天ｒＦ８） １５８０ ８ １５吉川元善書壮 湯原暮細 閤１１５　湯 原‾打方後手門 閣３ ６４ ４４６
２８５３（天荘８） １５８０ ８ １５吉川売春書状 …冨・＝－ 安中１０　本宗今 Ｆローモ什書

２８５４（天芥９） １５８１ ８ １５桔善房婁推 壕岸本助 安中４　塙眉倭蘭書

－１４３一



２８５５ ８１１５犀利 素描都内書 吉川弄憲 吉 ＝家文書 貫 目菱す書 １ ５０１ ４４６
２８５６ ８ １５真木 鳥昭光書状 吉川青森 需 Ｊ＝安す書 て芹Ｊ目安‾釘書 １ ５０２ ４４６
２８５７ ８ １５甫 １什元素り卜星 川隆景連署書状 ｌ景子右 規 丁７安 富督す写 内海文化研賓紀 宰第１６号 ６９ １０３
２８５８ ８ １５甫 ＝丁素意 司Ｔｒ農道著書：状 弄陳 防長風十拝進室筈２日前村 防暑嵐十注進案 １ １０７
２８５９ ８ １５吉川 元春書写犬 甲田美作守 甲田文書 、防長風土注進案 〈第７４古文書〉３９、語録あ６〈阿

曽沼秀 明家頼 〉１１
山 口県史 Ⅲ１２、防長風土注

進案１０ｐ５９２
２８６０ ８ １５福原 ７丁俊吉才尤 森脇宗兵衛尉 （養魚） 斉 丁目藁‾釘書 吉日家文書 １ ６３６ ５７３
２８６１ ８ １５♯ ト甜うと書状 ♯ 卜甜方 閤１１３の２　♯ 卜源右衡門 閤ｉ■漏 ３ １６５
２８６２（天 了下１６） １５８８ ８ １５架董亭観 月和 歌会和歌 貫 目芽す 書 吉川貰‾打者 １ ８１７ ７７２
２８６３ ８ １５吉 川氏被官適 量圭旺 富田源四部 藷沌象妻１５　積ゴ棄勝ｉ書３
２８６４ ８ １５斉 川Ｉて；家書：状 三介 藩 申１１ 松浦三介

２８６５ ８ １５吉 川広安善推 芋：杢 藩 中８　宇 都宮 六方衡門
２８６６ ８ １５吉川広家書扶 軍事 藩中８　宇部冨 六方衡門
２８６７（官許２） １４６１ ８ １６版昆ク種墨書 吉川次郎三部 吉 川貢て 書 吉川署‾釘喜１ ３２６ ２７８２８６８（水．禄１１） １５６８ ８ １６手利弄：群書斗犬 隆景・貞借・元薫 閤７７　武藤助四 郎 閤２ ２ ７４９
２８６９（天７下２） １５７４ ８ １６吉日元書 ・口羽涌艮適量書状 北島久孝： 北島安‾釘書 大社町中 １８８４ ４０５
２８７０（天市１２１ １５８４ ８ １６吉日７Ｔ長 日董書 ：状 何有 西禅永興両 手ｒＲ嘉す書 吉川芽‾文書馴集 ６４ ４９
２８７１ｒ天７下１３） １５８５ ８ １６吉川７「阜・′卜旦日陰貴ｉ茸墨書は 室屡元種 閻９２　天野九郎弄衡門 閤３ １７ ２１
２８７２ ８ １６斉Ｊ＝Ｔｒ裏書推 貫申４　武 田家 勧善
２８７３（天洋１９） １５９１ ８ １６斉川正家書旺 神現計別火 秋 卜家‾釘暮 大社田丁申 ２２８５ ６２１
２８７４（‾文禄２） １５９３ ８ １６替臣秀吉朱印躁 羽柴吉川侍循 吉川安文書 苔Ｊｒｌ妄す巻１ １３４ １００
２８７５ ８ １６吉日如巻（広三麦）自筆書状 永鍵 西禅永湘南寺 旧蔵 す書 吉 川麦■汀書別隻 ２６０ ２１０
２８７６ ８ １６吉日広家書１犬 ♯享長 藩中１（♯ 卜書長衝〉、家中５く♯ ト．助十 郎）
２８７７ ８ １６斉川に 家書 状 藩申６　開式墓斉叢
２８７８（天‾丈１６） １５４７ ８ １７吉川興繹 自筆書状 弄許 寺有川賞す書 斉 川署す書１ ４２８ ３８８
２８７９ ８ １７壬利元紆 日量孝二状 吾川元素 ■吉川家什書 吉 川署す書預り集 ７４０ ５４９
２８８０（７Ｔｌｌ） １５７０ ８ １７吉川元素・′卜旦‖隆景連署書状 祭淵 寺衆徒 勝浦寺す書 大 社訂「申 １ア５９ ３４８
２８８１（天了羊３） １５７５ ８ １７吉川売春書撒 冒閻 崎 日御モ蔽神社甘書 大 子十町中 １９０６ ４１５
２８８２（天荘５） １５７７ ８ １７伊省間妻揮・拝春忠連署書状 弄政 訂卸欄神社す書 大 社【町中 ・ １９６８ ４５３
２８８３ ８ １７甫Ｉｒｌ元素書：状 粟屋 欝周東 闇７４　璽 屠芸董厨 閤２ ７７ ７０１
２８８４ ８ １７吉川元長巻数返事 胃野 ・弄行 厳島野好甘薯 Ｊて皇県申Ⅱ ８４７ ４８８
２８８５ ８ １７毛利輝元書状 一斉‖青煮 広島風立歴 史博物 鮨所蔵 文書
２８８６一腰首５） １６００ ８ １７真田長政書状 ≡同前 （斉川広安） 甫Ｊ＝；豪‾釘書 吉 川安 文書１ １４７ １１１
２８８７ ８ １７吉川広家書状 二長 介（二言長芋） 二宮帽美什喜 吉 川家文■■河ｌ集 ４４４ ３２６
２８８８ ８ １７吉日†て家書状 藩申４　大庄新兵衛
２８８９ ８ １７吉川広安善推 わくのせう 藩申８　宇都宮六方衝門
２８９０（天‾丈１２） １５４３ ８ １８大内葉陰茶行：状写 毛利 右馬頭 壬利家‾釘喜 壬劇ｌ；家で‾書 １ ２５９ ２３１
２８９１（永禄４） １５６１ ８ １８暴利元許・隔ｌ隆元連署書状 詰問 藤美 再開；麦す書＿閤７（宅妄閉経 申〉１４ 犬 日本肯甘書 ２２ ３０６ ２７３
２８９２（永禄９） １５６６ ８ １８毛利弄貯蓄推 弄妻 熊谷家‾釘書．闇２７く熊谷 育ＴＴ〉３ 大 日本肯す書 １４ １４３ １４１
２８９３（永 禄９） １５６６ ８ １８壬剰一元許Ｉ築：状 熊谷 信眉 芋蔓谷署‾釘喜　 ■ 犬 日本古す書 １４ １４４ １４２
２８９４ ８ １８悍有弄 良書推 久苦茶雪 闇１４５　久＝芳洋右徳 門 閤４ ５
２８９５（天下Ｆ１８） １５９０ ８ １８普臣秀吉朱印状 吉 ＝汀Ｅ宥 吉 丁目妄‾釘喜 吉 川妄マ書 １ ７４１ ７１１
２８９６ ８ １８手利漣売手享十偶限帳 福原広 停 福 原安す書 福原安す書　 ト １６ ７８
２８９７ ８ １８甫】‖Ｊて署書：状 二長介 （二宮恩讐） 二 宮帽美什書 ■斉川夏す古 賀り隻 ４４２ ３２５
２８９８ ８ １８甫川広軍書：状

ご・ 藩 中２　柵八郎右衝門
２８９９ ８ １８吉川広家書状 二神方衝 門尉 藩 中３　二宮神弄衛門

２９００ ８ １８吉日広安善状 藩 中４　大量夏雲斤卓徴

２９０１ ８ １８吉川広正書状 二重介 （二言長音） 二 宮帽美什書 吉 川家文書 別集 ４９９ ３５４
２９０２ ８ １９毛利元許書状 藩 中５　ＦＲ中源兵衛

２９０３ ８ １９手利随青書こぼ 吉川元素 藩 申５　ＦＲ中瀬兵衛

２９０４（永禄 １２） １５６９ ８ １９日乗斬山書状業 毛利元就 ・小早川隆景・吉川元春 ・毛利輝
元・山盛隷次・外九名 益 田家文書 大 日本古文書 ２２ ２９５ ２５９

２９０５（■天ＴＦ８） １５８０ ８ １９吉川元素書ゴ犬 要岸弄涌 閤７４　要 屡；は謬 閤２ ７２ ７００
２９０６（す禄 ２） １５９３ ８ １９寺沢了下戚書：状 羽柴南 川侍祥 寺考＝署す書 － 吉 川貫て吉 １ ７４９ ７２１
２９０７ ８ １９内藤降着書状 内藤売買 閣ｉ書５の１ 璧谷隻哉 閣凍漏 １ ２９９
２９０８ｒ慶長 ８） １６０３ ８ １９斉川広家 自室書揉 二宮卓介 （二富農芋） 二 苫帽美什書 吉川家文書 別集 ４０２ ２９９
２９０９ ８ １９弓有川広家書状 二兵介 （二宮鼻音） 二 宮憎美什書 吉 Ｊ＝安文書 別集 ４１０ ３０５
２９１０ ８ １９吉 Ｊ＝ｒて芽書：状 節介 安 中４　武拝Ｉ蕃斤方板門

２９１１（元禄 ６） １５６３ ８ ２０圭 刺青隷書状 筈Ｊ＝元素 ∃封書１ ′卜日華松・青石＝郎

２９１２（元ｔ ２） １５７１ ８ ２０吉 川売春書状 湯原秦綱 ・山 庭善方衛門 尉・大王青竜 摩 閣１１５　湯 原す方衛門　 ｒ 閤３ １４０ ４６６
２９１３（天 ７下１０） １５８２ ８ ２０杉 原元感奮状 高循弄 賄 聞漕３の２　高洲；妹子 闇ｉ■漏 ５ １５９
２９１４（天 符１２） １５８４ ８ ２０′卜与川隆景古城 吉川青森 ・青馬 甫 ‖ｒ芽‾釘書 甫Ｊ＝芽す書２ ９８７・１５９
２９１５（天 ＴＦ１２） １５８４ ８ ２０吉１１１元馬自室書推 何者 両 横永常両手ＩＲ箭す書 青 書＝安‾釘喜馴集 ６６ ５０

２９１６（天 下Ｆ１３） １５８５ ８ ２０吉川元春書状 神キ ・耶火 秋 卜安す書 大社町 中 ２１５６ ５５６
２９１７ ８ ２０姜禾＝輝元書‡犬 脾耳元 信 閣１０１ 牌不信右衝門 閤３ ２

２９１８ ８ ２０斉 川ＪＴ軍 書：状 蕪ＦＲ元祥 益 開署‾軒書巻４０

２９１９ ８ ２０妄 同寺京王■・斉 川Ｊて妄・福原広 俊連署書状 蕪田元祥 益 円安‾ど書巻４０

２９２０ ．８ ２０等 聞手京王■・吉 川広家・福 原広借適量書：状 益円弄一王 益 ＦＲ安す書巻４０

２９２１（慶長 ５） １６００ ８ ２０患 ＦＲ知力く（章高）白筆書：状 仁者 吉 川芽‾好古 吉川家文書 １ １５３ ‖８

２９２２ ８ ２０圭 利漣元手礼う†限幅 福原広俊 福 原家文書 裾原要す書　 卜 １５ ７６

２９２３（慶長 ６） １６０１ ８ ２０吉 川広家自笠書状 松妄 （松問屋任）・二重 （二宮馬貫 ） 二 宮憎奏什書 罵 Ｉ＝安文書 馴集 ３５７ ２７１

２９２４（慶長 １０） １６０５ ８ ２０毛 利輝元貰書 福原 「Ｅ借 ｊ亭ｌ葉芽‾釘喜 福原著す書　 卜 １５ ５１

２９２５ ８ ２０一斉川広；家書：状 高婿青葉 閤ｉ書４の２ ｉ島原 盲首衝 闇キ■漉 ７ ２５５

２９２６ ８ ２０吉 川広家 書状 権イト 藩 中２　柵八郎右衡門

２９２７ ８ ２０吉川広家 書状 原文兵衛 藩 中３　原円判弄衛門

２９２８ ８ ２０斉 川広宴 ？善］犬 有宴斤長 ・軋 、ち 藩 中４　大旗ｉ書次 郎

２９２９（弄和 ８） １６２２ ８ ２０圭利宗瑞（糧弄）書状 喜美鷹狩隼吉日広正） 甫 Ｊ目貫文書 吉 日蒙‾釘喜１ １９９ １６７

２９３０ｒＴＦ俣 ３） １６４６ ８ ２０■吉川広正妃話す 器［Ｒ首巻粛 苗 丁目安す書 斉 川；豪す書２ １３３８ ５５０

２９３１（永禄 １２） １５６９ ８ ２１宗像ｌ吏貞書：状 鷲頭弘垂 閤８６　鷲蘭 九郎方術門 闇２ ２

２９３２（天 ＴＦ３） １５７５ ８ ２１吉日元長書状 雲居甜 う隼 安 中３　要岸象氏彼Ｉ書

２９３３（天雇 ９） １５８１ ８ ２１彬原最盛古寺犬 山仔柑引百 ＬＵＦＲ蒙古す書

２９３４ｒ天 ７Ｆ９） １５８１ ８ ２１吉＝元長書状 山［口舌 ｉ官 連 中１０　山ＦＲ平次表衝 門

２９３５ｒ天 ７Ｆ１４） １５８６ ８ ２１≡羽柴壱苫衡声†書 斉 川元 素・ノト旦 附隆景 ・吉 川元首 闇２８　謄ｉ鼻太 郎方箇門 閤 １ １３ ６８５

２９３６ ８ ２１吉川売春書状 中†寸書 緑 藩 申７　中村鍾平

２９３７（天 言下１５） １５８７ ８ ２１吉日経書白筆書才犬 丙禅 寺（Ｊ育伯甫】好） 西禅永興両手ＩＲ蔵す書 吉 川家‾訂書 馴集 １９９ １６８

２９３８ ８ ２１吉日広軍書服 軍事 ・休尊前 藩中８　宇一組富六方衡門

２９３９ ８ ２１喜Ｉ‖Ｊて軍書：状 今去 藩中９　熊谷マ丘衝

２９４０ ８ ２１吉川広家書揉 苓薫 藩申９　貫旨谷マ．重版

２９４１ ８ ２２差別元隷書揉 藩中５　ＦＲ申渡兵衛

２９４２ｒ永禄１１） １５６８ ８ ２２．毛利一差弄・元許避暑書：状 市 日経好・ｌ員甫許‾斤・討満 忠久・梓元忠 閣５５　匡Ｔ‘罰与一斉衡門 閤２ １１

２９４３一女禄１２） １５６９ ８ ２２幸利癌弄・元鍬避暑書状 圧ｌ盲１紆信・♯ 卜弄 盲専 閤５５　厚ｌ壱１与一右衝門 閤２ １２

２９４４（天市８） １５８０ ８ ２２天野除雪書状 湯原 暮瀾 闇１１５　湯 原‾仁方衛門 閤３ ６９ ４４７

２９４５（天下Ｆ８） １５８０‘８ ２２吉川青書霹己話す 安中５　青松巣

２９４６（天７下９） １５８１ ８ ２２楢崎元．叢書：状 椋屋 卒助 ；家中４　塙層屠 御蕃

２９４７ ８ ２２児玉青 島書才犬 甲　 惣．芹 【折暴風十注進妄 防長 風十注進業１０ １４ ５９４

２９４８（天芥１１） １５８３ ８ ２２暮国手甫‡■書揉 ♯ 又右 手禾＝安す書 圭乗付貰 ‾釘書３ ８６３ １０４

２９４９ ８ ２２春日薫甜∈・粟岸許非違蕃書状 大昔 寺 ｒ旧）大三言寺会眉＿君６‾夫万 村所読甘善 鳥取 県史 ３１８ ８０７

２９５０ ８ ２２吉日緒言書状 ♯下 方農承 藩中２　♯下孫方衝 門 広 島県史Ⅴ ４ ８７

２９５１（天洋１６） １５８８ ８ ２２菖臣壱長書状 吉日ｌｒＥ軍 苔Ｊ目安‾釘書 吉 川安文書２ ８７０ ２６

２９５２
２９５３

２９５４
２９５５

２９５６

ｌ

（天下Ｆ１８）
（天下Ｆ２０）

（官甘３）

１５９０

１５９２
１６６３

８
８

８
８

８

２２

２２

２２
２２

２２

吉日氏家臣連署書状
暴利淫売書：状

苫臣毒次美田］犬
安中久１廿広フ書’状

圭利宗瑞（ヲ産元）自筆書：状

等１署壷井衡門冨寸

広安
羽築戸田倦祥（吉川広妄）

吉１日内蔵助（広了Ｆ）

ｒこ家

等一宇貰‾釘喜（鳥原†影写）

家中３ 重層 監制書
吉川芽す書
甫Ｊ＝安す書

う考川妄す書

胃 ＝菱‾釘喜１

甫 Ｊ＝；家す書２
貫 目安セ‾書２

８２２

１３０２

１２７４

７７８

５０４

４７５

２９５７

２９５８
２９５９

２９６０

２９６１
２９６２

２９６３
２９６４

２９６５
２９６６

２９６７
２９６８

２９６９
２９７０

２９？１
２９７２

２９７３
２９７４

２９７５
２９７６

２９７７
２９７８

８

８

２２

２２

春日書評書：状

斉Ｊ＝広安善：状

塩二京

有新・卦 ノ、

藩申１４ 瑞犀亡友衛門

藩中４ ‾た隊紺屋衛

（応ヒ１）

（永禄１１）

（天芥２）
（天子Ｆ６）

（天芥＿１４）

（‾丈■技２）

〔天マ１９）
（天‾丈１９）

ｒ芙‾汀１９１

１４６７

１５６８
１５７４

１５７８
１５８６

１５９３

１５５０

１５５０
１５５０

８

８
８

８
８

８
８

８

８
８

８
８
８

８
８

８
８

８
８

８

２２

２２
２２

２３
２３

２３
２３

２３
２３

２３
２３

２３
２３

２３
２３

２３
２３

２４
２４

２４

斉川ｒＥ貰書：状
吉日広家書状

吉日広正 自董書状
紺‖勝弄書耳犬
毛利元甜・同採元連署書状

吉川弄鼻 白筆書状

圭利ヨ還元書：伏
吉川元長書状

斉川青煮書：状
吉川売春書状

斉川元愚書：伏

一斉Ｊ＝青島 白箋書：状
普臣秀次朱印状

盲与‖ｌ広安善：状
甫川広妄書：状
斉Ｊ＝ｒて家書：状

甫川広家書揉
壬利隆青書：状

聞隆有印青瞥）書 ：ば
際隆ｌ芳川舌腎）書：状

謂九右

九弄衛門・苓
吉井農助（広墓）

苫丁目弄ｊ経
赤穴右京扁

斉Ｊ日系写萎

′卜沫ＴＦ邑
和式掃都

今円裏革雇ｉ

森隔意毒
併々：村弥十▲耶

屈 芸≡≡才；＝
三河嘆願 人頭（甫丁目広安）
振権右徳門

牛太郎方術門

垂原半右衝門
治蕃耶少童顔

苔Ｊ＝青書
毛利陰弄・元 甜

藩中６ 謂式薫】蘭

藩中８ 宇部冨六方衡 門

一斉Ｊ＝芽‾釘書

う考Ｊ＝家電書
閣３７ 中川与煮衝門

右 胃．甫Ｊ＝妄‾釘書

藩申１１川、：抹市郎措〉１＿安中４（′卜株安御書〉１
藩中６ 謂式苦縄

安中１０ 本宗今ＦＲ監什書
藩中１５ 森臨繋牛

家中６イ芹々大権兵衛
丙裾永革寄手 ＩＲ箭‾釘書
喜Ｊ＝貰‾釘喜

藩中１３ ｊ方柁十那方徳門
藩中２ 柵八郎右衡 門

藩中８ 宇］駅富六方衡門
藩中９ 垂原太シ喜

吉川妄す書
斉川安す書
吉川家文書

甫 Ｊ＝安す書２
斉 川麦す書１

闇２
吉 川家一丈毒㈲ｌ隻

Ｊて烏ｌ旦申Ⅴ
吉 川家文書別集
吉 Ｊｒｌ著す書１

吉 日ｒ署‾釘喜１
斉 Ｊ＝；家す巻１

吉 日貫 す書２

１４４５
３１４

７
１３３

２
１１２

１２８

４４５

６０９
１２５３

７２３
２６６

１６
１２５

１３６
９５

９５

４０１

５４３
４５８

－１４４－



２９７９（元も３） １５７２ ８ ２４吉川売春書状写 官ｌ冶手家 屈１１苦手貰所持古 書類写 大社訂「更 １８５８ ３９３
２９８０（天了下３） １５７５ ８ ２４一色昭扁書］犬 吉川静河守 苫 ｌ目貫す書 斉川安‾好古１ ４９３ ４３９
２９８１（天了下８） １５８０ ８ ２４ ′ヽ旦 景書状 湯原意綱・煽屡売主・′卜目元敢 闇５１ ′卜川右衝門兵衛 閤２ １３ ２９５
２９８２（天子Ｆｌｌ） １５８３ ８ ２４青Ｊ＝ 書状 二官僚冒 二宮憎美什書 言川芽す書馴隻 ３４０ ２６１
２９８３ｒ天ＴＦ１２） １５８４ ８ ２４ ／ヽ旦 貴書耳犬 乃虐 乃 美‾文書 新熊本市 中 １４５ ６３３
２９８４ ８ ２４斉川 書状 閻本意濃・二宮十駅長衝 石眉．【訂オこ‾釘喜
２９８５ ８ ２４言 自筆書：状 暦伯東確 丙禅永髄両手 １Ｒ蔵す書 吉川家文書別集 １３５ １１６
２９８６ ８ ２４弓考 書⇒犬 ろしあ大ほろ 芽 中４　意用倭瀾Ｉ書
２９８７（慶長６） １６０１ ８ ２４壬 元 白箋謬己話す 掌 － 広家 手雪目貰て書 手剰ｌ萎す書１ ３６２ ３７６
２９８８（欝長６） １６０１ ８ ２４苔 「Ｅ麦紀話す 甲田大和守 暴利安 す書 手利家文書１ ３６４ ３７７
２９８９ ８ ２４手 元書状 広安 益 ［Ｒ宴す書巻４０

２９９０ ８ ２４吉Ｊｌ 家書状 小左太・境志摩・森若・森 飛・境与三 右・桂

００
津 中１５　森脇緊生

２９９１（官永１９） １６４２ ８ ２４毛 毒肝官途書 出 浦謙信 闇９７　浦童貞衝 閤３ ２ １ユ３
２９９２（元暮１） １５７０ ８ ２５’古川元秦・′卜与川隆景連署書 状 同右・児三者 墜淵 寺‾訂書 贋淵寺‾茫書の研零 ２５７ ５４１
２９９３（天下Ｆ３） １５７５ ８ ２５八大信慶 ・音イ言適量書尋犬 苫Ｊｌｌ青煮 吉 川家文 書 苫 Ｊ＝；豪す書 １ ６００ ５３４
２９９４（天正６） １５７８ ８ ２５甫Ｊ元老感状 塙居休介 藩 中１４く椋 岸ヒ方術門〉＿衝書１り羞層 八郎右衛門〉
２９９５（天１下７） １５７９ ８ ２５斉川 書才尤 湯原元瀾 聞１１５　湯原‾打方彷 門 闇３ １４１ ４６６
２９９６ ８ ２５∃＝ 弄 書状 ♯肝・♯頭 暦ｌ本；家す書（島国ｌ影冨 ・島根虞 伊高村）
２９９７ ８ ２５幕 弄 書こ状 ｒ・二・▼ 藩 申１３く偉 才水九与謝Ｌ 家中６く休 々大権兵鯨〉

２９９８（天荘２０） １５９２ ８ ２５卓 臣秀吉朱 印状 三間築首 Ｒ侍祥 （胃 ＝広安） 吉 川家‾好古 ■斉川安文書 １ ７４３ ７１５

２９９９（慶長５） １６００ ８ ２５黒雷長政書状 羽蔵 （斉川広豪） 斉 川安す巻 吉 川家文書 １ １４８ １１３
３０００（慶長６） １６０１ ８ ２５士 広 家書推 二丘介 （二富岳署） 二 宮帽一斉什書 ；　 ・型　 ≡　云」 ３９５ ２９４

３００１ ８ ２５寓 始業 （広家）書状 甫董卓 （斉川安好） 苫 Ｊ羊安【Ｒ箭す書 ‘斉川家‾新書 別隻 ３１９ ２４９
３００２ ８ ２５吉 日けＥ安善：状 体力．長 安 中６　イ芹々大権塵箇安

３００３ ８ ２５吉 日」て安善１犬 藩中１０　山棺一平

３００４（墓苔 １） １４４１ ８ ２６山二名持常煎 才犬 寓河 （拝信） 斉Ｊ＝安す巻 吉 日貫 す書 １ ４４ ２７
３００５（天芹８） １５８０ ８ ２６士 売春 書状 岡本 意識 右眉．阿木‾釘善

３００６（天 ｉ下９） １５８１ ８ ２６甫 元屡 奉行 人道墨書１犬 山間雪肩 山円；家肯‾貯蓄

３００７（天子Ｆ１２） １５８４ ８ ２６∃＝ 河 守弄妻・隋１治 耶小鮒元首１重量書：状 倭淵寺‾好古 屠淵寺‾丈魯刀研零 ３６２ ６３９

３００８ ８ ２６罵 弄青 書：状‘ 伊東 養成 有家す書▲藩申２く石十郎丘衝）＿家中３く有家勧書類写〉

３００９ ８ ２６告 ；家ｌ宇ｉ璽墨書：状 奥 卜忠兵衛 尉 一光５原隊す巻（京大髭写）

３０１０（天 ＴＦ１６） １５８８ ８ ２６′、板書侶灘 二名１重量書才犬 大 庭袖手 軟　卜貫‾茫喜 大 計ｆ町中 ２３８７ ６９７
３０１１（慶長 ５） １６００ ８ ２６青 Ｊ＝広安 解推敲写 斉 川勘方術 門王討（経書 ） 石諷吉川家‾文書 吉 川家文書別集 １５８ １ナ１

３０１２（慶長 ５） １６００ ８ ２６■斉川広家 書状 香 川又弄衝 門（妻緋 ） 春日著す書（写す書）＿家中９く香 川）▲ Ｌ山口県更Ⅱ ２５ １３８
３０１３（慶長 ５） １６００ ８ ２６増 ＦＲ長盛 書才犬 寓Ｊ‖侍祥 吉日家文書 吉 川家文書１ ７２５ ６７０

３０１４（慶長 ５） １６００ ８ ２６伊勢 屈ｌ津 城合戦手琶討死注 ‾文 腎兵 （野［口元 庸） 罵Ｊ目安一丈書 ■斉粧藁文書１ ７２８ ６７４
３０１５（慶長 ５） １６００ ８ ２６伊勢 屈ｌ津城禽獣寺号討評 注す 吉日１安‾文書 吉 日：豪す書１ ７２８ ６７４

３０１６一房長 ５〕 １６００ ８ ２６吉 広；豪解：伏 富仔篠五郎臼引削 冨Ｊ羊署一口箭‾軒喜 斉 Ｊ＝貰す巷別集 ３１５ ２４６
３０１７ ８ ２６■告 広；安善１犬 要屋＋郎兵彷酎 安中３く顎椅引毛復Ｉ書 〉．勧 善く雲居＋ 耶丘衡）

３０１∈∋ ８ ２６吉 「Ｅ安善］犬 洒太 弄 藩中２　洒 八郎右衝門

３０１９ ８ ２６甫 家書状 藩申４　大垣新兵衛

３０２０ ８ ２６苔 広家書状 杏 藩申８　三軍郡冨六方衝門

３０２１ ８ ２６吉 罵己書二は 二宮長介（恩 芙） 二宮帽夫什書 甫丁目妄す書馴集 ５４７ ３８１

３０２２（正中２） １３２５ ８ ２７ 音イ里 月ヒ屏息滴代 清正連署和与†犬 苫 ＝ｌ家す書 吉日家‾文書２ １１２９ ２８６

３０２３（元１１） １５７０ ８ ２７苫 売春書状 山ＦＲ出雲守 閻３１ 山ＦＲ吉塵衡 閤１ １２ ７３６

３０２４（元１２） １５７１ ８ ２７苫 弄意書：状 ／、幸作源守 閤４６　′卜寺魚右徳門 閤２ ４８ ２２７

３０２５〔天下Ｆ７） １５７９ ８ ２７罵 弄著書：状 今［Ｒ繹高 家中１０　本宗今ＦＲ臣什書

３０２６（天了手９） １５８１ ８ ２７■告 弄青書１犬 ＬＵＲ］書下官 山間貰肯す書．藩中１０（山ＦＲ平政宗衝門〉

３０２７（天洋１４） １５８６ ８ ２７士 元岳 白筆書￥犬 厨伯東藷 西禅永興両手 旧蔵 ■文書 吉川；麦甘書河ｌ隻 １６１ １３８

３０２８ ８ ２７士 弄善書は Ｆ口中方ｉ斤一大葵 藩中５　圧Ｉ中濃兵衛

３０２９（すｊ最２） １５９３ ８ ２７与野毒操先日】耳犬 声［Ｒ倖繕（斉 川ｒＥ；麦） 斉 Ｊ＝安‾釘書 甫＝貰‾好古１ ８２５ ７８０

３０３０ ８ ２７苫臣秀吉朱印状 吉日侍祥 甫 丁目妄‾宮古 斉川案文善１ ８０８ ７６６

３０３１ ８ ２７罵 広家書状 吉宗右・松妄 右 諾 中１今 ＦＲ某 卓抜

３０３２ ８ ２７吉 ｒ広；家書ヨ犬 海 中１３　坂根十 眺方衡 門

３０３３ ８ ２７苫 一丁て；家書：状 洒太 連中２　泄八郎右彷門

３０３４ ８ ２７苔 【広家書揉 話中４　大成新屋徳

３０３５ ８ ２７壬弄‖細広幸：状 吉川内箭肋 （Ｊて正） 書目安す書 苔 Ｊ＝貫す書 １ ２１０ １８０

３０３６（元亀２） １５７１ ８ ２８
小阜

著書

隆景・ロ羽通長 ・福原 貞俊・吉 川元春連
湯原春綱 閥１１５　湯原文左 衛門 閥３ ２３ ４３２

３０３７一元１２） １５７１ ８ ２８′卜旦 隆景書状 山間 出璧守 閤３１ 山Ｒ］甫丘衡 閤１ ３７ ７４２

３０３８（天符１） １５７３ ８ ２８ ＝ 昆書：状写 わねしけ 久芳す薯（京大駐輔 弼削 古文書研 究４４・４５ ２１ １２３

３０３９ ８ ２８山名弱腰 （祐音）書：状 吉日元嚢 吉日ｌ貫す書 ■斉川安‾好古１ ５８３ ５１９

３０４０ ８ ２８山名民政書状 寓１日元素 甫‖ｒ安す書 吉 川家‾釘喜１ ５８８ ５２２

３０４１（天了Ｆ８） １５８０ ８ ２８′卜旦 ‖ｌ隆景卓 二状 雲居弄涌 闇７４ ！粟局ほ制酸 閣２ ８２ ７０２

３０４２（天 子Ｆ９） １５８１ ８ ２８甫 青煮巷：ほ 吉ＦＲ弄勝・査陥意義 藩中１５　森陥安牛

３０４３（天 ＴＦｌｌ） １５８３ ８ ２８毛 輝元書状 桂元俵 閤４　毛利伸層 閤 １ １ ３９「

３０４４（天 了下１５） １５８７ ８ ２８士 拝青書 ：伏 内藤平方衝門尉 藩申７　内儒権兵衛 Ｊて烏最中Ⅴ ６ １０７

３０４５ ８ ２８甫 拝言 書状 東新右徳 門静† 藩中１４　貰墓前

３０４６ ８ ２８春 意 表秋吉：状 丼十丘・音与一旦 安中９　弓封安中差 出伝 訳写（山 県久太 郎算出）

３０４７ ８ ２８苫 斤こ青書推 ♯ ト董卓衝 藩中１く♯ ト音兵衛）．安中５く♯ ト助十 那〉

３０４８ ８ ２８吉 Ｊ広家書状 ＬＵ輩右 藩申１０　山風＋介

３０４９ ８ ２８甫 Ｊ＝ｆモｉ偽書 藷閣初春行中 藩中１４　塩屋ヒ弄衝 門

３０５０（天正潮 １５８０ ８ ２９斉 弄：裏書揉 森陥内蔵大蒜　 ■ 御書２　森陥十 那方 衝門

３０５１ ８ ２９吉Ｊｌ売春・口羽通長・意道元保連署書 状 元康 多葉文書、関連１ノ１く多軍兵右衛門〉５７、防長風土注 進案
早稲 田下巻７６６、防長 風土
注 進案１８１）３３３

３０５２（天正１１） １５８３ ８ ２９吉ノｌ元長吉状 児玉四郎兵衛尉 広島県立歴史 博物館所蔵文書、閥１９く児玉四郎兵衛〉４６
広 島県立歴史博物館研究

紀要 ６ ３５

３０５３（天了Ｆ１２） １５８４ ８ ２９毛 氏奉行 人達著書撒 勧崎売掛 副矧路挿社文 書 大社町「申 ２０８９ ５２１

３０５４（天子Ｆ１２） １５８４ ８ ２９き． 産青書は 衡崎青酸 訂徴！活神社す 書 天利・訂「中 ２０９０ ５２２

３０５５（天了宇１３） １５８５ ８ ２９甫 弄岳書状 今ＦＲ抒高 安中 １０　本宗今閉 Ｆ蚤什書

３０５６（天下Ｆ１４） １５８６ ８ ２９士 １ 馬 自室書：状 蘭伯東薙 丙禅永輿両寺 ｒＲ談す巻 吉川家文書別業 １０４ ８９

３０５７ ８ ２９弓考 善書：状 伸長都 少輔 ７年常夫安甘薯 （烏灯影 写）

３０５８ ８ ２９＝ヒ ｌ 裏書：状 新平丘 譜技 や５４　山 良法 扁 ８

３０５９（慶長５） １６００ ８ ２９甫 ドニ安喜代 呑 Ｉ＝助二 春 日署マ書 （写す書 ）＿貫中９く香 川〉＿ 山 口旦更Ⅷ ２６ １３８

３０６０ ８ ２９胃 広家書状 藩中４　大 塚新兵衛

３０６１ ８ ２９苦 熱政春書状 名柄 十方衡門 藩申 １６　轟象　 繕詣斬Ｔ

３０６２（実作１４） １５８６ ８ ３０苔＝元鼻 白笠書状 厨伯東藷 丙禅永 畢両 寺旧蔵‾文書 斉 川冥す書 馴隻 １０５ ９０

３０６３（天下Ｆ１５） １５８７ ８ ３０善Ｊ緒言書状 ♯下方展承 藩中２　♯ 下孫斉衝門 広 島ｌ昆申Ⅴ ■５ ８７

３０６４（す禄２） １５９３ ８ ３０木下吉隆涛状 羽柴盲琶人吉Ｆ 甫 ＝宴文書 吉 川家 文書 １ ７５２ ７２３

３０６５（弘治２） １５５６ ８晦 寓 ＝元素書状 周布殿 閤１２１ 周青苗兵 衛 閣３ １８０ ５７６

３０６６（弘治２） １５５６ ８晦 苔 Ｊ ．書巻：ほ 盾ｌ茶業遺言‾帥有徳門冨寸 閤１２１ 周布首長 衡 閤３ １８１ ５７６

３０６７ ８塙 幸手 ．ヲ講書：状 元素 藤 野町十佑尿素易所蔵文書 曹猫 舌簡集蕃 第六 １ １５９

３０６８（天ＴＦｌｌ） １５８３ ８腫ｉ ＝ヒ ．春吉 揉 葦前首相！ 闇３４　二軍刈太 郎方術 門 閣１ ２２ ８０９

３０６９（天子Ｆｌｌ） １５８３ ８拝島 言 上 裏 書状 葺苅吉継 閤３４　草刈太 眺弄 衡門 閣１ ２８ ８１１

３０７０ ８晦 吉 事ｌ 意 書４犬 山［Ｒ吉了草 藩中１０　山ＦＲ平汝右衝門

３０７１ ８臨 吉 ＪＴ ．裏 書撒 和智治孝弘 閣１３１ 和智 孫五 郎 閣３ ３ ７８６

３０７２（欝長３） １５９８ ８施 幕 間 ．祥 日量善書犬 森煮虚（森隔意塵守） 言Ｉ＝貫す書 斉川て家‾釘書２ ・ ９７９ １４２

３０７３ ８晦 呑 拝Ｉ ．祥 書状 森末席 芽中６

３０７４ ８晦 巷巨竜青菜日】斗犬 三羽些苫ＦＲ侍 従 ■告Ｊ＝署‾好古 吉川貰す書１ ７５０ ７２１

３０７５（天和４） １６１８ ８旛 甫Ｊｌｌ如帯広家書揉 清水元親 閣１０５　清水右衝門 閤３ ４ ２９２

３０７６
３０７７

８
８

晦
晦

吉Ｊ
善Ｉ

川て
ｌｌ広

▲家書：状
安書：状

太郎方術 門尾寸

５亜■大方

藩中２ 柵 八郎右衝 門
藩申２ 洒 八酪右衛 門

３０７８ ８晦 苫Ｊ「Ｅ署：ｌ■：状 洒大方 藩中２■洒 八郎宕衡 門

３０７９

３０８０
３０８１

３０８２
３０８３

３０８４
３０８５

３０８６
３０８７

３０モほ
３０８９

３０９０
３０９１

３０９２
３０９３

３０９４
３０９５

３０９６
３０９７

３０９
３０９

３１０

（天７下１１）
（慶長５）

（天ＴＦ８）

（天下Ｆｌｌ）
（天ＴＦ１４１

（天盲宇１５）

（闊長２）

（官す３）
（腎‾Ｆ３）

（嘉吉１）
ｒ真言１）

（音符２）

８（天了Ｆ８）
９（天 市８）

０

１５８３

１６００

１５８０
１５８３

１５８６

１５８７
１５９７

１６６３

１６６３
１４４１

１４４１
１４６１

１５８０
１５８０

８
８

８
８

８
９

９
９

９

９
９

９
９

９
９

９
９

９
９
９

９

晦

晦

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
２

２
２

９

甫Ｊ
害Ｊ

甫１
苔Ｊ

罵Ｊ

′卜
甫Ｊ

吉Ｊ
苔Ｊ

幸手
旦Ｉ

］考Ｉ
言Ｊ

弓考
壬弄

手弄
耕ＩＪ

都Ｊ

山
２′卜

２′卜
２苫 Ｊ

１１広
ｌｌ広

１１元
‖て

ｌｌ広
等原
１１弄

ｌｌ弄
ｌｌ弄

桐題
ｌｌ

ｌ【如
ｌｌ

冒．（

ｌｌ
ｌｌ
ｌ【

ｌｌ

名
旦 Ｉ

旦 Ｊ
ｌ【

▲；家書：状

ム軍書は

．長 自筆貰書
▲萎 白蓋巷１犬（後閑）
１安 ？書］犬

、ｆ更生寄；重墨書斗犬

．妻書：状
．善書：状

．長 日董卓推元 日筆書 斗犬
馬蹄１雪昔取 ：状

巻（広；豪）自筆青書
広家書状

卓剰ｌ）甜薫（常 頼）書状
抑 信書 状

家；家要道 書経
持 腎！薫：状

持 フ麻 ：状
政情書 状

１１隆景 書：ほ

１ｒ隆貴書：状
弄裏書壮

梓五郎兵

竿奉

二神 方
市 川羞俊
合子天和 三軍

ヒ保元 棟
伸さ原（伊誓 Ｆ口演四部 ・庸介書環ヵ）

苫 Ｊ＝経書
吉 川】霹 人

竿杢

二宮 長一介（長芋）
吉 川内談肋（広了羊）

芳謀 議兵衛
吉河 野河亡評

斉河 野河守
鷹ｌ有利コ兼

楢崎 青葉・査陥薫香・苔［口元隋
吉 ［口元陣・査陥薫香

隠 岐手書子

藩中４ 托平八

藩中８ 軍都富六方衝 門

吉川芽す書
和式芹太都什書

藩中３ 二軍神方 衡門
苫 ＝１署‾野暮

舎子安す書 （島炉ｌ影写）
閤５ 圭利：字右衝門

吉 日安文 書
吉川安‾文書

胃Ｉ＝貰‾更喜
吉Ｉ‖；家す巻

５書中８ 竿者ミ冨六方衛門

二宮情夫什書
吉Ｊ目安甘書
斉川家‾好古

う考Ｉ目安‾釘喜
吉 日安富書

閤１２１恩有害兵衛
藩申１５ 垂陥！区年

藩中 １５ 森陥！区年
藩中４（隈挿半右 鯨門〉＿安中４〈隕暗家郷 書）

吉川家‾文書２
斉川；家‾釘古訓隻

吉 丁目安文 書１

閣１

吉 日家文 書２
甫 Ｊ＝貰‾好書１

苔 丁目安‾釘喜１
吉 川家文 書２

胃 Ｉ‖；麦文 書別集

吉 Ｊ＝著す 書２
吉 川家‾釘書２

苫 Ｊ＝家‾文書１
吉 川家 ‾釘喜１

閤３

１２４８

６２６

６１６

１１
１２４９

６９１
７１６

１３３

５３
１２７

１２８
３

４
１３

４５３

４５３

５５７

５３

４５４
６２４

６６２

６ ５４８

２ ３７２
９ ４７９

０ ４８０
９ ２４

０ ２４
４

－１４５－



３１０１（天正１５） １５８７ ９ ２吉川程言書状 久利盛勝 久利家文書、藩 中９〈久利与左衛門〉、御幸２〈久利与一右
衡門〉 石見久利文 書の研 究 ４７

３１０２（す禄２） １５９３ ９ ２増田長盛書状 吉 川侍従 斉川麦す巻 斉 川安‾文書 １ ７５１ ７２２
３１０３ ９ ２繁 沢元氏書状 洞泉寺 洞泉 寺す書．安 中８く滑真幸〉 Ｌ山口県更Ⅱ６、「て鳥庭中Ｖ７
３１０４ ９ ２‾吉日けて軍書：伏 安 中２　野 卜安
３１０５ ９ ２甫 広家書状 簑Ｔｍ 藩 申１０　Ｌ山風彦兵衛

３１０６ ９ ２∃＝ 広喜書状 李弁 ；書中８　軍都苫六方衡門
３１０７ ９ ２＝ヒ 広家書扶 宇杢 － 藩 中８　宇都宮六方衛門

３１０８（官カく２） １６２５ ９ ２喜 広正書状 木原許遅 闇凛３の１ 要 員孫右裾 門 閻ｉ書漏 ４２ １４４
３１０９（応ヒ２） １４６８ ９ ３屋 義政衡内書 吉川元締 吉 川家 文書 一斉町家文 書１ ５０ ３０
３１１０（す 明１４） １４８２ ９ ３武 ＦＲ；宗教（厚ｌ信 ）書１犬 吉川野河守 一斉川；家す書 吉川；豪す書 １ ３１８ ２７０
３１１１（永 ＴＦ５） １５０８ ９ ３大 内義興書状 も山大富育ｌ 安 中２　野 卜芽ノ衡 書＃棉口家勧善
３１１２（天 下Ｆ８） １５８０ ９ ３吉 川元春書状 今円繹高 買 中１０　本；宗今ＦＲ【壬什書
３１１３（天 ＴＦ８） １５８０ ９ ３吉 日元素書耳犬 （今田搭高） 安 中１０　本宗 今［Ｒ臣什善
３１１４（天 荘１１） １５８３ ９ ３桔暮 忠書状 神幸方衡門 酎・別 火屋門守 秋 卜家 文書 大社町 中 ２０５９ ５０６
３１１５（天 ｉ壬１１） １５８３ ９ ３幸手 種青書斗犬 要屏許‾斤 閻３３　要犀勘兵 鯨 閤１ ５２
３１１６（天 了ｆｌｌ） １５８３ ９ ３与考 弄長・信１元妻 重量 書揉 乗車元結 閤５２　業者 市郎兵 衛 閻２ ４１ ３２１
３１１７（天 了下１４） １５８６ ９ ３与考 元首巷：状 （方々大平丘衡 Ｅ討・繰言藤兵衛 尉 ；家中６ Ｊ方々大権丘衡
３１１８ ９ ３吉 元首書１犬 大型美作守 安 中郎 杉原屡真備門〉∴勧善２く大梨瑠右衝門）

３１１９ ９ ３圭 輝元自筆書状 ひろ署 （広麦） 吉 川家 文書 吉 川家す書２ １１９４ ３５６
３１２０ ９ ３甫 広家書耳犬 高循元蓑 閤１書４の２　高循ｉ官衡 閲昔漏 ８ ２５６
３１２１ ９ ３う考 広芳書寺犬 平十 藩 中９　熊谷肋方衡門
３１２２（慶長５） １６００ ９ ３星 間廣Ｉｉ青（孝高）日豊書才犬 広家 吉 日ｌ看 官書 吉川安‾釘書 １ １５５ １２２
３１２３（慶長８） １６０３ ９ ３吉 日広芽自筆書］犬 神九右（謂式岳好） 神式芹 大儀 什書．藩中 ６く神式芸雑） 吉川家‾文書 別集 ６１１ ４４３
３１２４（元和３） １６１７ ９ ３吉 川「ｒ芽日量書状 芹介（吉川広正） 吉 川賞 す書＿芽中６ 斉川貰す 蕃２ １３１３ ５１９
３１２５（習‾丈３） １６６３ ９ ３斉 正好嘗書 吉 川家 文書 一斉川家‾釘書２ １２８２ ４８２

３１２６（永禄５） １５６２ ９ ４吉ノ 元春書状
実業寺・森脇春秀・ニ苫左買亮・森脇縫殿

助・精美作守・其外書衆中
藩 中１５　森脇繁生

３１２７（元ｔ ｌ） １５７０ ９ ４手 ｌ元詳記請‾丈 尾崎勧 窟・吉見衡‾舟御厨 閤６　妾利伸塾 閤１ ２
３１２８ ９ ４斉 Ｊｌｌ元素・ノト旦 川隆景 連署書状 暴利 匡‡四代署ｊ愚考書再論断５ 大 日本 申料筈 ＋蒲クー ４３

３１２９ ９ ４書Ｊ 元春書状 通長 湯洩案 文舌
国立歴史民族 博物館研究

報告第２８集 ４７ ２４３

３１３０ ９ ４吉 元長書状 甥源十・休々大称十 郎 貰 中６　イ方々大権．鼻衝

３１３１（慶長２） １５９７ ９ ４旦 ”馬路１話】打考犬 罵 １日蔵 人 甫 Ｉ目貫 ‾釘喜 吉川貰‾釘喜１ ７１７ ６６３
３１３２ ９ ４甫 ｌ広家 書：状 ♯孫．鼻筋 藩 中１ ♯ トマ六

３１３３ ９ ４吉 ｌ広家 書状 船妄右 藩 申１ 今阻甚兵衛
３１３４ ９ ４胃 Ｊ広家 書状 ：貯権右 ；窒中１３ ：貯柁十 郎斉衡門

３１３５（弘暮５） １２８２ ９ ５永妄 業結 語‾灯 なかや すのわうほう目許良【打） 罵 ‖１貰 ‾釘書 ‾斉川安甘書２ １１２４ ２８０
３１３６（永禄６） １５６３ ９ ５甫 Ｊ弄妻 自筆書才犬 て７雪 毛利家 ‾好古 毛利安一丈書３ ８００ １６
３１３７（永禄 １２） １５６９ ９ ５′卜旦 川隆景・吉 川元春 避暑書状 併篠青雲 閤１０８　赤 川ｉ軌重 複 閤３ ２９ ３２９
３１３８（永禄 １２） １５６９ ９ ５吉 川元暮 ・′卜与 川隆景 適量書状 ♯ ト弄継・佐藤元実 閤１０８　赤 目新兵 彷 聞３ ３１ ３３０
３１３９（永禄 １２） １５６９ ９ ５′卜旦 川隆景・吉 川元素 連署書状 粟屋元樺・園盲１元信 閤・１３２　飯田七郎右衝 門 閤３ ５１ ８０９

３１４０（元亀 １） １５７０ ９ ５小早 川隆景・毛利輝元 連署書状
渡辺左衛門大夫 ・複蔵王 ・国司雅楽入道 ・

児苓与八 閤５５　匡同 与一右 衛門 関２ １３ ５７３

３１４１（元１ １） １５７０ ９ ５斉 Ｊｌｌ元春書状 山圧柑引宣 藩 中１０　山円平次右衡門
３１４２（天 了下９） １５８１ ９ ５吉 Ｊｌ弄岳・恒ｌ元春連署 書状 手壬蕃忠・香川春継 闇１４１ 併 々二村育三 閤４ １ ６７
３１４３（天 子Ｆｌｌ） １５８３ ９ ５甫 ｌ元愚書推 二宮停署 二冨 帽美什書 ■斉川案文 書別集 ３４４ ２６３

３１４４（天 盲下１１） １５８３ ９ ５・ゴ＝ 元善書耳犬 宇部冨書店 藩 中８　宇都宮六方衡門
３１４５ ９ ５某書 状 吉川駿河守 う早漏際 ‾文書（京大 影写）

３１４６（慶長２） １５９７ ９ ５紫沢 元【手書：状 繋沢元氏 吉 川家文書 吉 川家文 書１ ７０３ ６４８
３１４７（腰長２） １５９７ ９ ５毛 １秀元直状 梓 三郎兵衛 闇２０　桂勘右衡 門 閤１ １７ ５３６
３１４８（農長２） １５９７ ９ ５圭 １義元一首鼻 山内広涌・桔元綱 聞２０　措執着衝 門 ， 闇１ １８ ５３６
３１４９ ９ ５筈 胃秀吉集印状 羽柴吉川俸祥 胃 川要す書 斉 川萎‾釘書１ ７９８ ７６０
３１５０ ９ ５善 Ｊｒγ青書状 桔弄斗寄 閣３９　梓毒芹衡 門 闇２ ３５ ７３
３１５１（慶妄４） １６５１ ９ ５吉 ＝広正自筆蕃撒 言方農助 （Ｊて稟） 吉川家文書 吉 Ｉｒｌ芽す 書２ １４４６ ７２４
３１５２（某嵩 １） １４４１ ９ ６細 目持ク感状 甫河野河守 ■斉川案文書 胃 目安文 書１． ４１ ２５
３１５３（天‾更１９） １５５０ ９ ６閏 降１罫書状 一斉Ｉ‖治郁′少Ⅰ蹄 甫Ｉ目貫‾釘書 吉 川家‾好古１ ４４９ ４０３
３１５４（天 正１１） １５８３ ９ ６’芹 氏奉行 人ｉ蚕室書］犬 吉 川繹等 有眉．吉川芽す書 吉 川安す 善別集 ３８ ３０
３１５５ ９ ６士 ｌ青書書状 山 拝Ｉ出雲守 山口］妄‾文書（ＬＵ‾ロ風‾文書館）

３１５６ ９ ６甫 ｌ売春書状 （今円繹盲） 安中１０　本；宗今［宇目蚤什書
３１５７ ９ ６＝ヒ ｌ元長吉揉 椰守胃５語・弄行 厳島野燈‾釘喜 広島 県史Ⅱ ８４８ ４８８
３１５８ ９ ６孝 和【淫売書：状 弄暮 書削浸い２３　♯ 卜景光 ４
３１５９ ９ ６＝ヒ 広家書状 源泉 安中８　５厨見辛

３１６０ ９ ６甫 ｌ広三家書こ状 謂九右 ・総体渡 藩中２　符仲平

３１６１ ９ ６甫 ｌ「Ｅ妄書：伏 垂平右 藩中９■垂原太淳

３１６２ ９ ６ ＝・・ｌ秀忠都内書 斉 川美さ農亡評（†てＴＦ） 吉川萎‾釘喜 弓有川貫‾釘書１ １７０ １３２
３１６３ ９ ６徳 Ｊｌ優 雅蘭 内書 斉 川美濃守 （広正） 吉川安す書 吉 川家文 書２ １４８５ ７５８
３１６４（芙す １９） １５５０ ９ ７暴 剰ｌ弄許・同隆元連署譲揉 吉 Ｊ＝治郁少 鯖 一斉Ｊ＝家一軒喜 吉 川家‾文書１ ４５０ ４０４
３１６５（永禄６） １５６３ ９ ７暴 利元隷書状 甫 Ｊ＝青森 復Ｉ書１ 要犀＋郎卓衡

３１６６（天了下１） １５７３ ９ ７足利蒸昭徴内書 智譜院 ・回漕寺 防長風十注；包茎貰１０鹿野 卜村 防長 風十拝進妄４ ２１０

３１６７（天正１） １５７３ ９ ７足利義昭御内書 菜 園寺恵複 ・柳沢元 枚・曽我晴 助
防長風土注進案 １０〈第３４卸判物其外写〉５４、同〈第７５古 文

舌４０〉４３
防長風土 注進案１０

３１６８（天了下７） １５７９ ９ ７士 ｌ青書 自筆書状 隆景 ′卜早目著す巷 ′卜旦 目安文書１ ３８６ ３３５
３１６９（天ＴＦ８） １５８０ ９ ７∃＝ ｌ兼寿書状 湯原元 網 閤１１５　湯原‾打方衝門 閤３ ７１ ４４８

３１７０（天正８） １５８０ ９ ７吉Ｊ元春書状 多窯元 忠 閤遺１の１〈多葉兵右衛門〉、防長風土注進案 １８〈第１２神
田下村〉 関連漏 ６５ １８

３１７１ ９ ７
井上肥前守春忠・井頭宗右衛門尉棟如連署書
］犬 児玉元 良・粟屋右京 亮・粟屋掃 郁助 竹夫家文書（島図影写）

３１７２（天ＴＦｌｌ） １５８３ ９ ７卓利ヨ蓮弄書斗犬 吉 川経書 吉１ｒｌ貰‾釘善 吉 日萎す 巻１ ７０４ ６５０
３１７３（天子Ｆ１２） １５８４ ９ ７苔Ｊ‖弄妻同弄尾適量派 児耳市 弁 毛利安す書 毛利；家‾訂喜３ ７９９ １５

３１７４ ９ ７‾宗 青馬孝二状 大型 美作守 家中５く着電原長 方衡門〉」訃書２（木型理宕衡 門〉

３１７５（天了宇１５） １５８７ ９ ７苗 経書書斗犬 璽 犀許 一光 妄中３く要犀 Ｆモ都 書〉、御書く粟 屋十郎兵衛〉 広 島県 史Ⅴ １ １４２
３１７６ ９ ７胃 経書書斗犬 棚守房 顕 厨島野こ貯文書 広 島県史Ｈ ８５３ ４９１

３１７７（慶長２） １５９７ ９ ７旦 恩赦１藷取は 吉 川蔵 人 吉Ｊ日豪文書 吉 日麦す 書１ ７１８ ６６３
３１７８ ９ ７ゴ＝ 広軍書］犬 竹 新介 安中４　武［Ｒ新井衡門

３１７９ ９ ７詩才ｌ広家書状 †芹九兵 安中６　体 々大権丘衝宴 広 島県史Ⅴ ３ １３７
３１８０ ９ ７寓 広安善：状 「「「「方・「１ナし京 藩中６　和式薫き哉

３１８１ ９ ７苫ＪｌｒＥ家書三伏 野藤井 藩中９　野村屡右箇門

３１８２（元和５） １６１９ ９ ７壬 淫売書：状 福原広俊・山田元宗 ・相弐元 信 福原安文書 楢原妄‾釘薯　 ト ４ ４８

３１８３ ９ ７徳Ｊｌ貰う日動内書 吉川美濃守（広正） 吉川安‾釘書 斉 川署‾釘書１ １７３ １３３
３１８４ ９ ７徳Ｊ妄評御内書 吉川緊物（広裏） 吉川家‾釘喜 帯 川安‾釘喜１ １７６ １３４

３１８５ ９ ７徳川綱吉御内書 吉日内蔵助（広紀） 甫＝１安‾釘喜 吉 川家文 書１ １７９ １３６
３１８６ ９ ８毛兼ｌ元就書状 牛昆宗次郎 家中４　蔵ＦＲ家御者

３１８７（永禎１０） １５６７ ９ ８斉 【元素霹己話す ま産弄 壬兼＝宴す巻 毛利豪文 書１ ３２２ ３３７

３１８８（永禄１１） １５６８ ９ ８斉 青森・小星川隆景連著書状 堀五黄崎守 堀立家詔す写 内海‾熱肝肝緊紀要第 １６号 ７２ １０４

３１８９ ９ ８吉 胃．丁一掃書ゴ尤 隆景 刀一美す書 斬熊本市 史 １０９ ６１９

３１９０（天了宇７１ １５７９ ９ ８幸手輝元書状 吉川売春 藩中１０　山ＦＲ平次 右衝門

３１９１（天荘８） １５８０ ９ ８吉日元裏 白筆書寸犬 吉川繹言 斉川家‾文書 害 ＝案文 書２ １２３７ ４１３

３１９２（：完了下８） １５８０ ９ ８吉 １青書書経 湯原憲綱・塙犀元烹・′卜目元 政 閣５１ ′卜侶右衝門兵衛 閣２ ５ ２９３
３１９３（天子Ｆ１４） １５８６ ９ ８寓Ｊｌ〒長：さ代 湯原弄：綱 閤１１５　湯原す方衡門 閤３ ８５ ４５２

３１９４ ９ ８＝ヒ 弄書巻’状 大阪：蛙天守閣 所盲琶‾文書

３１９５ ９ ８甫 元老書状 長谷川清ユ欠 藩申３　屠谷 川謹右撞〒門

３１９６ ９ ８吉川売春蕃揉 ・　 ・潤 藩中４　河 卜葺代太

３１９７（天下Ｆ２０） １５９２ ９ ８善臣勇次朱印状 三田婆戸ＦＲ倦祥（吉日ＪＴ；豪） 吉川家文書 吉 川家 す書１ ８２３ ７７９

３１９８（す横５） １５９６ ９ ８増Ｒ］長盛添状 宗西掌借着 吉川家‾好古 吉 川弄 す書１ ７９２ ７５７
３１９９（す禄５） １５９６ ９ ８宗丙書：状 山九方（山形竹．払方衛門罠寸） 吉川家‾文書 吉 日家 文書１ ７９３ ７５７
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３２２０ ９ ９善 臣秀吉朱 印撒 羽柴吉川侍祥 斉 川芽 ‾好古 吉 日安‾好古１ １４１ １０７
３２２１ ９ ９普 臣秀吉朱 印状 吉川侍祥 胃 Ｊ目安 文書 甫 ＝著す書 １ ７６２ ７３０

３２２２ ９ ９尊 臣秀吉朱 印状 三田塾苔 Ｉ１１侍祥 苫 Ｊｌｌ菱 ■文書 甫 ＝宴す書 １ ８００ ７６２
３２２３ ９ ９徳 川秀 忠都 内書 帯川弄助 （ｒこ芥） 喜 １日貰 ‾訂喜 吉川家文書２ １２９１ ４９７

３２２４ ９ ９南 川広安善 揉 ♯責兵 藩 中１（♯ ト音．卓徳）∴安中５（♯ ト肋七郎）

３２２５（元１１） １５７０ ９ １０ロ三羽浦 島・据原 貞一好適墨 書状 環淵寺 頗淵寺 す書 大社町 史 １７６３ ３５０

３２２６（天下Ｆ７） １５７９ ９ １０帯 川元善書 揉 各首長斉 鳳（元忠） ♯原家 文書 ｒＥ烏大 学‾文学部紀専筈４９ ２０７ １９７
３２２７（天ＴＦ７） １５７９ ９ １０伊宮田書法善 根 多誓∋推挙助 ・春野兵産肋 ・谷中発少輔 ♯原家 ‾文書 広尾大 学す学部紀要第４９ ２０８ １９８

３２２８（天正７） １５７９ ９ １０吉川元春書状 多巽雅業助
多箪文 書、閻遺１の１〈多葉兵右裾門 〉５６、防長風土注進

案１８ロ３３２
早稲田 下巻 ７６５ ５∈∋

３２２９（天下Ｆ８） １５８０ ９ １０吉川元暮書 揉 湯原意綱 ・塙犀元真・′卜目元赦 闇５１ ′卜目方惜 門兵衛 閤２ ７ ２９４
３２３０（天７下１４） １５８６ ９ １０′、与 川隆景 書状 乃兵 ７ち美‾文書 新熊本 市史 ５８ ６００

３２３１ ９ １０吉 日元暮 自董書 状 大Ｔ（二宮） 二言帽 妄什書 斉 川要 す書馴隻 ３７０ ２８０
３２３２ ９ １０吉 日広家書状 頼 こ＝１丁 藩中１１相浦＝＿介

３２３３ ９ １０吉 川広家書 揉 洒太弄 藩中２　油八郎右衡門

３２３４（永禄６） １５６３ ９ １１壬末日元就善 推 貫 目ｌ元憲 斉川家 ‾文書 苔 １１１安 文書１ ５１５ ４７０

３２３５ ９ １１毛利弄：隷書 揉 吉川元素 安中２　弄獄公よりイ言盲官へ 当ル勧善井信一青書

３２３６（元１ １） １５７０ ９ １１／、早 川隆景 書状 湯原羞細 閣１１５　湯 原文 方術門 閤３ １０４ ４５７

３２３７（弄１１） １５７０ ９ １１吉 川元長 ・信一元秦連署書 揉 ヒ保弄棟 閣５　壬剰ｌ字幕衡 門 閣１ １０ ５３

３２３８（元１２） １５７１ ９ １１吉 川売春書 状 国造手家 石橋貫首書（鳥原ｌ！乾写・島根県ｉ幸江村）

３２３９（元暮２） １５７１ ９ １１吉 川売春書 状 中島弄 貞 閤７６　中島神長 衡 闇２ ７ ７２４

３２４０（天 了Ｆ６） １５７８ ９ １１犀利義昭衡 肉書 嶋津修理大 夫 島津家文書 島津安 富書１．広 島県史Ⅴ ９６ ５９
３２４１（天下Ｆ６） １５７８ ９ １１一角昭秀 ・真木島昭光連 署副状 伊集院右 衡門大貴・責 入碍津守 島津：家Ｙ書 島津著 す喜１ ９７ ５９

３２４２（天 ＴＦ８） １５モ‡０ ９ １１′、＿引 Ｉｒ隆景 書：状 湯原妻紹 ・煽犀青書 ・′卜侶元政 閣５１ ′卜‖有 徳門丘衛 閣２ １５ ２９６
３２４３（天 了手１２） １５８４ ９ １１吉 川元長書状 休 々木弥七郎 安中６　一方々大権丘衝 広島Ⅰ昆申Ⅴ ４ １３７

３２４４（天 了下１２） １５８４ ９ １１同音子安義 広書状 手対１（輝元） 日嶺Ｉ石苗神社甘圭 大 計田丁申 ２１６４ ５５９
３２４５（天 下Ｆ１４） １５８６ ９ １１‾吉川元首 白筆書］犬 膚伯東薙 丙樺太重商寺 ＩＲ蔵一軒馨 甫 Ｊ＝妄‾訂書馴隻 ７８ ６２

３２４６ ９ １１吉 ＝青煮書 耳犬 吉 川繹唇 右眉．寓Ｉ＝貰‾文書 吉Ｊ＝安す書馴隻 １０９ １０４
３２４７ ９ １１吉 川売春 蕃揉写 妥野孫六 美作舌簡集注解 卜巻 １５０

３２４８（天 ＴＦ１８） １５９０ ９ １１斉 川広軍 書１状 謂式長好 謂式芹太郎什書、連 中６く和式薫織〉 ‾斉川賞す古訓隻 ７０６ ５１５

３２４９（慶長２） １５９７ ９ １１旦 １１１長政 １請取状 吉 川蔵 人 喜＝ｌ貫す書 吉川家‾釘喜１ ７２０ ６６４

３２５０ ９ １１繁沢元 臨書揉 】耶守方ｉ斤将腎 厳島野節す書 広島県史 Ⅱ １３１１ ８１８

３２５１（元和６） １６２０ ９ １１弓考日加兼（広安）書状 二重介 （二宮長芋 ） 二宮博夫什書 吉川家文書別集 ４２１ ３１１

３２５２ ９ １１吉 川広家書状 卒 ク弁 藩中８　宇都宮大弄衝 門

３２５３ ９ １１斉 川口：洋書推 二重介 （二宮恩富 ） 二宮帽奏什書 吉川豪す書馴隻 ４５２ ３３０
３２５４ ９ １１一百計扱者書状 松五郎 方術門 藩申１１相浦 三介

３２５５ｒ芙‾釘１４１ １５４５ ９ １２脚 隆胃（情 瞥）書状 壬刺青誅 斉川家‾史書 ■吉日家督圭２ １２５５ ４６０
３２５６ ９ １２餅 ［Ｒ隆青書：ほ ＝ 苫Ｊ＝家す巻 吉日妄す書２ １２５６ ４６０

３２５７（元１１） １５７０ ９ １２斉 川弄裏書状 八書籍 馴火 八昔：栢神社佑 草家文書 大社Ｆ汀寧 １７６５ ３５１
３２５８（弄１ １） １５７０ ９ １２児有責播書状 八富士音別火 八雲塙神社併書家す書 大社町中 １７６６ ３５１

３２５９（元亀３） １５７２
－　９

１２毛 利輝元書状
隆景・信 直・福原左近允 ・桂左衛 門尉・口羽

下野守・元暮
毛利家文書 毛利家文書２ ７７１ ５３１

３２６０ｒ天下Ｆ６） １５７８ ９ １２吉 日弄妻・′卜阜川隆景連署：状 伊集院右衝門天美・衰 入措津守 島津安す書 島津家文書２ １１１１ ４１５

３２６１（天下Ｆｌｌ） １５８３ ９ １２吉 川元長書状 宇覇王言責佑 藩中８　宇都宮六方 衝門

３２６２（天７下１２１ １５８４ ９ １２車 乗＝ヲ産弄喜：状 二官許扁 閤６４　二宮太郎右衝門 閣２ １９

３２６３ ９ １２吉川弄裏書 状 大畠平方彷門酎 ｒＲ）高葺部松 卜社神胞大畠出空所蔵文書 鳥取県 更 １６２ ７４９

３２６４ ９ １２■芳川元憲書こ状 生行事 信淵寺す書 紫淵寺‾好古の研賓 ４００ ６７５

３２６５（天盲下１５） １５８７ ９ １２‾象帖経書書状 ′て雫＝愚昧 久利；家す巻 ．藩中９く久利与 方衝門） 石眉．久利‾Ｆ毒の研腎 ・ ４５

３２６６ ９ １２喜Ｉｒｌ経青書揉 宇都宮書抜 藩 申８　竿『糀冨 六方衝門

３２６７（す禄３） １５９４ ９ １２木下吉降添状 ≡覇些吉川侍詳 吉 川家文書 斉川宴‾打者 １ ７６３ ７３１

３２６８ ９ １２音ｌ宇毒喜美日１：状 羽集苫丁目倖絆 苗 １日安 ‾好古 吉川署‾訂喜１ ８０９ ７６６

３２６９（慶長５） １６００ ９ １２甫Ｊ＝広家書状 褐九右（開式長好） 開 式芹 太郎什書．藩中６（神 式真綿）▲御者（和式〉 ｉ　　 Ｌ型－…　壷 ６０９ ４４１
３２７０（青首５） １６００ ９ １２吉＝広凛眉 筆書：伏 謂九（神式盲好）・体力． 和式芹 太郎什書＿藩中６（謂 武重線〉、勧書く和式〉 吉 川家文書 別集 ６３２ ４５９

３２７１（慶長５） １６００ ９ １２苔Ｊ‖広；家書：伏 今 卜州 署 中１０　本案今 円ｌ壬什書

３２７２（慶長８） １６０３ ９ １２吉川広家 自筆書状 様方愚（薫育）・謂九右 （和式長好） 祖 式荘太都 什書．藩申６ 祖式嘉撼〉 ‾斉丁目蒙‾文書 馴集 ６１２ ４４４

３２７３ ９ １２吉川広家書状 今 卜州 家 中１０　本宗今 闘霞‡什 書

３２７４ ９ １２吉川広家書状 匹Ⅰ郎．卓衝 安 中９　香川Ｒ‡什書

３２７５ ９ １２吉川広家書状 山前丘衝酎 藩中１０　山県‾斤ク准

３２７６ ９ １２吉川広家書状 藩中１３　坂根七 郎弄衛門

３２７７ ９ １２斉川広家書揉 言；軌丘 藩中１３　喜 ＦＲ′卜方衝門

３２７８ ９ １２吉川広家書状 屠谷川苫右鯨 門 藩申３　馬谷＝篠右衡門

３２７９ ９ １２斉川広家書状 謂五右 藩中６　開式吉縞

３２８０（天‾丈８） １５３９ ９ １３′卜首席長雄書１犬 ’斉川興繹 甫目安す書 う有川軍す書１ ２０３ １７２

３２８１（天‾Ｆ１４）・１５４５ ９ １３江良房一書状 悍罵静 思 斉Ｉ日夏‾好古 一斉川；麦甘書２ １２５７ ４６１

３２８２ ９ １３差別弄許書推 元暮 ≡潜綬 や４０　都洞弄詮 ４

３２８３（天ＴＦ９） １５８１ ９ １３吉 日売春 自室書状 吉川元岳 斉川署‾釘喜 甫 Ｊ目貫‾釘嘗２ １２２８ ３９４

３２８４（天了下１３） １５８５ ９ １３梓意 思巷：状 大庭別 火（秋 卜久屈ｌ） 秋 卜家文書 大 社【町中 ２５６０

３２８５（天下Ｆ１３） １５８５ ９ １３吉 日元 素書 躁 神半農 忠 軟 卜安す書 烹 字ナこ朴１７３＿大社町 史

３２８６（天７下１３） １５８５ ９ １３梓暮 忠書状 袖手 島忠 秋 卜豪す書 煮 宇六祉１７４＿大社町 史

３２８７（天７下１３） １５８５ ９ １３轄意 思書状 大腰神 幸（軟 卜邑忠） 欺　卜貰‾軒書 大 社田丁申 ２１６９ ５６１

３２８８ ９ １３吉 日経 書書：状 早朝；言責佑 濯中８　宇都宮六方徴門

３２８９（天下Ｆ１６） １５８８ ９ １３音 臣秀 長書状 言川 「Ｅ萎 ． 胃ｌ目安す書 吉 日妄す巻２ ８７１ ２７

３２９０ ９ １３毛利秀 就自筆書状 斉川 美さ農守 （Ｊて正） 吉日ｌ貰‾釘婁 吉 川家文書２ １２７７ ４７７

３２９１ ９ １３吉 川広 家書状 常一光寺 西禅永髄両寺 ＩＲ箭‾好古 一再目安す書別隻 ２２１ １８６

３２９２ ９ １３吉 川如 券（広家）書：状 二丘介 （二宮馬富） 二苫帽妥什書 ｉ　 ・・一訓邑 ３５４ ２６９

３２９３ ９ １３吉 川広；家書：状 伊美作 藩中２く石十 駅長衝 ）．家中３く有家御墓彗膏写〉

３２９４ｒ永禄 １１） １５６８ ９ １４壬弄目元 隷書状 桂青 史 卓利家す書 壬剰【貰‾釘喜１ ６４２ ３６２

３２９５（永禄 １１） １５６８ ９ １４壬利 元隷書状 隆景 ・青書 壬剰ｌ著す書 壬剰安‾釘喜２ ５８２ ２６９

３２９６（永禄 １１） １５６８ ９ １４暴利 元隷書状 隆景 ・青息・音素 暴利一貫す書 毛利家文書２ ５８３ ２７０

３２９７ ９ １４毛利 弄許書状 梓 卜線分 壬利；麦一灯書 壬那萎す書２ ６４２ ３６２

３２９８（天正７） １５７９ ９ １４吉川 元暮春状 多翼 長若丸元思
多箪文書、閥遺１の１〈多軍兵右衛門〉６３、防長 風土注進

案第１２神鑓下村ｐ３３４
早稲田下巻 ７５７ ５６

３２９９（天 荘８） １５８Ｄ ９ １４口羽涌平・園‘訂元武・楢崎 元兼連著書状 ′卜Ｊ目元政 閤５１ ′卜附右徳門塵衡 闇２ ３４ ３００

３３００（天 ＴＦｌＯ） １５８２ ９ １４吉日元書巻状 止目星許甜 閤５２　美雪石 鮎塵衝 閣２ ４２ ３２１

３３０１ ９ １４甫Ｊｒｌ青書書こ状 て沢 為虎 て沢す 書（音大獣冨）

３３０２ ９ １４吉川元老・元長 適者書状 所持 周防守 て家中４　審持十 重簡素 「＝最 且寧Ⅴ ３ １３３

３３０３ ９ １４吉川元長書状 車輔吉原防守 安 中４　新桔十 塵衡安 広島 ｌ旦更Ⅴ ４ １３４

３３０４（天 正１５） １５８７ ９ １４吉川程言書状
香川春継・靭 枝高明・山県就農・境春倫・粟

岸謙一光・宇部 富書抜
藩 中８　宇都宮 六左衛門

３３０５ ９ １４斉川経書舌耳犬 源柁＋長衝酎 藩 申１３　好柑十 郎方術 門

３３０６ ９ １４馬谷庄作書状 秋 卜長門三軍 軟　 卜芽 す書 大礼田丁寧 ２３６５ ６８７

３３０７（青永２〕 １６２５ ９ １４苔丁目加美（ｒＥ菱）書：状 壬紐竹（口二洋美 人妻利霞） 吉川家‾釘書 喜 ＝署マ書２ １４３１ ６８９

３３０８ ９ １４吉川広家書状 ｉ首与 藩中１１松浦三介

３３０９ ９ １４吉川広家書状 ＝：ｌ 藩中１１く脾罵弓矢＝＿〉＿安中５く葺野貫〉

３３１０ ９ １４福原「こ青書状 三浦伝右衛門 藩中１４（三浦満汀〉．安中１く耳浦〉、毒封書 く二５僚）

３３１１厚子 ９ １４吉日広家書状 ＝浦イ宗右衛門 藩中１４（＝浦さ蒜汀〉＿安中１く二浦〉．御書 く＝浦）

３３１２ ９ １４吉川広家書状 二神芹 藩申３　二宮神方衝門

３３１３ ９ １４吉日広家・広芹ｉ軍書書状 吉 １１一着丘衝 署中９　万徳公言仔暮雲汀∃好下御書

３３‾１４ ９ １４吉川広安・広花道墨書：状 吉川六木衛門 酎 御毒舌　 斉川九 郎兵衛

３３１５ ９ １４吉川広正 自筆書状 吉．芹農１軌（広志） 吉川家文書 吉 川家 文書２ １４４８ ７２６

３３１６（天７Ｆ４） １５７６ ９ １５本願寺党 芹語如書１犬写 末尾粛 「県内す書籍 】補ｉ雷（徳番手） 広 島虔 史Ⅴ ２ １４４４

３３１７

３３１８

（天下Ｆ８）
ｒ天ＴＦｌｌ）

１５８０
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９

９

１５

１５

箭円弄 貞書耳犬

苔 ＝青書書］犬

湯原意綱 ・椋屡弄葺 ・′卜川弄：政 ・寺†訂
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′卜阜 日陰景書状
薯 同寺 東‡■書：状
吉 川売 春白箋書状

吉 川元 責苦耳犬
吉 Ｊ＝元 鼻白簑書状

吉 日経書書１犬

吉 川広家書状

甫 ＝加美（広安 ）自室書 状
吉 日広家書状

甫 Ｊｌｌ広家書状
斉 川広正 自室書状

滞 出

ｒＥ安
原 田又兵 衛

市 川書倭 ・♯ 卜責 任・児弔意播

甫 Ｊ＝経 書
森 陥意 覇

湯原妻 綱・蕾 屡弄 貢り卜帖元政
乃美景 継・恒１貴綱

倖与 三方
木 Ｔ（二富）

脾手許‾斤・「司諸事
闇伯烹確

木梨美作守

久利盛勝

ちやちや

筏源 ＿
牢番

言方馬助（広妻）

藩申１６ 森防紺 丁

譜虔最わ１８源ｉ刀了冨３２

斉川安’文書
藩申３ 原ＦＲ割方衡 門

北畠貰す巻
苔 Ｊ＝妄一灯書

藩申 １６ 森肝乙信右衝門
閤５１ ′卜川右衡門兵衛

閣１１く浦回書）４１＿闇１３６〈愕叢５荒馬）１３
暴利安文書

二宮帽美什書
闇１００ 脾罵惣卓徳

両横永頻両手 旧ｊ諾す書
家中５ 杉 原長方 茹門

久利家文書、藩中９〈久利与 左衛門〉、御書２〈久利与 一右
衛 門〉

甫 Ｊ目安什書
連 中２ 篠 仲平

；書中８ 宇 都宮六方衛門
吉 川貫 文書

吉川家‾釘喜１

大礼町中

吉日ｌ署‾好古２

閤２
閣１．閻３

妾弄目貫‾釘喜３
甫上目安す書別集
闇３

吉川家‾好書別隻

石見久利文書の研究

吉川家一文古河ｌ隻

吉川家文書２

１５６

２００２

１２３８

２

８６０
３７３

２（；
１５６

５１

７２１
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２８１
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３３４１ ９ １６吉川広正古代 久芳元日寺 問１１７　久芳五郎右衡門 閤３ ４４ ４９６
３３４２（天‾丈９） １５４０ ９ １７大内葉隠煎‡犬 帯 川繹冬 右眉．一斉Ｉ目安す書 ‾告侶家‾汀書馴隻 ５８ ６２
３３４３（天す９） １５４０ ９ １７大内蒸隆！無才犬 久利六 郎（落馬） 久手芽す書＿勧書２く久利与一右衝門〉 石 昇久利‾文書の研 顎： ２７
３３４４（天す９） １５４０ ９ １７大 内義隆礁状 久利洩措辞 久手家‾文書、勧善２く久利与一斉衡門〉 石 昇久剰ｌ‾宮古 の研 萌： ２８
３３４５天 洋２〕 １５７４ ９ １ア′卜阜川隆景書状 元素・口羽浦 島 北島家文書 大社町 中 １８８５ ４０５
３３４６（天 一手７） １５７９ ９ １７壬 利ヲ窟Ｔ仁者二状 ′卜寺佐渡守 閣４６　ノト寺 忠右衝 門 閤２ ５４ ２２９
３３４７（天 正８） １５８０ ９ １７台 東雲信書状 １法師・神門五郎方衡門尉 ・板読源 ＝＿巨６ 神 門安 旧一読‾釘圭 大計田丁更 ２００３ ４６８
３３４８（天 下Ｆ８） １５８０ ９ １７吉 川青書書状 今訂繹高 て家中１０　本宗今 ＦＲ毘什書
３３４９ ９ １７斉 川７長吉書状 椰守青訴 ・元行 厳島野ゴ存す書 広島 県申Ⅲ ８４９ ４８９
３３５０ ９ １７斉 川７Ｔ長日筆書才犬 周伯東薙 西禅永 輿両手ＩＲ扁琶す書 吉 日安文書 間ｌ集 ５７ ４４
３３５１ ９ １７吉 川元最古状 要屠蘇うヒ 猫舌 １ 要屡＋防具衡
３３５２ ９ １７壬剰ｌ産７「古 津 緒言 詔書壷き２９　呑 ＦＲ兼 備 １
３３５３（慶長２） １５９７ ９ １７旦 町長政１請取揉 ■吉川蔵 人 苗 ｌ安 す書 吉川家‾釘書 １ ７２１ ６６５
３３５４（磨馬５） １６００ ９ １７吉 川広家 自筆書状稟 青 Ｊｌ宥 ‾文書 斉Ｊ＝麦す書２ ９１３ ６４
３３５５（慶長５） １６００ ９ １７某卓二状 福原家 文書 福原安す善　 卜 ２ １２２
３３５６ ９ １７吉 日如巻 （広家）自筆善一犬 西茸（蕉∃好） 西禅永 輿両手旧箭‾文書 吉川；家‾文書帽‖集 ２５２ ２０６
３３５７ ９ １７斉 川広家書状 凋九右（和式長好） 和式露 太儲 什書、藩中６く神式真綿〉 吉川安す書 胃‖隻 ６９０ ５０４

３３５８ ９ １７吉川広家書状 新・粟屋采女・種 十郎兵衛・今 阻忠左衛門・

方衡門
藩 中１ 今田仲左衛門

３３５９ ９ １７吉 川広家書状 輔十右衛門 藩中 １３　棟清 水
３３６０ ９ １７吉 川「こ軍書ゴ尤 洒少方術門酎（」貯蹄） 藩 申２　柵 八郎有徳門 広島直 中Ⅴ １ ９２
３３６１ ９ １７吉 川広家書状 謂九 藩中６　神式真 綿
３３６２ ９ １７吉 川広家書状 不弁 藩中８　芋笥王宮 六方衝門
３３６３ ９ １７甫 昇故意幸二伏 森陪作右衡門酎 藩中 １６　森臆繊汀
３３６４（官市２） １４６１ ９ １８武打信墨書推 吉川 ＝ヒ ｌ安 す書 吉日家督善 １ ５（き ３５
３３６５（光線３） １５６０ ９ １８ｉ斤彷浦軍書：状 吉川元憲 宗 ｌ；麦す書 吉川家文書１ ５７５ ５１３
３３６６（天荘１４） １５８６ ９ １８羽柴秀吉朱印状 吉１１１元首 ′卜星 川家‾文書 ′卜早川家文書 １ ４６２ ４０１
３３６７ ９ １８吉 Ｉｌｌ弄表書斗犬 慌 ＝ 藩中１６　森陥揺汀
３３６８ ９ １８手利漣弄．書状 吉日元嚢・福原 貞俊 藩中１３　措♯清 三
３３６９ ９ １８斉川広家 自筆 書二状（前 閣） 雷う早手 二宮博夫什書 吉川要す蕃別集 ４３９ ３２３
３３７０ ９ １８圭利漣元書状 青菜・下 出羽守 芽申５　桜♯貰 ク助
３３７１ ９ １８吉川広菱書：ほ 休九兵 安中６　体 々大 権兵衛豪

３３７２ ９ １８吉川広家書状 ♯書兵 藩中１（♯ 卜青重版〉＿安中５〈♯ ト助十郎〉
３３７３ ９ １８告眉．（卓剰ｌ）謝 意（許頼 ）書状 二卓介（二言 長音） 二富帽美什巷 吉川賞す書馴集 ５３６ ３７５
３３７４（７Ｔ■．い １５７０ ９ １９暴利淫売書才犬 赤六書清 閤３７　中日与宕衡門 閤２ ３５ ２１
３３７５（天正潮 １５８０ ９ １９吉川元善書状 同一本書識　 ・ 石 野周 本文書
３３７６（天了下１２） １５８４ ９ １９圭利輝元書状 （平体許 ク） 毛利家 旧嘉諸家す 書 山口県 申Ⅱ １１

３３７７ ９ １９吉川元長書状
嘗庄春美・小 坂長信・大雄寺禅巽・井上春

佳・樺道春雲 ・森脇書類 ・吉川彦次 郎 藩中５　横道恕 介

３３７８（暦長５） １６００ ９ １９壬利磋青書†犬 福原広俊 福原家文書＿閣８く福原対馬）１６ 福原貫す巻　 卜 １０ ３４
３３７９（慶長５） １６００ ９ １９手利漣青書二状室 羽芳井 ：羞 甲 皇対案文書 卓利家す書３ １０２３ ３００
３３８０ ９ １９寓眉．謝意書 状 松五郎弄衝門 藩中１１松浦 三介
３３８１（永禄１１） １５６８ ９ ２０壬郡元静香’状 隆景・貞一貯・斉憲 併催保介 臣‾釘書 大 日本 申料１０－１ １０８

３３８２（永禄１１） １５６８ ９ ２０毛利元就・同輝元連署書状 小早川隆景・福原貞俊・吉川元春 関９７　佐藤又右衝門 閥３、大 日本 史料１０－１「佐
藤保介 】ｐ２６８ １３ １０８

３３８３（７Ｔも１） １５７０ ９ ２０毛利元鍬書状　 ■ 湯原妻綱 閣１１５　湯原す方術門 閤３ ７ ４２７
３３８４一天７Ｆ２） １５７４ ９ ２０甫＝元養書状 ■　　一▲　＝三 閤１０７　♯ ト牢屋複 閣３ ５ ３１２
３３８５（天市９） １５８１ ９ ２０吉川元首書：状 森脇蕃親・山中家信・稽 道義雲 連中１４　白♯藤市 広島県史Ⅴ １ １２０
３３８６（▲夫７下９） １５８１ ９ ２０吉川元首古雅 森脇薫親・山中妄信・樺 道春雲 藩申１４　白♯謹１右 広島虞史Ⅴ ２ １２０
３３８７（天ＴＦ１２） １５８４ ９ ２０湯原春綱書状 梓方衡門大貴 日勤硲神子＋‾釘圭 大社田丁更 ２１７７ ５６５
３３８８ ９ ２０武久妄評‾丈日枝 武久貰す書 下関市中３ ２０８ ３０３
３３８９ ９ ２０棍♯富最 胤法親王卸書 状 ‾芹＝侍従 ＝ヒ 安す書 吉川安文書２ ８９７ ４７
３３９０ ９ ２Ｄ斉川広凄ほ封犬 原ＦＲ又兵衛 藩中３　原ＦＲ割 方衡 門
３３９１ ９ ２０帯川広家書状 有葉斤 藩中４　大ｊ麦新丘衡
３３９２ ９ ２０’斉川広正書状 大原信漉守 閤ｉ■３の１ 昔眉．孫右衛門 閤ｉ書５居 ４１ １４４
３３９３ ９ ２１吉川園繹書 状 石裏芸守 石冥す書．藩申２く右十 郎兵衛〉
３３９４（天‾訂８） １５３９ ９ ２１松［Ｒ経涌書］犬 苔＝興繹 苫Ｊ安す書 吉日安す書１ ４０８ ３７３
３３９５（永禄７） １５６４ ９ ２１毛利弄詳・斉川元薫り卜与川隆景避暑書状 ′卜寺弄置 藩申１０　山ＦＲ平次右衡門
３３９６（永禄１１） １５６８ ９ ２１斉川元善書状 飯田蒸武 閤１３２　飯阿十 郎右衛門 閤３ １４ ８０３
３３９７（永禎１１） １５６８ ９ ２１差別貢献書状 児耳青 島 ｊ点て７芽話す：Ｅ 内海す化研平幕己零貰 １６号 ７ ９３

３３９８（天正７） １５７９ ９ ２１吉川元春書］犬 多巽雅菜助外五名
多巽文書、関連１の１〈多葉兵右衛門〉６１、防 長風土注進

茎１８第 １２神田下村ｐ３３４ 早稲田下巻 ７６９ ５９

３３９９ ９ ２１畠山阿誓書：ほ 吉日元素 吉日安文書 害＝安甘書１ ５５２ ４９６
３４００ ９ ２１吉川売春書状 おあこ 安中４　置ＦＲ要斤弄衛 門
３４０１ ９ ２１甫目元某書状 森‡臨書 貞 藩中１６　森陥絨汀
３４０２ ９ ２１繋沢元氏書状 董（叩） 同音寺‾Ｆ書 広島県史Ⅳ ３ １６９
３４０３ ９ ２１吉日如巻（信委）日量書斗犬 確西覚（東薙 ） 西禅永輿両手 旧箭 す書 吉川貰‾好古別集 ２６２ ２１１
３４０４ ９ ２１青＝広三麦書：状 次郎弄衝門 藩中１３　情７謀八
３４０５ ９ ２１吉日広家書状 内据饉表徴門酎 藩中８　内野仲 井衡 門

３４０６ ９ ２１吉川広正書状 祖九右衛門尉（祖式長好）・松 五郎左裾門
（松浦家孝） 祖式荘大部什書 吉川家文書別集 ６５０ ４７４

３４０７ ９ ２１甫‖広洋書、状 神式カ．岩窟門尉（長好） 神式芹太 郎什書 斉川安‾文書別集 ６８４ ４９９

３４０８（永禄１１） １５６８ ９ ２２毛利輝元書状 小早川隆景・福原貞俊・吉川元春 閥９７　佐藤又右衛門
閥３、大 日本 史料１０－１「佐

藤保介 ｔｐ２６９ １４ １０８

３４０９（天正７） １５７９ ９ ２２吉川元春書状 多窯雅楽助外玉名
多巽文書、聞達１の１く多巽兵右衛門〉６０、防 長風土注進

案１８第 １２神田下村ｐ３３３ 早稲田下巻 ７７０ ６０

３４１０（天了羊８） １５８０ ９ ２２森脇暮我等連署書状 ‾青戸．神社神 幸納本 音譜東伯町 卜伊勢所蔵‾Ｆ書 鳥取県史 ２０９ ７６５
３４１１（腰昆５） １６００ ９ ２２壬別様弄紀請‾茫滞ｒ書茎 ♯伴侍従　 本 多中稚 壬 ｌ妄す書 名利安文書３ １０２４ ３００
３４１２（慶長５） １６００ ９ ２２壬利輝元紀諮文前妻茎 滞ｌ些＝方衡門酎　 ♯伊侍祥　 本 多中箱 太鋪 圭 ｌ要す薯 皐禾目貫‾打者３ １０２５ ３０１
３４１３ ９ ２２苫丁目Ｊて安書’状 杢 藩中８　軍都冨六方 衝門

３４１４ ９ ２２壬剰１５講】指書：状 熊谷元宮 熊谷案文書 大 日本古文書１４ １４９ １４５
３４１５（明応８） １４９９ ９ ２３甫 Ｉ＝屈†荘 目蓋書：状 益［Ｒ（；宗兼） 斉川；麦‾文書 斉川要す書１ ３６２ ３１９
３４１６ ９ ２３皐禾目元常吉：状 蕪間藤養 益ＦＲ要す書．閤７く益閉経中）１５ 大 日本肯す書２２ ３００ ２６８
３４１７（：完了Ｆ・８） １５８０ ９ ２３暴利淫売書状 仔原元潔 仔原家文書 山口Ⅰ昆申 Ｈ ４
３４１８（天了下９） １５８１ ９ ２３吉日弄羞書状 山間出雲守 闇３１ 山ＦＲ寓兵衛 閤１ ５２ ７４５
３４１９ ９ ２３甫 １ｒｌ青森書壮 森陥義 貞 藩中１６　森陥綿汀

３４２０（天ｊ下１５） １５８７ ９ ２３吉川経書書状 祖式熊手代軋（弄宗） 神式芹太郎什書 吉 川妄す書馴集 ５６３ ４０６
３４２１（天了羊１５） １５８７ ９ ２３一斉＝繹言書状 粟屋肝光 安中３〈雲 居ｌ壬く卸書）＿蘭書（要屡＋駅長衡） 広島ｌ最中Ⅴ ２ １４３
３４２２ ９ ２３吉日弄素案 人（熊谷氏）消息 か三　ちん 言Ｊ＝芽‾好古 吉川家文書２ １２１８ ３８０
３４２３（文禄２） １５９３ ９ ２３豊臣勇吉某日刊犬 羽柴吉川倖鮮 甫Ｊ＝安‾釘書 斉川家す書１ ７５３ ７２４
３４２４ ９ ２３吉川広家書状 福芹ｉ斤・零 ＋卓 安中３（零 屋臣勧書〉＿く卸書く雲居十凱兵衛〉

３４２５ ９ ２３苫＝口：て家書：状 山崎大ｒ「「「「「 藩中１０　Ｌ山崎権二＿
３４２６（屠享２ト １４８８ ９ ２４英傑悪業書状 吉川繹光・：堺孫右衝門 甫Ｊ＝貰‾釘暮 吉川家文書１ ３６０ ３１６
３４２７（天子Ｆ１４） １５８６ ９ ２４吉川弄：長 日筆書斗犬 伺一石 西禅永輿両手 旧箭 す巻 吉 Ｊ＝家す巻別集 １２０ １０３
３４２８ ９ ２４甫 １１１元展墓推 令子方衛門大貴 金子豪文書 （鳥園丁影写）

３４２９（‾文禄２） １５９３ ９ ２４増［Ｒ恩賞・石ＦＲ＝＿戚適量添］犬 羽集吉川偉群 甫Ｊ＝；家‾文書 １有川芽す書１ ７５４ ７２４
３４３０ ９ ２４吉川家蒙 臣避暑奉書 戸川十兵衛 青Ｊ＝芽什書 吉 日ｌ安す書別隻 ７２９ ５３５
３４３１ ９ ２４苫丁目広家書：状 森方ｉ斤・子惣 点 勧善　 ＝＿浦
３４３２ ９ ２４言 １１１広藁書：状 休展 閤ｉ■２の２　宮城八郎右衡門 閤ｉ■漏 １１ ７３
３４３３ ９ ２４吉川広家書状 ｉ首瀞 藩中１６　森陪描汀

３４３４（芙す２４） １５５５ ９ ２５毛利売許 自筆書状 隆元 壬利家す書 壬 利貰す書２ ４４４ １５６
３４３５（天一丁１４） １５８６ ９ ２５甫 Ｉｌｌ元素書揉 イ二俣弄摸 閤５ 壬剰ｌ字幕衝門 闇１ １２ ５３
３４３６（天了下１５） １５８７ ９ ２５繁沢元良 き状 】那守夫ｉ斤将幣 厳島野：貯‾好古 広 島県史 Ⅱ １３０５ ８１４
３４３７ ９ ２５壬別業瑞（ま産弄）自室書封犬 方介（吉 日広洋） 苔Ｊ＝安文書 斉 川貰す書２ １３８１ ６５４
３４３８ ９ ２５斉 川持二貰書：状 岸源四部 御者 崖

３４３９ ９ ２５‘芹１ｒｌ広家書状 三浦信右衡門 藩中１４　二浦溝汀

３４４０
３４４１

３４４２
３４４３

３４４４
３４４５

３４４６
３４４７

３４４８
３４４９

３４５０
３４５１

３４５２
３４５３

３４５４
３４５５

３４５６

３４５７

３４５８

（天‾訂２４）

（永禄５）
（天了下４）

（天ＴＦ８）

（慶一昏２）

（天正＝
（天子Ｆ１４）

１５５５
１５６２

１５７６
１５８０

１５９７
１５７３

１５８６

９
９

９
９

９
９

９
９

９
９

９
９

９
９

９
９

９

９

９

２５
２５

２５
２５

２６
２６

２６
２６

２６
２６

２６
２７

２７
２７

２７
２７

２７

２７

２７

吉日ｒＥ家書こ状

吉日広家書状
吉川広家書扶
吉川広正書状

手劇ｌ弄隷書操

聖譜際滑増書状
下限精度書状

吉川元素書経

一斉川元長 自筆書状
吉川経書書状
旦 日長政外二名適量 １藷 取寸犬

苫 Ｊ＝青書書ほ
斉川弄薫書状

寺考目元薫書：状
甫 ＝元春吉状

吉川緒言書状

毛利輝元書状

吉川広家書状
吉川広家書状

わく弁

牢杏

二言丘介（鼻音）
暴利隆弄
吉川元素
荻野蒸右裾門酎

山県椛後守

闇伯東薙
久利盛勝
善哉 人

久芳腎盲官

吉川元長
多誓彦三 郎

♯ ト相馬守・♯ 卜四郎兵衛
宇都宮薫佑

久利盛勝 ‾

草野伝方術門

素庵

藩中８ 宇都宮六方 衝門

藩中８ 宇都宮六方衛 門

藩中８ 宇都宮六弄衡 門

二宮憎美什書
圭利家裾イ云す書＿閣ｉ書３ノ２く大納戸す産〉１
斉 １日宴‾釘書

禾♯す書
藩中１０く山 県マ重態〉＿安中９く山虞久太 郎）

西禅永輿両手 旧蔵 ‾釘畜
久；帥家マ書＿藩中９く久利与方術 門）

吉川家文書
閤１１７ 久芳市 郎右衝門

香川安す書
防馬風 十注進羞

譜壷支い １９ ♯ ト洋書 ２
藩中８ 宇郡冨六方衝 門

久利家文書、薄中９〈久利与左衛 門〉、御 書２〈久利与一石
衛門）

；書中１１く児罵弥 ＝Ｌ ；家中５く草野買〉

藩中５ 竹下樺太美

吉 川家‾文書馴隻

Ｌ山口ｌ具申 Ⅱ
寓日豪文書１

長屋風史９

吉川；麦す書馴集
石胃．久利‾釘蕃の研究

吉川豪‾Ｆ書１
閤３

山口県申 Ｈ
防長風十注推軍１８

石見久利文書の研究

４８６

１
５６９

１１

７２
４８

７２２
２７

２２

３１

３４８

５０９

７

５５

６６６
４９２

３３５

－１４８－



３４５９ ９　２７卓弄り秀許自室書状 吉 川末尾介（広基） 吉川家文書 ‾吉川家‾釘書２ １４１７ ６８３３４６０（ 禄６） １５６３ ９　２８小旦川隆景・吉 川元妻・暴利元許連署善推 謄ｉ刀胃・久芳 腎肩 閤１１７　久芳五郎右衡門 閤３ １ ４８７３４６１
３４６

（ 禄１１） １５６８ ９　２８斉Ｊ７「真書耳犬 森陥 妻毒・井 卜与二方（右）徳門露寸 藩中１５　森陥繋牛

２（ 禄 １２） １５６９　 ９ ２８／卜早 川隆景・吉 川７Ｔ書道著書：状 併藤 元芙 閤１０８　赤目ｉ軌兵衛 闇３ ３２ ３３０
３４６３（ 亀 １） １５７０　 ９ ２８甫 ＪＴｒ善書：状 湯原素顔 閤１１５　湯 ｌ烹す方衡門 闇３ １０７ ４５７３４６４（ ▲ １） １５ア０ ９ ２８吉 ＪＴｒ嚢 ：状 圭利元 庸 閤８８　♯ 原＋郎弄衝門 閤２ １７ ９３０

３９３４６５（ １３） １５７２ ９ ２８甫 Ｊ７下意書状 閤捨手貰 手宥妄‾文書 大社田丁寧 １８５９３４６６（天 下Ｆ７） １５７９ ９ ２８胃 建言書 状 宇都宮春俵 藩中８　宇都宮大方衛門 ４

３４６７（天正８） １５８０ ９ ２８吉ノ元春書状 多実元忠 多斉文書、閥１４４〈洞玄寺〉１５、防長風土注進業第 １２神田
下 村Ｄ３３４ 早稲 田下巻 ７７７ ６２

３４６８（天正８） １５８０＿９
２８吉川元春書状 多賓元思

閥遺１の １〈多巽 兵右衛門〉６４、防長風土注 進案第１２神田

下 村ロ３３６ 関遺漏 ６４ １８

３４６９
３４７０

（天子Ｆ１２） １５８４ ９

９

２８

２８

吉
斉Ｊ

ＦＲ７「賄書１犬
ｌｒ元裏書ゴ犬

児羊 ＝凱右衡 門酎
脾軍書種

訂卸‡措神朴‾釘喜
脛淵寺 す書

大社町 中
大計町 中

２１７９
１８６４

５６６

３９６
３４７１ ９ ２８吉 売春善根 知多坊 威淵寺す巻 大子十訂「昏 １８６５ ３９
３４７２

３４７３

９
９

２８
２８

吉Ｊ

吉Ｊ

ｒｌＴｒ意書三伏

ｌ一元長 日箋書１犬

紫淵寺生行事
何者

！買淵寺‾釘喜

西禅永輿両 手ＩＲ箭す巻
▲大社町 中

斉‖ｒ；家す】■：別集
１８６６

８４

６

３９７
６７３４７４（天ＴＦ１５） １５８７ ９ ２８吉Ｊ緑青 自筆書］犬 両横寺（屠伯東薙） 西禅永輿両 手旧蔵‾Ｆ書 貫目署す古河ｌ集 ２０２ １７０

３４７５
３４７６（弄・和３） １６１７

９

９

２８

２８

熊谷信直書状
福原広俊藷皇軍

妄聞手蔑ま■・′卜旦川路景

（輝元）
熊谷家す書 ．安中２く元許公より信膏へ 当ル御吉井信虐
吉 ＝安‾釘喜

大 日本７キす書 １４
吉川賞す書２

１６７
１３１９ ５３１

３４７７（ 撃５） １６１９ ９ ２８車乗椚蓮７古書 状 福原広億 福原麦‾好古 福原藁す巻　 卜 ５ ４８３４７８

３４７９

（宮水１） １６２４ ９

９

２８

２８

う考Ｊ

吉 ノ

１ｒ如欒（広

ｌｌ広家 自筆

安）書 耳犬

書状

謂九右箇門尉（神式長好）
左京（香川家景 〉・兵介 （二言長英）・七朗 兵

衛（粟屋家林 ）

神式荘太 郎什書＿藩中６く開式嘉織 〉 う考Ｊ＝家文書別隻 ６８２ ４９７

二宮憎夫什幸 吉川家文書別集 ４１５ ３０８
３４８０
３４８１（天す２４） １５５５

９
９

２８

２９

苔
一万

広家書状

▼▲

松 妄・二長 藩中１ 今ＦＲ甚兵衛

広島度申 Ⅰ ２１３４ ５９９３４８２ ９ ２９手 禾【７Ｔ許書状 元 素 喜削浸あ ６０　三ｊ謂引払

３４８３

３４８４

（天 芥８）

（天正８）

１５８０

１５８ｑ

９

９

２９

２９

′卜阜

吉 ノｌ

Ｊｌｌ降景書状

【元長書状

湯 原妻 綱 閣１１５　湯原‾打方衝門 閤３ ７２ ４４９
多窯元 忠 多巽文章、閥１４４く洞玄寺〉１６、防長風土注 進案第１２神田

下村ｐ３３６ 早 稲田下巻 ７７８ ６２

３４８５

３４８６

（天 忙１０） １５８２ ９
９

２９
２９

吉 Ｊｌ

吉 ”

【７Ｔ裏書耳犬

一元裏書才犬

山［Ｒ雲 直

森 臨書壱
藩中１０山ＦＲ平次右 衡門
藩中１５森 陥繁牛

３４８７ ９ ２９ヒ保 充棟書状 森 臨書壱 藩申１５　森 陥 区牛
３４８８（静思５） １６００ ９ ２９春 暮継蕃 揉 渾甘棺 闇防守 香１【倭 文書（写す書）．藩中５く米 原〉．安中４く米原〉 山口県更Ｈ ２９ １３９
３４８９（慶長５） １６００ ９ ２９香 春継 書状 米原吉六 香川家文書（写文書）、藩中５〈米原〉、家中４〈米原〉、御吉

〈米 原〉 山口県 史Ⅲ ２８ １３８
３４９０ ９ ２９‾告 広家書 状 シ厨見辛 ・永興寺 安中８　洞見寺

３４９１

３４９２

（７丁和３）
（官永２）

１６１７

１６２５

９
９

２９
２９

毛利宗瑞 （ヲ蓬７ｒ）・同委許連署推

吉 川広 正即事１１犬■

広安

木原許道
斉Ｊ＝；豪甘書
閤ｉ■３の１ 膏 冒．孫右衛 門

吉 日芽 一針圭２

閣ｉ■漉
１２７５

４４
４７５
１４５

３４９３（天 芹１１） １５８３ ９ ３０甫 Ｊ元暮 自筆書揉 西禅寺 （闇伯甫窟 ） 西禅永興両手旧蔵す書 甫 Ｊ＝妄 ▼文書馴隻 ２２ １６３４９４
３４９５

（慶長５）

（慶長５）

１６００

１６００

９

９

３０

３０

玉手
春 Ｊｌ

胴違Ｔｒ書 状
１春経書状

粟屋＋ 防臭衡尉 署中３　雲居Ｆ毛細書

きゝ１日－＋那 藩中１４　広瀬二重衡
３４９６ ９ ３０甫 Ｊて；家書 ：状 当．名屯槍 安中３　要暦暮雲勧書

３４９７（元亀２） １５７１ ９晦 卜野借東 ・一色藤尾 適量 奉書 吉日鯵河守 斉川三菱す書 吉 川家 文書１ ４７９ ４２８３４９８（天言下３） １５７５ ９海 ′卜旦 粧隆景 書状 児雫妻播 閤１１７　久青石 耶右祈 門 闇３ ３１
３４９９（天霞８） １５８０ ９日毎 ′卜旦 日陰貴 書揉 拝謝官・雲居弄涌 閣７４　璽 暦縫厨 閣２ ８７ ７０３３５００ ９打岳 甫 ＪＴ秦書 ：状 合字大和ご評 覇国許甘

５４３ ４９０３５０１ ９晦 真木鳥昭光書状 吉川元素 甫Ｊ＝署‾釘書 寺等Ｊ＝妄 す書１
３５０２ ９晦 言 繹言 自筆蕃 揉 丙禅寺 丙禅永畢而寺Ｉ口前‾釘書 吉 日家 文書別集 ２０１ １７０
３５０３（慶長５） １６００ ９臨 甫 ∩：貰唇 、は 暦ｌ本 妄す書（鳥瞑１獣写・島根 眞伊議村）

３５０４（謬岳５） １６００ ９晦 甫 広家書状 福菊芳 藩中１４く＝木甚弄衝門〉、御璽（福原〉
３５０５ｒ静馬５） １６００ ９臨 斉 【広安富増派 さゝ‖二 組方衡門■女 藩 申１４（Ｊて）滞二丘衝）＿勧善く持二】照）

３５０６（慶長５） １６００ ９臓 ■芹Ｊ ■▼
河 トニ右衛 門女 藩 中４　河 卜瀬兵衛

３５０７（慶長５） １６００ ９晦 吉川広家書状 米原盲六 香川家 文書（写 文書）、藩中５〈米原〉、家中４〈米原〉、御幸
く米原〉 山 口県史 Ⅱ ３０ １３９

３５０８（農長５） １６００ ９晦 福島正則黒 田長政連署 状 吉川蔵人 福原式部少輔 渡連石見守 康
戸備前守

毛利家 文書 毛利家文書３ １０２７ ３０３

３５０９（慶長５） １６００ ９日岳 告 広家書状 謂九右（相王Ｅ長好） 和式露 太儲 什書．連中６く神式嘉織〉」掛善く和式〉 甫丁目安す善 男‖隻 ６０７ ４４０
３５１０ ９【海 ＝ｌ＝ 広安善状 森脇飛厳守 藩 中１５　森脇 繁牛

３５１１ ９晦 青 【広家書推 前原億仔「守 藩 中３　丙才寸祥蔵
３５１２ ９晦 甫 広家書状 わく弁 藩 申８　軍都 苫六方衛門
３５１３ ９塵 士 広琶指針犬 ′卜寺清十はは 藩中９（久代伸助〉＿衝書レｌ、専〉
３５１４ ■９８岳 甫 ＬγＦ書：状 二宮兵介（唇音） 二宮帽奏 什書 吉川麦‾好古 馴隻 ４８４ ３４７
３５１５ ９ て斉 弄・昏・元善道署麻状 徳与一郎・壱＝長都大美 潔ほ表さ３１ 併 々大 作貫 １
３５１６ｒ慶長５） １６００ ９ 斉 広家 自筆首巻凄 吉 川家文書 吉川貫‾好古２ ９１６ ７３
３５１７ ９ 吉日広家 ？書：状 藩中 １１ 松浦二＝介
３５１８（７ｒ知１） １６１５ ９ 斉川広家 ？書状 広石眉． 藩申１４（広）精二 丘衡）∴家中１〈広婿 支署忘引卸書〉
３５１９（冒す３） １６６３ ９ 卓対貫芽費甘薯 青 ＝藁‾打者 吉川家文書２ １２８１ ４８１
３５２０ｒ永ｊ最１１） １５６８１０ １′卜旦日陰景・甫Ｉｒｌ弄裏道墨書、状 大ｉ垂山 書谷‾好古 大 日本 史料１０－１ １７３
３５２１（水 禄１１） １５６８１０

１０

１甫 ．書・ノト早川隆景連署書状 宇十 寺谷甘書 大 日本 史料１０－１ １７３
３５２２（火 禄１１） １■５６８ １甫 Ｔｒ妻・′卜星川隆景達者書状 内再開 幸谷‾史書 大 日本 中尉１０－１ １７４
３５２３（天 荘１０） １５８２１０ １卓 輝元書状 ♯原弄尚・熊谷隷書 闇４０　♯原藤．鼻衝 閣２ ５６ ９３
３５２４ｒ天 了ＦｌＯ） １５８２１０ １う考 ．棄・元長 連署書状 吉 岡看貫ご辞 藩中５く蕃 屑ｌ甚平）．安中４く買 価一貫細事）
３５２５ １０ １甫 元暮春状 警榊ｌ斎 書皆生長に１９　蛸州 覇業 ２

３５２６ １０ １苗 ＝繹言古：状 宇 都宮薫佑 藩中８　宇部富六方衛 門
３５２７ １０ １！区沢 弄露巻数♯供米誓；反事 椰 守方ｉ斤将腎 厳島野坂‾好古 Ｊて鳥底史 Ⅱ １３１２ ８１８
３５２８ １０ １苫 広家自筆書状 マ；欠配（吉 日」て了下） ミ考Ｊ＝芽す書 吉川宣す書２ １３０８ ５１５
３５２９ １０

１０

１甫 広家自室書揉 九 右衝門（和式恩好）・佐渡守 二宮帽美什薯 吉Ｊ＝菱す書馴隻 ４１７ ３０９
３５３０ １罵 １広安善推 作 者前 茅中６　併 々大権丘衝安
３５３１ 壬０ １苔 Ｊて軍書才犬 内藤右衡門 藩中８　内旋仲方彷門

３５３２ １０
１０

１０

１甫 家書才尤 牢 番弁‾ 藩中８　芋都富六方後 門
３５３３ １弓考 羞剰ｒ）蹄暮（５講精）蕃ゴ犬 二 兵介（二富岳 貰） 二宮帽美什書 斉川麦‾文書別隻 ５３１・３７２
３５３４ １吉 任（ＪＴ圭 ）書：状 二 重介（二富 岳貰 ） 二冨帽一案什書 吉日貫す書別集 ５５２ ３８３
３５３５ １０ ２圭 ．静書：状 隼 田九郎三郎ほ柑飯石 摘蘭蘭炊 藩申１４く塙犀ヒ方術門Ｌ 御嘗 １く積層 八郎右仕手門〉
３５３６（天 了Ｆ４） １５７６１０ ２犀 ．聞磁！内書 甫 Ｊ＝青菜 喜丁目家す書 吉川家文書１ ４８５ ４３４
３５３７（天 了Ｆ４） １５７６１０ ２真木 島昭光善根 吉 川元棄 帯川貫す書 吉日貫す書１ ４８６ ４３４
３５３８（天 ７下４） １５７６１０ ２真木 畠昭光書状 吉 日ｌ元素 吉川；家す書 甫 丁目著す書１ ５４４ ４９１
３５３９一天 ＴＦ４） １５７６１０ ２′卜林夏 草書状 斉 川青菜 甫Ｊｌ一貫■釘書 告＝；豪‾釘古１ ５５６ ４９８
３５４０一天 了下４） １５７６１０ ２歴剰義昭 徴内書 青 ＝ｌ元 首 斉Ｉ＝署‾釘書 甫 Ｊ＝妄す書１ ６４４ ５７８
３５４１ｒ天 子Ｆ７） １５７９１０ ２′卜旦 日陰最善揉 杉原 尾部大甜 安中５　彬原長方衡門
３５４２ １０ ２甫 ．善書 ：状 大 畠平方 徳門Ｅ寸 （Ｒ）高茸三郎松 卜社神職大 畠出雲 所蔵文書 鳥取 ｌ昆申 １６３ ７５０
３５４３ １０ ２言 ・裏 白笠寺状 二宮書写 二冨帽美什書　 ・ 貫 目蒙 ‾文書馴隻 ３７６ ２８３
３５４４（慶長２） １５９７１０ ２甫 安善推 赤穴 久内紛 閣３７　中Ｊ＝与右衝門 閣２ ２３ １９
３５４５ １０ ２吉 広著書Ｊ犬 伏 庵・竹隈 藩申１６　査 陥苫避汀
３５４６ １０ ２吉 買布行ナ尤 内藤弥＋ 那 藩申７（内議権卓衝）＿勧 善（内藤） ｒて鼻ｌ最中Ｖ ７ １０７
３５４７ １０ ２苫 買春］犬 野藤方衛 門 藩中９　野村奥右鯨門
３５４８（Ｔｒ１２） １５７１１０ ３居 素脚韻Ｊ内書 弓有川元薫 吉川家‾好古 吉 川家 ■釘婁１ ４７８ ４２８
３５４９（Ｔｒｔ３） １５７２１０ ３甫 ．裏書：伏 渚泰院 闇１０９　赤 目斉右衝門 閣３・ ７ ３４７
３５５０一天了下４） １５７６１０ ３ ト野毒政吉‡犬 吉 川弄意 甫＝貫‾好古 斉 Ｊｒｌ安 す圭１ ５４９ ４９５
３５５１ｒ天 ４） １５７６１０ ３畠山肝 腎書：状 与考‖ｌ弄薫 斉Ｊ＝安す書 吉 川家 文書１ ５５３ ４９７
３５５２ｒ天 ４） １５７６１０ ３畠Ｌｕ昭清書状 宗 一目元棄 斉川貫‾釘書 斉 川安す 圭１・ ５５７ ４９９
３５５３（天 ４） １５７６ １０ ３武ＦＲ借景書状 吉 川青春 吉川家文書 一斉目安す 蕃１ ５５８ ５００
３５５４ １０ ３屈芽蒸開祖 内巻 斉 Ｉｒｌ元養 ・ノト星 川隆景 甫川貫す馨 吉 川安‾釘書１ ４８０ ４２９
３５５５ １０ ３ 卜野信烹書状 斉 川元素 甫Ｊ目貫‾Ｆ書 斉 川宴‾野暮１ ４８１ ４３０
３５５６ １０ ３吉川元裏書］犬写 蔀門清兵衛 美作貴簡集注錠 ト蕃 ８７
３５５７（静思５） １６００ １０ ３苔＝広署傭二名ミ車重首書 榊原摩甜・本 多忠勝・♯伊雇放 才芸原貫 ‾釘書 福原安文書　 ト １６ １６２
３５５８（弄和３） １６１７ １０ ３甫 「ｒ安 白雲書：状 方介（吉日広一下） 斉Ｊ＝妄 甘書 告 ＝藁‾Ｆ書 ２ １３１１ ５１７
３５５９（‾ ロ３） １６１７ １０ ３害ＪＪて要請書軍 ♯鴇都（♯原弄応）・謂 ＝方（和 式元信） 吉Ｊ＝宴 す書 斉川安す書 ２ １３１５ ５２４
３５６０（弄 ロ３） １６１７ １０ ３斉 広安嘗書 ．芹介（寺宇目広市） 苔 ＝ｌ貫 す書 一吉川家頂‾書２ １３１７ ５２５
３５６１（元 ロ６） １６２０ １０ ３胃Ｊ 叢（Ｊて貫）書状 二丘イト（二富岳貫） 二言帽奏 什書 吉川家‘文書 別集 ４２７ ３１５
３５６２ １０ ３吉Ｊ ム家 自簑書状 謂九（開式長好） 謂式雇太部 什書＿藩中６（神式裏ｊ離〉 吉川家文書 別集 ６８１ ４９６
３５６３ １０ ３草書広家書状 今平岩 ；安中３　今 仔Ｉ帯 ７７什書
３５６４

３５６５
３５６６

３５６７
３５６８

３５６９
３５７０

３５７１
３５７２
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３５７８ １０

１０

４吉 Ｊｌ元鼻 白筆書状 何者 丙樺太卸商寺 １Ｒ蔵‾軒圭 吉 ｌ妄す書胃日豊 １２５ １０７
３５７９（慶長５） １６００ ４里Ｒ］贋ｌ滑車を高）白笠寺：状 広安 斉川要す書 ∃＝ ｌ萎す善１ １５４ １２０
３５８０ １０

１０
１０

４甫Ｊ如業（広貰）自筆書：状 永髄寺 丙禅永裡両手 旧蔵す書 胃 １家‾訂書別集 ２４０ １９８
３５８１ ５ 卜野ｔ忠書：状 吉川弄衛門体 吉川家‾釘書 ∃＝ 安す書１ ５５０ ４９５
３５８２ｒ天丁巨４） １５７６ ５六角素意書揉 ■斉川元暮 胃 ‖ｌ安す書 与考 ｌ妄‾釘書１ ６３０ ５６８
３５８３ｒ天了Ｆ１２） １５８４ １０ ５毛利輝元書状 吉日斉憲 京都大学す学部 戸芹蔵肯す書某 広．▲県申Ⅴ １５
３５８４（天下下１４） １５８６１０ ５‘芹 Ｔｒ意書：状 湯原弄綱 閤１１５　湧順戊篇 億門 閤３ １６５ ４７２
３５８５ １０ ５一光〉願隈預寿書：状 需ノーｌ青書 斉川家す巻 う考Ｊ貰‾文書１ ４７７ ４２ア
３５８６ １０ ５苔 ．裏書］犬冨 牛尾大前方衝門尉 隻７キす昔
３５８７ １０ ５青 ．裏書状 黒（一院） 藩中９　黒杭照井 衝門
３５８８（天ｒＦ１５） １５８７ １０ ５幕 経書書状 宇都宮妻佑・山県許慶・楕 秦倫・斬枝 高明 藩中８　宇＝訊宮六方 衝門
３５８９（天洋１６） １５８８ １０ ５昔ｌ字義苫某日コ：状 吉日Ｊて安 斉 丁目妄す書 青 ｌ妄‾文書１ ８１０ ７６７
３５９０（文禄２） １５９３ １０ ５′卜阜川路貴書：状写 石 胃．吉 川安す書 胃 ｌ貰す書別隻 １１４ １０８

３５９１（元和１） １６１５ １０ ５吉 広家書状
◆ 左京・ニ 兵介（二宮長冥 ）・粟七郎兵（栗

屋署林）
二言恒夫什書 吉Ｊ家文書別集 ３５１ ２６７

３５９２（一丁仁和３） １６１７ １０ ５寓 広家 白墓書状 マ（言 丁目広 子Ｆ） ’吉川家す書 甫 ｌ；豪‾文書２ １３０７ ５１４
３５９３ １０ ５＝ヒ 加美（広貰）白筆書：状 二 丘介（二宮長冨 ） 二言帽美什書 苔 ｌ署‾打者別隻 ３４９ ２６６
３５９４ １０ ５＝ヒ ｌて家書服 野ｌ接方衝門 藩中９　野村奥右衡 門
３５９５（永禄１１） １５６８ １０ ６皐弄‖弄隷書揉 ′卜与川隆景・福 原 貞僚・吉 ＝売春 訝３７　中＝与宕衝門 閣２ １５ １８
３５９６ｒ永禄１２） １５６９ １０ ６手利ま産売春斗犬 赤 穴右京亮 閣３７　中川与右裾門 閤２ １６ １８
３５９７（永禄１２） １５６９ １０ ６′卜阜 ｌｌ隆景・吉川弄書巻：状 ＝鬱仙軒 閤６８　＝層別軌右徳門 閤２ ５ ５８８
３５９８（元１１） １５７０ １０ ６圭弄元浄書推 塀不詳英 闇１００　脾罵惣兵衛 閤３ ４７
３５９９（天下Ｆ９） １５８１１０ ６壬利漣元書状 児罵許英 閣１００　脾耳牧丘循 閤３ ５６ １８５
３６００ １０ ６■芹 ．馬苫：状 美 行市允 藩中４　美行方辛

３６０１ １０ ６吉 経書書：状 山ＦＲ雪肩 藩申１０　山 洋一平次東漸門
３６０２ １０ ６斉 広家書状 蕎 Ｆ口元祥 益田家文書巻７０

３６０３ １０ ６甫 広家書状 四郎兵衛・二軍 芽申９　香 川氏什書
３６０４ １０ ６芹 歎官書 官署‾釘喜・毛利博物館所蔵 大計訂「申 ２５６３ ７９８
３６０５（永禄４） １５６１１０ ７苔 ．裏書ゴ犬 等 埜寺・森 精義壱 藩申１５　森陥！野牛
３６０６（天 了下２） １５７４ １０ ７苔 ．馬 自筆書：状 何 者斎（膚伯東諺 ） 西禅永輿両手 旧蔵す書 苫Ｊ安文書馴集 １４８ １２５
３６０７（天了下５） １５７７ １０ ７甫 ．暮春：状 ′卜等原長旅 石眉．′卜等原す書 ＬＵ塗帥醸 研甘露２・♯ ト音盲１ ５ １４
３６０８（天 了下１１） １５８３ １０ ７ゴ＝ ．長 自筆書状 闇伯東確 丙禅永顔面寺 ＩＲ箭 ‾軒喜 吉Ｊ＝；麦す吉男‖隻 １３９ １１８
３６０９（天 了下１３） １５８５ １０ ７甫 ＿長 自筆書状 簡伯罵実存 丙禅永常１両手 旧蔵 文書 甫Ｊ＝蒙‾打者㈲ｌ集 ７１ ５４
３６１０ １０ ７＝ヒ ．真書：状 大 畠平方衛門尉 （Ｒ）高葦郡松寸社神 職大畠出雲所蔵文書 鳥取県史 １６４ ７５０
３６１１ １０ ７斉 ．愚書：状 汀 田 汀Ｒ］家‾釘書
３６１２（天ＴＦ１５） １５８７ １０ ７善事宇竜馬昔：状 青 １ｒｌ経書（Ｊて安） 斉川安‾釘書 斉川蒙す書２ ８６８ ２５
３６１３ １０ ７甫Ｊ経言書状 宇 郡冨薫依 藩中８　芋１甑苫六方衡 門

３６１４ １０ ７音声毒■吉宗印状 苔 丁目蔵 人 斉丁目宴す書 苔＝安‾Ｆ書１ ８１１ ７６７
３６１５ １０ ７苔 広叢書：状 ‾太郎．芹衡門酎 藩申２　納 八郎右衛 門

３６１６ １０ ７▲芹 【「ｒ安善：状 ？ 藩申４　大域要斤丘衝
３６１７ １０ ７斉 ｒ広要吉：状 宇 不 藩中８　宇部冨六方衝 門

３６１８ １０ ７吉日広正 自笠書状 吉 井農助（Ｊて叢） 甫川安甘苦 吉川家す書２ １４５０ ７２８
３６１９ １０ ７慕Ｊ市費中適量墨書 吉 日美濃守（Ｊて芥） 吉川賞す書 甫＝家す書１ １８２ １３７
３６２０（天了下９） １５８１１０ ８苔 ．愚書：ほ 屈伸甫確 丙社友畢１両手 ＩＲ蔵 す書 甫＝貰頂‾巷別集 ８８ ７３
３６２１ｒ天了下１０） １５８２ １０ ８苔 元差さ揉 野 卜宕衝門酎 安中２　野 卜宴 ノ御書＃棉 口家衡蕃

３６２２ １０ ８苗 ｌ元薫 ？巷†犬 藩申１６　森陥剰ｌ＝郎
３６２３ １０ ８苫 ．（卓対ｌ）甜菜 （許５持）書４犬 二 宮卓介（馬￥ ） 二宮帽奏什書 吉Ｊ署‾打者別隻 ５４０ ３７７
３６２４ｒ元１２） １５７１１０ ９吉 売春書状 苫 ＦＲ弄紋 闇１０９　赤Ｉｌｌ吉右衛門 閤３ ２ ３４６
３６２５ １０ ９∃＝ 青森書揉写 音旨門清長衡 美イ乍肯簡集う年鑑 卜巻 ８８
３６２６（天ＴＦｌＯ） １５８２ １０ ９吉 元兵書状 閣１１ 浦図書 閤１＿′卜星 川麦文書２「浦 ｌ ７ ２６５
３６２７ １０ ９吉川元鼻 白笠書状 向九日軒 西禅永卸商寺 ｒＲ読甘善 甫 一貫す書別隻 １２４ １０７
３６２８（天ＴＦ１５） １５８７ １０ ９尊臣秀次書状 吉Ｊ＝経書（Ｊて妄） 青 Ｊ目貫す書 吉 案文書１ ８１８ ７７６
３６２９（慶長３） １５９８ １０ ９吉日広麦 自室書状 謂ナ．右（才日式長好） 神式芹‾太郎什書 ＿藩中６（和式雲 諸声） 吉川家文書別集 ６０６ ４４０

３６３０（元和１） １６１５ １０ ９吉 広家書状 粗中・一席 ・崇尤・ロロ・松安右・吉宗右ｔ松
佐渡 藩中 １１〈松浦三介〉、家 中２〈松浦秀太郎〉、家 中８

３６３１ １０ ９∃＝ 広家書状 藩中１く♯ 卜者兵衛）＿家中５〈♯ 日勤十 那）

３６３２ １０ ９青 ｌ手首書、は 伴伯吉尾衝 藩中 １３　｛芹伯青畳子爵
３６３３ １０ ９■芹 ｒ広家書†犬 竹谷董方衡門 藩申２　伊藤 由硫

３６３４ １０ ９斉川広安善状 隻 人・宗右 衛門・勤 方術門・備前 ・芋次 郎兵 藩中８　宇都宮大 方衝門
３６３５ １０ １０圭弄弄許 自室書状 弄嘉 熊谷安‾好古＿閤２７（熊谷帯刀）１ 大 日本肯す書１４ １４８ １４４
３６３６（天了下４） １５７６１０ １０腋利義昭御 内書 斉川元妻 吉 川安す書 吉 署‾甘薯１ ４８７ ４３５
３６３７（天霞４） １５７６１０ １０岸弄義昭御 内書 斉川青馬 甫 Ｊ＝貰一軒書 斉 署す書１ ６４５ ５７９
３６３８（天荘１２） １５８４ １０ １０害 Ｉ影河守弄秦 ・恒ｌ治都／少童蔚元農道著書：状 知多妨栄芸 紫淵寺‾釘喜 紫淵寺す書の研究 ３６７ ６４５
３６３９ １０ １０：宣二木島脚光書 状 吉川斉憲 苫 Ｊ＝安す書 甫川貰‾釘喜１ ４９５ ４４０
３６４０ １０ １０甫 ｌ青書・回弄尾道著書状 前田森宗丘 山 ｌ旦芽す書 広島県て７す書購 紀宇２ １５ ８３
３６４１（天子Ｆ１６） １５８８１０ １０＝ 秀兵書揉 斉川口：芽 斉川宴甘書 吉川署‾釘喜２ ８７２ ２８
３６４２ １０ １０一斉 ｌ広家書：状 宗的 家中９　ノト旦 ‖ｌ壬什巷 ′卜早川家す書２ １Ｄ ５１０
３６４３ １０ １０苔 ｌ広家書：状 貫十 御者 く原）＿藩中３（十全倍大貴〉

３６４４ １０ １０ｉ　　　　　　　 】　ご 平二右衡門 藩中９　熊谷 助方彷門

３６４５ １０ １０吉見（毛利）就頬 白筆書可犬
有福与左衛門・ニ苫兵介（長英）・棄七朗 兵

（粟屋家林卜吉与右衡門 ・山田三郎左衛 門
二宮恒夫 什書 吉ノ家文書別集 ５２１ ３６６

３６４６ １０ １０’吉川広鍾 （正憲）書：状 二言大丁助（芥冨） 二言帽 妥什書 苗 ｌ麦‾文書別集 ５５６ ３８４

３６４７（応永１１） １４０４ １０ １１山名漉 ｌ王者状 吉川拝眉 斉 川貰 ‾文書 斉 家一丈書１ ２５６ ２１７
３６４８（元１１） １５７０１０ １１壬 痛元書状 京ｉ首大蔵大輔 貯 １１ 浦頂ｌ書 閣 ノ ト星川家文書２「浦 ｌ １０５ ２８８
３６４９（弄１１） １５７０１０ １１手 輝元書状写 未済元保 ′卜旦 川要す書 大計田丁寧 １７６７ ３５１

３６５０（弄：１３） １５７２１０ １１苫 ｌ青書書状 久芳弄知・声†ｉ岳＿巨産肋（景揚力） 閤 １１７　久芳 五郎右衛 門 閣３ ２８ ‾４９２

３６５１（天丁巨３） １５７５１０ １１甫 青書古雅 ‾大畠平方衝門Ｅ寸 （ｒＲ）盲葺 邦松 卜朴神職大畠出璧所蔵 ‾打者 鳥取 県申 １６５ ７５０

３６５２ｒ天ＴＦ７） １５７９１０ １１橋田元清書状 弄行 厳 島野坂‾釘喜 広島虜雇Ⅷ １３２７ ８３０
３６５３（天ｊ下７） １５７９１０ １１卓剰ｌ溝弄書 ：状 森臨書毒・箭ＦＲ弄 貞 藩 申１５　森陥繁年

３６５４（天了下１４） １５８６１０ １１三田些毒青郷 内書 吉＝青馬・青煮 甫 Ｊｌｌ家‾釘書 吉日萎す書 １ ９７ ７０

３６５５ １０ １１罵 Ｊ元首書 ：状 藩 中９　桑原太淀

３６５６（文禄２） １５９３１０ １１昔 壱吉某 日】推 諏Ｉ些吉 日ｌ倖祥 斉 川家督善 吉＝；麦す書 １ ７５８ ７２８
３６５７（慶長５） １６００１０ １１斉 Ｊ＝Ｊて家書 ：状 日比 ‘王　　坦歩 神式 芹‾太郎什書．藩申６く和式真綿〉 吉Ｊ＝安‾文書別集 ６０８ ４４１

３６５８ １０ ・１１苗 ‖ほロ幕 （広；麦）自室書：状 美濾（斉川Ｊて７Ｆ） 言 Ｉ目貫‾受‾喜 吉日要す書２ １３３４ ５４７
３６５９ １０ １１ｉ　　　　　　　　　　　▲ あハ＋丘 貰 中３　重層優蘭 書

３６６０ １０ １１‘芹 広家書 状 ♯葺長 藩 申１（♯ ト音兵衛Ｌ 家中５く♯ 卜助十那〉

３６６１ １０ １１苔 ｒＥ了Ｆ書 ：伏 二冨丘介 （長芋） 二言 帽奏什書 斉川貫す書 馴婁 ４８９ ３５０

３６６２（元ｔ３） １５７２１０ １２′卜旦 ‖隆景 ・吉 川売 春連署書状 福原 貞俊 ・ロ三田涌 巨 高層．‾好古＿大野毛利安‾賢妻譜技 Ｌ山口県申Ⅱ １０

３６６３ １０ １２吉 川元著書状 脾寺 子鮎右衝 門・♯ 卜伸 展苛【 吉削浸い３７　♯ ト信．貞 ９

３６６４ １０ １２喜 臣秀吉 朱印状 羽柴新 手倖祥 （吉 日Ｊて貰） 寓 ‖１藁‾文書 甫Ｊ貰‾釘喜１ ８１２ ７６８

３６６５ １０ １２罵 ｌ広家冨 堵状 新手百孫太 那 署 中４　朗抒十・兵衛貰 広島 県申Ⅴ ６ １３４

３６６６ １０ １２苫 Ｊて家 書三伏 総出弄 藩 中１１ 松♯台介

３６６７ １０ １３尻手清 貞書状 併濾彦 四郎（香道） 寺考＝安‾文書 斉川貰す書 １ ２９３ ２５０

３６６８（元ｉ２） １５７１１０ １３王手日産青書†犬 元素御宿 所 聞３８　♯ ト彦方 衡門 閤２ １４ ５２

３６６９（天 下１） １５７３１０ １３′卜阜日陰景書状 粟屋元揮 閤１１７　久芳 五郎右衡門 閣３ ３０ ４９２

３６７０ｒ天 ＴＦｌ） １５７３１０ １３′卜阜日陰貴書耳犬 弄妻・青書・涌 島・弄僚 閤４７　南方九方 悠門 閤２ ６５ ２４６

３６７１（天 ＴＦ３） １５７５１０ １３山名紹腰（杵首）書可犬 苔 Ｊ目元妻 斉 Ｊ＝安■釘書 吉川家文書 １ ５８４ ５１９

３６７２ １０ １３再Ｊ売春書状 斬信 （斬権力） ｒ【Ｒ）高葦君Ｅ松 卜計神職大 畠出雲 所蔵文吉 鳥取県 更 １６６ ７５０

３６７３ １０ １３犀利菊間 卸内蕃 苫 Ｊ‖青森 寺与Ｉ目貫す書 ‾古川安一丈喜１ ５３３ ４８３

３６７４ １０ １３苔 弄長白筆書：状 い俄 丙禎永東面寺ＩＲ箭文書 吉 貰‾文書 別隻 １４９ １２８

３６７５（‾文禄４） １５９５１０ １３幕 広家自筆書状 松等 （松ｌ訂長任）・謂ナ．右（和式 長好） 謂式芹太郎什書 甫 芽す 書馴隻 ６３５ ４６１

３６７６ １０ １３苫 広安白筆書：状 伯和 尚（東確） 丙禅永ｌ拷両手【Ｒ盲写す書 斉 安す 古訓隻 ２１５ １８２
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言Ｊ＝芽‾釘書
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３７００（天７下３） １５７５ １０ １５毛利輝元善揉 屈ｌ育ｌ謙信・思川著俣 閣５５　国富１与一有徳 門 閤２ １５ ３７４

３７０１（天正７） １５７９ １０ １５児玉元良書状 多巽雅楽助・同助太郎・谷中汚丞・狩野兵
底助・多背甚介

多巽文書 、閤１４４〈洞玄寺〉１４、防長風土注進案 第１２神田
下村ｐ３３６ 早稲田下巻 ７７６ ６２

３７０２（天了下８） １５８０ １０ １５吉川売春書揉 吉Ｆ口元勝・森陥奈壱 藩申 １６　査陥利 ＝郎
３７０３（天ＴＦ９） １５８１１０ １５吉日元首書’状 大島平方衝門屏寸 ｒｌＲ）高葺邦松 卜社神階大島出雲所蔵‾釘喜 鳥取ｌ旦中 １６７ ７５１
３７０４ １０ １５甫Ｊｒｌ売春書状 森陥若狭守 藩中 １５　森陥繁牛
３７０５ １０ １５毛利元鹿妻推 湯原元締 闇漕２の３　湯原文末衝門 閤ｉ■漏 １５ １０１
３７０６ １０ １５吉日元長書状 安中７　永知手 所蔵ク書類写
３７０７ １０ １５吉日緯言書状 山県着京衡門酎 山 風署‾釘喜．藩申１０く山 県彦兵衛） 広島県草す圭鰭紆 専２ １８ ８４
３７０８（慶長４） １５９９ １０ １５黒一口細水（章高）自筆 書状 広安 斉川宴す書 吉日芽‾文書２ ９５１ １１５
３７０９ １０ １５吉川虻傾紆広家）自筆書 、状 永髄寺 西禅永輿両手 ｒＲ箭‾釘書 吉川署‾文書 別集 ２３２ １９４
３７１０ １０ １５吉川広家書状 方衛門・要斤・拝 ・一言卜粟・今円忠夫衡門 藩中１ 今 田仲 井衝門

３７１１ １０ １５吉川広家書状 主首韻事 藩中１６　姦陪鍼江
３７１２ １０ １５吉川広家書状 藩中４　大炭窯斤丘鯨
３７１３ １０ １６大内Ｆ妄基行 人手墨書撒 弘中中箱承（隆蓑） 斉 Ｊ＝家‾釘書 ’吉川宴甘圭 １ ３９２ ３５７
３７１４（元１１） １５７０１０ １６■斉川元暮婁躁 ′卜等原音簡 右眉ノト等 原文蕃 山陰珊域研零２・♯ 卜習盲１ ６ １４
３７１５一元１１） １５７０１０ １６橋田元清 元政 天野壬刺す書 ＪＴ烏【星空Ⅴ ８８ ５８
３７１６（元暮２） １５７１１０ １６吉日青煮書†犬 某月．正頼 吉 日．す書▲閣６（卓利伸琴き）９＿安中９く蛎本格ヨり差出） 大 日本 史料第＋重富ク八 １４０
３７１７（天下Ｆｌ） １５７３１０ １６吉＝売春書状 山ＦＲ掴空軍 閤３１ 山間寓兵徴 闇１ ３３ ７４１
３７１８（天 了下６） １５７８１０ １６犀利素描衡内書 吉川元意 甫Ｊ＝芽‾灯菩 吉川麦文書 １ ９１ ６３
３７１９一天ＴＦ８） １５８０１０ １６盲与川元長書状 一光源‡許文書 （京大影写）

３７２０（天洋８） １５８０１０ １６苔＝元書巻：状 †計水嚢議 右眉．闇本‾釘喜
３７２１ １０ １６吉川元首・売春 連署書状 斬桔平卓衛 譜規 や５４　ＬＵ慮ｉ遭扁 １０

３７２２ １０ １６圭利輝元古城 暴利貰 旧箭諸寄 ‾訂喜 山 口県 更正 ４０
３７２３ １０ １６吉川元長自筆書状 西禅永興両寺 ＩＲ箭 す書 斉川芽‾文書 馴集 ６１ ４７
３７２４ １０ １６吉川経書書は 宇 都宮意佑 藩中８　宇一瓢宮 六方衡門

３７２５（天正１５） １５８７１０ １６吉川広家書状 宇都宮春依・山県就農・境春倫・佐々木源

・兵衛尉・斬枝 高明

藩中８　宇都宮 六左衛門

３７２６（天下Ｆ１６） １５８８１０ １６′卜旦川隆景書状 粟屋許光 安中３く零 屠ｌ毛細書）．勧書く要屠＋郎兵書封）

３７２７（天了下１７） １５８９１０ １６吉川広家書状 伊東美作守 藩申２く右 十鮎塵徳〉＿安中３（右 ；家毒針書類写〉 ｒＥ鳥ｌ旦申Ⅴ １８ ９２
３７２８ｒ天ＴＦ１８） １５９０１０ １６二吉弄高書状 今円緯忠 苔 Ｊ＝妄‾好古 吉川妄‾文書２ ９２３ ９２
３７２９（天了下１８） １５９０１０ １６＝害広高書状 今［Ｒ繹忠 芋川安す書 斉川要す書２ ９２１ ９０
３７３０（天汗１９） １５９１１０ １６増ＦＲ長盛書状 吉日広家 苔 Ｊ＝麦す書 吉川宴文書 １ ８１３ ７６９

３７３１（文禄４） １５９５１０ １６吉川広家自筆書状
安右（松 岡長 佳）・祖九右 （祖式長好）・与

右・助右
祖式荘太郎什書 吉川家文書別集 ６０１ ４３６

３７３２ １０ １６′卜旦Ｊ＝隆景書：状 今ＦＲ搭高 剣持署す書 山 口県 昏ⅠⅠ ３０
３７３３ １０ １６‘斉川民家臣書状 妄右・謂 九右 ・は右・肋右 藩中６　祖武重 縞

３７３４ １０ １６吉日広家書：状 ＝イ美右 藩申１４　三浦溝汀

３７３５ １０ １６吉日広家書状 宗与柵７名 藩申 １今 開基 長衝

３７３６ １０ １６吉川広正書状 吉宗右（吉田家重）・二兵介 （二宮長英）・山
木工助（山県春美） 二宮恒夫什 書 吉川家文書別集 ４５７ ３３３

３７３７ １０ １６‘斉川如業（広；豪）自室書状 永製 丙禅克服簡 寺【Ｒ箭‾釘書 ■芹Ｊ＝安甘圭 馴隻 ２６７ ２１４
３７３８（永禄６） １５６３ １０ １７’斉川青煮巻数＃供米ｉ反事 弄行・胃 占謂 厳島野■貯文書 広島偲雇Ⅷ ８３５ ４８０
３７３９（元１１） １５７０ １０ １７暴フ紺元就書耳犬 児手許英 甜１００　輝石惣兵衛 閤３ ４６ １８２
３７４０（天γＦ８） １５８‾０ １０ １７吉川元善書状 湯原妻綱 閣１１５　湯原マ方後手門 閣３ ７４ ４４９
３７４１（天７Ｆ９） １５８１ １０ １７吉川元長書状 粟屋諾うや 藩中 １０　山開平次右鯨門

３７４２（天荘１２） １５８４ １０ １７弓有川元薫・弄長与重量書：伏 ♯ 卜責任・梓措奈古・大雄寺禅背 藩中５く構首取介Ｌ 衡書１く措遅 又宕衡門）

３７４３ １０ １７苫＝広家 自筆書状 謂カ．右（神式長好） 神式芹太 郎什書＿藩中６く開式薫ｊ厳〉 吉川安‾好古 馴集 ６９１ ５０４
３７４４ １０ １７吉Ｊ＝広 麦春光 今か 藩 申９　熊谷 又長衝

３７４５ １０ １７帯川広署孝二状 今か 藩 申９　熊 谷マ丘衝

３７４６ １０ １７■斉川広正喜揉 二言兵介（長芋） 二宮帽美 什書 吉川家文書 別集 ４６４ ３３７
３７４７（元亀１） １５７０ １０ １８壬弄‖輝元・元許音量書状 吉川元養・ロ三羽涌 昆・宍戸隆二豪 吉 川安文 書 ■斉川家文 書１ ５１４ ４７Ｄ
３７４８（天下Ｆ８） １５８０ １０ １８吉日売春さ推 （今 ＦＲ繹；盲） 安 中１０　本宗今 ［Ｒｌ吾什 書

３７４９（天了下８） １５８０ １０ １８吉川元裏書推 杵築大計　 二本臣百御土方 北 島宣す 書 大社田丁申 ２００６ ４７２
３７５０ １０ １８吉川売春書状 金子方衡門大美 帽松芽す 書（皇阿 影写）

３７５１ １０ １８甫１ｒｌ元奈善雄 措♯伯着帯 連 中１３　桜♯源三

３７５２ １０ １８斉Ｉ【１元憲喜：状 森陥義 貞 藩 申１６　森陥冶蒙汀

３７５３ １０ １８曹諾際宮子新 湊潔 干嶺１書 状 吉Ｊ＝蔵＿人 吉 日家文 書 吉 日家文 書２ ８９８ ４７
３７５４ １０ １８吉川加美（広；家）白董卓†犬 西牽 丙禎永塵 面寺ＩＲ箭甘書 斉 川妄す 古河ｌ隻 ２５６ ２０８
３７５５ １０ １８斉川広家書状 山 Ｌｈ洋１；家斉 す書４、藩中 １０（山［Ｒ平）欠右衡門〉

３７５６ １０ １８苫‖ｒｒＥ家書推 洒少芹 藩 中２　き柵八耶右衡門

３７５７ １０ １８苫Ｉｌｒ広家書：状
＝　－

藩 中３　二宮養分

３７５８ １０ １８吉日ｌ広；家書：状 有要斤量・看いち 藩 中４　大成ｉ膏ユ欠郎

３７５９ １０ １８吉川広家さ状 平「１「「「「 連 中９　熊谷助方術門

■３７６０（元和３） １６１７ １０ １８吉川広正 白蓋請書 祖九右（開式九右衡 門酎） 吉日ｒ芽‾釘書 斉 川署す 書２ １３１８ ５２９
３７６１ １０ １８寓ｍ広鍾（広喜）書状 二宮点・介 二宮博夫什書 吉 Ｊ目安‾史書別集 ３５９ ２７２

３７６２（永禄７） １５６４ １０ １９小早川隆景・吉川元春 ・毛利元就 久芳賢直・小寺元武 久芳文書、閻８９〈久芳小兵衛〉
古文書研 究４４・４５５７ 閥

く久芳〉２■

３７６３（弄１１） １５７０ １０ １９暴利輝元書状 児不詳芙 閤１００　児市照兵 衛 閣３ ３７ １８０
３７６４（元１１） １５７０ １０ １９′卜旦 日陰貴書推 天野弄明 閤９２　天野九 凱方 祢門 闇３ ４ １８
３７６５（天ＴＦ５） １５７７ １０ １９喜木嶋匿う早熟１耳犬 甫 冒．ｒて酒 閣６　壬対ｌ伊勢 閤 １ ６１ ８１

３７６６（天正１３） １５８５ １０ １９吉川元最善状
横道春重・山県春政 ・佐 々木弥七郎 ・山少

渾中５　横道恕介

３７６７ １０ １９吉川元春吉扶 山ＦＲ出愛甲 山円安‾史書（山口温‾訂書鰭）

３７６８（天下Ｆ１５） １５８７ １０ １９音声竜馬書：状 吾川広家 言丁目著す書 寓 Ｊ＝安 す書２ ８６９ ２６

３７６９ １０ １９細沢景祐外一名ｉ茸署：状 二宮】幅美什書 ■斉丁目安 す書即ｌ集 ５５９ ３８６
３７７０（官永２） １６２５ １０ １９吉川広正印判：状 大ｌ頁許ｉ首 閤ｉ■３の１ 要 貝孫宕衛 門 閤；ｔ５屈 ４３ １４５

３７７１ １０ １９苔上目ＪてＴＦ書：状 ニ兵介（二軍長貫） 二宮相手什書 ‘芹Ｊ目安 甘書馴集 ５０２ ３５５
３７７２ １０ １９吉眉．（毛利）ｉ放棄（許顛 ）書斗犬 二宮長介 （長芋） 二宮博美什書 甫 Ｊｌｌ菱 ‾文書別集 ５２３ ３６７

３７７３ １０ １９‘芹丁目Ｊて家書：状 太郎方衛門 酎 道中２　帥八郎右衛門

３７７４ １０ １９吉川広家書状 謂九右 藩中６　和式稟 擾

３７７５ １０ １９吉川広家書状 垂平右 藩申９　垂原太シ喜

３７７６（】妻て下２） １４５６ １０ ２０冨田丁慕府義行 人道墨壷巷 ′卜旦 ＝贋平 吉日ｌ貰‾釘喜 斉 川安 す書１ ２８７ ２４５

３７７７ １０ ２０壬利元隷書］犬 山ＦＲ育 子巨 藩中１０＿山間平次右衡 門

３７７８（永禄１２） １５６９ １０ ２０大方宗麒書］犬 長野 ＝河守 合煮文書 大」片！旦葬善業書４ １２３６ ９１

３７７９（元ｔｌ） １５７０ １０ ２０暴利弄詳・「司輝元１重量書：状 ロ≡覇涌 邑 同家‾好古 中学研 零２０３ ５ ７２

３７８０（天市１１） １５８３ １０ ２０斉川元愚書推 吉 日繹富 石層．甫＝；豪‾好古 吉 日ｌ；豪す書別集 １６２ １７６
３７８１ １０ ２０斉川如業 （「Ｅ貰）書、状獣写 手口泉 （斉丁目芥貰） 石眉．青Ｊ＝宴甘書 ｉ　 ・型　 搬 － １７８ １８７

３７８２ １０ ２０壬利壱甜 自室 喜代 吉 川奔馬介 （広某） 吉日家文書 吉川家文書２ １４１８ ６８３
３７８３ １０ ２０吉川広家書状 松出方 藩申１１松♯個介

３７８４ １０ ２１吾川元蕃書状 写 山県奉 ク助 ・二宮孫 ＋郎 吉日；家什薯．藩 中５く讃・永責介〉 吉 川安‾訂書胃日生 ７３４ ５４３
３７８５ １０ ２１吉川元長古代 香 川暮継 藩中１５　惑朋腰摺

３７８６ １０ ２１斉川広家書揉 ≡ 藩中１１松浦 了介

３７８７ １０ ２１吉川広家書状 内据篠右衝 門 藩中８　内好仲井衛門

３７８８ １０ ２１慕Ｊ符安 中；車署 壷書 吉 川美濃守 （広 荘） 甫１日茅‾訂書 吉 川家文書１ １８１ １３６
３７８９ １０ ２１幕府安 中連署 奉書写 吉川家文書 寺与川萎‾好古２ １４８６ ７５９

３７９０（墨正号７） １６７９ １０ ２１圭弄‖綱広書状 吉 川内蔵助 （広◆） 斉Ｊ目安す巻 甫 Ｊ＝安甘書２ １２８４ ４９０
３７９１（毒正宝７） １６７９１０ ２１手利署貫芝適 量：伏 有頒二 郎方 術門 斉川署‾軒喜 苔Ｊ＝賞す書２ １２８５ ４９１

３７９２（愚書１） １４８７１０ ２２吉川経基 自筆 善書犬 丑 甫川家す書 甫 Ｊｌｌ貫‾好古１ ３３１ ２８２

３７９３（天下Ｆ７） １５７９１０ ２２吉川経書書状 宇都宮義信 藩中８　宇郡苫六方衝 門

３７９４（天 一丁８） １５８０１０ ２２圭木 島昭光書状 告 Ｊｌｌ弄薫 吉川要す書 苔１日妄‾釘書１ ８０ ５３

３７９５ １０ ２２堺弄香書：状 大 島 （ｒＲ）高葺都松 卜社神職大 畠出雲所蔵文書 鳥取県史 １６８ ７５１

３７９６ １０ ２２喜Ｊ＝元素書状 吉 日繹言 藩中１０　Ｌ山風＋介

３７９７ １０ ２２甫Ｊｌ青馬 白董 書状 何有 丙禅永興両手 旧蔵す書 吉川家文書別集 １１９ １０２

３７９８ １０ ２２吉川経 貞書状 村 山四郎大 束 相対ＬＵ買主反宝

３７９９
３８００

３８０１
３８０２

３８０３
３８０４

３８０５

３８０６
３８０７
３８０８

３８０９

３８１０
３８１１
３８１２

３８１３

３８１４

３８１５
３８１６

３８１７
３８１８

（天 言下６）

（天 了Ｆ８）
（天 ＴＦｌＯ）

（天 了下１３）
（一天ｉ羊１５）

（天 了下１９）
（天正 １９）

（慶長２）

（弘治３）

（永禄 １２）

（天 ７下９〕
ｒ天 ７下９）

１５７８
１５８０

１５８２

・１５８５
１５８７

１５９１
１５９１

１５９７

１５５７

１５６９
１５８１

１５８１

１０
１０

１０
１０

１０
１０

１０

１０
１０
１０

１０

１０
１０
１０

１０

１０

１０
１０

１０
１０

２２
２２

２３
２３

２３
２３

２３
２３

２３
２３

２３
２３

２３
２３

２３

２４

２４

２４
２４

２４

吉Ｊ＝元 最善 揉

吉川 Ｊて安善］犬
吉 日ｒ青 馬白芸者：状

斉川元素書 状
吉川売 春書 揉

吉川元 悪書 ：状
揚言家綱 爵己請 ‾訂

′卜鴨元清書 扶
′卜鴨元 清書 状
裏弄Ｉｌ輝 弄直状
塩紺青 高書揉

桔春雷 書状
幕 Ｊ日加 業（Ｊて妾）日豊書：状

吉 日広家書状
胃 １【１口：；家書：状

毛利 隆元書状

毛利 元就・輝元書 状
甫 Ｊ＝繹家書状写

吉 川繹家自筆書状
斉 川元長書状

大型 美作守

杢 弁
（メ育伯首謀）

１謀洋一元 往
手剰【弄枚・天 野防雪

浄曹寺
斉 川経書（広；麦）

一斉‖ｌｒて麦
今 ＦＲ繹忠・春 旧套継

桂 子凱兵衛
北村 方展助

塙 岸卒助
美濾紆吉日Ｊて洋）

春 又弄
伊予守

吉 川元春

脾罵尊前

経書（Ｊて宴 ）
吉 日；経書

査臆≡許隙守

家中５ 杉原長方徳子門

藩中８ 宇都宮‾六方種子門
西禅永輿両手 ＩＲ硫文書
益ＦＲ著す書巻３７、閣７く益［Ｒ碓中）

闇４７ 裔■方九方衛門
北島三菱‾釘喜

吉川家‾好古

斉川育て書
苔１日安‾訂喜

閤２０ 桂 ；勒右衡門
厳島野坂す書

安中４ 塩犀安 部書

一斉目安文書
衝吉 原

皇柁 庭音博物鮨所蔵文書 ．藩中２く土楽孫十）
久利家文書、藩中９〈久利与左衛 門〉、御書２く久利与 一右

衝門〉

閤１９ 脾罵匹柑６卓衝
有 声．吉 川家文書

斉川８９９．石 弓考１３９
藩中１５ 森臨繁牛

吉川家文書別条

閤１

閤２
大社町史

斉川妄す巻１
苫目安文書１

斉川宴‾甘薯１
閤１
広島庭中 ⅠⅠ

吉日宴す書２

石見久利文書の研究

闇１

吉川家文書別集
吉川賞す巷２

６２

２３
４２

２１８６
２０４

８１４
８１５

１６
９８２

１３３５

３０

１４
１３９

８９９

４８

９１
２４１

５６８
１７３

７７０
７７０

５３６
５７９

５４８

５１８
１３２

４８

－１５ｌ－



３８１９
３８２０

１０ ２４吉Ｊｌ弄愚書耳犬

亡タ　 ‾
粟犀 許光 ；麦申３　要岸 ｌ壬衡書

１０ ２４皐弄順て精（産７「 自筆書状 √て了Ｆ 吉日ｌ署‾訂薯 吉 日家‾文書２ １３８９ ６５９
３８２１ １０ ２４＝ｌ＝ 広家書状 吉宗右 ・今妄右 き空中１ 今ＦＲ甚兵衛

３８２２

３８２３

１０
１０

２４
２４

善

甫

Ｊて軍書：状 臣味 藩申１６　名君子郁夫眉．

広家書状 長谷 川神右 藩申３　岳谷川謹右衡 門
３８２４ １０ ２５口羽涌 良書状 ｌ貝有元展 柴淵寺す書 十 享＋町中 １８６１ ３９４
３８２５

３８２６
（７丁和８） １６２２ １０

１０

２５

２５

１引
吉Ｊ

ｌｌ如兼（ｒて柔）自筆古寺犬

ｌｌ広家書状

二卓介 （二言鳥署）
十保守 ・苓ク允

二宮帽美什書

藩中８ 軍都冨六方衡 門
吉 川安富垂訓隻 ３５６ ２７１

３８２ア（練武 １） １３３４ １０ ２６具備手長安寧一 卜人妻は ’吏手首合‾好古 広 島足史Ｖ２２０　槽す７６
３８２８（某吉 １） １４４１１０ ２６細Ｉ 持腎書状 吉 川拝信 吉川安す巻 吉 川家‾釘書１ ２６９ ２２９

３８２９（天 ＴＦ９） １５８１１０

１０

２６甫 ７主音垂†丁人声著書状 ■＝ｉ ！蒙文書 吉 川家 文書別隻 １２７ １２１３８３０ ２６吉Ｊ７意義書 状 森隔意 貞 藩中１６　森陥；離｝丁

３８３１（天 荘１５） １５８７１０ ２６言 Ｊ広家書状 等速璧 内 妄 申４く喜連安衡書〉、勧善 １く妄達十重衡）
３８３２ １０ ２６（二俣Ｔｒ棟 書状 椰守青野 ・弄行 厳島野館甘薯 †て皇 眞更Ｈ １３００ ７９７
３８３３（天正 １８ノ １５９０１０

１０

１０

２６一斉 広点．書状 今ＦＲ絃 忠 甫 Ｊ＝安す書 一斉川買‾文書２ ９２２ ９１３８３４一天 ＴＦ１８） １５９０ ２６一胃一打「高書状 今臣締 盟 胃 ＝ｌ貫‾釘書 吉 Ｊ＝；家す書 ２ ９２４ ９３
３８３５（天ｊ下１８） １５９０ ２６神；幕僚書 ：状 今円苫任 寓 丁目安す書 吉川家‾打者２ ９２５

３１８
９４

２４８３８３６ １０

１０
１０

１０
１０

１０

２６斉 Ｊ如兼 （ｒて安）書：状 与軍書丘（吉川署好） 官 庁蒙【Ｒ議■釘喜 吉川家文書別 集
３８３７（永禄１２） １５６９ ２７大方宗麟 書状 佐田葉正忠 併 ＦＲす書 大分 県集背叢 書４ １２３９ ９４

９４
３８３８（永禄１２） １５６９ ２７大友宗農 畜操 吉弘捜信 甫引．て書 大｛ｉ県束帯叢 書４ １２４０
３８３９（天１下８） １５８０ ２７福原 貞億 ・弄辟・児耳元 臣・口羽書見連署書状 】嘉屋香田１ 安 中４　ｊ烹犀；家郷書
３８４０（天『１９） １５９１ ２７胃 Ｊ広家 自筆書揉 和式長好 謂式芹 太郎什書．藩 中６く和式真綿） 吉川家文書 訓集 ６２１ ４４９
３８４１ ２７斉 Ｊム；家書：状 伊与 島棺 度音借物鮨戸芹読す書

３８４２ １０ ２７吉ノ１ｌ広家書状 多窯元思
多箪文 書、閥遺１の１〈多葉兵右衛 門〉１２、防長風土注進

茎１８⊂〉３４２ 早稲田下巻 ８０１ ６９

３８４３ １０

１０
１０

２７苫 ∫て著書：状 太郎弄 藩申２　柵 ／し耶右衡門

３８４４ ２７吉 広家書状 二神斉 藩中３　二 宮神弄衝門
３８４５（永禄１２） １５６９ ２８大友宗臆書状写 槽属領娼 将兵茅 所一芸す書写 大谷 眞集帯叢書

３８４６（永禄１２） １５６９１０

１０
１０

２８吉弘鎧理書状写 立花勤番 無尽集
　　 ４

茅像市史２

１２４１
５２０

－３

９５

５９７
３８４７（水棲１２） １５６９ ２８卓 運７「・７「紆・′卜阜Ｉｌｌ隆景連署書状 吉日青森 汀円安す書＿芽申２（汀 円安 所嘉勧善〉 史学研賓２００１⊃４　広島県申
３８４８（永禄１２〕 １５６９ ２８圭 輝７「・７「　 避暑善書 状 汀ＦＲ冨内太舗 汀一口貰‾釘書＿安中２く江 田家 所蔵卸書） 中学研く努２００１⊃４　広島県史
３８４９（天了宇１） １５７３ １０ ２８吉 ７「愚書推 周伯東薙 二軍帽某什書 帯川妄す書馴隻 ３３３ ２５７３８５０（天子Ｆ９） １５８１１０ ２８壬 潅Ｔ仁者推 古層．了下請・「瓢で精 閣６（暴利 伊勢）．安 中９く坂本格ヨり差出） 闇１ ５ ７０
３８５１ １０

１０

２８′卜旦日陰景・植原 貞億・吉日元老連署書揉 藤秦 益Ｒ］妄す巻 大 日木下キ‾貯蓄２２ ３０４ ２７１
３８５２ ２８吉弘＝酪：野暮揉 て７花笥一書 無寿隻 太宰府天満宮 史料 １５ ３０２
３８５３（天ＴＦ２０） １５９２ １０ ２８暑ｌ宇＝亮甫芙ｍ：状 羽柴斉Ｊ＝倖祥 吉日；麦す書 吉川家文書１ ７４４ ７１５
３８５４ １０ ２８甫 広家書揉 ′卜維中・ニ神方 藩中３　二宮神弄衛 門
３８５５ １０

１０

２８甫 広家書状 不ク弁 藩中８　宇都宮六方衛 門
３８５６ ２８＝ヒ 広家 自筆書状 方介（吉 日信正） 青書目貫‾好古 吉＝家‾釘蕃２ １３１４ ５２３
３８５７ １０

１０
１０

２８告ＪＴ広家 自筆書状 謂九右（和式長好） 謂式芹太 郎什書、藩中６く神式 薫描〉（２涌） 斉川芽す書馴隻 ６２３ ４５０
３８５８ ２８苗胃．（手利 ）静養 （許婚）白蓋書状 弥首座 丙禎永謡両手 ＩＲ蔵‾釘書 一斉川家文書別条 ２９７ ２３４
３８５９ ２８筈 ／、了下書：状 謂九右（開式暑好）・松随時（松浦安葦） 和式芹太 郎什書 一考Ｊ＝家文書別隻 ６８５ ４９９
３８６０ｒ建武１） １３３４ １０ ２９大 院鶉海書状 貰手首合音書 Ｊて烏庭中Ｖ２２１昔‾丈７７
３８６１（妻罵１） １４４１１０ ２９裏打 持フ書才犬 吉 川経信 吉川要す書 吉川家文書１ ２７０ ２３０
３８６２（天７下５） １５７７ １０ ２９甫 ．意書旺 宇 山大箭承 閤８８　♯原十払方衝門 閤２ １３ ９２９
３８６３（天芥６） １５７８１０ ２９う考 ．義春：状 隆景 二原蚊賊軍す書 （楢崎官一 郎氏収 蔵） 口二鳥庭中Ⅳ ５ ５０７
３８６４（天ＴＦ７） １５７９１０ ２９苔Ｊ緒言書状 宇都 宮妻佑 藩中８　宇都宮大方衡 門
３８６５（天ＴＦ７） １５７９１０ ２９吉Ｊ繹‾言古推 軍都 冨素描 藩申８　宇部冨六方衝 門
３８６６ １０ ２９幕 元素書：状 ♯下 新屋衡 藩中２　♯‾下一苦言琶

３８６７（天正１５） １５８７１０

１０

２９吉川広家書状 斬枝高 明・佐 々木源 兵衛尉・山県就農・宇
都富書抜 藩中８　宇都宮六左衛 門

３８６８（文禄４） １５９５ ２９斉Ｊｌ広家書状 謂九右 （開式長好） 和式芹太郎什書▲藩中６く祖武重繊〉 吉 川家文書別 集 ６３７ ４６３
３８６９ １０ ３０卓 輝７「白筆書４犬 ｒｒ妄 吉Ｊｒｌ安す書 青 書＝妄す書２ １１９６ ３５８
３８７０（丁和和 ） １６２０１０ ２９告 「ＥＴＦ書：伏 二丘介 （二宮阜署） 二冨帽美什書 ■吉日安 ‾文書別集 ４６７ ３３９
３８７１ １０晦 吉 広家書状 あて甘丁てむｌ． 藩申１１松浦 ＝介
３８７２ １０晦 苗 ＪＴ家書：状 宇都宮備前 守 藩申８　宇都宮大方衝門
３８７３（管 す３） １６６３１０晦 辛 網広喜揉 甫 ＝内蔵助 吉川家文書 斉 丁目安す 書２ １２８３ ４９０
３８７４ｒ天 ｒＦ２） １５７４１０ 苗 Ｉｒｌ元鼻白墓妻推 何者斎 （Ｉ育伯甫確） 西禅永興両手 一口爺す書 青 Ｊ目安文 書別隻 １５０ １２９
３８７５（天 市８） １５８０１０ 妾利 弄秋書状 裔‾万富 内／少甜 閣４７　憲‾斤九 方徳門 闇２ ６０ ２４４
３８７６ １０ 甫 Ｊ広家書：状 十右衡 門 藩申９　熊谷助方衡門
３８７７（永禄 １０） １５６７１１ １′卜旦 川隆景書状 篠業 呑円安す書 大 日オこ肯 す書２２ ３３１ ２９６
３８７８（永禄 １２） １５６９１１ １斉 Ｊ弄裏書状 汀Ｒ］富声Ｔ・太Ⅰ臍 汀円署‾釘書∵家中２く江一口安〉４ 中学モ許：奔２００ ５
３８７９ １１ １暴利 元隷書状 元素 安中４　下妄
３８８０（天 正引 １５７６１１ １耶守 ７「行書揉 】青野 厳島野坂‾釘書 広島 県更Ⅱ １５８３ １０５６
３８８１（天 汗４〕 １５７６１１ １壬剰【淫 売書才尤 山田雲 直 藩申１０　山開平ユ欠右衛門
３８８２（天 子Ｆ７） １５７９１１ １伊誓 弔意 挨書経 璧 相手す巻 薫斤修島根 児更 ４２０
３８８３（天 一丁７） １５７９１１ １甫 ．薫 白筆書‡犬 吉 ＝繹言 吉 川安‾釘喜 吉 日家す 書２ １２４２ ４３７
３８８４（天 子Ｆ８） １５８０１１ １＝ヒ ．著書 揉 Ｌｈ［Ｒ蔵 人 藩 申１０　ＬＵ開平二欠右衡門
３８８５（天 子Ｆ８） １５８０１１ １苔 ．長吉 ：状 森陥意義 連 中１５　森澗罷安 牛
３８８６ｒ一天†ＦｌＯ） １５８２１１ １綿ＦＲ信蒙書 状 吉川元暮 吉 日ｌ貰 す書 吉川家文書 １ ７８ ５１
３８８７ｒ天 ７下１０） １５ａ２１１ １綿［Ｒ信童書こ状写 吉 川家 文書 吉川家文書 ２ １４７４ ７５２
３８８８（天ＴＦｌＯ） １５８２１１ １苔 ．愚書：状 山間書直 藩 中１０　山ＦＲ平淡右衡門
３８８９ １１ １吉 、責苦：状 鎗河二 駄弁衝 門酎・其外書兼 中 卸書２　鈴川十兵衛

３８９０ １１ １南 川弄昆書経 併 々大ｊ石高 諾 中１３ Ｊ方々大 名ｊ軌
３８９１ １１ １大漁 十併守書 ヰ犬 丙兵士方 屈ｌ音寺す 書 】て烏 眞申Ⅳ １０ １７３
３８９２ １１ １ 卜月‾Ｆ右衡 門酎書状 吉 日ｌ蔵 人 安 中４　米原貫首琶
３８９３ １１ １寓 広家書状 拝弄展・♯責．卓 連 中１（♯ 卜葺丘衝）．安中５く♯ 卜助七郎〉
３８９４ １１ １吉 広家書揉 ｉ首瀞 藩 申１６　森脇ｉ磋汀
３８９５ １１ １苔 広家書：状 ■・∃＝＝ 藩 中９　熊 谷助方術門

３８９６（盲芥６） １４６５１１ ２蔵ＦＲ信℡書：状 斉川弄；繹 甫 Ｊ＝署‾釘薯 斉川署‾文書 １ ３３６ ２８６
３８９７（弄１■１） １５７０１１ ２手利弄静 ・隔１磋弄遺書書経 児玉獣英 闇 １００　 脾罵照長篠 閣３ ３３ １７９
３８９８（天７Ｆ７） １５７９１１ ２′卜阜 川路貴 ・口汚Ｉ浦 島・福原 貞修道墨書揉 斉川青菜・束主首弄俣・‘斉侶元岳 斉 Ｊ＝署‾好古 斉Ｊ＝安▼文書２ １２１０ ３７１
３８９９（天子Ｆ９） １５８１１１ ２壬弄題弄さ推 山ＦＲ首ｉ官 藩 中１０　山前平淡右衡門
３９００（天ＴＦ９） １５８１１１ ２吉日青森書状 山洋書引官 藩 中１０　山田平次右衝門

３９０１（天市９） １５８１１１ ２′卜旦 ｌｌ隆景書二状 森耳羅薫香・大塚右京進 藩中 １５　森陥繁牛
３９０２ １１ ２吉川元妻 日豊 書揉 査陥大前天美・二言大丁助（俊一要） 二言帽美 什書 斉川三菱‘文書馴隻 ３３０ ２５５
３９０３ １１ ２再 ｌ青煮書二状 藩中４く隈雌半右衝門〉▲安中４く陪将安衡書）
３９０４ １１ ２苔 ．青書二状 様諾意吉 藩中　 将遅煎 介

３９０５ １１ ２′、阜 日陰貴書：状 う有川青煮 署申３　宰 慶一蚤１封書
３９０６ １１ ２尊臣秀次朱印 状 ５阿些戸田侍祥（吉日広萎） 苫 Ｉ目安す 書 吉川家文書１ ８２６ ７８０
３９０７ １１ ２甫 １＝広 家書 状 山王許 藩中 １０　山 風判弄衡門
３９０８ １１ ２胃Ｊ広家書状 十体守・伊帽黒 藩申２　得仲 平

３９０９ １１ ２吉ノ広正書状 吉四郎兵衛・松隠岐（松浦家孝）・祖九 右
（和 式長好） 祖式荘大 部什書 吉川家文書別集 ６８６ ５００

３９１０（天甘２３） １５５４ １１ ３皐弄隆青書：状 中村次郎弄衡門 藩中７＿中村孫 子

３９１１（天ｒＦ７） １５７９ １１ ３一斉Ｊ一元葉書こ状 吉川元恩　 東泉 首元保 書誌著壷　椙什六郎広遠 広島県申Ｖ ３ ２８５
３９１２ｒ天ＴＦ８） １５８０ １１ ３苔 弄裏書状 青洋一弄勝・森日詰意義 藩中 １５・森臨！区牛

３９１３（天下Ｆ１４） １５８６ １１ ３Ｒ 甫＃書、げ 青ｌ‖厨 吉 川安す 書 与考目貫す書１ ６６３ ５９４
３９１４ １１‾　３斉 ｌ元暮書経 梓素魚 安中２　野 日豪ノ徴吉井樋 口家 衝薯

３９１５ １１ ３甫Ｊｌ元裏書派 吉川経書 署申９　折本格ヨり書 出
３９１６ １１ ３壬 ｌ宗瑞（ヲ蓮元）白芸者：状 広藁 吉川家文 書 寺有川署す巻２ １２７６ ４７６
３９１７ １１ ３壬 【宗精（蓮弄）冒筆書］犬 おひめ（引 旧広甘軍題売女） 苔 Ｊ＝麦す書 吉 川案文書２ １３７５ ６５０
３９１８ ＝ ３吉 広家書状 神長衝 藩申４　菅：露肋
３９１９

３９２０

３９２１

３９２２

３９２３
３９２４
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（天７下１１）

（天了下１３）

１５７１

１５７２

１５７３

１５７６
１５８４

１５８４

１５７９
１５８１

１５８３

１５８５

１１

１１

１１

１１
１１

１１

１１

１１

１１
１１

１１
１１

１１

１１

１１

１１

１１
１１

１１

４

４

４

４
４

４

４

４

４
５

５
５

５
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５

５

５
５
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措
吉Ｊ

毛

高書
吉Ｊ

斉Ｊ

毛

甫∫
毛

圭

圭
楢
５同

苫Ｊ

書Ｊ

嵩Ｊ

■告Ｊ
‾斉Ｊ
苔Ｉ

＝三
元善書状

輝元書状

弄薫書：状
元素書旺

元長吉揉

輝元書状 ・

青馬書状

零静香二状
弄儲‘圭揉

漣青 白筆書抹
克美書状
毒素書推

元素書才尤

元春書状

弄意書：状
売春書状

青馬書揉
広家書状

帯筋
大野次郎弄衡門酎

小早川隆景・仁保元棟・口羽春長・種元重・
吉川元老

Ｊ芹陀皮相寺

児市
福原孫兵衛尉

小早川隆景・福原元俊・口羽春長・桂元重・
売春

大雄寺禅誓・樺清書雲

吉川広家
青煮

吉川元薫・青 首
浅岸香肋

森陥秦 卓
蜂須巽彦右衛門尉（正勝）・黒 田官兵衛尉

（筆意）

今円経；謀
桜♯源三郎

Ｌ山足許慶
答演

訪島野】存す書

三木家大 野文 書

閥４７ 南方九左衡門

戚相手す書

目敏右京神社す書

甘御‡蘇神社す書

閥４７ 南方九左衛門

藩中５ 樽ｉ首音Ｐ介

闇５ 暴利宇右衝門
５盾多野安‾釘さ

苗 Ｉｒｌ署‾文書
芽中４ ｊ烹暦貫徹書

嘗【旧寺‾釘書
藩申１６ 妄別熟雑汀

名古屋市博物館所 蔵文書

釧持貫‾釘書
藩申１３ 桜♯源三

藩中１０ 山県又兵衛

藩申２ 符仲平

ＪＴ烏県申 Ⅱ

新 編蕃Ｊ＝叢書

閥２

烏柑庭中▲新 修島根眞申
大 社町中 －

大 社田丁申

閥２

闇１

吉川家文書２

広島県中Ⅳ

山口県更 Ⅱ
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３９３８ １１ ５＝ヒ 広；家書１犬 神九 右・松四 郎弄 藩中６　和式裏縫

３９３９（天‾訂１８） １５４９１１ ６＝ｌ＝ 元素善雄 真綿 長屋肋 葺ｊ課す書 広島一旦更Ⅴ ６

３９４０（弘治 ３） １５５７１１ ６吉ノｌ 春書状 久利 盛重
久利家文書、藩中９〈久利与 左衛門〉、御書２〈久利与一 右
衡門〉

石見久利文書の研究 ４０

３９４１（永禄 １１） １５６８１１ ６小早川隆景・吉 川元春連署書状 井 上元継・佐 藤元実 閣１０８　赤川敵兵衛
閥３、大日本史料１０－１「佐
藤俣介 Ｉｐ２７０ ３８ ３３１

３９４２（永 禄１１） １５６８１１ ６斉 青煮′卜＿星川隆景連署書：状 樺 ＦＲ篠右衡門 樽円唯二 ｆモＩＲ箭‾文書 広島偲 史Ⅳ ２ １６６

３９４３（天 盲Ｆ８） １５∈ｉＯ１１ ６吉 元老書状 内藤平方衝門蓼討 藩中７く声一議梅丘衝）＿御書目 内藤八郎右衛門〉 Ｊて 更Ⅴ １ １０４

３９４４（天子Ｆ９） １５８１１１ ６益 業苦１犬 苔＝撞妄 右 胃．甫 Ｊ目貫‾軒書 甫 Ｊ安文書 削隻 １２２ １１５

３９４５（天ＴＦ１３） １５８５１１ ６壬 青書揉 ′ヽ旦１日隆景 吉 川家‾文書 斉川家す書２ １１８７ ３４６

３９４６ｒ天了下１３） １５８５ １１ ６士 元鼻白筆書状 閻伯東薙 丙禅永製両 手旧箭す書 吉川家‾文書 別集 １６０ １３７

３９４７（天７下１３） １５８５ １１ ６吉 元長吉揉 ｉ斤習安中・一 緒習中（衆中） 安中６　併々大権重態

３９４８（天子Ｆ１４） １５８６ １１ ６甫 元長書状 久利感勝・二官長ＴＦ・二言意次 久利貫す 書．二言茅 ＩＲ箭す書∴藩中９（久利 与方術門） 久利４２＿告別３６１

３９４９ １１ ＿６苫 元素書：状 ＬＵ平＿巨 譜侵 や５４　山 風£引毒 １１

３９５０ １１ ６毛 溝元袖証利害 目元 暮書斗犬 平体紆ク・匡一言†弄武 聞３３　重層勘兵衛 閤１ ４ ７８０

３９５１ １１ ６吉ノ１ 長書状
久利三河守・二宮与次郎 （長実）・二言 内蔵

助
二宮憎 夫什書 吉川家 文書別集 ３６１ ２７３

３９５２ １１ ６吉 元最善揉 ♯下方馬弁・宗順・久津闇市承 藩 申９　久摺麿満右衛 門

３９５３ １１ ６仁保充棟書状 汀閃 汀 ＦＲ貰 ‾野暮

３９５４（慶長１） １５９６ １１ ６手親書状 山野井す書 広 島県更Ⅳ ２３ １２９

３９５５ １１ ６斉 ｒＴ青書：伏 森源右衡門・竹新介 安 中４　武ＦＲ要斤方術門

３９５６ １１ ６吉 広家書状 謂九右衡門 藩中６　祖式嘉織

３９５７ １１ ６吉川広正 白董蕃扶 方震動（吉川ｒて嘉） 吉日家文書 苔 署 す書２ １４３４ ６９３

３９５８（永禄５） １５６２ １１ ７犀禾蒸癌御内書 斉川元素 吉川家‾釘圭 甫 著 す書１ ６８ ４３

３９５９（永禄５） １５６２１１ ７ 卜野■忠書状 吉日青森 喜川安す書 甫 安甘書１ ４６７ ４１９

３９６０ｒ天市１） １５７３１１ ７吉 １売春書状 山Ｆ口舌百官 藩申１０　山仔Ｉ平次右衡 門

３９（；１（天正朗 １５８０１１ ７苔Ｊ元素書状 ｌ転成寺・高勝幸・：本願土方 件苫家文書 大 社町中 ２００９ ４７３

３９６２（天子Ｆ８） １５８０１１ ７甫Ｊ；経言古状 内藤平方衝 門Ｅ寸 藩申７（内饉権兵衛）＿勧 善１（内藤八 郎右衛 門〉 広． 史Ⅴ　　 － ３ １０５

３９６３（天了下８） １５８０１１ ７苔 Ｉ元素書：状 ｒ釘僧北島 二律鳥芽頂‾書 大 中 ２００８ ４７３

３９６４（天洋１５） １５８７１１ ７豊 臣毒舌御内 妻 寓 ＝広蒙 苗ｌ目貫す書 甫 貫甘書１ １０８ ７８

３９６５ １１ ７新円玄以外二 名遺墨毒舌 三同輿喜 ｍ偉祥 吉日安甘圭 苗 安す書１ ８１６ ７７１

３９６６ １１ ７吉Ｊ如業 広安　 自室書状 永興 丙禅永塵両手 旧箭‾茫書 吉 芽‾訂書馴隻 ２８８ ２２８

３９６７ １１ ７手利輝元法度着果 壬剰【署す書 壬剰ｌ貰‾定吉２ ■７７８ ５３８

３９６８ １１ ７吉 川広家書状 十併 ・杏 藩中８ ：宇＝凱宮六方衛 門

３９６９ １１ ７一斉‖１†て；家書：状 垂平右 藩中９　垂原太淀

３９７０（す永５） ・１２６８１１ ８天台 好事訳 防一詩風十５年准茎 Ｊて鼻ｌ旦申 Ⅰ １６６３ ４４６

３９７１一天 ＴＦ７） １５７９１１ ８斉 川弄裏書 三伏 森 陥意毒 藩中１５　森陥繁■牛

３９７２（天 ＴＦ１３） １５８５１１ ８卓 元 康書 状 壬利家‾文書 暴利著す書４ １２６８ ５３

３９７３ １１ ８苔 元 素書 ：伏 ′、幸作 涯守 闇４６　′卜寺忠右衝門 閤２ ５１ ２２８

３９７４ １１ ８吉 青書書：は 森 院薫 香 藩中１５　姦陥繁年

３９７５ １１ ８斉 青 首！熱１犬写 牛 島源五郎 隻肯‾釘書

３９７６ １１ ８▲喜 正則自筆書状 ひろいゑ（「Ｅ貰） 貫 目ｌ家す巻 斉 川安甘善２ ９６８ １３１

３９７７ １１ ８告 弄岳自筆書：状 席ｌ伯青雲有　　 ＿ 所領永塵１両手 ＩＲ読文書 斉 Ｊ案文書別隻 ３９ ３１

３９７８ １１ ８壬 青書：状 財５蒜忠久 闇６９　イ言常弥右腹門 閣２ ５

３９７９ １１ ８甫 加業（て貰　 白筆書状 西嘗 西禅永輿蘭書 旧嘉す書 苔 ｌ署す書別 集 ２９４ ２３２

３９８０ １１ ８吉 加美（広喜）白筆書、状 二長介（二言長冨） 二宮憎奏什書 甫 １家す書 別集 ３４７ ２６５

３９８１ １１ ８士 広家書：状 広主将要斤箭 藩 中１４く仁王照二兵衛 〉．て安中１くだ清覧家蔵御書〉

３９８２ １１ ８吉川ｒご軍書耳犬 謂ナ．右 藩 中６　謂式重き礫

３９８３ １３９１１１ ９大内義弘書状 ■告Ｊ日経 胃． 貫 目藁■釘書 斉 Ｊ家一丈書 １ ２５３ ２１６

３９８４（天子Ｆ８） １５８０１１ ９ ′ヽ旦Ｊ＝隆景蕃１犬 湯原暮綱 閣１１５　湯原文方術 門 閣３ １４３ ４６６

３９８５（天１下１２） １５８４ １１ ９喜 売春書状 御崎 訃紺隋神社‾史書 大計訂「申 ２０９６ ５２９

３９８６（天子Ｆ１４） １５８６ １１ ９喜 青首書：ほ 都野弓爾次 郎 閣８５　朝ｉ野 ＝方彷 門 閤２ ６ ８８７

３９８７（天７下１４） １５８６ １１ ９甫 ｌ元首吉光 都野覗次 郎 王将多野賞す書（山ロ！邑阿富田Ｔ）

３９８８（天て下１４） １５８６ １１ ９‘芹 元裏書状 右岸円弄祥 益田芽‾軒書巻３７．閤７（二筋ＦＲ維 申） 闇１ １９ ９０

３９８９（天正１４） １５８６ １１ ９吉Ｊｌ元長書状
宮庄春美・香川春継 ・香川彦右 衛門・粟屋

許光・今田経思
藩中２〈井下孫左衛 門〉、御 者２〈井下孫左衛 門尉〉

３９９０ １１ ９ 元長礁 揉写 ＃東田幡守 「松永市 本媚訂「託 ｌ所引す 書 出雲台東氏の歴史とその件 ５０ １４１

３９９１ １１ ９甫 緒言書 状 亡羊都営書抜 藩中８　宇う駅宮六方衡門

３９９２ １１ ９ 繹青書 状 山風差右衝 門尉 山痕安‾文書＿藩 中１０く山県彦重版〉 広島虔立文書鰻紀晋２ １９ ８４

３９９３ １１ ９繁沢元氏 書状 ；謀「「「１・「「新∩ 汀ＦＲ萎す書　 ・

３９９４ １１ ９焉 Ｊ＝広；家書：状 内娠ｌ接右衝 門 藩中８　内好仲井衝門

３９９５ １１ ９苔 Ｊ＝Ｊて家 書：状 松体液 （松浦軍費） 相式荘太郎什書 斉川て豪す書別集 ５８６ ４２２

３９９６ １１ ９吉 川広家 書状． ｉ十孫右箇 門「毘 藩申４　叢書谷助 ？

３９９７（永禄 １１） １５６８１１ １０吉川元 春・小 早川隆景連署書状 井上元 継・佐藤 元実 閤１０８　赤川勘兵衛 閻３、大日本史料１０－１「佐

藤保介 ＩＤ２７０
３７ ３３１

３９９８（天７下１） １５７３１１ １０＝ヒ 弄 意・口汚ｌ涌 臣・福原元俊連著書状 寓個ｌ方ｉ斤将腎 藩中５く毒闇甚平）＿家中４く善同家勧善）

３９９９（天 霹２０） １５９２１１ １０尊 臣秀■斉矢印：状 羽柴 一斉州債才幹 吉 日ｌ安‾釘書 青Ｉ貫‾茫書 １ ７４５ ７１６

４０００ｒ■文禄２） １５９３１１ １０尊臣秀吉朱印状 富美 蕃秦中 一斉Ｊ＝芽‾釘喜 甫Ｊｌ看て：さ１ ７５９ ７２８

４００１（す禄 ２） １５９３１１ １０屋一束ＴＦ；豪・大下吉隆連署漆状 青菜 鮪旋御者集中 言 ＝安‾好古 ■告Ｊ安‾釘喜１ ７６０ ７２９

４００２ １１ １０音声壱高菜印］犬 繁沢 元氏 阻５　重刑厚 着衡門 閤１ ５１ ６４

４００３ １１ １０ 広家書状 吉 宗右・卓つ三言右 ・子九京・二鼻介 藩 申１ 今開基長衝

４００４ １１ １０ 広家書状 謂カ．右 藩 申６　謂式真綿

４００５（永禄３） １５６０１１ １１謄 話同書†犬 姫弄祐 闇１６５　山代裁判 （＝檎一 照子凱〉 闇４ ２３ ３８５

４００６ １１ １１ 弄誓書：状 二宮億冥 二宮 帽夫什書 胃 一家す書 刑隻 ３６３ ２７５

４００７ １１ １１ゴ方 貞書：状写 同道手蔓 同量手安所持古書類写 大 中 １〔汀８ ４０２

４００８（天了Ｆ５） １５７７ １１ １１甫Ｉ青息書こ状 今ＦＲ；旺；冨 貰 中１０　本宗 今ＦＲ監什書

４００９（天洋１４） １５８６ １１ １１三同些＝轟甫嶺Ｉ内書 吉日元暮・′卜見目石畳モ 斉Ｊ目安す巻 青 １豪‾文書２ １２９０ ４９７

４０１０ １１ １１う考 売春煎状 写 牛風大願方術 門酎 隻＃頂‾書

４０１１ １１ １１’告 弄薫書：ほ 叢書青首・森陥意義 藩中１５　森 陥繁牛

４０１２（天拝１５） １５８７ １１ １１音声喜寿一計衡内書 暴利吉成 吉＝家文書 胃 家 す巻１ ７０９ ６５４

４０１３（天子Ｆ１５） １５８７ １１ １１昔Ｆ字義阜書 ：状 言 １日正家 一考‖；麦‾釘書 苫 ｌて麦す喜１ １．０９ ７８

４０１４ １１ １１吉Ｊ‖広三家書 ：伏 佑尊前 家中６　イ芹々大権丘徳富

４０１５ １１ １１苔 １ｒｌｒＥ貰書 ：状 喜孫長 藩中１３　喜ＦＲ′卜方術門 ・

４０１６ １１ １１書Ｊ広家書 状
二佐・森飛・二兵・森 一郎右・同四郎兵・森

作者
藩中１５　森脇繁生

４０１７ １１ １１苫 広家書状 わく「１「「 藩申８　軍都苫六方衡 門

４０１８ １１ １１大前郷 巌（大 野治暑母）消息 きつ 川くらうと（吉 日信麦） 苔Ｊ＝芽‾釘喜 喜 て豪文書２ ８４３ ６

４０１９ １１ １１片桐 貞隆書：状 講読 人 告Ｊ＝芽‾釘喜 甫 １家‾釘書２ ９３６ １０２

４０２０ １１ １１ 広ＴＦ書派 二宮長介（看貫） 二言帽美什書 家‾訂書別 集 ４５８ ３３４

４０２１ １１ １１苔 記 紀書状 二言長介（青首） 二宮帽奏什書 斉 【家‾更書 馴隻 ４４７ ３２８

４０２２（■完了下９） １５８１１１ １２蒜 元祥書才犬 吉川繹等 石眉．「告Ｊ＝貫‾釘喜 甫 ｌ貰文書 別隻 １２３ １１６

４０２３（天 ＴＦ１３） １５８５１１ １２ 元 長書状 持主首義幸・大石好手禅背 藩申５　招請菓介 広 凰中Ⅴ ２ ９７

４０２４（天 ７下１４） １５８６１１ １２ 糧青書、状 訳野敬二郎 王府多野安▼文書 （山 口県ｌ珂▲定訂「）

４０２５（天 子Ｆ１４） １５８６１１ １２卓 ヲ運青書：状 諮問弄祥 閤７　蕪汗Ｉ成中 閤１ １８ ９０

４０２６（天 盲宇１４） １５８６１１ １２ 淫売書経 郡野軍！緒 闇８５　郡野三．芹衡門 閤２ ５ ８８７

４０２７ １１ １２斉 Ｊ元素壬才犬 天野弄ｆ牌 闇９２　天野五 郎方術門 閤３ ３ １８

■　４０２８ １１ １２吉 川売春書状 査ｌ臨義 貞 藩中 １６　森脇絹江

４０２９

４０３０

（天１下１４） １５８６１１ １２苫 売長書状 ′卜抹芥ｉ官 藩中 １１〈ノト沫 市郎橘〉３．家 中４（小林家郷書〉３

１１ １２＝ヒ 元裏書状 盃臨書毒 藩 中１５　森Ｒ羅繁牛

長 片 １　 人 【ｌ妄‾茫 ＝ヒ 安す圭２ ９４０ １０５
４０３１

４０３２
４０３３

（摩 一１７） １６１２１１
１１
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１２苔

　 Ｔ「
１１持：；家書：状

太郎弄衝門酎 蓬 中２　洒／＼郎右衡門

１１ １２ 広家書状写 首＿巨都大王鮪 首 領貴家肯‾官主冨 大社 町史 ２５７１ ８０１
せ ） 書４ １２４５ ９８
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０
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苫Ｉ

′卜

刀て
ｌ【青煮書状

与川隆景書写犬

′
国造北島

一吉田元勝・蔵円弄 卓・森陥薫竜

北島安す書
藩中１５ 森 陥繋年

▲大貫辻ｔ町中 １９７１ ４５４

圭

胃Ｊ
吉 ｌ

塾

Ｔ「
苔

３苔 Ｊ
３責

３苔
３青
甘苦

３吉

３ 卜
４茎

４姜
４罵

４喜
５′卜

５福
５福

５喜

末日淫売書状

ｒｌ‾暮書状

璽屋弄知

甫Ｊ目蓋辟

閤６６ 要 雇禰 二郎
藩中２ 市川芽御書写 棟孫十

闇２ ６ ５５０

７ｒ
ｌｌ元墨書状

ｌｌ青菜書 ：状
意 ・弄俣・隆景；重墨書：状
川音裏 白筆書］犬

【ｌ売春書状
木 島昭 光書状

目元長 書状

目元長 書状
＝広家 書状

帖広家書状
杉 蒙古案改帳（袋霜害）

（大内義 隆ヵ）書状
利ヲ違弄書：状

目元薫・元最遠著書状
大鳥‡珂光書状

つ抹ＴＦ；欠・蛋原洋 右重墨書耳犬
屡隆美書］犬

岸陪乗書状 ‾
大鳥昭一猟書状

湯原元瀾
竹崎停滞守

♯円村「「「１「「

二宮木 丁肋
兼与 （美音与次 郎カ）
吉 川元 素

梓 又＋ 郎
森 清一 郎右衡門酎

舎 子大和守・同∩右衡門酎
木原紹周元芹

斉［Ｒ侍従

寓開弄勝・森陥暮零
素描元俣

寄居ｌ手首王■
吉川元憲

吉 川元蕃
山 県許次 ・歪陥祐有

斉 川元素

閤１１５ ミ易原す方複門

多田家‾文書（烏『ｌ欝緊写）

名円安‾好古（鳥眉１影冨）

二言帽美什書
藩中４く養育谷 肋）＿家 中４く乗車令槌〉
吉日安文書 ’

藩中４ 桔治右衝 門

藩中１５ 森臨繁年
金子家文書 （鳥阿影写）

閣；ｔ３の１ 富戸．孫右衝門
卜托安文書

安中２ 野 卜家 ノ勧寺井樋 口安制書
藩申１５ 森儲腰律
閤１６ 素描太郎右衡門

不！軌際‾茫暮
苫 丁目貫す書

喜 Ｉ目安‾好古

胃 Ｊ＝署す 書
吉 日家文 書

闇

甫Ｊ
広．
吉

閻ゝ

卜

閤
広．

甫

弓考
弓考
甫

３

ｌｌ妄‾文書別集
島県更Ⅴ
Ｊｌｌ要す善１

昔漏

杉家‾計圭２

１
ｌ邑庭中Ⅳ
川安す書 １

＝安‾釘薯１
目貫す 書１

目安甘 書１

１７２

３６９
１

５４

９５

４
１

４５
４５

４５
４９

４７３

２７９
９５

５ ４９２

５ １４０
２ ３６２

９ ４６７
０

５ ４０８
２ ４０６

４ ４０７
４ ４３９

－１５：ト



４０５８（天 了下８） １５８０１１ １５圭利漣青書 斗犬 ′、河右鯨門鼻衝尉元扱 閤５１ ′卜川右衡 門兵衛 閤２ ２４ ２９８
４０５９（天下Ｆ８） １５８０１１ １５暴利漣弄書状 湯原憲蘭 闇 １１５　湯原す 方後 門 閤３ ７５ ４５０
４０６０（天 下Ｆ８） １５８０１１ １５山本盛 氏書 状 高山監物匡寸・丙村薮 人 閤１６９　型≡覇婿母安 巣　 山本マ丘衝 閤４ １０ ４７４
４０６１一天７下９） １５８１１１ １５吉 川弄裏書瀬 ♯原元尚 ♯原家 文書 広島大学文学部 紀箸第４９ １３９ １６７
４０６２（天ＴＦ９） １５８１１１ １５吉 川売春書状 井原弄尚 山 口風‾灯書鰭所箭‾百度「責替著支ｌ（♯原育種兵衛師勝） 広島県 史Ⅴ ４ ２３８
４０６３ １１ １５／、早 川隆景 ・ロ洞意 昆・福原弄倍達著書 才犬 青大丁弁 安 中５　青 松栄

４０６４ １１ １５児耳元 昆・閤■罰弄武運量 書状 音大丁弁 安中５　青松 栄
４０６５（天下Ｆ１４） １５８６１１ １５′＼星 川隆景 書状 同景忠 閤 １４５　ｒ珂与弄衛 門 閤４・ ７ １０１
４０６６（天了下１４） １５８６１１ １５吉 川元鼻 白筆書状 丙禅寺（屠伯烹確） 丙禅永 車両寺ＩＲ読甘書 斉川署す巻 阿ｌ隻 １４１ １１９
４０６７ １１ １５吉 川元蓉書 状 同一本妻喜畿 石 昇岡本文書

４０６８ １１ １５屈剰蒸耶粥紺内巷 吉川売春 斉 川芽 す書 吉川；家‾文書 １ ４８８ ４３５
４０６９ １１ １５犀利蒸開勧 内書 罵Ｊ＝弄馬 一斉Ｊ＝麦 甘書 与宇目芽‾釘喜１ ６４６ ５７９
４０７０ １１ １５吉 川加美 （広蒙）乱雲書状 太腹 丙禅永 壁間寺旧蔵文書 斉川宥す書 矧ｌ隻 ２８６ ２２７
４０７１ １１ １５罵 声イ壬利）故意（許 蒲）書：状 二・卓介（二軍恩貰） 二宮帽 美什書 斉川宴す書 買日豊 ５２８ ３７０
４０７２ １１ １５善 Ｊ＝広正 自室書状 喜監物（吉＝広茎） 吉 川家 文書 吉川家文書２ １４５１ ７２８
４０７３ １１ １６卓刺青許苦 汁尤 弄意 語録 き３０　益 ＦＲ兼吉 ３
４０７４（天ＴＦ７） １５７９１１ １６天 野降車書 状 市ｌ‖∃椎姿弁 桑原半 二郎毘所蔵文書 広島県 史Ⅴ １ １２２９
４０７５（天子Ｆ１３） １５８５１１ １６壬利緩弄書 揉 持平・兼．芹 閤２０　拝勘右衝 門 閤１ ８ ５３４
４０７６（天子Ｆ１３） １５８５１１ １６斉 川元尾 自室書才犬 腐伯東確 丙社友 朝雨寺ＩＲ講‾釘蕃 吉 日麦す士 別集 １６６ １４３
４０７７（天γＦ１３） １５８５１１ １６手利元 摩書 ：状 妙寿手簡具 圭利；麦す書 毛利芽す書４ １２６９
４０７８（天１下１４） １５８６１１ １６′、星 川隆景 書：状 間景忠 閣１４５　一同与弄衝 門 閤４ ８ １０１
４０７９（天ＴＦ１４） １５８６１１ １６斉 川弄尾書 推 屠伯東確 西禅永 重商寺旧蔵‾文書 吉川家文書 馴隻 １３８ １１７
４０８０ １１ １６吉 川売春書状 舎子大和守 金子；家‾好古（烏 阿影写 ）

４０８１ １１ １６吉 川元春書 状 森脇源右衡門 藩 中１６　森臨梅丘衡 「こ烏足 昏Ⅴ １ １２６
４０８２ １１ １６吉 川元暮書状 熊野別 火 熊 野神 社‾史書 出雲薫宇六者十‾釘書 ４ ８８８
４０８３ １１ １６吉 日斉憲書 富夫 森陥演者徳門 藩 中１６　森 陥権卓衡

４０８４ １１ １６吉 川売裏書 ］犬 斬桔平尾衡 譜絞 や５４　山 鹿ま造展 ４
４０８５ １１ １６吉 神話尉 引犬 梓ｉ首薫曹 藩 中５　稽頒腰 介

４０８６ １１ １６吉 川元首書 斗犬 ご茄　 宴＝≡ 藩 中５く槽主音黒介）＿衡書 １く措ｉ首マ宕衛門〉 広島 県史Ⅴ ６ ９８
４０８７ １１ １６毛利宗王慧ヲ産弄書：状 立節繁沢元 際 閤５　壬利宇右徳門 閤１ ２７ ５９
４０８８（慶長５） １６００１１ １６甫 Ｊｌｌ広家梱 六名連署弄己請甘 真ＦＲ甲斐守 福 原藁 す巻 福原安す書　 卜 １０ １６０
４０８９ １１ １６吉 川広家書 状 洞泉寺 安 中８　洞泉寺

４０９０ １１ １６言 Ｉ‖広家書 ：状 山 県甘ｒ訂守 ・神羊維後守・森‡綴飛燵守 藩 申１５　森 臨繁牛

４０９１（永禄 １１） １５６８１１ １７ヒ 俣弄 棟書三伏 森躊秦壱 ・井 ト（与二右衝門尉） 藩 中１５　妄別粗壁牛

４０９２（天 ＴＦ８） １５８０１１ １７吉 川経書甘苦 内藤平方衡 門酎 藩 申７（内濯権重版〉＿一部書 １〈内藤八 郎右衝門〉 広島 県申Ⅴ ４ １０６
４０９３（天 荘１４） １５８６１１ １７字 体言 放所惣検校絶世書状 吉川元長 吉 川蒙 す書 吉 日安す 書１ ６６４ ５９４
４０９４ １１ １７吉 川弄裏書推 裏革‾吉 長 Ｉ持去兼目貫す喜一十 下関市 中Ⅳ １ ８１
４０９５ １１ １７吉 川元暮書状 山 県暮右鯨 門酎 山風安甘書．藩中 １０く山県彦兵衛〉 広島 県立文書鮨紀字２ ５ ８１
４０９６ １１ １７吉 川元暮書状 璽犀弄涌 閣７４　要 犀】謙靡 闇２ ７３ ７００
４０９７ １１ １７吉 川元素書こ状 森Ｆ請書 卓 藩中１６　森 陥描江

４０９８ １１ １７吉 川加美（広麦）書状 永輿寺 西禅永興両手旧箭す書 吉 川家一軒古訓集 ２４１ １９９
４０９９（薫需 １） １４４１１１ １８細 川持予審状 吉 日経信 吉川家電書 吉 川家‾文書１ ４２ ２６

４１００（元 亀３） １５７２１１ １８仁 保元棟書状 瑠璃光寺
防長寺社証文〈瑠璃光寺〉、防長風土注進案 １３〈第２７上宇
野合ク８） 閤４ ３ ４５２

４１０１（天 ＴＦ８） １５８０１１ １８卓 利礎青書揉 森臨書毒 藩中１　 森 精繁牛

４１０２（天 言下１４） １５８６１１ １８吉 川元最古揉 森随意毒 藩中１５　森 陥！区年

４１０３ １１ １８吉 川元老書揉 †罫草間会阿書館所箭す書 （♯ ト安‾好古） 広 島Ⅰ邑智Ⅴ １ １０

４１０４ １１ １８’斉川監奉行 人達墨書状 中村董右 板門尉 藩中７く中村着京衡 門）、安中５（中村栄 ≡那） 広 島県申Ⅴ １ ９９
４１０５ １１ １８苫 ＝【モ毒行 人道墨書：状 （中井ｉ斤）弁 坪内妄‾釘書 大礼田丁寧 ２１９０ ５７０
４１０６ １１ １８吉日元首 自筆書推 飯何看護戸 西禅永畢両手 旧盲管す書 ‘斉Ｊ【１安 ‾賢妻馴隻 １５８ １３５
４１０７ １１ １８ヒ俣弄積善状 同音１右京 高 副弥路神社文書 「たキト訂「申 ２１８９ ５７０
４１０８ １１ １８′卜星川隆景書耳犬 圭 Ｒ］孫 兵衛酎 藩中１３　葺ＦＲ′巨芹衝門

４１０９ １１ １８岸剰ｌ蒸鰐御内書 蔵 仔Ｉ刑都 太輔入主音 貰中４　武［Ｒ安毒針書

４１１０ １１ １８黒田長政書状 甫 箭（∫て貰） 吉川家文書 斉 川蒙 す書１ １５１ １１６
４１１１（慶長１９） １６１４ １１ １８吉川広家書状髭写 苔勘芹（吉 川繹実 ） 石眉．吉 事＝萎す巻 斉Ｊ＝宴す書別集 １６６ １７８
４１１２（永横４） １５６１１１ １９圭刺青隷書状 竹内‾斤督 闇１４６　竹内平屋衝 闇４．新恭軍記ｐ５７８ ３ １２５
４１１３（元ｔｌ） １５７０ １１ １９甫＝元善書派 宇山大前承 閣８８　♯原＋随方衝門 闇２ １４ ９３０

４１１４（天７Ｆ９） １５８１１１ １９滑ｉ刀鳥・二宮蕃次連署書状 ＝；＝＝　＝ 山ＦＲ貰肯‾釘書

４１１５（天盲下９） １５８１１１ １９森陥養親書：状 山［口舌肩 山Ｒ］家斉す書

４１１６（天７宇９） １５８１１１ １９吉日元長書状 山田雲直 藩中１０　山 ＦＲ平 次右衡門

４１１７（天子Ｆ９） １５８１１１ １９吉＝売春書状 山洋書引吾 藩申１０　山 口］平Ｊ欠右衛門

４１１８（天盲下１４） １５８６ １１ １９吉川元長吉撒 韻書藤兵衛尿寸 藩中４　緩曹梅 内

４１１９ １１ １９吉川元鼻 白葦書状 周伯東確 丙禅永朔両手 旧蔵 す書 吉川安す書馴集 １３７ １１７

４１２０ １１ １９吉川元長吉揉 産院薫零 藩申１５　森脇 繁牛　 ‾

４１２１ １１ １９斉川元最古状 市川妻僚 烏柁 足音博物 館所盲琶‾釘書．藩 中２（市川家蘭嗜書写　 棟孫

４１２２ １１ １９吉日ｌ広喜書：状 南新長 藩中１３　喜田′卜方板門

４１２３ １１ １９吉Ｊ＝「Ｅ；家書：状 泄太 藩中２　柵 八郎右衝 門

４１２４ １１ １９斉川Ｊて貫書っば 二宮神弄衝門尉 藩中３　二言神 弄衛 門

４１２５ １１ １９■帯川広家書状 才日ナ．右 藩中６　才日式慕織

４１２６（慶長１９） １６１４ １１ １９吉川広正書状

伊巽（吉川家勝）・忠次郎 ・内記 （益田家
敬）・左京（香川安東）・右近（桂家 好）・下野

（今 田春政）・九右衛門 （祖式長好）・隼人
（吉 川家成）

祖式荘大部 什書 吉川家文書別集 ６８７ ５０１

４１２７（永禄１０） １５６７１１ ２０一斉川売春 自筆書状 二孫 二宮帽美什 書、藩中３く二言 神弄衡門〉 吉川家文書 別集 ３７４ ２８２
４１２８（永禄１０） １５６７１１ ２０二宮羞清書揉 二二苫借署 二宮安す書 ▲家中９く二宮香 ク助〉 山 口ｌ旦史Ⅱ １８

４１２９ｒ永横１２） １５６９１１ ２０大方宗臆書は 五条殿 石條‾釘書 天佑旦葬帯叢書４ １２４９ １０１
４１３０（永禄 １２） １５６９１１ ２０大方宗厳暑推 円北方ｉ斤将賢 ＦＲゴ巨‾甘薯 大分県先哲叢書４ １２５０ １０１

４１３１（永禄１２） １５６９１１ ２０大友宗麟書状 ＦＲ尿中芽第太壷爵 円 昇‾軒喜 大分 県先哲叢書４ １２５３ １０４
４１３２（永禄 １２） １５６９１１ ２０大友宗厳春状写 斉藤内患寄 寄書窪す書 大｛ｌ風発帯若者４ １２５１ １０２

４１３３（永禄 １２） １５６９１１ ２０犬方宗】臨書］犬冨 平♯長都少鯖 大方安富書 抜 大う）県牛善業 書４ １２４８ １００

４１３４（元１ １） １５７０１１ ２０毛利元就 ・ヨ蓮弄ｉ雲量書斗犬 ｌ訂マ＋ 耶（弄 昆） 同家‾文書

４１３５（弄１ １） １５７０１１ ２０室刺青許 ・淫売適量善揉 ロ三同ミ青島 闇８０　闇甫．芹徴門 閣２ ３３ ７９４

４１３６（弄１ １） １５７０１１ ２０壬剰１ヲ運弄 ・弄常連署書状 闇弄康 聞８０　闇甫方衝 門 闇２ １２

４１３７（天７下３） １５７５１１ ２０下問】持願書：状 吉日青菜 吉 川安 す書 吉 川貫す書 １ ８５ ５７

４１３８（天市３） １５７５１１ ２０本願寺 米作書状 斉川青書 吉 川署 ‾釘書 斉川安富善 １ ８４ ５６

４１３９ １１ ２０山城犀 五兵術尉書状 （モト折 紙） 坪内次 郎右徳 門酎 坪 声†署 す書 大礼町 史 ２１９１ ５７１

４１４０（天下Ｆ９） １５８１１１ ２０′卜旦 Ｊ＝隆景書：伏 吉日締妄 石眉．吉川家‾史書 吉 Ｊ「ｌ芽す書 即ｌ隻 １１０ １０５
４１４１（天下ＦｌＯ） １５８２１１ ２０吉 日ｌモ養行 人逓雇ほ打犬 椋犀黍助 安 中４　塩屋委細書

４１４２（天 荘１４） １５８６１１ ２０三田饗零 甫衡内書 甫Ｊ目元羞 ・弄岳 吉 川；家す巻 ‘芹Ｊ目安‾釘書 １ ９８ ７１
４１４３ １１ ２０斉 川青 煮日登書寸犬 吉川詳言 吉 川家文書 ■斉Ｊ目安‾文書 ２ １２４３ ４３８

４１４４ １１ ２０園司弄 蔵書状 勧崎 又二 郎 訃卸綺神社す書 大社訂「中 ２２４１ ５９２
４１４５ １１ ２０吉 川元 鼻白筆書揉 蘭伯東確 丙 禎永贋ｌ両手旧嘉す書 吉 日ｌ安文書 別隻 １１８ １０１

４１４６ １１ ２０斉 川経 書書状 山 県養右後手門酎 山県安‾定吉＿藩 中１０く山県彦兵衛〉 Ｊて烏足て７す書鮨系己琴２、広 ２０ ８４
４１４７ １１ ２０’斉丁目広家書：伏 ♯ ト束度 藩 中１ ♯ ト為ｊ諾

４１４８ １１ ２０吉 川広 家書撲 東新宕衛 門酎 藩 中１４　‾定蓄蔵

４１４９ １１ ２０吉 川広家書撒 水落弥方衝 門 藩 中１４〈水谷方半太）．安中５くカく正さ青太眺）

４１５０（弘治 ３） １５５７１１ ２１妾削除青白茎書状 吉 日弄意 吉日ｒ；家什書 吉 川家文 書別業 ７３６ ５４５

４１５１（天正 ７） １５７９１１ ２１吉川元春書状 多窯 元忠
多巽文書、閤遺 １の １〈多葉兵右 衛門〉５９、防長風土注 進
室１８第１２神 現下村 ｐ３３３

早稲 田下巻 ７６８ ５９

４１５２（天 ＴＦ８） １５８０ １１ ２１吉＝元善書状 仔原 長都承 甫ＦＲ⇒拡十督料鰭所蔵す巻 広 島県更Ⅳ １ １６７

４１５３ １１ ２１斉川青首書’状 ｌ軌本 業祐 有眉．１訂表す書

４１５４（天 了下１９） １５９１ １１ ２１毛利淫売書：状 斉 川繹宰 石胃．吉川貫‾好古 吉 ＝署 ‾釘書馴隻 １５２ １６７

４１５５

４１５６

１１

１１

２１

２１

吉川広家書揉
吉川広家書撒

＝＝ｐ
福与 方・謂九右 ・森素歴 ・山ｎｎ・郡与方

て家中６ 倖々大権兵衛安

藩中６ 神式裏綿

４１５７（元亀１） １５７０ １１ ２２宍戸隆家・口羽通長・吉 川元春連署書状
生 田孫四郎・武芸 就芸 ・山県託 在・児玉就
蔓

閤１００　児玉惣兵衛 閥３ ５９ １８５

４１５８
４１５９

４１６０
４１６１

４１６２
４１６３

４１６４

４１６５
４１６６
４１６７

４１６８
４１６９

４１７０
４１７１

４１７２
４１７３

４１７４

４１７５

４１７６

（天７Ｆ７）

（天正１３）

（元１１）

（弄１１）
（天下８）

（天ＴＦ９）
（芙ｒＦ１４）

１５７９
１５８５

１５７０
１５７０

１５８０
１５８１

１５８６

１１
１１

１１
１１

１１
１１

１１
１１

１１
１１

１１
１１

１１
１１

１１
１１

１１

１１

１１

２２
２２

２２
２２

２２
２３

２３
２３

２３
２３

２３
２３

２３
２３

２３
２３

２３

■２３

２３

吉川元薫 白筆書１犬

吉川元素書状
斉川繹青書］犬

斉川ｒＥ家書：状
吉日広家書状

壬利隆青書揉

口汚柑肴良・吉川元素適量書叶犬
毛利輝元書状

／卜旦Ｊ＝隆景書：状
斉川経書書状
吉＝弄患者腰

吉川青煮蕃］犬
吉川元春吉状

苔丁目弄裏書状
幸手‖輝元書状

手利輝元書：状
吉川元鼻 白筆書状

吉川元最善状

吉川元長書状

＝こ右

♯ 卜薫貰
山ｌ艮養右衡門静†

十併 ！評・内訳 ・杢フ・介
宇 季允

森仔話ｊ右有・暮 忠
湯 原意綱

三戸元顕
塀耳甜‾方

竿毒訳冨意佑

∈ 三茎＝＝
児不詳歌
山ＦＲ出愛守

要暦だう管

：：＝＝≡
児耳元信
闇伯甫藷

粟屋許米

佐々木弥七郎

二宮憎奏什書．藩申３く二言神弄衝 門〉・
藩中１ ♯ 卜喜兵衛

山県；麦す書．藩申１０く山県彦兵衛〉
話中８ 宇都宮六方衛 門

藩申８ 牢祝言六方衛 門
１封書１ 森陥半畳衝

閤１１５ 湯原す芹衝門

閤１０９ 三戸惣 右衝門
閤１００ 児不照兵衛

藩中８ 宇都宮六方衝 門
藩申５く権道煎介）＿御者１く樺道 又右 衝門〉

閤８４ 児玉爾十郎
閣３１ 山ＦＲ苔丘衝
ｉ封書１ 要屡＋ 耶＿巨衡

藩中１０ 山Ｒ］平 次右衡門

閤１０１■児言伝右衡門
西禅永興両手 Ｉ口前 す巻

勧善１ 粟屋＋ 郎兵衛
藩中１３〈佐 々木九兵衛 〉、家中６〈佐 々木権兵衛 〉、御書１
く佐々木孫右衛門〉

告 丁目三菱す巻馴隻

ｒＥ烏底了７‾好古鰭紀専２

閤３
閣３

閤３

閤２

閤１

閣３

吉川安‾文書別集

広島県史Ⅴ

３７１

２１

１１

１０
７５

６９
２９

１
６８

４

２８０

８５

４２８

１９０

８７２
７４０

５２

１１６

－１５４－



４１７７ １１ ２３斉川元長 書状 山中安倍・佑々木弥十蘭 家 中６　休 々大権丘衡
４１７８ｒ慶長 １９） １６１４１１ ２３卓剰ｌ票瑞 淫売吉光 音節繁沢売 ‡壬 聞５　圭利宇右徳 門 閤１ ３２ ６０
４１７９ １１ ２４壬剰ｌ元謄 書状 屈ｌ育ｌ討 信ゝ ・♯ 卜弄 盾・二言だ 臣 藩 申２　了石Ｊｒｌ家御せ琶∴昧孫十

４１８０（天 ７下３） １５７５１１ ２４八木尊 信書状 甫 １日元暮 吉 日ｌ署‾釘巷 吉 日安 す書１ ９３ ６４
４１８１（天 ＴＦ６） １５７８１１ ２４犀利ｌ義昭 勧内書 吉川元素 吉川家文書 苗 丁目安 す書１ ５０３ ４４７
４１８２（天 了Ｆ６） １５７８１１ ２４犀利 蒸開 衡内喜 吉川治都少輔 吉 日ｌ安‾釘書 吉 川家文書１ ６４７ ５８０
４１８３（天 言下１３） １５８５１１ ２４吉 川元鼻 白筆書ヰ犬 周伯東確 丙禅 永塵両手ＩＲ前す書 ‘斉川安 甘書別宴 ９０ ７６
４１８４ １１ ２４ ＝　－　－ ■吉日元暮 甫 Ｊ＝貫‾釘書 吉 日妄す書１ ５９８ ５３２
４１８５（天 下下１４） １５８６１１ ２４吉 川元裏書状 ♯ 卜責任 藩 中１（♯ ト葺右衡門）＿御 書２く井 卜衰右衡 門〉

４１８６ １１ ２４ノ、阜 仰隆景書状 元ｌ壬 汀 ＦＲ安す書
４１８７（磨岳１９） １６１４ １１ ２４毛利宗橋輝元書状 神＝郡長 閤６５　神才寸描１ 闇２ ９ ５３５
４１８８（弘治３） １５５７１１ ２５圭利元許 自筆書１犬 隆元・元素・隆景 妾利署‾釘書 手利 ；豪す書２ ４０５ ９１
４１８９（弘治３） １５５７１１ ２５圭郡元洋書：状 降元・隆景・元素 帯川；家す書 言 Ｊ＝菱‾文書１ １９０ １４４
４１９０ １１ ２５毛利元就書状写 源ｉ刀．芹彷 門大美 ・同ノト三郎・山 県偏緒守 星野村会剛山詣野寺法界際ｊ弔嘉す書 書簡 舌簡集器第十 １ １６３
４１９１（天了下４） １５７６１１ ２５吉川元裏書状 同１本意鶉 ・二宮十 郎兵衛 ・′卜谷 内読承 右眉．同一本す書
４１９２（天ＴＦ７） １５７９１１ ２５吉 日元嚢 ・′卜早目隆景連署 書状 要屡弄種 閣３３　雲居勘 兵衛 闇 １ ６５ ７９５
４１９３（天７下７） １５７９１１ ２５吉川弄二者書状 ♯ トミ康弁・ト村弥 ／い多久和甚介 安中９　青仔右衡門

４１９４（天正７） １５７９１１ ２５吉川元香寺 状
福欝左衛 門大夫 ・大業与 十郎・蓮 田助兵

衛・神弄衛門・右馬允・谷本踵中守
家中９　青圧右衡門

４１９５ １１ ２５吉 日売春書状 ♯ 卜源右衝 門 詔書表い２８　♯ ト弄構 ２６

４１９６ １１ ２５胃 Ｊ目元愚書 揉 芋Ｌ山買手代 軋 書削浸い７０　♯ 席次郎弄衛 門久イ言

４１９７ １１ ２５森ｉ航秦署書 状 米蔵ヰ ＿光源際す書（京大影写）

４１９８ １１ ２５理屈元清 自重書状 大浦際 丙禅永卸商寺旧蔵‾文書 斉 川安す書別隻 ２６ ２０
４１９９（元和３） １６１７１１ ２５甫 附「Ｅ安 自筆暮雪犬 神九右 （和式馬好） 神式芹太郎什書 苔 Ｉ＝；豪文書馴集 ６０４ ４３８
４２００（弘治３） １５５７１１ ２６毛利 降元 吉川元憲′卜早川隆景連署請書 源十朗 暴利安す書 暴利 貰‾釘喜２ ４０７ ９９
４２０１（弘治３） １５５７１１ ２６手利 降元 ・‾斉川元 馨り卜星 川隆景連署書状 平体許 ク 吉＝１９１．貴酬４０７ 苫 丁目宴す書１ １９１ １５２
４２０２ １１ ２６壬利 降元 ・元諸道 著書状 吉 川売春 ・ 石 戸．斉＝三菱す巻 苫 Ｊ＝；麦す書別集 １０１ ９４
４２０３ｒ■芙ＴＦ８） １５８０１１ ２６吉 川元裏 書ヰ犬 湯原元 締 閤１１５　湯原‾打方衝門 閤３ ７７ ４５０

４２０４（天 ＴＦ８） １５８０１１■２６斉 川元長 自室書状 鷹ｌ伯東 確 西禅永輿両手 旧読甘書 斉川貰す書矧ｌ集 １４６ １２３
４２０５（天 ７羊１３） １５８５１１ ２６吉 川元 愚書派 久邪魔 陣 久利宴甘圭、藩 中９く久剰与方衡門〉 右眉．久利甘書の研努 ３６
４２０６ １１ ２６吉 川元暮 雲状 轟陥票 ≡陳亡評 藩中１５　森ｌ臨！客年

４２０７ １１ ２６吉 川売春書状 斬桔平 塵衝 諸事最や５４　山県鐘扁 ６

４２０８ １１ ２６吉 川広家書状 宗樹 藩中５　樽ｉ首＋ 郎丘衝

４２０９（永禄３） １５６０１１ ２７手利 元貯蓄：状 帯 川元 ±蓉 吉川家旧蔵文書、家中９（据本格ヨリ差 出〉２３ 広島県申Ⅴ １ ６

４２１０（天 正１） １５７３１１ ２７毛利 輝元書状 久芳 腎直 久芳文書、閲１１７〈久芳五 郎右衛門〉
古文書研究４４・４５－４７、間

１１７く久芳 〉２５
４２１１（天ＴＦｌＯ） １５８２１１ ２７吉 川斉憲書耳犬 合兼 呑円安一丈書 大 日本古文書２２ ３３２ ２９８
４２１２ １１ ２７毛利漣弄書推 源ｉ刀・昏 閣２８　貯清一太郎方徳門 閣１ ３１ ６８８
４２１３ １１ ２７弓考Ｊｌ＝三賞書才犬 甥＋ 右 藩申１３く楕ｉ青カく〉＿安中５く情弁才弁）

４２１４ １１ ２７■斉川広軍書可犬 太 郎方術門ｆ討 藩中２　洒 八敗右裾 門

４２１５ １１ ２７■斉川正家書状 ニ卓 介 藩中３　二宮為雄

４２１６ １１ ２７吉川如巻（に萎）書 耳犬 ・ 吉 川蓋丘衡（藁 好） 富仔家 旧蔵文書 寓＝ｌ安甘書馴集 ３２２ ２５１
４２１７（応仁２） １４６８ １１ ２８信伸ｌ書：状 吉 ＝ク裏芸 ∃考＝芽‾釘書 斉川妄一丈書 １ ２８５ ２４３
４２１８（弄１１） １５７０ １１ ２８手利元秋書状 意‾斤苫内／少虚爵 閤４７　青‾方九芹衛門 閤２ ２３ ２３７

４２１９（天芥４） １５７６ １１ ２８真水皇闘う㌣書：状 吉川元春 ■斉川安‾史書 一斉＝家文書 １ ４９６ ４４１
４２２０（天ＴＦ９） １５８１ １１ ２８言＝弄裏書耳犬 山Ｆ口舌ｉ育 山ＦＲ署肯‾好古＿藩中１０く山開平次右衝 門〉

４２２１（天子Ｆ９） １５８１ １１ ２８斉川青菜書耳犬 山ＦＲ青首官 山間；家斉文書▲藩中１０く山ＦＲ平躁右衡 門〉

４２２２（天子Ｆ１３） １５８５ １１ ２８‾斉川元暮書状 久剰ｌ感勝 久利妄す巻＿諾中９く久利 与弄衡門） 石眉．久利‾文書の研菅 ３８

４２２３一天ＴＦ１３） １５８５ １１ ２８吉＝弄裏書才犬 森陥屠場 藩 中１６　査陥篇磋汀 広島県 史Ⅴ １ １２４
４２２４ １１ ２８う有川売春書状 古東園幡守 年 足著す書 出雲台東氏の歴 史とその件 ４１ １１８

４２２５ １１ ２８圭剰ｌ‡蓮弄書：ほ 【折尾 風十うヰ推軍 防暴 風十注進茎 １７ １４０
４２２６ １１ ２８毛利輝元喜二状 ：宇Ｌｕ久イ言 閤８８（♯ 原＋ 郎弄 徳門〉１５＿注進茎 １７く貰３馬［Ｒ村〉 閤２＿防音風十注進茎 １７

４２２７ １１ ２８′卜早川隆景書は 元一壬 汀 ＦＲ安す 巻

４２２８（慶長１９） １６１４ １１ ２８吉川広家 自筆書状

又次郎（香川広正）・彦ｉ欠郎（吉川就頼 ）・因

幡（嘗 荘春実）・一席 （今田）・茅尤（香 川春
継〉・但馬（種春房）・宗右（吉田宗右衛門）・

芸右（松岡安右衛門）・半右（小川半右衛
門）・豊前 （佐 々木豊前 守）・宗甫（若林）・佐

涯（松浦併渡守）

吉 川家文 書 吉川家文 書２ １３０５ ５０７

４２２９ １１ ２８斉川ｒＥ安善才犬 あて打丁てなｌ′ 藩申１１ 松浦耳介

４２３０ １１ ２８吉川広家書状 謂九右・二重介 ；雪中６　和式宴；離

４２３１ １１ ２８斉川広署書：ほ 相伴津守 藩申１１（松浦了介〉＿安中２く松浦竜 太郎）

４２３２ １１ ２８吉川広；家書斗犬 妄右衝門・五右衛門 藩中１ 今開基塵衡

４２３３ｒす明１３） １４８１１１ ２９問田弘 胤書揉 言Ｊ＝業祐 石眉．再Ｊ＝安▼史書 斉 川宴 ‾訂書胃日豊 ７８ ７５

４２３４ｒ永禄５） １５６２ １１ ２９手．利元隷書状 刑都一大竜田 闇３７　中日与宗衛 門 閣２ ３４ ２１

４２３５（弄ｔｌ） １５７０ １１ ２９暴利種青書］犬 湯原暮綱 閣１１５　湯原文弄衡門 閣３ １６ ４２９

４２３６（天７下８） １５８０ １１ ２９福原元傍 ・口羽妻 邑・′卜早川隆景連署書状 湯原書綱・燻摩売主 ・小川元政 闇５１ ′卜日石衡 門長 衝 閣２ １６ ２９６

４２３７（天ＴＦ８） １５８０ １１ ２９吉川 際垂行 人道著書耳犬 崖■玄蕃弁 御書２　酪源五郎

４２３８（天芥８） １５８０ １１ ２９卓剰【題青書 ’状 湯原暮綱・燻屡元言 ・′卜目元 政 Ｗ５１ ′卜川右後手門丘衡 閣２ ２５

４２３９ １１ ２９斉川弄妻 ・′卜旦 日陰景連 署書状 ♯ ト５康右衛 門Ｅ寸・件武 彦弄衛門尉 雲普塵浸い２８♯ 卜元儲 ２８

４２４０ １１ ２９撃∃警防主音浄 書操 苫 Ｊ＝元素 甫１＝芽す書 斉 川三菱す喜１ ５７２ ５１１

４２４１ １１ ２９胃川繹言書 状 新平長 藷重量や５４　山 是漁展 ７

４２４２（天了手１９） １５９１１１ ２９吉川 広貫 首筆書］犬 和式屠好 和式芹太郎什書 需Ｊ目安‾打者㈲ｌ隻 ６７３ ４８９

４２４３ １１ ２９吉 川広家 書状 謂九右 藩中６　神式妻諸巨

４２４４ １１ ２９皐利票 瑞題意 書状 福原広俊 闇８　篠 原対 馬 閣１ １９ １４６

４２４５（：芙７下９） １５モ‡１１１ ３０毛利 輝元書状 甫眉．７下摘 ・隋１広惰 閤６く圭利伸塾）▲安中９く源本 格ヨリ差 出）３０ 闇１ ６ ７０

４２４６ １１ ３０吉 川広家書状 宗与 藩申１ 今Ｒ茶屋街

４２４７ １１？９ 甫 Ｊ‖広藁 ？書：状 「「介 藩中１１松浦 て介

４２４８ １１「「 吉 川元暮書状 藩申２　市＝家蘭噌項∵棟孫十

４２４９（永禄４） １５６１１１晦 姜利 元許書状 青書 ・方太 ・刑太 柱式郡Ｊて仔安許す＿譜続か４６く桔恵与曹〉１ 斯裁軍記 ５８３

４２５０一女禄４） １５６１１１晦 吉 川売春書状 娘冨 井農肋 丑 藩中４く韻富徳 耶）＿安 中５（綿盲徳 那）＿御書２（韻冨養右 Ｊて島ｌ最中Ⅴ １ １３５

４２５１ １１阪 手利 元就・吉 川弄 薫り卜旦 日陰貴 う東署書耳犬 妥嶋治 都少輔 周防匠ｌキト寺甘書 山口ｌ旦申 Ⅱ １１２

４２５２（天 了下７） １５７９１１臨 （二俣充棟巻数♯供米；反事 椰守 帯筋・弄 行 厳島野坂一灯書 広島 旦申ⅠⅠ １３０１ ７９８

４２５３（天 ＴＦ９） １５８１１１脂 壬 利輝元書状 ／卜幸 作涯守 闇４６　′卜寺忠右衝門 閤２ ５５ ２２９

４２５４ １１晦 斉 川弄妻イ芹阪十‾百官‾百姓主剤尤 元 軟 ７キ汀村戚；相手‾文書 烏相 星八東邦 申 ２５ ５８４

４２５５ １１晦
－　　　　　　　　Ｌ　－　　▲

松 休涯 藩申 １１松浦 ＝介

４２５６ １１晦 吉川如兼（広安）自筆 書耳犬 二 丘介（二 宮長音） 二言帽美什書 －　　 ・　 眺 ３５３ ２６９

４２５７（慶長５） １６００１１ 吉日広蒙併有名適量詰已話甘 ♯ 伊南政 福原著す書 福原宴す書　 卜 １１ １６０

４２５８ １１ 吉川広家官冷書出 中泉弄沫 藩中７　中島仔助

４２５９ １１ ■斉＝広家書：状 藩中７　中村ｉ輯平

４２６０ １１ ‡与川広安善推 卒 フ弁 藩中８　宇都宮大 方衝門

４２６１（永 禄４） １５６１１２ １吉川元春起請文

井 下三郎兵衛・河辺美作守 ・井下加葉守 ・

門田民都丞・寺本伊葉守・井下新兵衛 ・米

原東南介・寺本玄蕃允・米原右衝門尉

藩中２〈井下孫左衛門〉、藩中１１〈寺本助右 衛門〉

４２６２一天了下１） １５７３１２ １毛利磋青書揉 叢書元首 閤５２　業者罵郎兵衛 闇２ ３１

４２６３ １２ １吉＝弄長 日筆書耳犬 膚伯東確 丙禎 永常両寺ＩＲ箭一丈書 一斉丁目藁‾文書 馴隻 ５６ ４３

４２６４ １２ １］考目元裏書状 香川薫継 香 川家文書 Ｌ山口ｌ旦申ⅠⅠ ２３

４２６５（腰馬５） １６００ １２ １吉川広家書状写 ． 藤林（斉川経妄） 右 胃．吉川家文書 吉 川賞す 書胃‖隻 １００ ９３

４２６６ １２ １吉川広家書１犬 書方衝門酎 藩 中１１ 篠田書方衛 門

４２６７ １２ １吉川広家書状 奉ク弁 藩 申８　軍司駅冨六方衛門

４２６８（弘治３） １５５７ １２ ２壬刺青≡甜外 ＋一名嬰推 貴 幸目貫て書 圭利 家文書１ ２２６ １９５

４２６９（永禄４） １５６１１２ ２吉日売春書 揉 寺本伊雷守 ■ 藩 中１１（幸恵 肋右徳門）１

４２７０（永禄９） １５６６ １２ ２吉川売春書 状 大ＬＵ寺澤守宗中 ★ 山寺大Ｌ川町大山手許読文書 邑王Ⅳ凰嬰 ２３５ ７７４

４２７１（天ＴＦ１４） １５８６１２ ２首 ｌ宇覇青書 ：状冨 天徳寺右衝 門人主音　 － 犬 万富す書塵最 大分 県牛帯叢書５ １８８３ ２３０

４２７２ １２ ２吉川青森書 ：状 椰守扁蘭・克行 厳島野坂文書 口二島ｌ旦史Ⅲ ８４２ ４８５

４２７３（慶長５） １６００ １２ ２苔 Ｊ＝Ｊて軍書 状 二作渡 （二宮倍音）・森飛（森陥妻‾方） 二宮憎美什書 斉 川；麦文書郭ｌ隻 ３８７ ２８９

４２７４

４２７５

（元和９）

（元和９）

１６２３

１６２３

１２

１２

２

２

吉 川如業 （広安）日量書：状

吉川如兼 （広家）書状

美濃（斉川広荘）

杉四郎左衛 門（杉岡正兼）・祖九右衛門 （祖

式長好）

斉川；表す書

祖式荘太郎什書

斉 川安‾好古２

吉川 家文書別集

１３２８

６３４

５４２

４６１

４２７６
４２７７

４２７８

４２７９

４２８０

４２８１

４２８２
４２８３

４２８４
４２８５

４２８６

４２８７
４２８８

４２８９
４２９０

４２９１

（永禄１０）

（天正７）

（天子Ｆ７）
（天盲下１４）

（天洋１４）

（元禄９）
（元１１）

（天洋７）
（天７下１２）

（天市１４）

１５６７

１５７９

１５７９

１５８６
１５８６

１５６６

１５７０
１５７９

１５８４

１５８６

１２
１２

１２
１２

１２

１２

１２
１２

１２
１２

１２
１２

１２
１２

１２
１２

２
３

３
３

３

３

３
３

３
３

４
４

４
４

４
４

吉川広家書 状

吉川売春書 状
暴利ヲ産弄奥 々

手利ヲ逐青書：状

吉川元寄書状

東和 隊融 引犬

三田薬毒■斉美 田］犬

大軍府天満宮 法印信青書状
斉 川広家書 扶

吉 川広家書 状
卓剰ｌ元許書 状

′卜早 川隆景 書状
暴利元就書状

斉 川洋書嘗 書
吉 川元素 ・元最遠著 書：状写

三田薬毒■旨卸内書

内書己・

二宮
滞ｉ刀

替拙

小早Ｊ

出汚ｌ
吉 川

吉 川

中後
吉 川

飯 ＦＲ
僻耳

森 飛

吉川

芋杏

借軍

．芹衡 門大貴・Ｌ山腹備 後弓誉

ｌｌ隆景

守
青 馬・経書

青 馬

右 衡門
青 書

辛 継
許 亭

元首・緒言

藩中８ 宇郡冨六方板門

二言帽美什書
三野村金剛山ミ南野手法界隈 所蔵 文書

問♯安文書

広島大学文学部所蔵文書

垂原半二郎 監所箭 文書

吉川家文書
善事目安‾釘喜

唐崎▼宮古
藩中７ 中村鍾平

閤ｉ■５の１ 山県半十 ■
閤５７ 飯田平素衝門

闇１００ 児罵惣兵衛
藩中８ 宇都宮六方 衝門

藩中１５ 森脇繁牛
帯 川豪‾釘喜

吉 Ｊ＝家文書別集
誓頑 舌簡集巻第十

山口】旦史 Ｈ
広 島大学博物館研究報告

第２号

口二島県中Ⅴ

‘斉川家文書１
■告Ｊ＝署‾釘婁１

ｒＥ最ｌ邑智Ⅳ

閤ｉ■漏

閣２
闇３

突ｉ首訂「史史料編

吉川家文書１

３３７

３
１２

３

１０４

‘６６５
１

１
６

５０

１８９
１００

２５９

１６４

３６

１２２９
７５

５９５
３２６

２モ椅

４００

１８３

５００

７３

－１５５－



＿４２９２（天子Ｆ１４） １５８６ １２ ４羽柴秀吉朱印 状 ′卜阜 日経景 ’斉川安す書 苔 ；麦文書１ ６５７ ５８９
４２９３（天ｊ羊１４） １５８６１２ ４草野家清書状 吉 川青馬 吉川安す巻 甫 安す善１ ６６６ ５９６
４２９４（天正１７） １５８９１２ ４豊臣秀吉朱 印状 吉 川広家 吉川賞す書 斉 要す巷１ １１３ ８１
４２９５（す禄３） １５９４１２ ４普臣秀吉朱印状　 ＿ 三田整斉 川侍従 吉日看官善 吉川家文書１ ７６４ ７３２
４２９６（す禄３） １５９４１２ ４大下吉隆添状 羽屈紆吉 川広家） 斉川家‾釘書 斉Ｊ家 す書１ ７６５ ７３２
４２９７（水損４） １５６１１２ ５手 些許・吉川Ｔｒ裏道墨書揉 ♯下新星 板酎 藩中２く♯下祥 箭〉、御書２く井下斯殿）

４２９８（水 禄９） １５６６１２ ５苫 重量・／、阜川隆景連署書状 内藤元泰 内藤要す書．閣５きく内藤次郎方衡門〉１４ 広島大学す学都紀宰芸４９ ９７ ５９
４２９９（天 市９） １５８１１２ ５寓 ７「葉書†犬 吉 川霹等 有 声．帯川貫す書 吉 買‾訂善男＝集 ８５ ７９
４３００ｒ実 存１１） １５８３１２

１２

５／卜旦川降景書状 妙案寺 暴利家文書 手弄ｌ安 ‾釘薯３ ８３９
４３０１ ５甫 Ｊ７Ｔ煮喜斗犬 舎子大和守 ・同刑甫シ少輔 金子蒙文書（鳥阿影写）

４３０２ １２ ５裏 弄Ｔｒ秋吉状 苗’方言内／少鋪 閤４７　意‘方九弄衛門 閣２ ５７ ２４４
４３０３（天 ＴＦ１９） １５９１１２

１２
１２

１２
１２

５萬 Ｊ広豪自室さ揉 和式長好 ・森隔意 貞・二宮弄舗 和式芹太郎什書＿５書中６（謂式真綿〉 幕 署 す士別集 ６７４ ４９０
４３０４（天す １８） １５４９ ６斉 経世自筆書状 ♯ ト弄有 （元号）・児不詳忠・粟屋元俊 斉川安Ｙ書 ‾ 寓 貰 す蕃１ ４３９ ３９７

２４２
４３０５（水禄 １２） １５６９ ６卓 元秋書状 毒▲方宮内少墓前 闇４７　青‾計れ方術門 閤２ ４７
４３０６（天 言下８） １５８０ ６苔 ｌＴｒ古書拭 内藤平方衡 門酎 藩中７く内諾梅見衡〉、勧善１〈内藤八 郎右衡 門〉 広 島虞 史Ⅴ ２ １０５４３０７（天 子巨９） １５８１ ６甫 ｌＴｒ長 官書 一斉川繹等 右胃．吉川芽す書 ］考Ｊ＝貫 ‾好古別隻 １０５ １００
４３０８（天 ７Ｆ９） １５８１１２ ６桔 宣書 状 額層奉助 ；家中４　塩屋豪瀾Ｉ書
４３０９（天 下Ｆ１３） １５８５１２ ６喜 ｌ７Ｔ愚書 は 里杭苫篠守 ・ 藩申９　真杭腰 斉篠門 †て烏ｌ星更Ⅴ ４ １０９

４３１０ １２ ６吉川売春 ・福原元俊 ・福原貞俊 ・小早川隆景遵

著書状
桂元将・三上元芙・佐武元素・湯川元首 閥３９　桂善左 衛門 関２ ２４ ７１

４３１１ １２ ６貴幸輝一打「書 ば 福原謙信 閤１０５　手引君又右儲〒門 閤３ ９ ２８６
４３１２（天下Ｆ６） １５７８１２ ７朝倉富増 丸書状 武ＦＲ刑部‘大輔 青＝署‾文書 甫 Ｉ安 す書２ １３０３ ５０４
４３１３（天下Ｆ７） １５７９１２ ７甫 Ｊ青馬書状 福原瀞＝呼 闇１３０　福 原忠兵衛 閣３ ４ ７６４
４３１４（天下Ｆ７） １５７９１２ ７う考Ｊ斉憲書：状 ′卜川信義 閤１１０く′卜川音表徴門〉３、閤１１０く／卜川助右循門〉６ 閤３
４３１５（天荘８） １５８０１２ ７手利 運青書推 言問弄陣・森精嚢秦 藩中１５　森 陥繋 年
４３１６（天ＴＦ１３） １５８５１２ ７吉 ｒ７「善書 犬 弓辛目洋書 安 中９　貯木格ヨリ斧出
４３１７ １２ ７喜 ｌ７Ｔ裏書：状 厭牛 卜総介 ：許前７キす吉原年毘・Ｌ山口県史編纂所 史料
４３１８ １２ ７甫 ｌ青書書推 チエ円田幡守 安 中２　汀ＦＲ要所箭勧善

４３１９ １２ ７査 善報書状 写 朝積商朋 手業古 文書写丙 大社肝「更 ． １８２９ ３７９
４３２０（天霞１８） １５９０１２

１２
１２

７′卜 日陰景、書 ：状 吉川繹等 石眉．吉 川安文書 斉Ｊ；家す書馴集 １１２ １０７
４３２１ ７■芹 広寄書耳犬 竿竹軒 藩 中７　中村佑　 ‾
４３２２ ７苔 広家書状 謂九右 藩 申６く開式某撼）、嶺Ｊ書 く和式▲）
４３２３ １２

１２

７苔 広家書：状 イニ仔Ｉ′卜汝 藩 申３　ヒＦＲ弥薙治

４３２４ ７斉 広貰 自筆 書状 謂九右（神式長好） 和式露 太郎什書 胃Ｊｌ妄す書 罵り集 ５７５ ４１４

４３２５ １２ ７吉川如兼 （広家）自筆書状 伊巽守（吉川家勝）・（今田）忠左衛門尉・助

右衡門尉（今宙家以）
苫庄家 旧蔵文書 吉Ｊ家文書別 集 ３２１ ２５０

４３２６ １２ ７吉 日広洋書：状 神式八郎斉衡門（下昆） 開式苅二太郎什書 ＝ヒ ｌ家‾宮古 別隻 ６５５ ４７７
４３２７（永禄１） １５５８１２ ８圭 ｌ天誅書状 元素 圭利彦 二郎広円安有ク許す．安中９〈野本格ヨリ差出〉２１ 新 ．宣言已 ５７７
４３２８（天了下１） １５７３１２ ８う考 斉憲書耳犬 悍罵弄 島・要屋弄播 閤９８　内藤惣兵衛 閤３ ３ １２２
４３２９（天了下７） １５７９１２ ８小 日陰貴書］犬 標美景諸相許Ｒ芋；緋 閤１３６　機業東 尾 閤３ １５ ８５７
４３３０（天ＴＦ８） １５８０１２ ８吉 ｌ売春書状 肝坂与四 郎 肝塚 忠樹文書 島根 県史
４３３１ １２ ８罵 元鼻 白筆書状 丙禅和尚 西禅永 輿両手ｒＲ箭す書 ＝ｌ＝ ｌ安‾茫書 別集 １３６ １１６
４３３２ １２ ８′卜阜 日陰貴書寺犬 斉川弄意 冨仔家 旧盲糎甘書 青 【安す書 馴隻 ３０８ ２４１

４３３３ １２ ８穂田元清書状 広家
二宮恒 夫什書、家中９〈御家中差出伝記写（二宮木工助差

出）〉 吉ノ家文書別集 ３６４ ２７５

４３３４ １２ ８吉川広貰 ？書：状 十件・内訳・九右 ・奉弁 諾中８　宇都宮 六方衛門
４３３５ １２ ８平右衡門圭揉 八＋ｉ勤うへ 家中９　今数個 ；麦

４３３６（７Ｔｌｌ） １５７０１２ ９手剰ｌ弄許・問題元遺書書状 悍耳（許革） 閣１００　 脾有照兵衛 閤３ ４９ １８３
４３３７（弄１■１） １５７０１２ ９′卜阜 附隆景書状 口羽妻 臣 閤８８　♯原＋ 郎方彷 門 閤２ ２
４３３８ １２ ９′卜与川隆貴書才犬 ロ≡田中精大鰭 件太神子十関係藷‾文書 鳥柁【旦八東郡 中 ５ ６７８
４３３９ １２ ９甫 如業（広安）白筆書†犬 謂九右（和式昆好） 和式荘太 眺什書＿藩中６く和式素描〉 甫 １妄‾文書 馴隻 ７０３ ５１２
４３４０（青永２） １６２５１２ ９苔 広正首書梓 十併（今開署 戚）・内訳（吉川）・木 丁允 甫 ＝芽‾釘書 苫 ｌ貰す書２ ′１３３７ ５４９
４３４１ １２ ９黄中稲葉正則奉書 吉川監物（Ｊて某） ■斉川安す書 言 ｌ安文書 １ １∈‡５ １４０
４３４２（天す１７） １５４８１２ １０大内義隆書状 吉川売春 吉 川安す書 甫 ｌ署す蕃 １ ５０８ ４５３
４３４３（天芥７） １５７９ １２ １０苔 ｌ弄：春吉状 森陥薫壱 藩中１５一森陥繁牛

４３４４（■芙ＴＦ９） １５８１１２ １０甫 ｌ弄羞書状 ′卜寺弄腎 閤４６　′卜寺忠寓衝門 閤２ ５６ ２２９
４３４５（天下１１） １５８３ １２ １０斉 ｌ元善書二状 葺苅書緋 閤３４　草刈太郎方術 門 閣１ ３１ ８１２
４３４６（天ＴＦｌｌ） １５８３ １２ １０■芹Ｊ元蕃書状 見栄十一斉守山 口太 郎右衛 門Ｅ寸 閤３４　葺刈‾太随方衝 門 閤１ ３２ ８１３
４３４７（天ＴＦ１２） １５８４ １２ １０ノト ｌｒｌ隆景書状 才寸卜青苗 駐兵村 卜菱 す巻・山口県す 書経．閤２２（村 卜回書 〉 閣１ ７５
４３４８ １２ １０吉Ｊｌ【元素書状 泉州（森 陥祐 有） 御書１ 歪 陥半 兵衛 広島県 史Ｖ １ １４４
４３４９ １２ １０苔 【弄裏書こ状 市ｍ対馬守 家中４　市 川宥 毒封書

４３５０ １２ １０甫 【元真書：状 森臨一郎右後‡門酎・次郎 藩中１５　森陥繁牛
４３５１ １２ １０斉Ｊ青書書、状 森陪一郎有徳門尉 藩中１６　森陥ｉ礫汀
４３５２ １２ １０甫＝青森書状 宇都宮妻佑 藩申８　宇部富 六方衡門
４３５３ １２ １０楢原 貞俊・元俊達者古拙 紫淵寺年行事・互外ｊ卸坊中 信淵手首書 大社田丁申 １８６８
４３５４一天７下１５） １５８７ １２ １０音巨竜青菜日】状 ‾告Ｉ目元岳 吉 ＝妄す巻 甫Ｊ芽‾釘巷１ １１１ ８０
４３５５（元和７） １６２１１２ １０吉川如兼広家書状 熊谷直興 閣１２７　熊谷彦右衝 門 閣３ ５３ ７１７
４３５６ １２ １０弓考Ｊ広 家書派 学卒 藩中８　宇都宮 大大衡門

４３５７ １２ １０甫＝広家書状 新平長 譜抜 や５４　山県惑引扁 ９
４３５８ １２ １０毛利毒許 日筆書こぼ 斉 芹介（吉 川広薫） 吉 川貫て 書 士 妄‾文書２ １４１９ ６８４
４３５９（享禄３） １５３０ １２ １１大内義隆書耳犬 斉川畢経 斉 川家す書 胃 【貫「灯書１ ６２ ３８
４３６０（永禄４） １５６１１２ １１甫Ｊ元暮書状 ♯下新屡衡酎・寺本伊習守 藩中１１く寺本肋 右衛 門〉２

４３６１（天下Ｆ７） １５７９ １２ １１′卜阜日陰貴書：状 ｌ′Ｐ．罵許‾斤 閤１１９　しＰ．罵勘弄衝門 閤３ １
４３６２ １２ １１吉川弄屡 自室書こほ 訂潤軒 丙禅永躍肩寺 旧蔵一軒善 苔Ｊ＝家す士別集 ８５ ６８
４３６３（元和７） １６２１１２ １１与考 広正書状 嶋直垂 閤１２７　熊谷彦右衛門 閤３ ５４ ７１７
４３６４ １３５２ １２ １２屈 子宮冬煎状 吉川終業 ■告＝妄‾定書 斉 【１０２０＿ｉ■す２４１３

４３６５（天‾丈１３） １５４４ １２ １２大内霧降書１尤 ′卜旦川徳寿丸（隆景） 吉川家文書 甫 ｒ妄す書２ １４８２ ７５７

４３６６（弘治３） １５５７１２ １２吉川元暮春状 木部亀寿丸
藩中１４〈木部柘 八〉、家 中５〈木部左門〉、卸書 ２〈木部太郎

兵衛）
広島県史Ⅴ １ １１９

４３６７（永禄４） １５６１１２ １２毛利弄許書状 都野刑部／少童顔 閤８５　＝訊野三方衡門 闇２ ３ ８８６

４３６８（永禄４） １５６１１２ １２圭剰ｌ弄甜・吉川弄：暮連署書状 ♯下新兵衡尉・寺本伊宮守 藩中２（♯下荏読〉、藩中１１く寺本助右衝 門〉

４３６９（永禄４） １５６１１２ １２毛 元就書状 吉川程安 藩中４〈大島省三郎〉、同〈大島巻五郎〉、御幸２〈大患清左
衛門〉

４３７０ １２ １２手：剰ｌ弄隷書状 都野刑部少輔 波 多野安す巻 （山 口県Ⅰ河東 訂「）

４３７１（天ｒＦｌ） １５７３１２ １２薯同寺甫王■白笠寺状 ＬＵｌ皇静操・♯ 卜憲史 斉川貫す書 う与川貰す書１ ６１０ ５４５

４３７２（天正３） １５７５１２ １２吉川元著書耳犬 湯浅冶郡大夫 湯洩家文書
国立歴史民族博物 結研究

報告第２８集 ４８ ２４３

４３７３（天正５） １５７７１２ １２字書多直家書状
児玉元長・福原貞俊・市川馨俊・口羽通点・

井 卜春忠
備中福武文書 岡山県古文書集４ ３

４３７４（天子Ｆ１４） １５８６１２ １２羽薬毒善美節操 吉＝青馬 吉川家‾釘薯 ＝ヒ ｌ安文書１　 － ６５１ ５８５

４３７５ １２ １２吉 ｌ元鼻 白笠書揉 盾伯東確 丙禅永畢両手 旧諾 す書 苔 妄‾文書胃‖集 １０３ ８８
４３７６ １２ １２甫 経書書状 今円嚢知 安中３　今円帯 Ｔｌ什書

４３７７（弄和７） １６２１１２ １２甫 ｌ広家・Ｊて芥避暑書ゴ犬 ノト野鳥右衡門 安中３　今ＦＲ首 ＴＴ什書

４３７８ １２ １２斉 ｌＪて安善斗犬　 ■ 奨＋丘 貰中３く粟屋氏御書〉＿卸書く粟屋＋耶兵衛〉

４３７９ １２ １２＝【＝ 広家書状 松四郎方術門・謂九右衡門 ；書中６　謂式慶庵

４３８０ １２ １２毛 某瑞淫売書状 毛利元僧 閤２　暴利：許後 闇１ １７ ３２

４３８１（永禄１２） １５６９１２ １３手 ヲ運青 白誓書：状 吉川弄妻 吉川蒙‾釘喜 吉Ｊ蒙‾訂書１ １９４ １５７

４３８２（元ｔｌ） １５７０１２ １３ロ；同涌 邑・う考川元著述著書扶 多嘗弄蘭・長屋右衡門太美（唇弁元為） 閤７６　中島神長徳 閣２ ２６ ７２７

４３８３（天了下５） １５７■７１２ １３寓 Ｉ斉憲・元最速著書状 今［Ｒ】荏て富 安中１０　本宗今円 躍‡什 蕃

４３８４（天下Ｆ７） １５７９１２ １３告Ｊ＝青菜書状 森陥奈義 藩中１６　森陥利 ＝郎

４３８５（天１下６） １５７８１２ １３甫Ｊ元裏書：状 金子弄衝門大貴 憎松安‾釘重り引郡艶写） 島根庭中８「余子男爵家 蔵 ７６４

４３８６ １２ １３斉 Ｊ弄裏書推 市川対馬守 安中４　ｆ有川芽 御薯

４３８７ １２ １３（二俣弄棟書耳犬 椰守ｌ妻顕・弄行 厳島野坂 文書 広島県史 Ⅱ １３０２ ７９９

４３８８ １２ １３斉 Ｊ書手安 静ｉ東署書 状 同一本松右衡門 安中６＿＿勧善　 阿木

４３８９

４３９０

１２

１２

１３

１３

：芹ＪＴ
吉 Ｊｌ

ｌ広家書状

ｌ広安善推
ゴ方椿右衝門
森躍後

藩中１３ 好枝十 駅弁衝 門

；苛中１６ 森臨権兵衛

４３９１

４３９２

１２

１２

１３

１３

苔 １１
甫 Ｊｌ

汀こ著書状
ｌ広家書状 野篠方術門

藩中３ 二宮為 雄

藩中９ 野村 阜右衛門

４３９３

４３９４
４３９５

４３９６
４３９７

４３９８
４３９９

４４００
４４０１

４４０２
４４０３

４４０４
４４０５

４４０６
４４０７

４４０８
４４０９

４４１０

（永禄９）

（天ＴＦ８）

（天了下９）

ｒ永禄８）

（天子Ｆｌｌ）

（享禄３）

（永禄１１）
（永禄１２）

１５６６

１５８０
１５８１

１５６５
１５８３

１５３０
１５６８

１５６９

１２

１２
１２

１２
１２

１２
１２

１２
１２

１２
１２

１２
１２

１２
１２

１２
１２

１２

１３

１４
１４

１４
１４

１４
１４

１４
１４

１５
１５

１５
１５

１５
１５

１６
１６

１６

斉川如巻 （正家）善推敲写
福原 貞俊書状

暴利弄甜書二状
台東電信書状

拝薫胃書経
吉川売春書状

弓考目元春書状
告 Ｊ＝青馬 自室書 揉

毛利輝元書状
吉日元誓書状

筈聞手甫‡■フ汰静 思避暑：状
児玉憲稽古状断 簡写

吉 Ｉ＝青煮書経
吉川広家書状

暴利輝元 白彗書状
開講麒（草ｌ貢）書状

暴利弄謙・官ｌ題元連署書状
吉川元素 自筆書富夫

甫和泉（吉川洋要）
内藤売春

祖式熊手代丸
坪内彦右衝門尉

塔屋李助
山ＦＲ出萱守

♯ 卜又方衝門；家内
屠伯蕉確

一斉Ｊ目元意・口汚河浦 良
石原次郎

休与 二方 讃 原 伴侶 ♯孫四
矢野孫六

萬‖ｌ経書
質屋

広家
吉川ｔ短絡・

▼ ■
糧元

石 胃．青 Ｊ
内藤安

謂式家
坪 内貫 ・

安 中４
山ＦＲ安

藩 申１
丙禅永

閤１０１
厳 島野

暴利貰

＝ ■
藩 中１４
藩申７
吉 川家

吉 日安
閣 １４０

壬利妄

ｌｌ；豪‾史書
す 書．閤５８く内藤次郎方衝 門〉１８

す書＿藩中６く和 式藁撼〉
甘書

士烹屡貫 徹書
文書（山 口県す 書館）

♯ トヒ弄衛門
蟹両手ＩＲ蔵す巻
児耳伝右衛門

据文書

て書
簡集注鰐

日珊ＦＲ煮＿巨衡
中村緋平

‾釘喜
文書

瀬新玉弄衛 門
す巻

吉＝家文書別集

持二鳥大学す学部 系己宰芸４９
山 口ｌ呈更Ⅱ

大礼町 史

吉川家文書 別集
閻３

†て烏直 中Ⅱ
毛利家▼丈書３

ト巻

吉日安す書２

吉川家‾更書 １
闇４

貴需目貫■文書３

１７５

６９
５

２０１６

３８
１３

８５０
８６１

１１９７
３８８

２
７９４

１８５

４６

４８２

３０

４８９
９３

１５１

３５９
３５２

５３
１０

ー１５６－



４４１１（元１１） １５７０ １２ １６吉川元意・′卜阜日陰景連署書状 一條盲有助 防尾 風十５年進案第１５段数村 防暑 風十注 進茎１９ ４３０
４４１２（元１１） １５７０ １２ １６′卜早目隆景・吉川元春連著書状 山ＦＲ又五郎 藩 中１０　山円平次右衡門

４４１３ １２ １６壬剰ｌ元許 自室書状 ‾吉川元意 ． 吉 川芽す菩 吉 ＝家 文書２ １１６３ ３２５
４４１４（天了下８） １５８０ １２ １６吉日監養行 人道墨書こ状 雁ｌオこ裏書鈍・ 右眉．１訂本‾釘書

４４１５（天ＴＦ１４） １５８６ １２ １６大方茶菓蕉書耳犬 吉川元長 苔 丁目安す書 苔 Ｊ目安 す書１ １０１ ７３
４４１６ １２ １６吉日青書書寸犬 一≡暇 ＝＝ 閤３１ 山Ｒ］言責衡 閤１ ４５ ７４３
４４１７ １２ １６吉日売春書状 情調岳 藩 中１０　山田平ニケ右衝門
４４１８ １２ １６吉川元長古根 山中安イ言・件々木弓朱十 那 安 中６　佑々大権兵衛

４４１９（慶長５） １６００ １２ １６吉川広家 自室書状 二冨停滞 入ｉ首（借賃） 二宮 帽奏什書 苔 ‖ｌ要 す書胃日量 ３９４ ２‘９３

４４２０（天す２２） １５５３ １２ １７壬刺青許 自筆書：状 吉川売春 吉日安す書 ■斉川安 す書２ １１６４ ３２６
４４２１（永禄８） １５６５ １２ １７壬刺青許奉行 人達著書 揉 喜連＋丘衝罠寸（イ言黍） 安 中４く妄三幸軍都書）．勧善 １く筈凄十丘衡）

４４２２（永禄８） １５６５ １２ １７壬刺青隷書：ほ 岸（足音イ言秦） 安 中４　筈 達家御書
４４２３（永禄１０） １５６７ １２ １７毛利ヨ運青書耳犬 椰守貫５謂 厳島野ゴ方‾甘薯 広島 虔史Ⅱ ７９５ ４６１
４４２４（天荘７） １５７９ １２ １７斉川元善書斗犬 湯原薫綱 闇１１５　湯原す方衡 門 闇３ ４４ ４３９
４４２５（天ＴＦ９） １５８１ １２ １７毛利ヲ蓮弄蕃斗犬 粟屋計器 安 中３　軍 歴ｌ壬衡書

４４２６（天芹１１） １５８３ １２ １７吉川元善書ゴ犬 脾耳元方寸 閤１９ ｌ′Ｐ．羊【野郎丘衡 閣 １ ６５
４４２７（天ＴＦ１２） １５８４１２ １ア森脇春期書状 斬桔高明 羊家 所蔵舌‾好古写丙 大計甘「中 １８２９
４４２８ １２ １７吉川売春・恒†青馬連署書：状 看雑言太 郎 水谷 張氏所蔵文書（東 大影写・島根頻簸川郡今市町）

４４２９ １２ １７吉川元素′卜旦川路東通 著書耳犬 僻耳紆‾斤 藷重量　脾雫与右衝門 眞葵 Ｊて鼻 庭中Ⅴ ２ ２７４
４４３０ １２ １７毛利宗ヨ常淫売書４犬 熊谷元直 熊谷 家‾文書 大 日本 肯す書１４ １７８ １６６
４４３１ １２ １７斉川広；家書耳犬 謂ナ．右 藩 中６　謂式 某線
４４３２ １２ １７吉川広家 自室書状 謂九右（和式長好） 和式 芹太耶什書 吉 Ｊ＝買‾文書馴集 ５７４ ４１３
４４３３ １２ １７青 戸．（圭弄‖）放憲 （許】持）自室書：状 二丘介（二言長芋） 二宮 帽美什書 吉 川家 文書別集 ５１９ ３６４

４４３４ １２ １７吉川広洋書耳犬 二宮長介（長芋） 二宮 帽夫什書 吉 川家文書別条 ４９８ ３５３
４４３５ １２ １７吉日広緋（Ｊて妾）書１犬 二軍大丁肋（１下等） 二宮 博夫什書 罵 Ｊ＝宴す書馴集 ５５８ ３８５
４４３６ １２ １７吉川広猶化歳計 書状 二宮大丁肋（洋賓） 二宮 帽美什書 苗 Ｊ＝安一丈書馴集 ５５１ ３８２
４４３７（天す１８） １５４９ １２ １８平癒臣（吉川）繹好 蕃揉 ♯ 卜弄有・児羊許忠・重厚弄億 吉 川案文書 吉 川家文書１ ４３６ ３９４
４４３８（永禄４） １５６１ １２ １８吉川斉憲書斗犬 藤蓑 哀別召家す書 大 日本肯甘書２２ ３０５ ２７２

４４３９（永禄４） １５６１′１２ １８吉川程安書状 都野掃部・上田因幡守・沼忠
藩 中４〈大島省三郎〉、同 〈大畠宕五郎〉、御書２〈大島清左
衝 門〉

４４４０（永禄１１） １５６８ １２ １８吉川弄妻・小旦Ｊｌｌ隆景達者書状 堀玉章崎守 堀 立妄語‾訂冨 内海 文化研賓紀宰第１６号 ６７ １０３
４４４１（元１１） １５７０ １２ １８吉日弄意書：状 湯原羞絹 閤１１５　湯 ｌ烹す方衝門 閣３ １１２ ４５８
４４４２（天下Ｆ６） １５７８ １２ １８犀剰ｌ義昭都内書 ‾斉川弄妻 吉川家文書 斉 川安す善２ １３００ ５０２
４４４３（天子Ｆ９） １５∈∋１１２ １８吉川元憲・元最適著書状 今Ｒ］裏革高・暮侶 家 中１０　本宗今 ＦＲ露什書

４４４４（天了下１１） １５８３ １２ １８妄聞手貰王■林許長連 署１犬 休与＝方 圭刹ｌ署‾好古 幸剰ｌ貫す書３ ８５９ ８８

４４４５（天正１４） １５８６ １２ １８吉川元長書雪犬 森脇一郎右衛 門尉 藩中４〈綿貫徳郎〉、家 中５〈綿貫循郎〉
広 島県史Ⅴ「藩中・綿 貫」１、
「司「家 中・組官 】２

４４４６ １２ １８一斉川元首書：状 呑円責苛王 呑［Ｒ家文書巻７０

４４４７ １２ １８斉川元長書状 平助十 き書中１１（チエＦＲ孫介）４

４４４８（慶岳５） １６００ １２ １８福原広俊・甲田弄慶・槽本元喜連著書状 休作弄妻 闇８７　株撤兵衝 詔Ｔ２ ２０ ９１６

４４４９（慶長１９） １６１４ １２ １８吉川広正書状

吉伊巽（吉川家勝）・勘左衛門（吉川経実）・

内記（益田家敬）・左京（香 川家景）・桂右近
（家好）・今野州 （今田春政 ）・祖九右（祖式

長好）・二兵介（二言長実）・吉隼人 （吉川家
戚）

祖式荘大部什書 ・ 古川案文音別集 ６８８ ５０２

４４５０（元和１） １６１５ １２ １８毛利宗瑞 （輝元）自室書封犬 広家 吉川芽‾更書 吉川家文書２ １２０６ ３６９

４４５１ １２ １８吉川広家書状 謂九右 ・傷源介 ・吉宗右 …蕃中２　符仲平

４４５２ １２ １８周防永奥手 卜葺 入日付音 二言卓介 （長芋）．広安の碁書きあり 二宮帽美什書 吉川署す書馴隻 ４０７ ３０１

４４５３ １２ １８大久保 八五郎書封犬 川 卜薫首 吉Ｊｒｌ署什書 吉川安甘書馴集 ７３３ ５３９
４４５４ １２ １８二本多作経書 ：状 斉 川蔵 人 甫Ｉｌｌ安す書 斉川安文書２ ９４７ １１１

４４５５ １２ １８吉 ＝広 正喜代 二宮兵介 （長芋） 二宮帽奏什書 吉日署‾Ｆ書別隻 ５０４ ３５６
４４５６ １２ １９吉 川売春書 状 余子弄衛 門天美 金子安す書（鼻図敷写）

４４５７ １２ １９手利輝元書 状‾ 吉 川元 素 閤１１５　湯原冨井衡門 閣３ １３３ ４６４
４４５８ １２ １９壬剰ｌ淫売書 ：状 ♯ ト甜 ‾斤 閣８１ ♯ ト新兵衛 閤２ １
４４５９ １２ １９吉 川元長書状 山 中安 倍・休 々木弥七郎 安中６　佑々木梅丘衝

４４６０（天子Ｆ１４） １５８６１２ １９吉 川元長書状 丙禅和 尚（庸伯 東藷） 丙禅永圏両手 ＩＲ前文 書 吉川妄‾打者 別隻 １４３ １２１
４４６１（慶長１） １５９６１２ １９′卜阜 川隆景 書：状 繁沢弄 ｌ壬 閉店 ．毛刹ｌ字幕衡門 閤１ ２２ ５６

４４６２ １２ １９吉 川広家 書状 内訳 ・四 郎兵衛 ・勘方術 門・宇杢 藩中８　宇部冨六方衝 門

４４６３ １２ １９一考川広 正書状 山木 Ｔ（山 Ｌ騒書 写）・二兵介（二宮長音） 二言帽美什書 吉川家す善 別隻 ４５０ ３２９

４４６４ １２ １９吉 川如巻 （広家）自筆書状 永輿 西禅永興両寺 旧蔵す 書 吉日貰す書 矧１隻 ２７３ ２１８
４４６５（天‾丈１３） １５４４１２ ２０毛利弄：裏白室婁状 北館腰 胃 ＝ｌ安す巻 吉日家文書 １ ４１７ ３７９

４４６６（永禄６） １５６３１２ ２０手弄＝元許 白簑書状 甫 ‖ｌ青菜 吉川萎す巻 斉川三菱す書 １ ５１２ ４６３
４４６７（永禄 １．１） １５６８１２ ２０卓末日輝 元書状 ′卜阜 川路景・斉 川元素 閤１０８　赤川勤重複 閤３ ４２ ３３２

４４６８（永禄 １１） １５６８１２ ２０毛利輝 元書状 小早川隆景・吉 川売春 閤１０８　赤川勘兵衛
閥３、大 日本史料１０－１「佐

藤保介 】ロ８７０ ４３ ３３２

４４６９（天 ７下１１） １５８３１２ ２０吉 川売春自筆嘗書 苔 Ｊ＝青馬 吉 Ｊ＝署‾釘喜 斉 川署‾釘書１ ６４■１ ５７６

４４７０（天 洋１４） １５８６１２ ２０彦山厚手殊有書］犬 吉 川元首 菩 ＝家文書 斉川安甘書 １ ６６７ ５９８

４４７１ １２ ２０斉 川青書春光 山ｌ旦着京種子門Ｅ寸 藩中 １０　Ｌ山風＋介

４４７２ １２ ２０斉 川青書書１尤 宇 都宮真備 藩申８　軍都冨六 方衝門

４４７３ １２ ２０■吉日繹言書状 Ｌ山県毒右衡門尉 諾中 １０　山底十ぶ、

，４４７４（す禄３） １５９４１２ ２０音 声壱吉朱ｍヰ犬 ≡同柴斉川侍彷 吉 川家文書 吉川：要す書 １ １３２ ９８
４４７５（す禄３） １５９４１２ ２０善 臣秀吉朱印状 三田築言＝ｌ倖祥 甫 ＝ｌ賞す書 吉 川家文書 １ ７６７ ７３６

４４７６（す禄３） １５９４１２ ２０大 下吉隆漬揉 洞些蔦ｍ侍祥 寓 ｌ＝安‾釘喜 吉 川宴す書 １ ７６６ ７３４

４４７７ １２ ２０吉 日広家書は写 嘗兵細大鋪 首領夫蒙古 文章写 大社訂「更 ２５７９ ８０３

４４７８（元和 １１ １６１５１２ ２０卓利ヨ産元美 人（票戸Ｆ壬）消息 ひろいへ（広芽）－ 甫 Ｊ＝芽す書 吉 川家‾灯書 ２ １２１９ ３８１

４４７９ １２ ２０吉 川広家書撒 野 卜右衡門尉 安 中２　野 卜家

４４８０ １２ ２０苔＝広家書揉 有閑要斤右 安 中２　野 卜署

４４８１ １２ ２０吉川広家書状 ■古平右衝門 署 中３　今 ＦＲ帯７７什書

４４８２ １２ ２０■象粧広家書状 竹∃節介 安 中４　武屈斬方 術門

４４∈∋３ １２ ２０吉川広家書状 ＬＵ佑右 藩 中１０　山 県別井衝 門

４４８４ １２ ２０斉川広要吉］犬 山県八郎方 藩 中１０　Ｌ山県‾斤フ推

４４８５ １２ ２０吉川広家書］犬 松出方 藩 中１１ 松♯台介

４４８６ １２ ２０言＝広家書揉 首烏二右衡門 Ｅ寸 藩 中１１ 阜鳥又 ＝耶

４４８７ １２ ２０吉日Ｊて貫書：状 併作Ｉ吉＿巨鯨 藩 中１３　件伯苔丘衝

４４８８ １２ ２０吉川広家書状 藩 中１３　一方々大 名肋

４４８９ １２ ２０■斉川広家書：状 東新右 藩 中１４　盲墓前

４４９０ １２ ２０甫Ｉｒｌ広家書は 原田又兵衛 藩 中３　原田割方衡門

４４９１ １２ ２０■斉川Ｊて家書：状 情二郎方・恩新京・＝伝右 藩申４　鼻新平

４４９２ １２ ２０ －　　　　　　　　▲　－　　▲ 謂ナ．右 藩中６　謂≡墓綿

４４９３ １２ ２０■斉川Ｊて；家書：状 ＋‖≡呼右 藩中６　神式真綿

４４９４ １２ ２０斉川広家書状 久津間一石 藩申９　久津塵市右衛門

４４９５ １２ ２０吉日ｒＥ安 子浦イ云右徴 門甜書て７ 藩中１６　森陥 Ｉ宇介

４４９６ １２ ２０暴利宗精（逐弄　 自筆書状 広藁 吉川家文■さ 吉 川家文書２ １２０８ ３７０

４４９７ １２ ２１大内散乱書］犬 吉川 言上目安‾釘書 吉 日；要す書１ ２７３ ２３３

４４９∈∋（天甘２３） １５５４ １２ ２１き利隆青書：状 中村次‾郎方衛 門 藩中７　中村孫＝

４４９９（弄１い １５７０ １２ ２１吉日青菜書揉 森臨ノト四 郎 藩中１６　歪 陥権 兵衛

４５００ １２ ２１畠山日胃℡書†だ 喜 ＝弄妻 斉川芽す書 吉川家‾釘書１ ５５４ ４９７

４５０１（天ＴＦｌｌ） １５∈∋３ １２ ２１■斉川元妻書状 葺苅書経 閤３４　芙 刈太凱斉衝門 閣１ ３３ ８１３
４５０２（天下Ｆｌｌ） １５８３ １２ ２１吉川売春書状 葺前書甜≡ 閤３４　草刈 太郎弄衛門 闇１ ３５ ８１４

４５０３ １２ ２１貫目売春書状 ′卜谷内箭承 ・二冨十 防長衛・†酎本意瀧 石眉．闇二本す書 島根庭中８ ６９２
４５０４ １２ ２１壬利ヨ蓮青書二状－ ‾吉川青書 閤１２１ 屠有高兵衛 閤３ ２０９

４５０５ １２ ２ｌ吉川元長 自筆書 状 西禅寺 丙祖元野面寺ＩＲ蔵す書 ｉ　　 Ｌ型　 声　量 １８２ １５４
４５０６ １２ ２１斉川毒草青書：状 藩中１３　労相十郎方衛門

４５０７（す禄３） １５９４ １２ ２ｌ掩野馬首 （長政）・山中馬借適量ミ無二状 羽柴斉 Ｊ＝侍 祥 吉日ｌ妄す昔 吉日安文書１ ７６８ ７３７
４５０８

４５０９

１２

１２

２１

２１

音 臣毒 欠巻推 断顧）
吉 日如券 （Ｊて宴）書状影写

洞築戸 円債 看護（吉 川広署）

二和泉 （弓考川 洋冨）

弓考Ｊ＝署甘書

石眉．吉川家文書

貫目安‾釘書２

吉川安す書別ｌ集
１４７３

１７０

７５１

１８２
４５１０ １２ ２１大前邸 届（大野治長母 ）消 息 きつ 川ｔノｌノう（吉川広安 ） 苔＝；家‾灯暮 ‾斉丁目安す書２ ８４４ ７

４５１１

４５１２
４５１３

４５１４
４５１５

４５１６
４５１７

４５１８
４５１９

４５２０
４５２１

４５２２
４５２３

４５２４
４５２５

４５２６
４５２７

４５２８
４５２９

（欝長１９）

（天 洋８）

（：天す２１）

１６１４

１５８０

１５５２

１２

１２
１２
１２

１２

１２
１２

１２
１２

１２
１２
１２

１２

１２
１２

１２
１２

１２
１２

２１
２１

２１
２１

２１
２２

２２

２２
２２

２２
２２
２２

２２

２２
２２

２２
２２

２３
２３

大手痙訂

片桐 日
片桐 貞

首 】宇焉
暴利某

貢木島
青木島

畠山日首
六角蒸

苔 ｌ目元
吉 川弄

一斉目元

′卜旦川
吉 Ｊ‖Ｊて

今 洋一家
徳 川秀 ．

吉 川広
大 内教

大 内ｌ壬

届（大野治愚母 ）消 息

元書１犬
随喜状

蒲 都内書
瑞 糧元 老頒雇

昭 光書 状
昭 光書状

腎書状

毒舌：状
意自室善推

裏 書：状
暮書状

隆景書：状

▲威書こ状
魚衡内書

一丁書：状
弘書状

垂行 人達墨書状

きつ ‖ｌノしう（吉 日広安 ）
三田葵甫 ＝ｌ倖祥

再読 人
吉 川侍祥 （広妄）

椙下
吉 川元素

吉 川元蓉

■告Ｊ＝斉憲
青 ‖ｌ号音
斉 川元首

舎 子方衝門大貴
合 子方衝門大美

悍．闇（児罵 謙‘方）

広 瀬石眉．守
斉 川倖祥（広；麦）

二 言長介（馬冨）
１ 山大苫育１
吉 川持寄（鋒冬）

苔Ｊ

‾芦‖
吉Ｊ

斉Ｊ

壬手
胃ｌ

吉Ｊ
苔Ｊ

斉Ｊ
告Ｊ

舎
舎
汀

藩

安
苔 １

安

右

ｒｌ貰‾釘喜 ・
ｒｌ署甘さ

ｌｌ貰す書
ｌｌ安す書

ｌｌ育て書
ｌｌ安す書

ｌｌ貰す書
１１妄‾釘書

１１安す巻
１ｒ妄‾釘書

手蔓す書 （鳥原１影写）
子安す書 （鳥原一説冨）

ＦＲ；家‾釘善
申１４ 士≡屋青石郎

中１ Ｊて王将ｌ壬；麦前郷書
１１安す巻
富帽美什書

中２ 野 卜家 ノ勧吉井樋 口家㈲ 書

昇吉川家文書

甫Ｊｌ

寓Ｉｌ
甫Ｊｌ

斉Ｊｌ
圭対
吉Ｊｌ

甫Ｊｌ

言Ｊｒ
言Ｊｌ

斉‾Ｊ【

’芹Ｊｌ
吉Ｊｌ

吉Ｊｌ

ｌ貫‾釘喜２

ｌ害す書２
ｌ安す書２

【妄‾釘書２
ｌ；家‾好古３

ｌ；家す巻１
ｌ買‾釘喜１
ｌ妄す書１

ｌ貰す書１

ｌ豪す蕃２

【家す書 １
ｌ署‾軒書 別隻

ｌ宴す巻 別隻 ■

８５０
８５７

９３７
８３２

１１６０
５４６

５４７
５５５

６３１
１２２７

１６４

４７７

６７

１１
１６

１０３
１

４４６
４９２

４９３
４９８

５６９
３９３

１２９

３４４

６７

－１５７－



４５３０（天す２１） １５５２ １２　２３問円英 胤書状　　　　　　　　　　　　 吉川繹妄（鐸冬）
石眉．吉 日家文 書 ｌ安 文書別隻 ６６　　 ６６

４５３１

４５３

（水損５）

２（天正６）

１５６

１５７

２ １

８ １

２ ２３

２ ２３

大方未踏書ゴ犬
吉川売春・口羽通良・福原貞俊・小早川隆景逮

著書状

森脇孫＝郎

湯浅将宗

甫 Ｉ目安‾釘書

閲１０４ 湯洩権兵衛

吉 川貫 す巻２

問３

１４７９

４８

７５５

２６１

４５３３（天下Ｆ６） １５７８ １２ ２３圭剰ヲ産Ｔ仁者、状 湯揚将宗 閤１０４　湯撼権兵衛 閣３ ４９ ２６１
４５３４

４５３５
（天正１１） １５８３

１２

１２

２３

２３

暴

毛

届Ｔｒ喜代

輝元書状

有 福弄 卓

国司乾信 ・内藤元輔 ・黒川著 保・国司元信 ・
信常元実

閣１０３ 尾雄仔右愁門

閥６９ 借常珊右衛門

閤３

閥２

１１

１２

２４０

６０３

４５３６一天ＴＦ１４） １５８６１２ ２３草野 巷：伏 吉 川弄岳 斉Ｊ＝豪す書 吉 川家 文書１ ６６８ ５９９
４５３７
４５３８

１２

１２

２３

２３

斉
寓

・′卜星川隆景避暑書状
書状

国司元武 ・児耳甜‾斤
森臨薫辣守

閣３３ 粟 屋勘 兵衛
藩中１ 森 隠州＝＝郎

闇１
広島 県史Ｖ

６３

１

７９５

１２６
４５３９ １２ ２３苫 書状 甲円治郡少重蔚 防暑嵐十注進案第７４寓 ■釘喜３９ 防岳 風十注進藁１０ ７ ５９２
４５４０

４５４１

４５４２

１２
１２

１２

２３
２３

２３

寓

吉

吉

書状 闇ｌ本業祐 石眉．河本す書

書経

書：状

森陥薫辣守

ｌム

藩中１６　轟 陥利＝郎

４５４３ １２ ２３
■ Ｔ「
ｒｌ輝 元書揉

甲田治都少鋪
弄意

・＝・・・

・壬■・・

あ６ １阿曽消毒明家持 １２

み９０ 毒‾片親政 ５４５４４ １２ ２３苫 Ｊ元長 自室書状 何有　 ・ 丙禅永 錮両手旧嘉す書 吉川家文書 別集 １３０ １１２
４５４５

４５４６

１２

１２

２３
２３

吉 川元長 自室 書状

‘→本亡，種書：状

闇伯甫碇 西禅永 袈両手旧蔵‾好古 う芹 安す書 胃‖集 １３１ １１３

４５４７

４５４８
１２ ２３

‾女■ 刀て
斉 川緒言書推

善 臣秀吉

コ耶守厨毒針内郷垂†Ｔ中
宇都宮薫佑

厳島 野：貯‾好古

諾申８ 宇都宮 六方衡門

広 県 史ⅠⅠ １４６６ ９４８

４５４９ １２

１２

２３

２３

　　 某 日フォ犬
壬利糧弄書］犬

三田築出雲倖祥（斉川広安）
和式九右衡門尉（阜好）

苔
７日

す書
太 郎什書

青
甫

ｌ；麦す書１
ｌ家文書別隻

８０１
５６５

７６２

４０７
４５５０ １２ ２３音 戸毒類壬紺内書 吉川倖鮮（広貰） 青 す書 吉 安す圭２ ８３３ １
４５５１

４５５２

１２ ２３署内卿局（木村重成母）・大蔵卿局（大野 治長

慮）避暑消息

大言琶 、ム

きつ 川くら人（吉川広家） 吉ノｌ 文書 ．■ 吉川家文書２ ８５１ １２

４５５３ １２

１２

２３

２３

．邸
片桐 日

窟（大野〉［与良）消息
弄書状

きつ 川くら人（吉 川広家）
吉Ｊ＝蔵 人

士

甫

て書

‾釘書
甫Ｊ
胃 Ｊ

１【芽‾釘喜２

Ⅲ豪す書２
８４５
８５８

８
１７

４５５４ １２ ２３片桐 貞防毒推 苫前 人 苫Ｊｌ貫‾釘喜 苔 Ｊ貫す巻２ ９３８ １０４
４５５５

４５５６
（天す２２） １５５３

１２
１２

２３
２４

吉川広正喜揉

毛利隆天 白笠古津

二宮 兵介（岳雲 ）

元清
二宮帽美什書

卓剰１妄す書
吉 川家文書別集

圭 利家す書２
４７９

６６２

３４５

３８９
４５５７（水棲８） １５６５ １２ ２４手乗ｒ－７ｒ静孝二状 妄遠 ＋兵衛尉（信泰） 安中４く等速安御書 〉．御書１く等速十丘衡 〉
４５５８

４５５９

（天荘８） １５８０ １２

１２

１２

２４

２４

苗Ｊｌ

ロ５間

ｒ７Ｔ裏 白筆書状

▲＝・＝讃」眼

‾斉川元長
杉原 元帽

喜Ｊ＝；豪す巻
閤５３（大型右衡門 八）＿貰 中５く才ろ原長方衡門〉

吉 川家 文書１
闇２

６４２ ５７７

４５６０ ２４甫 Ｔｒ裏書才犬 令子刑部 ／拗撼 含子著す書（鳥阿影写）

４５６１

４５６２

１２

１２
１２

２４

２４

胃
苔

書揉
書こ状

ｒ河本薫；激

倍淵寺

右眉．闇本す書

購淵寺す書 柴淵寺マ‾巷の研賃 ４０３ ６７６４５６３ ２４＝ヒ 書状 合子大和守 金子家す書（烏阿影：ｇ）

４５６４

４５６５

１２
１２

１２
１２

１２

１２
１２

１２
１２

２４
２４

森

併

薫潔書経

元裏書揉

余子掃都助

吉勘弁 （搭貫）

金子安す書（烏阿影写）．京間弥富
吉 川史料館所蔵す書 山 口県史Ⅱ １０ １４４

４５６６（慶長 １０） １６０５ ２４壬 葡 元自室書状 壬 貫す書 裏手；要す書４ １２５３ ３７
４５６７

４５６８

（Ｔ仁和 １）
（元和 １）

１６１５

１６１５

２４

２４

甫

甫

広家書は宴
広 家書寸犬冨

♯四 郎右 （♯原元以）
なか

苔

甫

て書

‾貯蓄

甫Ｊｌ

苫Ｊｌ

ｌ安富善２

１貫‾釘書２
１２０７

１２２０

３６９

３８２
４５６９ ２４苔 Ｊ広琶ほ封犬 倖尊前 妄 申６　佑々大権兵衛署
４５７０ ２４吉 Ｊ広 軍書推 枚杢 藩 中１３　併藤丹治

４５７１ ２４斉 Ｉ広家書：状 森陥太都 ；書中１６　森陥修箭
４５７２ ２４甫 Ｊ広 家書状 「けｌ．右・ｎｎ方 藩 中６　７日式某織

４５７３ １２ ２４徳 川秀 忠衡内書 吉日前 人譜（広藁） 斉 安 す書 胃 芽‾釘圭１ １６５ １２９
４５７４ １２ ２４徳 Ｊ覇 衡内書 吉川蔵 人 て書 士 貫す巻２ ８８８ ４１

４２
４５７５ １２ ２４徳 Ｊ＝亮 勧内妻 ■芹Ｊ目前 人 胃 ‾釘書 甫 ｌ安‾文書ワ ８８９
４５７６ １２ ２４中富ｉ 書：状 ひろナ．右 芽 中１ 広瀬氏家読勧善

３５３４５７７ １２ ２４苫ノＪてＴＦ書：状 二宮丘イト（長芋） 二宮帽奏什 書 斉川安す書買‖隻 ４９７
４５７８ １２ ２４歳暮裸儀進物話節 操 （きつ 川くらろと） 吉 日ｒ妄甘苦 苔Ｊｌ要す書２ ８６０ １９
＿４５７９（天下Ｆｌ） １５７３１２ ２５弓考Ｉ弄 書状 久芳腎子宮 閤 １１７　久青石 那右衛 門 閤３ ２９ ４９２
４５８０（天了下７） １５７９１２ ２５寓 Ｉ目元 書：状 つ肝守元行・胃野 厳 島野坂‾茫書 Ｊて鳥ｌ旦更 ⅠⅠ ８３７
４５８１ １２

１２
２５甫ＪＴ「 ・′卜早 目隆景連署書 状 重層元信・児耳元首 閤５９　平体権右憩門 閤２ １９ ４５４

４５８２ ２５甫 ７「 書状　 ′ ｌ訂弄鳥 閣８０　間南方衡門 聞２ ３４ ７９４
４５８３ １２ ２５罵Ｊ弄 幸二状 畳杭内１託弁 藩中９　黒杭照井衝 門
４５８４ １２ ２５吉Ｊ弄 喜：状 台東田拙守 牛 尾芽す書 出雲台 東庄の歴 史とその件 ３４ ９５
４５８５ １２ ２５苔Ｊ＝弄 白筆書状 西禅永巌両手 ＩＲ箭す喜 甫 Ｊ貫 １‾書別集 １９４ １６５
４５８６ １２ ２５苔Ｊ亘 書］犬 山中妄信・休々木弥七郎 安中６　併々木権兵衛

４５８７ １２ ２５イ二倍Ｔｒ 巻数井供 米返事 棚守胃葛謂・弄行 厳島野据‾好古 広 島県史Ⅱ １３０３ ７９９
４５８８（天市１７） １５８９ １２

１２

１２

２５責Ｉ広家書揉 神童〔馬好 和式芹太 郎什書＿藩申６く神式 某繕臣〉 弓有川芽 ‾文書買‖隻 ７０５ ５１４
４５８９（‾丈禄３） １５９４ ２５撼野長吉（屠ｉ抒）・木下吉 隆運署奉書 ≡同築斉川侍群 甫 貫‾好古 ‾古拙家文書１ ７６９ ７３７
４５９０ ２５尊臣秀吉朱印推 汚Ｉ些斉＝偉才詐 吉 育て書 甫 宴 す書１ １４２ １０７
４５９１ １２ ２５普臣秀吉朱ｍ状 青か一ｈｌノゝう内 苔 安す書 甫 芽 ‾文書１ １４４ １０８
４５９２ １２ ２５尊臣秀吉果聞状 胃‖侍伴 甫 す巻 苔 ｌ貫 す書１ ８０２ ７６２
４５９３ １２ ２５音詩毒ユヤ黒田：は 三田築戸ＦＲ俸祥（吉 川広；豪） ‘芹 す書 寓 ｌ賞 す書１ ８２９ ７８２
４５９４ １２ ２５首蓼宇覇ユ欠薯：状 三田些箭 人件（口二軍 ） 斉 看官圭 苔 ｌ安 す善１ ８１９ ７７７
４５９５ １２ ２５徳川安座敏内書 ：斉川一等祥‖て；麦） 青 芽‾釘書 甫 ｌ；麦す書１ １６０ １２７
４５９６ １２ ２５徳 家康衡内書 吉日蔵 人（広妄） 甫 甘書 甫 ｌ貰 ‾文書１ １６２ １２８
４５９７ １２ ２５徳 安座衡内書写 寓丁目賞す書 斉 【署 す書２ １４７２ ７５１
４５９８ １２ ２５徳 ｌ秀忠都内書 吉川蔵 人（広貫） 吉川安す書 吉 ▼　丁 １２９６ ４９９
４５９９ １２ ２５徳 忠都内書（断一騎） 甫Ｊ目貫‾釘書 甫 貰‾釘蕃２ １４６８ ７４９

４６００ １２ ２５毛利宗鞘（輝元）書状 繁沢宮 内・熊谷玄蕃 ・吉田軽 石衛門・天野

葉斤兵衛 ・山内九蘭兵 衛
熊谷家文書・山口県文書鮨

４６０１ １２ ２５善臣竜顔漸内書 三間柴吉 川侍祥（Ｊて芽 ） 甫Ｊ＝宴‾釘書 甫 日豪甘書 ２ ８３４ ２
４６０２ １２ ２５大前卿恩（大野治長包）消 息 きつ 附くら人（吉 川Ｊて；家） 苔 す書 苔

▲　　▲ ８４６ ９
４６０３ １２ ２５大鼓Ｊ都愚（大野治馬偏）消 息 きつ ＝くら 人ｒ吉 日広宴 ） 苔 す書 斉 妄‾文書２ ８５２ １２
４６０４ １２ ２５手写 広正書状 二卓介 （二宮馬芋） 美什書 盲与 安‾好書開削隻 ４７５ ３４４
４６０５ １２ ２５吉 書経 二宮兵介 ｒ長音） ・・・・・・・・一 百美什書 甫 萎‾文書 別隻 ４∈氾 ３４７
４６０６ １２ ２５甫 書状 二宮兵介 （長芋） 二宮帽美什書 告 看て書 冊ｌ魯 ５００ ３５４
４６０７ １２ ２５罵 川Ｊて一丁書：伏 二官長介 （長芋） 二軍帽妥什書 苫Ｊ＝；豪す書 別宴 ５０９ ３５８
４６０８（明暦２） １６５６１２ ２５碁 Ｉ符安中連署奉書 斉 川美濃 守（広子Ｆ） 胃 す書 斉川芽す書 １ １８４ １３９
４６０９（宝 徳２） １４５０１２ ２６高 橋非情藷甘 華洋一参河守 言 ■文書 吉日家‾訂書１ ２７５ ２３４
４６１０（弄 １２） １５７１１２ ２６大 友宗舷書状写 東宮鐘僅 大方宥‾文書Ｈ最 大分県集背誓 書４ １４４６ ２２７
４６１１（天 霞１１） １５８３１２ ２６吉 川経青書状 山 県養右後 門酎 藩中１０　山 風＋介
４６１２（天 芥１３） １５８５１２ ２６甫 Ｊ啓；扶（泉要妄）書状 １雫＝嘗陳 右眉．青＝貫マ書 吉日１署す巻 胃＝隻 １０２ ９４
４６１３ １２ ２６斉 川青書書：状 吉 日経書 安中９　塚本格ヨり差出
４６１４ １２ ２６斉 川経 書書：状 山 一良書右徳 門尉 山県署 す書＿藩申１０（山県ｉ安貞衝） Ｊて暴風て７す書 館系己専２ ２２ ８５
４６１５ １２ ２６手劇淫 売書才犬 Ｌ加熱陣後守 藩 申１０　山 ｌ旦マ丘衛 Ｊて島尾 申Ⅴ ７ １１１
４６１６ １２ ２６首 ｌ宇毒 次美田状 三田些戸円侍絆 （帯川Ｊて貰） 言 Ｉ目安 マ書 甫Ｊ安‾釘書１ ８３０ ７８２
４６１７ １２ ２６甫 ＪＴ青 書、ほ †芹伯首緒三宇 濯 中１３日芹伯甫丘怒）．衡書く佑伯〉

４６１８ １２ ２６吉 如 券（広貫）自室書：状 永塵 丙 顔面寺旧蔵 好書 甫 妄‾訂書 馴集 ２６４ ２１２
４６１■９ １２ ２６苫 圭劇ｌ）ｉ緑薫（肝要百）幸二状 二官長介 （長音） －－ 百美什書 胃 貫‾丈書 別隻 ５３８ ３７６
４６２０ １２ ２６甫 手．封ｌ）酸素（計摘）巷才犬 二官長介 （長芋） ・・■・・－ 弓手什書 苔 妄‾文書 別集 ５４４ ３７９
４６２１ １２ ２６甫 広正書 状 二軍卓介 （屠冨） － 百美什書 甫 貰‾百舌 馴隻 ４７６ ３４４
４６２２ １２ ２６大 久保 忠随重さ 吉川蔵 人（Ｊて署） 需 Ｊ＝芽 ‾史書 寓 安甘書 １ １６８ １３１
４６２３ １２ ２６本 多ＴＦ信書 ：状 吉 日１硫 人粛 斉 川育 て書 甫 妄‾釘婁２ ９４３ １０８
４６２４ １２ ２６手 書 ：状 河 卜久末衝 門 ■斉川家 什書 甫 貫マ書 ■削隼 ７２０ ５３０
４６２５ １２ ２６圭 洋書ほ 永靂津寺 丙禅永 髄両手ｒＲ志す書 苔 麦文書馴集 ２９９ ２３６
４６２６（永禄 １１） １５６８１２ ２７：芹Ｊ＝元 吉 光 森Ｉ払薫香 藩 中１５　森脇！露草 「こ 申Ⅴ １２ １２３
４６２７（永禄１２） １５６９１２ ２７大方宗臆書 揉 甫弘鑓 言 斉弓／１‾釘書 増補訂汀蒲生大 方申料２２ ５１５ ２４１
４６２８ｒ元ｔｌ） １５７０１２ ２７屈対秦開 封内書 ′、旦 １ｒｌ方衝門佑 ′ヽ旦 川買す書 ′、旦目安‾釘喜１ ２２７ ２１９
４６２９（元１１） １５７０１２ ２７将軍 犀 素描 趨Ｊ内書 ′、旦川隆景 閤１０　野田看】茅 閤１ ７ １７１
４６３０ １２ ２７卓禾弄 書二状 一三■ｊ　 議 主 厳島野好▼史書 広島眉雇Ⅷ ３５２
４６３１（天了Ｆ１４） １５８６１２ ２７大方蒸 書：状 胃ｌ目元馬 斉 川要す書 甫 貰‾釘婁１ １０２ ７４
４６３２ １２ ２７車乗輝 書こ状 コ耶守青野 厳島野燈す書 広 中 日 ８１８ ４７２
４６３３ １２ ２７謄折尾書経 帯ｌ副署芸守 藩申５（巷間甚平）▲安中４く胃瀾ｌ家勧 善〉

４６３４（天下Ｆ１５） １５８７１２ ２７昔 日竜馬書状 苫Ｊ＝広安 甫 て書 斉川署す書１ １１０ ７９
４６３５（す禄１） １５９２１２ ２７首 ｌ宇萄詩集 ｍ：状 甫Ｊ＝倖祥留守居中 苫 一丈喜 吉川家文書１ ７８５ ７５２
４６３６ １２ ２７尊 秀吉集 ｍ：状 羽柴弓考Ｊｌｒ侍鮮 青 ‾宮古 苗Ｊ芽す書１ ８０３ ７６３
４６３７ １２ ２７＝ 壱甫巣 ｍは 日精簡） 苔 す書 吉＝案文圭２ １４６９ ７４９
４６３８ １２ ２７寓 ｒＥ豪家 声道墨書ゴ犬 波誓次郎兵衛・郡一郎右衡門尉 ｙ ・型　　 芯凶－

４６３９ １２ ２７苔 ＪＴ妄書：状 きつ 併謄 藩中１１（松浦 耳介〉＿安 中２く松浦竜太郎）

４６４０ １２ ２７甫Ｊ広署書１犬 宗的 連中１３　言問′卜芹衝門

４６４１
４６４２

４６４３
４６４４

４６４５
４６４６

４６４７
４６４８

４６４９
４６５０

４６５１

１２
１２

１２
１２

１２
１２

１２
１２

１２
１２

１２

２７
２７

２７
２７

２７
２７

２７
２７

２７
２７

２７

吉Ｊ

幕
首

・■７
徳Ｉ

＝●・
本

本
芝

徳１
徳Ｊ

広

圭

毒，，

鮮

；安善：状

那）甜嘉（許持）卓二状
精細内書

象徴内書
忠御内書
魚衡内書

．書：状信書推
久保烹新車書

雑闇勤内書
青竜知内書

不才介

二言丘介（恩讐）
甫＝箭 人等従什Ｅ宴）

吉川美濃守（ｒＥ芥）
吉川前 人

弓考川箭 人

一斉‖†蔵 人（広安）
斉 川蔵人譜

斉 川内箭助
吉 日監物（広圭）
吉 川内蔵助 （正妃）

藩中

二言†
甫ｌ‖

苔Ｊ＝
苔Ｊ＝

苔Ｊ＝
享Ｊｌｒ

吉川
胃Ｉ‖

吉日
斉川

８ 芋嘲眉美 方簡 門

百美什書
雷て書

貰て書
貫マ書

買す書
署‾釘書

貫‾好古
署‾釘書

宴‾好古
貫す書

吉川安文書別集
吉川家‾釘喜２

享年椚；豪す書１
甫 Ｊ＝著 す書２
苔 Ｊ＝安 甘書２

吉 日妄 す書１
吉 川家 文書２

苔 Ｊｒｌ安 す書１
吉 日家 文書１

吉 日；表す 書１

５３４
８３５

１７１
８９０

８９１
１６７

９４４
１８８

１７７
１８０

３７４
２

１３２
４２

４３
１３０

１０８
１４２

１３５
１３６
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４６５２ １２　２８最良円（永妄菓拓後家）青す業　　　　　　　　 主こやさ（孫夜 冒）　　　　　　　　　　 士目安す善　　　　　　　　　　　　　　　　　　 言ｍ家文書２＿　　　　　　 １１２６ ２８３

７ ３
４６５３ １２　２８屏 祥久 百筆書状　　　　　　　　　　　　　 士＝元繹　　　　　　　　　　　　　　 士目安す舌　　　　　　　　　　　　　　　　　　 苔‖家‾軒喜２　　 １

．利署甘書２

４７７

４８１

５
１８２４６５４（７ｋ禄４） １５６１１２　２８毛 ｌｌ元許書：状　　　　　　　　　　　　　　　　 隆弄　　　　　　　　　　　　　　　　　 卓．利家す巻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 壬

４６５５（元ヰ２） １５７１１２　２８吉川弄裏書才犬　　　　　　　　　　　　　　　　 今閉経忠　　　　　　　　　　　　　　 署中１０　本禾今仔祁更什蕃

４６５６（天正５） １５７７１２　２
娼 望豪春●口羽通艮●福原貞俊●′卜捌 隆景連 湯洩将宗　　　　　　　　　　　　　 閤 １０４ 湯浅権兵衛　　　　　　　　　　　　　　 閥３ ８５

７８

２６８

４５０
４６５７（天市８） １５８０１２　２８甫目元春書状　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ早耳元首　　　　　　　　　　　　　　 間１１５ 湯原文方衛 門　　　　　　　　　　　　　　 間訂３

４６５８（

４６５９（

天 芥８） １

天 子Ｆ９） １

５８０１

５８１１

２ ２

２ ２

８甫

８吉

目元書 目墓 書†犬　　　　　　 斉
目元善書状　　　　　　　 山

川元長　　　　　　　 詩

円卓膚　　　　　　　 藩
日夏 す書　　　　　　　　　 甫

申１０ 山田平次右衝門

町家文書２ １２２２ ３８６

５４６６０（天 荘１３） １５８５１２　２ 吉 日元葉書 揉　　　　　　　　　　　　　　　 査∩ 郎　　　　　　　　　　　　　　　 藩中１６　森偏 蘭江 広島 県更Ⅴ ３ １２

４６６１
４６６２

１

１

２ ２

２ ２

８吉

８吉

目元葉書 状　　　　　　　 今

目元鼻 白筆書：伏　　　　　　 甜
≡王▼＝一　　　　　　 国

風防

中１０ 本業今 円際什書

西禅永興両手旧箭す巻
斉 川豪 ‾文書河ｌ集 １５７ １３５

４６６３ １２　２８甫 日経言書三伏 宇部冨書 信 藩中８　宇部冨六方衛門 ■■
４６６４ １２　２８音 声毒 害矢印】尤　　　　　　　　　　　　　　 刃 去・＿ 吉川貫て書 吉 川家 文＿１

斉 川安‾文書１

８０４

８０５

７６４

７６４４６６５ １２　２訃善臣秀吉朱印状 吉 日前 人（広麦） 吉川家’文書

４６６６ １２　２鉦善臣秀吉朱印状 吉 川侍従 斉 川安す書 苫 ＝ｌ安‾釘喜１ ８０６ ７６５

４６６７ １２　２８筈 臣毒害朱印状 洞築 薫斤城侍祥（吉 川広家） 一斉目貫‾釘薯 吉川家‾釘書１

斉川蒙す書１‾

　■■

８０７

８３１

７６５

７８３４６６８ １２　２８善臣勇次朱印状 河婆声間借鮮（喜＝広安） 吉川家す書

４６６９ １２　２８徳目安康蘭 内書 吉川前 人件（広；豪） 斉 川安‾釘書 吉川家‾更＿２ ８８０ ３５
４６７０ １２　２８徳目家康衡内妻 吉川前 人（広；麦） 言 ＝家文書 吉川家す巻２

吉川家‾釘書２

　■■

８８１
８８２

３６

３６４６７１ １２　２８徳川家康都内書 吉川蔵 人併（広宥） 斉 川家す書

４６７２ １２　２８徳侶家康書状 斉川侍従（広妄） 斉 川貰甘書 吉川軍‾更＿２ ８７７ ３３

４６７３

４６７４（欝長１９）
１

１６１４
２ ２
１２ ２

８甫

８皐

‖広家書状

那覇許書状　　　　　　 、

野村弥十郎

音節紫沢元 往　　　　　　 信
閤 １２３ 野村作兵１斬

訝５ 毛利宇右衡門
閤３

閤１

２４

３０

６２１
６０

７４６７５（暦長 １９） １６１４ １２　２８苔川広署 白筆書雪犬 謂九右（祖式長好）・二 兵介（二 宮長芋）　 才日式 荘太郎什蕃 胃 Ｊ目安て宮古 馴集 ５７８ ４１

７６４６７６ １２　２８苔 冒．（圭利 敵嚢（謙請 書状 二宮兵介 （馬芋） 二 宮帽美什婁 斉 川萎甘書 矧１隻
吉 川家電蕃 １

５３９
１６６

８４

３
１２９

ト７
４６７７ １２　２８オこ多正純書状 吉川蔵 人（広家） 斉川案文書

４６７８ １２　２８本 多正純 書状 斉川蔵 人 ■吉日夏‾史書 甫 １日家す 書２ ８
９４８

Ｊ
１１１４６７９

４６８０

１２ ２

１２ ２

８本 多正 純書状

８手利 （甫 鼠）甜】持碁状　　　　　 ７

‘吉日前 人
ｋ謡 寺

吉川家文書

丙禅永興両手旧蔵す書
寓 ＝安 文書２

吉 １１１；家す孝則集

　す書

３００

１２９３

２３６
４９８

４６８１ １２　２８徳、目安 光復Ｉ内書 吉 川美濃守（広市） 吉川て豪す書 甫 ＝ｌ安　 ２

＝ヒＩｌ；家す書別隻
４７８ ３４５

４６８２

４６８３

１２ ２
１２ ２

８苔

８吉

ｍ広正喜］犬
川広ｉ下巻状

二宮 丘介（長 吉）

二宮 長介（馬 貰）

二宮帽美什書

二宮帽黄什蕃

【Ｊ
吾川家文書別羞

吉川家‾茫書別隻

４９５

５０１

３５２

３５５
４６８４ １２　２８喜‖広正書状 二宮 長介（長 芋） 二言帽美什書 吉川貰す書別隻 ５１０ ３５８
４６８５ １２　２８甫川広洋書耳犬 二言卓介（恩 貫） 二言帽夫什書 吉日安‾文書馴集

帯川安文書別条

４４６ ３２７
３８１４６８６ １２　２８宗一冊謙紆書状 二言卓介（長芋） 二宮帽美什書 ５４８

４６８７ １２　２８吉川記紀書状 二言兵介（岳’穿） 二宮帽 美什巷 吉日家‾釘書 ６６９ ６００
４６８８ １２　２８ ♯宗永書状 吉川 苔 目安 ‾釘書 　 １

吉川麦す壬 １
姜剰１妄‾打者２

３５５ ３１２

３９２４６８９ １２　２９ 子拝久 自筆書状 吉日経基 吉事目安 す喜 ６６３
４６９０（天す２２） １５５３１２　２９ 利隆青 白誓 書状 弄滑 壬利家 す書 大 日本古 文■亡２２ ３２６ ２９１
４６９１（

４６９２

永禄７）

（永禄 １０）

１５６４

１５６７

１２ ２

１２ ２

９吉 日青書書状

９福原 貞俊書状

藤業

平佐就之

益ＦＲ署‾打者

福原家文書

福原家 文書上６－５、広島県

史Ⅴ 「羽ヒ １４２

４６９３ｒ実 ＴＦ８） １５８０１２　２９吉 日青森 書状 山Ｆ口前 人 藩申１０　ＬＬｌ円平Ｊ欠右衝 門 閤■暮漏 ５ １００

４６９４
４６９５

１２

１２

２９斉 川弄薫書†犬

２９一身肝元春 自筆書状

湯 原憲綱

粟居元俊
閤１ｔ２の３ 湯原‾釘斉衝門

二宮情夫什書

Ｔ
盲考Ｊ＝宥す書馴隻 ３３８ ２６０

４６９６ １２ ２９苔‖ｌ弄愚書：状 山中安倍・倖々太弥七郎 署申６　併々大権兵衛 青＝家文書１ ７８６ ７５２
４６９７

４６９８

（甘禄１） １５９‘２１２
１２

２９拷

２９青

ン野鳥苔（暴政）外 四名連署漆状

‖「Ｅ著書才犬
山形九方衛門尉・尾：貯維中守

有新兵

帯 川案文蕃
藩 中４ 大慮要斤兵衛 苔川賞す書１ １７４ １３４

１０９４６９９ １２ ２９徳、川藁ザ：衡内書 貫目美濃守（広洋） 甫 目安文書 吉川家‾訂■■２ ９４５

４７００ １２ ２９本多１下信書：状 害Ｊ‖蔵 人 苔 丁目貫‾釘喜

斉 川麦‾更▲：
斉川１０１７＿１書す２４２７

４７０１

４７０２（天市７）
１３５２

１５７９

１２

１２

３０犀利肩冬宣塾催侶 ：状

３０毛利淫売 自筆書状
吉日ｌ終業

吉川経書
吉 日家‾文書

！ｌ家文■■

吉 日ｌ芽‾文書２
苔 丁目家‾釘書２

１１８９

８５３

３５０

１３

４７０３
４７０４ｒ永禄 １２） １５６９

１２

１２吉

３０Ｆ司茶屋

吉川元
（徳川家康側軍神 尾氏）消 息

暮霹己青書‾訂

くろふと（吉川広家）

潅元
寓Ｊ ＿
毛利著す書

壬 禾＝貰‾釘蕃 １
胃 Ｊ＝署一灯薯１

３２４

３５６

３３９

３１３
１２甘岳 屏子政 久書：状 吉 日繹 基 吉日家文書

沼元家文書

斉川；家文書

熊 山町史調査報告４－２、山

ロ県史Ｈ２
吉川家文書１ ６７０ ６００

４７０５

４７０６
（天正７） １５７９１２晦

「．

字書 多直家書状
沼元 新右衛門尉

４７０７（天芥１３） １５８５１２臨 勧借 手沼可書状 斉 川一打与 藩中１６　森陥櫓丘衡
４７０８

４７０９

１２鳴

１２
　斉川斉憲書：状

晦 卜 ＝机 青首妻 状

森隠者親 　　 弼ｉ＝＿－

藩中５ 武芸衛
吉川家文書別条 ３０７ ２４１

４７１０ １２掘　 ′卜阜川隆景書ｌ犬 吉川青森 冨仔貰 旧蔵す巻

吉 日安‾釘喜
寺与１日貰す書２ ８８３ ３６

４７１１
４７１２

１２晦 卜徳川家康週内書 吉川蔵 人休 （広安）

（苔 目元意）
吉 日安文 書 南 川安文書２ １１６５ ３２７

（天‾丈２２） １５５３ １２ 卓弄‖弄紅 白笠嘗蕃
申　 ＬＵ［Ｒ平次右衡門 士

４７１３

４７１４
４７１５

（天下ＦｌＯ） １５８２ １２ 苔川元素書：状 山Ｒ］雪盲享 藩 １０
圭剰１家す書

壬刑ｌ蒙す 書３ １１５７ ４３０

（慶長１８） １６１３ １２ 差別宗瑞輝元書状実 毒７「 広傍
休 々木弥七 郎

家中　 体 々木権 丘衡
吉 川青馬書状 ６

中　 表偲摘斬Ｔ４７１６

４７１７

胃 Ｊ＝青 書書†犬 姦 陥四郎兵 衛尉（意 貞） ；誓　 １６　　　 丹 ．†ト 壬 利家‾Ｆ書１ １９１ １６５
壬弄目礼売子せ系譜書 弘Ｔｒ御子 手・剰ｌ案文書

秋上家文書

　森臨織汀

大 社町史、八束部史 「神魂

神社文書 】３１

ｌて色魔申Ⅴ

１９６２

４

４４０

１２５４７１８ 神魂 社宝物覚書

４７１９

・４７２０
４７２１

「「 ５吉 川売著書状 森偽書 貞 ・ 藩中１６ ：覇細論 ．７＿　宇都宮⊥方術 門
「「

「１
９・

晦
嵩Ｊｌｌ経書書状

甫川元長者状 山風着京衡門富寸
藩中８　 ハ

藩中 １０ 山県＋介

　湯原文方衡門

閤ｉｔ漏 ２ ４４

４７２２（天子Ｆｌｌ） １５８３の ５吉Ｊｌｌ青馬書：状 湯原着網 闇１ｔ２の１　　菖丘徴） 衡書 １く♯ 卜半大手〉

４７２３（天洋１１） １５８３ｍ ５吉川売春書状 ♯ 卜暮雲 藩中 １〈♯ ト ．＿　‾‾好古 山口痕軍縮墓所史粒

４７２４
４７２５（元１３） １５７２

巾

ｍ

５幸ぃ発展書状

６′卜旦 ＝降・景書状

信貫
吉川売春

森 閑†露一 ・

石 胃．吉日案文書

　讃≡■一徹

斉 川著す書 胃＝集 １１７ １１１

４７２６（天荘１９） １５９１ｍ ６吉川広家書状 蔵：＋兵 藩中５ １セ　１‾‾右衝 門 閤 １ ２５ ５７

４７２７

４７２８

（天芹１９） １５９１の ７′、旦 日陰貴書耳犬 繁沢７ＴＦモ

汀開 田幡守
閤５ 毛利千
汀円安文書の ８吉 川売春 書状 ｙ　　 書（邑『１欝；冨）

４７２９

４７３０

（元１３）

（天 芹１１）
１５７２
１５８３

の
巾

９吉 ＝元 素書：状

９吉川売春書状

金子 方術門大貴

稲守 元行
金子家‾茫 ．
厳島野好す書

　ｌＲ箭‾訂■■

持二鳥底更 Ⅱ

吉川家文書別集

８３９

１００

４８３
８５

４７３１（天ＴＦｌｌ） １５８３巾 １０吉日元首自筆書１犬 蘭伯東薙 西禅永喫両手　 ＿　　て ■■ 苔１１１宣す書別集 １１８ １１２

４７３２

４７３３

（弄１３１ １５７２の １１′、星川隆景書揉 吉日繹妄 石 胃．‘斉川家　 ＿ 吉川貰‾打者別集 ９９ ９２

（元１３） １５７２ｍ １２′、与川隆景書雪犬 電柵弓誉・内藤天栄 右 冒．言 上ｒｌ家‾釘書　　書 広島県 中川 １３３２　 ８３４

４７３４（天市１１） １５８３の １２掃円青 書書 状 珊守克行 厳島野坂‾更　　　覇眺橘）■安中４（′卜林 罵那十 ） 広島 県更Ⅴ １ １１３

４７３５（天了下１い １５８３巾 １２甫Ｊ＝青書書：状 ｌ眉ノト；欠（１月耳７「業） 藩 申１１（′卜林 ＿　　書（止 県す書館）

４７３

４７３

６（弄１３）

７（弄１３）

１５７

１５７

２の

２（ｎ

１３

１３

吉川元善書状

重刑漣売書状

山開出彗守

Ｈｌ三河青筋
山拝ほ訂文 ｌロ
閤４３ 出羽源 八

　署 壬釘吉 井梯 口安㈲圭

閤２ １０　 １３６

４７３

４７３

８（天市１１）

９（天芹 １１）

１５８

１５８

３の

３汀）

１５

１５

斉川青菜書状

言 Ｉ＝弄墨書 状

野 卜右衛

妥 卜助次

門酎

凱
家中２ 野 ト ノ

藩中１０ 山底削方衝門

　　書

斉川家文書別条 ９０　　 ８４

４７４０（弄ｉ３） １５７２ｍ １７吉 川元春書 法 内藤 元栄 ・零拙斎 宗旨吉川家‾文　　　萌す書 吉川家文書馴集 １０１　 ８６

４７４１（天 符１い １５８３（ｎ １７吉 川元長自筆書状 以 徹 丙裡永輿両手 ＩＲ ．　　安す書 吉日家文書別集 ６８　　 ６８

４７４

４７４

２（天 文２２） １５５３（ｎ １９間ＦＲ蔓胤書：状 吉 川繹等 右眉＿吉 日 大分庭先哲叢書４ １４５１　 ２３０

３（弄１３） １５７２汀） １９大方 宗麟書状 ′卜闘犬芳口三軍 大坪‾釘書　ｌ芽す書 甫＝安す書別集 ６９　　 ６８

４７４４ｒ天す２２） １５５３爪 ２１橋爪鎮実書状 吉川経妄 石 胃．甫 ”　　書 吉川賞す書２ １４６７　 ７４８

４７４

４７４

５（天了下１１） １５８３（¶ ２１吉川青春書状 雄琴苓衡１要 吉 日案文　　　　 ノ′ゝ

６（天洋１１） １５８３の ２１吉日売春蕃抵 山県董右衝門酎 藩 中１０ Ｌ上偵 ＋ Ｊｌ　山開平次右徳門

４７４７（元１３） １５７２汀） ２２毛利 淫売書推 ＬＵＦＲ青一宮 藩 中１０　奏黎九郎弄 衡門 閤３ ９　　 ２０

４７４
４７４

８（天芥１１） １５８３の ２３毛利輝元蓋逝 吉 日売春 ・福原 貞俊 ・′卜旦 日陰景 閤９２
閤４７ 扁‾有力

中 山［Ｒ

　メさ＝＝
平沈着衝 門

閤２ ４３

９（売１３１ １５７２（Ｄ ２４吾川売春書喉 高一斤甜 呂

４７５０（‘芙ｉ下１１）

（‾ｔ３）

１５８

１５７

３汀）

２の

２５
２８

毛利潅元卓 二状

大方宗麟書状

山洋書引首

′卜関大 禾口守

５蕃 １０　 ノ
大坪す巻

　　 箭‾茫■亡
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９
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４７５
４７５

４（官永６）

５（天 ＴＦ８）

１６２

１５８
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０（割
２４
朔

哀別 壱許自筆書状

ヒ 保充棟奮進
美一腰守（広ｌ＿）

多習元忠

♯原宏文書

吉川家什書
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吉日豪文書別条

２１

７３
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５ ５４５
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４７５

４７５

７

８（天 ＴＦ８） １５８

（割

０β）

５

６

吉川

斉１日

正家書揉

元老 自筆書１犬

三浦イ芹方術門
東雲元首 ′卜星 川家文書

憩最上兼琶五郎丘衡

′卜旦 目貫マ書 １

闇２

３８
４

７ ３３６

３
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闇　 屑箱甫丘衝

閤３ ２１３　 ５８３

４７６
４７６

０（天下Ｆ８）

１（天洋８）

１５８

１５８

０（割

０β）
８
８

言Ｊ＝元老書状
吉川元善書状

周布Ｔｒ感

屠右売盛
１２１

聞１２１ 画布吉兵衛
官房 豪旧箭文婁

閣３
吉 川家‾文書 馴隻

２１

３１

４ ５８３

０ ２４２

４７６２（天ＴＦ８） １５８０β） ９毒目元春色董豊逝 吉 Ｊ日経首 仔家

安中 坂本橘ヨり差出４７６
４７６

３一天了Ｆ８） １５８０（剖 ９吉川売春書遽 斉 川搭言 ９　 姦 陥繁 牛

４（天荘８） １５８０（割 ９‾斉川青煮書１犬 姦 臨書秀　 ‾　　　　　 冒　　 尋 藩申１５ ＿ｈ

祖式荘太郎什書、渾中６〈祖式嘉織〉

吉 川家 文書別集 ６８０　 ４９６

４７６５（慶長４） １５９９（勤 ９吉川広家書 状 ロロロ ・祖九右 （祖式長好）・福与右（福富

ＥＩ暮 畠）・桔右一斤（家好） 一宮帽夫什▲＝ 吉川蒙す古訓隻 ３４５　 ２６３

４７６６（永．禄４） １５６１（劉 １０甫 ＝青 書幸二状 二 軍傍貫　　　　　 ′・－一一　　 ノゝ
家中３　雲居 監御者

４７６

４７６

７（慶長４）

８（永 禄４）

１５９
１５６

９（剖

１（割

１０

１２

吉 川∫て；家書才犬

腋剰蒸 題御内書
又弄・彦右 ・九方衛 ・せ酢 ・兵 Ｊｌ

吉日青書

甫＝家文書
肛露文書

吉日宴‾釘書１

吉川家文書１ ４

６７　 ４２

６６ ４１８

４７６９（永 禄４） １５６１（劉 ・１２ ト野信童書：状 吉川元素

違 湯原春綱
喜 ｌ

閥１１５ 湯原文左衛門

藩中１５ 盃陥繁牛

閤３ ８１　 ４５１

４７７０（天正８） １５８０⑧ １２
吉 川元春・口羽通艮・福原貞俊・小早川隆景

著書状
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４７７

４７７

２（天洋８）

３ｒ天 芥８）
１５８
１５８

０侶）

０（勤

１２

１４

吉川元裏書状
吉川元森吉揉

森脇奈 義
森脇奈義

藩中１５　森陥野牛

４７７

４７７

４（天 市８）

５（天市８）
１５８
１５８

０（割
０（訊

１５

１５
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吉 川元裏 書状

｛ｈ
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４７７

４７７
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８（元和４）

１５８

１６１

０侶）

８⑧
１８

１８

吉川元老喜 ば

吉川広正書状
森脇意義

二丘介（‾富星雲）
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１５８
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吉川元憲書状
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１５８
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１５８
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吉 川売春書状
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１５７

１５６
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４７９
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（ａ

樹
９

１２
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川Ｔｒ繹
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吉 川家‾好古
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の
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２０
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⑦

…
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２
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長好）
御崎
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吉川蒙文書別隻 ５０６ ３５７
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１５８５

１‾６２３
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７

１０
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１６２３
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４８１５

４８１６

（文明３） １４７１⑧
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１５

１５
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吉川広家書状
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吉川家文書
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吉川家文書 １ ３８１ ３４６
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４８１９
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１６０４

１４９０

：

（勤

１８

１９
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吉川房経書状
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吉 川経基
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２０
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吉 川広 家書状
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吉川元素
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４８２６
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１８今Ｒ］肋方術門卓二状 　　 †１

山県尾長撞‡
苫 Ｊ目貫‾好古

山 ！邑賞す書

吉川家す書 １
広島県立文書 館締 宰２

７５７

２６

７２７

４８３３

４８３４

１７
（慶長１７）
（慶長６）

１６１２
１６１２

１６０１

１０
（恥

仰

２８

２８
７

甫Ｊｌｒ′て安善ば
吉川広家書状

吉Ｊｒｌ広妄日量書斗犬

二兵介（二言長貰 ）
松体液

謂虻 （謂≡巳長好）・一丘（一貫馬

二言帽美什書

藩中１１松浦 二介
吉川家文書馴隻 ４３３ ８６

３１８

４ 一 工．＿ ＿　　 日 安　 ■■１ ４２ ３１

４８３６ ・ｒ２
（天 ＴＦ２）

１５７４

１５７４

田）

侃

１４吉

１４卓

＝Ｔｒ裏書：状

．利輝元古津

御崎
楢崎 ＝河 守・楢崎借 景

馴紺野柑社文書 大社町史 １８９５ ２

４０９４８３７

４８３８

（天 子Ｆ２）
ｒ天 芥２）

１５７４
１５７４

㈹

仰

１６吉

１９大

粧元暮書状

紆寺 円満 書状

　 ７
山Ｆ日出璧 守
椰守斉主斤将 賢

閣５３ 楢崎与＿卓衡

閣３１ 山ＦＲ苔＿定番
厳島野据甘さ

閤２
閤１

広島県申

１４

３６

３４０

７４２

４８３９ｒ農馬６） １６０１㈲ ２９甫 川広貫書 斗犬

利元就 ・吉川元春 ・小早川 隆景連署書 状

熊マ塵 藩申９　熊谷又兵衛 ム．＿　＿　Ⅱ １６２８ １１３５

４８４０（水禄６）

（、禄

１５６３⑳ ３毛

＝ヒ＝

矢島治部少輔 常栄寺文書、防長寺 社証文く香 山常栄寺〉、防長風土注進

案 第２５卜宇野令ク６

閤４、防長風土注進案

１３ｐ１３９ 島根虞史８ｐ３４８
４８４１

４８４２

水 菜６）
（元和６）

１５６３
１６２０

飽

冊

５【
７吉

川７Ｔ善書：状

侶如業 （広安）目蓋書状

粟屋弄俊
永脛

；家中３ 粟犀氏御書
西禅永 額面寺旧箭‾釘善

広島県 史Ⅴ

吉日家文書 別室
２ １３１

４８４３（７Ｔ和６） １６２Ｄ⑫ １５苔 ‖広安善：状 久方衝門・勘介 藩中３　二宮 神芹衡門 ２２９ １９２

４８４４
４８４５

（Ｔ仁和６）

（元和６）

１６２０

１６２０

（玲 １
⑫ １

７寓

９ゴ＝

粧広家書揉
川広洋書：状

洒大方

一 人

藩中２　油 八駄右復円

４８４６（永禄６） １５６３⑳　 ２４†Ｊ
＿ムｌ

、早川隆景書状

＿長 Ｊｌ（二宮長芋）

策雲

二言憎一方什書
長府毛利家文書 一四（元 就公其他ヨリ興禅寺へ当ル御幸類

≡ ■

斉川豪文書 別隻

下関市史Ⅳ、広 島県史Ⅴ

４６５

１９

３３８

６３

４８４７
宗 ２

０吉川広家書状

利示乾書状

横 孫右 藩中５　横道十郎兵衛

４８４８ 極 １毛 吉 川元春 関連５の１〈二宮兵左衝門〉１、防長風土注進案 １〈第３西 方
村〉１３８

関連漏、防長風 土注進案１

閣遺漏
４８４９

４８５０一天 了下１９） １５９１

様

橋

４卓

５言

．末日元 就書状

Ｊ＝広家書推 ｌ

　Ｄ
閻闇ほの１ ＬＵ庭草 十 ２ ２８８

４８５１ 権 ５甫 ／▲
＝広 家書状

源１刀馬 ・ノ不Ｔｒ兼
「「「「「「・「「「「「「

大阪城天守閣所願文書．遂中４く河 卜喜代 太）
大阪城天守閻再読‾釘書

４８５２
４８５３

橋
橋

引吉

５吉

粧広家書状
ｌｒ広貫書 三伏 ；ホこ

藩中３　二宮六方衝門

４８５４（

４８５５

天正２０） １５９２極

楕

６羽

７＝ヒ

ム

柴秀吉朱 印状

川広；麦加美ヨ■：状

小早川侍従・吉川広家 ・柳川侍従 ・高橋主
旛正・筑紫左馬頭

藩中８ 軍都冨六方衝門

小早川家文書、閥１０〈堅田妄 房〉１６７ 小早川家文 書１ ３２２ ２９０

４８５６ 霜 ７士 ム　 ．＿
川広萎書１犬

木原了ｒ斬

＼

聞ｉ書３の １ 曹眉．孫右衝 門 閣ｉ■漏 ７ １４０

４８５７

４８５８

轟 １

確

０吉

斉

ム
粧広家書推

＝汀ｒ

松四郎弄・謂九右
大鹿方衡門酎

藩 中６ 相王墓繍
藩中２ ５柵八郎右徳子門

４８５９ １
扁 １

３

３■芹

Ｌ蒙古†犬
川広著書耳犬　　　　　　　 ン

岡本松右衡門
鞭太郎方

買中６＿復ｌ書 ｒ訂：泰

藩中２ 帥 八郎右 衡門４８６０ 持 １３吉川 ム；家自室書 尤 謂力右（謂工暴好） 和式芹‾太郎什 竜∵藩中６（神　 霊繊　 細書 ■【４８６１

４８６２

掃 １

確 １

４青

斉

粧広家書状

ｍ広安善揉
平川孫兵衛 エ．

闇ｉ■４の２
　　　 ェ　　　 く神式〉

平日孫丘箇

斉川；家‾Ｆ＿別集
闇ｉ■漏

６９２
２０

５０５

２７２

４８６３

４８ （天７下

議 １４
６苔

／▲
目元妻書、状

不弁
熊谷信盾

藩申８ 竿都冨六方 撞〒門
閤４２ 乾谷与右彷門 閣２ ５ １２６

５２７
５３３

６４

４８６５（

１１１）
天 了下 ）

１５８３掩 １
柘

７享有
苗

川７「真書推　　　　　　　　　　　　　　　　 ｒ児耳四那丘衡酎 閤１９　塀羊四郎兵衛 閣１ ６５

４８６６

４８６７

ｌ＿１２ １５８４ １
轟 １

柘

８
９幕
斉

川フド蓉書状 園右‘・塀′卜操 手貫安す書 大社 ８汀申 ２１０４
ｒ広貰書：ほ

Ｊ＝広

山根次 郎有徳門 衡書　 山根

９
＝ヒ

／▲；家書才犬　　　　　　　　　　　　　　　 ｙ浬′少宣 藩中２　柵八郎右衡門

４８６８

４８６９
４８７０

事

柘 １
穣 ２

蚕

９ｒｌ

２吉
†芹

Ｊ‖Ｔｒ 善書状
ｍ広家書 状

仲 ‾圭■■尤

益Ｆ口元 祥
葺孫＿旨

縞Ｒ］貫て書
藩中１３ 喜 仔Ｉ

巻３７

′卜方術門

４８７１ 　 ２

橋

３

吉

７「 ＿ゴ

Ｊｌ 貰 ？

香川暮継 閤１２３　野村 作長衝 閤３ ２５ ６２１

４８７２（天芥７） １５７９ 　 ２
柘 ２

４
５斉

ｌ広 ＿書：状
Ｊｌｒ弄意書］犬

千不
椰守胃占術

藩 中８ 宇都宮大方徳子門

厳島野こ貯す書 Ｊて亀庭中Ⅱ ８３７ ４８２４８７３
４８７４

持 ２

稀

５吉川広家書状

ｒｌ‾▲■■ 、 ー
藩 申２　柵八郎右衝門

４８７５（

４８７６

天正１５） １５８７

＿ ２

極 ２

確

７手

８毛

胃

刺青隷 ＿†犬 欄間閂訂請 厳島 野ゴ存す書 広島眉雇Ⅷ ３５２ ２２３

６３
利輝元書状

Ｉｌ 安善 ｔ

多窯元思　　　　　　　　 Ｄ

′亡ナ　 ノ△、－■■●

多貨文書、関１４４（洞玄寺〉１７、注進案１８〈第１２神田下村 〉

３３６
早稲田下巻 ７７９

４８７７
＿ ２

福川海８
吉

ｌ広 ：状
ｒ広家書 尤

吉宗右・「せ右・二重 介・松 －＿介 ・中津 ？ 藩中１ 今田甚兵衛

４８７８
虫

昔
２吉

訂家１封

川広家書状　　　　　 テ

手 都富嚢俵

也太左

藩申８ 軍都苫六方】暫門

藩中２ 池八郎右衛門

「こ烏眞寧Ⅴ ３ １０８

４８７９ 丑
ｆヨ

虫 １
２吉川 広家書状 池太左 藩中２　池八郎右衝門

４８８０

４８８

虫

土ヒ巳
打

１

藍川薩

９吉

ゴ＝

川広 家書状　　　　　　 テ　■亡、 也太郎左衛 門尉　　　　　　　　　　　 渾中２　池八郎右衛門

１ 川広妄 ＿雅　　　　　　　　　　　　　　 一軒太 郎弄衛 門ｔ討　　　　　　　　　　　　　 藩 中２　柵八郎右衝門

－１６０－



４８８２ １＝ヒ ム家書状 藩申８　内糎仲弄衛 門

４８８３ ２甫・Ｉ ム安善ヰ犬 藩申８　宇＝試買六方衛 門

４８８４ ４苫Ｉ ム家書状 中村彦 藩中７　中村締平

４８８５ ５大 愚（大野治暑良）消息　　　　　　　　　 き＿つ 附くら人（吉日広安） 吉川家文書 吉川家文書２ ８４８ １０

４８８６ ５害Ｊ 業（広三麦）自筆 書：状　　　　　　　　　　 ７永常 西禅永興両手 旧蔵一丈書 吉川家文書別集 ２５３ ２０６

４８８７ ５吉Ｊ ム妻沼封犬 ：貯柁権右徳門 藩中１３　坂根七郎方術門

４８８８ ５弓考Ｊ ん安善：状 香ク弁 藩中８　牢都富六 方衛門

４８８９ ６吉Ｊ ムて麦書ゴ犬　　　　　　　　　　　　　　　 手与さ四郎方循門・謂．九右衡門 藩申６　和式某 哉

４８９０ ８斉川元裏 白筆書状 丙禅寺 西禅永興 両手 旧箭文書 吉川安す書 ！訓隻 １５４ １３２

４８９１ ８斉川ｒＥ董卓：状　　　　　　　　　　　　　　　 殻公隠峰 藩 申１１ 松浦 ＝介

４８９２ ９福原広俊 白笠書状 春又（香川貫貴） 寓 ＝案文 喜 一 吉 日家文 書２ ９７８ １４喜

４８９３ ９害Ｊ 岳 自笠書状 何者斎 丙禅永輿 両手旧箭甘書 甫 目安一丈古訓集 １０２ ８７

４８９４ ９苫Ｊ 青書状 山ｌ星婁右 藩 中１０　山 風家長彷 広 島県更Ⅴ ３ １１１

４８９５ ９言Ｊ ム安善］犬 Ｌｈ五重 藩 中１０　山 県‾斤フ進

４８９６ ９甫Ｊ Ｊ⊥；家書：状 広瀬石眉．守 藩 中１４ Ｊて５精二兵 衛

４８９７ １０‘斉Ｊ ム家書二状 王事イ蒜 藩申８　宇都宮大方術門

４８９８ １１苫 ／、安善状　　　　　　　　　　　　　　　　 手与さ三介 藩中１１ 松浦 二介

４８９９ １１＝ヒ ム；家書：状 讐屋・安貞沓 藩中５　ノ竹下楕天美

４９００ １２ Ｌ家書：状　　　　　　　　　　　　　　　　 栗斤介 家中４　武闘新井徳門

４９０１ １２ Ｌ妄書状 「１右・「１方 藩中６　神式裏綴

４９０２ １２ ／▲安善：状　　　　　　　　　　　　　　　　 手於妄 ・花ナ．右 藩中６　和式墓 磋

４９０３ １２ １▲青書吠 十休守 ・隼 人・四郎兵複・苓弁 藩中８　芋Ⅶ居 六方衡 門

４９０４ １３斉 １元善 書状　　　　　　　　　　　　　　　　 ■武永弓矢二 郎 藩中５　武友吉介

４９０５ １３吉 日広家 書状 杢 ク弁 藩中８　宇都宮六方衝 門

４９０６ １３某月．（毛利）放棄（至誅摘）自室書状 永塵寺 西禅永興両手 旧蔵文書 吉＝安す書別集 ２９５ ２３３

４９０７ １４斉 川如巻（ｒＥて麦）目蓋書†犬 丙禅永髄両手 １Ｒ嘉文書 吉川家文書別業 ２６５ ２１３

４９０８ １４温木 島昭光書状 妄 国手侍著 不動際‾釘喜 仁尾ｌ旦史Ⅳ １０ １０

４９０９ １４ ＿　　　▲
松 三介 藩中１１松浦 二介

４９１０ １４ 広蒙古状 少 弄 藩中２　柵 八郎右 衝門

４９１１ １６ 業（広妄）自筆 書ヰ犬 番 号（甫５好） 丙禅永塵両手 １Ｒ蔵す書 吉川貫す巻 別集 ２３１ １９３

４９１２ １６斉 広要吉 状 彦宕 家中３　頚層 圧倒 書

４９１３申ノ １６甫 長 ・売春適量書状 苫 ［Ｒ源四凱 貢替墨壷き１５　霜害接 牒ｉ言２

４９１４ １７罵 ．鼻 白芸者揉 何者斎 丙禅 永製両 手ＩＲ嘉す書 吉川家文書 別集 １７７ １５１

４９１５ １７苫 家書状 藩 申６　謂式 裏紹翳

４９１６ １７ 広家書状 十右 道 中９　熊谷 助弄衛門

４９１７ １８甫 ．岳 自重一さ状 周伯東薙 丙禎 永脛両手ＩＲ箭‾文書 甫 １１１安 す蕃別隻 １８５ １５７

４９１８ １８苔 家 白望雀状 そ九右（謂式暑 好） 神式 芹太郎什書▲藩 中６く和式憲緩〉 吉 日ｌ安 ‾文書馴隻 ５９０ ４２５

４９１９ １８＝ヒ Ｊて貰 白筆書は そく（花王Ｃ馬好） 和式露太部 什書 一斉川署‾軒書馴隻 ６２２ ４５０

４９２０ １９圭 元 自筆書状 トイ（広家） 吉日家‾文書 吉 日家文書２ １１９５ ３５７

４９２１ １９甫 】て家 肖茎書：状 謂九（神式馬好） 和式芹太眺什毒∵藩 中６〈和式羞織〉 甫 川家一灯書別隻 ６９７ ５０８

４９２２ １９ 広署群書 藩中１ 今ＦＲ甚兵衛

４９２３ １９∃＝ 軍書ヨ犬 あて甘Ｔてなし 藩中１１松浦 ＝介

４９２４ １９吉 川広家書状 洒太弄 藩申２　油 八酪右衝門

４９２５ １９苫 Ｊ広芳書 ：状 盲蕃中２　洒 八賂寓衡 門

４９２６ １９‾吾帖広家書状 香 ク廿・ 藩中８　芋嘲 層六方衡 門

４９２７ １９ヨ＝ ▲て家書 ：状 杢 弁 藩申８　宇都宮大弄衛 門

４９２８ １９甫 家 書：伏 野村 藤井衝門 藩中９　野村奥右衝 門

４９２９
４９３０

４９３１

２１

２１
２１

素

苔

吉

：伏
家書状

随読手

董右・与一 丘

西禅永興両

藩中 １６ 惑欄

寺 ＩＲ蔵‾釘喜

花椿重複
斉川豪す古 訓集 ３１ ２３

▲安書状 ｉ首徳 藩 申４　暑新平

４９３２

４９３３

２２
２２

言Ｉｌ

甫Ｊｌ

岳 自室書状

；家書：状

唐ｌ伯首謀
和尚

西禅永興両 手ＩＲ硫す書

安 中８ 洞泉寺
吉川家文書 別条 ４９ ３９

４９３４ ２２胃 一書書状 山喜右 藩 申１０　山 痕彦兵衛 ｒＥ烏【昆更Ⅴ ２

４９３５ ２２苔 ．著書］犬 孫卓抜 藩申１３　喜田′卜方衝門

４９３６

４９３７

２２

２２

苔

青

ｒて家書：状

広家書状

洒太弄
相馬・木Ｔ

濯中２ 柵八郎右循門

き空中８ ‘宇都宮大弄徳門

童 、 ｋ 永 １
４９３８

４９３９

４９４０

２３

２３
２３

胃Ｊ

害 １【

胃Ｊｌ

如 ／▲

‾青書 ：状

丁
璽屡貯う隼・森陥一 郎右 衡門Ｅ寸 藩中１５　歪陥！野牛

７丁‾
ｌ】て家書：状

　　　 ｈｈ
四 郎兵衛 ・わく弁

連中８　宇都宮大方術門

■■、 そ 工　汁 ｌ ８ ４
４９４１

４９４２

２４
２４

／⊥
「Ｅ家書状

　　 プ．
子九右

藩中６　謂式茎篇磋

４９４３

４９４４

２６
２６

甫

■芹

兼（広て麦）自筆書状

広て家書状

丙普 （甫∋露） 丙禅北署両手 ＩＲ箭‾釘書

藩申１３ 佐波陣五郎
斉川家す古訓集 ２７４ ２１８

４９４５ ２６ ｒＥ家書：状 森 作右 藩中１６　森腰細勤Ｔ

４９４６
４９４７

２６

２７

吉
手

安善状

青書斗犬

竿 ：杢

平併紺青

話中８ 宇都宮 大方術門

闇５６ 摺♯半方徳門 閤２ ３ ３８９

４９４８ ２７言 ｒて家書ゴ犬 洒太弄 藩 中２　５亜八郎右衝門

４９４９

４９５０

２７
２７

甫

胃

広家書：ば

「こ家書：状

洒太 藩 中２ 州りし眺右衡門

藩 中８ 宇都宮大方術門

４９５１ ２７言 広家書状 ｉ首久 藩 中９　熊谷芸礪

４９５２
４９５３

２８

２９

ニヒ

■芹

広家書状

「ご家書：状 九右衡門
藩中６ 謂式裏諸賢

藩中６ 才日式某撼

４９５４ ２９甫 １「Ｅ家書服 卒 藩中８　宇都宮大弄衛門

４９５５

４９５６ １

罵

甫

青首書 ：状

広正喜 ：ほ

吉 日経書

松
家中９ 野本格ヨリ差∫睾

藩中１１松浦 ＝＿介

４９５７
即

刻
苫 元春 ・元長連署書 状 山県越後 守 藩中１０　山県杢 広島県史Ⅴ １ １１２

４９５８
即
刻

吉川 広家書耳犬 洞泉寺 家中８　洞泉寺

４９５９
即

別
吉 川広家書状 藩中５　竹下権大夫

４９６０
即
別 吉川広家 ？書状 むく 藩 中８ 宇都宮 六左衛門

４９６１
即

則
吉川広家書状 杢之允 藩 中８　宇都宮六左衛門

４９６２
即

刻
吉川広家書状 杢之允 藩 中８　宇都宮六左衛門

４９６３
即

．黎Ｊ

ｌｌ広家 自筆書状 そ九 （祖式長好） 祖 式荘木部什舌、藩 中６〈祖式嘉織〉 吉川家 文書別集 ６１６ ４４６

４９６４ 晦 広家書状 ‘字李 藩中８　宇都宮六方衛門

４９６５
４９６６

４９６７
４９６８

４９６９

４９７０
４９７１

４９７２
４９７３

４９７４
４９７５

播磨匠ｌ裾♯ 仔村名 注一丈 斉川；左す書 苔 Ｊ‖三家文書１

甫 Ｊ【ｌ貰‾文書２

３０６

１１２８

２５８
２８４最良円 （永事業祐緒宴）申揉案 善＝安文書

吉 川緯 貞潔 状 法寿御前 斉川；家す書 斉 川ｌＯ６０．１暮す１３５７

鳩首弄 京：霹譲耳犬軍

吉 川ｌ都路蕃名花押

ちやうきつ孔（恩松丸） 斉ｌ【ｌ案文書
宮博美什書

斉川安す書２

‾斉川家文書劉生

１１１６

３２３

２７１

２５２
６８６慶本（経基）和歌懐紙 吉日家文書 吉川貫‾文書２ １４２２ ６８５

持碁和歌懐紙 苫Ｊ貫て書 吉川家文書２

吉川豪文書２

　一宮書 馴集

１４２

１４２１
４

０
６８５

４ ４５

経基和歌懐紙 吉川家一軒喜

ｒ永正 １３） １５１６ 園久利郷市原村半分 円錐坪 付帳 有眉．吉 日安文書 吉川家 １０８

ｒ■芙甘 １２） １５４３

≡＝≡藍－
弄甜知行注文案

遠丹州 藩中８ 宇部冨 ハ方衝門

暴利家文書

Ｊて鼻 ｌ最中Ⅴ
圭弄目貫す巻 １

　‾釘書

２５

２５

１
１■２２２

２ ２２６４９７６ｒ天‾訂１２） １５４３ 弄静屯】行ｉ主文宴 ｌ▼ 毛利安 １
ｌ妄 ‾軒喜

５０７　 ４５０
４９７

４９７

７（天甘１７）

８（天文２２）

＿１５４

１５５

８

３ ■

ｌ【斉憲合ｊ艶拝す

リ元就書状

本宅甲斐守

吉川元春

斉 川貰 す書

大阪城 天守閣所蔵文書、関連５の １〈毛利隠 岐家臣松岡艮
哉〉

吉 川 １

間遠漏

卓兼目安 ‾釘喜
５９

１ ２７５

５ ２９２
４９７９（天文２３） １５５４ 元就 白董書状 圭剰ｌ；家て書 　　 ２

圭弄目貫 す書
６６７　 ４０７

４９８

４９８

０（天す２３）

１ｒ天す２３）

１５５
１５５

４
４

手
毛

剰隆青 白箋官 書
剰１賂弄 自室 首書

卓末日安す書
卓剰ｌ案‘甘薯

　 ２
貴需目安 甘書２
手利家 ‾釘書

６６
７０

８ ４１０
４ ４４７－４９８２（天甘２３） １５５４ 毛利隆元 自筆 書’状　‾　 ■■ 、 弄太

奇

寅兼
卓禾

打安‾好古
ｌｌ安一軒喜

　　 ２
差別安マ巷２ ６６６

４９８３（二夫‾更２３） １５５４ 毛利 陰元 自筆 ＿状

冒
篭＿療

１ｒ‾暮

吉川家一文書 ■斉川茅‾釘圭１・ ４５３　 ４０７
４９８
４９８

４９８

４９８
４９８

４（弓／

５（引

⊥治１）

遵 ２）

１５５
１５５

５
６

ｊ冨
壬

岸 隆兼ヶ條

剰元就書 状
‾　 ■【、

（胃
吉 ”

妾禾

ｌＴ ）
ｌ元老

ｌｌ隆‾

徳

胃ｌ

山王利家す書

ｌｌて家す書

山口県嬰 ⅠⅠ
苔＝ｌ菱‾貯蓄１ １９

８
０ １５０

６（弓Ｊ⊥治３１ １５５７ Ｔｒ許 冒彗＿：伏

‾　 ■■

酢 人Ｔ 重刑安文書 毛利家文書２ ４０８　 １０３
７（引

８（撃

⊥治３）

１治３１

１５５

１５５

７

７
７丁許 白董＿耳犬

某誌書状
■■■‾　 ■■ 、

隆‾

閣８４ １員耳禰十郎

毛利家文董

閤２

玉乗り妄す書２

１

４２

４ ８６１

９ １４１
４９８

４９９

４９９

９（永禄１） １５５８ 了「許白笠 ＿：状
‾＝ヒ ‾　　　　 尤茎

７丁
源十那 長寿目安‾釘書　 ■ 毛利家文書２ ５４６　 ２３３

０（永禄１）

１（永禄１）

１５５

墓５５

８

８
降元首目元薫′卜旦 川隆景 連署１

降元 自豊吉状

Ｊ、
方太

‾薫

壬刹【貰‾甘薯

き利彦 一郎正円安有ク許す

圭郡安す書２

・′▲遊＝＝・▲

７０１ ４４２　５７７

４９９２ｒ永禄１） １５５８ ｌ一打許書：状 了「 暴利家‾釘喜 壬利署‾甘薯２ ４７６　 １７８
４９９

４９９

３ｒ火禄５）

４（永禄５）

１５６

１５６

２
２

ｌ７丁許 目蓋書亨犬

】弄許 自重書状
隆Ｔｒ

隆元
山奈

妾
孟

手＝貫 で舌

剰１安‾釘喜

壬剰ｌ貫す書２

卓≡紺貰‾釘圭２

４７

４７

７ １８０

９ １８１
４９９５（水棲５） １５６２ ｒＴ亡許 自筆書状 屁購

▲太

暴利要す書 壬利家す書２ ６９１　 ４３１
４９９

４９９
６一光禄５）

７（永禄５）

１５６
１５６

２
２

暴利降７丁目筆書：状

吉日元素 自筆書寸犬

方
隆

元

ｌ ‾

毛利；豪す書
毛利貰‾軒書

毛利；麦す 書２

暴利貫‾釘書２
７８
４７

０ ５４０

８
４９９

４９９
８（永禄５）

９

１５６２ 手利Ｔｒ許 自筆春雪犬

某書状

手．利降７Ｔ
福原藤礁

藩中１１く福原蘭右衛門）２

ー１６ｌ－



５０００（永 禄６） １５６３ 手＝利 元′．日量書１犬 降元 手 ▼　二 毛利安す書２ ４８４ １８６
５００１
５００２

（水損６）

（永禄６）

１５６３
１５６３

手別 路

毛利 降

自筆書二状
書状

特売忠
兼吉元首

安 ‾釘書

８ 叢書勘芹衛門
手刷ｌ著す書２
闇４ 新裁軍記

７３９
３

５００３ 手対ｌ隆 ≡　－・＝ 三菱マ 書 ｌ看て書： ５４７ ２３４
５００４

５００５

手利 隆Ｔｒ白笠 事墓室

毛利 降元 自筆 書状 弄太 卓

；家す 書

安‾釘書
萎す書２

署す書２
５３８

５４２

２１８

２２４
５００６

５００７

手利 降７Ｔ嘗書

手利家連歌連 売付音

貫す書

不明 己冨関係寓‾茫
ｌ家す書２ ６４８ ３７０

５００８ 手末日降元 自室甘 薯 手 　　　　 書写
署す書

神社文書
安す書２

３５

６４７

１９８

３６８
５００９ 圭利隆 自筆嘗書 壬 ；豪す書 ｌ安‾釘喜２ ６５１ ３７４５０１０ 圭削除 自室嘗書 手 妄甘書 ｌ貰す書２ ６５２ ３７６
５０１１ 壬剰【隆 自筆嘗書 貴・嘉 壬 安Ｙ書 妄す巻２ ６５６ ３８１５０１２
５０１３

卓利隆Ｔｒ自筆首書

壬利降元眉筆首書

暴利貰‾軒書

毛利家‾文書
１妄す書２
ｌ三菱す一：２

６５７
６６１

３８３
３８９５０１４ 暴利陪 ≡ ・－　＿ 卓 ｌ芽‾文書 署一丈書２ ６９９ ４４０

５０１５ 毛利隆 自筆書：状 弄太 壬 ；宥‾甘薯 【要す書２ ６９８ ４４０５０１６ 毛利髄 白筆書才犬 弄太 手 育て書　 ＋ 貰‾好古２ ７００ ４４１
５０１７ 圭末日路 日量善書犬 赤井 壬 看て壬 安‾Ｆ■と２ ７０２ ４４３
５０１８

５０１９

壬利隆Ｔｒ白筆書：状
毛利陪元 自室書状 斉太

安す書
育て書

１１安す書２

１１安す書
７１１ ４５４

５０２０ 吉川元．妻′卜旦Ｊｌ隆景書状 隆弄 卓 妄マ書 　 ２
；豪す書３

７１３

８１４

４５９
２５５０２１

５０２２
′卜与川隆景 日登書耳犬

′卜早川隆景自筆書状

隆

；▼・・
卓

壬

妄す書

育て書
ｌ妄 文書３

貰 す書３
８１０
８１１

２３
２３５０２３ 毛弄‖Ｔｒ ≡・＝ ］犬 手 降元 手 ｒ署一軒婁 菱 す書２ ５４３

５０２４

５０２５

毛利

貴 酬

白董卓：状

自筆書三伏

隆

隆
手
壬

▲▼－
育て書

賞 す書２

；麦す書２
４０６

４１８

９７

１２２
５０２６ 壬利 白筆書状 （毛利降元） 手 藁‾史書 妄す 書
５０２７
５０２８

壬利
手利

≡ －
日筆書：状

隆
降

卓

手

貫‾釘婁

；麦‾好古

　 ２
ｌ；家‾軒書 ２
ｌ妄マ■■２

４２２

４２３
４２８

１３３

１３４
１４０５０２９ 壬着日 乱筆古津 隆 卓 貰‾釘喜 貫‾釘書２ ４３１ １４４

５０３０

５０３１

暴利

毛利

白望書：状

日登書耳犬

（圭利隆弄）

隆弄
壬
手

安す蕃
芽す書

什安す書２

ｒｌ芽‾釘書２
４３９

４５１

１５２

１６２５０３２ 壬利 自筆書：状 隆 圭 す巻 家す一：２ ４５３ １６３５０３３

５０３４

暴利
王手打

白筆書派

≡ ニー
隆
降

壬

手
て書
て書

ｌ署‾文書２
ｌ家す書２

４８６

５１３
１８８
２０５５０３５ 手利 白雲書：状 隆 卓 貫 ‾釘古 ． 芽‾釘書２ ５３９ ２１９５０３６

５０３７
壬末日

圭利

乱筆書は
書］犬写

降

隆
手

暴

ｌ弄 す書

ｌ安 す室
【貰‾釘書２
ｌ妄す書２

５４４

４５０

２２７

１６１５０３８（永禄 １０） １５６７ 壬剰 書：伏 平作源十（許ク） 閣８　福原対馬 閣１ １２ １４０５０３９

５０４０

（水棲１０）
（永禄１０）

１５６７

１５６７

毛利

暴利

書：状

白筆書：状
平体許ク
平滑

福原安 文書

壬剰ｌ安‾好古
福原安‾落書： 卜

毛利家‾訂書２
６－４
５４８

２３
２３４

５０４１ 卓刹ｌ幸徳 糧Ｔｒ 書 状 内藤才松丸（弄泰） 内牒賞す書 大学‾好学都紀 専４９ ８４５０４２
５０４３

（水禄１１） １５６８ 益闘謹業 ・７「祥芸州吉田出頭 礼儀次第
出要図牛 見学言合 厳首注文

再拝Ｉ安‾釘書

壬剰ｒ貫‾好古
中十掛の蓄嗣

壬利家す書１
４０

３７４ ３８６５０４４ 手安吾ｉ書手永首証 文 竹下安す書 大計町中 １６６０ ３０８
５０４５
５０４６

了「も２） １５７１ 暴利隆

圭別売

Ｔ「
選

美 人大 内氏消息

白筆書二状

弄薫

斉川元素
手禾

’告Ｊｌ

ｌｌ貰‾釘書
ｌ看で書

卓弄目貫す書４
斉川安す書２

１３２６
１１６６

２４４
３２８

５０４７ 妾剰 自室寺田犬 胃Ｊｌ元素 青Ｊ＝；家す書 甫Ｊ署す書２ １１６７
１１６８

３２９
３２９

５０４８ 妾剰ｒ 日登重光 吉川青書 与考 ｒ要す書 吉川家文書２
５０４９ 卓利 ≡ ・＝ 苗 青書 士 ｌ貰‾甘苦 斉 す書２ １１６９ ３３０５０５０ 卓兼‖ ≡ ・・ 甫 弄妻 斉 １安‾釘善 ‾釘喜２－ １１７０ ３３０

３３１
５０５１ 主副ｌ 白筆書才犬 ′卜旦日陰景・斉 川弄意 ｌ署一丈書 苫 す書２ １１７１５０５２ 圭兼‖ 冒誓書：状 ′卜旦日陰景・吉 川元書 苔 ｌ買‾釘巷 甫 １；麦一軒書２ １１７２ ３３２
５０５３ 手末日 乱筆書状 青Ｊ斉憲 甫 Ｉ目貫す書 胃 ｌ貰‾釘喜２ １１７３ ３３２５０５４ 卓利 白筆書斗犬 甫 元老 甫Ｊ＝宥す書 苗 ‾釘書２ １１７４ ３３３
５０５５ 室利 白董卓斗犬 胃Ｊ青煮 苫 ‾釘善 吉 ｌ貰す書２ １１７５ ３３３５０５６ 毛利‾ 臼璽書１犬 吉Ｊ青書 苔 す書 苔 ｌ貫‾好古２ １１７６ ３３４
５０５７ 暴利 自筆書：状 苔Ｊ元素 甫 一貫‾文書 甫Ｊ賞す書２ １１７７ ３３４
５０５８ 手牙＝‾ 自筆書：状 害Ｊ弄薫 告 ｌ芽‾貯蓄 吉Ｊ１要す蕃２ １１７８ ３３５
５０５９ 壬剰【‾ 日量古寺犬 吉Ｊ＝青 書 喜 １；家‾釘喜 言 １麦甘善２ １１７９ ３３５
５０６０ 暴利‾ 日豊書状 吉Ｊ＝青 書 甫 ｌ安す書 甫 宴 ‾釘喜２ １１８０ ３３６
５０６１ 暴利 許書揉 神 孝平ｌモ収蔵す書 広 申Ⅴ １ ４４５
５０６２ 圭利‾計書状 吉 川元素 苫 ｌ妄収箭‾釘婁 ＪＴ 申Ⅴ ２ ６
５０６３ 毛利‾許 竿：状 （斉川元智 （青首）） す書 一家 す書１ ６３７ ５７４
５０６４ 皐利 甜 白筆書：状 害 Ｊ青書 甫 て書 甫 ｒ芽 ‾文書２ １３６８ ６４６
５０６５ 重 刑垂静 ロ欺≡願書肝 甫 ｌ芽す巻 告 安 ‾貯蓄２ １３７０ ６４７
５０６６ 圭利 甜 白筆書：状 中の丸（弄静】排軍） 吉川家文書 苗 ｌ安 す書２ １３７１ ６４７
５０６７ 卓 利‾獄 日量書：状 苔Ｊ＝妄‾釘喜 甫 茅 す書２ １３７２ ６４９
５０６８ 壬芽＝‾甜 白笠寺］犬 中（中の丸∴前掛隊署） 吉日一家す書 甫 ｌ要 す書２ １３７３ ６４９
５０６９ 卓 剰ｌ‾許 日量暮’は 胃 Ｊ＝弄薫 二冨帽一束什書 苔 丁目安 す書阿１隻 ３２８ ２５４
５０７０ 辛 剰ｌ‾許書状 一斉Ｊｌ青書 圭芽ｌ貫１口前渚安富善 山 口県申Ⅱ ３０
５０７１ 皐 末日‾静書、状 苗 １青書 ・′卜旦 Ｊ＝隆景 妄申９　栃木格ヨり差出
５０７２ 暴 利苛 静書：状 斉 青菜 安中９　折本棉ヨり差出
５０７３ 壬 利‾貯古雅 寓 ｌ弄薫 安中９　ｊ野本格ヨり善Ｈｌ’
５０７４ 妾 利‾静書：は 苫 ｌ元意 安中９　折本；格ヨり差出
５０７５ 毛 利‾許書］犬 士 ．煮 芽申９　鰹木箱ヨリ差出
５０７６ 卓利 ‾貯書：状 善 ．意 安中９　貯本格ヨり書出
５０７７ 毛利 ‾許書：伏 吉 川青書 安中９　貯本格ヨり差Ｈ
５０７８ 暴利 ‾謙書状 苔 斉憲　 ． 芽申９　貯木格ヨリ差Ｈ
５０７９ 卓利 ‾鮮 書：状 白山御 恩 斉Ｊ弘容麦す書
５０８０ 毛利元 書状 斉 Ｊ元薫 衡書 １ 雲居＋郡長衝

５０８１ 毛利元就 書状 小早川隆景 ・吉川元春 神 田孝 平氏旧蔵文書 広島県史Ⅴ、関連５ノ１〈黄樗

山隆景寺〉１ １

５０８２ 圭刺青隷書状 斉”青菜 閤１５（僅ｌ百草 人）８１＿山 口県申ⅠＩ「手利家 旧旧箭　 諸家 １３１
５０８３ 壬刺青甜 状 脾不評軟 閣８４　 児罵弓爾十 郎 閤２ ２４
５０８４ 主剤弄甜 状 彦（臨紺青扁カ） 藩 中１３ ：妻：仔Ｔ′卜方衡 門
５０８５ 毛利元甜 状 吉 日元薫 藩 中５　竹下棒大美

５０８６ 毛利元紆 ：状 弄意 譜ｊ浸ふ８　福♯屑ク ４０
５０８７ 卓対ｌ弄詳 ｌ≡蘭 ；描 吉 川家 文書 吉日安富善２ １２７１ ４７３
５０８８ 手利元 日登 書：状 元素 ′＼旦 目安‾Ｆ書 ′、与 川友一好古１ ５３２ ５２３
５０８９ 壬剰ｌ弄 ＝　＝　－ 壬 ｌ安 ‾文書 ｌ署‾好古２ ４８９ １９０
５０９０ 壬刺青許 ≡　‥ 尾崎 手 ｌ署 ‾文書 ；豪す書２ ５４０ ２２２
５０９１ 圭弄‖弄許 自筆 書状 隆景 圭 育 て書 ｌ芽す書２ ５４５ ２２９
５０９２ 卓利弄許 白笠 書状 隆景 手 【麦 甘書 安す書２ ５８０ ２６７
５０９３ 圭利弄甜 冒筆書状 平源 壬 【妄 甘巷 【；宏文書２ ６４０ ３５７
５０９４ 壬刺青許 二状 斉＝弄棄 ＦＲ ≧‾好古 申Ⅴ １９ １５９
５０９５ 毛利元甜 ：状 ′、阜附隆景・斉川元蕃 閤９１ 誅平八 閣３ ４ １２
５０９６ 毛利弄重訂 状 元素 益ＦＲ貰 ‾釘書 大 日本肯す蕃２２ ３０９ ２７６
５０９７ 差別弄！甜 状 元素・隆景 三原超蒙城 壁す巻（楢崎官一 弘氏収蔵） Ｊて烏ｌ昆申Ⅳ １０ ５１１
５０９８ 暴利元至許 ：状 隆景 圭利家 文書 ・ 壬剰１安文書２ ５７９ ２６４
５０９９ 卓刺青 ＝ ：状 ／ヽ旦‖ｒ隆景・斉川元蓑 閻闇値の １ 青梅ＬＵ隆景寺 閤ｉ讐ｉ窟 １ ３０２
５１００ 年頭天 平 州集 成奉∬１帽 弄訂・輝元・隆景 ・青煮 （治都少輔衡判 ） 罵同書洋甘

５１０１ ちい妾 剰元就消息 ミキ〉松告 Ｊ＝弄 【吏 閣５ 暴栗＝宇右衝門 閤１ ６ ５２
５１０２（天霞２） １５７４ 吉川元鼻 白笠古 津 （原伯東濯） 西祷永輿両寺 ＩＲ読す書 斉Ｊ貰す古訓隻 １８７ １５８
５１０３（天了下３） １５７５ 斉川弄馬 Ｒ筆書：状 屠伯東雪露 西禅永輿両手 旧蔵 甘書 吉Ｊ＝芽‾百舌馴集 ９２ ７７
５１０４ｒ天正封 １５７５ 吉川元岳 自室書状 暦伯音譜 西禅永興１両手 旧蔵 ‾文書 寓 買す吉男‖集 ＿１１６ ９９
５１０５（天下Ｆ３） １５７５ 蔓（卓禾ｌ淫売）ｌ妃諮‾Ｆ （Ｌ山名尊 国力） 三原城城壁文書 申Ⅳ １４
５１０６ 牛尾安寿書：状 いつもの嶺１かもし 安中４　煮Ｒ］安 勧善

５１０７ 繁円彙 可書 状 湯原宗次部 安中４　７記ＦＲ貰 壬打書
５１０８（天ＴＦ６） １５７８ 吉 川弄長 日筆書耳犬 闇伯東藷 丙祖元髄両手 １Ｒ扇 す書 貫目安す孝則隻 ８３ ６６
５１０９（天７下６） １５７８ 甫Ｊｒｌ弄善書二状 今円繹高 安中１０　本宗今ＦＲ】モ什書
５１１０（天ｉ下６） １５７８ 山．名答屈一書：ば 牛民家す書 出雲南東露の暦昏とその件 ４０ １１５
５１１１（天一丁７） １５７９ 斉川弄長 自筆書状 西禅永輿両手 旧箭 ‾釘妻 再 貫‾灯書別宴 １８９ １６０
５１１２（天一丁７） １５７９ 喜Ｊ＝弄鼻 白筆書：状 周伯東確 西禅永輿両手 旧盲琶‾釘書 ｌ菱す書別隻 １９１ １６２
５１１３
５１１４

５１１５
５１１６

５１１７
５１１８

５１１９

５１２０

５１２１

（天ＴＦ８）

（天７Ｆ９）

ｒ天了下９）
ｒ天下Ｆ９）

（天正１２）

（天正１３）

１５８０

１５８１
１５８１

１５８１

１５８４

１５８５

某山名音屈ｌ嬰状

圭別売秋吉１犬

青雲狩官書
圭末日輝元書状

吉Ｊ＝元首 日登書：状
吉川青馬・白笠書才犬

吉川元薫以下四 人適量 耳犬茎

毛利輝元書状

毛利輝元書状

義一方許昌

脾甫秦播

以徽

知多瑞巣芸

二宮就辰

児玉元艮

三原褒拍城壁 文書 （象音 ＝原高 等学 校所蔵）

閤４７ 轟‘万力．弄衝門
胃塁謂首巻
吉日家督書

丙襟元製両手 旧蔵一丈書
丙禅永髄両手 旧蔵 す書

貰淵寺‾打者

二宮家文書

児玉文書

広島虔史Ⅳ

閤２

ｒＥ鳥庭中Ⅲ
斉川妄す巻２
告＝貰‾だ書別隻

甫 Ｊ＝妄す古訓集
焦淵寺‾打者の 研写Ｐ

「語録 〈二宮太郎右 衛門辰
」レづヽ．ｔ〈
山口県史 Ⅱ「児玉」３５、広島

県 史Ⅴ「語 録〈児玉 三郎右
徳 門広長）】１

１４
６０

１

１１８４
３５

１８８
２９９

４９７

１１０７

３４３
２７

１５９
き８３

ー１６２－



５１２２一天一丁１３） １５８５ 吉川元鼻白笠さ揉 厨伯官許 丙禎永草両手 ＩＲ盲琶‾好古 胃Ｊ＝家文書訓隻 １６２　 １３９
５１２３一天 ７下１３） １５８５ 斉川元長春揉 香 丁目真綿・森陥一郎有徳門Ｅ寸 藩申１５　森＃羅竪牛

５１２４（天 了Ｔ１３） １５８５ 某 （吉 川弄与 力）奥書 話中５　持主首無介
５１２５（天 子Ｆ１４） １５８６ 斉 川元長領袖 付音 斉川貫す書 胃Ｊｒｌ妄す書１ ６９４ ６２６
５１２６ 斉 川青書書：状 脾宗′トニ女郎 闇１７ １月高二那右衝門 閣１ ２９ ４８１
５１２７ 斉 川弄妻 ・元長連 署蕃頭 山 陰経線守 藩申１０　山温：杢

５１２８ 甫 Ｉｌ一元薫 日登管書 斉川家文書 吉川安文書２ １２３６ ４１２
５１２９ 斉 川元老書状 塀：耳元業 塀耳‾釘書＿閣 １アく脾市子郎右衡門〉２９ 山口県申 Ⅱ ４７５１３
５１３１

０ 吉川元老書 津 青 丁目ｊ孝吉 安中９　館本格ヨリ差出
吉川売春古瀬 轟ｌ臨一郎右 衡門酎 藩申１５　森 ｌ臨！区牛

５１３２ 吉川元羞古津 脾：有意種 藩 中１５　森脇 野牛

５１３３
５１３４

吉川売春書汚
言Ｊ＝元書書推

重野羅次 郎四 郎（義 貞）
森陥 欠耶四 郎（妻 貞）

藩 中１６ 森陥嬢汀

藩 申１６ 森院議汀

５１３５ 斉川元老古紙 轟陥 欠那四 郎　嚢 貞） 藩 中１６　森陥ｉ薪汀

５１３６

５１３７

吉川元憲書経

吉川元暮さ推
森（Ｒ罷）
盛事陥次郎四 郎（煮 貞）

藩
藩

申１６ 森難詰継汀
申 １６ 宴別品雑汀

５１３８ 吉川元老書状 芯≡雅 】戸ｉ凹云ｉ ≡　≡ 藩申 １６　森隋；牌汀
５１３９

５１４０
斉川元裏書推
某（吉 日弄暮）書二状

宇都宮薫佑 藩申８ 宇部苫六 方衡門

藩中１ ♯ Ｈ二方 衝門
５１４１ 手封ｌ淫売 自室書才犬 人々 ＝原茄巨城壁す書 （風音＝原意 苦学符所願） ｒて邑Ⅰ星野Ⅳ
５１４２
５１４３

圭剰糎青書滑

′卜呈上日陰景 日量書：状

隆景
吉 川元蕃

捕

胃Ｊ

崎す書

ｌ【要什書
Ｊて

胃

庭中Ⅳ

貰‾Ｆ書別集

２

６

４９０

５２４
５１４４ ′卜旦 Ｊ日陰青書才犬 ＝＝原痛城犀す書 風音 ＝原意尊学 符」弔箭） ｒｒ 県申Ⅳ ７３８ ５４７
５１４５ 山内６各涌 甘書写 山鉾一首藤要す書 ／．＿

大 日表７年すさ１５
持二島ｌ艮申

１８
２８９

５００
２３２５１４６ 章票 替騰

５１４７ つめ（吉Ｉ＝青書書）書：状 おｒ十とへ 汀円安‾好古∵家中２（打開要所読衡 昔） ／▲．＿　　 Ⅰ １０９ ８５５
５１４８
５１４９

某 桑々
某書経 青 書＝】静河守

？

香川署す書（写す書）
島根且申８

山 ｌ昆中
１３１

５１５０ 某さ推 甫 ｌ中尉絹所盲筐‾打者 ロ　 Ⅲ
山

２４ １３８
５１５１

５１５２

某書状

‡打者土方絹完了行｛Ｉ書了７
＝原成城皆‾釘書（足音＝原高等学拝 所妄琶）
鰐淵 寺す書

ロ痕申 Ⅱ

Ｊて鼻息申Ⅳ

　 クモ

６

４

１４３
４９１

５１５３ 知 多土方領不知行令 書て７ 県淵 寺‾釘さ 脛 寺す書の研甥． ２５２

５１５４
５１５５一天ＴＦ１５） １５８７

Ⅱ蕃崇 日登下 火日枝
貫目斉憲章 ・元長待徳書状

羊幸 手団扇扁層

甫 丁目藁マ書

環淵 寺‾釘書の研顎！

ｒて息旦申Ⅳ

２５１

１
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苔 Ｊ‖Ｊて家書 、状

ソ方

少弄
」ヽ

藩 申２γ冊八郎右衡門

藩中 ２洒 八郎右彷門

５２７３ 苔 ＝ｒて芽書：伏 ソ方

少方

藩申２ 洒 八郎右衡門

藩申２ 油 八郎右衡門
５２７４

５２７５

吉川広安善瀬

吉川広要さ推

／少方

Ｊ
藩申２　沖 八郎石板門

５２７６ ／▲
‘貫目ｌＪＴ軍書：ぼ

／り方 藩中２　洒 八郎寓語 門

５２７７
５２７８

／．
貫目けｒ家書推
吉日広宴さ聡

太郎方術門ｆ討

油太方

連中２ 抽 八賂宕衡 門

藩申２ 泄 八郎右衡 門

５２７９ 　 八
吾川広安善操

〉伸大方 藩申２ ）憫八払方彷 門

５２８０

５２８１

Ｊ▲
一斉‖けて穿書：ほ
苔Ｊ＝Ｉて茅書：状

いけ一大
洒‘太方

遷中２ 珊 八郎右衡 門
藩中２ 柵 八郎右撞子門

５２８２ 甫 ／▲
ｍ′て軍書：状 泄大方 藩申２　洲 八郎有徳 門

５２８３
５２８４

Ｊ▲
苔１日Ｊて署書†た

胃Ｊ‖正家古雅

＿神 方 蓬申３ 二富神方術門

藩中４ 大ま更新丘彷

５２８５ ラ与 ／▲
＝ て芳書推

ェ／呈・－ 藩中５　竹下稚太秦

５２８６ 甫 】Ｊ．
帖広家書揉

宏 庸

薫 】脊

濡

藩

申５ ノ竹下権大貴

中５ 乍「下種★美
５２８７

５２８８

甫 Ｉ‖Ｊて芽書：ほ

苗 ＝けこ妄書：状

中罵右 藩申７　中‡寸緋平

５２８９

５２９０

／▲
‾斉丁目Ｊて軍書：状
甫 ＪｒｌＪて軍書撒

わく ｒ
奉 弁

藩中８ 宇部冨六方衡 門
藩中８ 宇部冨六方衡門

５２９１ ／▲
苔 Ｊ＝ｌて軍書：状

宇杢 藩中８　宇部冨六方衝 門

５２９２ 甫 　∴
‖ｆ「ｒ芽書：状 不 弁

蓬中８ 宇都宮大方衡門

藩中８ 軍弓糀冨六方衡門
５２９３

５２９４

苔

甫

Ｉ＝ｒて芽書：状
Ｉ‖Ｊて罫書

：杏 道中８　軍報！冨六方子缶門

５２９５ 苔 ん ：状
Ｊ‖ＪＴ家書二状

十併・内訳・肝前 人・不弁
わく弁

藩申８ 宇都宮大方術門
；￥中８ 宇都宮大方衝門

５２９６
５２９７

吉 日汀ご宴書三伏
甫 Ｊ＝「Ｅ軍書ゴ

牢番 話 中８　宇部富六方彷門

５２９８
５２９９

　 ム　 犬
吉 日ｌ口二軍書経

宇目‖ＪＴ

わくのせっ
わくフ弁

藩中８ 宇部冨六方彷門

道 中８ 字音駅冨六方彷門

５３００ ／▲安手：状
甫

杏・介 藩 申８　宇毒狐冨六方悠門

５３０１ 甫Ｊ目口：署書：状

Ｊ

平二右 ；響申９　熊谷助方術門

５３０２ ｌＩて軍書：状
青Ｊ＝ｒｒ

二右撞子門 藩 中９　熊谷助方彷門

５３ ／、家書：状 十右衡門 藩中９　熊谷 】折方衡門

０３
５３０４

甫
苗

‖ｌｒて貰書：状
‖Ｊて軍書：状

平十右

十右衝門

藩中９ 熊谷 助方術門

藩申９ 熊谷 肋方術門

５３０５
５３０６

甫
苔

批正家書操
‖ｒｒ家書推

ニ宕

二宕

；馨中９ 熊谷 肋方術門

き書中９ 熊谷 上折方衡門５３０７ ：芹Ｊ＝広家書：状 マ＿巨衡 連中９　熊谷 又丘循

５３０８

５３０９

寓＝Ｊて芽書：状

吉日ｌ広軍書：状

実の 肝帽耶帯

垂平
藩申９ 熊谷ｉ冨帽

濡中９ 墨原太 五重
５３１０ 甫‖ｌＴｒ家書推 等国手借着 】雛５盾‾好古 ｌ河山艮官署令け申料 ２１ ３０
５３１１

５３１２

吉川広妄執董

甫Ｊ‖広妄執宣

甫 上目賞す書

甫丁目賞す書
甫

斉

【芽す書２

一貫す書２
１４３５

１４３６

６９３

６９４
５３１３ 胃Ｊ広；麦日空曹書 胃Ｊ目貫‾Ｆ書 斉 芽す書２ １３２９ ５４３
５３１４
５３１５

胃Ｊ
斉Ｊ

ｒｌｒて芽 白箋甘書
‖て署 白董嘗書

美濃 （貫 目「ｒ洋） 斉川署‾Ｆ書
吉川安文書

甫

甫

貫‾更書２

賞す書２
１３３０
１４３９

１４４０

５４４

７００
７０３

５３１６ 吉Ｊ＝広安 自室管書 斉‖ｌ賞す書 甫 貰甘さ２
５３１７ 斉Ｊ＝広貫 目重曹書 謂≡Ｅ芹太 郎什書 苔 要す書馴集 ６６７ ４８４５３１８ 甫Ｉ＝広安自室嘗書 開式芹太 郎什書＿藩中６（和式玉描 ） 甫 宴す古郡隻 ６９４ ５０６
５３１９ 甫ｍ広夏日重源任こ物一語 Ｒ技 胃Ｊ目貫‾訂書 甫 １妄 す書２ １４４１ ７０９５３２０ 言Ｉｌ広家自室語ｔ劇訳 甫＝署す書 甫 目貫 す書２ １４３０ ６８８
５３２１ 斉ｌ‖ＪＴ茅自室書：伏 丙督 西禅永臨南寺 ＩＲｊ諾す書 １考 豪 文書別隻 ２０６ １７４・５３２２ 胃ＪＪて貰自重書才尤 元旦 西禅永瀬両手 ＩＲ す書 高 上夏 す書馴集 ２１１ １７８
５３２３ 苔Ｊｍて署白筆書：状 伯剰】尚（青琢） 丙禅女鹿蘭書 旧 す書 甫 Ｊ貫す書 別婁 ２１４ １８１
５３２４ 吉日けこ夏日筆書：伏 永尭 丙禎永髄両手 ＩＲ す書 一斉Ｊ＝宥す巻 胃＝隻 ２１７ １８３
５３２５ 斉Ｊｒて夏日重吉：伏 伯；和尚（首藤） 丙禅永兇両手†口許す書 苗 芽‾好古 別集 ２１８ １８４
５３２６ 苗 丁目ｒて署 白雲書経 伯和 尚（官許） 西禅永輿蘭寺旧読文書 享年 ｌ買‾宮古 別隻 ２１９ １８４
５３２７ 言 上Ｊて貫 目璽書：状 永単 丙裡永常両手ＩＲ ‾史■書 ‾甫 ｌ貰‾文書帽酬隻 ２２４ １８８
５３２８ 甫 ＝けて冨 日登書経 伯芝 （甫ｊ評） 丙福永紫蘭寺ＩＲ す書 胃 指貫 文書開削集 ２３０ １９３
５３２９ 甫 Ｊ口二夏 日筆書†尤 丸裸 両横丸顔而幸ＩＲ す書 斉 ｌ宴‾宮古 別隻 ２３９ １９８
５３３０ 苔 ＪＪて夏 日董書：状 謂九右 （和式屠好） 凋 式累二太郎什書＿藩 中６く神式玉識） 甫 ｌ貰▼灯さ 別隻 ５６８ ４０９
５３３１ 青 Ｊけて署 白筆書二状 謂九右 （花王Ｅ屠好） 謂 式’芹▲太郎什書▲藩 中６く和音二王織） 吉 ｌ芽‾宮古 馴隻 ５７３ ４１３
５３３２ 青 Ｊ＝持二宥 百璽書二状 羊五右（和式 長好）・封 １１等右 （松闇長任） 和式芹■太郎什書　 道 申６〈和式某綿〉 甫 ｌ妄す書 馴隻 ７
５３３３ 甫 ＩＭて芽 日登書：伏 「「九右 （謂≡亡恩好） 才Ｆ式罰：太郎什書＿藩 申６（和式吉ｉ離） 青 妄甘書 別ｌ隻 ５６

５７７

４１５

４１６５３３４ 吉 日ＪＴ夏 日璽書：状 子九（和式音好 ）・山カ（山⊆駆薫推 ） 神 式芹太郎什書　 薄 申６（神式蓋継〉 斉 ｌ芽す書 別隻
５３３５ 甫 ｌ‖広夏 日筆書：ば 謂九右 開式昔好） 謂 式芹■太郎什書＿藩 申６（神式墓繕巨） 胃 芽‾訂書 即ｌ隻 ５９９

６９５

４３４

５０７５３３６ 甫 ＪＪて署 白筆書：状 謂カ．（和式馬好） 開 式芹‘大都什書＿藩 申６（７日式玉継） 与考 芽す書 別隻 ７１５ ５２７
５３３７ 胃 Ｊ ．≡　＝　－－　▲ 謂九右（謂≡Ｃ馬好） 凋ま ヨ芋■太郎什さ．藩 中６（謂≡Ｅ圭継） 甫 ｌ冒す書別 隻 ７１６ ５２８
５３３８ 吉 Ｊ＝Ｊて軍 白雲書 ：状 九右衡門【討（和式罵好） 神式 罰：太郎什書＿蓬 申６（７日式真綿） 甫 Ｉ目貫‾訂書別 隻 ７１７ ５２８
５３３９ 寓 ＪｌｒｒＥ芽 日登書推 甫雅埜一言Ｊ＝賞牌） 冨 仔妄 Ｉ口前す書 吉 日ｌ安‾茫書別 隻 ３１６ ２４７
５３４０ 甫 ＩｌｒｒＥ妄 昌筆書服 後 Ⅶ） ｉ　 ・迅一　≡り一－ 青 Ｉ妄■史書別 隻 ２ ５５１
５３４１ 甫 ＩｌｒｒＥ芽 白璽数寄 厚相瞑１ 苗 丁目夏 ‾釘書 甫Ｊ＝署す書２ １４４３ ア１７
５３４２ ｉ　　　　　　■　－　▲ 二丘介（二宮岳冨） 二言一幅奏什 書 ラ考Ｊ買す書別 隻 ４３４ ３１９
５３４３ 甫 Ｉ‖広寄書推 二重介（二言唇音） 二苦情 奏什書 甫 要‾釘書㈲ｌ集 ４３７ ３２２
５３４４ 甫 丁目－て署書：状 細っはね 譜貞最　′卜食滞右衡門一書呑 ｒて 且 申Ｖ ７
５３４５ 一斉上目Ｊて貰 自筆嘗書 甫 Ｊ＝要「訂書 育 茅す書２ １４４２ ７１１
５３４６ 甫丁目広安和取持■隈 胃 Ｉ＝署す書 甫 貫す書２ １４２５ ６８７
５３４７ 甫‖ｌ広宥和歌語１許 言 Ｉ目貫‾釘書 苔 茅甘書２ １４２６ ６８７
５３４８ 斉川広安和取得鼎 斉 川要す書 胃 ｌ署‾釘書２ １４２７ ６８８
５３４９ 苔Ｊ＝ｒＥ安打歌常１碍 甫 ｌ目貫‾好古 ■告 ｌ冒す書２ １４２８ ６８８
５３５０ て芹Ｊ＝広安和歌語鼎 ‘斉Ｊ目貫すさ 苔 茅す書２ １４２９ ６８８
５３５１ 苔＝加業（ｒＥ芽）日登書経 永重野 丙禅女鹿両手 Ｉ口前す書 罵 ｌ要す書馴隻 ２９３ ２３２
５３５２ 吉Ｉｌ如巻ｒ広署）白茎さゴ犬 永髄 丙福永麗両手 ＩＲ マ書 斉 ｌ妄す古郡隻 ２３５ １９６
５３５３ 罵ｌ日加券（ｒご妄）日登書経 友軍 丙裾永躍両手 ＩＲ す 書 甫 ｌ署‾茫書別隻 ２３６ １９６
５３５４ 斉川地券（Ｊて署）白讐さ才犬 永髄 雨樋７ｋ艶両手 ＩＲ 甘書 甫 ｌ署‾Ｆ書別隻 ２３８ １９７
５３５５ 胃Ｊ＝如券（ｒＥ妄）自筆書二状 永願 丙禎永應面寺 旧 す 書 弓考 署‾Ｆ書馴集 ２４４ ２０１
５３５６ 斉Ｊ＝如業（口：妄）白筆書：伏 永髄 両横永圏両手 一口盲琶‾文■書 盲与 １貰す書胃日生 ２４５ ２０１
５３５７ 弄Ｉ地券ｒ広貰）日登書：状 友軍 丙種永既両手 ＩＲ箭す書 甫 ｌ安頂●書別集 ２４６ ２０２
５３５８ 甫Ｉｌ地券（ｒて署）白筆書：伏 永耳 丙禅友軍両手 Ｉロー証甘暮 苗 ｌ安す書馴隻 ２４７ ２０２
５３５９ 甫丁目如蕃（広軍）白雲書：状 丙管（烹抒） 丙襟元兇両手 旧願す書 甫Ｊｌ要す書胃り隻 ２５０ ２０４
５３６０ 甫Ｊｒは口蓋（Ｊて署）白宴書才犬 女腹 西禅永顔面寺 Ｉ口前す書 斉 署す書別隻 ２５１ ２０５
５３６１ 帯川地券（広安）日登 書：ほ 以徹：蒙 丙禅永常蘭書 ＩＲ箭す書 斉Ｊ；家す古河ｌ隻 ２５４ ２０７
５３６２ 苗Ｊ如券（口二軍）日筆書 ば 丙樺太髄両手 旧箭す書 甫 ｌ安 ‾灯書別集 ２５７ ２０９
５３６３ 青Ｊ地券（ＪＴ軍）自警さ：状 】好丙管 （甫薙） 丙禅永顔面寺ＩＲ箭‾釘書 苔 一貫 す古郡隻 ２５９ ２１０
５３６４ 弓考目地蕃　 広夏　 日璽古津 謬丙督 （甫】許） 丙禅永常両手旧蔵す書 与考‖ｌ貫 一丈書那隻 ２６１ ２１１
５３６５ 斉川如巻（Ｊて芽）白筆書：状 永圏 丙禅永顔面寺ＩＲ箭▼好書 ｉ　 ▲些一歩　主≡ ２６３ ２１２
５３６６

５３６７

５３６８
５３６９

５３７０

吉 日加美（Ｊて芽）白筆書：状

斉 川加美（ＪＴ貰 ）白雲書：状
嘗 書（鰐淵寺‾好書）

棍 ♯雷門ｉ師書：状
官物 ク嘗

永髄

甫 Ｉ＝て；家

西禅永髄両手ＩＲ箭

両署蛍永 朝雨寺ＩＲ蔚
石国許 ‾更
清 メく寺 す巻

福原家 文書

す巻

す書
苔 Ｊ目貫‾宮古 馴隻
甫 ｌ目貫■灯さ 買目鼻

新修島根 ｌ艮申

据便蒙す書 ト

２６８
２７６

１３

２１５
２２０

４６０

１６１

－１６４－



５３７１ 黒剰ノ、瑞漣青 白筆書 状 広妄 手篭日吉て書 圭 ‾宮古３ １１８９ ５２１

５３７２ 幸手 弄 自重 紀話す軍 ＪＴ茅 手手日吉て書 皇 牙 て書１ ３６３ ３７６

５３７３ 圭弄 青 白筆 者谷弄 官罪状書 暴利ｌ貫す書 重 す書４ １２７９ ９６

５３７４ 壬剰ヨ座元書：状 福原 －て傍 福原家文書 禎原妄て■： ト １３ ３９

５３７５ き芽‖漣弄書 揉 福原広俊 福原家‾釘書 福原家‾灯篭： ト １３ ５０

５３７６ 室栗 青 書操　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ員有弄昆 書鯵重量　脾耳＝那右衡門広屠 「ご皇温暫Ⅴ １ ２６９

５３７７ き釆 青 書状 譜墟最　二宮太 眺右衡門馬：帽 「Ｅ＿ 寧Ⅴ １７ ３１１

５３７８ 裏手 青 書：状 罰粥漫　二言・太郎右徹門馬相 ｒ＝ 申Ⅴ １８ ３１１

５３７９ 重秀 青書こ状 譜貞最　二富太 郎右裾 門高相 「ｒ． 申Ⅴ １９ ３１２

５３８０ 壬兼 弄書：状 二大 譜雀最　二言 ■太郎右衡門扁謂 Ｉて＿ 寧Ⅴ ２０ ３１２
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